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緖 言 

一、 本 編に は、 古 物 語、 草 子等に 擬し v.! 戯 作した る もの 八 種 十九 卷を 

收 め、 更 に 參考の 料と し て、 古 物 語 の 梗 槪 を 記した る もの 四種廿 

二 卷を補 載せり ノ  |1 

一、 仁 勢 物語 ニ卷 伊勢 物語に 擬 したる 戯， に して、 古來 .21 丸 光廣 

作と い へ ど 確なら ず。 寬 永 正 保 頃の 梓 行なり。 

一、 伊勢 物 語 ひ ら 言 葉四卷 一名 を 業 平 昔 物 語 と い ひ、 題 名の 如く 

伊勢 物語 を 俗語に 譯 したる ものにして 延寶六 年の 梓 行な り。 譯 

者 紀暫計 は 美濃大 垣の 人との みに て、 其 傳詳 かならず。 

一、 仁 勢 物語 通襦抄 一 卷 江戸 風俗の 雜事 を、 伊勢 物語に 擬 して 述 

ベた る ものにし て、 天 明 四 年の 梓 行な り。 著 者 志 水 燕 十 は 江戸の 
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人、 通 稱を 鈴木庄 之 助と い ひ、 根 津に 住せし が、 後 罪 を 蒙 り. U 命し 

て 終る 處を 知らず とい ふ。 

一、 おさな 源氏 十卷 源氏物語の 梗槪を 婦女子の 爲に 記せし もの 

に し て、 野 々口 立圃の 撰な り。 立 圃 は雛屋 庄左衞 門と 稱 し、 京 都 の 

人、 俳諧 及 繪畫を よ くす。 延寶九 年 九月 三十日 残す， 歳 七十 一 。此書 

卷 末に 初春 松會開 版と あるの みに し て、 刊 行 年 代 を 記さ！， れ ど、 

寬文 年間の 梓 行た る や 疑 ひなし。 

1 、 紅白 源氏物語 六卷 寶永四 年 江戸 版、 梅 翁の 撰な り。 こ も 亦 源氏 

物語 紅葉の 賀 花の 宴 ニ帖の 梗槪を 記した る もの なれ ど も、 流 石 

に 浮世 草紙 全盛の 際に 出で しもの なれ ば、 よ ね大 じんな どの 流 

行 詞 を 用 ひ、 其 文章 亦 入 文字 屋の流 を 汲みた り。 此 書後增 稀して 

若草 源氏と 改題 せ り。 

一、 尤の雙 紙 二 券 寬永 十一 年 版。 枕 草. 紙に 擬 したる ものにし て、 擬 


物語 草子 中 最も 古き もの ， 一 な り。 著 者詳 かなら ざれ ど も、 足 利 

時代の 作なる ベ し。 

一、 おちく ぼ 物語 ニ卷 一名 を 小お ちく ぼと い ふ。 お ちく ぼ 物語の 

梗槪を 記した る ものにし て、 萬 治 二 年の 開 版な り。 

一、 犬 方丈 記 一 卷 天 和 二 年の 梓 行に して、 延寶 年間 諸國 飢饉の 狀 

况 を、 方 丈 記に 擬 して 述べ たる も の。 作 者 今 長 明と あれ ど、 何 人 な 

りゃ詳 かならず。  . 

一、 寬濶 平家物語 六卷 平家物語に 擬 したる 浮世 草紙に し て、 作 者 

の 署名な き も、 江 島 其 磧の 筆なる ベ し。 寶 永 七 年 八文字 屋の開 版 

な り。 

r 吉原 つれ < ^草 五 卷 江戸の 花街 及 戯場其 他の 風俗 をつ れづ 

れ 草に 擬 して 述べ たる ものにし て、 結 城屋來 示の 戯作な りと い 

ふ。 書 中正 德 年間に 述作せ し證 あり。 
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、新 つれ < ^草 ー卷 こも 亦 江 戶烟華 場 裏の 風俗 を、 つ れ < ^草 

に擬 して 記した る ものにし て、 平 賀鳩溪 と の 傳說 あれ ど i に 

信じ 難し。 され ど 寶曆明 和の 頃の 作た る こと 論 な し. 

，茶人 つれ，^ 草ー卷 つれ < ^草に 擬 して 茶人の 雅俗 を 述べ 

たる ものにして、 作者 並に 刊年 ともに 詳 なら. され ども、 想 ふに 匕 

政 度の 作なる に し。 

明治 四十 四 年 A 月  . 

校訂 者識 
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仁 勢 物語 上 

おかしお とこ、 ほうかぶ りして 奈 良の 京 かすが のさ 

と /  、酉 のみに いきた. .0'、 その さと にいと なまぐさき 

魚、 はら かとい ふ ありけ.， y  、此 sf^ かふて みに け. o、 お 

も ほえす ふるぎん ちゃくに、 いと はした せに も あら 

ざり ければ、  >  ひ 地 どひに け .9、 おとこの きたりけ 

る、 か， 0 きる もの をぬ ぎて、 魚の あた ひに やる、 その 

男し ふぞ めの きる もの をな むきた. 5 ける、 

春 H 野の さかなに ぬぎし か hs ぎ もの 

さけのみ たれば さむさ しられす . 

となむ、 またつ ぎての みけり、 酢て おもしろ きこと > 

もやお も ひけん、 

なち すがらし どろ も ぢす， 0 あしもと は 

—仁— 勢 物 mi 上 


みだれ そめに しわれ なら ざけ に 

とい ふ 歌の こゝ ろばへ な..^、 むかし 人 は、 かくいら 

ちた るの み やう をなん しける、 

おかし 男 ありけ り、 ならの 京 はは なれ、 この 京 はま だ 

やど もさ だまら ざ. 0 ける. i きに、 の. 1 おにて 女 を も 

ちけ り、 その 女 世人に は を とれ..^ けり、 その 人 かたち 

よ. 0 は、；： "なんこ はか. .0 けり、 人の やうに も あら ざ ■CN 

けらし、 それ を かの 男、 う, r もの かたら ひて、 いか 5- 

おも ひけん、 時は彌 生の 朔： n 雨し よふる によめ る、 

おき もせす ね もせで よる もまた ひる も  I 

めうな 顔と てながめ くらしつ 

お かし 男 ありけ り、 ひざう しける 女の も、 に、 ひせん 

かさと い ふ もの を やみて、 

おじ やるなら むしろの うへ にね もしな む 

ひせん かさ に はふた をし つ 、も 

二で うのうす ベ. 0 のま だいで こで、 た、 みやに をき 

ける ときの 事な. o、 

おかし 東の 五で うに、 あ ふぎ やの か ゝゎづ らふ あ. 9 

け. o、 にしの 同 ii^. にくす し 有け. o、 それ i5 ま，， レ 道-  一 i 

あらで、 はりに こ、 ろ ふか ゝ. 9 ける ゆへ に、 行と ふら 
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ひける を 、正月の 十日ば か， 9 の ほどに、 ほかと はれに 

けり， はれ ど- --ろ はきけ ど、 人の み る ヾ き 所, i も あら 

ざ b ければ、 なをう しとお も ひつ 、なむ ありけ る、 ま 

たのと しの 正；：：： に は、 目と はなとの 間に 出て はれて、 

たちて み、 ゐ てみ、 みれ ど こぞに にるべく も あらす、 

うちわら ひて あばらぼね もいた きに、 つらの ゆがむ 

まで わら ひて、 こぞ をお も ひ 出で よめる、 

つら や あらぬ はなやむ かしの はな、 らぬ 

わが 身 ひとつ はもとの 身に して 

とよみて、 夜の ほの <^ -1 0 あくるに、 なく/,^ おきに 

けり、 

おかし 男 有け り、 名人の 棊 打へ 石な をされ にいき け 

.9、 大身なる 所 なれば 、たびぐ もえうた で、 わらつ 

とな どに ふみや b  、朔 H せ つくに かよ ひけり、 人より 

下手に も あらね ど、 まけた びか さな. 5 ければ、 あるじ 

その 相手に よごとに、 上手 をつ けて うたせ ければ、 う 

て どえ かたで、 手 もな をら ざり けり、 さてよ め る、 

1 二 わが 手な をらぬ ものなら ば 

よ ひ . ) ご を ば うち もしな ゝ ん 

とよめ ければ、 いと やさし か h- ける、 まじ ゆ るして 


け ，0、 

おかし 男 ありけ hN  、女の子に てう まし かりけ る を、 こ 

し を とらへ ていだ きわた. 0 ける を、 から- フ じて うま 

せて、 いとくら きに あくた がみの やぶれな どし きて、 

草のう へ に をき たりけ る、 子 を かれは か 女子 かと、 

男に とひけ る、 後の もの を そく 夜 も ふけに ければ、 鬼 

子と もしら で、 かみ さ へ いといみ じうく ろく、 あたま 

もいた う ふ. り ま はり けれぶ、 あぶら；： よる くらが. 9 に、 

女 をば お くにをし 入て、 男 湯 を わか ひ て あびせ を 、 

はや： 使 も あけぬ に、 この 子お ほきに な て、 鬼子 母 を 

一 くちにく ひて け. 9、 あいた やとい ひけれ ど、 かねな 

る さはぎ に、 えきか ざり けり、 やう も あけ ゆく 

に みれば、 うみし 女 も 子 もな し、 足す り をして なけ ど 

かひな し、 

おの こ 子 かなに ぞと 人のと ひしと き 

鬼と こた へ てき.. 9 な ivs し 物 を 

これ は ニ條の もど ばし の もとに、 つかまき やにて 

いた. 9 ける を、 かたなの つかいと めぬきな どぬ すま 

れて、 を ふて 出たり ける を、 ほり 川の ほどに て 太郞左 

衞門 すみ つぼと い ふ 大工、 まだ くらき にいで ける に、 


いみ じう を ふん ある をみ つけて、 といめ てと， 0 かへ 

してけ b  、その 夜 鬼子 をば うみけ り、 

おかし 男 あ b け. 5  、 京に あ. 0 わびて あづまに いきけ 

るに、 伊勢 尾 張に、 あはび 給の 海づら にある を、 人の 

いとお ほく Ig^ ける を 見て、 

い と  > し くす きぬる 貝の こ ひしき に 

浦 山し くも か へ る 人 かな 

とな. <  よめり ける. 

おかし 山伏 あり、 京 やすみう か b けん、 東の かたに ゆ 

きて、 だんな もとむ とて、 かちに て 行ければ、 あせも 

ながれけ b、 白髮 なる 頭の はちに、 いげの たち けれ 

ば、 

しらがなる あたまの はちに たつけ ぶ， 9 

ふどうと 人の 見や はとが め ぬ 

お かし 男.； «: け り 、 そ の 男 身 を ゑうな き 物 にお も ひな 

して、 京に は あら じ、 東の かたに すむ ベ きとて ゆきけ 

b 、つれと する 人 ひと ふた 行けり、 みち 知れる 人 

もなくて とふて 行け. o、 三 河國岡 崎と いふ 所に いた 

りぬ、 そ- J を 岡 崎と は、 ちゃう. 9 ある によ. 0 てな む 岡 

崎と おも ひける、 その やどの 家に たちよ. 0 て 旅籠め 

仁 語 上 


しく ひけり 、 そ のた なに かきつ へたい とお ほく あ.^ 

け. 9、 それ を昆 てつれ 人、 かきつ へ たとい ふ 五 もじ を 

( のかみ にす へて 、たびの 心 をよ めと いひければ、 よ 

める、 

か- みちをき の ふ もけ ふ も つれだちて 

へ めぐり ま はるた び をし ぞ おも ふ 

とよめ.^ ければ、 みな 人 わら ひに けり、 

ゆき/ て駿 河の 國 うつの やまに 至りて、 わがの ぼ 

らんと する みち は いとくら うたかき に、 つた か へで 

は しげり、 もの V ハ 3 ぼ そく ひだる き め をみ る ごと -,、 お 

も ふに 、すき 行者 あ ふたり、 かゝ るみち はいかで かゐ 

ます ると いふ を みれば、 しる 人な. 0 け. o、 京に その 人 

の もとにと てこ とづて す、 

する がなる うつの 山邊 のた うだん ご 

せに がなければ か はぬな.^ けり 

富 士の山 を みれば、 五 月 のつご もりに 雪 あ.. M しめし 

にに た， 9、 

とき しらぬ ふじのね ほどの いひ もがな 

かのこ かたびら か へて く ふべき 

その 山 を ものに たと へば、 ひえめ し を かさね あげた 


 仁 勢 物 語 上  

らん やうに て、 なり は 擂鉢の やうに なんあ. 9 ける、 

なを ゆき て、 武 藏の國 とし もつ ふさの 國 とのな 

か にお ほきなる 川 あ <5  、それ を 隅 田 川と いふ、 その 河 

の ほ. 9 とに む れゐて、 おも ひやれば 、かぎりなく ひだ 

るく も あ-るかな と、 わび あ へ るに、 わたし も， 0 はや ふ 

ね に のれ、 日 も くれぬ とい ふ、 さるお りし もしろ き 顔 

におび と小釉 とあかき、 舟の 上に あそびて いひ をく 

ふ、 わたしもり にと へ ば、 これなん みやこ 人と いふ を 

き、 て、 

なめし あらば い ざち とくはん みやこ 入 

わがお も ふ ほど は あ.^ やなし やと . 

とよめ， 5 ければ、 奸こ ぞ.^ て わら ひに けり、 

おかし 男、 武 藏の國 まで まど ひ あ， 0 きけ. c  、さ て その 

國 にある 女 をよ ば ひけり、 父 はまた 人に あは せんと 

いひけ る を、 は、 なむ！？ ものに 心 づけた h- ける、 父 は 

また 人に て：^ なんた て はらな りけ る、 さてなん 頭 も 

のにと おも ひける、 このむ こがね を か. 9 て、 を こせ ざ 

h 'けり、 すむ ところなん、 いるまの こ ほ. X> みよしの 、 

さ とな.. 0 ける - 

みよし 野の たの も ねんぐ を こはる、 に 


きみが かりたる かね かへ せかし 

むこが ねか へし、 

わが かたに くると いふなる みよし 野の 

たのもし かね をつ ゐと、 りか へす 

となん、 入の 國 にても、 なをし やくせん いやまさ hv け 

.9、 

おかし 男、 神な. 0 のな りければ、 ともだち どもの みち 

にて おちければ、 よみけ る、 

た、 くな よほど は 雲井になる かみ も 

たいこの か はのう ちゃぶ るまで 

おかし 男 ありけ.^、 き.^ したんの 御法度 ありて、 むさ 

し 野へ つれて 行 ほどに、 とが 人 なれば、 町奉行にから 

め られ にけ， 9  、 女 も 男 もく さ む ら のなかに をき て 火 

つけん とす、 女 わびて、 

むさし 野 はけ ふ はなやき そ 淺草ゃ 

つま もころ ベ ，0 我 もころ ベ り 

とよみけ る を 聞て、 夫婦ながら たすけて はなちけ う、 

お かしむ さしと いふ 男、 京なる 女の もとに、 きこ ゆれ 

ばはづ かし、 聞ねば くるしと かきて、 上がき に 武藏坊 

ベ ん けいと かきて、 ほそ 心 ざし を こせての ち、 ll! 曰 もせ 


やな. 5 にければ、 京よ， o 女、 

むさし 坊 さすが ほどなる- お 刀 を 

ふらぬ もつ らし ふ. るもう る さし 

と ある を 見て、 はづ かしき ひち しける 、 

ふれば いふ ふらねば うらむ 武藏坊 

か V- るお b にや 人 はに ぐらん 

おかし 男、 かひの 阔 へす いろに 行いた， 0 にけ り、 そこ 

なる 女、 江 E; の 人 は め づ らしく やお も ひけん、 せちに 

おもへ る 心ち なんあ. 0 ける、 さて かの 女、 

な か < ^と つれて こざらば てかけに も 

なる ベ かりけ り此： ：！： ばか. c- 

歌 さへ ぞ、 ひなたく さか. 9 ける、 さすがに おかしと 

や おも ひけん、 よびて ねに け り 、夜 深く 出して、 

夜 も あけば きつねたぬ きと 人 やみ む 

まだき お こして 錢をゃ b つ る 

とよみ て？ 】 のsf^^<^ど へ な んまか るとて 、  . 

くりの この あた 、け もちの あるならば 

みやげに こんどたん とやら まし を 

と、 いへ.^ ければ 、よだれ こぼちて、 ぅれし！^；りけら 

しと ぞ い ひ を..^ ける、 

物 1SS 上 


おかし 男、 かひの 國 にて、 なでう ことなき 人の めに か 

よ ひける、 いやし ふ あか など 有べき をん など も 

あらす みえければ、 

しのび づ ましり にあ か V りなく もがな 

人の 手足の， フらも 見る ベ く 

女 かぎ. 0 なくつ めた しと 思へ ど、 さるき たなき きび 

すな ど を 見せ て は、 いか  > はせんと て、 

お かしきの そう 正の 弟子 有け り、 都の 內 にて らもち 

て とき あき けれど、 後 は 世が は hv とき へ b にければ、 

よのつねの 坊生 のこと も あ ら す 、 人 がら は 心う つ く 

し う-味な き 物 1 ど 好て、 こ と 人 にもに す、 うま - き；^ を く 

ひても なをむ かしょ かりし 時の 味ながら、 世の つね 

のこと もしら す、 としごろ そだてた る 弟子 やう/^ 

とこ はなれて、 っゐに ぞくにな りて、 兄の さき. たちて 

行た ると ころ へ ゆく を、 坊主 まことと にむ づ かしき 

經な ど-  > そ をし へ けれ、 いま はと 行 をい と あはれ と 

おも ひけれ ど、 まづ しければ やる 物 もなかり け 、お 

も ひわび てね むごろ にあい しら ひける、 旦那の もと 

にかう /l.^ いま はとて まかる を、 いたいけ なる もの 

も、 え やらで つ か はすと かきて おくに、 
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b けん * う X の もとよ hs  * 

うばながら ぁぢ をば えし も わすれねば 

かくう まき 物な を ぞく ひたき 

とい へ..^ ければ、 されば よと いひて、 男、 

あ ひと もに 心 ひとしき かの し 人の 

る そのな けれよ く はじと どお も ふ 

とはい ひけれ ど、 その 夜に にけ， 9  、いにし へ くひけ る 

ことども などい ひて、 

あが. 9 このわん を をり へ にな すら へ て 

やた びく はば や あ く. 0 きの あらむ 

返し、 

あ 力. 0 このわん を を. 9 へ になせ りと も 

しる はの こりて みや はの こらん 

いにしへ ょ.^^ぁはれとなんくらひける、 

おかし ゐ中 くだ， 9 しける 人の子 ども、 猪 を ゆで、 く 

ら ひける を、 おとなに な h.- にければ、 おとこ も 女 も は 

ちた ゝ きの 子な り けれど、 男 はこの わざい やと 思 ふ、 

女 もこれ をい や， i 思 ひつ、、 親の をし ふれ どもなら 

はでなん あ. 9 ける、 さて こ のとな.^>の ぉとこのもと 

よりかく なん、 
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つどい つ、 いのし、 くひし まろ ひた ひ 

わりにけ らしない ひしる のわん 

女 返し、 

くら ひに しふ るかけ こき も かひ わ.. 0 ぬ 

きみなら やして たれ かくる ベ き 

などい ひ/^ て、 終に ほいの ごとくよ びに け. o、 

さてと しごろ ふる ほどに、 女お やなく たよりなくな 

る ま、 に、 もろとも にい ひ 米なくて あらん や はとて、 

交趾國 たかさ 國へ わた， 9 て、 いきかよ ふたよ. 0 出き 

にけ 、さ， 9 けれど この もとでお あしな ど、 お ほく ほ 

どもなくて、 たのし か hv ければ、 男 こと 女 あ， 9 ていた 

うお も ひくた びれ て、 ちとせの 中 も かれ <\ 'にて、 ふ 

かう ちなみぬ るか ほに て、 みれば、 此女 いとしご とな 

どして、 うち ながめて、 

風 ふけば おきて しらなみしょう まふの 

ようじんき びし ひと hs なれ ども 

きびし ひと.^ なれ どもと よみけ る を 聞て、 かぎりな 

く か は ゆく 思 ひて、 手 かけ へ もい かすな りに け. 9、 ま 

れ まれ かの 手 かけに いきて 見れば、 はじめ こそ 心に 

く くもつく ろ ひけれ、 いま は 打と けて、 手づ からい ひ 


がまた きて、 けうの かう の 物 をき b ける をみ て， 心う 

る さくて いかすな りに け. o、 さりければ かの 女、 男の 

かた を 見や h- て、 

きみが あだに. みす/ \» ならん いかづちの 

雲 まに おちて あたまと る ベ く 

とい ひて おどす に、 こ はがり て、 男 こむ といへ b、 よ 

ろ こびて まつに 、たび"^/ \- うそな， 0 ければ、 

君 こむ となき て 夜ごとに きつね ども 

たぬきと も 身 をな しつ、 やねん 

とい ひけれ ど、 男す まぬ かほな け. 9、 

おかし 男、 かた ゐ中 にす みけり、 おとこ 都へ とて わら 

んぢの を をし めて ゆきけ るまゝ に、 三 こざり けれ 

ば、 まちかねけ るに いと 仕事す る 人に、 もちく はせん 

とちぎ b た b ける に、 こ の 男 もど..^ けり、 此戶 あけ 給 

へ とた ゝき けれど、 あけて 歌 をよ みて、 い： U したりけ 

る、 

あは ひ ゑの ことし 昆 ごとに でき たれば 

もち を つくと て 手の ひま もな し 

とい ひ 出したり ければ、 

ぁづ きもち ， - もちあ はもち とし つく  LO 

仁 勢 物語 上  , 


わがせ になく ば う る もえ つか じ 

-と いひて いなむ としければ、 女、 

あ づき もちつ けどつ かね ど そと よりも 

くろ ゝ は あと へ あきに しもの を 

とい ひければ、 男 はらた てけ り、 女い とかな しくて し 

、りから げして ち さ うすれ ど、 おゆ ものまで 白水の あ 

ると こち：， すべ， 9 け. 9、 そこな， 0 ける もち、 わんに 大 

S ひの つめび たしに も.^ てさしつ け、 る、 

あはお も はでし かれる 人に す、 めかね 

わがく ふ もち は ひえ はて ぬめる 

とょ,^て、それははなびらになりにけ，£^  、 

おかし 男 あ. 0 け.. o、 じゅくし がきと もい は ざ. 0 ける 

かきの、 さすがう まかりければ、 女の もとにい ひや 

ける、 

秋の 夜に さはし、 かきの あおよりも 

あはせ ざるに も 味 ま さりけ り 

かき ごのみ なる 女 かへ し、 

せに もな き 我 をば すきと しらねば や 

かひな でかき の 味よ くもく ふ 

お かし 男、 五十 あま. 0 な， りけ る 女 を まう け ゝ る ごと 


仁 勢 物 上 
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く-わび ける 人の かへ しに、 

おも ほえ やひた ひに なみの さはぐ かな 

もろこしぶ ねの よ b しば か h- に 

おかし 男、 をん なの 許に 一 夜い きて、 又もい かすな り 

にければ、 女の 物 あら ふ 所に ぬき かけ をう ちゃ- 5 て、 

たら ひに 物の 見えけ る を、 みづ から、 

我ば かり 物 あら ふ 人 はまた も あら じと 

おもへ ば 水の したに も 有け り 

とよむ を、 かのこ ざり ける おとこ、 のぞきて、 

水 そこに 物 やみ ゆらん 馬 さ へ も 

まめ だら ひ をば のぞきて ぞ なく 

おかしな すび このみな ける 女、 ゆで ゝく ふて、 

などて かくは やとし よ. 0 に 成に けん 

水な すび ぞと むし-.^ しもの を 

おかしや までら のち ごた ちの、 はなみに めし 河 もな 

かりければ、 

はらに あけるな めし はい つもく ひし かど 

け ふの 花見に にる こめ もな し 

おかし 男、 はづれ な. 0 ける 女の もとに、 

あぶなき は 目 だ. まのう へのい も、 らひ 


つぶし そんじて かくはな るらん 

おかしみ ちの はたに て、 ある 子 だち の 鵜 をす へて と 

をり ける に、 何 あみと かいひ けん、 よしやせ つし やう 

な ひさ かみた とい ふ あこ、 

つ み もな き 人 はう を かひ わな を はり 

お ほくの さかなく ふとい ふなり 

と い ふ を、 うらやむ ば うや お ほか， 9  、 

おかし 物お ひける 女に、 としご ろ ありて、 

い にし へ のしち の ふだ をば うけ 返し 

むかしの かね をな すよ しもが な 

とい へり けれど、 なにと も かま はや や あ. りけん、 

おかし 男、 ひせんの 國 たかくの こほりし まばらの 城 

へむ かひけ る、 女 このたび は 又は か へら じと 思へ る 

けしき なれば、 男、 

あし 手よ. 0 身う ちの し はの いやましに 

君に としを も よらせます かな 

返し、 

こも， 0 ぬる 大人 數を ばいかで か は 

無勢に 先 を させて みるべき 

ゐ中 人の ことにて は、 よしや あしや、 


おかし 、う をの ほね をの どに たて、、 

なま だいの せぼね はむ ねに はさまりて 

こゝろ ひとつに なげく ころ かな 

じゅなく てい へ るなる ベ し、 

おかし ごくに もた、 でた えたる 人の もとに、 

たまとの を あ まの よ b つ、 ぬすめれ ど 

た つ る を ひきてく はんと ぞ田 5 ふ 

ぉかし仆审>せぬなめ..^と、ぃけんしける人のもとに、 

たなせ ばみ みちまで ほ せ る たう ゆみ の 

あそぶ とさら にわが 思 はなく に 

お かし 男、 錢 え，^ ける 女に いへ h- けり、 うしろめ だく 

や 思 ひけん、 

我なら で ことせ に ゑるな かたなし や 

ころ かけ とらぬ はっとな b とも 

返し、 

札た ちてき はめし 錢を ひと. 0 して 

ぁひょみは か.^>ぇらじとぞ思ふ 

おかし 紀の 河に か hs して、 大な るふな を、 こいとい ひ 

ければ、 よめる、 

きの 河のお ほきな ふな を 山が なる 

物 mi 上  . 


人 はこれ を や こいとい ふらん 

出 家人 かへ し、 

みしらねば 山が の もの はな まづ を も 

こ い とはい ふとお も ふわれ らも 

おかし さい ゐん のな にがしと いふ 恃 有け. 5、 其 侍の 

わ こた かいとす きに て、 いつも かりし け. 9、 その わ こ 

よび 給 ふて、 御れ うりの 夜、 その 家のと なりな りけ る 

男、 御れ うりに せんとて、 大 かに ゑび を あ ひもち 

ていで たりけ る、 いと 久しく こ ひて 出した ベ まいら 

す、 うちわび て か へ， 9 ぬべ かりけ る 問に、 あまの 酒の 

いろの よき を、 ひのきの 小 嫁に 入て 客 これ も 物く ふ 

に、 この くるま ゑび を ひめく るみと みて、 よりきて か 

ぐに なまく さき 間、 かの 小 樽の 酒 をと. 5 て、 くるま ゑ 

び を さかなに ての みたり ける を、 くらがりな りけ る 

人、 この 小^のと もしく やみ ゆらん、 ともしび けち 

なむと する に、 のめる 男の よめ る、 

のみ あけば かぎ， 9 なる ベ みとも しげに 

たるの そこにて なる 音 をき け 

あまの 酒の さけ このみの 歌に て は、 なん ぞ有 ける、 小 

博 はしぶ 姊の お ほき さなり、 わ この ほいな し、 


 仁 勢 物 語 上  I  

おかし わかき 男、 げぃ にもなら ぬすま ふ を 取け. o、 う 

れ しかるお やにて、 よくと ると 思 ひて、 此子を 外にて 

とらせん とす さ こそい へい まだと らせ やひと b 子 

なれば あまやかしければ、 とる にいき ほひな し、 此子 

やみあがりな りければ、 すま ふの ちからなし、 さる 

問に、 あ ひ 手 は いやまさ. 9 に まさる、 俄に おやこの 子 

を つれて ゆく、 此 子ち.^ めんの だんな をして、 と  >  ろ 

あし ふみし 出て と. 0 ぬ、 この 子な よ/^ とよめ る、 

出て とらば たれ かわれに はかた ざらん 

あ. 0 しちから もけ ふ はかなし も 

とよみて なげられ にけ り、 おや あはて にけ 、よくと 

ると m-:^ ひて こそ とらせし か、 いと かく もな げられ し 

とお も ふに、 しんじつに たえいり にければ、 かた やに 

てく わんた てけ. o、 け ふの 入相ば かりにた え 入て、 ま 

たの 日の いぬのと きば か，^ になん、 やう じ やうして 

いき 出た， 0 け. o、 むかしの あほう は、 さるす まふ をな 

んと hs ける、 いまの をの/^ まさに 壮 なん や、 

おかし 女 はらみて、 ふた 子う みけり、 一 人 はい やしき 

おとこの まづ しき、 一 人 は あてなる 男の子な りけ. 5、 

いやしき 男、 七夜の 內に うぶぎぬ をして、 手づ から も 


十二 

ちて や， 9 け. o、 心 ざし はいだ しけれ ど、 さる やさしき 

ことに も なれ ざり ければ、 うぶぎぬ のかた に は. 9 を 

の こしけ b 、きせんと てきせければ、 た いなきに なき 

け，.^、これをぁてなる男みて いとお かしがり ければ、 

いとけ つ こうな るれ うらのう ぶぎぬ を じまん してや 

ると て、 

むらさ きの いろよ ききぬ は 今春の 

の ふの いしゃう に まさ， 0 た. CV け 

むらさきの こそでなる べし、 

おかし 男、 むま このみに て、 あらむ ま を あ ひもちけ 

,9、 され どくせ はた あら ざり けり、 しば/ 1.- せ め けれ 

ど、 なをい とうしろ めた く、 さりと ていか じな ど は 

え ある まじ か..^ け， 9、 なを はだかに ての ける js!!. な 

りければ、 ふっと かけ 出て、 え を ひっかで かくな む、 

出て にげし あとだに 見えぬ 河原 毛 を 

たがいち もっとい ま はな るら む 

ものうき によめ るな， 9 け hs, 

おかしが きのめに 水の 見えぬ と いひなら はしけ. 9、 

その わ こぼくせ きを ほしが.. >  ていとた かう かねて か 

ひ 給 ひける を、 なまめ きゝ にて 有け る を、 我の みと じ 


まんに & 3 ひける を、 また 人き、 つけて ふみやる、 ほと 

とぎす のかた を かきて、 

ほと、 ぎすな にぞと 人のと ひければ 

なを ひよ ど b と 思 ふ ほくせ き 

とい へり、 この わ こけしき あしくて、 

ひよ 鳥と し でのた お さ とけ さぞな く 

これ をば にせとう とまれ ぬれば 

時 は、 さ nr に なんあ り ける、 おと 一 「きし、 

にせのお ほきし でのた おさ はな をた のむ 

わ がすむ さとに すきし やたら やば 

お かし 男、 あ. 0 ま へ 行人に なま だいく はせんと て、 よ 

びて うとき ひとに しあら ざり ければ、 家主に かひし 

やくし さ 、せて、 女 のれう. 0  く はせんと す、 あるじの 

おとこ、 歌よ みて、 みそ こしに ゆ ひつけ さす、 

たいの み をき みが ためにと も.^ つれば 

われう は 汁 をす ひぬ ベ きかな 

このたい は、 あるが なかに あたらしければ、 こ、 ろと 

どめ てく はす、 は lb にぁぢ は ひて、 

おかしお とこ 有け り、 人の 家 を かりつ 、、いかで この 

ながき m に、 物く は んと © ひけり、 うちく はんこと い 
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たく や 有 けん、 ものぐさくな， 9 てし ぬ ベ き 時に、 かく 

とい ふ^ 者と おも ひし かとい ひける を、 くす しさい 

さいくす. 9 をの ませ、 養生し ければ、 よくな b て、 つ 

れ- とこ も b を けり、 .is? は.! ハ s:: のつご もりい と 

あっき ころ ほひ、 よ ひ は、 すいみ をり て、 〕 化 ふけて す 

すしきかせふきけり、ほたでたかぅしける、この5!^ひ 

ふせ.：：： 'て、 

あ を ほた で 雲の上まで しげる とも 

なまな. CS すしに ませられ もせ じ 

くひが たき 夏の ひえめ し 思 ひやれば 

そのごと くな く はら ぞひ だるき 

おかし 男、 いとうる はしき とも あ， 9 けり、 かた 時 さ ら 

ャぁひ 思 ひける、 播 磨の 國明 石へ いきけ る を、 いと あ 

はれと m-^ ひて わかれに けり、 e: 日へ てめば るに 文 そ 

へ て あさましく 行、 たい もく はで E:H 經に ける、 こと 

料理 はし 給 ひに けんと、 いた はしく おも ひわび てな 

ん；；^^る、世にぁる人の心には、目ば るな ど はわ すれ 給 

ひぬべき ものに こそ あめれ と、 いへ. 5 ければ、 よみ 

て やる、 

め はるを も を こし も >ん や はわ すらる \ 

J 1  十 1H 


仁 勢 物語 下  y 

お あしなければ おもかげにたい 

おかしお とこ、 ちんと りて、 ひかんと おも ふ 田の 草 あ 

け. 5、 され どこの 男ぶ しゃうな b とき、 て、 つれな 

くやと は ざ，^ つ、 い へ る、 

大勢の ひくてあまたの 草 なれば 

御身 をえ こそ やと は ざ- 5 け- &  . 

返し、 男、  • 

お ほせいと なに やと はざる なにがし も 

つ 、とよる まで ひかんす もの を 

おかしお とこ ありけ. 9、 むまの つめきら せんとて 人 

を まちけ るに、 こざり ければ、 

いま ぞし るく るし， 1さ % とひと またん 

つめ をば しらすき る ベ か b けり 


仁 勢 物語 上 終 


  ：  十 四  

二：^ お 勿 l^i  口  lx« 

おかし sir いもうとの いと あかが ほな りけ る を 見 を 

.5 て、 

つら あかみく さげに み ゆる わか 草 を 

人の わら はんこと をし ぞ おも ふ 

ときこえ ける、 返し、 

はづ かしゃな ど あてごとの 言の は ぞ 

め ん ぼくな くもお も ひける かな 

お かし5;;ぁりけ，.^、ぅらむる人を恨て、 

歲の子 を とら へ て. 歴に つか ふと も 

おも はぬ 人 をお も ふ 物 か は 

朝 はらに 五 里 も 十 里 も あ..^  くべ し 

誰か 此世を ちゃのみ はつべき 

又お とこ、 

ふく 汁に こぞの なすびの かう の 物 

あなし ほから し 人の こ \ ろ は 

又 女 返し、  - 

ゆぐ せ やに 布へ る より も 恥 な る は 
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かりにも おにの すがたな. 5 け. 9 

とてな む 出したり け る、 この 男 ども、 ほ う ひ げ拔き て 

やらん とて、 ぬきければ、 

うちより て わがほう ひげ をぬ かませば 

いたさに つら も ゆがみし もの を 

おかし 男、 經を ばいかう^ ひて、 ひがんに よまん とお 

も ひ 入て、 

すみぞめの 釉も かぎり と 八卷を ば 

身に ひっかけて よむ ふもん ぼん 

かくて 物く さく 讀み てね いりにければ、 面に 水そゝ 

ぎな どして 目 さめて、 

わが かほに 露ぞ をくなる あか つきに 

に をき したな のか ゆの しづく か 

となんい ひて くら ひけ， 0-、 

おかし 女 有け， 9、 つくり いそがしく、 米 もまめ も あら 

ざり ける に、 まめ 米 ある 人に つきて よめ. 9 しにけ 

b 、この 男う しを賣 にいき ける に、 その 宿の 人の 女に 

てなん 有け る、 この 男に やど を かさじと、 女 あるじ は 

ら たちければ、 そ , ^ に 有け るた ちば なをと h- て、 

さ：：： まつ はら たちばなの かほ 見れば 


十六  

むかしの 人の もの 、かぞ する 

とい ひける にぞ、 はづ かしがり て 納戶に 入て ぞ 有け 

る、 

お かし 男、. g 巾まで あか うら をき て、 すきに い きたり 

ける に、 これ は 色- ) のむ すきし やと、 すだれの 內 なる 

人の いひけ る をき、 て、 

染物 をき たらん 人の いかで か は 

いろになる て ふことの なからん 

返し、 

名に しお はば t ，やい ろ こそ あれ 赤 うらの 

づきん かたぎぬ きる をい ふ 也 

おかし 年 比つ かひたり ける 女、 心 ひっちう にゃあり 

けん、 ばかなる 人の ことに 付きて、 近江國 なりけ る 旅 

籠屋 にっか はれて、 もとみし 人の ま へ に 出来て、 めし 

食 はせ などし けり、 夜 さ -  J の 有つ る 人た ま へ と、 あ 

る じに いひければ おこせたり け..^、 われ をば また 忘 

れた b やとて、 

いにし へ の 口 いづらん ざくろば な 

- J けらく つ ともなり - 一け る， A- な 

とい ふ を、 ぃと？^^；しと思ひて、 いき もせで 居た る 


を、 などい きもせ ぬと いへば、 みつばな のた るに 目 も 一 

わろ くもの もい はれす とい ふ、  一 

これ や この われに あ ふみの か いみ 山  一一 

とら へ はすれ ど まじめなる か ほ 

とい ひて、 たびぬ ぎて とらせ けれど、 すあしに て にげ 

一 , け り、 、につ ちい ぬらん ともしら や、 

お し 男、 す， 0 き， o はて ゝ、 い かで くちすぎ あらんと 

ころへ 行て しょな ど 思 へ ども、 た よ， 0 なさ に、 誠なら 

ぬ 道心 をお こす、 子 三人 をよ びて 語る、 二人の 子 はな 

さけな くい ひて いぬ、 三郞 なりけ る 子な む、 よき 御 計 

ひとい ふに、 こ の坊 生けし き い とよし？  J と 所 はなさ 

けなし、 いかで この 西 國巾國 に くだりて しがな と 思 

ひ て 、乞食し あり き 下り、 道 々 -it のく つ ひろ ひ はきな 

どす る を、 あはれ がりけ. 5^ こ、 かしこ ほいた うし 

けれども くれ ざり ければ、 ある 家の 門外に 立て、 

もらへ ども 一つぶ くれぬ つ、 お 米 ， 

人 はかむ らし おもかげ にたつ 

とて 腹た っ氣 色に て、 いばらから 竹の ある 家の かげ 

に來 て、 つれ 乞食の せし 檨に なげきて ぬると て、 

ねむし ろに ころも をし きて こよ ひも や  一 

仁 勢 物語 下， 


こ ひしき めし をく はでの みねん 

とよみけ る を 哀と思 ひて、 つれ 乞食 ども、 もら ひ あつ 

めた る 物 を とらせけ.. >、 世が よの 時 はお も ふ をば 食 

ひ、 おも はぬ をば  < 良 は ぬ もの を、 い ま は おも ふ を もお 

も はぬ を も、 きら ひめ せぬ 乞食に なん 成け る、 

お か し 男、 女み さ う をへ 艮 ふ わ ざ もえ せ ざ" ければ、 く 

.bi^ へ い h- て 祈て よめる、 

ふくの 祌 わが 身に かね をた び 給へ 

ひん もとみつ ゝ あるべ き 物 を 

び しゃもん し、 

むまれ つかぬ かね をば 我 もた ま はら じ 

し は くな り なば ひん もとむべし 

おかし 大 けいせい や あ. 0 けり、 そこの 女の 乘 もの ゆ 

るされ たる^け る、 人に 候 ひけ る はら はれな りけ 

る 男、 まだいと おかりけ る を、 この 女ち いんしけ り、 

かの 男つ 、けが ひに して、^ に 女と 向 ひ をり ければ、 

女い としゃら な b、 かね もい とうせ なんかくな かふ 

ぞと いひければ、 

思 ふに は 忍ぶ る こと もわん ざ くれ 

を ひに しかね はさ も あらば あれ 


I 
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とい ひて、 かう しの 內に をれば、 れいの 此 格子の 外に 

は、 人の 見る を もしら での さばれば、 此女 おも ひわび 

て 揚屋 へ ゆく、 されば よき 事と 思 ひて、 あとから いき 

ければ、 皆 人み て 笑 ひけ. o、 つど ひて との だち の 御 出 

なれば、 くつ は 出て おくに 誘 ひ 入れての きぬ、 かく 片 

時 も 離れ や 有 わたるに、 い たづら 者に な h- ぬべ けれ 

ば、 終に 知 音 はなる べしと て、 この 男い かに せん 吾 か 

のさ まよせ たま へ と、 佛祌 にも 申 けれど、 いやまさ h. 

てよ せ ざり っゝ、 なを わりな くいと すげ なう あ ひし 

ら ひければ、 御 楊枝 かるたな どつ ゝ みかき つけて、 も 

はや か はじと い ふ 誓文 をた てゝ なむ あ ひける、 逢け 

るまゝ に、 いと^ 戀 しき 摩 かすま さ， て、 あ， 9 しょ. 0 

げに戀 しく おぼえければ 

こ ひしゃと 兒に こそき たれ あげ 錢の 

かね はもた す もな にけ るかな 

とい ひて なむ かひけ る、 

この 君 さま は、 かほ 形よ くお はしまして、 佛の やうに 

をし へ はいと よくて うた ひ 給 ふ、 男女い とうな づき 

あ ひけ 、か、 る 刻に、 i^. 立てす ぐせ かしと かたく 約 

束して、 走る になん 極めけ る、 かゝる 程に 長 聞 付て、 


此男 をば つけと いけし ければ、 此女 をば たばか. 9 て 

くらに こめて しょ. .9 け ir^  、 くら - - 0hv て なく、 

あまの じゃこ おもきに た へ しわれ が 身 も 

一昔 を こそな かめ A は うら み じ 

と 泣ければ、 此男は 人の 國ょ， o、 夜ごとに きつ 、尺八 

をい と 面白く 吹て、 こ ゑ はお かしうて あほうげ にう 

た ひける、 か、 れば此 女 は藏に 籠りながら、 それに あ 

なると はきけ ど、 逢み る ベ きに も あらで なん 有け る、 

され ごと ゝ おも ふらむ こそ か は ゆ けれ 

あるに も あらぬ 身 を しらすして 

とお も ひ を. 9、 男 は 女し あはねば、 かくしぁi^きっ 

つ、 人の 國に ありき て、 かくうた ふ、 

徒に 行て はきぬ る ものぐさ を 

見 まく ほし さに はき やぶ. 9 つ ゝ 

尊 氏の 時なる べし、 大 倾城屋 は、 染物屋の か、 な 

り、 六條 のか 、とも、 

おかし 男、 つの 國に 知人 有け るに、 兄弟 ともだち 引 速 

て 浪蒂 の 寺に 行けり 、述池 を みれば、 鮒 どもの ある を 

みて、 

なに は 寺 講堂の まへの 連 池に 


>  J れゃ近 江 のうみ わたる ふな 

これ をく ひたが.. > て 、人々 か へりに けり、 

おかし 男、 餐性 しに 思 ふ 事 かきて、 和泉國 へ くす しょ 

びに や，^ け. り、 あたまの 鉢 を 見れば、 くぼみ、 はれ、 み 

うづき やま や、 あしたよ て、 ひる はれた. 9、 うみ 

いとしろ うはれ 物の さきに 見えたり、 それ を 見て か 

のく すし、 只 一 つけに なをし けり、 

きの ふけ ふ 頸の ま はりの 引つ る は 

はなのと を かのうし ろな け hs 

おかし 男、 和 泉國へ 行け. 5、 住吉 のこ ほ， 9 すみよし の 

里 住 吉の濱 に 行に、 いと ひだる ければ、 休つ、 行、 有 

人 住 吉の濱 とよめ とい ふ、 * 

あゆみ ゆきて 氣 くたびれし にあ もく ふと 

はらのへ， 0 たもす みよしの はま 

とよめ りければ、 みな 人尤 とい ひけ， り、 

ぉかし男有け..^、 其 男 伊勢 國へ ばくち を 打に 行ける 

に、 かの 伊勢のば くちう ち、 つねの 人より はこの 人 上 

手な りければ、 おやに もい ふて、 いと ねんごろ にあ ひ 

しら ひけ 、かくて ねんごろに 馳走し け， 5、 一 一日と い 

ふ 夜、 男 忍びう たんと いふ、 伊勢の 男もう たじと もお 
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も へらす、 去れ ど 人目 しげ、 れば、 えうた す、 宿せん 

とい ふ 人 あれば、 人 を しづ め て、 子の時よ. 0 かの 宿に 

れて、 のかた を 見出して ふせる に、 月の 朧な るに、 

小さき さい を あまた 持ちて 人 立てり、 男い と植？ くて、 

我が ゐる 所に いて 入て、 子 ひとつより a みつまで 打 

に、まだかち負もぁらゃ、打ぁかしけ.^>、 つと おきて 

油の 代に、 わが 錢を やるべき にし あらねば、 心 もと 

なくて、 しばし ある に、 宿主の かたより、 

君が かちし ひとやまけ けむお も ほえ や 

かち かまけ たか 下手 か 上手 か 

男、 いたう 忍びて よめる、 

うちあ かす あぶらの 餞に まど ひに き 

下手 上手と はこよ ひさ だめよ 

とよみて や b, て 出ぬ、 今》.^ は 人 を しづめ て、 いと、 く 

打ん と 思 ふに、 國の守 さいの 上手のば くち 打 ありと 

聞て、 夜べ にさが しければ、 最早 打 こと もえせ で、 明 

れば尾 張國へ 逃ん とすれば、 亭主 かたよ. 0 いだす さ 

かづきの さらに、 歌 を かきてい だしけ. o、 

かちにげ にもら へ どくれ ぬ錢 しあれば 

とかき て、 すゑ はなし、 その 皿に たばこの はいして、 
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末 を かきつ、、 

この、 むさけ の 代 はやらな む 

とて あくれば、 尾 張の 國へ こえに け b、 さいうち は、 

水 尾の 御 時、 これたかの 御子の むまと..^、 

おかし 男 勢より 歸て上 b ける に、 大 淀の 渡に て、 伊 

勢の さい 打ので つちに、 いひ かけ、 る 

こ ひめう つかた や いづ こぞ さいなげ て 

われに をし へ よ ゆきて うたなん 

おかし 男、 伊勢の 齋宮 にみ ゃづ かべ しける、 かの 宮の 

杉と いひけ る 女と、 わたくし めおとに て、 かみこぬ は 

せて よめる、 

ぬひ やぶる かみこ はせば く 成ぬ ベ し 

大 みやぎ ぬの うらの ひろさに 

女、 

こはくと も きても みよ かし 纸子 をば 

風のと を せる もの ならな く に 

おかし 男、 伊勢 國 にて、 隣へ、 すを賀 ひに 行ければ、 女 

いみ じうし か， 0 け 、さて 男、 

をん なご は い つがく もん も あらな くに 

ろんごよ ますの ろんごよ みかな 


二十  — 

おかし、 う へ に.^ け る i2?、 もら はれ もせ ざ る 御なん ど 

のかね をお も ひける、 

目に は 見て 手に は とられぬ e: の 中の 

か づらの ごとき かねに ぞ；^ ける 

おかし 男、 女 をいた う うらみ て 

よこね ふみだう がさ やみ にあら ね ども 

あはぬ 日お ほく 戀 わたる 哉 

おかし 男、 伊勢の 國 にて、 しょたいし てあらむ とい ひ 

ければ、 女、 

大 淀の はまに 生て ふみるな りと 

こゝ ろの ま、 にく ひて あれ か し 

とい ひて 、まし て 酒 もなかり ければ、 男、 

釉 ぬれて あまの かりほす 靑 のりや 

み る を さいにて やまん とやす る 

をん な、 

五；：：^ よ ，0 でく る麥 めし あおなく は 

しほに つけた る 貝 も 有なん 

又 男、 

淚にぞ ぬれつ 、しぼる にごり 酒の 

からき こ 、ろ ははな を はおく か 


よに 落 ぶれた る 女に なん、 

おかし 男、 ニ條 通り 御り やうの 宮の うぢ 祌の祭 H 几に 

行け.. 9、 近衞の 町に て、 大きな 人々 の 土器まい b 給 ふ 

っゐ でに、 御棧 敷よ 給て、 のみた てま つりけ る、 

大 はら やお つけの わんに け ふこ そ は 

なら もろはく を おも ふ ゝ の む 

とて、 心に も 嬉しく や 思 ひけん、 いか い 思 ひけん しら 

す、 

おかし 田 村と いふ 能 有け り、 その 時の 太夫た かやす 

とい ふ、 いま も あ. 9 けり、 それ をよ びて 天 王 寺に て 三 

n しけ. o、 人々 さけ じき 籠もて きた. 9、 もてき あ つ め 

たるく ひ 物 千々 ばかり あり、 そこば くの さげ 重箱 を、 

木の 枝に つけて、 堂の まへ にたて たれば、 出 もさら 

に 堂の 前に ひか b 出た る樣 になむ 見えけ る、 それ を 

謠 衆に 有け る ふぢい ちの 何 ゆきと か申ゐ たる、 祝言 

の を はる ほどに、 歌よ む 人々 を 招き あ つめて、 今：：： の 

御 能 を 題に て、 ^！^の心ば へ ぁる歌たてまっらしめ給 

へと いふ、 右の； iil- の 太夫な. 0 ける 翁、 目 はたか. 0 なが 

らょ みける 、 

山う ばの を は. 5 し 後の 狂言 は 


すぢ きれて わら ふなる ベ し 

とよみけ る を、 今 見れ ばよ く も あ ら ざり けり、 その か 

みは、 これ やま さ り けん、 おかし か. .9 け， 9、 

おかした がせう の 娘お はしけり、 嫁入して 七ケ n の 

いは ひ安穩 にしけ り、 雜師殿 こふの なにがし その 祝 

言に 參 りて、 かへ さに. E 崎の せむしの 子の ゐられ け 

る 山 崎の 家に、 瀧お とし 水 はしらせ などして、 面白 

く作られたるに^,.^て、 年 比よ そに ては賴 つかへ ど 

も、 近くつ かひて 御 目に 懸す、 こよ ひ 愛に て 見せ 申さ 

んと いふ、 こ の子悅 てよ る の 物な どかり てけ り、 さ る 

に、 かの 賴帥 出て さげすみ ける 樣、 家 見の はじめに、 

只 何 を かまいら すべ き、 三條の 大路に、 紀の國 もめん 

おけ b  、いと 面白き すぢ たてませ. 5、 大雪の 後 かひた 

..^しかば、 いらで 有ければ、 みそに かへ てからけ る 

を、 島 このみ 給 ふ 人な り、 この 木綿 奉らむ と 思 ひて、 

み づ し 女し て R に きす、 いくばくもなくても てきぬ、 

此 木綿 聞し よ.^ は 見る に將れ り、 是 をた^ 參 らせん 

は、 V- くな とも そ ゆべ しとて、 歌よ む 人に せけ り、 

右の 鵜師の 子な りけ る 人の をなん、 靑き きざみた ば 

こ を 包た る 紙に、 書付 まいらす、 
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あかねと もべ にと も かって 色み えぬ 

こ、 ろざして ふよし のなければ 

おかし、 宇治の 上 林 iSJl もちけ. 5、 馬屋より 人々 うち 出 

けり、 お ほきなる あな へ おちて 死にければ、 翁の よめ 

る、 

わが かどに ちひろ ある あな を ほり つれば 

よるひる たれ か はまら ざるべ き 

これ は、 酒 かすに 醉て 人の ちう やうと なんい ひける、 

あにち うやう にて あら ざらん や、 

おかしお とろへ たる 家に、 ふきの たう 出た る 有け. o、 

師走の 晦日に、 其！ n 雨 そろく 降る に、 人の 許 へ ほり 

て 奉らす とて、 

ぬれつ、 ぞしゐ て ほ. 9 つ ると しのうち に 

春 はふつ きにならせられ てよ 

おかし 左の き、 たるす きりぶ し ゐられ けり、 かも 

河の ほと. C に、 六條 わた， 0 に、 家 をい とわび て 作. 0 て 

住け り、 神 無 1=： 三十 H かた、 菊 皿のう つ く？ - きに、 も 

みなます を も. 0 て、 殿達よ びて 一 日 酒の みし 遊て、 

搏も あけ もて ゆく 程に、 この 殿達お かしき 歌よ む、 そ 

こに 有け るかた きおき な、 板お しきの はたに は ひき 


て、 人に 恃ょ ませ はて、、 よめる、 

しほ 物 をい つかく ひけん 朝め しに 

つきぬる よねに もみ も あらなん 

となん 讀 ける は、 うす 杵 にて つきた b ければ、 あらな 

く 白き 米に もみ 多 かりけ. 9、 わが 主 殿 六十 四 五 石と 

り 給 へ ば、 MM 物より 外に さかなな かりけ b 、されば な 

ん、 かの 翁 更に 是を 迷惑して、 1^ 物 はいつ かくひ けん 

とよめ りけ る， 

おかし 惟；^ 卿と 申 公卿お はし ましけ. 9、 八 島の あた 

b に、 むれた かまつ とい ふ 所に 船 有け り、 年 比の 侍與 

三兵衞 いし どう 丸 を 連て、 伯父む ね もりなり ける 人 

を 常に 恨みて！^ けて おはし ましけ る、 時代 經て、 久し 

く 成に ければ、 其 時の 寧 は 忘れに けり、 かね はたんと 

ももた で、 すね を 引々 つ、、 大和の 方に か、 れ け 

,9、 今お はする 高 野の 瀧 口が 寺、 其院の 上人 ことに 食 

し、 その 寺の もとに をり ゐて、 髮をそ ひて、 名 を かへ 

て 、上中下み な 歌よ みけり、 與三 兵衞な b ける 人の よ 

める、 

世の なかに たへ て 妻子の なかり せば 

いま の こゝろ はの どけから まし 


又 人の 歌、 

しねば こそい とい 妻子 はめで たけれ 

うき 世に たれが ひひに いくべき 

とて、 其 寺 をば 立て 行に、 ひだる く 成ぬ、 御供なる 人 

もち を 持て 外よ b いで 來， 9、 此 もち をく ひてんと て、 

よき 所 を もとめ 行に、 山 石 田 川と 云 所に 至.. ^ ぬ、 きみ も 

むまが りて 多くまい る、 きみ 宣 ひける、 高 野 を 出て 岩 

田 川の ほと. 9 に 至る とい ふ を 題に て、 歌よ みても ち 

は 食へ と宣 ふければ、 かの 與三 兵衞 よみて 奉りけ る、 

かひぐ ひし たなざらし もち かた からん 

岩 田 河原で われ はく ひけ 

きみ 餅 を かす  -ぐ ひ 給て、 か へしえ し 給 はす、 かの 

石 童 丸 御供に つかまつられ 、それが 返し、 

一 とせに 殿のお ともに きみ. ませば 

やど かす 人 は あらんと ぞぉ も ふ 

歸. 9 て 風呂屋に 入らせ 給 ひぬ、 夜 ls„{ るまで、 ちゃのみ 

物が た して、 あるじの ていよ びて 風呂へ 入 まいら 

す、 十 一 曰の：：： も かくれなん とすれば、 かの 兵衞 よめ 

る、 

あかなき に またき も 風呂 へ 入ぬ るか 


山水 さして いれす も あらなん 

きみに か は b て 奉. 9 て 石 童、 

をし なべ てこれ は卒 のこれ も. 9 と 

髮 のなければ た れも し ら じ を 

おかし 信 濃に かよ ひ 給 ひし これ もち 將軍、 例の 狩し 

にお はします、 供に- iil' の. 0 など 大勢に て 狩し 給へ り、 

一 1 へ て 見る に、 か..^ やうち け..^、 女お ほうして とく 

よばんと おも ふに、 大勢 を 止めて、 ろくならん 所まで 

とて 乘打 をせ ざ b けり、 女 この； ij;!- の 口 をと りければ、 

降りて、 

i,6 くらと て 草 引む すぶ >  W ともせで 

たがつ ま とだにた のまれな くに 

とよみけ る、 時 は 九：：：： 三十：！： な.. CS け. 0  、 將 お ほきに 

酔て、 あか、 ほし 給 ふて け. 9、 かくしつ、 まふ つうた 

ふつ 飮 ける を、 思 ひの 外に、 御 鳥 帽子 も 落て ける、 無 

理に鬼 どもく ひ 奉らん とて、 大勢 まう でよ るに、 八幡 

山の 麓なる、. 可 原 あしい と はやしつ よくて、 5. 隱に ま 

いりて 見舉 るに、 つぶ/,^ といび きかきて おはしけ 

れば、 や 、久しくお- J して、 仰の ことな ど 御 はかし 収 

出て 消に け， 9、 さても さ ぶら ひし かなと 思 へ ど、 大鬼 
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小 鬼 ども 有ければ えた めら はで、 む ぎ h- に 切て 懸 

れば、 鬼、 

わるく して 太刀 は あらむ と 思 ひき や 

ゆみ ふみおれば きみ をく はんに 

とてな む、 なくく 逃に ける、 

おかし 男 有け り、 身 はゐ ざりながら、 母な む 神 子な り 

ける、 その 母な が を かとい ふ 所に すみけ. 9、 子 は 京に 

乞食し ければ、 養 ふとし けれど、 一 さいえ 養 はす、 人 

も顿 まねば 召 もせ ざり け， 9、 さるに 師走ば かりに と 

ちの みとて ふんした るかみ あ. 9、 嬉しく あけ 見れば 

歌 あ h -、 

おひ ぬれば 枝の わかれの 有と いへば 

お つるな みだ はとち のみの ごと 

か の 子、 ゐ ざりながら 泣きて よめる、 

世 中に えだの 別の なく もがな 

ちょ もと いのる 人の どんぐ，.^ 

おかし 男 有け り、 ー宽 より つかま へ られ ける、 てんぐね 

つ て つのみ 給 ふて けり、 六 時には、 必 いき 出に けり、 

大山？^  c 宮 ii しければ、 常に は ゑ まう です、 され どもと 

の >  ひ うしな はで、 とんで 廻りけ るに なん 有け る、 昔つ 


かま へられし 人、 俗なる， 郦師 なる あまた 參り あつま 

b て、 六 時 なれば、 ことよし とて、 大 いきつき 給 ひけ 

り、 ゆ. 0  二 ぼす こと ふ b て、 火の 雨 止ま や、 皆 人醉て 

雨に 降，. >  こめられ たりと 云 を 題に て、 歌 有け り、 

田 心 へ. ども 身 を つめらねば し h- もせす 

雪の つ もる ぞ わが 心なる 

とよめ りければ、 天狗いた ぅ哀が KV 給 て 、御ぞ ぬぎて 

給へ. 0 け-り、 

おかしい とわる き 男、 わるき 女 を 相い へ， 9 け b  、をの 

をの 親 あ..^ ければ、 包て いひ さして 止に け b  、年 比經 

て、 女の もとに 猶心 ざし はらさん とや 思 ひけん、 男欹 

よみて やれ. 9 ける、 

今までに わすれぬ 人 はよ にも あら じ 

をのが きみ さまと しの へ ぬれば 

とて やみに けり、 男 も 相 はなれぬ、 宫仕 へ になむ いで 

：ナ る、 

おかし 男、 つり かみ、 いばら 組、 あしやが まふた とつ 

ての 助な ど， 知人に て 有け 、昔の 歌に、 

あしやが まふた のとって は 釘 もな み 

つけつ をく れつ さゝ できに けり 


とよみけ る、 此 をよ みける， こ 、を あしやの な だと 

は 云 ひける、 此 男な まか はもの 也ければ、 それ を 頼り 

にて、 ゑび の 助 ども かゝ みあつ ま b 來に けり、 此 男の 

かみ も ゑび のす けな. 9 け. o、 其 家の 前の 海の ほと， 9 

に 遊び あ.^ きて、 いさごの 山の 神の をる と 云、 布 見に 

登ん とい ひて、 登. 9 て 見る に、 その はた 物より 異な 

h>、 長さ 二 丈、 ひろさ 五 尺ば か. 0 なる、 石の 表に 白き 

きぬに 岩 をつ、 めらん 樣 になむ 有け る、 さる 機の か 

みに、 わらん じの 大きさして 差 出た る、 ぶら/^ あ 

り、 それに 走り か、 るに ぶら は、 て 、うち 栗の 大 

さに て こぼれお つ、 そこなる 人に、 みな はたの 歌よ ま 

す、 ゑび のす け 先よ む、 

わが 世 をば 今： n も へ めぐ. 0 まづ ふくh^ 

をる と此布 いづれ たか けん 

あるじ 次に よむ、 

ぬきた て は 人 こそうむ らし 白衣 を 

まなく も をる か釉 のせば きに 

とよめ，^ ければ、 かた へ の 人 笑 ふ 事 にゃあ. 0 けん、 こ 

の 歌に めんじて 止に けり、 歸 りくる 道 遠くて、 うせに 

しくら ひての もちす きが 家の 1 则 にくる に、 日暮 ぬ、 宿 
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の- を 見やれば、 あまの 飯た く 火お ほく M やる に、 あ 

る じ 男よ む、 

汁 さ いはほし なか ぶら かほた て かも 

わがす むかたの あまの た、 きか 

とよみて 家に か へ ^きぬ、 その 夜 is の 風 ふきて、 波い 

とたかし、 つとめて そのいへ のめの こどもいで ゝ浮 

見る、 くらげな どの、：；^ によせられ たる、 ひろ ひてい 

への 內 にもて きぬ、 女が たより そのみる くらげ をた 

かっきに 盛て、 柏 をおう ひて、 さし 出した る 柏に か 

け. 9、 

わたつみの かざしに さすと いは ふもゝ 

きみが ために は くらげな りけ h' 

田舍 人の 歌に て は、 あまれり や 足ら やや、 

おかし、 いとわ かくは あらぬ、 これ かれ 姓 ども 然り 

て、 g: を 見て それが なかに 名主、 

お ほかた は 月 を も めで じみ しんせ じ 

つもれば 人のお ひとなる もの 

おかしい やしと いふお とこ、 われよ b は 勝りた る 人 

を あ ひて にて、 戀ひぁ ひうちけ る、 

人 しれす わが 小つ 3- みは ぁぢ もな し 
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いづれ の 流に うち もな ほさん 

おかしく もれる 鏡 を、 とがで と 思 ひわび ければ、 天 

と. 0^ ほめ けん、 さらば あす 飛て とい へ. 9 ける を、 限 

,0 なく 嬉しく、 又うた が はしか， 0 ければ、 大きなる ざ 

くろ につけて、 

ざくろば なけ ふ こそ かく もに ほふらめ 

あのた のみが た あすの 水が ね 

とい ふ錢 W も あるべ し、 

おかしつ b ひげ を拔を さへ なげく 男、 三月 のつご も 

.9 かたに、 

おしい かな はなの あた hv, のけぬ きをば 

ゆるして たまへ なむ あみだ 佛 

おかし こ ひし さに きつ、 歸れ ど、 女に 少分を だに え 

くれで よめ る、 

あみ 笠で たな、 し «„; の ほて かづき 

行か へる らん 知人 もな み 

おかし 男、 身 は 重くて、 いと 高さ 木のう へ 、登りた. 9 

け， 9、 少した てゝ にや 有 けん、 ふして 思 ひお きて 思 

ひ、 わびて よめる、 

あぶな/^ のぼり はすべ し！ K もな く 
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, 高 き 木の そらく るし か. 9 けり 

昔 も か 、る 15^ は、 くもま ひのしけ るに や 有 けん、 

おかし 男女 ありけ. o、 如何 あ. 0 けん、 その 女、 目つ ぶ 

れ にけ.^、 後に やう 生し けれど、 ほし 有 眼な. 9 けれ 

ば、 こまかに こそ 見えね ど、 時々 もの は 見えけ h. -、 女 

かさ かく 人な.^ ければ、 かき をれ る 許な b、 今の 男、 

ほうそうす とて 、一つの 鼻 落た. 0 け. o、 彼の 男、 いと 

つらく、 をのが き あ ひの 事 をば、 今迄の たま はねば、 

偽と 思 ふらん、 なでて 見 給べ き 物に なん 有け ると て、 

弄して よみて や， 9 ける、 とき は 春に なん 存 ける、 

淸盲は 春 口き つかと て b ぬれば 

かすみ に き， 9 や ふ り まさ るらん 

となんよ めり ける、 女 かへ し、 

ちく/^ と 木 やゑに 春 も 成 ぬれば 

もが さで はな もね からち， Q- けり 

おかし 一 一條の 北に、 咳氣 つか ふまつ る 男 有け り、 女 ど 

も を あまた 使 ひて、 に 見 か はして、 よば ひわた.^ け 

,9、 いかで 物語ば かりして、 恐ろしく 思 ひつめ たる、 

山の 神の 心 はるか さんと 思 ひければ、 女い と 忍び 給 

へ、 し はぶきの 聞 ゆるに とい ひけれ ど、 もの をと も 
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せ や、 女、 

ひこ. V がか ほ をす ると も 咳氣ゅ へ 

かくれぬ せき を 今 はやめて よ 

このせ きに 迷惑して、 いに、 け..^、 

おかし 男 あ. 0 けり 、恩 を ー咼く い ふこと 日 へ にけ り、 

薪し も あらねば、 心苦しと や 思 ひけん、 漸ぅ 奉公に 出 

にけ. o、 その 比み な 月 の 土用 餅つ か せければ、 男手に 

まめ  一 二 出たり、 時 もい ふ 暑し、 少し 秋風 吹た ちなん 

とき、 必 まいらん といへ， s>  、秋 まつ 比 ほひに、 こゝか 

しこより、 その 人 をかん やな とて、 公事 ごといで き 

にけ り、 さり けれど、 男の もとの 主 俄にむ か へ こしけ 

り、 されば 此男、 かつ ほの たゝ きを こしら へて、 歌 を 

かきつけて 置たり、 

秋.？' けて したる た 、き はからく とも 

おく はふく る、 あ ぢにぞ 有け る 

とかき 置きて、 かしこより 人お こせば、 これ を 進せ よ 

とていぬ、 さて やりて 後、 っゐ にけ ふ 迄 しらす、 よく 

て や あらん、 惡 くて や 有らん、 いにし 所 も 知す、 かの 

男 は、 天 野の 酒手 をお ひて なん 隱れ 居なる、 むたいけ 

にて、 人の \ら と 思 ふ にゃあらん、 伯 1^ の もとに あ 


り、 いまこ そはいで めと ぞい ふなる， 

おかし ほりいだ しに や 有 けん、 大橋 あた h- に、 家 を， 

け b  、四十 雨が 九十 雨の 家に ぞ 成に ける、 なか 立し け 

る 翁、 

作 事して ち， 0 まで ひろ ふさら 、くに 

ほ ね を おる とて またた まふ かね 

おかし 大 もち 好 有け. o、 賴 ける 坊主な が 月ば か. 0 に、 

梅 《に きび もち そ へ て やる とて、 

わがた のむ H ー那 のために つくもち は 

とき ひじ わかぬ ちゃの こなり け. 9 

とよみて や. 9 ければ、 いと 嬉が b て、 使に 錢 くれに け 

り、 

おかしう どんの こ麥を ほしけ る 日、 むかひに たてた 

りけ る 車に、 女の 仕事した むな さう に 見えければ、 中 

問な， ける 男の、 よみて や，^ ける、 

ひき もせす つむがぬ い とのし ごと をば 

あの 麥 のこに かへ て ひけ かし 

かへ し、 

iei- をき てな にか こ麥を 分て ひかん 

^のみこ そし ごとな り けれ 
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ま はたんと つむぎけ. 5、 

おかし 男、 高麗 陣 にて、 ちゃうば に 居た. 0 ければ、 あ 

る やれぎ ぬきた る 人の、 具足 はたより 綿の 目 を しら 

みと やい ふとて、 出しければ、 見て、 

わたの 目の 人 をく ふと は 見 しらね ど 

- 一は しらみな り またも くら はん 

お かし 左兵衞 のかくな， ける あ， 9、 こしの ゆき 女と 

いふ 冇 けり、 其 人の 家に、 よき 酒 買る と 聞て、 うへ に 

あ.^ ける さけ 舉行 を、 ふぐ 汁 まなが つ ほ、 いか、 なよ 

し、 まらう ど、 かう すと なん その 日の 料 にした. 9 け 

る、 典め る 人に て、 かめに 酒 を 入たり、 其 酒の 中に、 甘 

酒、 ぶどう酒 など 有け り、 酒の 入 事 三 斗 六 升ば か. 9 な 

ん入 ける、 それ を题 にて よむ に、 よみ はてが たに、 明 

石の めば るな ど、 あるじし 給 ふと 聞て、 もて 來り けれ 

ば、 しらべ て飮 せけ る、 元より、 酉の 事 は、 飮 まざりけ 

れば、 すま ひけれ ど、 强て飮 せければ、 かくなん、 

酒が めの はたに ならべ る 人 をお ほみ 

ぁ.^>のくま野 へまい るな b かも 

など かくしもよ むと いひければ、 大酒の ゑ ひて はく 

れる さかりに まか.^>て、ふじからげのさ かばゃしを、 
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思 ひて よめる とい ひければ、 皆 人げ にもと 思 ひけり、 

おかし 男 有け り、 謠 はうた は ざ. り けれど、 世の中の 小 

歌 を 知たり けり、 かぶ きす る 若衆の 座 に 有て 、低 中 を 

思 ひう むじて、 京に も あらや、 はるかなる W 舍に住 け 

.9、^ なる 女の もとの 子 そくな b ける 男、 よみて や b 

ける、 

驚 破と て 復には のらぬ 舞 なれ ど 

よのうた より はよ くぞ ある. て ふ 

となんい ひや b ける、 左 門が おどりな り、 

お .？> し 男 有け. 0-、 い とまめ にこ 、かしこ ありき け. 9、 

深 草の あた b になん、 じ やうる b あやつ. 0 したりけ 

ん、 見に 主け る、 錢 を，^ ん とい へり、 さて、 

ね やみ どのせ に をば ゆるせ まづ ひらに 

いわ-と 、J ふと もい まいらす る 

となむ よみて 入け り、 さる 人の きたなげ さよ、 

おかし、 ことなる 事なくて、 にげて 上る 人 あ. 9 け. 9、 

太刀 かたな はさし たれ ど、 心 や を くれたり けん、 鴨の 

羽た、 きに おちたり ける を、 男 歌よ みけ- 9、 

白ふ..^ の あさのた、 れ るかう の 物 

いま くら どのに ちゃのまる ゝ かな 


これ は、 さいたう のな にがし、 物が しらに て、 ひがし 

にく だり ける が、 みちよ， 9 歸り 上， 0 ける となん、 

おかしお と こ、 あたま は、 はぐべ しとい ひやり たりけ 

れ よ.、 げき やう、 

しらく- V6- - まダ よま f なん ょゲ すと て 

やく £ ^くる 、人 も あら じ を 

とい/. 0 ければ、 あたま はなめ しに 成と 思 ひて 心う 

さよ、 、， やま さ.^ にけ.. 9  、 

おかし 男、 和 子 達の 相伴に いで、 から はらに 酒 を飮み 

て、 

千 はやぶ る 神代 もき かす 丹 波 ごき 

から はら 酉 をみ つ のまん と は 

おかし 下手なる 鍛冶 あ..^ けり、 其 男の もとの 主な り 

ける 人 を、 ない せう に顆 みけり、 此かぢ 藤 原の 何 ゆき 

とやらん いひけ. 0、 され どま だ^ければ、 物 もお さ 

おさからす、 燒 もっけ しらす、 况ゃ銘 はきら ざり け 

れば、 かの 主なる 人、 本 を かきて きらせて、 しちに を 

く、 さて 主の 讀る、 

つぶ/ \ 'となが めいきれ るなら かたな 

てまの ろと b てうる 力し もな し 
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返し-例 のかお、 

や 'くと もかぬ はと るら めなら 刀 

身 さ へな がると きかば うけなん 

とい へ h- ければ、 主い とい たう 魁： て 柄まで 卷て、 刀 箱 

に 入て やる となん 云 ふなる、 おとこ ふみを こせた..^、 

質に 置て 後の 事な りけ り、 あくめの いでき ぬべ きに、 

み わ づらひ 侍る 御身 幸 あらば、 この あくめ は 出 じと 

い へ- 9 ければ、 例の かおいろ か は り て、 よみて 取 か へ 

しに やる、 

たび^^に の ご ひの ご はす さびが たな 

身の こしら へ にう んぞ まされる 

とよみて やれ ければ、 身 も 稍 もと， 0 あ へ す、 しと ゝ 

め そ へ て、 屍し けり、 

おかしと しょ， 0 女の、 人の 心 を 恨みて、 

風 吹ば と はに なみ- 一す ひた ひに も 

わがほうけ だ も かはくと きな き 

と、 常の たは ごとに 云 ひける を、 聞お ぢ ける 男、 

よ ひごと に からすの あたま 白き - J そ 

としつき まされ 雪 はふら ね ど 

おかし 男、 友 1^ の 額 を はらしけ るが もとに、 云 ひや.^ 
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ける、 

はなよ. o も ひた ひぞ たかく 成に ける 

い つ ほう さき を- 】 びんと はみ し 

おかし 男、 味 嗜 つきに やと ふ 女 有け. o、 それが もとよ 

り、 こよ ひ 夢に なんみ え 給 ひつる とい へ ^ければ、 男 

おも ひ あま..^ > みそ 玉 ほしく ニ^な らん 

：佼 ふかくき つ \ 玉 ぬすみせ よ 

おかし 鼠、 やせた る 猫の もとに、 病みけ る 事 をと ぶら 

ふ樣 にて、 いひ や h- ける、 

いにしへ は 有 も 5 ^けん 今 はなし 

ねす みのね こ を かぶる ものと は 

返し、 

頸 玉の しっかと せし もとけ なくに 

かぶる ねす みは 戀ゃぞ 有け ズ 

又 かへ し、 

戀 しと はさら にもい はじく び 玉の 

とけん とね こよえ しも とらじな 

おかし 男、 ねぶと を 煩け る、 女の ちんば に 成ければ、 

すその あたりし， ほらし くも あるか あし をい たみ 

. おも はぬ かたわ 腰 ひきに け. 9 


おかし 男、 やみ 目に てゐ て、 

あか 、らぬ 眼の うちにし む 物 は 

い かに あはせ しくす h- なる らん 

おかし 仁 勢 男、 せ. y やきの 料 SI しける とき、 いま はさ 

る 物 はも 無く 思 ひけれ ど、 もとす きに ける 物 なれば、 

大 たかつきに たんと もりて 食 はせ けり、 す" こぎに 

かきつけ、 る、 

とて 人な わら ひそせ り やき も 

け ふば か. 0. 'とぞ たんと く ふなる 

大 さけのみ 氣 しきょ かりけ り、 をのが す さ を 思 ひけ 

れども、好か！^人は聞にくか.oけ..^とゃ、 

おかし 耳の あか 有て、 男女 つんぼに な. 0 ける、 男 耳の 

穴 ほらん とい ふ、 この 女い と 悲しくて 、H- の い き あ ひ 

を だに のません とて、 お きゐて 見や b ければ、 酒に て 

飮 みて よめる、 

をき の 火で 身 を やくよりも かなしき は 

耳の あな ほるいた さ 也け り 

おかし 男、 す- 5- きをみ づ 野の 邊 にて とらへ にけ り、 京 

に 思 ふ 人に をく- 5 やる、 

波 まに てつれ るすい きのは まし ほ は 


秋風なら ぬきみに まいらす 

おかし 目 くら、 す いみに 上洛して、 

わが 見ても ひさしく 成ぬ 杉吉が 

きちん の はかまい くよ へ ぬらん 

をん づめ は檢 校に 成て、  - 

むっかしと！^^家もしらすしゃみせんも 

び はも 小うた もい かで 過てき 

おかし 男、 久しく 藥 のまでお こる 心 もな し、 まい りこ 

むと いひて 

太刀 かづ き やい 火 あたまに すへ ぬれば 

た>ん ぬく す .9 に けんべ きもな し 

おかし 女 は あざ もつ、 男 はそう たもて. o、 はやく 打捨 

た. 9 ける をみ て、 

かちこ そ は 今 は あだなれ 是 なくば 

そうた はよ もに あらまし 物 を 

おかし 女の またよ へす とおぼえて、 つれな き 顔に て 

振舞 するとて、 

近 江なる かたいの ふな をと くになん 

つれな き 人の なべ のし..^みむ 

おかしお とこ、 梅 ぼし を 雨に 濡 しける 女 を 叱りて、 


•iiir とり 2 はなね ぢほ どのぼう も か な 

ぬらせ る 人 を きせて はら ゐむ 

女 返し、 

-it とりの はな をね づ て ふぼう はいな 

あすまで まてよ ほして か へさむ 

おかし 男、 ちぎれる 事 あやまれる 人に、 

山城の こまの 靑 ふり 手に にぎ. 9 

ちぎりし かひ もな き 世な， GS け h-N 

とい ひやれ ど、 いらへ もせす、 

おかし 男 有け. 9、 深 草に て 鼠 を 捕へ て 殺さん と 思 ひ 

て、 か ゝる歌 をよ みける、 

とら ゆと も 住 こし あなへ にげて いなば 

いとい ふか 草 野 を やさが さむ 

ねす み 返し、 

野ね やみ は うづら とな. 9 てな くもの を 

かりに だに や はきみ はころ さむ 

とよめ b ける に、 めで ゝ、 ころさん と 忍 ふ 心、 無くな 

h. ：ナ. 0  、 

おかし 男、 いか 程 ひだる くお も ひける 折に かよめ る、 

おも ふ ほどい ひ をば たんと くひぬ ベ き 
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三十 二 


はらに ひとしき 人し なければ 

おかし 男、 煩て 心ち しぬ ベく おぼえければ、 

っゐに ゆく みちに はかね も いら じかと 

きの 二き やうよ む 僧に くれし を 


仁 勢 物語 下 終 
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業 平 昔 物語 上 之 一 

むかし 有 原の 屮將な b ひらと s- は、 ギ城 天皇， 頃 三の 

王子 阿保 親王の 御子に て、 五男に てまし ますに や、^ 

五屮將 と. S. 舉る、 然るに 業： 牛 仁 明 天皇の 御宇に、 いと 

も かしこき 勅 をう け、 大內 にお ゐて 元服 有、 春 H の 祭 

の 勅使と して、 すき ひたいの かぶ h- を ゆるされ、 ぅゐ 

かぶりし 給 ひ、 こと 更春 日の 里を領 知と して 給り し 

が、 あるときな りひら 鷹 狩と 號し、 彼！^ へ おはし まし 

ける に、 その さとい とうつ くしき をん な 兄弟 住 給 ふ 

を、 物 荒れ たる か き ほの すき 問より ほ のかに 見 給 ひ、 

か、 るふる さとに 愛うる はしき 女す みける 事、 あや 

しく も 又 あはれ にもお ぼへ させ 給 ひ、 心ち まよ はせ 

給 ふが、 めしたる かり 衣の すそ を 切て 歌 を 遊ばし、 か 

かせ 給 ひて つか はされ ける、 その 衣 はしの ぶす， 5 と 

なんい へ る 衣な りければ、 御 歌に、 

春： w 野の 若 むらさき のす， 0 衣 

しのぶの 亂れ かぎ..^ しられす 


此 歌の心 は、 先 所の 名に よせて、 春 日 野の 苦 むら 

さきの す b 衣と いひ、 さて 又 下の句、 しのぶの み 

だれかぎ り しられす とい ふ > ひ は、 しのぶす. 9 の 

衣と て、 其紋 かぎ り なくみ だれた る 物な b  、その 

とくそな た をみ てよ.. 0 おも ひそみ、 忍ぶ 心 も 

みだれつ、 かぎり しられぬ とな..^、 女 を 若 むら 

さきにた. i へ、 若 むらさき のす-. 9 衣と いへ る 序 

歌な. 5、 ひとへ にしの ぶの みだれとい はんため 

也、 又し のぶす りと 云 事 は、 すゑ 返歌に しるす、 

かく よみてつ か はされ ければ、 御 歌の心 おもしろく 

やお ぼし けん 返歌 を 遊ばし、 鷹が.. y のさき < ^まで 

あなた こなた たづね させて、 つか はされ し 御 返歌に、 

みちの くの 忍ぶ もお す たれ ゆへ に 

亂れ そめし に 我なら なくに 

此心 は、 みちの くの しのぶの さとに もぢ や. 0 の 

石と て 石 有、 その 石に 山 あいとて あ をき 草 あり、 

其く さ をし ぼり かけて、 衣に す. 0 つけ そむる を 

しのぶの もぢ や.. ^とい ふなり、 其 衣の もんかぎ 

なくみ だれて そまれる 也、 な. 5 ひらの 御 歌、 そ 

のしの ぶ や. 9 の やうに、 心の みだれ そむる とよ 


み 給 ふ は、 たれ ゆ へ にみ だれ そめし ぞ、 我 身 ごと 

きに て は 有 まじと ひけ をし 給 ふ  > ひ 也、 

此歌は 河原 大臣 源融の 御詠歌な b、 とほるの よ 

ませられし 心 は、 みちの くの しのぶ もぢ す， 0 の 

ごとく、 わが 心の 亂れ そめし はたれ ゆ へ ぞ、 みな 

是 そなた 故ぞ、 わが 心 は本來 すなほに して、 みだ 

るる はづ はな けれども、 我なら で 君 ゆへ 也とう 

らみ てよ ませられし を ひき かへ、 歌の 返歌に あ 

はせ たま ふ 事 女の 作意 也、 

一 むかし 延. 將 三年 十  一 =^ に、 奈 良の 京 を 山城 國乙訓 

邵長 岡に 都 を ひら ひて うつされ しに、 まだ 東の 京 は 

人の 家居 も 定まら ざ. 0 ければ、 西の 京にば かり 官女 

たちし か < ^住た まふ、 それ に中納 首長 良 卿 の 御む 

すめ、 いまだた い 人に てお はします とき なれば、 御い 

とこの 五條お ほき 齋 のみや 染 殿の 后に せ！： づ か へ の や 

うにして おはしけ るが、 御 かたちよ の 人に すぐれ、 な 

を P- かたちより は 御 心なん まさりけ る、 な ひらい 

つの 比よりか はう ち 物 かたら ひた まひし かば かくお 

ぼし けん、 やよひの 朔日 雨の 狀 雨に よみて やらせた 

まふ 御 歌に、 
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おき もせ やね もせで 夜 は を あかして は 

春の 物と てながめ くらしつ 

此歌の心は、ぉきもせゃねもせで物をぉもひ、^^ 

半 を あかし、 春の 物と てながめ くらす とな. 9、 な 

がめ は 長雨と かけり、 恭 やよひの ころ はなが 雨 

の ふる 物な り、 ことに 雨の そぼ ふるに つけて、 お 

きも やらす ね もせす 夜 を あかして は、 そなたの 

穴 ェを赛 の 物と てなが めくらす とな ，9、 

一 むかしな りひら おも ひ を かけ 給 ふ かの 御 もと へ 、 

ひじき 藻と い ふ 物 を やらせた まふと てよ める、 

おも ひ あらば む ぐらの 宿に ね もしなん 

ひじき 物に は釉 をし っゝも 

此心 は、 そなたに もお も ひの あらば、 か ゝる 玉の 

うてな も 何に か はせん、 いかなる 陋巷 あれに し 

あばら やの む ぐら おひ しげる やど にても ねぬ 

ベ し、引敷ものには釉をしっ ゝもと也、鹿丸^6-と 

いふ 海草に ことよせて、 釉を かたしき てもとい 

ふ 心 を、 ひじき 物に は 1  袖 をし つ  >- もといへ るか 

くし 題な. 9、 

ニ條の 后の いまだ 帝に もっか ふまつ b 給 はで、 たい 


人に てお はしける 時の 事な， 5、 

一 その、 ち 東の 京 五條に しのたい に、 お ほき 齋の宫 

染 殿の 后す み 給へば、 その 頃 五條の 后と いひし が、 か 

の 長 良 卿の 御む すめ 高 子 諸共に おはしけ る を、 本-竹- 

に は あら はさね ど 御 心に か、 りければ、 色 外に あら 

はれ 五條の 后 ほのかに 聞 召、 よの はいか..^ をお ぼし 

召、 又の 年の 正： =： 十 =2 ばか. 9 に、 外へ 家居 を かへ させ 

給 ひければ、 なり ひらかのお 家 は 開 召せ ど、 人の 行か 

よふべき 所に も あら ざり ければ、 ゆきて たづ ねんよ 

すが もな し、 た さ へ かよ ふ 事 はかた きに、 なをう し 

とお ぼしめ しける を、 さすが にお も ひき. 9 がた く、 い 

にしへ すみ 給 ひし 五條の 西の たい へ おはし まし、 梅 

の 花の さか， りなる に 去年の こと をお ぼし 召 出させた 

まひ、 たちて 見 居て 見 給 へ ども、 去年の 春に 似る ベ く 

も あら ざれば、 うちな げきて 、あ る じ もな くす みあら 

して あばらなる 板 敷に、 月の かたぶく までう ち ふさ 

せた まひ、 去年 をお も ひ 出て よめる、 

月 や あらぬ ^1^ やむ かしの 春なら ぬ 

わがみ ひとつ はもとの 身に して 

此むは、I=:花をながむれど、こぞの^j^こはことか 


は り 、 さら^ おもしろく あ らざれ X  、E: もむ.^ 

しの e: にて はなき か、 春 もむ かしの 泰 ならぬ か、 

我 身 ひとつ はもとの 身に して、 みなこと 'く 

月 も はな もむ かしのと はか は ひたる かとうた が 

はる 、とよみて、 

夜の ほの，^ と 明るまで ながめさせ 給 ひ、 なく/^ 

歸らせ 給 ひける、 

1 その ゝ ちな： りひら、 彼 家居 を か へ させ 給 ふ ニ條の 

后のお はします 所 へ 、又し のびて かよ はせ 給 ひ、 人め 

を はいかり かくし.^ 忍び 給へば、 門より は ゑいら 

で、 つ， Q ぢ のく づれ たる 所よ. りかよ はせ 給 ふ、 疋に人 

目し げく も あら ざれ ど、 たびかさなれば 五條の 后に 

もれ 聞へ、 其 かよ ひぢに 夜ごとに 人 を 付て まもらせ 

ら るれば、 通 はせ 給 へ ども ゑ あはで、 むなしく か へ ら 

せ 給 ふが かなしみの あまりよ め る、 

人 しれぬ 我 かよ ひ ぢの關 守 は 

宵々 ごとに うち もね ななん 

此心 は、 さして かくれた る 心なし、 人 しれぬ 我 か 

ょひ路 のせき 守 は、 よ ひ/^ ごとに うちね よか 

しとな り、 

一- ！ ： ！  I - 
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と讀給 ひ、 いといい たぐ 心な やみ 給 ひける を、 五條の 一 

后 聞 召、 げ にあ はれに おぼし 召 御 ゆるし あ h- しか ど 一 

も、 ニ條の 后の 御 兄た ち、 堀川 大臣 もとつ ね 公、 大納 一 

言國經 などの 聞 付、 世の きこ ゑよ ろしから すと て、 い 

よ きびしく 守らせ 給 ひける、 

一 その、 ちな. 0 ひら、 さすがに おも ひす てがたく お 

ぼしめ し、 高 子 を 得難 かりけ る を 年 ご ろかよ ひ 給 ひ 

しが、 終に しのび 入、 いのちから ふじて 高 子 をぬ すみ 

出し、 いと かろげ にお ひ まひら せ、 いと ぐらき に まぎ 

れて にげた まひし が、 芥 川と いふ 河の ほとり を 行 給. 

ふに、 草の はの 露の きらめきし をた か 子 御らん じて、 

かれは 何ぞ とと ひ 給へ ども、 こたへ もやら で にげ 給 

ひしが、 ゆく さき 程 へ て 夜 も ふけ ゝれ ば、 と 有 所に お 

ろし 參らせ やすら ひた まふ 所に、 御 兄た ちき こし 召 

て、 おって を かけ 給へば、 やがてお つ 付 高 子 をと りか 

へ しゅきければ、 なり ひらいと かなしく 面目なく、 あ 

しす. 0 をして なけ ども 更に 甲斐な し、 あまりの 事の 

悲し さに 讀る、 

白玉 か 何ぞと 人のと ひしと き 

露と- J た へ てき ゑな まし 物 を 

I -  三十 五 
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此心 は、 くさばに をけ る 露 を、 かれは 何ぞ とと ひ 

しとき、 しか <, ^こた へ もせで きた b. しが、 なつお 

もへば くやしき 也、 しら 玉 か Ml ぞとと はれし と 

き、 き 5^ て はかな き 露 とこた へて 、と もに きる は 

てなん もの を、 と はれし 白玉 も わがみ も はかな 

き 露ぞ とこた へて きゑな まし かば、 かぐ は 物 3-3 

はじと 後悔の 心い とふ かし、 

一 さてな. 0 ひら、 あながち 左遷の 罪に しづ ませ 給 ふ 

にも あら ざれ ど、 人の 嘲り 世の 聞 ゑいと はづ かし/、 

おぼしめし 、都に はすみ うく やお ぼし けん、 ひとま づ 

田舍へ ゆきて 住所 もとめん とて、 あづまの 方へ おは 

せし が 、伊勢 や おはりの あは ひなる、 其 海づら にいと 

おもしろく たつ 波 を 御らん じ、 あとな つかしげ に 見 

か へ.^給ひて、 

いと  > しく 過 ゆく 方の こ ひしき に 

うら 山し くも か へ る 波 かな 

叱 心 は、 いと いさへ すぎゆく あ と の戀 しきに、 あ 

のうみ づら にたつ 波の、 よせて はかへ る うらや 

まし さよと い へ る 心なり、 

とかくう ち ながめさせ 給 ひて ゆき 給 ふが、 さして 友 
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とて あら ざれば、 ひと. 0 ふた. 0 ともな ひて、 物 さびし 

きつれ- ^に、 しなの 、かた をう ちな が めた ま へ ば • 

あさまの たけに 立け ぶ. 0 の、 かすかに く ゆる ゆ ふげ 

しきの かぎ なくお もしろ さに、 

しなの なる あさまの たけに 立け ぶ. 5 

遠近 人の 見や はとが めぬ 

此心 は、 なり ひら 物う きたび とい ひ、 かく わびし 

きか. にも、 あさまの たけの ゆ ふげ しき はお もし 

ろくお も ふが、 さぞな みや- 」 にす みなれて、 か 、 

る 山の けしき を 初て 見る をち こち 人 は、 たれと 

て も 見と が め ぬ もの は あら じと いふ > じ 也、 

とうち ながめて ゆかせた まふ ほどに、 さだかに 道し 

れる人 もなかり しま. y -、 まよ ひ あ b きて 三， 可の 國,^ 

橋と いふ 所に いたり 給 ふ、 そこ を 八橋と いひけ る は、 

水 ゆく 川の 入ち が へ 、くもでに ながれけ る ま、、 橋 を 

八つ わたせる により 八つ 梳と いひし とか や、 その 澤 

の ほとりの 木 かげに 立 やすら ひ、 ほしい ひな どき こ 

し 召、 かなた こなた をう ち 詠め やすら はせ 給 ふに、 其 

澤 のかき つばたい とお もしろ く 咬み だれた る を、 友 

とする 人见 たま ひて、 なり ひらにう ちむ かひ、 此杜^ 


とい ふ 五 文字 を 句の 上に 添へ て、 たびの こ、 ろを讀 

せ 給へ と 有し かば、 そのと き 業 ひらと. 0 あ へ す、 

から 衣き つ 、なれに しつ まし あれば 

はる <^ きぬる たび をし ぞ おも ふ 

此こ、 ろ は、 から 衣た が ひに きつ、 なれに しつ 

ま を あ i に殘し をき て、 はる < ^ときぬ るた び 

の、 いとい 物う きこと み」 しぞ おも ふ と いふ こ >>» 

ろ 也、 

是ニ條 の 后 をお ぼしめ し、 心 を ふくめ 給へ るな 

る ベ し、 

と 讀せ給 へ ば、 みな 人 御 こ、 ろ をかん じ泪を こぼし、 

餉 いひの 上に か、 b ぬれば、 ほと びぬ ると 也、 

ゆきくて する がの 國 うつの 山に いた トノ給 ひ、 のぼ 

らんと し 給 ふに、 い とくらく 道 ほそうして、 つた か つ 

らお ひしげ b 物心 ぼ そく、 か、 るから きめ を 見る 事 

とお ぼす 所に、 すぎ やう じ やに あ ひた まふが、 然もし 

る 人に て や 有 けん、 か、 る 道い かで 行 給 ふとお どろ 

きた まふが、 業 平し かぐの 物が たりな どして、 京に 

ゐ ます 方へ とて 文 かきて、 かの な バ 打者に こ とづ て さ 

せ 給 ふ 御 歌に、 
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する がなる うつの 山邊 のうつ、 にも 

夢にも. <  に あはぬな りけ. ft- 

此心 は、 所の 名に よせす るが なる うつの 山 透と 

いひし は、 うつ、 にもと いはん まくらことばな 

り、 にも 人に あはぬな と、 よに うらめしく あ 

はれ も ふかくよ め る 也、 

さてな ひ ら、 富士 の 山 を 見 給 へば、 さっきの 晦：^ な 

るに、 ゆきい としろく ふりけ る をう ち ながめた まひ 

て、 

時 しらぬ. E は ふじのね いっとて か 

鹿 子 まだらに 雪の ふるらん 

此心 は、 山の 名譽 よい ひ 時 しらぬ 山 は ふじのね 

なる ぞゃ、 こなた はさ つきの 晦 n 成に、 い つと て 

かお も ひて ふじの 根に は、 小 鹿の もの まだらな 

る ご とく、 むら に键の ふ るらん と 也、 

とうちな がめ 給 ふに、 山の 高さ 都に てた と へば、 ひ ゑ 

いさん を廿 ばか. 0 も かさね 上た らん 程に して、 なか 

ばし ほ をた る、 砂 を かき 上た るが ごとくに て、 餘景 

かぎ. 0 なしと ほめ 給 ひ、 なを ゆき/,^ て武藏 の國と 

下總 との さかいに、 いと 大き 成 川 有、 それ を 隅 ffl 川と 
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いふ、；；： ^(河の ほとりに 友 どち む れゐて 、ふり ゆく 跡 を 

思 ひやれば、 かぎりなく 遠く も來 にけ るかな と 詫び 

しくお ぼし 召に、 渡し守 はや 船に 召せ、 日 も くれぬ と 

云 ひし かば、 船に めして 渡し 給 ふに、 みな 人物 詫し く 

て、 P に とれ とても 思 ふ 人な きにし も あらや、 折し も 

白き 鳥の 背と 足の 赤き 鳴の 大きさした るが、 水上に 

遊びて 魚 をく ふ を 見 給 ひ、 京に は 見 へ ぬ 鳥 なれば、 皆 

人 見 しらす、 渡し守に とひければ、 是 なん 都鳥と いふ 

物ぞ とい ふ を 聞 給 ひて、 

名に しお は V いざ こと ゝ はん 都鳥 

我お も ふ A はあり やなし やと 

此心 は、 cl| をき けば 都鳥と いひし とか や、 わが 古 

鄕の 名と ひとしければ、 一し ほな つかしく 思へ 

るぞゃ 、都と い へ る 名に しお は い、 都の 事 をと ふ 

べし、 我お も ふ 人 は^ゃな しゃと いへ る こ、 ろ 

也、 

と讀 給へば、 みな人船こぞ..^して泪をながさぬはな 

し、 さて それよ.^ むさし の國 まで まよ ひ あるき 給 ひ 

しが、 その 國 にいつ くしき むすめ を もてる 人 有 し 

が、 さすがに， とても 色 をす てがたく、 又 是に心 を か 
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けしの び 給 ふ を 親た もき ゝ、 父 はつねし きの 人 もが 

な lit にと らんと s ひて せ はしける い、 母 は 名. In 问 くす- 

ぐれた  る 人 なれば、 業 ひら をと 心懸 しが、 父 は さ もな 

き 人 なれ ども ゆ は 藤 原 氏な，^ ける ま、、 W 高 家 を sli! 

み 給 ふ、 すみか はいる ま 郡み よしの、 里な りけ るが、 

彼な， 9 ひら をよ き智 にす ベ ききり やうな.^ とお ほし 

めして、 かの ゆやが て 歌 を よみてつ か はしける、 その 

す • むさと はみ よしの \ さとな りければ. 

みよし 野の 田 面の かりの ひたぶ るに 

君が 方に ぞ よるとなくなる 

此心 は、 先 所 なれば みよしの、 たのもの かりに 

わがみ をた とへ、 君が かたに よるとなくなる と 

いひし は、 わがつ ま はと もい へ かく もい へ、 われ 

はたの もの かりと ひとしく、 ひたすら 君が 方に 

心の ひかれ よるとい ふ 心な，.^、 

な. 0 ひらいと うれしくて 返歌に、 

我方に よるとなくなる みよしの ゝ 

田 面の か.^ をい つかわす れん 

この 心 は、 さて /(- 我方へ こゝ ろの よるとの 給 

ひし うれし さ、 いっか 忘ん とい ふこ ゝろ なり、 


となん、 人の 國ま でもな を か、 る 事なん やま さりけ 

り、な..^ひらなをぉくふかくぁづま へ 行ける に、 友と 

する 人に みちよ. 0 ことづて、、 かの むすめ 方へ よみ 

てお くらせ 給 ふ 歌に、 

忘な よ^はく もゐ になり ぬと も 

空行 z: のめぐ. 9 あ ふまで 

此心 は、 かくちぎ りに しな さけ を わするな よ、 程 

はく もゐ はるかにへ だっと も、 又め ぐり あ ふま 

でと 也、 雲 ゐ はるかに へ だつ を、：！： の めぐりあ ふ 

とい へ る而 白し 

な.：^ ひら 又 立 かへ. 0 通 ひ 給 ふに、 ra: はな を ゆるした 

ま へ ど、 父 は 更に ゆるした ま はねば、 な. 9 ひらかの 女 

を かたら ひ、 ひそかに ぬすみ 出して むさし 野 へ おひ 

て にげ 給 ふが、 父き.、 つけて きびしく 造 手 を かけし 

かば、 草 むらの 中に 立 かくれ、 ふたり ひそかに 忍び ゐ 

給ふ處 に、 あとより みちく るお つての 者 共の いへ る 

は、 此 くさむらに やおらん に、 いざ 火 をつ けんとい ひ 

しかば、 女 こらへ や 出て なくく わびて よめ る、 

むさし 野 はけ ふ はなやき そ 若く さの 

つま も 籠れ.^ 我. - 籠れ.. > 


此心 は、 むさし" はけ ふ は な やき そわ かくさの 

つま もこ もれり 我 も 籠れ. 0 と 也、 古今に は^の 

部に 入て、 春 野と か へ て眺 5 干の 歌と いふ、 愛に 

は 草の つまな どい ふに たと へ て いふな，^、 

とよみけ る をき、 て、 女を収 返して ともな ひいに け 

b 、その \ ちな りひら、 京に おはします 高 子の 方へ、 

か、 る 有さ まの 問 ゆれば 耻 かし、 又 我 ゆく すゑの 聞 

へねば くるしき よし 文に かゝ せた まひて、 上書に む 

さし あぶみ と 遊ばし やらせ 給 ひける が、 その ゝち更 

にお とづれ もなか. 9 ければ 京よ.^、 

むさし めぶみ さすがに かけて たのむ に は 

と はぬ もつ らしと ふもうる さし 

此心 は、 あぶみ は兩 方に か ゝる 物な り、 そのごと 

く 心のお ほき 人 なれば、 兩 方へ さすがに かけて 

たのむ に は、 かくと ひ 給 はぬ もつ らし、 又と ひ 給 

ふもう. る さしと.^ - 

なり 平の むさし と 書 給 ふ は、 さすがに 心に か 

けて たのむ の 心、 愛 は 二道に かくる の 心なり、 

と 有 をみ て、 なをた へ がた き 心ち して 返歌に、 

IC  \  X いふと. i5 ねぶ ，つらむ むさし VQ ぶる 
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給 はんとした まふに、 女な ごり やおし か， 0 けん 歌に、 

夜 も あけば きつに はめな でく だかけ の 

まだき に 鳴て せなをゃ..^ つ る 

此 、いは、 ^^もぁけなょきっねににはとりをはま 

す ベ し、 まだ よぶ かきに つま を やり つ ると なり、 

きっと は 狐な.. >、 くだかけ と は 家雞と 書て い ゑ 

のに は ti? &、 いくに はと b を うらみし、 じいと ふ 

かし、 

とよみければ、 女の 心 あさから やお ぼし 召、 京 へ かへ 

らせ 給に 伴 ひたく おぼしくて よめる、 

く. 0 はらの あね はの 松の 人なら ば 

都の つとにい ざと いはまし を 

此心 は、 本 歌に をぐ ろざき みつの 小島の 人なら 

ば 、都の つとに いざと いはまし を、 とい ふ をと. 5 

て よみ 給 ふな，^、 心 は、 く  b はらの あね はの 松の 

ごとくぬ しなき 人なら ば、 みやこへの みやげに 

いざと いはまし 物 をと いふ 心なり、 つと と は 土 

產と書 也、 

とよみ 給 へ ば、 女 も よろこびて おも ひける、 

一 な. 0 ひら さもな き 女と かろし め 給 ふに、 あやしう 


か、 るお， 0 にや 人 はしぬ らん 

この 心 は、 かくと へ ば 却て うるさし との 給 ふ、 又 

と はねば うらる 給 ふ、 かゝ るお り にこと か へ ば、 

し ぬらめ とい ふこ ゝろ なり、 

一な， 9 ひらむ さしに も 住う くやお ぼし けん、 心なら 

すみち のく まで ゆきた まふが、 愛 にても 人の つまな 

-.^ し 女な.. > ひら を 見 まいらせ、 さすがに 都人 はめ づ 

らか にやお ぼ ゑ けん、 戀 ひわび たへ がた き 心なん 有 

ける にや、 かの 女の 歌に、 

中々 に戀 にしな すば くわ 子に ぞ 

なる ベ か-りけ る 玉の緒に か.. >  す 

此> ひ は、 中々 にか 、る戀 にしに もやら す V6、 くわ 

子に な..^ たしと な. 9、 此 くわ 子 は 糸 わたな どす 

るかい 子の 寧な り、 かいこ は 命 一とせ を 過 ざれ 

ども. ちぎ， 0 の ふかき 物 なれば、 そのごと く 命 は 

1 と せ を 過 さすと も、 ふかぐ ちぎりた くお も ふ 

と 云 心 也、 

かく よみてお く. 9 ける、 歌 さへ 田 含め ひたる がさす 

がに なり ひら も あはれ とやお ぼし けん、 一夜し のび 

給 ふ、 人め をつ、 む舉 なれば、 まだ 夜ぶ かきに かへ. 0 


さやう にも わら 卞見 えければ、 

しのぶ 山 忍びて かよ ふ 道 もがな 

人の 心のお くも 見る ベ く 

此心 は、 人の 心 はしれぬ もの かな、 しのぶ 山 忍び 

て かよ ひ 入べき 道 もがな あれ かし、 人の 心のお 

く を もみん と.^、 

女 かぎ hs なく めでたしと おもへ ど、 さる さがな きゑ 

びす 心 を 見て は いか いは せんとお も ひける、 

女な hv ひらに かぎりなく めづ る 心 あれ ど、 な 

.9 ひらの 人の つまな どに > ひ を かけ 給 ふつよ き 心 

は、 あづま ゑび すの 心の ごとくなる をみ て は、 い 

か ^せんとお もへ るて いなり、 

一 その、 ち な. 0 ひら 京 へ 御 か へ .0 有て ゐ まし ゝ時、 

紀有 常と いふ 人 有き、 此有常 は 三代の 帝に つかへ 給 

ひ、 ことに 文 iir 大皇の 女御せ いしと 申 は 有 常の 御 妹 

に て 、皇子 愤高親 王 を まう け 給へ ば、 有 常世に ときめ 

かせた まひし かど も、 皇子 御く らゐ あらそ ひに て、 第 

二の 皇子 惟仁の 御代 をつ がせ 給 ひ、 淸和 天皇と 御即 

位 有し かば、 い つし か 有 常の 御い せい、 あらたに 殘ろ 

有 明の 日影に 光り をう ば はれ、 かげのう すきが ごと 


くな h- 給 ふ、 さすが 又 よのつね ごときの ス にも あら 

す、 人 がら はな を 卸 うつくしう けだか ふして、 き 

やしゃ 風流 を このみ、 今 御い せいはお とろへ ぬれ ど 

も、 更に へ つら ふ ベ くもなく、 なをむ かしょ かりし 時 

の 心ながら、 又 おごらせ 給 ふ 御 事 もな く、 よのつねの 

事 を もしら す 送らせた まひし に、 年 ごろ なれな じみ 

たま ふ つまの、 やう/^ 床 はなれて 終に あまにな .9、 

姉の 先 だち て はかなくな. 9 給 ひし 所へ 行た まふ、 有 

常年來 まことに むつまじき 事 もなかり ければ、 いま 

はと 行 給 ふ を 愛 あはれ に 思しめ せど、 貧しければ す 

る わざ もなかり けり、 いさ、 かの 物 もがな くお も ひ 

ゎづら はせ 給 ひて、 年來 なり ひらと むつまじく 相 か 

たら はせ 給へば、 なり 平の 方へ、 かう くの 事に て 今 

はとて 別れに およべ 共、 何事 もい さくなる 事 も ゑせ 

で つか はすと 文に 書て、 そのお くに、 

手 をお. 0 て あ ひみし 事 をかぞ ふれば 

十と いひつ 、四つ はへ にけ h- 

紀の 有つ ね 

此心 は、 手 をお りて 逢み し 事 をかぞ へ て みれば、 

十と いひつ、 四つへ たると 也、 十と いひつ、 四 
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つへ たると は、 四十 年の かや を ゆびお. 9 てかぞ 

ゆ ふと 云 心 也、 かく 四十 年の 內相 なれたる に、 今 

更 わかる、 とい ひ、 年來 むつまじき 心 もな く、 お 

もへば こそ なれな じむ 中 を、 かくつ まふり すて 

ゆく を おしはか. 0 給へ とい ふこ、 ろな. h -、 

とよみて なり ひらの 方へ おくらせ 給へば、 是を見 給 

ひいと あはれ とお ぼし 召、 色々 をと り そろ へて、 夜の 

物までお くらせ 給 ひ、 よみ そへ 給 ふ 返歌に、 

年 だに もと をと て 四つ は へ にけ る を 

いくたび 君 をた のみき ぬらん 

此心 は、 年 だに も 四十 年が 間 そ ひな じみた まふ 

事 なれば、 そのうち いくたび か 君 をた のみに 年 

を ふ..^ 給ひク らん、 今つ まの わかれ 給 ふ 心 もさ 

こそと おも ひやら るれ、 いかで そりゃくに あら 

んと 也、 

とかくよ みて やらせた まへば、 有つ ねの 返しに、 

是ゃ この あまの 羽衣むべし こそ 

君が みけし とたて まつち けれ 

此心 は、 是ゃ この 天 羽衣と は此 衣なる べし、 かゝ 

るけ つかうな る 衣 は、 -牛 人の 衣に は あら じと い 


ひ、 我心に はんじ、 げ にも こそな.^ ひらの、 天子 

のみけ しな ど を 奉る やうに がな おも ひて 給 はり 

つらめ と 也、 むべ し はげに もとい ふ 心、 宜と書 

也、 みけし き は 天子の 衣な り、 天子の 御衣 はみ く 

しげ とい ふ を、 愛に て は 衣裳 こよめ る なり 、 

悅 びの あま. 9 一  首に て 心たら ぬ^に、 又 一 首、 

やくる 露 やまが ふとお も ふまで 

ある は の ふるに ぞ有 ける 

此 V じ は、 あきは 物 かなしきと きな れば、 一 しほう 

れへ にた ゆる 心 を ふくめて 秋 やくる とい ひ、 さ 

て わが 袖の ぬる、 は、 秋の きて 釉を しぼる か、 露 

の 置て 釉を ぬらす かとお もへば、 今我悅 びに た 

ゑ やして、 落る 感淚 にて 有け ると な， o、 

一な りひら 年 比 あ ひへ だ、 り、 昔 信 ざ. りけ る 人の 方 

へ 、さくら さかりの 頃ハ 見に おはしければ、 あるじなる 

女の よめる、 

あだな b と 名に こそた てれ 櫻苹 

<^ に まれなる 人 も 待け. 9 

此心 は、 惣 じて 花 は あだなる 物と 名に たてた れ 

共、 まれ/ \來 る 人 を もまち つけたる は、 あだな 


らぬ物 をと なり、 さて うらの  >  ひ は、 な. 5 ひらと 相 

なれし ころ は、 我 をば あだ 人と 名 を 立た ま へど、 

かくまで  >ひ も か はらで まれ 人 を も まち 得た る 

は、 花と ひとしく あだならぬ 物 をと なり、 

と讀 みたま へ ば、 なり ひらの 返 に、 

け ふ - .>  すば あす は 雪と ぞ ふりな まし 

きへ す は 有と も 花と みまし や 

此心 は、 け ふこ やば あす はゝゃ > じの 花もう つり 

か は， 9、 雪と ふる ベ し、 きゑす はあり とても 花と 

は 見 まじ、 そのごと くけ ふき たれば こそ 花と も 

見れ、 あすに もなら ば 早 君が 心の 花もう つ. 0 か 

はり、 雪と ち. 5 て 木 かげの. 塞か 花 かき ゑす はし 

れ まじ、 君が 心の 花のう つり か はらぬ とき、 きゑ 

たれば こそ 花と は みれ となり、 

1 むかし 色 ふかき 女、 な. 9 ひらの 家居ち かふ 住居け 

るが、 歌よ くよ む 女な りければ、 なり ひらの 心 ひきみ 

んと て、 白き 菊のう す 紅に うつろ ひたる をお りて、 歌 

をよ みそへ つか はしける、 

くれな ゐに匂 ふはい づ らしら 雪の 

枝 もと を ゝに ふる.？' とも v,.^©- 


此心 は、 此 きくの くれな. Q にい さ 、かに ほ へ ど、 

花のう つろ ふとい ふ は それ いづれ ぞゃ、 たい ゑ 

だのた はむ 程に 雪の ふる かとみ ゆと な-り、 さて 

うらの 心 は、 な h, ひら は 紅の 樣に色 ふかき 人と 

い へる が、 此白 ぎくの ごとく、 くれな ゐに句 ふか 

と 見え て、 页に色 ふかくう つ らす、 雪の し ろ きが 

ごとく、 色な ふして こなた へ 心のう つ、 -っ ぬと 也、 

五色の うちにて は 紅 は 色 ふかく、 臼 き は 本， バ个の 

色に て 物に うつらぬ 色 也- と を ゝとはたはむ^^ 

也、 

な. 0 ひらかく 心 を ひきみ る 歌と はしろ しめせ ど、 し 

らぬ よしに て 返歌に、 

くれな ゐ にに ほふが 上の しら 菊 は 

おりけ る 人の 袖 かと も 見 ゆ 

此、 じ は、 くれな ゐ にに ほふ しらぎくの 色 は、 た い 

花のう つろ ふに て は あら じ、 お.^ ける 人の 籼の 

香のう つろ ひなる ベ し、 さて は 色 ふかき くれな 

ゐの釉 にゃあ らんと 也、 

1 むかしな. 9 ひら、 染 殿の 后に 宮づ かへ ける 女 を 相 

かたら ひける が、 ほど もな く 離々 にな. 9 ゆけ ど、 おな 
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じ^なれば たが ひに 見つ 見られつ すれ ども、 更にな 

^ひら 有 かと もお も ひ 給 はねば、 女の 方より、 

あま 雲の よそに も 人の な. 9 行か 

さすがに 目に は 見 ゆる 物から 

此心 は、 君と 我 巾 いつしか 遙に へだ、 る 天雲の 

よそに はな b ゆけ ども、 流石に 目に 見え 給 ふ は、 

あま 雲の 目に はみ て はるかに へだてた るが ごと 

しとな"、 物 5 じて 天雲 は へだ つれば 目に 見 ゆれ 

ど、 うち そ ひて 何もな し、 能た とへ なり、 

とよめ， 0 ければ、 なり ひら 返し、 

あま 雲の よそに のみして ふる 事 は 

我ゐる 山の 風 はやみな. 9 

此心 は、 雨 f> とわが 身 をた と へ、 よそに のみして 

ふ h- 心なる は、 我が ゐ るべき そなたの 山の 風の 

はげしき ゆ へ 也、 そなたに は 主が 有て その あら 

しつよ ければ、 我 身の 雨. お ^ はよ そに のみして ふ 

るば か b な. 0 とい ふこ、 ろ.^、 

一 むかしな りひら、 やまとに 有 女 を 忍びて あ ひた ま 

ひしが、 程へ て 大內へ 宫づか へのた めか， へらせ 給 ふ 

に、 道に て やよひば かりの 事 成しに、 楓の 紅葉の い 


とお もしろ きをお. 0 て、 かの 女の もとへ 歌 を そへ て 

おくらせ 給 ひける、 

やよひ ごろに 紅葉 はな けれど、 わくら ばと て かい 

でのお 葉の 色、 さながら 紅葉す る やうに 色 こき を 

いふな b  、病 葉と 書， -、 

君が ため 手 折れる ゑ だは 春ながら 

かく こそ 秋の 紅葉し に けれ 

此心 は、 君が た め 手 折る ゑ だ の 、森ながら 紅葉の 

色に うつり か はる 事 は、 君が 心に かく あきのき 

ぬらん とな. o、 

とよみて やらせた まひ、 返り 事 をなん 今やと 侍た ま 

へば、 京へ來っきたまひてのちにもて來..^ける返歌 

い つの 間にう つろ ふ 色の つきぬ らん 

君が 里に は 春な かるらし 

此心 は、 まへの 歌 をう けて かく 時に もな きか は 

る 色の 紅葉 を 給 はる は、 いつの 間に 君に かくう 

つろ ふ 色の つきぬらん、 君が さとに は 森の さか 

ん なる 花と おもへ る 心 は、 なべて はや 君が 心に 

あきの 來て 京へ はかへ 給 ふかと なり、 


一 むかしな..^ ひら、 いと ふかくお も ひか はせ し 女、 さ 

しての 事 もなか b ける に、 いかなる 事 か あり けん、 い 

さ、 かなる 事に ついて、 ^の 中 をう しとお も ひける 

にや、 出て いなんと 思 ひ、 か、 る 歌 をよ みて 物に かき 

つけて 置け る 歌に、 

出て いなば 心 かろし とい ひやせん 

世の ありさま を 人 はしらねば 

此心 は、 かく 出て ゆくならば、 我が 心 を か ろしと 

人 はい ひやせん、 か、 る うらみ 有て かんにんし 

がた き 事 を、 人 はしらね ばと な り 、 

とよみ をき て 出て いに けり、 なり ひら 此喾 をき たる 

歌 を 見て、 あやし やさして うらむべき 事と もお ぼへ 

ぬに、 かぐ 出て 行 は 何に よりて かゆき ぬると、 い とふ 

かくな げきた まひ、 いづかた にも とめゆ かんと、 門に 

出て 左 見 右見 けれど、 いづこ を はかりと もお ぼへ ざ 

b ければ、 か へり 入 給 ひて なく/^ よめる、 

おも ふかひな き 世な りけ. 9 年 n: を 

あだにち ぎりて 我 や 住居し 

此心 は、 思 ふかひな きうき 世ぞ や、 われ は おろ そ 

かにお も はね ど、 かく わかれ ゆく は、 この 年：：；： 我 


あだにち ぎ..^ て や 過し ぬらん と、 女は少 もうら 

み 給 はす、 我 身 を うらみ 給 ふなり、 惣じ てな， 0 平 

の 心 かくの ごとし、 さらに わが 身に はしらね ど、 

我 あやま や 有らん となり、 

とぃひぉりてたぃひと，.^ながめさせ給ひて、又 一 首、 

人 はい さお も ひやす らん 玉 かづら 

面 かげに のみい とか 見えつ、 

此心 は、 女 はお も ひやす らん、 又 思 はぬ やらん、 

われ はわ すれが たければ、 面影に のみい とい 見 

ゆると いふ 心なり、 玉 かづら は 女の かくる 物な 

れば、 女の 面 かげに たっとい へる 心に よみつ い 

けたる 歌お ほし、 

此女 いと ひさしく 有て、 又な..^ ひらの か へれとの た 

まひ やすらん とお もへ 共、 さもなければ 程 ふるにし 

たが ひ、 いと ふかくく やみて 又よ みて 越しぬ る 歌に、 

今 はとて 忘る 、草の たね を だに 

人の 心に まかせす もがな 

此 、ひ は、 かく わかれて 程 を ふるに、 さ らば と て う 

ちす て 給 ふ はわ すれた まふ か、 せめてし のぶ 草 

は 生へ やと も、 わすれ 草の 稀-をば しま かせた ま 
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一一， 


ふ なと な b -、 

とよみて おこしければ、 なり ひら 返へ し、 

わすれ 草う ふ とだにき く 物なら ば 

お も ひけ b と はし 5 もしな まし 

此心 は、 わすれ 草 をう ゆ る とだにき、 なば、 我お 

も ふと はし， 0 もす べし、 f5{ にお も は ぬ 货.； ら X" 

ゎすれ^：；十をぅゅるまでもなし、 思 へ ば こそ わ 

るゝ とい ふ攀も あれと な. 9、 そなた も わがお も 

ふとい ふ 事 をし b 給へば こそ、 わすれ 草の 種 を 

だに まかせす もがな とねが ひ 給へ とな. o、 

又々 ありし むかしより、 げに ふかくい ひか はし 仏 i 

ひて、 な..^ ひら、 

忘らん とお も ふ 心のう たが ひに 

有しよ りげ に物ぞ かなしき 

此 心に 、今 又い とふ かく かたらへ ども、 わかれて 

物う き 心 を わすれ 給 ひて、 又もや 我 をす ていな 

ん とし 給 はん 事のう たが はし さに、 有しむ かし 

のちぎ， 0 よ， 0 なを 物 かなしきと &、 

とよみ 給 へ ば、 女 返し、 

半天に 立ゐる 雲の 跡 もな し 


身の はかな/、 もな りに ける かな 

此心 は、 女の わが はかなき を 思て よめるな，.^、 我 

心 かろくし てさし もな き 事に 出し は、 た^ 半天 

のく も b の ご と く、 むら. /(.^ と したる 、ひに てう 

力 出し 力 又く もの あと. なくね もな き 

やうに、 又 身の はかなき 心に て 立 かへ. 0 たると 

也、 

とはい ひたれ ど、 のち は をのが 世々 にわかれ、 なを あ 

ひう とくな， 0 にけ り、 

一 むかしな りひら、 はかなくて たへ にけ る 中な h- し 

が、 なを やわ すれ ざり けん 女の 方よ. o、  . 

うきながら A をば ゑし も わすれねば 

か つ ，フら み つ 、なを ぞ舉^ しき 

此心 は、 一 たび わかれ うらめし さ 物う きながら 

も、 更に 君 を ゑ 忘れねば、 かくうら みながら もな 

を戀 しきものな、 り、 

とよみければ、 さ れば こそよ とい ひて、 な..^ ひらの 返 

歌に、 

あ ひ 見て は 心 ひとつ を か はし まの 

水の ながれて た へ じと ぞ思ふ 


此、 5 は、 あ ひみて よ .h- か はらで、 v.^ ひと つに か は 

しまの、 か. に 中 は へ だ つれ ども、 すゑに て 又も 

やな がれ あへば、 ゑん はたへ じと な. o、 

と はよ みたまへ ども、 そのよ は そこに もゐ^ はじ、 御 

かへ b 有べ しとて、 いにしへ ゆくさきの 寧 ども 御物 

がた， 5 などし 給 ひて、 な， 0 ひら、 

秋 の^を 千と せ を 一 よに なぞら へ て © マ、 

百 しねば や あく 時の あらん 

此心は 只 人に あくま じきと いふ こゝろ をよ め 

り、 先 秋 夜 はなが き 物 なれ ど、 千よ を 一 夜に なし 

てもゝ よねたり とも、 あく 時の あら じと いふ こ 

ころ 也、 深く 切なる をい はんため なり、 

とよみた まへば、 女 返し、 

秋の 夜 を 千よ を 一 夜に なせり とも 

こと 葉 殘て醃 や 鳴らん 

此心 は、 秋の なが きよを 千夜 を 一 よに なすと も、 

つもる むつごと はいかで かたりつ くすべし、 こ 

と菜殘 りて あけなん 物 をと なり、 

とよみて きぬ <\ 'になり 給 ふが、 有しい にしへ より 

あはれ になん かよ ひける、 

伊勢 物 


一 むかし 紀有 常、 但^ 讚岐の 方へ m 舍 わたら ひし 給 

ひける 比、 有 の 御 娘い まだいと けな かりし が、 なり 

ひら もお さなくて、 たが ひに 伴 ひ 遊びた まひし が、 井 

筒の もとに 立より、 とも 釉を うちか はし、 たが ひ 

にかげ を 水 か ^みの 御 面影に あ ひ をな し たま ひし 

に、 やうく 諸た けな. 0 しか ども、 いつの 間に か はお 

となし くな り 給へば、 な り ひら も 姬君も はぢか はし 

くて 有し かど も、 下心に はな. 0 ひら も此姬 をむ かへ 

めと 思しめ し、 姬君 もな， 9 ひら へと おぼしめ せば、 有 

常 姬君を いづ 方へ か ゑん を も 結ばん と 思しめ せど、 

更に 用 ひ 給 はでお はせ しに、 な bl^ の 方より、 

っゝゐ つの 井筒に かけし まろが たけ 

過に けらし な い も 見さす まに „ ^マ、 

つ 、ゐ つの 井筒と は、 かさねことばな 、つ はや 

すめ 二とば な， o、 つ、 井の 井づ、 な.^、 さて 心 

は、 井づ、 に 立より てた が ひに 水 か にあ ひ 

をな せし ころ は、 わがた け も ゐづ、 と 諸た けな 

しが、 妹 見ざる まに 井づ 、のた けに 過け ると 

な- 5 

とよみた ま へ ば、 返 へ し、 

1 
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くらべ こし ふりわけがみ も かた 過ぬ 

君なら すして 誰か あぐべ き 

此心 は、 もろこし のなら ひに、 我が つまに せんと 

おもへ る を、 いとけ なき ころ かみ を 結て たのみ 

とする 例 あり、 是を 引て よめるな， 9、 され ども 愛 

にての 心 は、 くらべ こし ふ. 9 わけが み もはや か 

た 過ぬ が、 女の ゑん をむ すば ざらねば かん ざし 

をせ ぬが、 我が かみの いかほど も かた 過に、 君な 

ら すして たれに か あぐ ベ きと 也、 

など、 いひ- /I- て、 っゐに本^^!:15のごとくぁひ給ひけ 

b  、さて 年 比 ふる 程に、 又 河 內の國 たかやす の 里に、 

なり ひら 行かよ はせ たま ふ 所いで きて、 夜な く か 

よはせ 給へ 共、 ：史に うらみ させ 給 ふけし きもな か 

.CV しか r  、な. ひらいと あやしく お ぼし 召、 よそ  > ひ 有 

て か、 る體 にや 有らん とうたが はしく おぼし 召、 有 

ときい つも 河內へ かよ はせ たま ふ體 にもて なし、 せ 

ん ざいの かき ほのほと に 立 かくれて 見 給へば、 さ 

はなくて いとうる はしく 假粧 などした まひて、 なり 

1^ のゐ なせ 給 ふ 道す がら を 打 案じた まひ、 かわち の 

かた をな がめ やりてよ める、 


風 吹ば 典^ しらなみ たった 山 

夜^!!' に ゃ君が ひ とリ こ ゅら ん 

此心 は、 風 吹ば とよみし は、 おきつ 白波と いはん 

まくらことばな， o、 白波と は盜人 の 事な. 5、 なり 

ひらの かよ ひ 給 ふ河內 への 道、 龍 田 ごへに は 夜 

うち 强盜 有て、 ぶ つ さうな る 所と き、 しが、 夜 は 

にや 君が ひとり こへ 給 ふかと なり、 

とよみた まふ を閒 召、 な.. >  ひらかぎ りなく かなしく 

おぼし 召、 か、 る 負 女 を しらで うたが ひし 事の くや 

しさよ、 今 はは やた かやす へ 二た び 通 はじと おぼし 

召、 それよ.. >  おも ひとい ま b 給 ひしが、 又 まれ/ (^に 

たかやす へ ゆきて 見た まへば、 初め こそ  >  ひにく、 も 

おはし まし けれ、 今 はう ちとけ て手づ からい ゐ かひ 

と. 0 て、 家 子のう つわもの にも. 0 などして、 賤の女の 

わざ を し 給 ふ を 御ら んじ、 なを 心う く 見 かぎ， s> 給 ひ 

て、 いよ/、 たへ ぐに なりければ、 かの 女 やまとの 

方 を ゆかしげ に 見や..^ てよ め る、 

君が あた b 見つ、 おくらん 生 駒 山  - 

l^!^なかくしそ雨は ふると も 

此> ひ は、 大和 河內 のさ かひなる いこま 山 は、 な. 0 


}^ のお はします 方の. E 也、 去 程に 雨 はふる とも 

此山 はく もなかく しそ、 君が あた..^ を 見つ、 お 

くらん と 也 

とよみて 見 わたし くるしみけ るが、 なり 甲 又 こんと 

いひし 言葉の 有し を よろこび 待に、 R 數 かさなれ ど 

もまし ま さ ねば 、 

君 こんと い ひし 夜ごとに 過 ぬれば 

たのまぬ 物の 戀っ 、ぞ ぬる 

此心 は、 いひし 夜 も 幾よ か 過 ぬれ ど、 たのみな き 

事ながら、 又 戀っゝ ぬると いふ こ、 ろ 也、 

一 むかしな. 0 平 かた ゐ 中に すみ 給 ひて、 有 女 を かた 

はらせ 給 ひしが、 京へ つとめに ましまして、 三と せの 

程 見えさせ 給 はねば、 此女 あま b 待 わびけ るが、 古語 

にも 其 夫 外 番に沒 落して、 子 あらば 五 年、 子な くんば 

三年に して 嫁 を 改る事 を ゆるす と あれば、 業 平に 別 

れ てより やう/,^ 三と せ を 待 わび けれども まし まさ 

ねば、 又い と 念 比に いひけ る 人 有し ま、、 こよ ひ あは 

んと 契.. >  た ，9 ける に、 な..^^^折しもその夜來，o給ひ 

て、 つま In, を 昔づれ あけた ま へ と 有し かば、 女お どろ 

きて so ど W て 歌 をなん よみて 出しけ る、 

I 語 ひら 言葉 


あらたまの 年の 三と せ を 待 わびて 

た いこよ ひこ そ 新枕 すれ 

此心 は、 三と せが ほどな b: 牛 を まちわびて、 こよ 

ひ 新な まくらす ると 也、 定家 卿の 歌に、 忘るな よ 

三と せの ゝ ちの 新 ゐ枕、 定む ばか. 0 の E:n な. 0 

とも、 

とよみて かくす 所 もな くい ひければ、 な ひら、 

ぁづ さ 弓 ま 弓 つ き 弓 年 を へ て 

我せ しが ごとうる はしみ せよ 

此心 は、 あづさ 弓 ま 弓 HJ ゆみ 年 をへ てと いへ る 

は、 弓 は ひかれて よる 物 なれば、 君に 心 ひかれて 

三と せの 年 をへ て、 わがい ひか はした る 一一 一一 ヮ；^ を 

うる はしく せよ とい ふ  > ひ 也、 あづさ 弓 ま 弓：！： 弓 

三つ かさねて 年 をへ てと あれば、 三つの くると 

いふ 心 をの づ から そな は h -、 三と せの 心 こも. 0 

たるな b 、され 共 先 かさね 一一 一一 C 葉 成べ し、 

とよみて いなんと し 給 へ ば、 女釉を ひか へ て、 

ぁづ さ 弓 ひけ どひ かね どむ かしょり 

心 は 君に よ h- にし もの を 

此心 は、 君が 心 は ひく やらん ひかざる やらん、 ひ 


伊勢 物語 ひら 言 菜  n 

く， 0 も ひかす とも、 むかしよ. 0 我心 君が かたへ 

ひかれよ る もの をと な. 9、 

とよみ けれど、 なり ひらか へ り 給へ ば、 女い とかな し 

ぐて、 御 後に たちて おひ ゆけ ど ゑお ひっかで、 淸 水の 

有 所に ひれふして なき かなしみ、 そこなる 岩 ほに 小 

ゆび をく いき. 9、 そのち をして 嘗 付ける 歌に、 

あ ひ 思 はで かれ ぬる 人 をと  >  めかね 

我 身 は 今ぞ消 はてぬ める 

此心 は、 あ ひ 思 はで かれぬ る は 離の 字 也、 おも は 

で 離れぬ る 人 をと いめ かね、 我 身 は今ぞ おも ひ 

に きゑ は つ ると 也、 

とかき て、 そこにい たづら にな. 9 にけ. 0  ， 

1 むかしな.^ ひら、 小 野 小^の 方へ しづ 心なく かよ 

はせ 給 ふが、 何と やらん なり ひらに うらみ 有に や、 あ 

ふべ しと も 又 あは じと もせ ざ. 0 ける が、 さすが きれ 

はなれた る やうに も兑ぇ ざり ければ、 小町の 方へ よ 

みて やらせ 給 ひける、 

秋の 野に さ、 わけし 朝の 釉 よりも 

あは で ぬ る^^ぞひ^.^まさ-.5け る 

此心 は、 秋 野の さ ゝの露 ふかき を わけし 朝の 釉 


 五十 

よ.. 9 も、 こよ ひ あわで ぬ るよ のな みだ は、 いと ふ 

かく ぬれぬ ると 也、 

とよみ 給へ ば、 色 このみなる 女 返し、 

見る めな き 我 身 を うらと しらねば や 

かれな であ まの あした ゆく くる 

此心 は、 見る めな きうら としらねば、 た へす 朝な 

のまの 行きて うらめしと おも ふ 力、 そのごと く 

そなた も わがみ を 見る めな きうら み 有 ことしら 

ねば、 ゆきかよ ふて は うらめしく おぼしめ すと 

な ひ、 

一 むかしな ひら、 ニ條の 后に かよ はせ たま ふとき、 

そめ 殿の 后 あはれ みせた まひし を、 いと 御な さけ あ 

さからす 思し 召、 次に お .o- ふし 五條の 后御尋 有し か 

ば、 かたじけな さの あまりに、 

おも ほへ す 釉に湊 のさ はぐ かな 

もろこし 船の よ， = 'しば か， 9 に 

此心 は、 お ぼへ す こぼる 、なみ. たの 海と な..^、 釉 

にみ なとの さはぐ は、 もろこしぶ ねのより しば 

か hv にと な. o、 うらの 心 は 五條の 后 を もろこし 

ぶね にたと へ、 是 にいに しへ ニ條の 后へ かよ ひ 


しころ， いましめ 有べ きを 我心 を おしはか. o、 あ 

はれみ 給 ふ 御 心 ざし、 あまつ さ へ 御 尋に預 る 事、 

1 かたなら-ぬ 御な さけ 有が たければ、 なみだの 

お ぼへ す こぼれて 海と なり、 もろこし ぶね のよ 

るば かりに、 神の みなとの さはぐ と な， 0-、 

一む かしな. りひら、 有 女の もとへ 一夜 まし 又も 

いかすな りに ければ、 彼女い ど、 戀 わびしが、 有と き 

手 あら ふ 所に、 手盥 にかけ たる 賞簀を 取の けし かば、 

おとろ へたる 面 かげの 見えけ る を、 みづ からな げき 

て かくなん、 

貫 in とて、 だい， 5 にて は 手 あら ふに、 前 へ 水 を かけ 

じと て、 す を あみて 手 だら い の 上に かくるな. o、 是 

をぬ きすと い ふじ， o、 

我ば か b 物 m-u ふ 人 は 又も あら じと 

おも へ ば 水の 下に も 有け り 

此心 は、 我ば か，.^ 物お も ふ 人 は 又も あら じと お 

も へば、 水の 下に も ありけ るぞ や、 か ゝ るお も か 

げの見 ゆると なり、 

かく 詠 じければ、 な， 9 ひ^ 立ぎ ゝし給 ひて、 

水口に 我 や 見 ゆらん 蛙 さへ 

1¥勢 物語，， ひ.^ 言 菜  , 


水の 下にても ろご ゑに なく 

水口に なく か はづの 一 つなけば、 みな 諸 ご ゑに 

なくが、 そのごと く 我 そなた をお も ひて なげく 

ゆ へ 、そなた もな げき 給 へ、 わがお もはやば さも 

有 まじ、 思へば 水の 下に も 有け. 0 とよみ 給 ひし 

は、 水口に 我な げく 面影 や 見 ゆらん、 かはづ とひ 

i しぐな げき 給 ふ はとな り、 

一む かしな りひら、 色 好なる 女に ふかく 契りた まひ 

しが、 いか いうらめ しき 事 や 有 けん 出て いに ければ、 

業 1^ いと かなしみて 讀る、 

などて かく 逢 期 かたみ に 成に けん 

水 もらさ じと むすびし 物 を 

此心 は、 などて かく 逢 期 かたく は 成に けんとい 

ひ、 それ を あ ふ 籠と いふ 心に と. 0 なして、 かたみ 

の 心 を ふくめ、 なにと て はかぐ 逢 ふ 事の かたく 

はなり に けん、 水 もらさ じと ちぎ ，9 しに、 籠に 入 

たる 水の ごとく、 もれて あとかたもなく あだに 

なh^て、 籠ば かり 殘る はかた みに なりつ るかと 

なり、 

1 むかし 長 良 卿の 御 娘、 た  >  人 にて おはしけ るが、 終 


 伊 物語 ひら 言蕖  

に淸和 天皇の 御 寵愛 有て、 ^觀 十一 年 十二 ra: 二十 六 

日に^ ^親王 を產 せた まひ、 翌る 二月に 親王 を皇太 

子と なし 給 ふに よ. o、 高 子 を も 女御と なし 給 ひ、 卷宮 

の 御母義 とめ ふぎ 奉る、 其比染 殿の 后 花の 賀の御 祝 

ひお はしける に、 なり ひら も 此御贺 に 召く わ へられ 

しに、 高 子の. ^3- 御 ときめかせ 給 ふ を 御らん じて、 有し 

むかし を 忍し 召 出し 給 ひ、 うちな げきて よめる、 

花に あかぬな げきはい つもせ しか ども 

け ふの こよ ひに 似る 時ぞ なき 

此心 は、 花に あかぬな げきい つ も すれ ども、 け ふ 

. のこよ ひに 似る 時 はなしと、 たい 花の 賀に なぞ 

ら へ てよ みたま へ ども、 實意は 高 子の 事な り、 高 

子の 花の すがたに あかぬな げきはい つも すれ ど 

も、 け ふ は 一 しほまして 今宵のお も ひに 似た る 

と き はなしと 也、 

一 むかしな りひら、 かわす ばか.. >  の 手 まくらの いさ 

さかな. 0 し 女の もと へ 、よみて やらせ 給 ふ 歌に、 

あ ふこ と は 玉の緒ば かりお も ほえて 

つらき 心 はなが く 見 ゆらん 

此心 は、 あ ふ 事 は 玉の 緖の いさ、 かば かりにて、 
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つらき > ひの ながき おも ひと 成しと なり、 

1 むかしな b ひら、 大內 にて 有宮 女た ちの つぼねの 

まへ を 通らせた まひし に、 なにの あだに か 思 ひけん、 

よしやく さはよ ならん さが みん とい ふ、 な. 0 ひら 聞 

召、 いかなる 事ぞ とかん じた ま へ ば、 よしやく さはよ 

とい へ る は、 な，"； > ひらの さかり もよ しゃく さはの さ 

かへ るなら んと いふ 心、 さが みん と は 惡の字 を かけ 

.9、 不詳なる をい へ るす ゑに て、 惡 しからん 事 を みん 

との 心、 なり、 さ れ ばな ひら を そね みて、 今劳 くさの 

さかりなる も、 秋風の 立てし ほる ゝ時 あらん 物 をと 

い ふ て、％5^ょとぉぼしくてょめ る、 

つみ もな きひと をう け へ ば わすれぐ さ 

をのが 上に ぞぉ ふとい ふなる 

此心 は、 とがな き 人 をのろ へ ば、 か へ つて 身お ふ 

と 云が、 かくの ごとく われ をのろ ひ 給へば、 身に 

おひ 給 ふべ しと 也、 

〇 あしかれ と 人 をば いは じ 難 波が た 我 身のと が 

のかへ る しら 波と い へ るに ひとし、 

かくい ひか はす をい かさま ゆへ 有らん と、 ねたまし 

くお も ふ 女 も あ， 0 ける とな， 9、 女の あさましき 心の 


なら ひなる ベ し、 

一 むかしな. 0 ひら、 いと ふかくい ひか はせ し 女に、 年 

ごろへ だ、 リ なつかし くやお ぼし けん、 歌よ みて 遣 

はしける、 

いにし へ の しづの をだまきく. < 返し 

昔 を 今にな すよ しもが な 

いにしへの しづの をだまきと いふ は、 しづの女 

のい となみに、 せ > をう みて まきたる を しづ の を 

だまき とい ふ、 されば く b かへ して まく 物 なれ 

ば、 く. 0 か へす とい はん まくら こ と ば.^、 歌の >..fb 

はいに しへ ふかく かたら ひしに、 今た へぐ に 

なれば、 また しづ の をだまきの やうに、 いとなが 

くく b かへ し、 むかし を 今にな したき と 也、 

とよみて やらせ 給 へ ど、 女 何とも 思 はや や 有 けん、 さ 

して li^ ず もせ ざ，！；；' け. o. 

一 むかしな. りひら、 律の 國 むはら の 郡^ 知 なれば、 か 

よ ひ 給 ひしに、 此 さとに したしく なれし 女 有しが、 な 

b ひら 此 たびお はしけれ 廿バ、 又 か へらせ 給 ひなば、 も 

はやお はせ じと 女のお もへ るけ しき なれば、 なり ひ 

ら さはな しと 女 をい さめて よめる、 


蘆べ よりみち くる 潮の い やましに 

君に 心 を 思 ひ ます か な 

此心 は、 あしべ よ .9 みちく るし ほぞ、 さして それ 

と は 見えね どい やましに ふかくなる 物な hv、 そ 

の ごとく 我心 もさして 上に は晃 えね ども、 いや 

ましに ふかくお も ひの まし こそ すれ、 いかで こ 

ざる 事の あら じと いさめ 給 ふ 心なり、 

とよみた まへば、 女 返へ し、 

こも b えに おも ふ 心 をい かで か は 

舟 さす さほの さしてし るべき  ま 

此 こも. C- 江と い ふ 心 は、 くさな どお ひしげ. o、 木 

かげの 落 一 常- ^ などに うづ もれて、 そ こと も晃 えす 

ふかき 江 も あさく み ゆる 也、 みちく るし i のい 

やましに、 おも ひの ふかしと よみ 給へ ども、 - ,- も 

り 江の ごとく ふかき 御 心なから めど、 去と て は 

あ さく 見 ゆる、 あはれ 船 さす さほ S さして、 ふか 

きか あさ きかしる ベ きと 也、 

一 むかしな. ひら、 有 女に 歌よ みて やらせ 給へ ど、 つ 

れ なかり ければ、 面なくて よめる、^ ぃ& 


い へ ば ゑ 


ねばむ ねに さは がれて 
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伊勢 物 Si ひら 言 菜  II  

> ひひと つに なげく 比 かな 

此心 は、 いはんと すれ 共 ゑい はす、 又い はねば む 

ねに みちて さはぐ やう 也、 さる 程に わが 心 ひと 

つ になげ くと 也、 かくよ める 心 は、 是 ほどに 歌 を 

よ み 言葉 を つくせ ども、 更にな びき 給 はねば、 面 

目な くも はや ゑ もい わす、 いわねば むねに さは 

がれて、 我心 一 つに なげく となり、 

一 むかしな h ひら、 ちぎ， 0 給 ひし 女に、 たい 何となく 

心に も あらで、 屮た へ < ^になり しかば、 ゆかし さの 

あまりによ める、 

玉の緒 を あは をに よりて むすべ れば 

絕 ての 後 も あはん と ぞ思ふ  . 

此 玉の を はいの ちの 事、 又はい さ、 かば か. 9 の 

事 をい へど、 愛に て はた > 玉の をと 心へ 糸と お 

も ふへ し、 あは をに よりて は、 あはせ たる 緒 をよ 

h- てむ すべる は、 わかれても 又もとの ごとくよ 

れて むす ぼ ふる 物な.^、 そのごと くひき わかれ 

て 中た ゑたり とも、 あはせ いとの むすぶ が、 わか 

れ たるに ひとしく、 又む すび あはん とい ふこ ゝ 

f めな り、 ト 
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一 むかしな りひら、 あさからぬ 中な りし もとへ、 中絕 

てと ひ 給 はねば、 打す て わすれ 給へ るかと、 女心 もと 

なくお も ひて とひ ごとしければ、 なり ひらの よ める、 

谷せば み峯 まで は へ る 玉 かづら 

た へ んと 人に 我 思 はなく に 

此心 は、 谷の せば きに は へたる 玉 かづら の、 みね 

までつ 3- きたる ごとく、 た へ まじとの  > ひ 也、 もし 

谷 もせば く あらす ば、 よそへ も 心 をう つす y き 

が、 谷せば な. 9 とよみし は、 よそへ 心 を かけす、 

いづ くまで も 中た へ じと わが 思 はぬ にと 也、 

1 むかしな. 5 ひら、 色 ごのみ なる 女に あ ひ 給 ひしに、 

あま. 色 ふかく. まし ませば、 よそ  >  ひも 存ぬ べしとう 

しろめた くやお ぼし けん、 歌に、 

我なら でした ひもとくな 朝が ほの 

ゆ ふかげ 待ぬ 花に は 有 ども 

此こ、 ろ は、 われなら でした ひもとき 給 ふな、 あ 

さが ほの ゆ ふかげ. またす、 はやう つり か はる 御 

こ、 ろな りと もと 也、 

とよみた ま へば、 返歌に、 

ふた b してむ すび しひ ぼ を ひと. 0 して 


逢 v:^ る i6 ではと かじ [o ； て 5-3 ふ 

此心 は、 ふたりして むすびし ひ ぼ を ひと. 0 して、 

又 あ ひみる まで はとく まじ、 いかにも か はら じ 

とのこ、 ろ 也、 

一 むかしな りひら、 紀の翁 の もと へ おはしけ るに、 

有  < めかり に；， 仃給 ひて おそく 御 かへ..^ 有ければ、 その 

ほど 待 わびて 御 か へ り 有ければ よめる、 

君に よ. 9 おも ひなら ひぬ よの 中の 

人 は是を ゃ戀と い ふ らん 

此心 は、 君 を まちわび てけ ふ 初て なら ひ ゑた，. >、 

よの 中の 人の かやう の 事 を や.、 こ ひとい ふらん 

と 也、 

とよみた ま へ ば、 有つ ね 返し、 

なら はねば よの 人 ごとに 何 を かも 

戀 とはい ふと ゝ ひし 我し も 

此心 は、 我 も 終に 戀と いふ 事 をな に はねば、 世の 

中の 人 ごとに 何 を か 戀とは い ふやらん としら ざ 

り レ.. グ、 今な. 9 ひらの 我 ゆへ 戀と いふ 心 をし り 

給へば、 しら ざ. 0 し. 我し も 戀の師 となれ る 也 • な 

.5  らの か、 る 事 を 戀と いふ らんと の^ふに 


て、 我 もまた， 一 ひ をし りたる となり、 

應. 有，， ^魂 化爲. 燕、 年々 飛 入 未 m へ樓 t とい ふが ご 

とし、 夕され. ば 野邊の あき かせ 身にしみて、 うづ 

ら鳴 なり 深く さの さと、、 俊 成 卿の よみ 給 ひし 

を、 俊惠 がた い あき かせば かりにて を かで、 身に 

しむと い へる あしきと なんじた. 0 し を、 ま 45? き 

こし 召、 是を 風の 身に しむと おも ひて は 曲な し、 

うづら とな. 0 て吟 すれば、 歌 も 身にしみて ふか 

くお も ふと 申された るな， 0 面白し、 

と 女の よめる にめ で、、 なり ひら あはれ とやお ぼし 

けん、 また ゆかん i 思 ふ  > いもな くと  >ま.0 たま ふと 

なり、 

一 むかしな， 0 ひら、 いかなる 事 をお ぼし 召け るお. 0 

にか、 讀給 ひし 歌に、 

おも ふ 事い はで ぞた いに やみぬ べき 

我に ひとしき 人し なければ 

此 歌の 一 體は、 先お も ふ isl' いはで たいやむべし、 

我に 同じと き 人の なければ とい ふ 心なり、 論語 

陽貨篇 にも、 

子 曰予欲 krJE  、子贯 曰 子如不 Jn 則 小 子何述 .4:1、 


伊勢 物語 ひら 言葉 
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伊勢 物語 ひら 言 菜 

子 曰 天 何 言 哉、 四時 行焉、 "r!:: 物^ 焉、 天 何 言 哉、 

註 曰、 學者多 以，， 言語， 觀，， 聖人： 而不 Jlr 其 天理 

流行 之實 有.； 不， 侍， 言、 而 著者 是以徒 得，， 其 言； 

不レ得 三 其 所 T& 言： 故 夫子 發， 此 以警， 之と 有に 

同じ、 若 かくの ごとき 心 にゃあらん、 

此 所の 註に、^ 疑抄 にも 御說 に、 此 歌の 義理 をお 

ほせられ すして、 たれも^,^ 是を 心に しめば、 あ 

やま，. 0 は. 1^ まじき と はか b しゃくした まふ とぁ 

.9  、思 ふ is^-^ どと ふ 人 の な か る らん 、ぁ ふ けば 穴丄 

に ES て さやけ き、 此歌も この、 いよ b よめるな. h -、 

1 むかし 業 ひら ゎづら はせ たま ひ、 御 心ち しなせた 

まふべ くお ぼへ させ 給へば、 

っゐに 行 道と は 兼 て 聞し か ど 

きの ふけ ふと は &j は ざ し を 

此心 は、 っゐに ゆく と はかね てき、 しか ど、 きの 

ふよけ ふよと 過う つる 月 n: を、 たい なにとなく 

おも は ざ， 0 し を、 一切衆生に しらせた しとい へ 

る 心な. 0  、大和 物語に は、 中 將此歌 をよ み て なん 

W 果に ける とかけ. y、 

此物 がた.^ にな.^ ひらの 始終 を あぐる ゆへ、 元服 
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の 朝よ. 5  くわく りんの ゆ ふべ までに 書と いめ、 む 

かしと 書 出す 事尤 筆勢 かぎ.^ なし、 去年： if 今年の 

むかしと さ. o、 きの ふ はけ ふの 昔とう つ る を、 終に 

ゆく 道と は 兼て 聞し かど、 昨日け ふと は 思 は ざ..^ 

し を、 おどろかし 給 ふ 實發心 說法妙 文なら す や、 贵， 

べしく、 

業： 牛 昔 物語 上 之 二 

むかし 淳和 天皇 を 西院の 帝と 申た てまつ， 9 しが、 そ 

の 御子 子の 親王と. S- は、 ぅゐ 無常 は 高位と てまぬ 

かれた ま はす、 世 を はや ふうせ させた まひし が、 其 御 

はふむ..^ の 夜 は、 な h- ひら もこと に 御と な. 0 成し か 

ば、 御と ぶら ひに おはせ しに、 な bl^ 女ぐ る まに め 

して 御 出 有しが、 うちな げきて おはします 所 へ、 あめ 

の 下の 色 ごのみ 源の いたる とい ふ 人、 是も 御と ぶら 

ひ を 晃に來 ける に、 此 くるま を 女ぐ る まと 見て、 う 

ちゆ かしげに 見し かど も、 いと 閣 ふして 見へ ざ. 5 け 

れば、 折し も 五 のころ なれば、 ^をと hM めつ めか 

の 車へ なげ 入、 その ひかりに て くるまの うち を 見れ 

ば、 女に は あらで な b ひらの おはして よめる、 


出て いなば かぎ b なるべき ともしけ ち 

年經 ぬる かと 泣 こ ゑ をき け 

此心 は、 今崇子 の 親王 はふむ.. >  舉 るが、 野邊 へ 出 

給 は ぃ是 がかぎ りに てまし ますべし、 ともしけ 

ちと は、 かくと もし 火の きへ たる やうに きゑ 仇."？ 

ひし も、 さらば 年へ 給 ふ 御身に も あらや、 いと 

わかく して 世 を はやう さりた まへば、 無常 はか 

かる 物ぞ とみな 人の なげく をき けと、 いたる を 

耻 しめ 給 ふ 心なり、 

とよみ 給へば、 いたる 返歌に、 

い と あはれ なく ぞ聞ゅ ると もしけ ち 

き ゆる 物と も 我 はしらすな 

此、 5 は、 な ひらの なく こ 5^ をき けと よまれし 

をき、 うけて、 富に あはれ になく こ ゑの 聞 ゆる 

が、 淺ま しゃ 我 は fS:{ にこし 火の きへ たる やうに、 

たへ て 寂滅す ると はお も はす、 一切衆生 は體を 

はなる ゝを 死と いひて いと ひなげ ぐが、 生る よ 

b 四 大をか て 死しても との 四 大をか へさで か 

な はす、 それ 生る よ" 死 するとい ふ はかね て定 

る 事な. 9、 今页 おどろくべき にあら す、 さる 程 

伊勢 物語 ひら 言 菜  . 


に本來 一 物に 常住 不滅に してき ゆると いふ 事な 

し、 我 はき ゆると はしらす、 か くな げく まあよ 

れな. 0 と 也、 

あめの 下の 色 ごのみ の 歌に て はな をぞ 有け る、 いた 

る は 順 子 がお ほぢ な.. >  みこの ほい なし、 

なを ぞ 直と も猶 ともい ふこ、 ろ 有べ し、 歌の 道理 

直に かな へ ど 書の 爲には 本意な し、 

一 むかしな. 9 ひら、 けす しう も あらぬ 人の むすめ を 

おも ひしに、 さか しらする おや^て、 此 むすめお と 

こに おも ひ 付て はいか  > とお も ひて、 外へ やらん と 

いひし かど も、 さもな か. 0 しが、 業 平 もさす が 人の子 

なれば と 5> むべき いきお ひもな し、 むすめ もまた お 

ければ すま ふちから もな し、 たが ひに おも ひ はい や 

まさ. 0 ける に、 おや 此 むすめ を 終に おひい なせけ る、 

業： 牛ち のな みだ をな がして なげき 給へ ど、 にか ひ 

なく 出て ゐ にければ、 な， 9 ひらな く/^ よめる、 

出て いなば 誰か わかれの かた からん 

有しに まさ るけ ふ はかなし も 

此心 は、 女にたい して、 出て いなば 誰に かわかれ 

かた からん とい ひ、 有しに まさる. け ふ はかなし 


伊勢 物 mi ひら 言葉  

もとは、 女の よそへ いなば 我も此 よに あと をと 

どむ まじければ、 ゎかれのかたきとぃふ^ef^•も有 

まじき が、 有しに まさ. 9 てけ ふ はかなし きと 也、 

とよみて た へ 入 給 へ ば、 親 あはて ける が、 なを 我人の 

ためお も ひて こそい ひしに、 いと かくしも やせんと 

おも ふに、 眞實 にた へ 入 給へ ば、 あはて まど ひて 御 か 

ほに 水な ど そ、 ぎ、 神に 祈 bisli- などし ければ、 け ふの 

入ぁひばか..^に入て、翌るぃぬの時ばかりに、ゃぅゃ 

う 御い のちから ふじて いき 出た まひけ る、 むかしの 

若人 はさる すける 物お も ひ をなん しける、 今のお き 

な まさにし なん や、 

一む かし 1 腹 ふたり 有け る 女 まし/ しが、 ひと ケ 

はい やしき 另 のま づ しき、 ひと. 9 は 勝 貴なる wf^ もて 

,9 けり、 いやしき 男 もてる 女、 師走の 晦： n に 男のう わ 

ぎぬ を あら ひて、 手づ から は ひける に、 心 ざし はいだ 

しけれ ど、 さるい やしき わざ もなら は ざり ければ、 う 

へのき ぬの 方 を は h- や， 0 て、 せんかた もなくて たい 

なきに な きゐた る を、 是を かの あで な る 男 開て、 いと 

心く るし かりければ、 いとき よらなる 綠衫 うへの 衣 

を兒 出して や. 5 給 ふとて よめる、 
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むらさきの 色 こきと き は め も はるに- 

野なる 草木 ぞ 別れ ざ. 9 け. OS 

此心 は、 むらさき を 女に たと へ 、むらさきの 色 こ 

くめ を 出す とき は、 野べ のく さ 木まで みな むら 

さきにう つろ ひて、 どれ を どれ 共 わかれぬ が、 そ 

の ごとく われ も 女に 色 ふ^ければ、 むらさきの 

ゆかりまで もむ つま じきと なり、 

本 歌に むらさきの 1 もと ゆ ゑに むさし 野の 

草 はみながら あはれ とぞ みる 

此 むさし 野の 心 をと りて よみた まひし なる べし、 

1 むかしな りひら、 色 ごのみ としる/^ 女に あ ひ 給 

ふ 有しが、 され ども かねて 色 ふかきと しろしめ せば、 

さしてに く， y もお ぼしめ さ ざ.. o- けれども、 さす ドう 

しろめた くお ぼしめ せば、 ことに かよ ひ 給 ひて なを 

うしろめ たく 心 を かせ 給へ ども、 さる にても 流石す 

てがたき 中な りければ、 二 曰 三 = さはる 事 有て ゑい 

かで かくなん よみてつ か はしける、 

出て こし あとだに いまだ か はら じ を  - 

誰 通路と 今 は 成らむ 

此心 は、 わが 出て 來 しあと だに、 いまだ か はる ま 


ど i —— Jf  ^  ,!rn,  .  1^  „  ,.  


じき を、 そなた は 色好み なれば、 早 誰 人の 今 はか 

よ ひぢ となる らんと な ，9、 

な. 0 ひら 物うた が はし さに よめ るな. 0 け- o、 

一 むかし 桓武 天皇 第 七の 皇子 賀陽 親王と 申 御子 まし 

しが、 その 御子 ふかく あはれ みて 召 仕 はせ たま 

ふ 女に、 いとうる はしき 有け る を、 なり ひらな まめ 

きて 我の みとお ぼしけ る、 かやう の 御子 御て う あ ひ 

の やうに 聞 付て、 かの 女 へ 文 やらせた まふと て、 時鳥 

を繪に 書て 歌に、 

ほと、 ぎすな がな く 里の あまた あれば . 

猶 うとまれぬ おも ふ 物から 

此心 は、 ほと、 ぎす のなん ぢが鳴 さとの あまた 

あれば、 うとまん とすれ ども なをこ ゑな つかし 

くお も はる、 が、 そのごと ぐ そなたの > いのよ る 

かた あまた 有と きけば、 うとまん とお もへ ども 

なをお も はる ゝ とな. o、 

とよみて やらせ 給へば、 女な り 平のう たが はせ 給 ふ 

けしき を 取て よめる、 仏 

名のみ たっしで のた を さはけ さ ぞ啼 

い ほ.^ あまた. とうと まれ ぬれば 

1 1 勢 物— 語 叫い 言葉 


此心 は、 名のみ たてた まふ ほと、 ぎす 今始 てな 

くな. 9、 いほ. 9 あまたと 君に うとまれ ぬれば、 か 

なし さに なくと なり、 しでの H を さと は ほと、 

ぎす を 云 也、 

時し もさ n の 比に なん 有け るに、 な. ひら 又 返し、 

いほりお ほ きしで の 田お さは 猶 たのむ 

我す むさと に聲 したへ すば 

^v^i  、 い ih- お i くま と ゝ ぎ. \ay はなけ ども、 わ 

がすむ さとに こ ゑた へやば 猶 おも ふべ し、 その 

ごとく い ほ. 9 お ほく 御 心の よる 方 あまたな， 9 と 

も、 我に だに たへ ぬ 御 心なら ばな をした のむ と 

なり、 

一 むかし 紀 有つ ねゐ中 へ おはしけ るに、 な. 0 ひらの 

御し うとに て まし ませば、 ； 15^ の はなむけ せんとて、 

御 首途祝 ひに よばせ 給 ひ、 御つ ま は 有つ ねの 御 娘に 

てうと からぬ 中 なれば、 首途 の 御 ^ を 遊ばし、 御^ 別 

にと てから 衣を踨 せられし に、 な. 0 ひら 歌よ みて、 か 

ら 衣の 裳の 腰に ゆ ひ 付 させつ か はされ ける 歌に、 

出て ゆく 君が ため にと ぬぎ つ れ ば 

我 さ へ もな く 成ぬ ベ きかな 


 伊；^ 力 物語 ひら 言葉   r 

此心 は、 出で 行人の ために、 衣 をぬ ぎて はなむけ 

に すれば、 われさ へ もがな くな b たると 也-もと 

は 喪の 字 わざ は ひとよむ 也、 衣の 裳な きとい ふ 

心 を、 喪の わざ は ひなき 心に と. 0 なして よめる 

也、 

此哥は 有が 中に おもしろければ、 心と め てよ ます、 は 

ら にあ おは ひて、 

な..^ ひらの 歌の 中に も おもしろき 歌 なれば、 心と 

め はらに ぁぢは ひて よみ 給べ しとな， 9、 

一 むかしな りひら に、 人の むすめの いづき か しづく 

有しが、 いかで かくな. 9 ひらにい ひ 出ん 事 も はづか 

しく、 心に こめて おも ひける が、 物 やみに なりて 終に 

しぬ ベ きに- g!.: み、 めのと やうの 者 をち かづけて、 な..^ 

ひらに かく こそ 思 ひし かど、 今 はお も ひに たへ かね 

はかな/、 成ぬ るよ といへば、 親是を^てな..^ひらに 

かくつ げた， 0 ければ、 な .o; 牛 まど ひお はし ませ ど、 は 

や はかなくな..^ にければ、 終に 逢 ひ 給 はね ど 心 ざし 

のい とふ かき を あはれ に 思しめ し、 御な げきの あま 

,9 に 物 忌に 成 給 ひ、 つれぐ と 籠りた まふ、 時 は 水 無 

月 晦日 なれば、 いと あっき ころ ほひに て、 宵 は あそび 
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をり て夜更 がた にや、 す  >  しき 風 ふきて、 飛 かふ 螢 

もうち みだれて いと 高く とびあがる を、 な.^>ひらぅ 

ち ふし ながめさせ 給 ひて、 

ゆく 螢- お； A の 上まで いぬ ベ くば 

秋 ® ふく  LC0 に つげ こせ 

此心 は、 かく 螢 たかくと びて、 雲の上まで いぬべ 

くば、 か、 る あき かせの 吹て す いしきと 、かりに 

つげても よ ほし こせと いふ こゝろ 也、 

くれがた き 夏 の H  くらし 詠れば 

其 こと、 なく 物ぞ かなしき 

此心 は、 U のな がふして くれがたき にくれ ぬる 

は、 世に はかなき むじ やうのお も はれて、 物 かな 

しきと な， o、 その 寧と なくと いひし は、 みまか. り 

し 人に はなじみ たる 事なければ、 さも 有 まじき 

に 我 を ふかく 戀 てし、 たる ふびん さの あまり も 

に は 入し かど、 そのこと ゝ なく 物ぞ かなしきと 

な .0、 

一む かしな りひら、 いと むつまじく 相 かたら ひし 友 

だち の あ. 9 ける が、 かたどき さらす 相お も ひける を、 

其 友 他國へ つきければ、 いと あはれ と 思しめ し、 わか 


れに まひて その \ ち M^nM へ て ゆかしく や おぼしけ 

ん、 友 だち のかた よ. りお こせた る 文に、 

文淺 ましく ゑ對 面せで 月日へ にけ る 事、 れ やし 

給 ひけんと いたく 思 ひわび てなん 侍、 世の中の 

人の 心 は、 めか るれば 忘れぬべき ものに こそ あ 

めれ とい へ，.：^ければ、ょみてゃる、 

めか るれば、 あさましく たいめん せで、 めかる 

れば など ふみの ことばな り、 

め かると もお も ほ へ なくに 忘らる ゝ 

時し なければ 面影に たつ 

此心 は、 こなた はめ かると もお ぼ へ す、 わすら 

るゝ ときし なければ、 ゆ？ にお も， 2% げの よなる 

る 事な しと 云 心 也、 

一 むかしな b ひら、 念 比に いかでと おぼしけ る 女 有、 

され 共 業； 牛 色好みな..^ ければ、 あだなり と 聞て つれ 

なさの みま さ つ 、、- ふ かくうら み てよ める、 

大ぬ ささの ひく 手 あ またに 成 ぬれば 

おもへ どる W  >  J  7 や^ざ， 9 け， si 

大ぬ さは 祓の具 幣串 なり、 あれ 是 あまた 手 を ふ 

るゝ 物な. 5、 其 ごとくな-. 9 ひら も あれこれに 手 


を ふれ 引手 あまたに な.. >  給へば、 我 はお もへ ど 

ゑ- J そた のまれね と 云 ひなり、 

とよみて 越しければ、 な. 9 ひら 返 へ し、 

大幣と 名に こそ 立れ ながれても 

終に よるせ は 有と いふ 物 を 

此心 は、 ひく 手 あまたなる 大ぬ さな ど 、名に た 

. て 給へ ど、 大ぬ さはら へして ながせば、 かなら す 

よる P あ. XT -、 ，て の ごとく 我 も 引て あ，. たな， 0 と 

も、 つ によるせ は そなた へ なる ベ しと 也、 

一む かしな. 0 ひら、 紀 利い M とい ふ 人 阿波の すけと い 

ふ 所へ 行ける と 聞て、 むまの はなむけ せんとて よび 

にやら せた まひ 待 わび 給 ふに、 利 こゝ かしこ あり 

きて 夜 ふくる まで まし まさねば 、まち わ びて よめる、 

今 { て しるく るし き 物と 人；^ たん 

里 をば かれす とふべ かりけ り 

此心 は、 とし： を まちうけて、 人 まつ 事 はくる し 

き 物よ と <fr ぞし. .0 た. o、 尺 またん さとへ は 一 w$ 

を さし を ，？H, し ふべ しと 也、 

1 むかしな りひら、 御 妹い ときよくなる 御 そだちな 

b し を. つ く.<\>と^-^,^^んじぉ，9てょめ る、 
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 伊勢 物 ひら 言 驚     I 

うらわ かみね よげ にみ ゆる 若く さ を 

人の 結ばん 事お し ぞ思ふ 

此心 は、 御い もうと を 若く さに たと へて、 ねの よ 

き 若く さは いづく にう へ て も かれ まじと 見 ゆ る 

が、 うらわ かみ は いづく へ ゑん を むすびても か 

れ じき， I？ り や-つ tj 見 ゆるに、 II 口 女御と もな さ 

ではい かなる 人に や 結ばん、 ゑん は定 なければ、 

人の 結ばん ゆく すゑのお も はる、 と あはれ み 

て、 かくよ み 給へ る 心な， 9、 

とよみ 給へば、 御い もうとの 返歌に、 

初 草の などめ づ らしき 言 の は ぞ 

うらなく 物 を ひけ る 哉 

此心 は、 な.^ 平のお くさと よみた まふ v:b をう け 

て 、初ぐ さとい ひ、 珍しき ことのは i いはんた め 

に、 初の 字 を 置. 9、 さて 歌の心 は、 な b 年の 常 は 

か ゝる事 を 仰せら る、 事 もな きが、 かくの 給 ふ 

初 草の - ) との は、、 いと 珍しき お ほせな り、 うら 

なく 物 をお も ふと は、 心に てっして 有が たく 物 

田 3 ふ と 也， 

1 むかしな りひら、 有 女 を うらみた まひて よめる、 


六十 二  

鳥の 子 を 十をづ 、と を はか さ ぬと も 

思 はぬ 人 を 思 ふ 物 か は 

此心 は、 卵 はすべ りて かさねが たき 物なる が、 十 

をづ、 十 は 百 也、 まして 百 かさぬ る 事 はな を か 

たかる ベ し、 よに あやうき 事な. 9、 さの ごとく 卵 

を かさねん とすると も、 思 はぬ 人 をお も ふ 物に 

て はなし、 それよりも 猶 あやうき と 也、 惣 じて 世 

間の あやう き^を 累 卵と 云、 文選の 注に 說苑を 

引、 晋平 公が 時に 九 層の 臺を つくる、 苟 息が 是を 

いさめん とて、 臣 はよ/、 基 子 を 十二 かさねて、 其 

上に 卵 九つ を 重ぬ る 事 をす る， こ 云、 平 公の 云、 そ 

れは あやうき 事 也、 苟 息-か 云、 是 あやうから す、 

公 -S 九層薹 を 作て 百姓 を ゎづら はす、 是 はな は 

だ あやうき 也と 云、 ；牛 公の 領解して 臺を 作る 事 

止た..^、 歌は此 故^ を ひきてよ むに は あらね ど 

よく かなへ り、 

とよみた まへば、 女 返へ し、 

朝露 はきえ 殘ても 有ぬ ベ し 

たれ か此ょ をた のみ はつべ き 

電光 朝露 は あだなる 物な り、 露 は 朝ば か.^ をき 


て 日 かげに 終き へて 殘らぬ ものなる が、 ^しせ 

んに 朝露 はき ゑ 殘る事 も 有 もやす べきが、 たれ 

か此 よに 殘. 9 とい まるべき と、 世の あだなる に 

よそ へ てな り、 平の 心の あだなる は、 たのまれぬ 

と いふ こ、 ろよ めり、 

またな b ひら、 

吹 風に こ？ ての さくら はちら す 共 

あなたの みがた 人の こ、 ろ は 

此 V ひ は、 吹 風に ことしの 花 もちら すして は 有 ま 

じきに、 まして こぞの 櫻が なにと て殘る ベ きぞ、 

それよ. 9 も たのみが たなき は 人の こ、 ろぞ と、 

いふ こ、 ろな， 9、 縱裔年 花殘， 梢 待 一一 後 卷ハ難 

レ賴是 人心、 

亦 女 返へ し、 

ゆく 水に かすかく よりも はかなき は 

田 5 はぬ 人 をお も ふ 成け .5 

此心 は、 ながれて ゆく 水に 縫 を かくと も、 かくう 

ちょ. 9 ながれて あとかた も 有 まじ、 それよりも 

はかなき は、 おも はぬ 人 をお も ふなり と 也、 

又な りひら、 


Q く 水と 過る よは ひとち る 花と 

いづれ まてて ふこと を 聞らん 

此、 いは、 ゆく 水 も 過る よは ひもちる 花 も、 いづれ 

もと  >  め がた きものな. 9、 い かにと むる とも、 ま 

てと いふ 舉を開 物に あらす とい ふこ、 ろ 也、 

論語 曰 子 在 二 川上 ， 曰 逝 者 如， 斯夫不 ，14::M 晝夜 _  LC 

孔子 もの 給 ひし 也、 されば 人の よは ひの：：： をく 

らし、 夜 を あかし かたぶき 過す は、 なが る、 水の 

ごとくと  >  めが たし、 あと へ かへ らす、 花 も 又 落 

花 二た び ゑ だに か へら やといへ，^、 そのごと く 

あだなる 人 は、 いふに かひな しとい へ， り、 

一 むかしな.^ ひら、 有人の 前栽に 菊う へけ るを晃 給 

ひて fsS る、 

植しぅ へ は 秋な きとき ゃ货ざ らん 

花 こそ ちらめ ねさ へ かれす ば 

此ひ は、 う へ し 上 は 秋の なきと き は い さしら や、 

さかぬ とい ふ 事 は 有 まじ、 たと へさき て 花 こそ 

ちらめ、 いかでね のかれめ や、 极さ へ かれす ば 幾 

秋 も/^ 華 はさくべし、 惣 じてきく はねさへ あ 

れば、 い つまで も は ゆる 物な り、 此幾秋 もさ かゆ 
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.! ハ 十四 


るに よそ へ て、 千秋 萬歲 をい わ ひて よめり、 

一む かしな. 0 ひらの 方へ、 五月 五：：： なれば かざり 粽 

を 送，.^ ければ、 その 返へ.^ 事に、 

大內に は踪を 五色に まぐ 故に や、 かざ bsl と 云.^、 

あやめ か. h> 君 はぬ まに ぞ まど ひける 

我 は 野に 出で かる ぞ詫 しき 

此心 は、 け ふ は あやめの いわ ひとて、 ちまき を 給 

b しが、 定て君 はぬ まに まど ひて あやめ を かり、 

ちまき をして 給 は. o、 我 は 野に 出で かり をし 一. し 

きじ をお くると い ふこ \ ろ 也、 

とてき じ を-;. なんお く. o- ける、 

1 むかしな りひら、 あ ひがたき 女に あ ひて、 いとめ つ 

らしく  S しめし、 物が た b など あそばしけ るに、 おも 

はや 鳥の 鳥ければ 、名 ご b おしげに よめる、 

いかで か は 鳥の 鳴らん 人 しれす 

おも ふこ ゝろ はま だ〕 R ぶかき に 

此心 は、 あ ひがたき 人に あ ひて、 一し ほいと めつ 一 

らしぐ、 夜の ふくる とも 覺へ ぬに、 いかで か 鳥の 

鳴らん、 人 しれす 夜ぞ ふけ つらめ、 わがお も ふ 心 

はま だ ぶかき に、 はや あくる かとお どろくて 


い、 尤 かぎ， 0 なし、 

一 むかしな りひら、 つれな かりけ る 女に よみて やら 

せた まふ 歌に、 

行 やらぬ 夢路 をた どる：^ にも 

天、 律 空なる 露 や 置らん 

此心 は、 ゆき やらぬ 夢路 をた どると い へ る は、 君 

の つれな きに 夢に ならで は あは ん たのみな き 

に、 せめて 晃 しゅめに だに あはす して、 夢路 を あ 

なた こなたた どると みて たもとの ぬれ しぞ や、 

夢 なれば まことに は 行 やらぬ が、 ふしぎ やゆき 

やらぬ 夢路 を だ どる 釉 にさへ、 天渾空 の 露 や 置 

つるか I. ヽ我， 泪の釉 に ぬれし をうた がふ 心、 尤ょ 

せいふ かし、 

一 むかしな b- ひら、 思 ひかけ 給 ひし 女の、 終に 得難 ふ 

なりければ、 よみて やらせた まふ 歌に、 

思 はす は 有 も すらめ どことの はの 

お ふし ご と に 頼ま る、 かな 

此心 は、 そなたに はい ひか はせ しことの は を も、 

思 はす はお はすら めど、 われ はこし かた 先 だち 

てい ひ 置し 言の葉の、 お. 5 ふし ごとに かく 有つ 


る 物 をと， おも ひ 出て たのまる、 とな. o-、 

1 むかしな b ひら、 ふして 思 ひ おきてお も ひ、 思 ひ あ 

ま. CS てよ める、 

我釉 はくさの い ほ h' にあら ね ども 

くるれば 露の やど， „ ^成け， 9 

此心 は、 ふして 思 ひ おきてお も ひ、 ゆ ふべ の 物 さ 

びし きをう ちな がめ、 物 思へば いっとな くお な 

じ 露 なれ ども、 一し ほ ゆ ふべ を かなしむ わが 袖 

の 露 はふ かし、 草の いほりに あらね ども、 くるれ 

ば 露の わが 袖 を やど. 9 所と する か、 草木の 露よ 

h- もな を ふかしと なり、 

此心 を、 くれ ぬれば 露 もや どる や 草の 巷、 

一 むかしな. 0 ひら、 人 しれぬ 物 思 ひの いやまし、 つれ 

なき 人の もと へ よみて 遣 はしける、 

戀 わびぬ あまの かる もに やどる て ふ 

われから 身 を もく だきつる 哉 

此 あまの かる もに やどる て ふ、 われから 身 を も 

くだく といへ る は、 海士 のかる もに すむ 虫 を わ 

れ からと い へ， 5、 此 むし あまの も を かれば、 その 

もに はなれ じと 取つ きて、 われから 身 をす つる 

伊勢 物語 ひら 言 菜 


ゆ ゑ 我から といへ り、 そのごと く 年 ごろ 君 を こ 

ひ 詫て、 あまの かる もに はなれが たき 虫の やう 

に、 我から よしなき おも ひに 身 をく だき 心 をつ 

くせ ど、 さらに かひな しとく ゆる、 ひなり、 北 1 

にわび ぬと い へ る 五 もじに て、 戀に ふかく 忍 ひ 

入た る 心い とふ かく、 尤此五 もじ 一 つに ての 心 

肝要な. -、 

一 むかしな りひら、 色 好に 心 をつ くし 給 ひしが、 長 岡 

は 御 父 阿保 親王の 住せ 給 ふ 御 あと なれば 、此 所に 家 

居つ く. 9 てお はしける に、 長 岡 はいに しへ か. 0 に 立 

たる 都 なれば、 今 愛 は ひけて 物 さび けれど、 まだ 桓武 

帝の 宮 たち 住 給 ふが、 そのみ ゃづか への 女 ども 、ゐ屮 

の 事 なれば 民の 田 を かる を みん とて、 な..^ ひらの す 

み 給 ふ 家居に きて、 いみ じき 物す きのし わざ やとて、 

あつまりて 入來れ ば、 な. ひらな にと か おぼし けん、 

にげて おくに かくれ 給へば、 

あれに け.^ あはれ いくよの 宿 なれ や 

住 けん 八. をお とづれ もせぬ 

此心 は、 な. 9 ひらたち かくれ 給 ひて おはし まさ 

ねば、 あるじの なき 事 を とがめて、 あれに け. CS.O 

I ..  ^十五  ，. 
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いひて、 あるじ もな く 人 もな き は、 あはれ 幾よ の 

宿に て や 有 やらん、 住け る 人のお とづれ もな し 

とな. 9、 

とよみければ、 な ひら、 

む ぐら 生て 荒た る 宿の うれた きに 

か. 0 にも をに のす だく 成け り 

此心 は、 前のう たに あれた る やど ゝぃ へる 心 を 

うけて、 むぐ らお ひたる 宿の うれへ しきに、 か 

にも 鬼の きたる と 也、 うらの 心 は、 かくむ ぐら 生 

て あさましき 愁たる 宿へ は、 か. 0 にも 女の きつ 

る は；. 5{ に 本 sli.; にもお も はぬ とな.. y、 女 を 鬼と い 

ふなり、 

とよみて 出した まへば、 此女 どもい ざ 落 ぼひろ はん 

など、 たは ふれて 出ければ、 なり ひら、 

うちわび て ザめ 稳 ひろ ふとき かませば 

我 も 田 づらに 行 まし 物 を 

此心 は、 かくうち わびて 落 ぼひろ はんとい ひ 給 

へば、 我 もと もな ひて 田づら に ゆく ベ き 物 をと 

な. 、下心 はかくお ちんと きかば、 我 も 心 を懸ん 

i の 6 なる ベ し、 


1 むかしな りひら、 京 をい が  >  思 しけん、 ひんが し 山 

にす まんと てお も ひ 入て よ める、 

住 乾ぬ 今 はかぎ と 山 ざと に 

身 を かくすべ き 宿 もとめ てん 

此心 は、 すみ わびぬ ベ き 今 はかぎ.^ ぞ とお も ひ. * 

山 ざと に 身 を かくさん とお も ふ 宿 を もとむ ると 

也、 

かくてな りひら 山 ふかく かく れゐ 給へ ど、 まことの 

隱通 ならねば、 御 心 たいらかな らざ る に や、 御物 思 ひ 

のい やまし、 物 やみや 成に けん、 いたく ゎづら はせ 給 

ひ、 終に たへ 入 給 ふ、 御顔に 水な ど そ、 ぎて やうく 

人心ち 出來 させ 給 ふが、 さすが 常の 御た しなみ とて、 

我う へに 露ぞ おくなる 天の河 

と 渡る 船の かいの I 下 か 

此心 は、 わが 顔に 露の をき たる は、 よのつねの • 

にて は あら じ、 天の川の とわたる 船の かいの し 

づ くにて や 有らん とな. o、 さすが 生の 御た し 

なみと て、 かくいき た へ ましく、 御 心つ かせ 給 

ふ とひと しくよ ませ 給 ふ、 きめうな， 9、 

一 むかしな b. ひら、 宮づ かへ いそが はしく、 朝家に い 


とま あらざる 比、 なり ひらにした しくた のみ を.；；' け 

てゐ ける 女 有け るに、 有人の 來て いひし は、 な" ；牛は 

朝家に いとまな ふして、 い ゑに か へらせた. まふ 事 も 

なし、 されば かれ，^、 の 御ち ぎ. 0 なれば、 まめ やかな 

る 事 も 有 まじ、 か、 る ひと すみの やうに たよ h- な 

くお はし まさん より、 まめ やかに おも ふべき 人の 方 

へ おはし ませ、 中 だち せんとい ふに まかせて、 やがて 

ゆきけ るに、 有 國の祗 承の 官人 にめ あはせ ける ぶれ 紙 

承の 官 人と いふ は、 むかし 國々 に 於て 勅使な どの 御 

もてなし をす る 役に たて 置し が、 有と き 業 半 宇佐へ 

勤 使に おはし ましけ るに、 其國 に 旅 宿 有し- - 、？^ 5s ぶの 

官御 もてなしに 出しが、 な. 9 ひらかの 女此官 人の 女 

にな b し 事 ほのき、 たま ひければ、 女の あるじに か 

はらけ もたせよ、 さら、 T は まい る まじと お i 小- 

ければ、勅使の 儀 なれば  いなみ 難く、 女 を 御し やくに 

出しけ る、 な， OS ひら 御らん じ、 されよ こそと S し 召、 

御 さかなな. 9 ける たちばな を 取 給 ひて、 

五： ：！： まつ 花 たちばなの 香 をき けば 

昔の 人の 釉の 香ぞ する 

此歌 は、 古今 第三に 讀人 しらすの 歌と あ b  、な， 5 


ひらの よみた まへ るに は あら. f-, 愛に よ/、 とり 

あ ひたる ゆ へ 、かくい へ るな り、 みちの くの 歌 を 

春 野の 返歌に せられし たぐ ひなり、 愛に ての 

心 は、 五 e: まつと いひし は、 何となくた いたちば 

な はさ 2rj の 物 なれば、 さっき まつ 花た ちば なの 

香 をき けば、 昔 あひなれ し 人の 釉 のうつ. 9 香の 

するとい へ b 、よく 取 あ ひし 作意 奇妙 也、 古今に 

は 故事 を もて い へ るなる べし、 典 芳七尺 之盧： i 

緣傅ニ 左 袖： 

とお ほせければ、 かの 女む かし を 思 ひ 出て、 よしなき 

人の いひな しゅ へ 、か、 るゐ 中に ゐ ておち ぶれ、 こと 

に 然るべ き 所に 有ても しられん はは づ かし かるべき 

に、 いはん やかく 祗 承の 官 人な どのい やしき 者の 妻 

にな， 0 て 有事、 よに 面目なく や 思 ひけん、 終に あまに 

な ける と 也、 

一 業-牛 その 時の ことに や、 つくしまで おはした. 9 け 

るに、 何者に や 有 けん、 是は色 このむ とい ふす きもの 

i、すだれのぅちょ.^^ぃひけるを開召て、 

そめ 川 を わたらん 人の いかで か は 

. 色になる て ふことの なからん 
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此心 は、 筑 前に そめ 川と いふ 河 有、 その そめ 川と 

いふ 河 を わたりて 來れ ば、 色に そまらぬ とい ふ 

事の なかる ベ きかと な. 9、 

J よみた ま へ ば、 女 返へ し、 

名に しお は い あだに ぞ 有べ きた はれ 島 

波の ぬれぎぬき ると いふ 也 

此心 は、 な ひら を 色 ごのみ とい へ ば、 そめ 川 を 

わた b てきし 程に、 色に そみ ていかに も 色 ふか 

しとの 給 ふ、 名に しお ふ 色好みな らば、 いかに 色 

深し 共 色に は 出す まじき に、 みづ から 色 ふかし 

など、 の 給へば、 名に しお ふ 色 ごのみ と 名 を 立 

る は、 さて は あだにて や 有べ き、 肥 後の 風流 島の 

白波 をよ そよ. 5 みれば、 白 親の やうな. 9 とて、 ぬ 

れ 衣と なを 立る が、 ちかくよ りて みれば つねの 

しらなみな hN、 それ をな みの ぬれぎぬ きる とい 

ふが、 そのごと くな， 9 ギを 名に お ふ 色 ごのみ と 

よ， てよ， 9 はみ、 れど、 4r, フち よ. c- て みれば さはな 

き 物 をと な， 9、 

むかしな. 5 ひら、 年 ごろ を とづれ 給ぬ 女、 心 かしこ 

-ゃ あら ざ. 5 けん、 はかなき 人の よこさまに いひな 


す を しらで、 うちまかせて よそへ 行て 人に つか はれ 

てゐ ける が、 ti- 方へ もと あ ひし 業 ギの來 給 ひしに、 御 

まへ に 出て かの 女給 仕な どいた しける ま、、 此ぁ. 9 

つる 人 を 給 はれと あるじに の 給 ひければ、 あるじ か 

の 女 を. やがてお こせた..^ ける に、 な. 9 ひらかの 女に 

むかひて、 われ をば しる やとて よめる、 

いにしへ の 匂 ひ は いづら さくら 花  、 

こける からと も 成に ける かな 

此心 は、 わがみ はおとろ へ て、 むかしの 花な. 9 し 

匂 ひ は いづく へ か 行つ らん、 むかしの 花と みし 

所はなくて、 さながら こきち らした る 櫻のから 

ゑ だの やうに なりたれば、 見 わすれた るら めと 

也、 

女 我 身のお とろへ たる 事 をの 給 ふかと 心へ、 いと は 

づ かしく 思 ひて、 いら へ もせで ゐ たる を、 など いら へ 

もせぬ との 給へば、 泪の こぼる、 に 目 も 見 へ す、 物 も 

いわれす とい へ ば、な.^1^1-又ょめる、 

是ゃ この 我に あ ふみをの がれつ、 

年 月 ふれ ど增 るか ほなみ 

此心 は、 我に あ ふ 事 をの がれて、 年月 を ふれ ど 


も、 思 ひな をす 事 もな きゃらん、 むかしに まさ. 9 

てお もへ るか ほば せ もな しと 也、 

とよみて、 召た る 御き ぬ をぬ ぎて とらせた ま へど、 は 

づ かしく や 思 ひけん、 とり もやら です て、 いづち と 

もな く  て ゆきけ るが、 い づ ちい ぬらん ともしら す、 

一 むかし 年 比な りし 女、 いかで 世 心 やっきぬ らん、 心 

なさけ あらん 男 もがな、 あ ひ ゑて しがな とお も へ ど、 

さすが はづ かしく いひ 出ん たよりも なさに、 まこと 

ならぬ ゆめ 物が た.^ をして、 三人の 子 をよ びて かた 

.0 け. o、 ふたりの 子 はなさけ なく いらへ もせで やみ 

ぬ、 三郞 なりし 子なん よき 御 男ぞ出 こんと あわす る 

に、 この ゆけ しきいと よげ にして よろこびけ るが、 此 

子お も ひける は、 こと 人 はいと なさけなし、 いかで 此 

在 五中將 にあ はせ てし がな と 思 ふ 心 有しに、 お. 0 し 

も かりに あ b き 給 ひける 所へ ゆき あ ひて、 道に て 召 

たる Ils^ の 口 をと b て、 かう/^ なんお も ふとい ひけ 

れば、 な..^ 平 あはれ が， 0 て 行て あ ひ 給 ひけり、 それよ 

り あひなれ たび/^ かよ ひ 給 ひしが、 さて その、 ち 

な bl^ 見へ させ 給 はねば、 かの 女た へ かね、 な. 0 ひら 

の 家に 行て、 かき ほの すきまよ. .0 うちゆ かしげに の 


ぞき ける を 、なり ひら ほのかに 見 給 ひて 讀る、 

百と せに ひと、 せたら ぬ つくもが み 

我 や 嫌らし 面影に み ゆ 

此心 は、 百と せに 一 とせたら ぬと い へ れば、 九十 

九 年の やう なれ ど、 あながち それに は あらす、 た 

だ老 たる 女 なれば かくよ める、 つくもが みと は、 

つくもと て！^ 邊 などに 生 ゆる 草な り、 霜な ど あ 

たれば かぎりなく 白く、 しらが を亂 せる がごと 

し、 さるに よって しらが をつ くもが みとい へり、 

かゝる 百と せに およ. ひそ ふなる つくもが み、 し 

ろき いた > きに て われ ゃ戀 らし、 おもがけ にみ 

ゆ る と.^、 

とよみて、 出て みん とし 給 ふけし きを 見て、 耻 かしく 

やお も ひけん、 む ぐらから たちの 中と も いわや にげ 

か へ り て、 我家に きて うち ふしけ. o、 なり ひら あ， i よ 

り 忍びて 行 給 ひ、 かの. のせし やうに 垣の すきまよ 

b の ぞ き 見 給 へば、 女 ふ し しづ み うち なげ て 讀 る 、 

さむし ろに 衣 かたしき こよ ひも や 

戀し き 人に あわでの みねん 

むは あきらかな り、 さむし ろに 衣 かたしき こ 
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よ ひも や、 戀 しき 人に あわでの みねん と 也、 こ よ 

ひも やとい へ る もや、 こふ 心に て、 幾よ も かよ ひ 

しせんた ちた， o、 古今 第 十四に、 狹 筵に 衣 かたし 

き 今宵 もや 我 を 待らん 宇治の はし ひめ、 又 玉 ひ 

め 共と 有 を、 下の句 を か へ てよ めるな， 9、 

とよみけ る を、 な..^ ひらいと あはれ に 思し 召、 その よ 

はすぐ にね たま ひけ る、 よの 中の 例と して、 思 ふ はお 

も ひ 思 はぬ をば 思 はぬ は 常の なら ひなり、 ことに か 

く老 たる をば うとみ、 若き うる はしき を 好む は戀の 

なら ひなる に、 な りひら はお も はぬ を も 思 ひお も ふ 

をば なを 思 ひ、 かくお ひたる を もす て 給ぬ は、 御な さ 

け ふかき 御 こ、 ろなら す や、 此 段に おも ふ をお も ひ 

m>3 はぬ をば おも はぬ もの を、 

此人は m-^ ふ を も 思 はぬ を もけ ぢめ みせぬ こ 、ろな 

ん 有け ると あり、 けぢ めみ せぬ 結 目み せ ぬ 也、 驗の 

字の こ 、ろ 也、 

1 むかしな..^ひら、 あひなれ し 女の いかにな， 9 ぬら 一 

ん、 ひそかに かたら ふわ ざ もせ ざり ければ、 いづくな 

© マ * 

ん けん あやし さに よめる、  な. 9 ひら 朝臣 

ふく かせに わが 身 をな さば 玉 簾 


ひま もとめ つ 、入べ き 物 を 

此心 はかくれ たる 所な く、 我 身 を 吹かせに なす 

物なら ば、 玉す * たれの すきま を もとめて 入、 そな 

たの 面 かげ を 見ん 物 をと なり、 風に もなら れぬ 

わがみ なれば、 せ^なし とい へ る 心、 わが 身 をな 

さばのば の 一 字に こもれり、 

とよみて 送らせ 給 へ ば、 女 返し、 

とりとめ ぬ ® に 有と も 玉 簾 

たが ゆるさば か 隙 もとむ ベ き 

此心 は、 かせ は 手に とられぬ ものな り、 たと へ 手 

に とられぬ 風な. とも、 ふせげば すきま も...」 め 

入 事 かたし、 たれ かゆる して 玉す だれの ひま も 

とめさせん、 人の ゆるさ やばい かに かせに なり 

給 ふと も、 なにと して かたま だれの ひま もと 

め 給 ふべ きとな り、 

一な. 0 ひら、 そのむ かし 名 を 立 給 ひし 長 良 卿の 御 娘 

高 子の 女 后 は、 淸， i 天皇の 御て ふ あい ふか ふして、 今 

はは や ニ條の 后と 號し、 御 色 衣な ど ゆるされ、 お ほみ 

やす 所と てお はしける、 御い とこの 方に さ ぶら ひけ 

るが、 今 殿上に ふかく か しづかれ さ ぶら ひける に、 有 


原 成け るな b ひら まだい と^か. o ける とき、 后 あ ひ 

し. 0 給 ひける に、 な b ひら 女が た 御 ゆるし 有て、 后 女 

御が たお はします 所まで 御の ぼり あ. 9 しに、 又 有し 

むかし を 思 召 出 給 ひ、 又もや 后の まします 所に きて 

むかひお はしければ、 后 物 くるしく おぼしめし、 一 た 

びうき 名 をな がし、 又もやう き 名た ちぬべし、 かつ は 

后た る 身の き やとい ひ、 御身 も ほろびなん、 かくな せ 

させ 給 ひそと 仰ければ、 なり ひら、 

S ふに は f??> ぶる こと ぞ まけに け- 9 

あ ふに し- フへ はさ も あらば あれ 

此心 は、 おも ふ 思 ひの つよき ゆ ゑ、 いかにし のべ 

ども、 おも ひの つよきに しのぶ 事の まけて、 しの 

びが たし、 あ ひに しう へ はさ も あらば あれ、 名 も 

たたば たて、 身 も ほろびば ほろびよ と、 身 をす て 

てよ み 給へば、 

后 物う く 思 召、 つぼね へ お 給 へ ば、 愛へ はな を 人の 

見る を も はばから すかよ ひ 給 ふ、 后い とわび しく 思 

召、 又 さと へ ぉはしゅれば、な..^平ぃょ/,^なをもょ 

きこと ゝ おも ひて かよ ひ 給へば、 みな 人 聞て わら ひ 

けり、 


一 去 程に なり ひら 人め を も 15{ に耻給 はす、 有 時 は內ー 

裏へ 御つ とめ 有しに、 御との ゐを つとむる ふせ ひに 

て、 后の さとへ かよ はせ 給 ひ、 夜の あくれば 主 殿 司な！ 

どの 見る に も かま はや、 御く つな ど を なげ 入て 、^も- 

す がらつ とめた る體 にもて なした まふが、  な. 0 ひら 

つく  - とお ぼし 召 は、 か/、 后 をお かした まひ、 后の 

御身 もい たづら に ほろびさせ 給 ふべき を、 いと かな- 

しく 思し 召せ ど、 更に 思 ひやめ  がた く、 いかに  せんと 

おぼし 召て、 祌 にち かひ 給 へ ど、 いやまさ h- にお ぼ へ 一 

つ 、、なを わりな く戀 しう のみお ぼ へ させ 給 へ ば、 賀 

茂へ 詣 ふで \ 陰陽師かん なぎな ど をよ びて、 こ ひせ j 

じと はらへ などして 祈. 0 たまへ ど、 いと 5 'かなしき 一 

事數 まさ て 有しよ h -、 げに戀 しくの みお ぼへ させ 一 

給 ひて、 なり ひら、  一 

議 せじと 御 洗 にせし みそぎ 

神 はう けす やなりに ける 哉  一 

此心は あきらかな b、 かく 后 をお かしな ば、 后の 一 

御身 もい たづら にせん もい とかな しさに、 神に 一 

いの. OV て もこ ひま じきと、 贺 茂の 御たら し 川に： 

みそぎせ しか ども、 神 はう け 給 はぬ やらん、 い 一 
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と  >  有しよ，.： >  げに戀 しきと な. C -、 此歌は 古今 第 

十 一 よみ 人 しら やの 歌に、 

戀 せじと 御 洗 川に せし みそぎ 神 はう けす もな 

り にけ らし もと 有、 古今、 あはざる 戀に 入た 

り、 此 下の句 をな をせ. 9、 みそぎ 御藏と 書 h -、 

とよみて 家路に か へ らせ給 ひける、 

一 かくて 后 はっく と 此事を 御な げき 思し 召、 御 

心に 籠 させ 給 ふ は、 誠に 此帝は 御顔 かたちよ く、 御な 

さけぶ かふして、 つね は佛の 御名 をのみ 御 心に 入て、 

御 こ ゑ はいと たうと く 申させた まふ を 后 聞 召れ、 い 

とふ かくな げかせ 給 ふ は、 か、 る 君に つか ふま つら 

で、 よしなきな..^ ひらに ほ だされ、 むなしく 里す まゐ 

する よと なげき 給 ふ、 か、 る 程に 帝 聞 召しつ けて、 

げきりん 以の 外にして、 なり； 牛 を させんの 罪に ふせ 

られ ながしつ か はされ ける、 后 は 御い とこ 染 殿の 后 

よりお ほせ 有て、 御 父. お 良 卿よ， 5 まかなけ せ 給 ひて、 

ぬ b  くらにお しこめて S せ 給へば、 后 くらに 籠. o,Q 

給 ひて、 なく （よめ る、 

海士 のかる もに すむ 蟲の 我から と 

ね を こそな かめ 世 をば うらみ じ 


 —さ.  

此、 "は、 ま へ にも ある ごとく、 あまの かる もに； J;^.; 

むしの、 かる もに はなれ じと、 我から 身 をく だく 

ごとく、 よしなきな りひら に はなれ じと、 我が身 

をく だきぬ る、 ねに はなく とも 世 を も 人 をもう 

らむ まじ、 よ 人の なす わざに あらす といへ る 心 

也、 此歌は 古今に は 典侍 直 子と 作者 を かけり、 

一 かくてな りひら さすらへの 罪に しづみ 給へ ど、 さ 

して 遠 n にも あらねば、 夜ごとに 來っ、 笛 をい とお 

もしろ く ふきて、 こ ゑ はお かしう ぞ あはれ にうた ひ 

洽ふ が、 后 はくら にこ も. 5 ながら、 それに ぞ おはす と 

は 聞し 召せ ど、 あ ひ 見る 寧の かな はねば、 いと 歎 かし 

くお ぼしくて よめる、  二 條の后 

さ， 0 ともと 3-3 ふらん こ そ 悲し け れ 

有に も あらぬ 身 を しら やして 

此心 は、 な ひらの さり 共 あはん と 思 召ん 事の 

おも はれて かなしき ぞゃ、 わがみ は 有に も あら 

ぬ 身と なりし を、 しろしめさ でと いふ 6 な， o、 

とよみて、 かく 出.^ し 召お. 0 給 ひける、 なり ひら は 后に 

あ ひ 給 ふ？ J- もなら ざり ければ、 かくし あ きつ ゝか 

へらせ 給 ひ、 ふるきうた を 思 ひ 出して かく 吟じ たま 


ひける、 

い たづら に 行て はきぬ る 物 ゆ ゑに 

見 まく ほし さに いざな はれつ ゝ 

此心 は、 い たづら に 行て はかへ， 9 歸ては 行、 君の 

見 まく ほし さに いざな はる ゝ とな. o、 此歌は 古 

今 第 十三よ み 人 しらすの 歌な り、 

水の 尾の 御と きなるべ し、 お ほみ やすん 所も染 殿の 

后な り、 五條の 后と も、 

水の 尾と は淸和 天皇の 御 事な. 9、 淸和は 水の 尾に 

御隱遁 おはし ましけ る ゆ ゑ、 水 尾 御門と い へり、 

一 むかしな. 9 ひら、 律の 國に倾 知 有け るに、 御兄弟た 

ち 友 だち ひ きゐて、 難 波の 方へ おはし ましけ るに、 な 

ぎ さの 方に 船 ども の 有 を 御らん じて よめる、 

難 波渾を 今朝- ^ そ みつのう ら ご と に 

是ゃ此 世 をう み 渡る 船  • 

此心 は、 難 波：^ を 今 こそ 見 たれ、 うら ごとに 船の 

行 は、 是ゃ このよ を 渡る ことわざに、 海 わたる 船 

なる ベ しとな り、 

是をぁはれがh^て人々か へ .9 にけ. o、 

一 むかしな，.^ひら、 河 逍遙し にお も ふ どち かい つら 


な b. 、和. ra^ 國 へき さらぎ ばか. 0 に 行 給 ふが、 河 內國伊 

駒 山 を 見 給 へ ば、 くもりみ はれみ、 たち ゐる雲 やます 

して、 朝より かきくも ひ、 やう/ \ '晝 のころ はれた 

b  、雪い としろう 木す ゑに ふ. 0 けり、 それ をみ て かの 

ゆく 人の 中に、 ただ ひと. 5 よめ. o、 

昨 HI け ふくもの たち まひ かくろ ふ は 

花の はやし をう しと 成け 

此心 は、 きの ふけ ふくもの たち まひ かくす は、 か 

く 木す ゑに 雪の いと 面白 ふりて、 さながら 花の 

はやしと なる を、 我人に 見す る は をし とお もへ 

るに やと 也、 

一 さてな b ひら いづ みの 國へ おはし まし、 すみよし 

の 郡 住 吉の里 住 吉の演 を 行に、 いと 面白ければ、 有人 

すみ 吉の濱 の 面白 景色 をよ み 給へ と 云ば、 な. 9. 牛、 

此住吉 の 郡 今 は 西 化 郡な り、 そのむ かし はさ もい 

ふつら め、 郡 か はる 事 多し、 

臈啼と 菊の はなさく 秋 は あれ ど 

^の 海邊 にす みよしの 濱 

此心 は、 鳴啼 菊の はな て おもしろき 秋 は あれ 

ど、 此^の 海 邊に住 吉の溪 のけし きに、 いかで ま 
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さるべ しとな り、 

定家 卿の 歌に、 けふぞ みる 春の 海邊の 名な.. -け 

b 、住吉 のさ と 住吉の はまと 有、 

とよめ.^ ければ、 みな 人々 よま やなりに けり、 

みな 人々 も 歌 よむべし かど、 此 歌に はよ もま さら 

じと て、 よま ざ. 0 け hN、 

業； 牛 昔 物語 下 之 一 

1 むかし 大內 より 狩の 使と 號 して、 國々 へ つか はさ 

る 事 有、 是は 唐土に も 巡狩と て、 if, 王み づ から 國々 を 

めぐらせ 給 ひか. 9 をな さしめ、 其國の 諸侯の みだ ：9 

をたい し 民の 愁を すく はせ 給 ふ、 そのごと く 本朝に 

も かりの 使と 號し、 國々 をめ ぐらせ 國 守の みだ. 9 を 

た  > し 、たみの 愁を すく はせ 給 はん はか，^ ごとに、 な 

りひら を 伊勢 尾 張 兩國へ かりの つか ひに つか はされ 

しに、 かの 伊勢 齋宮と 申 は、 文德 天皇 第 六の ひめ 宫、 

怡子內 親王 齊お にた、 せた まひて おはしけ るが、 此 

姬宮 は紀靜 子の 御腹に て椎高 親王と 御 一 腹に て、 淸 

和 夭， M と は 御腹が は.^ なれば、 淸 おの 御 國ゅ染 殿に 

は御繼 子と いひながら、 實 子の ごとくに いたわ b 給 


へば、 さいわいな b ひら 狩の 使に 伊勢へ おはし ませ 

ば、 姬宮の 方 へ 御文 を そ へ られ、 尋 《=? 勅使よ.^ 此な b 

ひらよ くいた は..^ 給へ とい ひて やらせた まへば、 御 

親の • なれば、 姬宮 いと 念 比に いた は b まし/、 て、 

朝に はかりに 出し 立て や. 9、 ゆ ふべ に 御 かへ h- あれ 

ば そこに 宿らせた まひけ る、 かくて 念 比に い たはり 

御 もてなし 有て、 一  一 n:! とい ふ^に、 なり ひら 宮に むか 

ひ、 わ. 9 なく あわせ 給 はい 有が たかるべき とお ほせ 

ければ、 ひめ 宮ぉ さなき よ.^ 喪宮 にた、 せた ま へ ば、 

かゝ るかたら ひ を もしろ しめさねば、 はた あは じと 

も ふべ しと も 思し 召さす おはしけ るが、 人目 しげ 

ければ あ ふこと も かな ひがたく てまし /(^ -f y グ， 勅 

使 なれば ひめ 宫 御ね や 近く やどらせられ しに、 姬宮 

人 しづ ま. 0 子 ひとつば か. 0 に、 な. 0 ひらの やどらせ 

たま ふもとに 來 させ 給 ふ、 な..^ ひら はた ねられ ざり 

ければ、 つま 戸の 方に 月のお ぼろに さし 入 をな がめ 

やりて ふさせ 給 ふ 所に、 いとけ なき わら は を 先に 立 

て 人の たちぬる を、 あやした そやと 見 給 へ ば、 ひめみ 

やにて おはします、 なり ひらいと うれしくて、 我ぬ る 

所に 入 まいらせ、 子 ひとつよ..^?^ のみつ までお はし 


まし けれ 共、 ま だ 何^ を も かたら はせ 給 はで 歸らせ 

給 へば、 な. 9 ひらい ふ 悲しくて、 ねる にも 寢られ す あ 

かさせ 給 ひて つとにお き、 此方よ..^ 人 を やるべき に 

しも あらねば、 い， AJ 心 もとな く、 あなたよ b いか S- 仰 

を 給 やせんと またせ：^ へ ば、 夜 も 明 はなれし ばし 

有て、 ひめみやの かたよ.. >  御言 薬はなくて 歌に、 

君 や こし 我 や 行けん おも ほ へす . 

夢 かう つ 、かねて か 覺てか 

此心 は、 な. 0 ひらの こなた へ おはしけ る やらん、 

又 我 行ぬ らん； 史 にお ぼへ す、 さて は ゆめ かう つ 

つか、 ねて かさめて かしら やとい ふ 心 也 、 

莊 子が 百年の 內 蝶と 成て 花に 遊ぶ と 夢み て さめ 

ての ち、 我 はて ふに なりたる か、 蝶が 莊子 にな 

たる かとい ふに ひとし、 

な. 9 ひらいと 殘り おほさの ま、、 忙 然として おはし 

ける が、 御 歌 をぐ か へし 見て、 いといた うなき 

てよ める、 

かき くらす  >じ の やみに まよ ひに き 

夢う つ、 と は 八 「宵定 よ 

此心 は、 かき くらす 心の やみに まよ ひて、 われ は 

伊勢 物語 ひら 一^ 葉——  II 


なにのお ぼへ もな し， ゆめ か 現 かこよ ひ あ ひて 

さだめよ となり 

とよみ 返事した まひ、 又 か.^ に 出させ 給 ふが、 野に あ 

るかせ 給へ 共 心 は 穴 にて、 こよ ひい ととく と 逢 はん 

t,J お- V6 し；！ け るに、 お， 0 しも 到 守な， 0 し 入、, な h- ひに 一 

を もてなしに、 その 夜 さ い へ など もちて きたりて、 _ 

I よ を も， 0 けれ V<  、も はら あ ふこと もなら すして 旣 

に 夜 も あけなば おはりの 國へ 立なん とし 給 ふに、 な 

りひら 御殘 多、 人 しれぬ ちの なみだ をな がした まへ 

どかな はす、 夜 もやう/^ 明なん とする 程に、 ひめ 宫 

御名 殘の 心に や、 さか づきに 歌 を かきて 出し 給 ふ、 な 

ひらと りて 見た ま へ ば、 

かち 人の わたれ ど ぬれぬ ゑに しあれば 

是は 歌の 上の句ば か.^ なり、 此心 は、 君と 我 ゑん 

はさて あさき ゑん 哉、 かち 人の わたれ どぬ 

れぬ 程の 江の ごとく、 あさき ゑんな，.^ とい ふこ 

ころな. 9、 是 則！^ 歌お こ， 0 なり、 

と 書て すゑ はなし、.' なり ひら その KM にたい まつの も 

ゑさせる すみに て、 歌の すゑ を 書つ がせ 給 ふ、 

また あ ふ 坂の 關は こ ゑなん 
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此心 は、 ゑん は あさく とも 又 あ ふ ベ し、 また あ ふ 

坂の 關 はこ. へなん とな.^、 なり ひら 歸 京の 道な 

れ ばいへ る 也、 又 二た び あ ふ 坂の 關をこ ゑて、 あ 

ふ 事 も あ る ベ きとな.^^  、 

かくの 給 ひて、 あくれば 尾 張の 國へ越 給 ふ、 齋宮は 水 

尾の 御と き、 文德 天皇の 御む すめに て、 これたかの 御 

パ も う- LJ な hN 

一 かくて なり ひら 、尾 張の 國 より 又 御 か へり 有け る 

に、 大 淀の わたりに やどらせ 給 ふが、 齋 のみやより 御 

道む か へ にや こした まひ けん、 召つ かひ 給 ふわら は 

ベ の わた.^ ければ、 な. 9 ひらの よめる、 

みるめ かる かた や いづ こぞ さほ さして 

我 に をし へ よ あまの つ.^ ぶね 

此心 は、 かの わら はべに むかひ、 齋宮の 御お も 

かげい ま 一 ど みるめの 方 は いづく ぞと 我に 敎へ 

よ、 われなら では しら じと な..^、 み る めかる 方 は 

いづく ぞ としり たる は、 あまの つ. 0 ぶね にしく 

はなし、 其 ごとく 姬宮の 召つ かひ わら はなれば、 

君 を みるめの 方 をし..^ たる は なんお なる ベ し、 

物 をと ふ も それ <.\ -に じゅくした る ものに と ば 


されば、 しれが たき 率な.^、 我に さほ さして をし 

へ よと 云 ひなり 、 

な. 9 ひら わたくし ならぬ 大內 よ. 0 狩の 使と して、 伊 

勢の 國 へまし/^、 か h- そめに 我す き 好む 色に まか 

せての 給 ひける を、 ひめみや わたくしごとに なんお 

ぼしめ せ 共、 さすが 又も だし 難ければ、 姬宮 の 歌に、 

ちはやぶる 神の いがき もこ へぬべし 

大 みや 人の 見 まく ほし さ に 

此心 は、 かく 齋宫 とならせ 給へ ば、 祌の 御い まし 

め 有 ゆへ に、 かく 色に ひかれ 祌の いがき を こ ゆ 

る 事、 おも ひも よらぬ 事 なれ ども、 な ひらの 見 

まく ほし さに、 柳の 御い ましめ もむ かしょり の 

おきて を もやぶ りて、 ちはやぶる 祌の いがき も 

こ ゑぬ ベ しとな， o、 

な. 9 ひらか へ し、 

戀 しくば きても みよ かし 千 早 振 

祌の いさむる 道なら なくに 

此 > ひ は、 こ ひしく おぼしめ さば、 こなた へ きても 

見 給へ かし、 千 はやぶ る 神の 制 給 ふ 道 にても な 

し、 一 一 柱の 御舯 あまつ うきはしの 上に て、 陰祌陽 


神み， o のまぐ はいし、 夫婦の かたら ひなし そめ 

給へば、 いかで 神の 御い ましめ 有べ し 、神の 制む 

る 道に あらす となり、 いさむる は 制の 字な り、 

1 な，.^ひら、燕宮とたがひの色心はとけ給 へども、新 

ゐ まくら を も か はし 給 はす、 尾 張の 國へ おはしけ る 

とていと ふかう 恨みた ま へ ば、 姬宮、 

大 淀の 松 は つらく も あらな くに 

うらみて のみ も か へ る 波 かな 

此心 は、 大 淀の 松 はつらく も あらね ど、 波のう ち 

よりて うらみて かへ るが、 其 ごとく 我 はつらく 

も あらぬ に、 なにと て 君 は うらみて か へらせ 仏，？ 

ふぞ やと 云 心 也、 

一 な. 0 ひら、 齋宮 のつ、 が もな くお はします と は 聞 

召せ ど、 御 消息の 一 つも を とづれ させ 給 はねば、 ひめ 

宮の あた. 5 を 思 召て 讀る、 

目に は 見て 手に は とられぬ 月のう ちの 

か つらの ごとき 君に ぞ有 ける 

此心 は、 君 はたい 月のう ちの かつらの ごとくに 

て、 目に は みれ ど 手に は とられぬ 君な りと い へ 

る 心 也、 


一 な.. > ひら、 いっきの みや をいた う 恨て よめ る、 

岩ね ふみか さなる 山に あらね ども 

あはぬ 日お ほく 戀 わたる 哉 

此心 は、 かく 岩ね を ふみ 山々 を かさねて たが 事 

にも あら ざれ ども、 あ. はぬ 日お ほく こいわた る 

とい ふこ  > 'ろな. 9、 

1 な..^ ひら、 伊勢の 國に ひきこ ゑ 有ん と お ほせ けれ 

ば、 齋宮の 御 歌に、 

大 淀の 濱 にお ふて ふ 見る からに 

心 はなぎぬ かたら はね ども 

此心 は、 大 淀の はまに お ふて ふとい へ る は、 見る 

力ら にと いわん まく-. b ことば.^、 はまに はみ る 

とい ふくさの は ゆる ゆへ、 所の 名 なれば 大 淀の 

はまに おふるみ るから にと いひつ いけたり、 さ 

て 歌心 は、 君 をお b/^ 見る からに こ、 ろ はな 

ぐ さみぬ、 さの みかたら はね どもと いふ、 い 也、 

とよみて さして つれな か，.^ ければ、 なり ひら、 

釉 ぬれて あまの か. 9 ほす わたつ 海の 

兒るを あ ふに て やまん とやす る 

此心 は、 釉 ぬれて あまも 見る をた よ b にか. 5 ほ 

I  I ^  —七 力 七  . 
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すが、 そのごと くわが 釉も泪 にいた く ぬれし を、 

たま/^ 見る をた よりに ほす 事 も 有しが、 その 

見る 斗 を あ ふに してやまん とや、 われ はいかで 

見る ばか. 0 にて はた ゑが たしと 也、 

わた 津 うみと は 海の 惣名 なり、 

とよみた ま へば、 ひめ 宮、 

岩間よ. 0 お ふる 見る めしつれな くば 

しほ ひし ほみ ちか ひも 有なん 

惣 じて 見る め は 岩間より は ゆるみ ど b 也、 その 

色 へんせ やか はらぬ ものな り、 見る めの つれな 

く か はる 物なら ば、 しほの み +5- ひして か はるた 

び ごとに か はるべき に、 潮の みちひして か はる 

か はもな くみる め はか はら や、 そのごと くわが 

こゝろ も、 つれな く へ ん じか はる 物なら ば、 君の 

しほ ひし ほみ- 'する やうに、 か は，^ たま ふたび 

ごとに 替 るべき が、 そなた はし ほの みちひの や 

うに か はる も、 いかに 見る めば か. h- の わが 身な 

りと も、 わがみる め は へ ん じか はる まじと.^、 

とよみた ま へ ば、 又な. 9 ひら、 

なみだに ぞ ぬれつ ゝ しぼる よの 人の 


七十 八  ，L 

つらき 心 は釉の しづく か 

此心 は、 わが 釉は しほの みちひに も ぬれす 、そな 

たの つらき 心が 釉の举 とな， o- たるに や、 ぬる、 

と 也、 

世に あ ふこと かたき 齋宮 になん、 

尤 面白 趣向な り、 背 聞に 一 たび あ ひ 給 ひしの ち 

終に つれな し、 齋宮 のす き 心に あらざる iss. 愛に 

て 明な り、 一夜の 契りに て懷妊 有し もさる 宿緣 

にや、 な，^ ひらの 名譽 の 事な b  、今 高 階 氏 此_§ -宮 

の 御腹 也、 

一 むかし ニ條の 后の まだ 春 宮の御 息 所と 中け る^、 

御 氏祌に まふで 給 ひける、 此御氏 1： は嘉祥 三年に 閑 

院の 左大臣 冬嗣 公、 大原 にやしろ を 立、 恭= の 祌を勸 

請 有、 冬 嗣の御 娘 五條の 后 順 子、 初て 行啓 有け る 例に 

まかせ、 膝 原 氏の 后宮 は 御 氏神と 號 しかなら ゃ詣ふ 

で 給 ふ、 二 條の后 も 冬嗣 公の 御 嫡子 長. R 公の 御 娘な 

れ ば 、 其 先例と し て 大 原の やしろに 詣で給 ひける、 其 

比な..^ひらは近衞の司にて ぉはしけるが、 后の 行啓 

に は 人々 にろ く 給 はる 事 有、 その 例と して 入々 にろ 

く 給 はる 次で に、 御 車より 給 は. 9 しかば、 な. 0 ひらよ 


みて 奉らせ 給 ひける、 

大原ゃ をし ほ の 山 もけ ふこ そ は 

祌代 のこと もお も ひ 出ら め 

此 心 は 前 の ご とく、 大 原の 神 は 春 H 大叫 祌を勸 

請し X.- る 社 なれば、 古へ伊勢天照太神と^^=大 

明 神ち ぎり 給 ひし 相 殿の むかし を、 をし ほの 山 

もけ ふ は？ ^ ひ 出 すらめ 、 后 の ま ふで 給 ふ 程に と 

いふ こ 、ろ 也、 さ て 底意に は、 后 も さぞ ：：•- た  > 人 

にて おはせ しころ、 我 あ ひに しむ かし をお ぼし 

めし 出させた まふ ら め と 、 祌 代の むかしに なぞ 

ら へ てよ める 也、 是 風の 歌な-り、 たけ；？： て 優なる 

名歌な.^、 

后 も 御 心に はかなし とやお ぼし けん、 外より はは か 

がた し、 

一 むかし 文德； KcH をた むらの 帝と 申舉 りしが、 其 時 

の 女御た かき： 十と 申 は、 冬嗣 公の 三男 西三條 右大臣 

良 相 公の 御む すめに て 渡らせ 給 ふが、 そのうせ 給 ひ 

しかば、 御 法事の 御 わざ 安祥 寺に て 取 行 ひける、 人 

入御 さ 、げ 物た てまつ，^ て * あ つめたる 物 千 さ 、げ 

ばか h- も 有て、 そこ はかの さ 、げ物 を 木の ゑ だな ど 


に つけ、 堂の 前に たてまつれば、 山 もさ、 りに 堂の ま へ 

に う ご き 出た る やうに なん 見へ ける、 お 相 公 の 長男 

右 大將藤 原 つね ゆ きと 申 は 、 女御 の 御 兄 に て わたら 

せ 給 へ ば、 安祥. _ けに 參らせ 給 ひしが、 歌よ む 人々 を め 

しあつめ 給 ひ、 此^のお はる 程に、 け ふの み わざ を 題 

にて、 春の 心ば へ 有 歌 舉らせ 給 ふに、 なり ひら も 御 さ 

さげ 物の 山の ご とくな る を 見 給 ふに、 旣に目 もた が 

ひながら よみ 給 ひて 舉- りた まふ、 

山の みなう つ b てけ ふに あ ふこと は 

V  -  春の わかれ をと ふとなる べし 

此心 は、 御 さ、 げ 物の 山の ごとくなる を、 目 も 

たが ひ 出と 見なし、 かく 山 もみな 此方 へ 移"、 け 

ふの 御 わざに あ ふこと は、 山 も 御 わかれ をお し 

みてと ふかと 也、 

さてた かき 子の な、 七日の 御 わざす でに 事お はり 

て、 御 兄に て 渡らせ 給 ふ 右 大將^ 原の つね ゆき、 御 

寺よりか へ さに 山し なの せんじに 立 よらせ 給 ふ、 此 

山し なの せんじと 申 は、 仁 明 天， M 第三の 皇 千人^ 親 

王と 申け る が 、 御 出家な らせ給 ひ て 山し なの 禪 帥と 

申 奉りけ る、 つね ゆき 其 山し なのみ やに 參らせ 給 ひ、 
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年 ごろよ そに はっか ふま つれ ど、 ちかく はい まだ つ 

かふ まつらす、 こよ ひこ ゝ にさ ぶら ひて との ゐ 申さ 

んと 申させ 給へば、 禪師 よろこばせ 給 ひて よるの 御 

あう けさせ 給 ひ、 御 もてなし はなはだ かぎりな けれ 

ば、 大將っ く- ^と はか.^ 給 ふやう、 宮づか へ の 初め 

にた \ よ しもなくて 有べ きに あらす と 田 5 し 召、 御 庭 

を 給 ふに、 瀧 をお とし 水 はしらせ などして いと 面 

白つ くらせ 給へば、 か、 る 景を すかせ 給 ひし まこ 

のみな どし 給 ふ 君 也、 我 一 とせ ほ 花の 亭を 作.^、 居な 

がら 花を兒 る やうに こしら へ、 君 を まう けの 比、 此 

行幸の た めに 紀の國 子 千 の濱に 有け るい と 面白 き 

石.^ 取よ する に、 行幸の 後に 來り しゅへ、 ある 人の 局 

のみ そに すへ たりし を、 取^せ 參ら すべし と 思し 召、 

御す いじんに とね. 0 など 相 そへ、 と hN にっか はし 給 

へ ば、 いくほど もなくても てきぬ、 4? 石 間し よ， 0 は昆 

る はまされ. 9、 是 をたい に 奉らば す^ろなる べしと 

て、 人々 に 歌よ ませ 給 ふが、 又な. 9 ひらよ み 給 ふ 歌 を 

よくやお ぼし けん、 主 円き こけ を きざみて、 まきゑの か 

たな どの やうに、 岩に この 歌お 付 させ 奉， 0 給 ひける、 

あかね ども 岩に ぞ かふる 色 見 へ ぬ 


心 を 見せん よしのなければ 

此心 は、 何 を さ 、げて も あかね ども、 わが 心ば へ 

を 岩に かへ て 見せ 奉る 也、 我お も ふ 心の 外にみ 

へぬ を 見せ 參 らせんよ しのなければ、 せめて は 

山 にかへ て ^せ 奉るべし とて、 か、 る 岩 を舉る 

とい ふ 心なり、 

一 むかしな..^ひらの御兄、 有 原中納 言行： 牛 卿の 御む 

すめ、 淸 和の 御て う あ ひ 有て、 わかみや ； 所産れ させ 

給 ひしに、 御 産屋の 御 祝 ひに 人々 歌よ み 給 ひける に、 

なり ひら も御祀 父の かたの 御 伯父 なれば、 とりわけ 

悅 びの あまりに よみ 給 ふ 歌に、 

我 かとに 千尋 有 かげ をう へ つれば 

夏 冬 たれ かかくれ ざるべ き 

此心 は、 我 門 にと い へる 五 文字 は、 我 一 門と いふ 

義也、 千尋の かげ をう ゆると は、 千尋の 竹の 事 

也、 されば 仙 家 は 千 ひろの 竹 を あ ひし 竹の 森に 

すむ とな， o、 竹 は 直にして ふし を そな へ. CN 、さる 

ゆへ に 壽命長 遠の 相 を かねたり、 かく お宮の 御 

.壽 命 をい は ひ、 わが 門に は 千 ひろの 竹 をう へた 

れば、 此 かげに かくれて 九夏 三 伏の あっさ もな 


く？ けん 冬 そせ つの さむさ もな く、 仙 家の よは ひ 

をの づ から そな へ 給 ふべ しと、 千秋 一 歲の よろ 

こび をのべ し 歌な， o、 

此 御子 は 後に 卜 ：c; 數の 親王と 申舉. > しが、 八 歳の ころ 

凌皇を まひた まふと なり、 時の 人、 なり ひらの 御子と 

い ひしと 也、 淸和第 八の 皇子に て 渡らせ 給 ふなり、 

一む かしな. 9 ひらお とろへ たる 家居に 住 わび、 きの 

花 をう へ たま ひしが、 やよひの 晦 ：= な b しに、 雨の そ 

ぼ ふるに 有人の 方へ 其 藤 をお りて 送せ 給 ふとて よめ 

る、 

ぬれ 、どもし ゐて お b つる 年のう ちに 

赛は幾 口 も あら じと 思へば 

此心 は、 雨 をぬ れつ、 とい ひ、 藤 をし ゐ ておりつ 

るとば かりい へる、 雨の ふるに 藤 をお.. >  そへ 給 

ふ 歌 なれば、 いふに 及ばざる が、 當代 i^l 歌な ど」 

は 藤 を 夏に とれ ども、 歌に は 藤 かきつ ばた を恭 

にと る 也、 

されば 年の 內の春 は 幾：！： も あら じと あれば、 年 

の內に 春と いふ はけ ふば かりと、 やよひの 晦 H 

なれば い へ る 也、 け ふ は 春の なご b に ぬれても、 


ふぢ をお りて おくる とい ふ v;^ 也， 

一む かし 左大臣 源融と 中お はし ましけ るが、 かも 川 

の な が れ のす ゑ、 六條ゎ たり に 家お を いとお もしろ 

くつく. 0 て、 み f のく の千賀 のし ほが ま を 愛に う つ 

し 給 ひすみ 給 ふに より、 六條 河原 院と 申け る、 ころ は 

無 神 ：=? 海：：： かた、 菊の はなう つろ ふ 中に さか b なる 

も 有て" 色つ く 紅 菜の 千く さに 見 ゆ る 折 か ら な ..^ し 

-し 、御子た ちお はしまして、 夜 一 夜 さけのみし あそび 

給 ひ、 夜 も あけ ゆく^に、 此院 のお もしろ きを ほめ 

て、 歌よ み 給 ふ 中に、 な.. = ^ひら ひろ ゑんの はしに おは 

しける が、 みな 人よ みはてた まひて、 はるかば つ 座 に 

ゐて よめる 歌に、 

しほが ま にい つかき に けん あさなぎに 

つ， 0 する 船は发 によらなん 

此心 は、 まことの しほが まに おも はや 來 たる 姊 

にと. 0 なし、 我 はいつ かこの しほが まに はきに 

けん、 此ぁ？ なぎに つ..^ する 船 も 愛に よれ かし 

となり、 おもてに しほが まに 似て 面白な ど 人よ 

ますして、 まことの しほが まに われ はいつ のま 

にきに けんとう たがへ る 心に て、 さながら しほ 
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がまに 似た る 林 こもれり、 

一 むかし 文德 天皇 第 一 御子 描 高 親王と 申 は、 山 崎の 

あなたなる 水 無 瀬と いふ 所に 宮 つく b てお はします 

が、 年 ごとに 此 所の 樱の花 ざ か に は、 をのく おは 

しまして 兑給 ふに、 なり ひら に此宮 へまし/^ て 

遊び 給 ふ、 此院 のさく ら殊 一史お もしろ く 咬み だれた 

れば、 をの/^ おはしまして、 その もとにお b ゐてゑ 

だ を 手 折な どして かざしに さし、 みな 歌 をよ み 給へ 

ば、 な，. ひら もよ み 給 ふ 歌に、  . 

世の中に た へ て さくらの なか. 9. せば 

春の 心 はの どけから まし 

此心 は、 先卷 くれば 花の はやさかん 事 を まち、 又 

^ぬれば そ y りに あく がれ、 愛の はな かしこの 

花と 心 をよ せ、 漸 うつろ ひち， 0 かたに なれば、 雨 

風の 吹に 心 をいた ましめ、 ち， 9 はつれば なご. 9 

をした ふ、 是 みなさ くらの 有 ゆ へ なり、 世の中に 

たへ て さくらの なか. 5 せば、 まの 心 はの どかな 

る ベ しと.^、 

とよみ 給へば、  紀有 つね 

ちれば こそい と いさくら 1；$ めでた けれ 


>  .  八十 ij  

うきよに なに か 久し^るべき 

此心 は、 な.^ ひらの あまり はなに 着した まふと 

おぼし 召 * ちれば こそ 櫻 はいと いめで たけれ、 い 

つも 《：？ 住なる 物なら ば、 たれ もめ づる もの 有 ま 

じ、 何 かう き 世に 久しくながら へ る もの や 有、 さ 

かんなる 者 はかなら やお どろ ふる 習 ひなり、 か 

く あだにち..^ て 盛者 必衰の こと は..^ をし めす は 

花な 5、 さくらがなくて は 何 を もて か 無常 をし 

らん-と いふ 義 なり、 

とて その 木の もとにて、 日 終 御 あそびせ てた ちかへ 

b 給 ふ に、 やう/ \\rl: ぐれに な-り ぬ、 御供なる 人 酒 を 

もたせて 野よ. 0 出き たれば、 此酒を 聞し 召さん とて 

よき 所 を もと. S  ；；;: 給 ふに、 あまの 川と いふ 所に 至り 

ぬ 、 愤高親 王 へ な ..^ ひ ら 御酌 を と h, て 御酒 をす 、 め 

給 ふに、 み 子のお ほせ 有け る は、 かた 野 を か b て 天の 

川の ほと， 0 にいた る を 題に て、 歌よ みて 不 M させとの 

給 ひければ、 と b あ へ すよみて 奉りけ る、 

か， 0  くらし 七タ つめに 宿 からん 

天の河 原に 我は來 にけ. 9 

此心 は、 か. 5 くらして 天の川と いふ 所に 來 たれ 


- ハー 


ば、 七夕に 宿 を からん と 也、 

親王 歌 をく. y かへ し吟 じた まひ、 御 返歌お そな はり 

給 へ ば、 紀有常 それがし 讀舉る ベ きとて、 

親王 はさし もの 御 歌に なれば、 當意に 遊ばす ベけ 

れど、 歌 を ふかく 吟 じた まふ 心な を ふかし、 

ひと 人せ に 一 たびき ます 君 まてば 

宿 かす 人 も あら じと ぞ おも ふ 

此心 は、. 一 とせに 一 たび 來給 ふつ ま を、 七夕 はま 

ちて ゐ 給へば、 いかで たれ 人に も 宿 はかし 給 は 

じと い ふ ひ .s^、 

とよみ 給 へ ば、 か へり 宫に 入せ 給 ひぬ、 夜 ふくる まで 

酒の み 物語して、 あるじの み 子 ゑ ひ 給 ひて 入らせ 給 

はんとし 給 ふに、 やよひ 十一 日の 月 も かくれ なんと 

すれば、  有 原の 業 ひら 

あかなく に まだき も 月の かくる ゝか 

山の は にげて 入す も あらなん 

此心 は、 あかざる を はや！：：： のか くれ 給 ふ、 山の は 

にげて 月 を 入す も あれ かしと 讀て、 み 子 を 今し 

ばし とい さ め 給 ふ 心 をよ める、 

み 子に か はりた てまつ hv て、  きの 有つ ね 

— 1 伊勢 物 mi ひら 言葉 


をし なべて 峯 もたいら に 成ぬ らん 

山の端な くば： =： も 入ら じ を 

此心 は、 な の 歌に 出の は にげて といへ る を 

うけて、 山の は にげて といわん もむ つかし けれ 

ば、 をし なべて 山 もたいら になり； 牛 地に なれ か 

し、 山の はの なくば もん まじき と.^、 

むかし 愤 高の 親王 水無瀨 へ か. しにお は します と 

て、 なり ひら をい つもの ごとくと もな はせ 給 ふが、 n 

ごろ へ て 宫に歸 b たま ふに、 なり ひら 送. 0 と いけ 給 

ひて、 とく 御い とまた びな ばいなん とお ぼしめ すに、 

親王な. 0 ひらに 祿給 はんとて かへ させ 給 はねば、 業 

1 午み 子の い つもよ b 御な ご. 0 おしげに 見 へ させ 給 ふ 

御け しき なれば、 なり ひら 心 もとな がりて、 

枕と て 草 ひきむ すぶ 事 もせ じ 

秋の よと だに たのまれ なくに 

此心 は、 今宵 は 枕と てく さ ひきむ すぶ 事 もせ ま 

じ、 旣 にこよ ひ はやよ ひの 晦日に て 短夜 なれば、 

秋の よな どの やうに ながく あら ざれば、 はや あ 

けて たのみな きに、 春宵 一 刻惜 千金 なれば 、ねす 

して 語り あかすべし とな..^、 うた 人ね にくさ ひ 


八十 三 


きむ すぶ こ ともをし、 はかなの 春の ゆめの まく 

らょ、 

とよみ 給 ふ、 時 はやよ ひの 晦 H なりけ， 9、 ことに 短夜 

なれば、 御 しんなら すして かたりあかさせ 給 ひけり、 

1 なり 1^ つねに むつまじ くまう でっか ふまつ b ける 

を、 思の 外に 親王 御ぐ しおろ させ 給 ひて、 小 原の 小 野 

に ひき 籠らせ 給 ひ 問 居して まし./.^ ける、 此君は 文 

德 第一の 皇子 なれば 御 位 をつ がせた まひ、 かく 御ぐ 

しおろ させ 給 ふ 事 思 ひの 外なる 御 出家 かなと、 世の 

人釉 をうる ほさ  > る はなしと かや、 

一す でに その 年 も くれて 明るむ 月に、 なり ひら 親王 

をお がみ 舉 らんと て、 小 野に^ b 給 ふに、 ひ ゑの 山の 

ふもと なれば、 雪い とたかく ふ つも b 、いとい さび 

しさ いやまさ b  、物 あはれ ならしに、 し ゐて三 室に 詣 

ふでて 玉顔 をお がみ 舉 るに、 つれぐ と 物が なしく 

てお はし ましければ、 みや もい とめ づ らしく おぼし 

召せば や、 ひさしく さ ぶら ひていに しへの islf- など 思 

ひ 出させ 給 ひ、 しか <\- の 御物が たり 有て、 拆今 しば 

しその まゝさ ぶら ひて なぐさめ たく 思し 召せ ど、 な 

ひら も淸和 天皇に 御宮 づ かへの 黟 なれば、 お ほや 


八十 四 

けの 事共 有ければ、 ゑ あらす して さすがな ご， 0 おし 

ければ、 ゆ ふぐれ におよ びて か へる とてよ める、 

忘れて は 夢 かと ぞ おも ふお も ひき や 

雪 ふみわけて 君 を みん と は 

此心 は、 わすれて は 夢 かとお も ひて、 さらにう つ 

つと も わき まへ す、 御く らゐ にっき 一天の 君と 

も 仰がれ 給 ふべき 君の、 かく 閑居 幽 柄の 御す ま 

ゐ、 雪 ふみ 分て 見 奉らん と は、 い さ、 か 思 は ざ b 

しと^、 

かくな りひら よみ 給 へ ば、 惟高の 御 返歌に、 

Isl- か とも 何 か おも はんう きょに は 

そむか ざり けん 程 やく やしき 

され ども 伊勢 物語に 此歌 はなし、 なり ひらの 歌、 

別して あはれ ふかき ゆへ にて さし をく か、 

一 むかしな.^ ひら、 その 身の 淺官 にて おはし ましけ 

れ ども、 御 父 は 阿保 親王、 御^ は桓武 天皇 第 八の 姬宮 

伊豆 內 親王に てわたら せ 給 ふ、 御 父に は 五男に あた 

ら せめり へ ども、 御 母に は 一 子に てお はしける、 御 母 長 

岡に 住せ 給へ るに、 な， 9 ひら は 京に みやつ かへ てお 

はし ましければ、 しば/^ の 御い とま もな ふして 、御 


母へ の御っとめもた へ <\»にぁ.^^ければ、 御 母 はた 

だ ひと. 9 の 御子に さへ、 たへ < ^にして ゑぁひ 給 は 

ねば、 いと かなしう くらし 給 ひしが、 師走ば か.^ の 事 

な. 0 しに、 御 もの やみに て や 有 けん、 急の 御 事と て 御 

ふみをつ か はされ しに、 おどろき 見 給 ふに 御うた な 

り、 

老 ぬれば さらぬ わかれの 有と い へ ば 

いよ， （'見 まく ほしき 君 かな 

此心 は、 おひ ぬれば さらぬ わかれの 有て、 ぅゐむ 

じ やうの なら ひなれば、 っゐ にわかれ では かな 

はぬ といへば、 いよ/^ そなた を 見 まく ほしき 

と 也、 

なり ひらいた うかな しくう ちな げき 給 ひて、 

世の中に さらぬ 別れの なぐ もがな 

千代 もといの る 人の子の ため 

此心 は、 世の中に さらぬ わかれの なくて あれ か 

し、 親に は 千よ も そ ひたく おも ふ 子の ためによ 

かるべし と、 た^ 我 身に と. 9 あわす 世 中の 人の 

子に なぞら へ よみた ま へ ば、 をの づ から 御身の 

上に こもれり、 

&S— る 《!— 


1 むかしな. 0 ひら、 惟高 親王い まだい， こけな か りし 

時よ b  、つか ふまつ， 0 給 ひしに、 い つし か 御ぐ しおろ 

させ 給 ひ、 山 ふかく 引 籠らせた ま へ ども、 な，. > ひら大 

內 の宮づ か へ に 御い とまなければ、 常に はお はし ま 

す 事 もお こたり 給へ ど、 さすが ふかき 御な じみ なれ 

ば、 もとの 御 心 をう しな はで、 年の 始の 御つ とめに は 

かなら す參， 0 給 ひけ. o、 さて 御子に は 年た ちかへ る 

朝と て、 むかしつ かふ まつりし 人々 は、 俗 成 も 禪師な 

る も あまた まいり あつま， 0 て、 御 ことぶきの 大 みき 

など 給 ひけり、 雪 こぼす がごと く ふりて ひね もす に 

やま や、 みな 人 ゑ ひて 雪に ふりこめられた. CN とい ふ 

を 題に て 歌 有け b  、その 中に もな りひら の 歌に、 

おもへ ども 身 をし わけねば めかれせ ぬ 

雪の つもる ぞ わが 心なる 

此心 は、 おも へ ども 身の わけられぬ 物 なれば、 こ 

なた に 心のと まれ ども、 宮 仕への 身 なれば かへ 

らで はかな はす、 身が な 二つに なれ かしと、 いと 

かなしく おも ひしに、 かくめ も はなる >• まなく 

雪の ふる は、 我心の 复ー、 實な るが 天に 通じ、 雪の み 

つもれる とな， o、 此 おもへ どもと いふ 五 文字、 ふ 
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かくお もへ 共/ (^とい ふ 心 こもれり、 源氏す ゑ 

つむ 花に、 おもへ どもな を あかざ. 0 し 夕顔の、 露 

わすれ 給 はやとい ひ 出せり、 

一 むかしな りひら いと 苦き 比、 わかき 女 を あ ひかた 

らひ給 ひしが、 をの，^ おやの あ. 5 ければ、 親の め を 

忍びて つ、 みたま ひて、 いひ さして やみた まふが、 年 

ごろ へ て 女の もとに 猶心 ざし はたさん とやお ぼしけ 

ん、 なり ひら よみてお く. 0 給 ふ 歌に、 

今まで は 忘ぬ 人 は 世に も あら じ 

をのが さま <\» 年の へ ぬれば 

此心 は、 いとわ かきむ かし、 か. 0 そめに いひた も 

しも、 をのが さま -sf^ 年へ ぬれば、 今まで はわす 

れぬ人 はよ にも ある まじければ、 わすれ 給 ふべ 

しと 也、 

とよみて 送 り 4" へ ど、 っゐに はやみて 相 はなれ、 なり 

ひら も 女 も づか へ になん 出 給 ひける とな. o、 

一 むかしな りひら、 律の 國む はらの 邵 めしやの 里に 

領知 あ. 0 てお はしまして 住 給 ふが、 そのむ かしょみ 

を かれた る 歌に、 

あしの 屋 のな だのし ほやき いとまな み 
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つげの をぐ しも さ 、すきに 凫 

此心 は、 あしのや のな だのし ほやく 海士 の世路 

に、 い i まなき やらん、 つげの 小 串 を もさ ゝす、 

かみ ゆ ふ 事 もな く來 にけ と、 あはれ みて よめ 

る & 

とよみ 給 ふ、 そこの さと をよ みける、 愛 を あしやの な 

だと はい ひける、 

一 此な. 0 ひら、 宮づか へ し 給 ふたよ. 0 にや、 左 衞門督 

右衞 門の かみ 兵衞 佐な どの 衆 あつまりて、 かの もと 

へ來 たり 給 ふが、 な b ひらの 御 兄 行 平 も、 其 比 は左衞 

門^に てお はし ましけ るが、 各 伴 ひお はしまして、 前 

なる 海の ほと. 0 にあ そび あ. 0 きな どして、 いざ も 山 

の 上に 有と いふ 布引の 瀧 見に のぼらん とい ひて、 を 

の /^上りて 見 給 ふに、 其 瀧 ことにす ぐれたり、 長さ 

1 一十 丈 ひろさ 五 丈 ばか，^ なる 石のお もてに 落 れば、 

さながら 岩 を しらぎぬ つ ゝ める やうに なん 有け る、 

其 瀧 のかみ に 圓座 の 大き さして さし 出た る 石 有、 其 

石の 上に はし. 5 か、 る 水 は、 せう かう しく. りのお ほ 

きさに てこ ぼれ 落、 をの/^ この 瀧に 歌よ ませ 給 ふ 

が、 行 平 先よ める、 


我よ をば け ふか あすかと まっか ひの . 

なみだの 瀧と いづれ たが へん 

此心 は、 我よ をば け ふか あすかと まつと よみた 

. まふ は、 かく 有 原 氏た る 身の 時に あはす して、 都 

に は あらで わたら ひな どす る は、 よに 有に 

も あらす、 わがよ にあらん を、 け ふか あすかと ま 

つまの なみだの たき と いづれ たが へん とな .9、 

とよみ 給 へ ば、 あるじなる なり ひらの よめる、 

ぬ きみ だる 人 こそ あるら し 白玉の 

ま なく もちる か 袖の せば きに 

此心 は、 满の 玉ち.^ おつる は、 さながら 糸に つら 

ぬく 水精の 玉の、 そのいと を 引ぬ きみ だすが ご 

とし、 たれ か 玉 をぬ きみ だす 人の 有らし と、 わが 

釉 にうけと めんと すれ ども、 1  袖の せば きに まな 

くお つ ると な hv. 

とよみ 給へば、 かた への 人此 歌の 面白き にめ でゝ、 此 

歌に はいかで まさじと て、 をの/、 歌 を もよ ます や 

みに け， 9、 

1 さて 御 か へ.^^有しに、 お 一と をく してやう ,»nr も 

くれ ぬれば、 やど b の 方 を 見お くり 給 ふに、 海士 のい 

物 ま 「ら言 葉 


さ. 0 する 火お ほく 見 ゆる を 見た まひて、 

はる、 夜の ほし か 河 邊の螢 かも 

我す む 方 S 海士 のた く 火 か 

此心 は、 はる 、夜の ほし か. 又 河 邊の螢 か、 わがす 

む 方の あまの たく 火 かとうた が はる ゝと 也、 眞 

實ぁ まの いさ.^ 火と は みれ ど、 Is か などの や 

うに 見へ て 而白體 をよ め. o、 整 かもの かも 二字 

にて、 あまの たく 火と たしかにし りたる 心 をの 

づ から そな はれり、 又はる 、よの 星と い へる を.. 

天、 雄 星な ど、 五 文字に おくべき を、 はる、 よと 

い へ る収 わけ 面白し、 晴る 、よの ほし は 一 しま 

光い さぎよ かるべし、 螢 も河邊 にて は 別て ひか 一 

b ます へし、 か、 るい さぎよ き 光 は 可. 邊 の i た 

るか はる、 _ 枚の ほし かも、 さて は あまの いさり 

火 かとな. 9、 

とよみて 御 家居に かへ b 給 ひぬ、 其〕 化 南の 風 吹て 浪 

いと 高う ちょせ、 うきみる の 波に た  > よ ひい そべ に 

よる を 召ぐ し 給 ひける、 御 家の めの 子 共 ひろ ひても 

てきぬ、 女方より そのみ る を さ か づきに も. 0 て、.？' し 

は をお ほひて いだし ける、 その かし はにかき つけ、 

—I I  . ^ナ七  1 
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る 歌に、  高 土器 

わた、 賴 海の かざしに さすと いは ふ 藻 も 

君が 爲に はお しま ざ りけ. 9 

わたつみと は 海の 惣名、 又海祌 ともい へ. 9、 愛に 

て は 海神なる べし、 歌の心 は 海神の かざしに さ 

せる ひさう の も、、 け ふ はまれ 人に はおし ます 

や 有 けん、 おりし も あれけ ふこの も をな みに う 

かめ、 風に ふきよせ たる は 君に 參 らせんた めな 

る べしと 也、 

ゐ中 人の 歌に て は あまれ. 9 やたら やや、 

一 むかしい と^きに は あらぬ 友 どち、 是 かれ あつま 

ら せた まひて、 月 を 見 給 ふに、 それが 中に ひと b なり 

ひらの よめる、  . 

お ほかた は 月 を もめで し 是ぞ此  . 

つもれば 人のお ひとなる もの 

此心 は、 大 かたは 月 を もめで し、 貪 着せ まじき も 

. のな り、 是ぞ此 つ もれば 人の 老と なる 物 をと 也、 

E! を もとい ふ もの 宇一 字に て、 花 ももみ ぢも色 

にも 香に も、 めで じと いふ 心 をの づ から そな は 

れ 、かく 物 ごとに 着 すれば、 その 五 壅のお もし 
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ろき に ひかれ、 六 根の 淸を けがし、 無常 を わすれ 

てむな しく 殘生を 送り、 終に おひと なり 一 生 を 

あだに くらす と 也、 白樂 天が 送囚 詩に、 

對一 一月 明- 莫レ思 一一 往事： 滅 一一 君 年-損 一一 君 顔色 r 

つも. 0 そふ 老 となる 共い かで か は 

雲 の 上なる R: をみ ざらん 

大 かたはと いふ 五 文字、 十 をの 物なら ば 七つ 八 

まで はとい へる 心 也、 いとわ かきに も あらぬ 友 

どち の あつまりての 歌な れぱ、 日々 夜々 にう つ 

か はる わが 身の上 はかへ. 0 みす、 月の かたぶ 

き 花の ち b はつる を もよ そに 見なし、 たい 香に 

めで 色に ふけり、 終に 老 とな..^ い たづら に 日 を 

くらす、.^ js^ に：：；； 花に も 6 もなくて、 色香- .- よ い. 9 

着せ まじき 物な， 0 とい さめ 給 ふ 御 ひ、 もっとも 

有が たし、 

1 むかしな りひら、 其 身も賤 からね ど、 我よ， 0 はまた 

まさ. 0 たる 人 をお も ひかけ 給 ひて、 年經給 ひしが 歌 

- 1  、 

人 しれす われ 戀 しなば あおきな く 

いづれ の 神に なき 名お ほせん 


此心 は、 人 しれす およびな きおも ひゆ へ に、 戀し 

やしなば 人の しらすして、 何たる 神の た、 りに 

て 死た るぞ と、 いづれ の舯 にやな き 名 を やお ふ 

せん、 さても/,^ そなた ゆへ に戀し ぬれと うら 

み 給 ふ 心な.. y、 

一 むかしな りひら、 心 をつ くし 給 ふ 女の つれな かり 

ける が、 いかでと 思 ひわ づ ら はせ 給 ひし を、 あはれ と 

や 思 ひけん、. さらば 明：：： 物 ごしに てもとい へ. りけ る 

を、 な， 9 ひらか ぎら なく うれしく 又うた が はしかり 

ければ、 いとお もしろ きさくら の ゑ だに けて つか は 

されけ る 歌に、 

櫻ば なけ ふ こそ かく もに ほふらめ 

あなたの めが た あすの 夜の こと 

此 >.ひは 、 さ く ^！ー の 花 の け ふ こ そ は い くも - - ま /  、 

あす はう つり か はり もやせん と、 あなたの みが 

たし そなた も あての： 便 あはん との 給へ ども、 け 

ふに あす はか は hN もやせん とい ふ  > ひ 也、 

一 むかしな. 0 ひら は、 香に めで 色に ふけ. 0 たま ふゆ 

へ 、け ふ は 其 人に 逢 はでく らしぬ、 此月 もむな しくた 

ちぬと：：： 日の ゆく さへ なげかせ 給 ふに、 やう や 

釣 iss ひら 言 ii  ,. 


よ ひの 晦日が たにな. 0 しかば、 奢の なごり をい とお 

しみ 給 ひて よめる、 

おしめ ども 春の かぎ， 9 のけ ふの 日の 

夕 ぐれに さ へ な b にけ るかな 

此心 は、 大 かた 過る 月 日 さへ ある ベ き、 三春の き 

はまりけ ふに かぎり、 最早 夕 ぐれに さへ な. 0 た 

るよ と、 いとな ごり おしきと いふ こ、 ろな. 9、 

1 むかしな. 9 ひら 戀 しさの あまむ に、 ある 女の 方に 

來っ、 か へらせ 給へ ど、 物 を も ゑい はで か へらせ 給 

ふとて よめる、 

消息と 書り、 文な ど を 云 ど 愛 は 物 を ゑ 云ぬ 消息 也、 

あしべ こぐ たなな し 小船い くそた び 

行か へ るらん しる 人 もな み 

此心 は、 あしべ こぐ たな、 し 小船の ちいさ けれ 

ば、 いくたび 行か へれ ど さらにし る 人 もな きが、 

其 ごとく わが 思 ふ 人の 方へ 行 か へ りく すれ 

4r 君の しらざる はたな \ し 小船 かと、 あ ひ 給ぬ 

を うらみ 铪ふ 心&、 

一 むかしな.^ ひら、 我より まされる 人 をお も ひかけ 

給 ひたりけ るが、 すこした のみぬ きさまに や 有 けん、 
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ふしてお も ひ おきてお も ひ、 おも ひわび てよ める、 

あ ふな/ \ 'おも ひ はすべし なぞへ なく  - . 

高き いやしき くるしい， 9 け. 0 

此心 は、 あ ふな/.^ は 念 比に とい ふ 心、 ねんごろ 

にお も ひ はすべし、 戀路 はたかき もい やしき も 

をし なべて くるしき 物 なれば、 わがせ つなる お 

も ひ を おしはか. 0  、 よも 念 比に 思 はぬ 事 あら じ、 

思 ひ はすべ しとい ふこ、 ろ 也、 

一む かしな b ひら、 かたら ひ 給 ふ 女に 何 條の事 有に 

や 離別し 給 ひし かば、 さ， て 有べ きに 非ら す、 又^ 所 へ 

ゑん を むすびけ る、 され どもな， 9 ひらの 御子 ある 中 

な， 9 ければ、 こまやかに こそ あらね、 おり.^.^ ものお 

こせな どして 音信 はし 給 ひけり、 此女ゑ かく 人な り 

ければ、 なり ひらの 方よ. 5 ゑ かきに つか はされ しか 

ば、 今の 男の 見る め も 有べき 事な りと て、 ひと 日 一 一日 

お こせ ざ， 0 けり、 な b- ひらいと つらく  m§ 召て、 後 はと 

て 聞 ゆる 事なる を、 今まで を とづ れ ざれば こと は hN 

と 思 へ ど、 なを うらみ つ ベ き 所な， 0 とて、 よみて 5_>K1 ら 

せ 給 ひける、 時 はおりし も 秋な. 0 ければ、 歌に、 

秋の 夜 は^: ：! わする 、物 なれ や 


  九十 

かすみに 霧 や 千 重 增 ら ん 

此心 は、 秋の 夜 はいと なが ふ e: のお もしろ きに、 

春の S のな がく 花の 面白 を も わする、 物な. o、 

卷の 霞に も 秋の 霧 は 千 重 まさるに や、 當季に 心 

のうつ. 0 ぬと 也、 そのごと ぐ そなた も，^ 「のつ ま 

の 秋の 夜の 月 のめ づ らしき に 同じく、 むかし は 

舂の 花と もお ぼし、 わが 身 を も わすれ 給 ふ もこ 

と はりな り、 昔の わが 身 をお ぼし 召す うすが す 

みに は、 今の つま をお ぼしめ す は 秋の 霧の いと 

ふかく 千 重 もま さらん とな hv、 

となんよ み 給へば、 女 かへ し、 

千々 の 秋 ひとつの 恭に むか はめ や 

紅葉 も 花 もと もに こそ ちれ 

此心 は、 秋 を 千々 あは せても、 一 つの 春に は 及 ま 

じ、 今の 秋よ はむかし の 春の そなた こそお も 

はるれ、 され どもむ かしの 翁の そなた も、 秋の 今 

のつ まも あ： U 也、 恭の 花の そなた も 早くう つ b 

やすし、 今の つまの 秋 紅葉 も か は， 5 やすく あだ 

なる ものに て 、，tK に ち る もの をと い ふ 、 

一む かしな りひら、 ニ條の 后に つかへ る 女に <w に 心 


をつ くし 給 ひしが、 せめて は 物 ごしに 成と も あ ひて、 

かくた へ がた く 思 ひつめ たる 事 を も、 すこし はらさ 

せて たべと お ほせければ、 女い と あはれ にやお も ひ 

けん、 忍びて 物 ごしに あ ひに けり、 しか < ^の 物が た 

b などして な h- ひらの よめる、 

彥 星の 戀 はま さ. 5 ぬ 天の河 

へだつ る 關は今 はやめて よ 

此心 は、 たなばた は 年に まれなる ちぎ b なれ ど 

も、 其よ をた がへ や あ ひ 給 ふ、 我 中 は 物 ごし なれ 

ば彥星 に まさ て かなしき. 5n、 七夕に ははる か 

にお とれ， o、 いま は へ だつ る關を やめて、 あ ひ 給 

はれ かしと な. 5、 

一 むかしな b ひら、 有 女に しづ 心なく つくして g: 日 

を經給 ひしが、 さすが 女 も 岩 木なら ねば 心 くるしと 

や 思 ひけん、 やうく あはれ とお も ひて"，， ての 比 は 水 

無 月 なるころ な， りけ るが、 女の 方よ， c いひ こしぬ る 

は、 あま. c 御心づ よくの 給 ふ もげに もと 33 ひ、 御- J ゝ 

ろに したが ふべ く は 有し かど、 今 は 身に かさ ひとつ 

ふたっ出來た，.^ぉ.yしもぃl」ぁっし、 少 秋風 吹 立な 

ん時 かな らす あはん と いひければ、 業， 牛 うれしく ひ 

1.：  .HWSM^^ISI  ：  ,  .  .  Ml, 


leu 一 一：：：： とまち 給 へ ば、 やう 秋 立- 1 ろ ほひに な 

りぬ、 され ども 此女 ふかくつ、 めど 色樣 にや 見へ ぬ 

らん、 愛 かしこよ h 'な， 5 ひらに 心 有と てくせつ 出來 

にけ り、 去 程に 女の 兄弟た ち、 かしこに をき て は 世の 

あざけ. 0 よろしから すと て、 俄に ひか ひに 來 b けれ 

ば、 此女か ゑでの 初 もみ ぢを ひろ はせ て、 歌 をよ みて 

か きつけ、 なり ひらの 方 へ 遣 はしける、 

秋 かけて いひしながら も あらな くに 

木の葉 ふりしく 江に こそ 有 けれ 

此心 は." 秋 かけて かなら すと い し 言の はの ま 

も あ "す、 はや 木の葉 ふりしく 江と なりて、 あさ 

きる ^ んに こそ のれと い ふ Y じ 也、 

とかき をき て かしこよ ひ 人 を こせば、 是を やれと て 

いぬ、 拆 やりての ち 終に け ふまで はしらす、 よくて や 

あらん あしくて や あらん、 い にし 所 もしら す、 な りひ 

ら は海士 のさ かて をう ちての ろ ひ ごとな どし てお は 

せし が、 おそろしき 人の 吼事 は、 お ふ 物 にゃあらん 

おはぬ もの にゃあらん 、今： そ 見め とい ひ 給 ひける、 

業： 牛 昔 物語 下 之 二 


伊勢 物 ひら 言葉 


九十 二 


一 むかし 右大臣 冬嗣 公の 御 嫡子、 長.：^-公の御次男照 

宣公 を、 長 良 公の 御舍^ 白 河 太 政 大臣 忠仁 公の 御 養 

子と して 御代 を ゆ づり給 ひ、 堀川 太 政 大臣 基 綱 公と 

申 奉る、 此 大臣の 四十 賀の御 祝 ひ を、 九 條の御 家に し 

て 執行 ひ 給 ひける とき、 業； 牛 も 御 よろこびに 參らせ 

給 ひ、 御 祝 ひの 歌に、 

櫻ば なち りか ひく もれ 老樂の 

こんと い ふなる 道 まが ふが に 

此心 は、 さくらばなち. 0 かひく もれと は、 四十の 

賀の御 祝 ひなれば、 四十 は 老の初 な. 5、 今老の 

來 るべき 逍を いづく も 見ぬ やうに、 花の ち， 5 て 

かきくも.. 0 道 まよ ふやう にと な.. 9、 がに と、 め 

たる 心、 贺の 心さながら こもれ. 9、 此歌 古今 第 七 

賀の內 に 入たり.、 

一昔 白 河 太 政 大臣 忠仁 公に、 業 ひら もとつ かう まつ 

b 給 ひしが、 llii!:!: ばか.^ の 事なる に 、梅の つくり ゑ だ 

に 雑 子 を 付て 、業 平よ. 0 奉らせた まふと て 、讀そ へ つ 

か はされ し 歌に、 

我た のむ 君が 爲 にと 折る 花 は 

時し も わかぬ 物に ぞ有 ける 


此心 は、 今 長月の 比 は 梅の 有 時分に あらね ど、 君 

が ためにと 手 折 は、 常 盤に 花 もさく ぞと忠 仁 公 

を 祝る 心なり、 ときし もとい ふうちに きじの 二 

字 を かくし 題に よめ，， >、 

と讀て 送らせ 給へば、 忠仁公 おもしろく 思し 召、 よろ 

こばせ たま ひて、 使の 者に ろくな ど 給 はりけ る 也、 

一 むかし 右近の 馬場の ひお， 9 の 日、 な b ひら も 見物 

にお はし ましけ るが、 むかひに 立た ト，， ける くるまに、 

女の 顔の 下す だれより ほのかに 見へ ければ、 業 ひら 

御 is じて、 やがて 歌 をよ みっか はされ ける、 

ひお. 9 と は 五 =： 五 ：11 右近の まてつ かひの！：： 也、 舍 

人力ち を 引お b てきる ゆ へ ひお りと いふ 也、 

見す も あらす 見 もせ ぬ 人の 纖 5 しくば 

あやなく け ふやな がめ くらさ ん 

此心は、かくはっかに見たるばか..^なれば、さし 

て 見ぬ にも あらや、 またし かと 見 もせぬ 人の 戀 

しくば、 かひな くけ ふやな がめ くらさん となり、 

あやなく はか ひなくな， 9、 又 あやしむ 心 も 有 か、 

とよみた ま へ ば、 女 返し、 

知る しらぬな にか あやなく わきて いはん 


思 ひのみ こそしる ベな..^ けれ 

此ひ は、 しると もしら やと も 可 か あやなく わき 

てい はん、 た >戀 はお も ひのみ こそしる ベ なれ 

と 也、 大和 物語に は此 返歌 相違せ り、 

見 も 見す もたれと 知. 0 て か 戀らる 、お ぼっか 

なみの け ふの ながめ やと あ.. y、 

とたが ひに よみ か はし 給へば、 此歌 しるべと な b 後 

に は あ ひた まふと な hv、 

一む かし 業 平、 淸 itw 殿のう しろ 後凉 殿の はざま をと 

をら せ 給 ふに、 有 やん ごとな き 人の つぼねより、 わす 

れぐさ をし のぶぐ さと やい ふとて 出させ 給へ b、 此 

心 はな. ひらの 通 ひし あた. 9 を わすれ 給 はん、 され 

どもな をし のぶよしに ていつ わ， 0.1  し 答 給 はんと、 御 

心 を ひき 見ん とてと ひ 給 へば、 業 平、 

忘れ 草お ふる 野邊と は 見 るら めど 

こ は 忍ぶ 也 後も賴 まん 

此心 は、 こなた を わすれ 草お ふる 野べ と 見 給 ひ 

て、 わすれ 草 か 忍ぶ ぐ さかと とひ 給 ふべ けれど、 

我 はかく こそしの ぶ 草 なれ、 のち もた のまん と 

なり、 

,1 伊勢 物 Si ひら 言 窓 1 1  . 


しのぶ 草 軒に おふる 檜の はに にたる を いふな 

h- 、又 一 つ はが 似た る を わすれ 草と いへ.. >  、され. 

A 《歌に は 一草 二 名と 見へ たり、 ありの みなしと 

いふに ひとし、 忘る も 忍ぶ もお なじ 古鄕の 軒ば 

の 草の 名 こそ つら けれと あ，^、 されば 一 つ 草 を 

いふなるべし、 

一 むかし業平の御兄有原の行1^1-は、 其 比 左 兵 衞督に 

てわたら せ 給 ふが、 その上 首し 給 ふ 左 巾 辨藤. の 良 

近 は、 太 宰權帥 正三位 吉野四 男な りしが、 容義 すぐれ 

て 政の 道に 達した る 人 なれば、 政道 を 執行 給 ひしが、 

此良近 を 正客に て あるじ まふけ 給 ふが、 行 平 さすが 

情 有人 なれば、 瓶に 花 を さし 給 ふ、 花の 屮に あやしき 

藤の 花 をなん さ、 れ ける、 其 はなの しなび 三尺 六寸 

ば か，.^ なん 有け る 、を の /\ め づ らしく お ぼし 召、 そ 

れを 題に て 歌よ み 給 ふに、 な..^  も 御兄弟 なれば あ 

る じし 給 ふと 聞て おはしければ、 とらへ て 歌よ みた 

まへ と 有し かば 辭 退し 給へ ど、 し ゐて讀 せられ けれ 

ば、 辭 しがた くして よめる、 

^花の 下に かくる、 人 をお ほみ 

有しに まさる 藤の かげ かも 


伊勢 物.！^ i ひら 言葉 


九十 四 


此心 は、 さく 花の 下に かくる、 人お ほみ といへ 

る は、 藤 原 氏の さか へ 給 ひ、 みな その 下々 にかく 

るゝ 人お ほく、 有しに まさる 藤 原 氏の かげ かな 

と 、藤の 花の 大きなる によ そ へ てよ め る 也、 

をの- C 歌を吟 じて、 など かくしも よみ 給 ふと 有け 

れば、 藤 原 太 政 大臣 忠仁 公の 御榮 花の さか にて ま 

しませば、 藤氏の 殊に さか ゆる を 思 へ ば、 良 近 も 藤氏 

なれば、 か、 る 膝 氏 に隨ふ 人お ほ /"レ て、 有しに まさ 

る ふぢ 氏の かげ かなと 思 ひて よめる との 給へば、 み 

な 人 そしら やなり にけ り、 

I 昔な りひら、 歌に はよ み 給 はね ども、 世の中の 有爲 

無常 をお も ひしり 給 ひしが、 勝 なる 女の あまにな 

て、 世の中 をお も ひ うらむ で 京に もお はし まさす、 

はるか 山 ざと に 引 籠 給 ひけ.^、 なbひら舊親族な..^ 

ければ、 歌よ みて 遣され ける、 

そむく とて 雲に は のらぬ 物 なれ ど 

-r5 の-つき こと ヌ， J よ マて になる て ふ 

此心 は、 よ を そむく とて 雲に のりて、 うきよ を は 

なれたる 物 にても なけれ ども、 よのうき ことの 

よそに なるな. o、 かく あまにな. 0 給 ひ、 よ をのが 


れて 世のう き 事 をよ そに なし 給 ふ、 うらやまし 

となんよ みて やらせ 給 ふ、 是は 齋宮の 事な， 9、 

1 むかし 業 平、 御 心 まことしやかにて、 あだなる 御 

心 もなかり けり、 ふかく さの みかどに なんつ かふ ま 

つりながら、 御 心 あやま， 0 や 給 ひけん、 み 子た ちの 

つか ひ 給 ひける 女 を あ ひかたら ひ 給 ふが、 有と きょ 

みて 遣し 給 ひける 歌に、 

深 草の みかど は 仁 明 天皇の 御 事な り、 御廟 山城の 

ふか/、 さ に 有 ゆ へ かく 申 奉る 也、 

ねぬ る 夜の 夢 を はかなみ まどろめば 

いや はか なにも 成 まさ る 哉 

此心 は、 ね ぬる 夜の 夢ば か.. >  な る はかな さ を、 ゆ 

めに みて わすれが たければ、 又 ゆめに やみん と 

まどろめば、 いよ/ >\ 'はかなくな り まさると い 

ふ 心 也、 

となんよ みて やりけ る、 さがな 歌の きたな さよ、 

是 はいせ 物が た， 5 のことば のま ゝな. o、 なり 平の 

仰ら れし 言ば なる べし、 さがな は惡 なか、 きたな さ 

よは はなやか にもな き 歌と いへ る 心 か、 謙 比 興 


の 心なるべし、 

1 むかしい つきの みや、 さしての 事なる 事 もなくて、 

あまに ならせ 給 ひ、 御 かたち はやつ し 給 ひけれ ど、 物 

ゆかしく やお ぼし けん、 かもの 祭 見に 出 給 ひた. 0 け 

る を、 な..^ ひら 見 給 ひて 、讀せ 給 ひっか はされ ける 歌 

一 >  ， 

世 をう み の あまとし 几 をみ  る 力ら に 

. めくばせよ とも 賴 まる \ かな 

此心 は、 いっきの みやの あまにな..： >  給 ふ を、 海士 

人に とりなし、 世 をう みの あま 人と しも 昆 るか 

らに、 海士 のかる みるめの めくばせよ： H ハ たのむ 

と 也- 

さて うらの 心 は、 世 をう しとて あまに なれる 人 

なれば、 めくばせして 心 を あわせ 給へ とい ふこ 

ころな h -、 

是 は齋宮 のみやの 物見 給 ひける 車に、 かくよ みて や 

らせ給 へ ば、 御はづ かしく やお ぼし けん、 見さして か 

へ らせ給 ひける となん、 

1 むかしな りひら、 かくて はお も ひに たへ でしぬ ベ 

しとぃひ送りたま へ ば、女のかたょ.^>、 


if  M  V< ナ な ゝ ,r ^哨 やとて 

玉に ぬく ベ き 人 も あら じ を 

此 vj!b は、 しら P はき ゑば 消 もせよ、 たと へきへ す 

して さながら 玉の やう なれば とて、 つらぬく 人 

も 有 まじき ものな. 0-、 If ごとく そなた も 白露と 

き へ 給 は いきへ 給へ、 たと へ 今き へ 給 はすと も、 

露の さながら 玉の やうに して、 終に きへ てつら 

ぬかれざる がごと し、 とてもき へ 給 はで かな は 

ねば、 誰 つらぬきと むる 人 も あら じ. i 也、 

とよみければ、 あまりに むげなる 事と はお ぼし けれ 

ど、 心 ざし はい やま さ b てな を戀 しく 思しめ しけ h -、 

一む かし 業 ひら、 み 子た ちの 河 週 遙し給 ふ 所に 參給 

ひて、 たった 川の 邊 にして、 紅 紫い とお もし ろくなが 

れ ける を 見た まひて よめる、 

千 早 振； t 代 もき かや 龍 田 川 

から くれな ゐに 水く いると は 

此心は 、神代に は祌變 きどくお ほしと きけ ど、 か 

らくれ なゐに 水の くいる とい ふ isj- はき かす、 此 

たった 川に もみ ぢの ながれて くる は" さながら 

から くれな ゐに 水の く >れ るが ごとし、 かやう 


伊勢 物語 ひら 言 紫 
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九十 六 


の景は 神代に だに もな きと かや、 まして 今 はい 

づく にか 有べ しと 也、 

此歌は 二 條の后 春 宮の御 息 所と 中け る 頃な. 9、 平 

御屛 風に たった 川 を かきける を 題に てよ み 給 ふ 

と、 古今 第五 の 言葉 書 に 書り、 愛に は 御子た ちの 川 

逍遙し 給 ふに な. 0 ひら も參給 ひて、 さてよ み 給 ふ 

てい 也、 是は龍 田 川の 全景い とお もしろ きに、 一 し 

ほ 歌の 即妙 あら はる ゝ にや、 川せ う ゑう のとき よ 

める とい へ るか、 

1 むかし 藤 原の 敏 行と いふ 有け. 5、 其 身 優にして 能 

書 なれば、 一切 經をも 一筆に 書寫 した まひけ る 人な 

しが、 な. 5 ひらの 御 妹 を ほのかに 見 給 ひて、 文玉づ 

さ を 送られし に、 なり ひら-の 御 妹い まだ 若く おはし 

ければ、 P 返事 もお さ，/ \ 'しからす、 ことば もい ひし 

らせ たま はす、 歌 はよ ませ 給へ ども さの みなら ざれ 

ば、 な hv ひら 此 よしを ほのき ゝ たま ひ、 敏行は 聞 ゆ る 

能書 なれば とて、 みづ から 御 返事の 案 をつ く..^ て 御 

妹に か、 せ 給 ひっか はされ ければ、 敏 行の 方より よ 

みて こされし 歌に、 

つれ <- ^の ながめに まさる 淚川 


力 


な 


此心は 、つれ，.^ とふるな が 雨に は、 我な みだ は 

まさる ぞゃ、 かく 釉 のみ ひ ぢてぁ ふよし もがな 

とい ふ 心 也、 

とよみ こしけ れば、 なり ひら 御 い もうと に替 て、 

淺み - J そ釉 は ひづら めなみ だ 川 

身 さ へ ながる とき かば 頼まん 

此心 は、 あさみ なれば こそ 釉 のみ ひぢて とよみ 

給へ、 ふかく 思しめ して 身 も しづみ ながる、 な 

ど、 きかば、 せめてた のまん とな， 9、 

とよみて つか はし 給へば、 敏 行いと ふかくめ でゝ、 今 

しばし ながめし かど、 卷て 文箱に 入て を かれしが、 そ 

の、 ち は あひなれ 給 ひて、 いと ふか ふかたら ひ 給 ひ 

しが、 あるとき 雨の ふりぬべき になん 見 わ づらひ 侍 

るに、 敏 行の 方より、 身 幸 あらば 此雨 はふら じ、 雨 も 

ふら やば 今宵 見へ ゑんと いひつ か はされ しかば、 例 

のな b ひに 御い もうと にか は て、 

數々 に 思 ひ 思 はすと ひがたみ 

身 をし る 雨 は降ぞ まされる 

此 はかす <\ 'にお ぼし 召す も、 おぼし 召ぬ も 御 


ら- 


心 はは やしれ たり、 雨の ふり そふ なれば とひが 

たし、 幸 有て 雨の ふらす ばと はんとの 給 ふ、 かく 

の ごとく あだなる 御心ぞ としれば、 身 をし る 雨 

の ふ. 0 まさ ると な b  、身 を 知る 雨と い へ れば、 か 

かる あだ 人 をた のみて、 わが 身の ゆく すゑ をお 

も ひて なげく 泪ぃ とふ か き 心ぞ、 

むかし 有 女、 な， 0 ひらの 御 心 を うらみて よめる、 

風 吹ば と はに 波 こす 岩 なれ や 

我 衣手の か は く， C きな き 

此心は 、風 吹ば と は に 波 こす 2 石の ごとく、 わが 袖 

のか はくと きもな しと 也、 風 吹ば 常 波に ふかぬ 

問 もな く、 波の た、 ぬ 間 もい ふ 心 を、 と はに なみ 

- J すと いふ 心に こもれり、 

一女の つねの ことぐ さに いひけ る を、 問お ひて 業 ひ 

一、 

ゐ ごとに 蛙の あまた 啼 田に は 

水 こそ 增れ雨 はふら ね ど 

此夜ゐ ごと は 宵 ごとに は あらや、 夜ごと 也、 よな 

よなか は づの雨 を こいて あまたな く 田に は、 雨 

はふら ね ども 水の まさる やうなる が、 それ はか 


はづ の氣 ざしょり、 水の まさ ると み ゆるが、 其 ご 

と/、 にこな たの ふかき おも ひの 氣 ざしに より、 

そなたの 釉 にも 波の こすべし、 それ は そなた は 

さの みお ぼし め さね ども、 思 ひの ふか き ゆ へ な 

と 也. 

又 一 說に は、 女の 心お ほくして、 あまたの 男 を か 

よはす ゆ へ 、その あまたの おも ふ 心 を、 かはづ の 

なく ごとに 雨 を こ ひ、 あまたな くにた と へ 、雨 は 

ふらね ど 水の まさる 樣に、 そなた は あだにて あ 

またの 思 ひ ある ゆへ、 そなたの 釉も かはく まも 

なしと 也、 

1 むかしな. 0 ひら、 友 だち の 妻に おくれた. 0 しが も 

と へ 、よみて やらせ 給 ふ 歌に、 

花よ b も 人 こそ あだにな. 0 に けれ 

いづれ を 先に 戀ん とか 見し 

此心 は、 花 ほど あだなる 物 はな けれども、 花よ， 0 

も 人 はな を あだにな b. にけ り、 いづれ を さきに 

戀ん とか 見し、 思 ひの 外なる 事な. 9 と 也、 

一 昔な りひら、 ひそかに かよ ひ 給 ふ 女の もとよ h- 、今 

宵 ゆめに なん 見へ 給 ひつる とい ひて こし ぬれば、 紫 
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九十 七 


伊勢 物 Irdi ひら 言葉 


九十 八 


ギの 歌に、 . 

思 ひ あまり 出に し 玉の 有な らん 

夜ぶ かく 見へば 玉 結びせ よ 

此心 は、 夢 はこな たの 魂が かよ ふゆへ み ゆる 也、 

そなた を こ ひしく おも ふ わが 魂いで 行ぬ らん、 

夜ぶ かく 見へば 玉 むすびして 結びと め 給へ とな 

,9、 たま 結と いふ は、 世に 人の 魂のと ぶ をみ て、 

魂 はみ つま はたれ ともしら ね ども、 むすび ぞと 

むる 下 か へ の つまと 云、 此歌 をと な へ まじな ひ 

てと むる とい ふホ * マ 有、 此事を 魂 むすびと いへ る 

が、 暴竟 はお も ひ あま，. M し、 わが 魂の 出て そなた 

の ゆめに や 見へ つらん、 夜ぶ かく 見へば 玉む す 

びして、 責て そなたの つまに むすびと め 給へ か 

しと 也、 

1 むかしな、 りひら、 やん ごとな き 女の 夫に おくれた 

,^けるを、^^-ふゃぅにもてなし、ょみてゃらせ給ふ歌 

： 、 

いにしへ は 有 もやし けん 今ぞ しる 

まだ 見ぬ 人を戀 ふる 物と は 

„s 心 は、 いにし へ はま だ 見す しらぬ 人 を、 戀 ふる 


人 も 有 もやしつ らん、 我 は 今 身に 覺 へて しりた 

り、 そなた を 終に 見 もせ やしら ね ども、 P しきと 

いふ こ、 ろな り、 

とよみて やらせ 給へ ば、 女 返し、 

F ひものし るし とする もとけ なくに 

かたるが ごと は 戀すぞ 有べ き 

此心 は、 むかしより 下 ひもの ひとりと くる を、 人 

に戀ら る、 しるしと する が、 いまだ わが 下 ひも 

のとけ なくに、 かたるが ごと は戀. に は あら じ、 

偽りなら めと な， り、 かたるが ごと はかた る こと 

に は あらす、 いひ こし 給 ふが ごとなる ベ し、 

又な りひら、 

戀 しと はさら にもい はじ； £• ひもの 

とけん を 人 は それと しる らん 

此  > ひ は、 そなたより んニ  P らる、 とき は、 下 ひも 

のとく る 物なる が、 いまだと けねば 戀 ふるとい 

ふは^な らんとの.！.」 ま \ よ、 4 「よ .<= ^は議 しと は 

さらにい はじ、 眞實 わが 心の ふかければ、 など か 

そなたの 下 ひものと けぬ 事の あら じ、 そなたの 

下 ひも だに とけな ば、 我戀 ふるとい ふ 事、 此方よ 


b ぃゎすともし，^^ 仏和は んとな h.-- 

此歌は 後 撰 築に、 有 原の 元方と 有 、下紐の 歌 に 讀人 

しらすと 有、 され ども かたるが ごと は あらす も あ 

るかな と少 下句 か はれり、 元方 はな.. >  ひらの 孫な 

、此 伊せ 物が た.^ の 作者つ くり 入た るか、 一 

一 むかし 業 平、 念 比に いひ 契， り 給 ひし 女のう つり か 

はる 樣に 見へ ければ、 よみて やらせ 給 ふ 歌に、 

須 磨の 海士 のし ほやく 煙 風 をいた み 

思 はぬ 方に たなびきに けり 

此心 は、 須磨 のし ほやく けぶ. 9 のす ぐに；，」 つべ 

きに、 あらぬ 風の ふきて おも はぬ 方に なびく が、 一 

其 ごとく そなた も かく 念 比に ちぎ. り 給 ふやうな 

れば、 いづかた へ もな びき： 給 ふま じきに、 あらぬ 

風 やさ そふらん、 おも はぬ 方に なびき 給 ふとな 

一 むかしな b ひら、 あなた こなたに すてられ やもめ 

にて おはしけ る 比よ める、 

ながから ぬ 命の ほどに 忘る、 は 

いかに 短 かきこ 、ろなる らん 

此心 は、 あだなる よは ひの ながから ぬ 命のう ち 

伊勢 物 s^llil^ 


にわす る、 は、 いかに 短 心なら す やとい ふこ. ゝー 

ろ 也、 一 首の 內 になが からぬ とい ひ、 みじかき と； 

は 歌に あ b けれど、 是 はさに あらす 吟 すべし、 一 

一 むかし 仁 和の 御門、 せ.. - 川に 行幸な させられし 時、 一 

行 ；牛を 召 つれられ しに、 行； 牛 その 比 は 六十 九 歳に し 一 

て、 七十に 及び 給へ ば、 よは ひかた ぶき 御供 にげなく _ 

忍し 召 けれども、 仁 明文 德淸和 陽 成まで 民の 費 を 

は らせ給 ひ、 野 狩の 行幸 や め さ せ ^ ふ ゆへ、 さだかに ： 

しれる 人 すくなし、 行： 牛 はお ほたか 飼の 堪能と て 召 一 

つれられければ、 勅意 もだしがたくて 御と もせられ 

ける が、 ゆき ひらの 御し やう ぞく、  IS 狩 衣に 鶴 を 縫 i 

付 給 ひける、 行 平 七十に 及びて おかりし しゃう ぞく" 

なれば、 人のお もはん 事 を はかりて よませ 給 ひ、 か h-: 

衣の たもと に 書付 給 ふ 歌に、  ： 

翁 さび 人な とがめ そか b 衣 

け ふば か， 9 と ぞ田鶴 も啼な る  . 

此心 は、 かく 翁の 身と して、 か 、 るかり 衣の 若き i 

を 着た る を 人な 咎そ、 け ふ は 又も あ ふま じきた 一 

まさかの みゆき なれば、 かく 出立 もけ ふ 斗 ぞと， 

田鹤も なくなりと 也、 

九 I 


 伊勢 物語 ひら 言 菜  

とよみ 給 ふ を、 帝 ゑいらん まし/^ て、 御氣色 あしか 

,9 けり、 をのが 老 たる をお も ひければ かくよ みし か 

ど 、不吉に 聞 ゆれば i 被閒 あしかりけ b  、若から ぬ 人 は 

きゝ、 i 是に 老け b とい へ り， 

一 むかしな. 0 ひら、 みちの くにて ある 女 を かた ひら 

住せた まひし が、 な りひら 都 へ かへ らんとの 給 へ ば、 

女い とかな しみて、 むまの はなむけ を だに せんとて、 

おきの ゐ みやこお とい ふ 所に て、 御名 殘 おしみに や 

P な どす ゝ めて よめる、 

おきの ゐ て身をゃくょ，^^ もかなしきは 

宮古 35 への わかれ 成け り 

此心 は、 おきの ゐて とい へ る は、 火 を 身に すへ て 

とい ふ 心に 収 なし、 今な りひら にわかる、 は、 身 

に 火 を 居て やくよりも かなしきと 也、 居 字 古今 

に は 物 名の 部に 入 ど、 すみ 消の 歌に 小 野 小町が 

歌と 有、 

一 むかしな b ひら、 心なら すみち の國 まで まど ひい 

きた まひて、 京に 田-^ ふ 人を殘 した ま へば、 いひつ か は 

されけ る 歌に、 

波間よ. 0 見 ゆ る 小島の 濱び さし 


久しく 成ぬ 君に あ ひ 見で 

此心 はさした る 寧な し、 かくな みぢ はるかにへ 

だて、 君に あ ひみて より ひさし/、 なりぬ とい ふ 

こ、 ろ 也、 小島の はまび さしと い へ る は、 久しく 

成ぬ とい はん 序 歌な り、 

な. 0 ひらの 御身の 上、 何事もなく みなよ く 成 給 ふと 

なん、 云 やらせ 給 ひける となり、 

•i? 上 相 逢 無 一一 紙筆： 賴 傳語報 一一 平安 一とい へ る 

心なり、 

一 むかし 御門す みよしに 行幸 有しと き、 なり ひら、 

我 見ても 久しく 成ぬ 住吉の 

きしの 姬松幾 代へ ぬらん 

此心は あきらかな， り、 我 みても 久しき 松な りし 

が、 幾 代 か へ ぬらん とな， り、 

とよみ 給 ひし かば、 住 吉の御 神 あら はれさせ 給 ひ、 御 

永 さ >、 

$ 哥 I 

むつまじと 君 はしら 波み づ がきの 

久しき 世よ. C- 祝 ひそめて き 

此心 は、 念 比に 君 はしら やや、 みづ がきの 久しき 

世より、 當社 はい わ ひ 初て きと 也、 しら 波 はしら 


す やとい ふ > じ、 みづ がきと は 久しき とい はん ま 

くらことば なり、 物 5 じて 祌 垣の 久しき なる ベ し、 

瑞離 とかけ. 9、 

一 むかしな b ひら、 久しく 音 もせで おはしけ る 女、 

流石 わする、 事 も なくて 參.^ こんと いへ b ければ、 

なり ひら、 

玉 かづら はふ 木 あまたに 成 ぬれば ， 

絕ぬ 心の うれしげ もな し 

此心 は、 玉 かづら 女に たと へて いへ b  、愛に て は 

草の 玉 かづら 成べ し、 玉 かづら の あなた こなた 

の 木に まと ひ、 はふ 木 あまたに 成 ごとくに、 そな 

たも あなた こなたに 心う つ. 0 ければ、 今絕ぬ 

の あ. 0 て も、 さの み うれしげ もな しとい ふこ、 

ろ 也、 

後 撰に は 玉 かづら を を ひかけ を 云と 見へ た， o、 

愛 はた  >  つる かづら 成べ し、 

1 むかしな b ひら、 あだなる 女に 形見と て を かせ 給 

ひたる 物 ともを 見て、 うらめし くや 田 3 ひけん、 歌- -、 

形見 こそ 今 は あだなれ これな くば  . 

わする ゝ凝も あらまし 物 を 


此心 は、 かたみ こそ 今 は あだなれ、 是 なくば わす 

る、 事 も 有べき に、 又もや 思 ひして わ すられぬ 

は、 かたみ を みるたびに おも ひ 出す ゆ へ なり、 が 

へって かたみ は あだ ごとな りと 也、 

1 むかしな りひら、 ある 女の まだよ をへ や、 男の かた 

らひを もせ ざ h- しと W 心しめ す 女 二、  か はす 人お ほ 

く 有よ しき、 給 ひて、 のちよ みて やらせ 給 ふ 歌に、 

あ ふみなる つく まの 祭と くせなん 

つれな き 八の なべ の數 見ん 

此心 は、 あ ふみの 國 につく まの 祭と い ふ：：？、 この 

祭に はかなら す 女のお とこ あまたに はだ を ふれ 

たる ものに は、 その 男の かす ほどな ベ を かづ か 

すると 也、 されば かの 女の いまだ 夫 を もしらぬ 

とお ぼしけ るに、 いつのまにか は 6 を かよ はす 

人のお ほく 有つ るぞ や、 つく まの まつ h- をと く 

せよ かし、 そなたの かすけ るな ベ を 見て、 ちぎ， 0 

給 ふ 人の 数 を 見た しとな り、 

一昔な. 0 ひら、 梅壶 より 雨に ぬれて 人の まか b 出 給 

ふ を 見た まひて 讀る、 

鶯の花 をぬ ふて ふかさ もがな 
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伊勢 物語 ひら 言葉  

ぬれぬ る 人に きせて か へさん 

此歌 は、 靑柳を かた 糸に よ.. >  て 、驚の 縫て ふ 笠 は. 

梅の 花 笠と い へ る 歌 をと b てよ める、 梅つ ぼよ 

^雨に ぬれて 出き 給 ふ 人 なれば、 うぐ ひすの 花 

をぬ へる かさ もがな あれ かし、 ぬれぬ る 人に き 

せて かへ さんと な. o、 梅 虚は凝 花舍の 御殿の 名 

なり、 

とよみた ま へ ば、 女 返 へ し、 

鴛の花 を ぬ ふ て ふ 笠 は い な 

思 ひ を つげよ ほして か へ さん 

此心 は、 營の 花 を ぬ ふて ふかさ はい や、 そなたの 

志の ふかきお も ひ を つげ 給へ かし、 我 も 又 その 

心 ざし を ほして かへ さんと はいへ り、 おも ひ を 

术に 取な してお も ひ を つげよ、 ほしで かへ さん 

と 也、 お も ひ を 火に もたせた るお に、 

雨 ふれ ど ふらね どぬ る、 我 袖の 

か、 る 思 ひに か はかぬ や なぞ 

後 撰に 有 

にくから ぬ 人の きせた る ぬれぎぬ は 

. .  おも ひに あへ や 今 か はきなん 


  盲 二  I 

一む かしな りひら、 ふかくち ぎりし 事 もい たづら に 

なりて、 あやまれる 人に よみて やらせられし 歌に、 

出城の 井手の 玉 水 手に むすび 

たのみし かひ もな きょ 成け..^ 

此心 は、 井手の 左大臣の 境地 面白に よって、 ゐで 

に 新造 を つくりて 山吹な ど をう へ 、 此水を 愛し 

給 ふが、^ 1 期の 後に も 我 をお も ひ 出さば、 此水 

へ きて 見よ かげ をう つす べしと いひ 遺されし か 

ど、 後に 跡 をし とふ 人 有て、 かの 玉 水 へ ゆきて み 

れど、 その 面影 見 ゆる 事 さら/^ なしと かや、 か 

ならす とい ひしゃく そくの たが ふ 事に なん 井で 

の 玉 水と いへ り、 そのごと く かなら すたが へ じ 

とちぎ. りし 中 もい たづら になり、 たのみし かひ 

もなきょな り け り と<フ，^^-み給 へ る >:Ib 也、 

1 むかしな りひら、 深 はド にす みける 女 を やう/^ あ 

きがたに や 思 ひた まひて けん、 か、 る 歌 をなん よみ 

たま ふ、 

年 をへ てす みこし 里 を 出て いなば 

いと 5- 深 野と や 成なん 

=^ 心 は、 年 を へ て 過に しさと を 出て いなば、 いと 


どぐ さぶ かき 野と や な り な ん と な ，i^  、 うらの 6 

は、 かく 我がす て、 ゆかば、 女の 物 さびしく 深 思 

ひやす べしと あはれ み 給 ふ 心 也、 

」讀 みたまへば、 女 返へ し、 

野と ならよう づ ら と な， o て 11^ をらん 

かりに だに や は 君 はこ ざらん 

此心 は、 なり ひらの 歌に、 ふかく さ 野と やなりな 

ん といへ る をう けて、 野と やなりなん とお ほせ 

給へば、 我 は 野と ならば うづら となりて 啼 をら 

ん、 深 草の うづら となりて なき をら ば、 か. 5 にも 

君の き 給 ふべ しと 也、 狩に も假 にもと いひ かけ、 

さて うづら は あ ひふの なく こ ゑに よる 物な り、 

我 うづら とな， C て 鳴 をら ば、 か. 0 そめに も 君の 

うづら の あ ひふ をよ ぶと ひとしく、 こざらん と 

い ふ 事 あら じと 也、 


此業 平む かし 物語と いへ る は、 さすがに 和歌の 秘す 

る 所の 伊勢 物が た b の 面影 を、 かくい やしき ことの 

はに 述べ や はらぐ る 事 穴 r- おそろしき 事に 侍れ ど、 全 


歌 蒈には あらや、 たい 兒 女の もし ほ 革 を ひろ ひよ み 

覺て、 むかしく かふあった といへ るむ かしがた， 0 

にもなら むかし、 

名に しお はいい ざこと、 はん 都鳥の、 我 思 ふ 率 は 

有 やなし やとと ふ 人 もなければ、 濁 も いざやす み 

だ 川の、 深き 流れの すゑ ひろき 一 滴 をぐ み 得て、 筆 

に そめ 侍りぬ、 

あきらか 

延ろ齊 の 六つの 极も 明て 離 な 年 

千々 の 花 咬 半の 陽 注 レ之畢 濃 陽 縣生大 垣 

紀暫 計和述 

. .  畫ェ 菱 河 吉 兵 衞 

板 本 柏 尾 與市郞 開 版 
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仁 勢 物語 通補抄 自序 


子 曰 は、 昌； 牛 鄕の褢 店の 壁より 出現 ましく、  二十 編 

の 石部金吉 を 、左様 然 者と 言 出せ.. -、 今 御め もじに い 

る 、所の 似 勢 物語 は、 忝 も あた じけ なく も、 柳 原折輔 

卿が 帋衾 布の 破れめ よりあら はれし を、 一布の 一枚 

一 枚に延し集て、機曰、天德を我になせ..^とは、 かゝ 

る こと を ゃ夕貌 の、 まき も 割ます、 飯 も 焚、 勝手 男の 

と， 9 な， 0 まで、 在 五 巾將に 准て、 いと もやさし き 伊勢 

太輔が ロ眞似 を、 むくつ けお のこの 鬢 髭の 髮鬆 たる 

筆 豆と 見て くんなん しと、 すべ たの 馬 を 踏んで、 貌も 

もみ ぢに しか い ふ、 

辨夭 明の 持 給 ふ 四す じに 糸 ゆ ふの 春 

淸 水えん しう 題 


集注 叙 

わたくし 參勤 交代の 時分 、殿様 御め がね もて、 江 都 さ 

ァ に相殘 b  、二 合 半の 內を 喰ひ延 し、 色事 ノウ 稼、 で 

つかち なく 錢のヲ 遣 ひち らし、 あんた る こと だと 肝 

を でんぐり返し、 そ さまの 異見に 付 申て 草鞋の ヲ日 

日に 作り、 紙 衾 一 重 を ゑい やっと " ァ 求たら、 その 破 

れ たる 所よ b お出 遣った る 反古の を、 ニ來 太夫が 似 

勢 物語と 書て あ...' めす ゆへ、 鼠の 藤色と やら はハァ 

遣 ひ 申さね へ が、 注々 を ぶん 出す こと 左の ごとし、 

辰 初春 

むつみ か b しお 雜煮 を^ ふ U 

柳 原 EH ハ意 遊行 兼 大住守 折輔書 


仁 勢 物語 通補抄 

遊 大門 隠里 女 二 朱 太夫 述 

大部屋 居候 柳 原折輔 注 

〇 茶代 四十 几 段 

ふらつ き 男、 ぐいの みして ならち や をく ひ、 春 日 野 水 

茶屋 〔かすが の、 みなさま 御荐の 水茶屋な. 9、 ちゃが 

まが はらに 神と V まると は、 この 茶屋のお ほき こと 

か〕 にしった.^ ぶ...' して かけ ゝり、 その 茶屋に いやみ 

なる 女 〔いやみなる 女、 いやみから みこ てらされて、 

あげくのはてに はっき 出しの、 なかすと 遊びな よと、 

おんば どの、 ことづて.？. n ちゃら くらと してつ ま VJ^ 

ける、 つれてに げば やとい 、もてければ、 その 女の ま 

ひだれ の 紐に すが.^、 かすが の \ 春と いふ 字 は 〔かす 

と 言 字、 な あま へ /^なま へ のかす /、ら ひと 言、 盛衰 

記 曰、 平 相國は 平家の ぬか かす 也と〕 春と 詠えん あれ 

v< と て、 

一一 麵字泰 つばき 夏 はえの 木に あき 風の 

もれ 出る =： に签 をぬ きけ， 9 

i 仁 勢 物語 通補沙 


〔签 をぬ きけ. o、 ぼ 人 一 首の 中に、 なげきつ 、：： ：： 

夜に 釜 をぬ かれけ り、 あきれはて たる 我し よた 

ゐ かなと 詠. 9、 是を本 歌に て 詠 か、〕 

となん 耳 こす h- しければ、 女 も 下地 は 數奇な b  、御意 

次第な りと て、 

• 石み ちの くの わたし やしら 奴 さか ゐ村 

その 兄弟 はしの ぶみ やぎの 

〔しら 坂 さか ゐ村、 白石咄 七つ 目に 委し、〕 

とい ふむ だ を こじつけた. 5、 ふら 人 〔ふら 人、 ぶら て 

うちん のい みやう 也、 歌 にぶらのと まやの 秋の 夕暮 

とよめ り〕 はかく いちは やきい やみ をなん しける、 

〇 一貫-一 付 三十 二 段 

ひんなる男ぁ，^^け，9、 ひなし の 五 把 を 坪 皿へ 〔坪 皿、 

銘曰？ 4- と はれば 半が 出る、 五 をつ ければ 二と 出る、 

贳 木の 駒に 鞭うて ども まにあ はす、〕 さ いのめ にき ざ 

み おはし ましけ， 9、 とれば とられ、 、ひざし よくふか ゝ 

,9 ける、 折 ふし あたま も 卯月 八 H  〔卯 S: 八日、 おしや 

かさまの 御たん 生日ぢ やにす るの 初 也、〕 ばか. 9 の ほ 

どに、 影 を かくして け 、〔影 を かくし、 しつ ぼんと い 

ふ、 世に しつ ぼんと お ！=: さま ほどの 違 ひと 云々〕 さす 
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が ひなし かし 〔ひなし かし、 一六 五十なん ぞ名を 呼 

ぶ、 すへ は あ づけめ しにお よぶ、〕 も あり 所 はきけ ど、 

人の いきかよ ふべき 所に も あら ざ り ければ、 百 貫の 

かたに QH 貫の かた、 東 百官に、 日维 太と いふ は、 足 を 

はやた にして にげる こと 也、 孔子 も： n 々に はやた に 

して、 また H 々に はやた なりと 云々、〕 あみ 笠と あき 

らめ ける、 立てみ さいそくして みん にも、 大の手 こす 

,.^にて、 おたふくなる 女房の 親里な りけ る 店 受のも 

とこ， といけ る と て、 

|l 棒に ふ る 卯月 八日 は 質 日よ 

〇 桂 川 三十 二 文 

四十に たらぬ 男 ありけ り、 〔四十に たらぬ、 帶屋長 右 

衞 門が こと 也、〕 小娘の いと さゐ はじけた る を、 〔さゐ 

はじけ、 本草」. IG 目に 曰、 さゐ かち に似てせ つかち の ご 

とし、 一 名まん がちと 云、〕 伊勢へ 連れてい にけ. 9、 も 

ど. 0 道に て、 かたい 石べ のお まへ をば、 あじな 心に し 

なの ゃふぞ 言け る、 それよ. 0 をん はら ぼて れんと な 

, ^、釉 にかくす も 三：：： か 四 月 、梅に みのい る さ ：！；： やみ 

と 呼びて、 かの 男 も 女房のお きぬに かくして 〔おき 


ぬ、 畏右 衞？： 女房 也、 ねす きと 見えて おきぬ と 云、〕 か 

らう じて ぬすみ 出て、 いとくら きに おんぶ 〔おんぶ、 

おんぶ 擅 金の 本尊 を、 本 田よ し 光が おんぶし たる 類 

か、〕 させて 行けり、 か つら 川と いふ 河 をいで、 草の 上 

に をき た h- ける、 その 時す いろに 女 かなしみ にたへ 

かね、 ァ レ壬生寺のかねの數九っこ \に北^5、柬寺の 

塔 ゃ朱崔 野と、 くりごとして 此 E 'にどん ぶ こと、 

〔どんぶり、 馬鹿 集の 歌に、 古池へ 蛙 どんぶ， 9 龜 によ 

つきり、 すつ ぼんく とう その かわかな、〕 龜の子 〔龜 

の 子、 きゃん さい 圖會 曰、 占の かん 板に 似たり と、〕 や 

驚と 相 ^「相^、 同じ 住罟 のこと 也、 居候と はて、 ち 

が ひ 也、〕 かりに 成と て、 

ウレう そでない ほんに きの ふやけ ふまで も 

わたの けいこ やて なら ひに ゆく 

これ はお はんが、 ホシニ 女子 は 一生に 夫と 云 は、 たい 

一人 〔夫と いふ は 只 ひと， り、 女 今 川 三く だり 半に 曰、 

女 はすいた 男 はもち 次第の 事、〕 とお 鹿が たく 覺 へし 

よりの ふれぅけんな.^^と、ぁでなる ことばにも、私し 

やい や ゐなァ なんと 云め る、 幼と きから お まへ をし 

た ひ、 ものみ 見物 〔物見 見物、 下から 讀 でもお なじ こ 


となり 、熊 坂 氏の 物見の 松 は 盜 人の 親玉、 こ、 にて は 

むすめの 豆 盗人、 まめ や あられと 文 を 付た であら ふ、 

推：： M 、： 1 にも 飼犬の 如..、 跡 を 追 ひ、 はだか 人形 役者 槍 

や、 十九 文 〔十九 文、 通 土 記 云、 その かみ 手ぬ ぐ ひ 安 I 買 

三十 八 文、 下駄の 安資 十九 文、 さわぎう たの 三下り よ 

, ^初る、〕 の花簪 にて、 終に 身 を はたす ことに なんな 

ぬ、 嘸 やゆ. びの わ や、 銀む ねの 櫛の 紋所に も- 4i の 字 

.V  、鶴 Clii の 字 鶴、 鹤林 玉露 曰、 ふ髮結 所の しゃう じ も 

の： にみ ゆ、〕 に こじつけて 附 たらん と、 えんに 可愛 

らしき 係、 豐： ま 齋宮が 一 ふしに 殘る、 . 

〇 ぼ ノヮナ 十八 文ヌ ケ 

居候の 男め.^ け h -、 その 男う き 世 を 三分 五 厘と 見 か 

ぎり、 〔三分 五 屈、 二 一天 作の 古語な b と 云、〕 京 はな 

まじらけ て 〔なまじら け、 なま 娃のま へ かたなる を、 

なまじら けと 云、 論語 讀の 論語 知らす の 曰、 まん ま は 

じらけ をい と はす、 なます はおた ふく を さがす と、 下 

略、〕 面白くな し、 お 江 月サァ へま かるべ いと 心がけ、 

もとより 同行と する 人 一 人 二人して いきけ る、 道し 

れる人 もな く. てまど ひ あるきけ るに 、萬歲 〔萬歲 、 安 

ひ 扇の 一名 也、 萬歲 扇と 云、 一： -I 載鸛 はまた 稀 類 上品 


也、〕 のお 出 やる 國の、 やつはしと 云 所に いたりぬ、 こ 

こ を 八橋と 云け る は、 夜 は 何時 ぞ 四つば し を、 わたら 

ばてう ど 八橋のと、 喷 ひかな でけ る ゆ へ 、八橋と 云め 

る、 人の いはく、 かきつ ばた と 〔かきつ ばた 、お 井 半 四 

の 曰、 杜^ ほうわう は 鳥 羽 法皇の- 與來 也、 何の ことか 

わからす、〕 いふ 文字 を、 かみに すへ て 旅の 心 をよ め 

と 云ければ、  . 

錢古 かわ 羽織き つねこん くつら 出せば 

は る 風 寒く た ぬ き寐 て ゐ る 

〔狐、 狸、 きつね 三 疋尾は 七つ、 又 云 狸の きんたま 

四疊 半、 むかし 八， 疊な， 9 しが、 今 はふう がに 四疊 

半に 仕たり と 云〕 

とよめ. 9 ければ、 みなお かしがり て、 なんの こと だか 

きくが まやな りと い、 ける、 行々 てす るが の 11 にな 

りぬ、 うつの 山に いたりて、 むかし 文字 太夫が かたり 

し、 駒鳥 戀の關 札 〔戀關 札、 むかし もの、 すく 淨 瑠璃 

也、 今 達せ g 方に は 文句 を あらたむ〕 をお も ひ 出し r、 

か 妙 やきよ みがた うつの 山べ のうつ、 にも 

ふ.. >  か へりた る 釉しィ か ラウら 合 手 

ふじの. を Hp 上れ V6、 とほうと てつ もな くまつ しろ 
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仁 勢 物語 逋補沙  ：： 

に 古 g  く 見へ けり、 

雞 巾て つ ぺ んは くも をつ きぬく お 富. H 欉 

根 は 龍王のお つむ h- の 上 

〔て つ ぺ ん、 郭公 云て つ べん かけた か と 八 千八聲 

のおつ しゃべ. り 也、 龍王、 飛車の な. 9 たるな. 9 び 

しゃひら しいと い へ ，0〕 

その 山 を こ、 にたと へば、 1 やま 四 文 まっか わたば 

こ を、 一 ニニ 十ぷく かさね あげたらん ほどして、 な.^ は 

出っ尻 〔出 尻、 おうば どの、 おい どに 似て、 てんぐさ 

まのお はなつき を うらやむ、〕 の やうに なん 見えた 

.9、 なを 行々 て武 藏の國 と、 しもつ ふさ. の國 との わ， 0 

なき 中に、 い とで つかち なき 川 あ b、 それ を 隅 田 川と 

い 上、 その 河 のほとりに ゑり 袖口の あ か きもの 著て 、 

むれいつ、 いとたけ 〔いと 竹、 とよ 竹 竹 本の 類 也、 い 

と は 本 丁  二  丁目の はらからの 商人が、 近所の いと や 

のむ すめの 小い とがる いか〕 を しら-ぶる もの あり 、あ 

,9 や 何 あんと いふ もの じ やと、 船頭 〔船頭、 せんどう、 

大：！ ： 如来な， り〕 どのに うけ 給 h. 候へば、 ァ レ力 へ藝者 

〔翁 者、 種類 多し、 のみの てうな ごんが 藝者、 ぢ ん こう 

記 に 委し〕 と い ふ ^；め な と、 うそ け ん どん に ぶ つ か け 
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聲 にこた へけ る、 〔ぶっかけ、 二八 也、 娘の 年 かっこう 

と は 違 ひ あ.. 0 

わ, 名 ぬし さまい ざこと ゝ はん みやこ 鳥 

むめ わかさん は どこ に 御座る ぞ 

と ぶん li しければ、 舟 こぞり ての つけに そ け b ヽ 

〇 施主 六 文  ^ 

ふるもの 買の 男 あ，.^ けり、 西の 在に なまめ きたる^ 

後家の あ b ける に 〔-ぉ 後家、 誹諧 附言に、 一分の び 二 

分の び 後家の みだれがみ〕 うちかたら はんとお もへ 

ど、 言よ るべ きたよ.^ もな し、 とかくお 談義 〔お 談義、 

佛書 曰、 小言の 一名、 お 代 农€ のお だんぎ 也と 云〕 へ參 

るが 上分別と、 寺步 行して 佛餉袋 〔佛 ：！、 ぶって うづ 

らの ごとく はる 也〕 なんどの 世話なん 让 ければ、 後家 

も かぎ， CN なくき どくなる 人と 田 5 ふ 色の あら はれし と 

きに、 男の かたよ b、 

fj 御 あ， 9 がた やひと 卷 ならぬ 後家の 鼻 

さぞ や 亭主の 死なぬ いにし へ 

この 歌 川 施 我 鬼 〔施 我 鬼、 がきの もの を、 火む しがと 

るるい か〕 の經木 〔經 木、 しゃく じ經 木と い へ . ^、おた 

ふくの たと へ か〕 のうら に 書つ けて、 寺の 小僧して を 


，-, 


詠 す 
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く  b ければ、 後家 もうれ しく やる かたな かりし にや、 

佛餉 袋の うらに、 

晴歸豁 今まで はお やとた のみし は かた を 

ぬいて おさめん みすの はながみ 

〔はり かた、 はり かたぐ 舉存 候、 且は 嬉しい こと 

なる べし〕 

と 云 や. 0 し、 ちょん の 間の 巾と ぞな. りけ る、 

〇 穴 堀 百 段 

寺に 飯 焚 男 あ b けり、 そのお ほん 內に飛 切 〔飛 切、 あ 

ぶら ひかす、 無類 三國 一 の 御堂前 か〕 の^ 衆 小 性い ま 

そ 力.^ ける、 このお とこ お 衆 にけ さう せんとお もへ 

ども、 和尙に ぼんてん こく 〔ぼんてん こく、  n 本艙圖 

曰、 ぼんてん こくに すいとく じと いふ 寺 あり、 本尊 は 

し" くらいく はん 音 也〕 の おはら い 箱 をし よは せら 

わん こと をお それて、 云よ る ベ きわ ざ もな ふ、 うちわ 

びて かの^ 衆に きけ がしに、 

、我 もとめて わが けっせんと おもへ ども 

舅 

な ゑり やと いかす 立ば まがらす 

かくき こ へ ければ、 若衆 もい とふ びんに おも ひけん、 

お 布施 〔お 布施、 ふせない 經 とて、 ぼん さま はきら い 


也〕 を 包し もめた る 紙の うらに、 

細 11 合 ふたら くやき じ はけんくな くば か 

那智 のお 山に なびく たきつ せ 

〔きじ はけん /\ 、きじと はめ..：：：' やすに あるき ,:、 

すのこ と 也.. 1 

と 云 遣，^ ければ、 男 す^ろに うれしが.. >  、その 夜 本尊 

樣の 影に て 抹香臭 も い とわす 械 

本尊 Q 影 間 

なろ か、 

ぬ本题 

C,<J- 缺く 

けんうん 〔けんうん、 ぶる/^ もの、 一名、 白う ん黑 

うんの 同じく か〕 なる H 力 ありけ- リ、 こ、 を 踏ば あそこ 

が 上り 、空が さけたら どうしゃう、 地が やぶれたら わ 

しゃなん とせう と、 とんだ ことが 氣 になり、 色 寧なん 

どかせ ひで もす ゑが ひち めんどう 〔ひち めんどう、 百 

文 四 文の 利 足 記 云、 八 めに ながる、 とい へり〕 なり 

と 思 ひ 切、 わび 住居して けり、 鳥の 高く 雲井 に 羽 を の 

あ-りさ ま をみ て、 ぶる  <、 ふるへ ながら かくなん 

け. o、 

"そら を 飛 とんび からす を 見 あぐれば 

塔の 九輪で はら ぞ あぶなき 


仁 勢^ 語 通 補！^  f 

〔とんび 烏、 いかの か うらより 出現 ある〕 

〇 七 兩ニ段 

間男 〔間お とこ、 ゐんぐ は經に 曰、 このるい 地 ごくの 

たのしみ か、 くらき 所 をよ しとす〕 ありけ り、 本 と 

もろともに 炬撻 にあた. 9、 つ ゝゐっ 、の 心 持に て、 か 

の 女房と 手に て、 かたら ひ 〔かたら ひ、 おいらんの 名 

にあら す、 ③ てう ちんに 此相印 はない 所〕 ごとなん ど 

しける が、 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、 亭主 はく はばら-, \» まんざ 

いらくと て、 何 ごと か はと、 へ ば、 地震 〔地 しん、 丁內 

記 云 、ばん 太郎の 住所 を 地 しんばんと いふ〕 になん あ 

らんと 答へ ぬる、 女房 はいけ しゃ あ-^ まじく と 

仕て、 さても お、 ひなる 陰陽 〔陰陽、 おん やうと もい 

ふが、 身のう へしら.^ か〕 のかたら ひかな、 首 代 ぐら 

ゐが もの は あるべし と、 亭主の 貌を 見ければ、 

餘尾院 御製 〔鲶 尾院、 ひん 王 萬 八 代の 聖主 也〕 

九 はやま ひ 五 七 は 雨に 六つ ひでり 

四つ 八つ ゆらば かねとし る べし 

女 かへ し、 

木 九から に 火 三つの 山に 土 ひとつ 


 百 十 

七兩ー 一分と 御す い.. =>  やう あれ 

〔七兩 二分、 無限の かねの 銘云、 三百 雨に は 二百 

九十 1 一雨 1 一分 ふそく 也、 是を 笠の 代金と 云〕 

〇 ァゲ代 十五 匁 

いろ 男 あ， 9 けり、 ふかくけ いせ ゐに 〔倾 城、 誠が あら 

ば うんの つきる 所 か〕 名馴を かさねて 行かよ ひつ、、 

しんだいの よき 倾ゅ へ、 なにとぞ はりお ほせて、 ひか 

ば やと 心に こめて、 うぬ かもん 所 〔もん 所、 三つ も. 9 

のむ めばち か、 つる 柏 をつ ける、 はしに はふ じど も 

へ〕 まで はし 箱 や、 比に つけさせる やうに なりけ， 9、 

みやう だい をと りても、 小言 さ へ いはや なんな. h.- ぬ、 

さりながら この 倾ぁ たじけ 〔あた じけ、 かたじけなき 

うらはら 也、 あたしげ なすびの じき やき か〕 なきや つ 

に て、 わたしが どうと もしゃし やうなん と、 言 こと を 

いは ざり ければ 、ひとりねの あんどう 〔あんどう、 か 

ん ざし を さしこむ 穴お ほくみ ゆ、 あんどうの つるし 

ぎり 也〕 に、 かく 書つ けて か へ b けり、 

錢 M おゆる ぐと もよ もや かざしの かなめ 石 

あた じけ ない の あらんかぎり は 

女 この 歌 を 見る とその ま、 かぶろ 〔秀、 もうせん を か 


むろうと 云〕 て ふめの わら はべよ びて、 むか ふの 人 

〔むか ふの 人、 いせやに 人と 呼、 かう しにて しんぞう 

のじゃらくらぁ，9〕に«^はこばせ つ 、、 はんき， 0  〔お 

切、 六 段め の 切 也、 どふぞ ぐと かく やっか〕 のう， す 

やうなる かみと. 5 よせて、 れいの ごとくい よ/ \御 

きげんよ， \1 うぬが はう のき げんの よしあしから 先 

へ かき、 めでたく かしく 〔かしく、 を さ 名なん どかく 

也、 たれさ ま 御 もと へ 、ゑんよ. 9〕 の 末に 

4m千はゃぶるかみくす買にたどんぅh^ 

からく， 0 みせて 水ぐ きを や る 

〇 百 三十 二 文 日 雇 

ふだんの 强氣土 持 〔土 持、 きゃん 代實錄 、一荷 三十 二 

位、 後天び ん坊に 入て、 せんざ ゐ しう を 撰す〕 ぎみと 

い ふい ま そかり け. o、：n 頃 九 ごん をた うべ 、まき 舌に 

てた とへ よしんば よしやよ しかしと、 太平 樂 をなん 

言け る、 其 近き あたり に 寄 合 辻番 〔辻ばん、 - J た つ の 

身が は. c- なり〕 の 緣に來 て、 遊ぶ おんば 〔おんば、 ね 

ん ねん ころ/^ ねん ころの 三番 叟か〕 どの をみ そめ 

て、 彼辻番 なるこし ぬけ 親父 〔親父、 とんぼが へり を 

して じ やおと 言〕 を 十 割 〔十 割、 四 割 八 分の 上 を行詞 

； T 勢 物 Is 『き 辅 抄 I 


な り と〕 とばみ、 文に て E? しらさん と、 とほうと て つ 〔 

と はう とてつ、 そてつの 親玉 也、 とほう 大根の 額〕 も 

なく か、 せ、 すきが へしの 紙 もて 封 じけ るお くに、 

¥ws おみさ まに せきこみせ きそん 大權現 

早くね ゝし てだい てんぐさ ま 

〔せきこみ、 大和 詞に 云、 のぼ 瀬の 近所、 むだの し 

ほやなん ど 有 ho 

〔大 てんぐ、 くひん とも 云、 僧正 房の 曰、 くひん と 

は 五 一 のこと、 ちょぼの るい〕 

かくき こえければ、 女 もい とにく からす やお も ひけ 

ん、 私 も 在所から 此 はる 〔此 はる、 細見 記に、 むかし 宗 

田 やの きみたり と 見 ゆ〕 來 ましたが、 そふお も ふ てく 

れ めす 御 しんの ほど、 ありがた 茄子の 范、 うつ b 胡 

瓜 〔きうり、 めう が もしらぬ きう， 0 と 半兵衞 に、 嘉十 

郞が いけん 狀 にあ， 9〕 の 御 こ、 ろ なきやう に、 御 返い 3- 

. を さ 、げ <;>i、 

截^.!; はと、 ぎす 初 昔 ぶん 出せき くべ ぃぞ 

てっぺん かけての ぼせ に 

〔ほと \ ぎす、 子で 子に あらむ とよく かく やつ 

也、 第 一 口 しゃべり か〕 

1^3 


 仁 物 i  ，通 補抄  

男 は 返り を 兒 るより も、 す いろに うれしく、 まき 舌に 

て ァ ノ あまが 斯言 てよ こしな ゃァ、 七 Si けんべ い、 つ 

き やが どろぼう 〔どろぼう、 どろ 田 を 棒で ぶ つた やう 

な こと〕 にあ や あしめ へし、 うそ は あるめへ とよろ 

こび ざけ にくら ひ醉、 まるね 〔まるね、 ひと.^>ねのと 

かまる ね やの 字の 外見え ると 古歌 あ.. 0 してけ トノ、 目 

ざめ て はっく さめ/^、 〔くさめ、 くさめ /(\ 何 を 見 

て はねる、 十五』 极ぉ月 さます つぼん の 違 ひ 也〕 M  、 い 

めへ まし ゐ 畜生め、 おれが 嘴 をァノ あまが する そう 

だとて、 

このたびの 風 を ひいたら その かどに  . 

みな ふき か へせい せの^ 1! 

と はや b 風の 歌 もて まじない 〔まじない、 御祈禱 のる 

い、 きとうば かに 仕た〕 ほどび にけ る、 ねん/^ ころ 

- J ろの 女に ぞぁ b ける となん、 

〇 三く だ b 半 段 

なう てんきなる 男 ありけ. o、 かの 手拭 〔手ぬ ぐ ひ、 本 

染の 初、 いてう つるに の， „^ て、 なでしこ かさくら そう 

か、 わからん こと はしみ づ やにても、 やなぎば しにて 

もき ゝな〕 と 灰 吹 は、 あたらしき うちが よいと 云へ 


  百 十二   

る ことのは になら ひ、 女房 を 去 こくらば やとお も ひ 

しょり、 三 资荒祌 樣の御 はらだち つよく、 夫婦 〔夫婦、 

ちゃ あ ふうの ぬけがら〕 いさか ゐの たえ ざり ければ、 

女房 もぶ つ て うづ ら 〔ぶ つ てう 面、 この つら はよ く 出 

る 也、 まんが わるくな ると、 つらに つらが かさなる〕 

して 仲人の もとへ いに け. 9、 

ftH 化. -PJ-  C 

おおお ゾ もろとも にあ ふか こ 、ろ はな けれども 

わが 身 ひと つに うまる 子 はなし 

この 歌 男み るよ b ふびん 〔ふびん、 萬寶 へん 書 曰、 ど 

びんの 口 をき くの 也〕 とやお も ひけん、 招魂の 歌と な 

ん きこえし を、 かきつ いけ やりけ る、 

一一 一  こよ ひしの ぶた そやた れぞ とせ かれても 

むすびと めた る 下がい のつ ま 

〔下がい、 みは  >は せまき をい と はや、 羽 をり は 

ながき をい と はすと、 孔子 もい へ. 9〕 

〇 髮結餞 二十 八 段 

うぬぼれ 〔うぬぼれ、 長ば を.. „ ^大ふ どころ 也〕 通のお 

とこ あ. け ひ、 にた 山の ベ にい ま そか， 9 て、 羽 を. 9 は 

前 さが， 9 もて、；^ を ひきす 、ふところなん 大き v( 3 

て かたの もん 所、 乳の あたりに みえつ、、 三枚の うら 


つけ はきて、 二  丁 町 (一一 丁 町、 さか ゐ ふきやの 兩丁、 中 

村 市 村の 戯場を 云〕 五町 まち は みんなち かづき もや 

うに 云 もて 行、 じゅばん 〔じゅばん、 ちゃばんの るい〕 

のえ.^ で 1! をし めながら、 さくら 田 も、 三 立め の (虫 

喰) く はぐつ と おもいれ さ、 なりた や 〔成 田屋、 市 川 五 

代 後 厭 花道 つらね) も おもてむき はしう ちがお とな 

しいが、 がくやに いはくが あり やす、 ソレ よしかへ、 

す とんた 十五 點だが 〔十五 點、 人の こと を 惡く云 ひた 

がる はいかいし のてんと b 也、 はい 人 はよ く 人 を そ 

しる〕 えど 丁  〔江戶 町、 細見 記く はし〕 の あづま や 〔や 

あづま や、 にしき もみお〕 と、 こ 、の >5<1  〔や こ 、のえ、 

しけの しけ じ〕 がての うらの これ もので、 すれく だ 

か、 おもた か 流 〔おもだ か 流、 委 はてう ちん 紋づ く，， レ 

にあり〕 のて うちん が 、中の^ 〔中の 町、 中々 の 丁 也、 

色の 中の 丁と も、 春が 春 櫻、 秋 はとうろ うの さかへ、 

あて やかなる 地 也〕 にね へ こと は あるめ へと、 せけん 

を 一 呑に はなす、 おの こな まめき たる 女に、 むかう か 

ら ほれられ やうと おも ひ、 あるけ どもい はしゃつ、 

ら のにく ひとのみ 言 女お ほくて、 ほの 字の 沙汰に も 

およば ざり ければ、 やげん ぼり の 不動 尊に まう で、 

仁 勢 物語 通補抄 


力く なん 

§ 木む ませい しひつ じと さる は大 通よ 

たのむ 不動に よびだ 八まん 

その ほうしろ よ.^.、  口 まめ f  口 まめ、 まめ そく 才 ゑん 

命な り、 人 はわる かれ われよ かれ、 しんでも 命の ある 

やうに といの る〕 なろ 藝ぉ やうの 女、 上田 〔上田、 はな 

がみの 名 か、 あんよ は 上手、 ころぶ は 上田 か〕 の はな 

がみの 三つ を， Q のかた おもてに、 かいつけて、 いづち 

ともしら でい にけ り、 か へしうた に、 

同 集ね はせん じゅ どらう ち こそ はふ つう ぞ， フ 

名 はもん じゅに てい やみ ふげんよ 

〔どら、. とらの 子 也、 五 W1 里程 はしる〕 

〇 無量 無さん 

もの かゝぬ 男、 とな..^ なる 女の はたち 〔はたち、 十九 

と 二十 一 の眞 中程 也〕 ばか.^ なる にけ さう して、 らう 

たけ 〔らうた け、 けしから ぬ ほれ やう か、 又 きせるの 

らうた け か、 不レ 知〕 しく 戀 わび けれども、 ふっと も 

〔ふっと も、 尤 ともい はす、 そこで ふっと も.^.！ 返事せ 

ざり ければ 心う くお も ひ、 かの 女 十九 はたちぐ らゐ 

な，.：^ ければ、 


仁 勢 物 0  0 補 抄  

g 字 さう かう や はたちが かどに 門 立て 

とうや 東 やらん や あら、 ぎ 

〔歌の心 は 蘭 字 也〕 

ひとりつ ぶ やきければ、 女 かしこく や あら ざ， 0, けん、 

淸書 双紙 〔淸書 双紙、 師匠 さまの 御め がた をぬ b 廻 

す〕 の襄 なる 反古 一 枚 ひきさきて、 このお とこの もと 

になげ こみ 〔なげこみ、 百の 旦那 也〕 ける、 男い とくら 

う 〔くらう、 十 郞が弟 也、 曾 我 ものがたりに 見えたり〕 

して 人に 讀で もらいけ れば 、 

g 書 手なら ひ は 坂に 車 をお すごと く 

ゆだん を すれば 跡へ 良る ぞ 

〔坂に 車、 船頭 多くして 山 へ 舟 をの ぼす が 如し〕 

此 うた を 聞て、 おとこ はづ かし 〔はづ かし、 〈1 ゑ ぼし 

に s、 はづ かしながら 此せ うか 云々〕 とや 思 ひけん、 

いらへ もせで ゐ たる を、 など 返事 〔返事、 桓武 天皇の 

後胤 淸盛 は、 平家お つむりので つかいの を、 返事の 大 

將と 云〕 せぬ と 女の い、 こしければ、 

|1  き 文 はや 6 たしかく 手 はもた す 

たよ， o- ばか. 0 がき かま ほし 

〔きか まほし、 あまぼしに て 色 あ をし と 云〕 


 }E 十 a  

女 深く 成 じて、 掃 溜の 隅に て 忍び 逢け ると なん、 

〇 四の 字 九に する 段 

もの を氣 にかけ る 男、 晦： =1の_ ^にか あく  〔か あか 

あ、 いろくろ くして 能くし や ベ る、 くまの ゝ ごわう に 

九十 九 ありと〕 の 鳴け るを氣 にして、 

家集 やみの 夜に なかぬ £11 の 凝 聞ば 

流れぬ さきの 質ぞ戀 しき 

〔みやの 夜、 お 先 まっくらの るいか、 はな をつ ま， 

まれぬ もしれ ぬと 云々〕 

〔質、 孔子 も 三 兩の贊 、時なる かなく と、 利上げ 

をせ す〕 

〇 九つ 段 

あさ 寐 〔あさ 寐、 ひるが ほの 花 を 朝が ほと みるべし〕 

ぼう、 宵 まど ひのお とこ あ. 0 けり、 九つ 〔九つ、 御 

身替. り 質の 利上げ、 寶 のせん ぎなん ど 狂言 のす じ 書 

九つの 鐘 を相圖 也〕 のかね を 相圖に 朝食 を， ぼ ふと 

き、 

、お い かな n も 人に すぐれて 朝寐 する 

ろくな さ い を もく わぬな けり 

〔さい、 七五三 二 汁 五 菜の たぐ ひ、 地理 誌 曰、 ばん 


丁 はさいの 目の ごとしと、 ざく-/^ 汁に 比し， こ 

る や、 豆腐の こと ゆへ わからす〕 

〇 五 人 張 十五 束 

力の つよきお とこ ありけ り、 人々 よ. i> つど ひて 咄な 

ん する にも、 負る ことなん きら ひなり き、 その 男の も 

I へ なまめ ける 〔なまめ ける、 なまけ は、 やまけ ふ - J 

えての かな 違 ひか〕 女の かたよ.^ 筆に 紙 を そへ て、 つ 

よ き ますら お 〔ますら お 、 枕 を はづす ことか〕 の 心の 

ほど を 歌に あら はして 、言 を こせと あ わければ、 

おく 山で 熊とう でお しっか まつる 

聲き くと き ぞ： K はかなし き 

〔くま、 金太郞 小僧が 手玉 也、 その 力の つよき こ 

とに せ 金 ilr- にあ， 9〕 

女 か へし、 

I 家 筆に 紙お のれ は 下につ きに け. 0 

みはみ な はなれつ ち はみ なつく 

〇 一 合 二十 段 

下 〔下 戶、 げこの 立た る 倉 もな し、 又 しん 川 は 上 戶 

の 立た くらば か. 0 也と〕 ならぬ 男、 酒 〔酒 、さけの さの 

字 はさ かやの さの 字 か〕 やの 下女 を 見 そめて、 たび 

41 勢 物語 通稀抄 


一 たび 酒た うべ に まかりて、 

M^-s あ まが 酒 かんして 見れ ばかす がなる 

みかさの ひとつ とれ もしゃう かな 

〔あまが 酒、 忠臣 藏云、 天 川 や 儀 兵衞は あまがさ 

けの 丁 人 成と〕 

广 みかさ、 やり かさ とられが さ、 ぐる/^ /、と 

とられけ るかな〕  . 

〇 十の 字の 尻 曲 段 

はなの 下の-良き 男 あ，^ け. 9  、十七 八 の あて やか 〔あて 

やか、 まめ やの るいか、 あて やか は あてがき の 給の る 

いと もい ふ〕 なる 娘 をお も ひ 初て、 起て はう つ、、 寐 

て は ゆ め、 た  > まぼろしと 思 ひ あこがれ、 人 もて 文 を 

や. 9 ける、 おぐ に、 

雑言 宵 はまち 俊 中 は あかつ き は 

夢の かよ ひじ. <  め よぐ らん 

〔宵、 よい しめてに ならさん しょと〕 

女 は 歌 見る と、 その ま、 いけ- £:T 鹿々々 CiT 鹿、 勘； 牛！ i 

砲の 前 殺 曰、 ばか はし、 て も ほ は つます〕 しき、 ベ け 

らか ぼ- J ，フ -1  なりと おも \ ども、 もち つ とま なの ド ： 

量子 格子 〔とうじ こうし、 一 一本 棒のお くの 手に III、 は 

I  百 十五  1 
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なの 下に 出る とき はた わけに 近し、 のろまの 玉子 也〕 

に 仕て やらん と、 か へしに、 

、バ I* 袖と めて うれし や 文の 置 所 

子供 ほしがる あまの か 、さま 

かくき こえければ、 男 はの ぼせ/,.^ て づゝぅ 〔づ、 

う、 大通 のこう じたる 也、 不通の 合の手、 きゃん 下り、 

とっかの 皮の 破れた るの か〕 はちまきの みしけ るが、 

これにて はた まの を も あやうし と、 あさく さ 〔淺 草、 

どさくさに 近し、 深 草 は 少將の 住所 也、 物 草 は 三の 切 

あしや 签〕 て ふ、 ゐんぐ は 〔ゐん ぐ は、 しんぐ はの たか 

ぶ. 9 たる 也〕 ぢざ うに まう で、 わたしが ゐんぐ はで ご 

ざ. 0 ますと、 むしゃう にくる ま を ま はしければ、 夜 も 

いたく ふけて か へる みちさへ わから ざ. 5 ける に、 

觀音 2^ はくれ て 野に はふす とも 宿 かるな 

つ みあ さく さ へまい るみ なれば 

〔野に 伏、 野に ふす をのぶ しと 云、 山に ふす を 山 

ぶしと 云、 あかいわし をな まりぶ しと 云〕 

夜ば ひ 〔〕佼 這、 盆 踊 唄 曰、 e: か 星 か 夜 這 ぼし か〕 あるき 

て、 やう やくう ち へなん かへ b ける、 かゝ るた わけな 

る 〔たわけ、 田 を 分けて 步行 やつ， 也〕 おの こも あ b け 
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〇 さんせん 十二 段 

あつかましき 〔あつかましき、 つらの 皮 千 枚、 風の 皮 

千 枚ば. 0 也〕 男 あ. 0 けり、 わう じ 〔王子、 柬武北 あすか 

山の 先 也、 王子 はすう 人な りと お 記の 列 傳に有 ho と 

なんいへ ると ころに まかりて、 よるのと のに 〔夜 殿、 

きつねの ことか、 垂 こん/ (^とい ふ も 白狐の こと ゝ 

なん〕 つま、 れて けり、 きつね みやびやかなる 女の ふ 

り にばけ て、 〔ばけて、 玉 もの ま へ のい けと h- 也〕 かの 

男の 釉を ひか へ て、 あすか やまなる 麓の ちゃ 屋 〔ちゃ 

屋、 伊太 八が 感懐に 曰、 茶ャ船 やどの つけと V け、 や 

h- 人 かむ ろの 仕 著 施まで、 みんな そなたの くめん づ 

くと い へ ，9〕 につれ 行、 ときなら ぬ どで う 〔どで う、 を 

ど.. o- この 一名〕 のす いものなん どくはせ、 ぼたもち 

〔ぼたもち、 たなから をち たお はぎと、 かね かけ 松に 

み ゆ〕 なんどた うべ させけ り、 その 時 女、 あ ふぎのう 

ら にかく かひつけ てみ せけ る、 

うらの みぞ どじよ やど じょ .-(t どじよ ぬら><^ 

ぬら. o- ぶら b  to 山 ざ くら かな 

u て、 お まの ふん 〔むまの ふん、 四 谷 海道に さぞお ほ 


からん、 まぐ さの 中に あやめ 咬と は、 つゆし らんと 

い へ ，<^〕 や、 み 、す 〔み、 や、 み 、やなく 野べ のお 草と 

見 ゆ〕 を、 もちの そばのと なをつ けて く はせ ける ま 

ま、 おとこ も 一 のとみ なんあた で、 ちう さん 〔晝 三、 

もうせんの 上の 高 ひ 顔色な り、 晝三 ばっかりけ 十六 

と 云々〕 を かひし こ ゝ ちして、 女の ひざに よ， りか 、 る 

とお もへば、 ゑなら ぬひと つべ 〔ひとつべ、 本 所 立 川 

通， C- にあり、 五つべ が 五 百ら かん 也〕 やうのに ほひし 

て、 木の葉の 中に われの み ふして、 女 は いづち 行けん 

しれ や.、 男 もとはう 1; と はう、 十 方 ぼ 界と弗 書に 見 へ 

た..^〕 にくれ ながら、 くす の はの むかし を 思 ひわた し 

て、 

跳^ 今 こんと い、 しば か b の あだつ きに 

しの だが も， 9 のうら みく すの は 

广 あだつ き、 あさつきな ますで、 おさらぶ/, \ 'と 

. 云も此 ことか〕 

これ をなん きつねに 馬 〔狐に 馬、 こん ひん と 言 きつね 

に 馬の 古事 か〕 をのせ たりと やお も ほ ゆ、 

〇 易代 十二 段 

うたぐ.. 0  〔うたぐ 、おぐ， 0 殿の； iil- を ほむる とい ふ 古 


語より 出た るなる べし〕 ぶかき おとこ ありけ b  、女の 

もと へ 文 を やる とき、 四つ. 辻に たちて、 くし もて 釉の 

下に か く，， H 仃 かふ 人の ことのは を もて、 よしあし を 


S 案つ およ 辻 四 迂の釉 に 占 問ば 

うらま さし かれ 辻 うらの かみ 

〔辻 うら、 夜た かの まち 人 を かくる ことか〕 

〇 一 年 三百 六十 四 段 

あそびくらす 男、 また 來る 春に もぶ らっかば やと、 書 

.f^ 〔書初、 每年 かくむ だ を、 みなさま 御 ひ な きあつく 

御覽 下され、 あ.^ がた 山吹の 色 は 本 やが せしめ、 作者 

は 卯の花 一 枚の 戯言に、 花の木に さかせる ことにな 

.^ぬ、久しゐもの〕の硬にむかひて、 

f 鱗き みが 世 は 千代に やちょに さいれ 石の 

いはしの ぬた で こけの 吞 まで 


仁 勢 物語 通補抄 


百 十七 


れ 

め 

す 
ぐ 

れ 

の 
片 

也 

々 

穴 

賢 

秘 
密 
の 
法 
也 

ラ んっ 

や！ 

あ 
や 

ジ/ 

ぎ 
St; 

可 

秘 
な 

お 

ん 

1 J.- 

お 

ラ 

ば 

ど 

'の 

の 
な 
れ 

；ど 

、 

て 
は 
具 

し 
や 
あ 

( 

ま 
じ 

ど 
h 

ね 
の 

，* 

と 
し 

ぐ 

m 

ん 
び 

ん 
ひ 

つ 
か 

地 

も 
ぐ 

と 

な 

ぞ 

[ 

の 

，、、 

き 
谷 
ぐ 
み 
な 
る 
ベ 

し 

ち 

あ 
る 

ベ 

し 

ぬ 
い 

て 
お 
さ 
め 

は 
み 

り 

ラ 
ち 
の 
ほ 

ぬ 
い 

て 
お 
さ 
め 
ん 

ぬ 
い 
て 
ぬ 
い 
で 
の 
せ 
い 
ナ， * 

ぐ 

心 

の 
う 

と 

な 

ぶ 
ん 
た 
し 

ふ 
ん 
ど 
し 
と 
よ 
み 
違 
ふ 

と 
な 
か 
れ 

口 

傳 

で 

つ 
か 
ち 

で 
つ 
か 
ち 
せ 
さ 
ゑ 
も 
ん 
と 

が 

A、 

と 
し 

の 
金 

也 

ま 
か 
る 
ベ 
い 

/—V 

ベ 

い 

葉 
が 
や 
む 

ベ 

い 

な 
ら 

暂 

ぼ 

て 
れ 
ん 

ぼ 
て 
れ 

ん 
と 

や 
ぶ 
れ 

線 
の 

へ- 

と 
< 

m 

さ 
と 

ぢ 

や 

ら 

ぐ 

ら 

ち' 
や 
ら 
と 
に 

ザ、 ヽ 

h 
て 
い 

ふ 
を 

や 

や 
し 

ぐ 
い 

の 
み 

ぐ 
い 
と 

y、、 

b 

m 

ti 只 

ベ 

し 

に 
せ 
も 
の 
が 
た 

よ 
み 
ぐ 

せ 

仁 

物 

pn 

M 
補 
抄 

云 
ク 

ど 
じ 
よ 
ぬ 
ら 
f) 

ど 
じ 
よ 
と 
は 
下 
女 
の 
妹 
也 

ん 
じ 
よ 
そ、 

夜 

i よ 
い 

星 
の 
名 
也 

る 
介 

_ し 
ハ 

が 
と 

づ 

大 
通 

の 
借 
金 

ん 
と 
出 
來 
て 

は 
ち 
ま 

さ 

有 
れ 
ば 

の 
1 

を 
す 

る 

古 

の 

と 

し 

へ 

け 
ら 
か 
ほ 

ラ 

ベ 

ら 
ぼ 

つ 

の 

A 
也 

ら 
と 

ぼ 

は 
か 

む 

お 

み 
の 

可 
成 

本 

道 

の 

m 
師 
か 

よ 
ぐ 
ら 
ん 

か 

ら 
ん 
の 
お 
じ 
さ 
i. 

也 
人 

よ 

ぐ- 
ら 
ん 

あ 

/—V 

あ 

3： 
や 
せ 
み 
や 
カロ 
の 

た 
の 
古 
事 
也 

頃 

朝 
寐 
ぼ 
フ 

ぼ 
ラ 

に 
ラ 

す 

げ 

し， 

や 

9 

の 

，や 

か 
あ 

あ 
( 

也 

る 

が 

し 

と 
し 

は 

だ 

め 

/—V 

た 
め 

を 

に 

ア、、 

る 
也 

は 

つ 
る 
の 
を 

ぐ 

ら 
フ 

し 
て 

( 
ラ 

の 
か 
な 
繙 
の 
法 
也 

ど 
ら 
フ 
ち 

ど 
ら 
は 
死 
し 
て 

借 
金 

殘 
す 

KP 
\_/ 

1 
ぬ 
ぼ 
れ . 

ぼ 
れ 
た 
け 
な 
や 

ぼ 

A し 1 
1 
長 1 

フ 1 

た ！ 
に 

十 
八 

に 
な 

フ 

が 

< 

0 

1Z 

見 

ひとつ ベ 〔本 所の 邊 にあり〕 
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■ とう ぼ へ か〕 

ぶらつか 〔ひらつ かの 合の 宿 也 、嘘八百 里〕 
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おさな 源氏 

ある 女ば うの ll^i 々しき さ うし をよ みけ る を、 わら は 

ベ どもの こぞ り よりて 聞ゐ ける が、 はや そらにお つ. H 

へて、 くち <^ にい ひついく る- 何もの、 わざに か、 

故 もな き 事共 を 書 あつめた る 物 也、 - i れを まこと、 

思 ひて、 耳に ふれ 口になる、 は、 あったら 事 也と 思 ふ 

物から、 此名 だかき 物語の すたら を、 かたの ごとくつ 

づ めて 書つ いく、 古の 歌人 さゑ大 寧と つたへ を かれ 

た^^ まき/、を、ぅはのそらに見ゎく ベ きなら ねば、 

力す/.^ のう そに かたこと をと. 0 まじへ て、 おさな 

源氏と 名 付た h  、 かの あだ ごと をよ み お ぼ へ ん より 

は、 いろはの かた 手に これ を 2^ なら ひ 侍らば、 よそめ 

に はやさし くも m-^ はれ、 おとなに 成ても まことの た 

よ -9. にも 成べき 物に こそ、 
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お さ な，， 


〇 きり つぼ 

いづれ の 御 時に か、 女御 かう ゐ あまた さ ぶら ひ 給 ひ 

ける 中に、 き. 9 つぼの かう ゐ とて、 み めかたち すぐれ 

たる あり、 此 かう ゐを 御て う あ ひ あるに よ. 0 て、 世の 

人き. 0 つぼの みかど、 申た てまつ るな. 9、 あまたの 

女御 更衣た ちに くみそね みて、 あさゆ ふの 御み ゃづ 

か へ 、何 か につけて くるしげ にもて なし、 ゎづ ら はし 

むれば、 nz に そ ひて 物 舉らぬ を、 みかどい と. ：- あはれ 

とお ぼしめ し、 人の そし. 0 を も は い からせ 給 はで、 御 

あそびのお り/^ に は、 まづ めさせ 給 へ ，0、 もろこし 

にも か、 る 寧のお こ. 9 にこ そ 世 もみだれ けれと、 み 

な 人な げきかな しめ b、 かう ゐの父 あせち の 大納言 

はなく 成て、 母 一 人 はたの もしげ なき 身なりし かど、 

百 二十 1  i 


I  おさな 源氏 1 二    

この かしこき 御 かげ をな ぐ さめに て 年 月 を 過せ..^、 

さきの 世よりの 御ち ぎり や ふか ゝ. 0 けん、 おの こみ 

こうまれ さ ^ 給 ふ 、ね、 のか fel:^ せ 沖 1 の宮は 右大臣 

の 御む すめこう きでんの 御 女の 御 はらに て、 まう け 

の 君と かし づき 舉れ ども、 この 二の 宮の御 かたちに 

は 中々 ならび 給 ふべ くも あらや、 みかどい よ./^ 淺 

からぬ 御 >b ぎりと おぼしめし、 猶 しげく めしよせ 給 

へば、 人々 のに/、 み も いやまさり、 かう ゐの あさゆ 

ふかよ ひ 給 ふうち は しわた どの こ、 かしこの みち 

みちに、 ふじ やうの わざ をして、 をく. 0 むか へ の 人々 

のきぬ のす そ をけ がし、 又 ある 時 は あ、 とさき 心 を あ 

はせ て 、らう かにた てこめ、 人 しれす ゎづら はせ 給 ふ 

事 も あ. 5、^ みやみ つに ならせ 給 ふとし、 かう ゐゎづ 

らひ給 ひて、 里へ 出 給 はんと あれ ど、 みかど ゆるさせ 

給 はねば、 かう ゐの母 さま < ^に 申な しさと におろ 

し 給へ ，9、 みかど かなしく おぼしめし、 こしかた ゆく 

すゑの 事まで ちぎ. 9 の 給 へば、 かう ゐの かた- 

かぎ. CN とて わかる 、道の かなし さに 

いか まほし き は.^ なりけ り 

手ぐ る ま を ゆるさせ 給 ひて お.. 0 給 ふ、 みかど は 御む 
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ねふたが..^御心まどひ、 何亊 もお ぼしめ しわ かれぬ 

に、 夜な かすぐ る 程に た いはて 給 ふ を、 たぎと いふ 所 

にて けぶ， 9 になし 参らす る、 母君 もお なじけ ぶりに 

となき こがれ 給へ り、 みかど は 一 の 宮をは 給 ふに も、 

わか 宮をこ ひしと おぼしめし、 女房た ち をつ か はし 

給 ふ、 野 わきの 風 ふき 物 さびしき ゆ ふぐれ に、 ゆけ い 

のみやう ぶ をう ば 君 へ つか はさる、 御、 

みやぎ の、 露 吹む すぶ 風のお とに 

小 萩が もと を 思 ひこ そやれ 

みやう ぶかう ゐの 母に あ ひて、 

す >5- 虫の こ ゑの かぎ り をつ くしても 

ながき 夜 あか す ふる 淚 かな 

J« しいと いしく 虫の ねし げき 淺ぢ ふに 

露 をき そふる 雲の上 人 

かう ゐの殘 し をき 給へ るし やう ぞく、 御く しあげの 

てう どな ど參ら せらる、 みやう ぶと. りて か へ b  、わか 

の 御 Sli- うば 君の 有 さ ま そ う し て 御 返 し をた て ま つ 

る、 

あらき 風 ふせぎし かげ の か れしょ 、り 

小 萩が う へ ぞ しづ 心なき  一 


をぐ hN 將 ども を 御らん じて、 

尋 ゆく まぼろし もがな つて にても 

玉の 有 か を そ - J とし るべ く 

一 の 宮の御 母 は、 久しくう への 御 つぼねに も參 b 給 

はす 、か-つる のうせ 給へ る を うれしと おぼして、 月の 

おもしろき 夜く はんげ ん などし て あそ び 給 ふ、 きく 

人 つらき 事と 思 ひ いふ 也、 みかど はう ば 君の もと を 

おぼしめして、 

雲のう へ も淚 にくる \ 秋の 月 

いかです むらん あさ ぢ ふの 宿 

n 日 をへ て わか 宮參， ^給 ふ、 あくる 年 一の宮と うぐ 

うに さだまり 給 ふに、 みかど は此 二の 宮 をと おぼし 

めされ けれども、 世の 人せ ういん 有 まじき とて、 色に 

も 出させ 給 はす、 うば 君 其 比う せ^ふに つけても、 み 

かど あはれ に 過に し 事まで おぼしめし 出させ 給 ふ、 

わか 宮 七つに なり 給へば、 文 はじめし 給 ふ、 御が くも 

ん はさて をき、 琴 笛の ねまで も 雲井 を ひい かし 給へ 

、其 比 こまう どの さう にん 暴り、 此 わか 宫 のかし こ 

く 力 たちのき よらなる にめ で y -、 ひかる 君と つけた 

てまつ る、 此苦宮 をば 源氏の しゃう をた びて、 た い 人 
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になし 給 はんとお ぼしめ す、 年月に そへ て かう ゐの 

事 わすれ 給 はや、 御 心なぐ さむ かた も あらざる らし 

に、 先帝の 四の 君の かたちす ぐれ 給へ る を、 ないしの 

介そう し參ら せたり、 此姬君 は 昔の かう ゐ によく に 

させ 給 ひて、 人の き はま さり 給 へ ば、 御 ひう つりてし 

げく わたらせ 給 ふ、 源氏の 君 は此姬 君のお はします 

藤つ ぼへ も 打 つれお はします、 十二に ならせ 給へば、 

げんぶくし 給 ひ、 左大臣 どの、 姬君 十六に な. 0 給 ふ 

を、 そ ひぶし に さだめさせ 給 ふ、 Ig^J^f, 

御 いとき なき はつ もと ゆ ひに なが きよを 

ちぎる 、いはむ すび こめつ や 

貼大 むすびつる 心 も ふかき もと ゆ ひに 

- J き 紫 のい ろしあせ すば 

源氏の 君 は 其 夜 左大臣 殿 へ おはします、 此 おと い の 

御子 藏 人の 少將に は、 ニ條の 右大臣 殿：^、  M の 四の 

君 を あはせ 給 へ ^、源氏の 君姬 君に は 御 心 もっかす、 

藤つ ぼの 御 かたち をた ぐ ひなし とお ぼして、 つねに 

しげく わたらせ 給へば、 おとなに 成 給へば みすのう 

ちに も いれ 給 はす、 琴^の ねに M かよ ひ、 もろ 共に 戀 

しう のみお ぼされ けり、 

百 二十 lU 
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よ V. き， 源 十六 ォの 夏の 也、 さリ つぼと 此まき の あ 

、き，^ ひだ 三年 ぁリ、 其 間に 藤つ ぼに 心.^ か はし 給 

ふべ し 

ひかる 君 は 藤つ ぼに 御 心 ざし ふかければ、 內に のみ 

おはしまして、 左大 g 殿の 御 かたへ は 時々 おはし ま 

す、 長雨 はれまな き 比、 內の御 ものいみ つ^きて、 い 

とレ なが ゐし給 ふ、 左大 S 殿の 御子 頭の 巾 將職敲 ま、 少 

は、 心 やすくよ ろ づの事 か く f -ぁ へす、 源氏の 君の 物 

いみに こも. おはします へお はして、 ともし 火ち 

かくさし よせ、 みづ しの 中なる いろ の 文 共 を ひ 

らき見 給 ひて、 その 人の 手 か此人 かとと は. るれ ど、 そ 

れ とも あら はし 給 はす、. そなたに こそ 見所 ある 文 ど 

も はお ほから め、 すこし 見せ 給 へ、 さあら ば此づ しも 

心よ くひら くべき との 給 ふ、 此っゐ でに 女の しな 

じな を さだめ 給 へ b  、おやに あがめられ たるむ すめ、 

ふかき まどの 內に こも. 0 ゐた. i>、 其 かた かど をき ゝ 

つたへ ？ 5- をう ごかす 事 も 有べ し、 又もとの しなた か 

くう まれ ぬれ ど、 おとろ-へて 位み じかき と、 猶人 のか 

ん だち めまで なりの ぼ hs て、 家のう ち ふっきな ると 

は、 いか いは わくべ きと 定かね 給 ふに、 むまの かみと 

う 式部 一 一 人參 b て、 此 しな < ^を さだめ あらそ ふ、 ^ 
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1,5 猶 人の なりの ぼ..^ たる は、 人の 思 ひなし かろ <.\ 

し、 又もと はやん ごとな きす おなれ ど、 おとろ へたる 

人 は 事の たらざる につけて、 わろ びた る も 出く る 

物 なれば、 いづれ も 中の しなと いふなる バレ、 f や 

うのな かに も ふっきに して、 かし づけが むすめね ざ 

しい やしから ぬ も 有べ し、 みや づか へ に 出て、 思 ひが 

けぬ さい は ひに あ ふ もお ほかるべし、 人に しられす 

む ぐらの やどに こもり ゐ たる もお かし かるべし、 大 

かたなん なき も 我 ものと 思 ひさ だめん は 有が たき 世 

なり、 人 はた いしな にも よら じ、 かたち をば さだか に 

もい はす、 物 まめ やかに しづ かなる、 D ざし だに あら 

ば、 っゐ のた のみ に は 思ひ定 むべ か け る、 さ て むま 

のかみ 物が たりに、 まだ わら はべの 時 女ば うな どの 

昔 物が た， 0 をき、 て、 ぁはれなる^！-かなとなみだを 

おとし、 も、 今 思 へ ばかろ ^しき 事 也、 心 ざし ふか 

き 男の すこし つらき 事 有と て、 家 を 出て にげかくれ、 

お と- ^ の  >ひ を 見ん とお ふに、 げ にだう， 0 な， 9 とんに 

ほめたてられて、 あはれ もす、 みぬれば 尼になる 也、 

これ をお とこき、 てなみ だ をな がせば、 日ごろ つか 

はれし ふか 女ば うな どきて、 おとこの 御む は あはれ 


なる 物 を、 あったら 御身 を あまに ならせ 給 ふ 事よ と 

い へば、 くやし、 さ  >レ いで. V？ て、 弗の みちを もと， sr- うし 

な ふ 也、 たと ひお とこの 心 はよ そに うつろ ふ 共、 あ ひ 

そめた る 心 ざしい とおしく 思 は  >、 かんにん してう 

ら むべ き 事な ど あらば、 にくから ぬ やうに いひな し、 

をと. 0 たらん に は、 おとこの ひも じねんと おさま 

るべ し、 なをく むかしの 事共 かた，^ 申さん とて、 ち 

かく ゐ よれば、 君 も めをさまし、 中將 もつ らづ ゑ をつ 

きてき、 ゐ給 へり、 ^やの それがし いまだ 下らう の 

時、 あはれ と 思 ふ 人 有しが、 かたち まほに も あらね 

ば、 そ ひとぐべし とも はす、 とかく 46 ぎ 侍しに、 

此. 女し つとの 心 ふかき をうる さく 思 ひながら、 物 ま 

め やかに うしろみ となり、 我に たが ふ 事 なきやう に 

i なびきて、 心 もげす しう も あらす、 た .5- 此 しっとの 

心 ひとつ をお さめ かねて、 我 ゆび ひとつく ひき りた 

り、 これ はいかなる 事ぞ、 かく かたわに なりて は、 世 

のま じ は，. T もな， cs がた し、 け ふこ そかぎ. o- なれと い 

ひて、 

手 を 折て あ ひみし 事 をかぞ ふれば 

是 ひとつや は 君が うき ふし 


女 うき ふし を 心 一つに かぞ へきて 

こやお が 手 を わか るべき おり 

„ ^女 は たった 姬論 針、 ち たなばたの 手に も讀 を 

とる まじく、 いと あはれ にお も ひた. 0 とかた， r> 中す、 

又お なじ 比 かよ ひし 所 あ， り、 神 無 R! の：：：： おもしろき 

夜、 內 より まかで 侍る に、 ある 殿上人い ふやう、 こよ 

ひ 我 を 待 人 ありと て、 我 iSf にあ ひの て、 かの 女の 家 

の あれた るぐ づれ より 入たり、 是 はつねに 我 かよ ひ 

し!；^ 也、 もとよ ，0  > じか は せ る に や、 すの こにしり かけ 

て ふ ゑ を ふけば、 女は內 より わごん を かき あはせ た 

り、 

琴の 音に 聞 も ゑなら ぬ 宿ながら 

つれな き 人 を ひき やとめ ける 

女 こがらしに 吹 あはす める 笛の ね を 

引と  > むべ きことの 葉ぞ なき 

すける 女に は 心 を かせ 給へ、 あやまちして 見ん 人の 

ため、 名 を もた て つ べき ものな. 9 とい ましむ、 

「とうの 中將の 物が た. CS に、 しのびて 見 そめし 人 あ 

.5、 おや もな く 心 ぼ そげに て、 我 を 打た のめる に、 四 

の君：^|、カ よりう たてしき 事 をい ひやる、 さる 事 を も 

- ,  百 二十 S 
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我 はしらで、 久しく 音信 もせ ざ るに、 お さなき もの ひ 

と.. >  あるに、 思 ひわび て なでしこの 花に つけて、 

女 山が つの かき ほ ある 共 折々 は 

あはれ を かけよ なでしこの 露 

_g 中 さき まじる 花 は いづれ とわ かね 共 

IHIAJ こなつ にしく も のぞな き 

女 打 はら ふ釉に 露け き とこなつに 

あ らし 吹 そ ふ 秋 も きに け. 9 

此女は 夕が ほの： と 也、 むすめ は 玉 かづら 也、 

^後 は あ ともなく うせお り、 いかにもして 此 なでし 

こ を 尋ねん と m-^ へ ど、 ゑこそ聞付侍らねとかた，.^給 

ふ、 

「とうしき ぶが 物が たりに、 ある はかせの もとに 學問 

し 侍る とて かよ ひし 稗に、 はかせの むすめに いひよ 

りて、 物 を もなら ひ 侍しが、 妻子と たのまん に はむ た 

、"にて、、 じのう ち はづ いしぐ、 そ ひと げんと も はれ 

す、 久しく 參らで 物の たよりに 立よ b たれば、 物 ごし 

にあ ひてい ふやう、 月 比 はらの やま ひ を もき により、 

ごくね ちの さう やく をく ひて くさし、 このに ほひう 

せなん 時 立よ. 9 給へ とい ふ、 藤 式部、 
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さ 、がに の ふるま ひしる きタ ぐれに 

ひる ますぐ せとい ふが あやなき 

女 あ ふ 事の 夜 をし へだてぬ 中なら ば 

ひるま も 何 かまば ゆから まし 

君 だち そら 事と て わら ひ 給 ふ、 け ふ は ：！： のけし きも 

なをれ. り、 まかで 給 はんと あるに、 內ょ. 0 左大臣 殿 へ 

は- 4i 輕ふ たが.^ た.^、 いづかた へ か、 たよへ し 給 は 

ん とて、 いよの すけが 子き のかみ が 家に、 中 川の わた 

b なる にお はしました， 9、 水の 、レ ばへ 柴 かきす  >  し 

/、、 螢 とび ま は.^ 虫の こ ゑ もしげ し、 人々 はわた 殿の 

下より ながれた る 水に のぞみて さけの む、 源氏の 君 

はに しお もてに 女の こ ゑ 聞 ゆる を 立ぎ ゝ給 ふ、 いよ 

の 介が 女ば うのお とうと 十二 三ば かりなる 有、 此子 

にあね の - 一 ゑして、 みなね 給 ひたる かと ゝふも 聞 ゆ、 

君 は うちとけても ねられ 給 はや、 しゃう じの かけが 

ね を こ、 ろみに 引 あけ 給へば、 火の ほのぐら くみだ 

れが はしき 物 共の なか を わけ 入 給 ふに、 よ -づま 

りた b  、人 しれぬ 思 ひ を かけて との 給へば、 女お どろ 

きた. 9、 中將の 君と いふ 女ば ぅ參 りて 見 付、 こ は あさ 

ましと 思へ ど、 なみ/ \- の 人なら ば こそ ひき も かな 


ぐらめ、 あまたの 人の し..^ て はよ からぬ 事と s-.- ふに、 

おくなる おましに いだきて 入せ 給へ. 9、 鳥 もな き 人 

人 もお きさ はぐ こ ゑし ければ、  ， 

つれな きをう らみ も はて. ぬしの、 めに 

取 あ へ ぬまで 驚かす らん 

女は此 あ，^ さま、 いよの すけ 國 にて ゆめに や 見ん と、 

そらおそろし/、 て、 

身のう さ をな げくに あかで 明る 夜 は 

とり 重て ぞね もなかれ ぬる 

左大臣 殿へ か へ . ^給 ひ、 小 君 をめ しょせ、 あねの 事 を 

かた， 9 て、 文を此 子に つか はし 給 ふ、 

見し 夢 を あ ふ 夜 あ. 0 やとな げく まに 

めさへ あはで ぞ比も へに ける 

か、 る 文 はみ るべき 人 もな しと 申せと て、 返事 もな 

し、 又 物い みの 比お はして、 こよ ひ あはん とお ほせ 

共、 中將 とい ふ 女房の つぼねに かく れゐたり、 小 君た 

づねぁ ひて かくと 申せば、 なやましくて あた. 9 に 人 

お ほく ク ，- し を 打 た、 かせて と 申せと いひ はなち、 心 

の 中にはい かに 程 しらぬ やうに お ぼす らんと 思 ふ、 

^；？に此女の心の ほど もはづ かしく、 うしと おぼして、 
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は \ き 3* の、： ：3 を しらで その はらの 

道に あやなく まど ひぬ るかな 

女 もさす がに まどろまれ V.Jh,- け h' 

數 ならぬ ふ せ やにお ふる 名のう さに 

あるに も あ らで 消る はゝき > 

〇 う つせ み 

其 後 御せ うそ こもた へ てな し、 かくても ゑ やむ まじ 

ければ、 いかな らんお. 9 にかと 待お ぼしめ し、 きのか 

み國 にく だ. 5、 夕 やみの たど， （ -げ なる に、 小 君が 

車に あ ひの. 9 て 人 しれす おはしました..^、 すだれの 

はざまに よりて のぞき 給へば、 きのかみ がいもうと 

のにし のかた と蕃 をう らゐ た. 5、 もやの 中ば しらに 

西 ざまに そばめる 人 は、 こき あやの ひと へ がさね、 か 

しらつ き ほそ やかに ちいさし、 今 ひと は ひがしむ 

きに て殘 りなく み ゆ、 しろき うすもの ゝ ひと へが さ 

ね、 ふた あ ひのこう ちき、 くれな ゐの はかま、 こし ひ 

き ゆへ るき はまで 見へ た， 9、 人み なね て 火の ほのか 

なる に、 きち やう 引 あげて 入 給 へ ば 、女に あさましと 

思 ひて、 す^しの ひとへ 斗き てす ベ b 出に け 、源 は 

ひと， C 'ふした る を 心 やすくより 給へ るに、 その 人に 
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は あらす i6、 むすめの 西の 御 かた 也、 目 さめて あき 

れ たるけ しき..：^、 人た が へと いはん も、 つらき 人の た 

め あしかる べしと おぼし、 たび-,^ の 方た がへ に 事 

よせ 侍しな どい ひなし 給 ふ、 此 むすめ はな. ま 心なく 

あはれ にて、 なさけく しく 契 を かせ 給 ひ、、 む § 侍女 

のぬ ぎ 澄た るう す 衣 をと りて かへ .9 給 ふ、 二 條のゐ 

んに おはして、 打 やすみ 給へ ど ねられ 給 はす、 此 きぬ 

を 見 給 ひて ひとりごとに、 

うつせみの 身 を か へ てけ る この もとに 

なを 人 がらの なつかし きかな 

うつせみの 君 も あさからぬ 御け しき を、 ありし なが 

らの わが 身なら ばと、 しのびが たければ、 

うつせみの はに 燈露 のこが くれて 

しのびく にぬ る、 釉かな 

〇 夕が ほ 

おなじ 年の 夏、 六で うのみ やす 所へ 忍びて かよ ひ 給 

ふ 中 やど. 9 に、 源氏の めの， V これみつが 母、 いたく わ 

づら ひて あまに またる をと ひより 給 ふ、 五條なる 家 

のかた はらに は、 しとみ あけわたし、 簾す いしげなる 

に、 おかしき ひたいつ きのす きかげ 見 へ た.. y  、夕が ほ 
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の 花の さき か、， 0 たる を、 一 ふさおり て 參れと あれ 

は、 すいじん 入て おる、 內 よりきな るす  >  しの ひと 

へば かまな がくき なした る わら は 出て、 白き あ ふぎ 

のこが したる に、 花 を 、きて 参らせた. o、 君 はこれ み 

つが ゆの もとにお， 0 給へ ば、 兄の あじゃ. 0、 むこの 三 

河 守. むすめな どもつ どひ ゐて よろこび かしこまり、 

あ ま 君 もお き あが b よろ - J びて なくな，， り 、 さらぬ わ 

かれのな くもが なと、 ねんごろに かたら ひ 給 ふ、 かへ 

り ms 給 ふとて しそくめ して、 ありつる 扇 を 卸らん す 

れ ば.。 歌 あり、 

心 あてに それ かと ぞ 見る 白露の 

ひか. 5 そへ たる 夕が ほの 花 

これみつに 此 にしなる 家 は 3： 人の すむ ぞと、 ひ 給へ 

ば、 やど も. 0 のおの こ をよ びて とふ、 おとこ はゐ なか 

に ま か， 0 て、 わかき 女なん あ. 0 と 申す、 

0 よりて こそ、 れか 共み めた そがれに 

ほの ぐみ つる 花の 夕が ほ 

「六條 のみやす 所 は、 よは ひの 程 もに あはす、 人の も 

,9 きかん も つら さに、 時々 わた ，0 給 ふ、 朝と く 出 給 ふ 

に、 女ば うたち の、 中將 の お もと を くりて 出け る を 見 


か へ ..^給ひて、かぅらんにしばしひきす へて、 源、 

咬 花に うつる て ふ 名 はつ ゝ め北ハ 

おらで 過う きけ さの 朝が ほ 

手 を とらへ 給へば いとなれ て、 巾將、 

朝霧の はれま もまたぬ けしきに て 

花に 心 をと めぬ とぞ みる 

夕が ほの 宿 は、 頭の 中將の あはれ にわ すれ ざり し 人 

にやと 思 召、 これみつに たばからせて おはし、 たが ひ 

にあ やしう 思 ひながら 、あ ひそめ 給 ひて より 後、 時々 

かよ ひ 給 ふ、 八月 十五夜の ：=;、 いたやの ひま も ひいる 

も、 見なら ひ 給 はぬ さまなる に、 あかつきが たと な. .9 

の 家々 の しづ の おとこ も めをさまし、 物い ひか はし、 

， J ぼ-/^ とふ む か ら すの をと、 き ぬた の をと、 {c^ とぶ 

臈 のこ ゑ、 かべ の中のきり<---すも、さまかは.^^てぉ 

ぼ さる、 みたけし やう じに や、 南無た うらいた うじと 

おがむ をき、 給 ひて、 かれ 聞 給へ、 此 世との みはお も 

は ざり け. 0 と、 あはれ がり 給 ひて、 

うば そくが おこな ふ 道 をし る べにて 

こんよ も ふかき 契. 0 たが ふな 

女 さきの 世の 契. 0 しらる V 身のう さに 
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行末 かねてた のみが たさよ 

いざ 此 あた ちかき 所に て 心 やすくと て、 右近と い 

ふ 女ば う をめ して、 御 車に のせ 參らせ 給へ. o、 

源 いにしへ も かく や は 人の まよ ひけん 

我 まだ しらぬ しの、 めの みち 

iif- 力 山の はの 心 もしら で ゆく：： u は 

うはの そらにて かげ やた へ なん 

なにがしの ゐん とか や、 人め もな/、 うとましく あれ 

はて ■ 草 も 木 も 見 どこ ろな く、 池 はみ くさ に うづ も 

れ、 みな 秋の 野ら なる 所へ いざな ひ 給へ b、 

夕霧に ひもとく 花 は 玉 ぼ この 

たよりに 見へ し ゑに こそ 有 けれ 


夕が 


光 あ. 


- 見し 夕が ほのう は 露 は 

たそがれ 時の そらめ 成け b 

い か 成人 ぞ 名の. 9 給 へ 、むくつ けしとの 給 へ ど、 打と 

けぬ さま 也、 すだれ を あげて そ ひふし 給 ふに、 御 ま/、 

ら がみに おかしげなる 女き て、 此 夕が ほの 上 を かき 

おこさん とすと 見 給 ふ、 物に おそ はる 、ひち してお 

どろき 給 へ ば、 火 もき へ にけ り、 太刀 を 引ぬ きて 右近 

をお こし 給 ふに、 是も おそろしと 忍 ひて 參 よれり、 し 

百 二十 九 
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そくさして 暴れと て 手 をた、 き 給 へ ば、 山び この こ 

ゑう とまし、 女お わな、 き て 我 かの けしき 也、 しそく 

めしよせ 見 給へば、 夢に 見へ つる女 まくらが みに ゐ 

てき ゑう せぬ、 や、 と おどろかし 給へ ど、 ひ ゑ 入て い 

き はた ゑ はてに け hN、 うこん はお そろし と £5 ふ > ひも 

さめ はて ゝ なき まど ふ、 これみつ をめ してい かいは 

せんと あれば、 此ゐん も. 9 に 聞 せん は ひんなる ベ し、 

こ、 をば まづ 出させ 給へ とて、 うはむ しろに をし く 

くみて 車に のせ、 淸 水に 昔 しれる あまのと こへ 出し 

奉る、 源 は ニ條院 にかへ り 給 ふか、 もしい きがへ. 5 て 

我 をつ らく やお ぼ されん と、 一 たびな きがら を だに 

見ん とて- £| にて おはしけ. 5、 手 を とら へて、 こ ゑ を だ 

にき かせ 給へ、 いかなる 昔の ちぎ. 9 にかと なき まど 

ひ へん ふ、 右近 を もお なじけ ぶりに とした ひし を、 とか 

くす かして ニ條 のゐん にかへ し をき 給 ふ、 源 はむ ね 

ふたが. 0 て、 "ii!!- にも はか しくの. 0. 給 はや、 っゝみ 

の ほと h- にて 竭 よりす ベ. 0 おちさせ 給 ひ、 御 心ち ま 

どひ 給 へ ば、 これみつ 川の 水に て 手 を あら ひ、 淸 水の 

く はん をん を ねんじた てまつ る、 ニ條院 にかへ b 給 

ひて、 いか 成人 ぞと 右近に とひ 給へば、 父 は 三位の 中 
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將な. 5 しが、 うせ 給 ひて 頭中將 殿に あ ひそめ 給 ひて、 

みとせば か.^ かよ ひ 給 ひ、 ひめ 君う まれ 給 ふが、 こぞ 

の 秋 右大臣 殿より おそろしき 事の 聞へ しに を ぢ給ひ 

て、 あやしき あばら やに かくれお はし \ な .o、la^ は 

西の 京の めのと の もとに あ づけ をき 給 ふ 也と 申す、 

源み し 人の 煙 を 雲と なが むれば 

ゆ ふべ の そら も むつまじき 哉 

「うつせみの 君 は： 源 わする、 やと こ、 ろみて、 

と はぬ を もな どかと ゝ はで 程 ふる に 

いかばかり か は 思 ひみ だる、 

源 うつせみの 世 はう き 物と しりに し を 

又 ことのは にか ゝ るいの ちょ 

まゝ むすめの かたへ、 小 君して、 

ほのかに も 軒ば の 萩 をむ すばやば 

露の かごと を 何に かけ まし 

、返し ほのめかす 風に つけても 下 萩の 

なかば は 霜に すむ ぼ、 れつ、 

夕が ほのう への 四十九日、 ひ ゑの 山に てやき やうせ 

させ 給 ふ、 ふせに つか はさる ゝ はかまに、 

な V . ^もけ ふ は 我 ゆ. ふ 下 ひも を 


いづれ の 世に かとけ て 見るべき 

五で うの 夕が ほの 宿に のこり ゐ たる 人々、 うへ はい 

づ かたに かとお もへ ど ゑ たづね や、 うこん も ひめ 君 

の 事 を ゑき かす、 

「いよの すけ は祌無 月 に ひたち へ くだる、， フっ せみ も 

くだらん に と て、 くし あ ふぎぬ さな ど □ こうちき も 

つか はさる、 

あ ふまでの かたみば か. 9 と 見し ほどに 

ひたすら 釉の くちにけ るかな 

、.J  ，めせみ の 羽 もた ちか へ てけ る なつごろも 

か へす を みても ね はな かれけ， 9 

け ふ は 冬た つ 日な，.^、 時雨の 空 を ながめく らし 給て、 

過に しもけ ふわ かる ゝも 二み ちに 

ゆく かたしらぬ 秋の くれ かな 

〇 わかむらさき 

源氏 十七 歲の 春、 わら はやみれ に にわ づらひ 給 ひて、 

北山に ひじ りのある 所に おはしたり、 御 ふう をた て 

まつ. 0 かぢ しけ. 9、 おこ. 9 の ひま ぎら はし 給 はんと 

て、 立 出て こ、 かしこ 見 わたし 給 へ ば、 そうばう お ほ 

き 中に、 小柴 がきら うな どつ いけたる 所 は、 なにがし 
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そ うづの こも 給 ふ 所と 也、 こ、 に 女 こども わかき 

人な ど 見 ゆる を、 これみつ 計 御と もに て のぞき 給へ 

ば、 にしお もてに 佛す へて、 四十 あまりの あま 君、 き 

よげ なるおと な 二人、 わら はべ いで 入 あそぶ 中に、 十 

ばか..：^ にゃあらん、 しろき、 ぬきて はし. 0 きた. 5、 す 

すめの 子 をい ぬきと いふ わら は ベのに が したるな 

り、 ふせに こめつ る もの をと て、 かほ あかく すりて た 

て. 5、 藤つ ぼに よくに た， 9 とお ぼして か へ 給 ふ、；^ 

姬君 のこと を あま 君、 

おひた、 ん有 かもしらぬ 若草 を 

を くらす 露ぞき へ ん空 なき 

s^ls の はつ 草の おひ 行末 もしらぬ ま に 

いかで か 露の きへ ん とすらん 

此そ うづの かたより、 源氏の 君へ 御 使 あ. 0 て、 やがて 

おはし まし 物が たりな どし 給 ふに、 ひるのお さなき 

お.，.^ かげ 心に か、 りて 尋 給へば、 そ うづの いもうと 

の あまの まご 也、 ち、 は 兵 部 卿の， 也と かたり 給 ふ 

S0^^-^ ふけて 此姬 君の め のと 少納言 にあ ひ 

給 ひて、 

0 は つ 草の わかばの 上 をみ つるより 

百 三十 一 
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たびねの 釉も 露ぞか はかぬ 

かくてぁま君にかた.，^ければ、ぁま君、 

まくら ゆふこよ ひ 計^ 露け さ を 

み 山の こけに くらべ ざら なん 

おさなき ほどの 御う しろみと、 ゆく すゑの 事まで ち 

ぎりの 給 ふ、 曉が たせん ほうの こ ゑ、 山お ろし 髓のを 

と、 ひ いき あ ひて めづ らしく き、 給 ふ、 

« ふき まよ ふみ 山お ろしに 夢 さめて 

淚 もよ ほす 満の をと かな 

うさし ぐみ て釉 ぬらしけ る 山水に 

すめる こゝろ はさ は；； さや はする 

源 {呂 人 に ゆきて かたらん 山 ざ く ら 

M  - よ h' さきにき て も 見 るべ く 

うう どんげ の 花 まちゑた る 心ち して 

み 山塑に 目 こそう つらね 

. ^じ 奥山の 松のと ぼ そ を まれに あけて 

まだ 見ぬ 花の かほ を 見る 哉 

あま 君の 御 かたへ、 源よ， 9、  • 

夕まぐれ ほのかに 花の 色 をみ て 

けさ はかす みのた ち ぞゎづ も ふ 
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g ままこと にや 花の あたり は 立う きと 

かすむ る 空の けしき を も 見ん 

御む か へ の 人々、 君 だち も あまた 參れ. 9、 岩が くれの 

こけのう へに なみ ゐてか はらけ 暴る、 頭 中將笛 ふき 

ならし、 辨の 君うた ひ 給 ふ、 5  fSSj  そう づきん を も 

て 出て、 御手 ひとつと あれば かきならし、 京 へ かへ. 5 

給て、 又の H、 

源 おもかげ は 身 を も はなれす 山 櫻 

6 のかぎ， i> どめて こし かど 

あらし 吹お のへの 櫻 ちらぬ ま を 

>じ とめけ る ほどの はかな さ 

二三 日 ありて これみつ をつ か はさる、 

源 あさか 山淺 くも 人 を 思 はぬ に 

など 山の 井の かげ はなる らん 

くみそめ てく やしと き、 し 山の 井の 

あさきながら やかげ を 見る ベ き 

「三 四 の 比よ h- 藤つ ぼ わ づらひ 給 ふ、 、に 源と 藤 

つぼの 中 だち は、 わう みやう ぶ 也、 

^ みても 又 あ ふ 夜 まれなる 夢のう ちに 

やがて まぎる ゝ わがみと もがな 


随っ 世が たりに 人 やった へんた ぐ ひなく 

うき 身 を さめ ぬ 夢に なしても 

「あま 君 京 へ か， へ b 給 へ ば、 源 時々 おはしけ， 9、 

0 いはけ なき たづ の 一 こ ゑき、 しょ. 9 

あしまに なづ む舟ぞ ゑなら ぬ 

同 手に つみて いつしか も 見ん 紫の 

ねに かよ ひける 野べ の わか 草 

あま 君 九月 二十日の 程う せ 給 ふ、 姬 君と 少納言 は 京 

にこ もりお はせ る を、 源と ぶら ひ 給 ひて、 

あし わかの うらに みるめ はかた く 共 

こ は 立ながら か へ るな みか は 

2 のよ る 波の 心 もしら で わかの うらに 

玉 もな びかん ほど ぞうきた る 

四十九日 過て は、 姬君 はち、 兵 部 卿の 御 かたへ むか 

へ 給 はんと 也、 

「源し のびく かよ ひ 給 ふ 所 を、 すぎが てに 門た、 か 

せ、 ともの 人に うた はせ 給 ふ、 

朝 ぼらけ 霧た つ そらの まよ ひに も 

行 過が たきい もがか どかな 

內 よりつか ひ を 出して、 は^は、 誰と 

1^ さな— m 氏 一 二  n 1 1. 


立と ま 霧の まがき の 過う くば 

草のと ざしに さは. e- しもせ じ 

「姬君 父の 御 もと へむ かへ 給 はぬ さきに、 とり 給 はん 

とて 夜 ふかく わたらせ 給 ひ、 姬君 をいだ きお こし、 御 

くるまに のせ 給 ふ 、！ S の 少納言 は 夢 の 心ち して のりた 

.9、 一 一條 院 にて わら はべ ども 參ら せて、 ひめ 君の 御 心 

をす かし 給 ふ、 

源 ね はみ ね ど 哀とぞ 思 ふむ さしの ゝ 

露わけ わぶ る 草の ゆか， 9 を 

姬君 かこつ ベ き ゆ へ を しらねば おぼつかな 

いかなる 草の ゆか なる らん 

〇 すゑつ む 花 

故 ひたちの 宮の 御む すめ、 心 ぼ そくて ゐ給ふ を、 た ゆ 

ふの みやう ぶ 源に かた. 0 て、 いざよ ひの！：：： おかしき 

程に おはし まさせて、 ことのね をき、 給 ふに、 かきの 

ほとりに おとこ ゐ たり、 たれな らんと おぼし たれば 

頭中將 也、 

權中 もろ 共に 大 うち 山 は 出 つれ ど 

入 かたみせ ぬい ざよ ひのお  ： 

源 里 わかぬ かげ をば 見れ ど 行 月の 

]  1  5 「カー 一  . 
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おさな 源氏  一二  IB ヨ 十五 


紫の 上の 御 かたに て、 ひいな あそび ゑな どかき て、 か 

みのな がき 女 を かきて、 はなに ベ に をつ けて、 

くれな ゐ の花ぞ あやなく うとまる ゝ 

梅の たち ゑ はなつ かし けれど 

0 もみお の 賀，； ^れォ 

しゅじ やく ゐんの 行幸 は 、神無月 十日 あま.， ^  、まづ し 

がく をせ させ 給 ふ、 源氏の 君と 頭 中將、 せいか いはを 

まひ 給 ふに、 みな 人淚 おとしけ 、つぎの 日 源よ 藤 

つぼの 御 かたへ、 

物 思 ふに 立 まふ ベ くも あらぬ 身の 

釉ぅち ふ b し 心し. 0 き や 

S つから 人の 釉 ふる 事 はと を けれど 

立ゐ につけて あはれ と はみ き 

行幸の 日 は、 とうぐうみ こたち 世に 殘る 人な し、 がく 

の 船 を かざり、 紅葉の かげに 四十 人の かいしろ、 物の 

ね ふきた てた り、 せいかい はかい やき 出た るに、 かざ 

しの もみ ぢち b て、 菊 をお， 9 てさし か へ 給 ふ、 籐 つぼ 

はく はいにん ゆ へ 參らせ 給 はや、 

「年 あけて むらさきのう へ を さし のぞき 給 へ ば、 ひ い 

など も をし すへ て、 三尺の みづ し、 又ち いさきい へ ど 


もつ く  b あつめて、 あそび, Q 給へ b、 

藤つ ぼ は 一 一： =： 十： 《 あまりに、 おとこみ こうみ 給 ふ、 I 

:^^> -ぃ此 わか 宮は 源氏の 君に よく 似 給へば、 人の 

思 ひとが めんと むつ かしげなる もこと は h- 也、 源 は 

いまだ わか 宮を見 給 はで、 

いかさまに 昔む すべ る 契. 0 にて 

此 世に かゝる 中のへ だて ぞ 

$M みても 思 ふみぬ はたい かにな げくらん 

こやよ の 人の まど ふて ふ閽 

此 わか 宮 のうつ くしき を 源 見 給て、 

よそへ つ、 み るに はなぐ さまで 

露け さまさる なでしこの 花 

藤つ ぼに これ を 見せたり ければ、 

釉 ぬる ゝ 露の ゆか， 9 と 思 ふに も 

猶 うとまれぬ やまとなでしこ 

「源內 侍の すけと て 年 五十 七 八なる が、 あだめいた が 

あり、 こ \ ろみん とてもの すそ を 引 給 へ ば、 あ ふぎ を 

かざし 見 か へ たり、 取 か はして み 給 へ ば 歌 あ， 9、 

君し こばた なれの こまに か.. >  かはん 

さか， り 過た る 下葉な りと も 


お さ や， 氏」 二   

、源 さゝ わけば 人 やとが めんい つと なく 

こまな づ/、 め. >淼 のこが くれ 

うんめい でんの わた. 0 をす みあ. 0 き 給へば、 けんな 

いしび は を引ゐ た. 5、 源 は あづま や をうた ひて より 

給へば、 

內 侍立ぬ る \ 人 しも あら じ あづま やに 

うたても か 、る あま そ、 ぎ かな 

人 づまは あな ゎづ ら はし あづま やの 

まやの あまり も なれ じと ぞ思ふ 

中 將は見 あら はさんと て、 源氏の あと をした ひ 入 

給へ るに、 源 は 人き たると おぼして、 屛 風のう しろに 

かくれ 給へば、 頭巾 將鮮風 を こ ほ ）（- とた、 みよせ 

て、 太刀 を 引ぬ き 給へば、 內侍 かなしと 思 ひて 手 をす 

れは、 打 わら ひ 給 ふ、 源 も 出 給 ひて、 さらば もろ 共に 

とて、 中將 のおび をと きて ぬがせ 給へ. 9、 

つ、 むめ る 名 や も， 0 い で ん 引か はし 

かくほ ころぶ る 中の ころも-、 

0 かくれな き 物と しる）/. \» なつ 衣 

きた る を-つす き 心と f  、見 る 

ないし あさましくて、 おちと ま. 0 たる おびさし ぬき 一 


la  5 寸六 


など- あしたに たてまつる とて * 

內侍 恨ても いふか ひぞ なきた ちか さね 

弓て かへ b しなみ のな ご に 

0 あらだちし 波に 心 はさ はがね ど 

よせ けんい そ をい か いうらみ ぬ 

此 なをし の釉を 頸屮將 よ，^ 源 へ 奉りければ、 

源 中た へ ばか ごと や を ふと あやう さに 

はな だの 帶は 取て だに みす 

数 中 君に かく 引 とられぬ る帶 なれば 

かくてた へ ぬる 中と かこたん 

「みかど は 藤つ ぼ を 御て う あ ひに て、 此 わか 宫 をとう 

ぐうに たて 給 はんとお ぼせ 北ハ、 御う しろみすべき 人 

もお はせ ねば、 こうき でんの 女御 を 引 こして、 藤つ ぼ 

を 中宮に たて 給へば、 

0 つ きもせ ぬ 心の やみに くる 、かな 

雲 ゐに人 を 見る に つけても 

〇 花の ゑん 源 十九 才 

きさらぎ 二十 闩ぁ まり、 なんでん の 櫻の ゑんせ させ 

給 ふ 、中宮 春宮 こうき でんの 女御 參 給 ふ 、源氏 の 君 

一如 中將 しゅん わう でん b うく は ゑん まひ 給 ふ、 源の 


かたちに、 

大 かたに 花の かたち を 見 まし かば 

露 も 心の を かれ まし や は 

かんだちめ きさき 春宮か へらせ 給 ひ、 あかく さし 

出た るに、 源氏 は 藤つ ぼの わた. 9 しのびう か いひ、 こ 

うきでん の ほそ どのに 立より 給へば、 三の 口 あきた 

り、 女御 はう へ の 御 つぼねに のぼ， 9 給て 人す くな 也、 

人 はみ なね たるに、 いとわ かくお かしげなる 聲 して、 

おぼろ 月 夜に、 る物ぞ なきと すんじて、 こなた ざま 

にくる、 ふと 釉を とら へて、 

ふかき^^の哀をしるも入月の 

おぼろげ ならぬ 契りと ぞ思ふ 

名のりし 給へ 、いかで やみなん との 給へば、 

女 うき 身 世に やがてき えなば 尋ても 

草の 原 をば と はじと や 田 5 ふ 

いづれ ぞと 露の やどり を わかん まに 

こざ  > 'が 原に ® もこ そふけ 

人々 おきさ はけば、 扇ば か b を しるしに と いはし 

て 出 給 ふ、 彼 は 櫻の 三 がさね にて、 かすめる 月 を 

かきて 水に うつした る 也、 

おさな 源氏 一 二 


、源 世に しらぬ 心ち こ そ すれ 有 明 の 

月の 行 衞を空 に まが へ て 

「三：：： 二十 = 藤の ゑんに、 樱ニ木 を くれた *9 いとお も 

しろき に、 原のお はし まさねば、 

§ と 我 宿の 花し なべての 色なら ば 

何 か はさら に 君 を また まし 

「こうき でんの 女 一 女 三お はします、 くちに 源より 

給 ひて、 おぼろの 手 を とらへ て、  . 

ぁづ さ 弓い る さの 山に まど ふかな 

ほの 見し 月の 影 やみ ゆると 

返し 心 入 かたなら ませば 弓 は. 0 の 

e: なき 空に まよ はまし や は 

/->.ois..v ぎ 一十一よ 

C あ.^  0 リニ ナニ才 

きりつ ぼの みかどの 御世、 しゅじ やく ゐん にか は. 9、 

春 宮の御 うしろみ は、 源氏に き こ ゑつ け 給 ふ、 

かもの いっきの 宫の御 はらへの ョ、 かんだちめ かす 

さだまりて、 下が さねう へ の はかま、 馬く らまで みな 

と、 のへ たり、 源氏 もちよく しにた ち 給 ふ 也、 一 條の 

ぉほぢ より さじき をう ちて 物見 給 ふ、 大 との ゝ君は 

なやまし ける、 

百 三十 七 


. おさな 據氏ー 二  

と をき 國々 の あやしき 山が つまで も、 め こ を 引 つれ 

見け る 事 をと て、 に はかに 日た けて 出 給へ ば、 車 共の 

ひ まもなく 立 わた. 9、 め ふ ひの 上の 御 車の たて 所 は 

なし、 さしの けさせん とする 中に、 あじろ 車の ふ るく 

よし あ.. 0 げ なる ふたつ 有、 是 はさいぐ うの 御 母、 六で 

うのみ やす 所の しのびて 出 給へ ると て、 口 こはく 手 

も ふれさせす、 あふひの 上の 人々、 さない はせ そと 

て、 お 車の ま へ に 御 車 をた てつい けたれば、 人 だま ひ 

のお くにをし やられて 物 も 見へ や、 しちな ども をし 

おられ て、 人め わろ く、 なにし にきつ らんと くやしく 

て、 かへ らんと し 給へ ど、 I」 をり 出ん みち もなくて、 

徐ケ &;; 

影 をのみ ゝ たらし 川の つれな きに 

身のう き 程 ぞいと いしらる、  . 

まつりの 日は大 との、 ひめ 君 は、 もの 見に もいで さ 

オ.； 5  口よ 45,,、 あ ふ， 9 の 

上の 事 也、 

「むらさきの 上の 御ぐ しきょら に 見 ゆる を かきな で、 

け ふ はよ き：：！ な とて、 御ぐ しそぎ 給 ふ、 

0 はか. 0 なきち ひろの そこの みる ふさの 

おひ 行末 は 我の みぞ 見ん 


I  百 三十 A  

^の 千尋と もい かで かしらん 定めな き 

みちひる しほの ゝ とけから ぬに 

源 は 紫の 上と ひとつ 車に て かもの まつ. 0 見 給 ふ、 か 

ん だち めの 車お ほき 中に、 女 車より 扇 を さし 出て ま 

ねく、 い かなる すき も のぞと 御 車よ せ 給 へ れば、 源內 

、年 五十 七 八 

ft の 女ば う 也 

內侍 はかなし や 人の かざせ る あふひ ゆ へ 

神の ゆるしの け ふ を 待け る 

、ャ 微か ざしけ る心ぞ あだにお も ほ ゆる  - 

やそ うぢ 人に なべ て あふひ を 

くやしく ぞ かざしけ るかな 名のみ して 

人の ためなる 草葉ば か. 5 を 

あふひの 上 は 御な やみ なれ ど、 心ぐ るし うお ぼして、 

御 や 法お こな はせ 給 ふに、 物の けいきり やうな どい 

ふ もの さま <>\ '名のりす る 中に、 人に もう つらす か 

た 時 はなる ゝ おもとな きもの ひとつ 有、 此御 なやみ 

を 見す てがたくて とて、 源よ..^ 六條 のみやす 所へ 御 

文 をつ か はさ るれば、 返事に、 

釉 ぬる ゝ戀ぢ とか つ はし..^ ながら 

お， 5 たった ごのみ づか らぞうき 
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W 君なくて ち ，9 つ もり. ぬると こなつ の 

露 打 はら ひいくよ ねぬ らん 

つれ < ^なる ま、 に、 むらさきの すみ 給 ふに しのた 

いに て、 其 ゆうち へんつ ぎな どしつ 、日く らした まふ、 

おとこ 君 はとく をき 給 ひて、 女 君 をき 給 はぬ あした 

あり、 御 心ち れいなら やお ぼ さる ゝ にやと 人々 なげ 

くに、 引 むすびた る 文 あ .5、 

源 あやなく も へ だてけ るかな； 使 を かさね 

さすがに なれし よるの 衣 を 

そのよ さり ゐ のこの もち ゐ參ら せた， 9、 これみつ を 

召て、 此 もち ゐ あすの くれに 參ら せよ との 給 ふ、 少納 

言 は あはれ にも かたじけなくも まづ うちな かれ け 

り、 としか へ b て 院內赛 宮に參 り 給 ひ、 それより 大と 

のへ 參り 給へば、 おとい は あたらしき 年と もお ぼ さ 

す、 源、 

あまた 年け ふ あらためし 色 衣 

きて は淚の ふる 心ち する 

,i, と あたらしき 年と も い はす ふ る 物 は 

ふりぬ る 人の 淚な. 0 けり 
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齋宫は 前坊の 御む すめ 也、 御 母 は 六 條の御 休 所、 

あふひの 卷 に齋宮 にたち、 み をつ くしに お. 9 ゐ 


給 ひ、 縫合に 入內、 梅つ ぼと 申 也、 乙女に 中宮、 御 

法に 皇 1L ロ宫、 


っさぃ.；^^^ニ十ニ歳ょり 

C さ カオ 二十 四 歳まで 

さいぐうの 御く だ.^ ちかづく ま、 に、 御 母み やす 所 

心 ぼ そく、 おや そ ひて くだ. 0 給 ふれい もな けれど、 う 

き 世 を ゆき はなれん とお ぼす に、 源氏の 大將 さすが 

にかけ はなれ 給 ふ も かなしくて、 御せ うそ こたび か 

よふ、 野の 宮には 九月 七：：： ばかり 人 しれ やまた せ 給 

ふ、 秋の 花お とろ へ 、あさ ぢが はら も かれ <. ^なる む 

しのね に、 松風す ごく 物の ね もた へ < ^に 聞 ゆ、 物 は 

かなげ なる 小 柴垣 くろぎ のとり ない と か. 0 そめ 也、 

火た き やかす かに ひか. 9 て 人げ すくなし、 さか 木 を 

いさ ゝ かお.. M しか はらぬ いろ をと あれば、 御 休 所、 

神が き はしる しの 杉 もな き 物 を 

いかに まがへ て おれる さか 木ぞ 

源 乙女 子 が あた..^ と 思へば 榊ば の 

か をな つかしみ とめて こそ おれ 

おぼしめ しのこす 事な き 御 かたら ひに 聞 へ か はし 給 

^ さ な —§— 氏 111 0  1 


ふ.' 

曉の わかれ はい つも 露け きを 

こ は 世に しらぬ 秋の そら かな 

1^1. 大 かたの 秋の 別れ も かなしきに 

なくね な そ へ そ 野べ のまつ 虫 

齋宮 はわ かき 御 心に、 は 、みやす 所の 御く だり 定ま 

^給 ふ を うれしと お ぼす、 源、 

やし i,,* もる くに つみ かみ も あら v< 

あかぬ 別れの 中 を こと はれ 

さ いぐう の 御返し は、 女別當 かきて つか はす、 

くにつ 神 そらに こと. i る.. ？？>な らょ 

なを ざり ごと を まづ やた 3- さん 

みやす 所 は 十六 歲 にて 宮に參 h- 給 ひ、 はたちに て を 

くれ、 三十に てけ ふ 九重 を 見 給 ふ、 

その かみ をけ ふ はかけ じと しのぶれ ど 

心のう ちに 物ぞ かなしき 

さいぐう は 十四に て 御 かたち いとうつ くしければ、 

みかど 御  > 化う ごき 給 へ. 5、 

ふ hv すて \ け ふ は 行 共す 3 'か 川 

やそせ の 波に 袖 は ぬれ じ や 
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四 
十 

0 月影 は 見し よの 秋に か はらぬ を 

へだつ る 霧の つ らく も 有 か な 

I ぱ！： 御- J がらし の 吹に つけつ 、待し まに 

おぼつかな さの 比 も へ にけ，.^ 

ぽ返ぁ ひみす て 忍ぶ る 比の 淚をも 

なべ ての 秋の しぐれと やみる 

十一 月つ いたち 比、 き. 9 つぼの みかどの 御き 日な， cv、 

雪いた う ふりたり、 源よ. り 中宮へ、 

わかれに しけ ふはくれ 共な き 人に 

行 あ ふ ほど をい つと たのまん 

5 つながら ふる 程 はう けれど 行め ぐ， 0 

け ふ は そのよに あ ふ 心ち して 

十一 一月 十日 あまり、 中宮の 御八講 也、 まことの 極樂思 

0 やらる、 みこた ち もさ ま < ^の ほう もちさ 人げ 給 

ふ、 はての 日 はわが 御 事 をけ ちぐ はんに て 世 を 背 

給 ふに、 人々 おどろけ り、 

游 月の すむ 雲井 を かけて した ふ 共 

此 世の やみに 猶ゃ まど はん 

中宫大 かたの うきにつ けて はいと へ 共 

い つか 此世を そむき は つべき 


年かは.^ぬれば內ゎた.=^花ゃかな.o、 中宮 は 御堂の 

にしの たいす こし はなれた る 所に わた， 9 給て、 御お 

こな ひせ させ 給 ふ、 源 大將參 hv 給 ひて、 

ながめ かる あまの すみかと みるから に 

まづ しほた るゝ！ ^が うら 島 

中宫 あ. 0 し 世の なご たにな きうら 島に 

立よ る 波の めづ らしき かな 

夏の 雨 ふ. 9 つれぐな る 比、 中 將殿本 ども あまた も 

たせて 源へ わたり 給へ，.^、 はしの もとの さう びけ し 

きば か て、 春秋の 花よ. 0 もお かしげ 也、 中 將の御 

子 八 九つば か .9 にて、 箱 を ふき 高 砂うた へり、 中將、 

それ もがと けさ ひらけた る 初花に 

を とらぬ 君が に ほひ をぞ みる 

時なら でけ さ^ 花 は 夏の 雨に 

しほれ にけ らし P ふ i どなく 

おぼろの ないしの かんの 君、 わら はやみお こた. 0 給 

ひて、 久しう 里に おはします、 源 參り給 ふに、 折 ふし 

神な りさ はげば、 右大臣 殿 もお はしまして、 源の 手な 

ら ひし をき 給 へる をみ つけと. 0 てが へり、 大きさき 

にみ せ 給へ b、  滅： かんの 君 はしぬべく かな 


おさな 源氏 三 四 


百 四十 三 


おさな 源氏 三 四 


百 四十 四 


しくお ぼ さる、 源 は 御ち やうの 內 にかく れゐ 給へ. o、 

おぼろの 內侍の かみ は、 朱 雀 院へ參 らせんと おぼしめ す.^、 花の ゑん 

の 夜 源 あ ひそめ 給ズ、 それよ リ 忍び？ （- かよ ひ 給 へ る 也、 此ゅ へ すま 

ぺ さすら 

へ 給 ふ 也 

〇 花 ちる 里 源 11 ナ四ォ 

き hN つぼの 女御れ いけいで んは宮 たち も おはせ す、 

院 かくれ 給 ひて 後 は、 源に もて かくされて おはし ま 

す、 此 いもうとの 三の 君、 § お 、る 源 かよ ひ 給 ふ、 五 EM 

の 空め づ らしう はれた るに わた 給 ふ、 みちの 程屮 

川の わた. 9 過 へん； ふに、 小 家に あづま を しらべて かき 

ならす、 源み 、にと iHh' て、 

をち か へ， 0 ゑぞ 忍ばれぬ 時鳥 

ほのかたら ひし 宿の かきねに  - 

返し 時鳥 かたら ふ驟は それ なれ ど 

あなお ぼっかな 五月雨の 空 

此小家 は 源の わ ひ 給 ひし 人と 見 へ たれ ど、 誰と もな し、 

三の 宫は物 しづかに おはします、 まづ 女御の 御 かた 

にて 昔 物が たりな どし 給 ひ、 二十 = の =：： さし 出る ほ 

どに、 郭公 あ， „^ つるかき ねのに や、 おなじ こ ゑに な 

、 

J« たちばなの 香 をな つかしみ 郭公 


花ち る 里 を たづね てぞ とふ 

女御 人め なく あれた る はたちば なの 

花 こそ 軒の つまと 成 けれ 

すキ源 二  4i 才 三月 

r 、す ふ。 ょリ 次の 年まで 

源氏の 大將 は、 藤つ ぼの 中宮、 おぼろの 內 侍の かみの 

事に つけて、 世 巾 ゎづら はしけれ ど、 いづく へ もた ち 

かくれん とお ぼす、 須磨は 里 はなれ 物す ごくて、 あま 

の 家 だに まれ 也と 聞 給へ ど、 人し げき 所よ h- は 身の 

ためやす からん とお ぼす、 むらさきの 上の 思 ひなげ 

き 給へ らん も 心ぐ るし、 又 引ぐ して ゆかん も 忍 ひの 

つまなる ベ し、^ に まぎれ 大 とのに わたらせ 給 ひて、 

若君 を ひざに すへ て かなしと 見 給 ふ、 中納 言の 君 を 

人 しれす 哀と おぼして、 その 夜 はと ま. 0 給 ふ 、5^g..^ ザ； 

II、 大 みやの 御 かたへ、 あふひの うへの 事 をお ぼし 

出て、 源、 

と. 0 ベ 山 も ゑし 煙 もまが ふやと 

あまの しほ やく うらみに ぞ行 

大営 なき 人の 別 やい といへ だつ らん 

けぶりと な， 0 し 雲井なら では . 

ニ條院 にかへ b 給へば、 むらさきの 上 はき やう だい 
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 おさな 源氏 一.11 四   n 

源 雷ち かく 飛 かふ たづ も {<J- にみ よ 

我は恭 のく も b なき 身ぞ 

宰相 たづ がな き 雲井に ひと. 9 ね をぞ鳴 

つばさ なら ベ し 友 を- J ひつ ゝ 

かへ るな ご かなしう ながめく らし 給 ふ、 やよひに 

はみ の 日の はらへ し 給 はんとて 海 邊に出 給 ふ、 をん 

やうし めして、 船に こと.，^ しき 人が たのせて なか 

す を 見 給 ふ、 

0 しら ざ し 大海 S 原に ながれき て 

ひと かたに や は物ぞ かなしき 

や をよ ろ づ神も あはれ と 思 ふらん 

を かせる 罪の それ. となければ • 

との 給 ふに、 俄に 風 ふき ひお かさ 雨 ふ. 9 て、 あはたい 

しければ、 かへ b 铪 はんとす るに、 かさ もと b あへ 

す、 海 はふす ま を はりた らん やうに、 ひかる 祌な りひ 

ら めく、 たどり か へりて 經 よみ ゐ給 ふ、 神す こしな..^ 

やみて 風ぞ よる もふく、 いさ、 かねい h- 給へ ば、 御 夢 

に その さまと もしれ ざる 人き て、 宫 よりめし 給へ る 

に 何とて 參り給 はぬ ぞと いふ、 さて は 龍王の 見 いれ 

たるに こそと お ぼされ、 此 すま ゐ なりが たしと お ぼ 


しめされぬ、 

35  ^  ,^源ニ.Hハォ三月ょリ 

C あ 力し 二十 七才の 秋まで 

なを 雨風 やま や、 神な り しづ まら で 日ごろに な" ぬ、 

京の かた もお ぼっかな くお ぼしめ せど、 かしら さへ 

さし 出 人々 も あらす、 ニ條院 よ. り あやしき すがたに 

て人參 りたり、 むらさきのう へ の 御文に、 

浦風 やい かに ふくらん 思 ひやる 

釉 うち ぬ らしな みまな き ころ 

京に も ふしぎの 事と て 仁王 會 おこな ひ 給 ふ、 かやう 

にて 世 はっくる にやと 思 ひさ はぐに、 又の： Z の あか 

つきよ. o、 孤 つよく 次て しほみ ちきて、 いはほ も 山 も 

のこる じきけ しき 也、 iH  士  EL の种 にお ほくの ぐ はん 

をた て 給 ふ、 いよ /、 かみなり しづ まらで、 らう かの 

う へ におち て、 ほのほ も ゑ あがりら うは やけたり、 う 

しろの 家に 上下と なく こぞり ゐ てな きどよ む、 そら 

はすみ をす.^ たる やうに て 日 も くれたり、 やう /(-> 

風な を b 雨す こしゃみ て、 ほしの ひか り月 もさし 出 

て、 波の なご h- あら かりし に、 柴の戶 をし あけて なが 

め おはします、 

海に ます； p; のた すけに かゝら すば 


驢のゃ を あ ひに さすら へ なまし 

古院 夢に 見へ 給 ひて、 住吉 の^の みちびき 給 ふに、 は 

やく 舟 出して 此 うら を 立の き 給へ， と、 御手 を とらへ 

て 引た て 給 ふ、 御 夢 さめて あた. o を 見め ぐらし 給へ 

ば、 人 もな く 月の みきら^^と して、 あかつきが たに 

成に けり、 なぎさに ちいさき 舟よ せて、 人 二三 人參る 

は あかしの うらよ， 》 '、さきの は b まの かみ しん ぼち 

御む か へ に 參れる 也、 過に しついた ちの 夢にも、 つげ 

しらする 事 ありし かど、 しんじが たき 事と 思 ひしに、 

又 三日の 夢に あらたな りければ、 舟 をよ そ ひて 參 h- 

たりと 申す、 君お ぼしめ しま はすに、 夢う つ、 さま 

ざま しづかなら す、 神の たすけに も あらん を そむく 

物なら ば、 又い かなる うき めをや みん とて、 此舟 にめ 

され 明 石に つき 給 ひけり、 此 入道の すま ゐ" やう じ 

たる 海山 ひろぐ、 いかめしき 堂 をた て 、、朝夕お こな 

ひす まし、 高盥 にをぢ てむ すめ は 岡 部の 宿に すませ 

たり、 君の 御け しき を 見て、 老も わすれて よは ひの ぶ 

る 心ち して、 よろこび さかゑたり、 京よ， 0 參 りたる 使 

をめ して、 身 あまる 物 共お ほくた びて か へ し 給 ふ、 む 

ら さ き のうへ 、の 御返し に は、 

お さな； 源 1ー一 SI  .  . 


はるかに も 田； - ひやる かなしら ざ. 0 し 

うらよ. 0 をち に浦づ た ひして 

入道は年六十ばか..^なるが、 むすめ 一 人 を もて ゎづ 

らひ たるよ し、 時々 かた. 0 申す、 

あはと みる あは ぢの 島の 哀さ へ 

の こる/、 まなく す， める よの：：；^ 

久しく 手 も ふれ 給 はぬ きん をと り 出て、 かきならし 

給 ふ、 入道 もび は を 引た. o、 さう の 琴 を 參らせ たれ 

ば、 君す こし ひき 給 ひて、 これ は 女の 引た るに こそと 

の 給へば、 入道う ちゑみ て、 

ひとり ね は 君 も 知ぬ やつれ < ^と 

思 ひ あかしの 浦 さびし さ を 

源 旅 衣 うら かなし さに あかし かね 

草の まくら は扭 5^ も むすばす 

おかべ の 宿に 御文 をつ か はさる、 

遠近の しらぬ 雲井に ながめ わび 

かすめし 宿の こす ゑをぞ とふ 

むすめ はは づ かしげに て、 心ち あしと て ふしたり、 入 

道い ひわび て、 

ながむ らん 同じ 雲井 をな がむ る は 

.  ^ 1 15, 四十 九  I 
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思 ひもお なじ 思 ひなる らん 

0 いぶせく も 心に 物 をな やむ かな 

やよ やい かにと とふ 人 をな み 

思 ふらん 心の 程 ややよ いかに 

まだみ ぬ 人の き 、かなやまん 

三 e: 十三 n 神な. り 雨風 さは： a- しき 夜、 みかどの 御 夢 

に、 古 御け しき あしくて、 にらみ 給 ふと 見 へ 給 ふよ 

.9、 御 E を ゎづら はせ 給 ふ、 今 は 源氏の 君 を もとの 位 

になし 給 はんと、 たびく おぼしめしの 給 ふ、 源氏の 

君 は 彼 物の ねき かば や、 さらす ばか ひなくな どのた 

ま へ ぱ、入道ょろこびてぁたら^^のときこ へ た..^、 十 

三 口の e: はなやか にさし 出た るに、 御； it にて 出た ま 

ふが、 都の かた おぼしめし 出て、 

秋 の 夜の 月げ の 駒よ 我 こふる 

雲井に かけれ 時の 間 もみん 

むすめ をす ませた るかた は、 ことにみ がきて 月 入た 

る戶 口す こし をし あけたり、 うち やすら ひなに かと 

の 給 ひけれ ど， うちとけぬ さま なれば、 さし も 有 まじ 

き 人 だに 心づ よう も あらぬ に、 今 はかく やつれた る 

身 なれば、 あな づる にやと おぼしな やめ 、ちかき 木 


丁の かたはらに、 さ- フの 琴し どけな く かき まさぐ b 

をけ る を、 さ へ やな どい ひよりて、 源、 

むつごと を かたりあ はせん 人 もがな 

うき 世の 夢 もなかば さむ やと 

明 石 あけぬ よに やがて まど へ る 6 に は 

いづ れを 夢と わきて かたらん 

むらさき のうへの 此寧を も き \洽 はんも、 ひのへ 

だて 有け ると おぼして、 御文に、 

しほ/^ とま づ ぞ なか る 、かりそめの 

みるめ は あまの す さび なれ 共 

§5  J うらなく も 思 ひける かな 契りし を 

松より 波 はこ ゑ じ 物ぞと 

みかど 御 目の なやみ を もらせ 給 ふ、 物心 ぼ そければ、 

七月 一 1 十日 あま. o、 京へ かへ らせ給 ふべ きょし せん 

じく だる、 つ. Q の 事と はお ぼし、 かど、 又此 うら を 思 

ひ はなれん 事 をな げき 給へ り、 あかしの 上 六月よ.^ 

く は い にんし 給 ふ、 源、 

此 たび は 立 わかる 其 もし ほやく 

煙 はおな じ そらにな びかん 

しかき つめて 海士 のた くもの 思 ひに も 


今 はか ひなき 恨 だに せじ 

きん は 又 あ ふまでの かたみとの 給 ふ、 あかしの 上、 

なを ざり に賴め 置け る 一 こと を 

つきせ ぬね にや かけて 忍ばん 

源 逢までの かたみに 契る 中の をの 

しらべ はこと にか はら ざら なん 

同 打す てゝ たつ も かなしき 浦波に 

なご..^ いかにと 思 ひやる かな 

gr-— 年へ つると まや も あれて うき 波の 

か へ るかた にや 身 をた ぐへ まし 

人道よ る 波に たち かさねた る 旅 衣 

しほ どけし と沪 人の いとよん 

浪 かたみに ぞ かふべ か b ける あ ふことの 

日數 へだてん 中の ころも を 

入道 世 をう みに， ^  \ らし ほしむ 身と 4^ て 

猶此 きし を ゑ こそ はなれね 

、源 都 出し 赛の なげきに を とらめ や 

年 ふる 浦 を わかれぬ る 秋 

君 はなに はの はら へ し 給 ひて、 一 一條 院 にっき 給 ふ、 ほ 

どなく もとの 位に あらたまり、 權 大納言に 成 給 ふ、 內 


に參. ^給 ひて 御物 語に 夜 も ふけぬ、 

御 わたつみに しづみ うら ぶれ ひるの 子の 

足た、 ざ. 0 し 年 は へ にけ 

御宮 柱め ぐり あ ひける 時し あれば 

わかれし 春の うらみ 殘 すな 

あかしへ 御文つ か はさる、 源、 

なげきつ ゝ明 石の うらに 朝霧の 

たつ やと 人 を 思 ひやる かな 

つくしの 五せ ちお も ひさめぬ る 心地 して、 

すまの うらに >.:2 "をよ せし 舟ん も 

やがてく たせる 釉を みせば や 

^ か へ， 9 て はか ごと やせ ましよ せた， 0 し 

なご h- に釉の ひがた か. CV し を 

0 み をつ くし、 5;^ 打 

二月に 御 國ゅづ b 給 ふ、 一 n お Is" 春宮に は 承 兵 殿の み 

こ 立 給 ふ、 の 源は內 大臣に ならせ 給 ふ、 左大臣 殿 

攝 政し 給 ふ、 ほ， き汰 御子の 宰相 麵 If の は 權中納 言 也、 

此 むすめ 十二に て內に 參.. ^給 ひ、 こうき でんと 申 也、 

明 石に は 三月 十六 n: 姬君 うまれ 給 ふ、 彼 うらに はは 

る <^ しきめ の とも 有 まじと、. IL.?- よ. o- くだし 給 ふ、 
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賴 みみし まの 名に はかくれ や 

あそびの 女 北 ハ參る を、 かんだちめ、 わか やかに この 

ましげ なる は、 めと いめ 給へ り、 

「今 は 齋宮も か はり 給へば、 みやす 所 もの ぼり 給 ふ、 

俄に を もく わ づらひ 給 ひて あまに 成、 っゐ にう せ 給 

ひに けり 、齋宮 は 何事 も 覺へ給 はね ば、 源氏 渡 らせ給 

て、 有べ き 事共 人々 に 仰 付 させ 給 ふ、 雪 みぞれ かきた 

れ たる 日 、源より 齋宮 へ、 

ふりみだれ 隙な き 穴 H になき 人の 

あま かける らん 宿ぞ かなしき 

齋宮 きゑが てに ふ るぞ かなしき かきく らし 

我 身 それとも おも ほ へ ぬ 世に 

此齋宮 を 朱雀院 御け しき あれ ど、 引た がへ て 今の み 

かど ザお へ參 らせんと、 な 御 ゆ 人道の 宫!^ • にかく 

との 給 ふ、 

0 よ. - ぎふ 

ひたちの 宮の姬 君す ゑつむ 花 は、 源 を まち 給 ふ、 宮の 

內 いよ. /(.. 'あれ まさ. c  、人 すくなに な.. i> て、 き つねこ 

玉な どかたち を あら はし 物す ごし、 此 ふるき 宮 にわ 

びし くて おはし まさん よりも、 う hs はなち 給へ かし 

お l^」ー な— 源 1^1 三 I 四 


と のぞむ 人 有 けれど、 父せ 2 の 御 あと を かろ <. ^しき 

人に はわた すま じと て、 御て うど 共 も 明 慕 かたみと 

ながめ 給へ. 9、 兄の せんじの 君 まれに 山よ. 0 出 給へ 

ど、 しげき 草よ もぎ を はら はん 共し 給 はや、 春 夏に 

なれば -iT うし はなち かふ 所と なれ. 9、 野 わき あら か 

.0 し 年、 らう はく づれ はて、 ゎづ かに ほねば か. 0 の 

こ たり、 ぬす 人 も か 、 る 所に は 目 を も かけす、 此姬 

君の 母の はらから は、 すり やうの きたのかた にて、 ゐ 

なかに くだる が、 姬君を つれてく だ， 9、 我む すめの つ 

かひ ものに せんとい へど、 さらにう ごくべ う も あら 

ねば、 にくげな る 事 を いひて 、めのと の こ 侍從を つ れ 

てくだる、 いひと いめん やう もなくて、 御ぐ しのお ち 

たまりた る を あ つめて、 かづら にし 給 へ るが、 九 尺 あ 

まりに てき よらなる を 、じ、 うに とらせ 給 ふとて、 

た ゆ まじき 筋と 賴 みし 玉 かづ ら 

思 ひの ほかに かけはなれ ぬる 

侍從玉 かづら た へても やまじ 行 道に 

たむ けの 神 も かけて ちか はん 

年 か は. 5 て 卯 W ばか. 9 に、 源 は 花ち る 里へ おはす と 

て此 ふる 宮を おぼし 出て、 これみつ を 入 給 ふ、 姬君は 

一. 
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古宮の 夢に 見へ 給 ふな ごり かなしうて、 

なき 人 を こふる たもとの 隙な きを 

あれた る 軒の 1| 下さ へそ ふ 

源 尋ても 我 こそと はめ 道 もな く 

ふ か きょ もぎが もとの 心 を 

同 藤な みの 打 過が たく 見へ つる は 

松 こそ やどの しるしな り けれ 

ばつ 年 を へ てまつ しるしな き 我 宿 を 

花の たよりに 過ぬ ばか. 0 か 

後に は ひがしの 院 にわたし 給 ふ、 侍從が 今し ばし 見 

といけ ざる 心の、 あさく はづ かしう 甲3 へ り、 

〇 せき 屋  ■ 

須 磨よ. 0 かへ. 0 給て、 又のと し 九月つ ごも. 9、 石山に 

參り給 ふ、 其 U いよの すけ ひたちよ. 0 のぼる、 うち 出 

の はまく る 程に、 源氏の 君 は あはた 山 こ ゑ 給 ふとき 

きて、 杉の 下に 車 共お ろして 過し 舉る、 昔の 小 君 今 は 

ゑ もんの すけなる を 召て、 け ふの せきむ かへ は ゑ 思 

ひすて 給 はじと 官； ひければ、 

> く とせき とめが た き淚を や 

た へ ぬしみ づ と 人 は 見る らん 


うつ 

せ 一 ゆ 


 I  ^五十 四  

石山よ. 9 か へ らせ給 ひて 後、 御せ うそ こ あり、 ®、 

わくら はに 行 あ ふ 道を賴 みし も 

猶 かひな しゃし ほなら ぬう み 

め あ ふ 坂の せき やい かなる 關 なれば 

しげきな げきの 中 を わくらん 

いよの すけ は、 老の つ も b- にやな やましくな りて、 つ 

ゐに うせ ぬ、 きのかみ 昔よ.. y すき 心 ありて、 あさまし 

き 心の 見 へ ければ、 うつ せみ は あまにな り： けり、 

〇 ゑ あはせ 源 三十 ォ 

齋宮の 入內の 事、 入道の 宮麵 わ^ 御 心に 入ても よ ほし 

きこ ゑ 給 ふ、 院朱 は御心にか 、りて ロぉしとぉ；^4.」 

ど、 御^ -の 箱、 うちみ だ. 9 の はこ、 かう このは こ、 御 

たき 物な どっか はさる、 とて、 伊勢へ おはせ し 時 を 

おぼし 出て、 

御 別れ ぢに そへ し をぐ し を かごと にて 

はるけ き 中と 神 やい さめし 

齋宮 わかる とて はるかに いひし 一 こ と も 

か へ b て もの は今ぞ かなしき 

うへ 冷 は繪を このませ 給 ひて、 てん 上人 わかき 人々 

も、 ゑに 心よ せけ る は、 御  > ひと V めさせ 給 ひけ. 、北 


齋宮の 女御 価の よく かき 給へば、 みかど 御 

心う つ.. > て しげく わたらせ 給 ふ、 權 大納言 我人に を 

と らん やとて、 上手 共め しょせ 物が たり、 e: なみの 

ゑに ことば を かきつ -J" けて、 むすめの こうき でんへ 

參ら せらる、 源氏の 君す まの 浦に て か、 せ 給 へ る を、 

紫の 上 今まで 見せ 仏ん-は ざ ける とうらみ て、 

獨りゐ てながめ しょ.^ は あまの すむ 

かた を かきて ぞ 見る ベ か b ける 

0 うきめみ しその 折よ h.- もけ ふ は 又 

過に しかたに かへ るな み. たか 

權中納 言 心 をつ くし ぢく へ うつし、 ひもの かざ. 9 い 

よくと ゝ のへ 給へ. o、 三月 十日の 程 左右に わかた 

せ、 左 は 梅つ ぼ辦？ -右 はこうき でん、？： 相認， 左より 

le. 內侍 のす け、 侍從 のない し、 少將 の命婦 三人 出た 

b 、右より は大 y 一の ないしの 介、 中將の 命婦、 兵衞の 

みやう ぶ 三人 出て、 心々 にあら そ ひけ. 5、 まづ 竹と. 5 

のおき なにう つぼのと しかげ を 合て、 伊勢 物語に 正 

三位 を 合せて、 1^ の內 侍の すけ、 

いせの 海の ふかき 心 をた どらす ば 

ふ .5 にし あ と ゝな みやけ つべき 

—：^l^^tT^ 源  1^ 三 —四  I 


大貳 雲の上に 思 ひ のぼれる 心に は 

ちひろの そこ も はるかに ぞ 見る 

中宫 みるめ こそうら ぶれ ぬらめ 年へ にし 

いせおの あまの 名 を や しづ めん 

院ょ. 0 梅 壺へ御 ゑ 共 遣 はされ ける 中に、 齋宮 のい せ 

/  くだ. i:- 給し III のぎし きを きんもちに 宝 I せて、 御、 

身 こそ かくしめ の 外 なれ その かみの 

6 の うち を わ- れ しもせ す 

^^し め の うち は 昔に あらぬ 心ち し て 

神代の 事 も 今ぞ戀 しき 

かんの 君 妙よ.^ 梅つ ぼへ も、 こうき でんへ も 御搶共 

參ら せらる、 判者 は 兵 部卿宮 也、 赚就？ 'さだめ かねて 

夜に 入ぬ、 彼す まの ゑ 出た るに、 人々 なみだ をお と 

し、 左 梅つ ぼの 御 かた かちに 成に けり、 二十 H の 月 さ 

し 出て、 御 琴め し 出て、 わごん 權屮納 言、 兵 部 卿の 宮 

さう のこと、 源 はきん、 び は、 少將 のみやう ぶ、 g; は 

て、 ろく 共 は 中宮よ あはれ り fs;^l き fg 糊き： 樣 

/J 八ム 、源 三 

C お^ 十才 

東の 院 つく.^ たて、、 西の たいに 花ち る 里う つろ は 

し 給 ふ、 東の たいに は あかしの 御 かた を わたし 給 は 

百 I 五. J 


おさな 源氏 三 四 


ぼ 五十六 


A とお ほしけ， り、 北 は ひろく つくらせ、 ゆく すゑた の 

めし 人々 のつ どひす むべき やうに して、 へだて/. \' 

して、 しんでん は 源の 御 やすみ 所に し 給へ. 9、 あかし 

への ぼらせ 給へ と あれば、 年へ つる 浦 を はなれん 事 

入道の 心 ぼ そく、 ひと b 殘 .0と 3- ま. 0 洽ふも かなし 

ぐ 入道 も ひめ 君のう つくしげ なる を 見 たてまつら 

では いかです. ごさんと お ぼす、 入道、 

行 さき を はるかに 祈る わかれお に 

た ゑぬ はお ひの 淚 なりけ. & 

尼 君 もろ 共に 都 はいで き此 たび や 

ひと.^ 野中の 道に まど はん 

g 力い きて 又 あ ひみん 事 を いっとて か  - 

かぎ hv もしらぬ 世 をば たのまん 

尼 かの きしに 心よりに しあ ま 舟の 

そむきし かたに こぎ かへ るかな 

. かへ. 9 行か ふ 秋 を 過し っゝ 

うき、 にの， 0 て 我 かへ るらん 

大 井の わたり、 巾 務の宮 の ふるき 跡に すみ 給 ふ、 年 比 

へ つ る 海 づらに 似 たれば、 所 か へ たる やうに もお ぼ 

され や、 御 かた 琴 を かきならし 給 へ ば、 


御 力 、 


尼 君 身 を か へて 獨. 0 か へれる 出£- に 

きゝ しに、 たる 松.！^ ぞ ふく 

は 力 古鄕に 見し よの 友 を こ ひわび て 

さ へづる こと を 誰か わくらん 

おと  >  わた， 0 給 ひ 姬君を 見 給 ふ も、 いかい あさく は 

お ぼ されん、 あま 君 は 昔 中 務の宮 の 住 給 ひし 事 を、 

住 なれし 人 はかへ. 0 てた どれ 共 

淸水ぞ やどの あるじが ほなる 

^ いさら 井 はは やぐの こと も わすれ じ を 

もとの あるじ やお も か は. 0 せる 

源 はさが の 御寺に わたらせ 給 ひ、 十四日 十五：： Z つ ご 

も h- の n: は、 おこな はるべき^ 定め を かせ 給； ふ、 源、 

契 b しに か はらぬ ことの しらべ にて 

た へ ぬ 心の ほど はし..^ き や 

„ ^力 か はら じと 契り し ， J と を賴み に て 

松の ひ 5- きに ね を そ へし かな 

源 出 給 ふ ほどに、 如 屮將兵 衞督參 る、 かる  しき か 

くれ 所見 山ら はされ ける とて、 に はかに 賴がひ 共め 

す、 きの ふ 野に と  > まり ぬる 君た ち も、 小鳥 つけさせ 

たる 获のゑ だな どっとに して^れ. 9、 


E: さし 出る ほどに みき 參， o て、 び はわ ごん 笛 ども 川 

風に あはせ てお もしろ し、 夜 ふけて でん 上人 四 五. < 

參 れ^、 ちょ く？ - には藏 人の 辨、 

御 ：：： のす む 川の をち なる 里 なれば 

か つらの かげ はの どけ かるらん 

^5 久 かたの 光に ちかき 名のみ して 

あさゆ ふ 霧 も はれぬ 山里 

0 めぐ b きて 手に とる 斗 さやけ. き や 

淡路の 島の あはと 見し 月 

^中 浮. 雲に しばし まが ひし =： 影の 

すみ は つ る夜ぞ のどけ からまし 

g 大富 の 上の すみか をす て、 夜半の 月 

いづれ の 谷に かげ かくし けん 

むらさきの 上 はち ご を あいし 給 ふ 御 心なれば、 あか 

しの 姬君 をいだ きか しづ かば やとお ぼ さる、 

明 石の 上 は 冬に な b 行 ま、 に、 川づら のす まゐも 6 

ぼ^vし、みぎはの氷など見ゃ..^淚をはらひて、 

雪 ふかみみ 山のう ち ははれ や ハ 

^ふみかよ へ 跡た へやして 

I お さ な— 源 氏 三 四  . 


5 の 雪 まなき 十； 口野の 出 を 尋ても 

心の かよ ふ あとた へ め や は 

雪す こしと けて、 姬君 をむ か へ に 源 わたり 給 ふ、 姬君 

は 何 心なく 御 isi" にの らんと いそぎ 給 ふ、 かたことの 

聲は うつくしうて、 釉を とらへ ゆ 君 もの h- 給へ とな 

.0、 あかしの 上、 

すゑと をき 一 一 薬の 松に 引 わかれ 

いづこ かた かき かげ を 見るべき 

源お ひそめし ね も ふかければ たけく まの • 

松に 小 松の かげ をなら べん 

めのと の 少將、 御 はかし あまが つと り て 車に のる、 姬 

君 は S! の ほどに てね いりた まへ 5、 姬君 はこな たに 

て 御く だ 物な ど 参り、 あた. 0 を 見め ぐらして、 ゆ 君 

の 見へ たま はねば 打 ひそみ たま ふ、 めのと めし 出 

てな ぐ さめ まぎら はした まへ. o、 むらさきの 上お 

かしき 御 こ、 ろざ まなれば、 よくす かして つきむ 

つび た-まへ b、 年 かへ b て 源大 井に わた ひ たま ふ、 

姬君 御 さしぬ きのす そに とりつきて した ひた ま へ 

ば、 たちと いま， 9 て、 あすかへ こんと て 出た まふ、 

むらさきの 上、 
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舟と むる をち かた 人の なくば こそ  * 

あすか へ， 9 こんせ なと 待 見め 

源 1,3;: てみ て あす もさね こん 屮々 に 

をち かた 人 はこ \ ろ をく とも 

其 比お ほきお と  > うせ 給 ふ、 g " ^ き その 年 世 中 さ 

はがしくて、 雲の た、 すま ひ 曰 ほしの ひか b  、れい 

にか は..^ 皆お どろき あへ b、 入道き さいの 宮 春の は 

じめ よ. 0 なやみ 給 ひて、 三月に うせ 給 ふ、 ！ litis- のぱ 

院と 申 

也、 

0 入日 さすみ ねに たなびく うす 雲 は 

物 思 ふ 袖に 色 やまが へ る 

御い の の師の 僧都、 年 七十ば か，.^ なる が、 此 入道の 

宫の 有つ る 昔 を、 事の っゐ でに さゝ やき 申さ るれば、 

みかど 能め づら かにき こしめ し、 おそろしう も かな 

しう も 御 心み だれ させ 給へ り、 さらにし h- 給 はで 後 

の 世までと がめ あるべ き 事 也、 源お と^の た ，5- 人に 

て 世に つかへ 給 ふ も、 あはれ にかた じけ なくお ぼし 

なやみ、 秋の つかさめ しに 太 政 大臣に 成 ふ 給べき 事 

さだめ 給 ふ、 っゐ でに 即位の 事 もらしき こ へ 給 ふ、 お 

と  > さらに 有 まじき よし 申 返し 袷 ふ、 桃園の 式部 卿 


nil   五十八 

の 宮鄉舰 のもう せ 給 ひぬ る 由 奏する に、 いよく さは 

がし、 世のう しろみに は、 あふひの 上の 兄 大納言に な 

b 右大將 かけ 給へ る を、 今 一 きざみ あが. 0 給て、 何 

事 も ゅづ， 0 て その後と も かく もと ぞ おぼしけ る、 秋 

の 比 ニ條院 に齋宮 まかで 給へ り、， 源お とい 木 丁へ だ 

て、 御物が た. 9 聞へ 給 ふ、 春の 花の 林 秋の 野の さか 

,0、廿ー111ょ，0と..0<^にぁらそひ#;る、もろ こしに は 春 

の 花のに しきに しく 物な しとい へ. <^、 やまと は 秋の 

あはれ をと りたて、 思 へ る、 源、 

君 もさ は あはれ を か はせ 人 しれす 

我 身に しむる 秋の 夕風 

源大 井へ わたり 給へば、 あかしの 上、 

いさ せし かげ わ すられぬ か ぃ.0 火 は 

身のう き 舟 やした ひきに けん 

源淺 からぬ 下の 思 ひ を しらねば や 

猶か い. 4 火の かげ はさ はげる 

0 あさが ほ f お 十 

あさが ほの 齊院 は、 父の 御ぶ くにて おり ゐ給 ふ、 源大 

臣は おぼし そめた る くせにて、 を とづ れし げかれ ど、 

齋院 はとけ て 御 返事 もし 铪 はす、 長 ej にも、 ぞのゝ 


宮 にさい ゐん わたり 給 ふ を、 源 聞 給 ひて、 女 五の 宮の 

御 見 まひに 事よ せて ぉはした.-、5.^^1^、^2^5|堳しん 

でんのに しひが しにす み 給 ふ、 齋院 のお まへ をみ や 

り 給へば、 せんざいの けしきの どや かなる も ゆかし 

くて、 おとい わた b 給 ふ、 にび 色の みすかけ わたし、 

くろき 木 丁の すき かげな まめかし、 せんじた いめん 

して 申った ゆる、 

、源 人 しれす 神の ゆるし を まちし まに 

こ、 ら つれな き 低 をす ぐす 哉 

齋院 なべ て 世の 哀 ばかり をと ふから に 

ちか ひし 事と 祌ゃ いさめん 

二 條院へ かへ b 給 ひて、 あさが ほの 色 もに ほひ も か 

はれる をお，.^ 給 ひて、 さい ゐんへ つか はさる、 

見し 折の 露わ すられぬ あさが ほの 

花の さかり は 過 やしぬ らん 

齋院秋 はて 、露の まがき にむ す ぼゝれ 

有 かなき かにう つる あさが ほ 

冬の 比 女 五の 宮へ おとい わた b 給へば、 にしなる 門 

あけさせ 給 ふ に 、おやう のさび つきて あかざる を、 お 

きな のさ むげなる すがたに て、 こぼ ^とひき わぶ 
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る を、 あはれ ときこし めして、 

^ い つの まに よもぎが もと \ むす ぼ，^ れ 

雪 ふ る 里と あれし かきね ぞ 

御物 語し 給 ふに、 女 五の 宮は 御み、 もき こ へす、 ねぶ 

たげ にあく びし、 いびきの をと すれば、 おとい 出 給 は 

ん とする に、 ふるめかしき 人出て なの る、 げんない し 

あまにな. 5 て、 此宫の 御て しにて あ b  、今 も あだめき 

たる こはつき にて "Iggsl5 化； f 

年 ふれ ど此 契，^ こそ わ すられね 

親のお やと かいひし 一 こと 

源 身 を か へ て 後 も 待 見よ 此世 にて 

親 を わする 、ためし 有 やと 

さい ゐん へ參り 給へば、 こよ ひも 人づ てに てたい め 

んも あら ざれば、 源、 

つれな さ を 昔に こ. 0 ぬ 心 こそ 

人の つら さに そへ てつ ら けれ 

あらためて 何 か は 見 へん 人のう へに 

か ゝ， CVLJ き、 し  > ひば.？'， O を 

雪の ふ. 9 つもりた る 夕 ぐれ、 の 西の たいに わた. 0 給 

ふ、 s: はくまな きに、 わら は ベ どもに 雪 まろばし せ さ 

九 
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せた まふ、 しどけ なきとの ゐ すがた、 扇な どもお とし 

て 打と けが ほお 炉 しげ 也、 夜 ふくる ま、 に e: いよい 

よお もしろ し、 紫の 上、 

永と お-岩 まの 水 は ゆきか へ り 

そらす む 月の 影ぞ ながる ゝ 

むらさきのう への かたち、 こ ひしき 人！^ おの おもかげ 

によく 似 給 ひて、 いさ ゝ かわけ たる 御 心 もな し、 をし 

の 鳴ければ、 源、 

かきつ めて 昔戀 しき 雪 もよ に 

あはれ を そふる をし のうきね は 

入 給 ひて うす 雲の 御寧お ぼしめ して 、 お ほとの ご も 

-9 に 夢に おそ はれ 給へば、 むらさきの 上 こ はいかに 

と おどろかし 給 ふに、 なみだな がれて け.^、 源、 

とけて ねぬ ね覺 さびしき 秋の よに 

むす ぼゝ れつ る 夢の さびし さ 

とくお き 給 ひて 所々 に 御 やき やうし 給 ふ、 

なき 人 をした ふ 心に まかせても 

かげみぬ 水の せに やま ど はん 

う.^ と.？ 源 三十 一一 

C をと^ 三 四まで 

かもの まつ b の 比、 せんさい ゐん へ、 源よ. 9、 


 ^六 4.  

かけき や は 川瀬の 波 も 立 か へり 

君が みそぎの ふちの やつれ を 

返し 藤 衣き し は きの ふと 思 ふまに 

け ふ はみ そぎの せに か はる 世 を 

あふひの 上の _ ^君、 |§ 粉 御 げんぶく 三條の 殿に てし 給 

ふ、 四 位に なし てんと 人み な 思 へる を、 あさぎに て か 

へ..^ 給 ふ を、； J ば大 みや は あさましと おぼしたり、 I ま 

たかき 家の 子とう まれて は、 つかさく らゐ 心に かな 

ひ、 世に お ごり ぬれば、 がくもん などに 身 をく るし め 

ん事 はと をく、 たは ぶれ あそび をのみ このめ b 、世に 

あるとき はんみ なつい せ-つし した ふ 也、 時， つつ h- お 

とろ ふ るす ゑに は、 人に あな づらる \ に 、か、 b 所な 

くな り 行 也、 此 若君 をば 大 がくの みちに なら はさん 

とて、 はかせ をめ しょせ 給 ふ、 四 五 ==: のうちに 史 記な 

どい ふ 文よ み 給へ り、 

大 將は內 大臣に な..^ 給 ふ、 御子 たちあ またお はし ま 

す、 御む すめ はこうき でんの 女御と 今 一 ところ あり、 

此姬君 はく はしゃの 君 § とひと つ 所に て、 大 みやの 

そだて 給 ふ、 おさな 心に 思 ふ 事な きに も あらや、 十に 

あま. 0 給へば、 けと をく もてなされ、 かき か はした る 


文 どものお ちつる を、 人々 見 かくしつ 、過 行に、 內の 

おと 3 'きゝ つけ 給 ひて、 したしき 中の ゑん は、 した 

じたの もの だに よからぬ 事なる に、 大 みやの 見 ゆる 

し 給 ふ 事と はらだち 給 ふ、 く は ざの 君 これ をき、 て、 

さて は 今よ. 0 後 は 文の かよ ひもな り がた かる ベ し 

と、 打な げきね 給 ひ ぬれ ど、 心 そらにて 中の しゃう じ 

を ひけ ど をと もせす、 ひめ 君 もめ ざまして、 雲井の 臈 

も わが ごとく やと ひとりごとし 給 ふ、!^ 讓 小侍從 やさ 

ぶら ふ、 こ \ を あけ 給 へ と あれ ど をと もせす、 夕. 霧、 

さよな かに 友よ びわた る 雁が ね も 

うたて 吹 そふお ぎのう は 風 

「內 のおと V の 御む すめ こうき でん は、 梅つ ぼに を さ 

れ給 ひ、 くるしと のみお ぼ さる t  J 械： i みちの.； f 也 力 夕霧 

のめのと 姬君 にち かづきて、 父お といの こと やうに 

おぼしめ すと も、 思 ひなび かせ 給 ふなと さ いめく、 又 

姬君 のめのと は 夕霧の 心 かよ はし 給 ふ をつ らく  m わ ひ 

て、 物の はじめの 六 位すぐ せとつ ぶやく を、 おとこ 君 

きゝ給 ひて、 

くれな ゐの淚 に ふかき 釉の色 

あさみ どり とやい ひし ぼるべき 

おさな 聽 氏 三 四 


色々 に 身の， フき ほどの しらる ゝは 

いかに そめけ る 中の ころも ぞ 

夕霧 霜 こ ほ b うたて むすべる 明 くれの 

.1;.^ かきく らし ふ るな み だかな 

「大 とのより ことし 五せ ちた てまつ り 給 ふ、 まひ 姬は 

これみつが むすめ、 よしきよ がむ すめ 也、 これみつが 

むすめの さま は、 雲井の 雁の ほど、 見へ て、 やうたい 

まさりて 見へ ければ、 夕霧た ちより きぬの すそ を 引 

うごかして、 

あめにます とよ わか 姬の 宮人 も 

我 こ、 ろざす しめ を わするな 

大殿 はむかし の をと め おぼし 出て、 文 をつ か はさる、 

を とめ子 も 神 さびぬ らし. 大渾釉 

ふるきよ の 友よ は ひ へ ぬれば 

五 かけて い へ ばけ ふの 事と ぞ おも ほ ゆる 

リ 影の 霜の 釉 にと はし も 

今一 人の まひ 姬は よしきよ がむ すめ、 これみつ がむ 

すめ はない しのす けにな し 給 ふ、 此 ないしが せう と 

の わら はして、 夕霧 文 をつ か はさる、 

n 影に もしる か. 0 けめ や を とめ子が 

百 六十 一， 
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天の は そでに かけし 心 は 

兄弟 これ を 見け る を、 これみつ 見つけて^ にもみ せ 

て、 此 おのか V 、おぼしめ さば 、参らせん とい ふ、 

「二 g::1 一十 日 あま. o しゅじ やく ゐんに 行幸 あり、 お 

ほきお と 5- も參， 0 給 ふ、 天子 もお と 3. もお なじ あか 

いろ をき 給 へば、 ひとつ ものと か いやきて 見 へ 給 ふ、 

かしこき が く，. - やう 七 人め して、 題 を 給 は， 0 文つ く 

ら せらる、 夕霧 もつ く. 0 給へ. o、 

源鶯 のさ へ づるこ ゑ はむかし にて 

むつれ し 花の かげ ぞか はれる 

院 九重 を かすみへ だつ るすみ かに も 

卷と つげく るう ぐ ひすの こ ゑ 

11 いにしへ を 吹った へたる 笛 竹に 

さへ づ る 鳥の ねさ へ か はらぬ 

冷 御 驚の 昔 を こ ひて さへ づるは 

こづた ふ 花の 色 や あせた る 

夕霧 は その H 文う つくしう つく， 0 給 ひて、 秋の つか 

さめし に侍從 になり 給 ふ 、 

「大 との 、すま ゐ、 六で うのみ やす 所の ふるきせ 2 の ほ 

IhyK 四 町 を しめてつ くらせ、 八 B にわた.^ 給 ふ、 


 M ハ i.E  

ひつじ さるの まち は、 秋 このむ 中宮の 古み やなれば、 

やがてお はします べし、 IS いほの たつみ はおとい のお 

はします まち 也、 うし とら は むらさきの 上、 い ぬゐは 

あかしの 御 かたなり、 

むらさきの 上の 庭に は、 まやた かく 池 ひろく、 五 ゑ 

う、 こうぶい、 さくら、, e».A6 ぶき、 いはつ、 じ、 秋の 草 

ほのかに うへ たり、 中宮の 庭に は、 もとの 山に 紅葉い 

ろく、 いづみの 水と を，、、 岩 をた て 瀧お とし、 秋の 

野 はるかにつ くれり、 その 比に あ ひて さきみだれた 

り、 北の ひがし は 夏の 御 かた、 MM 、るすい しげに いづ 

み をな がし、 くれ 竹 卯の花 こだかき 木 ども をう へて、 

たちばな、 なでしこ、 さう び、 くた にな どやう の 草々 

う へ たり、 束お もてに むまば のおと i をつ く， o、 にし 

は 御藏 也、 へ だての かきにから 竹 松し げく、 雪 を もて 

あそば ん たよ. あ. 9、 菊の まがき は、 その はら、 名 も 

しらぬ み. E 木 をう へ た..^、 まづ 花ち る a- そ ひて うつ 

らせ給 ふ、 さ て むらさきのう へ 車 十五 侍 從の君 そ ひて 

わた 給 ふ、 五六 ョ 過て 中宮 わた.^ 給 ふ、 屮宮 のお ま 

への 紅葉お もしろ し、 箱の ふたに 花 紅葉 こき ませて、 

むらさきの 上の 御 かたへ、 


こ、 ろから 春 まつ その はわが やどの 

もみ ぢを ■ のっとに て も 見よ 

御返し は、 此 ふたに こけ をし きて、 いはほの >  J ゝ ろば 

ゑして、 五 ゑう の ゑ だに、 

風に ちる もみ おはかろ し 春の 色 を 

いはね の 松に かけて こそ 見め 

あかしの 上 は 神無月に わた. 0 給 ふ、 
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〇 玉 かづら Mii 十  . 

とし 月 へだ ゝ， 0 ぬれ ど、 夕が ほの 上の 事 源 わすれ 給 

はす、 うこん を かたみと おぼして、 たいの 御 かたに さ 

ぶら はせ 給へ. り、 西の 京に ゐ給 ひし 姬君. 四才の 

時、 めのと のおと こ少贰 になり て、 つ く.. ^ へ つれてい 

きけ り、 船の 中に てめ のとむ すめ 二人、 

舟人 も 誰 を こふと かお ほ 島の 

うら か なしげ にこ ゑの 聞 ゆる 

こし か たも 行衞 もしら ぬお きに 出て 

哀 いづく に 君 を こふらん 

つくし ひせんに くだりても、 夕が ほのう へ は いづく 

にかお はします、 ゆめに 見へ たま ひても こゝち あし 

ければ、 世に なくならせた まふ やとお も ふ、 少 ii^ に は 

おの こ 三人 ありし が、 この 姬君は 京 へぐ して か へ り， 

人に もしら せ たてまつれと いひて、 姬君 十ば か. 0 の 

ころ、 少貳 はう せぬ、 12^ への ぼらん とすれ ど、 中 あ 

し きく にの 人お ほ/、 て、 をぢは  >  か り ての る こと 

もなら で、 とし Iz- をす ごす、 この 姬君 のかた ちょき こ 

と を ゐ なか 人き、 て、 むかへ むと いふ もの お ほけ 

れ ども 共、 かたわに おはし ませば，、 尼に なし まゐら 
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すると いつはり いへ.. y、 少貳が 子供お のこ もむ すめ 

も、 ところに たより 出き て、 京の かたはと を ざ かる 

ほどに、 姬君 一 一十ば か. 5 に 成りた まふ、 そのころ ひご 

の 國に大 ゆ ふの げんと て、 年 三十ば か. 9 にて いき ほ 

ひお そろ しげなる つ はもの あり、 この 玉 かづら のこ 

と をき、 て、 たと ひかた わに おはします とも、 いた U. 

きにさ、 げて、 わたくしの 君と おも はんと ねんごろ 

にい ひて、 このく にに 來 りぬ、 少甙が むすこ 二 郞と三 

郞は、 身の 行す ゑの たよ， りに も たのもし からん とお 

も ふ、 ぶんごの すけと いふ は、 おやの ゆいごんに ま 

かせ、 京へ のぼせた てまつ らんと い ふ、 この げんが あ 

さまのお そろし きに、 心 を やぶら じと て、 めのと 

出て げんに あ ひたり、 監はゐ なか ものと て あな づら 

んに とて、 うた をよ みたり、 

君に もし 心た が は いまつら なる 

か V みの 祌を かけて ちか はん 

めのと はこ、 ろ を もち ひかへ てよ みけれ ど、 監 はき 

きしらす、 うれし とお も ふな. 9  、 

年 を へ ていの る 心の たが ひなば 

か いみの 神 をつ らしと や 見ん 


卯 H! 一 一十 曰の 程、 むか へ に まからん とい ひて、 監はひ 

^  -oi.  、  A  /  ,5 ナ， ひ、 此姬 君.^ 京へ ぐしての ぼらん 事.^ 年. こ 

この^ ン カー bl- り るいの る 也、；。 したが ひたらば 、かいみ 

の钟なっらしと&5^1んの、ぃ 

なろ^、 監は聞 しら S なり、 

ぶんごの すけと、 兵 部の 君と いふむ すめ 心 を 合て、 姬 

君 をつ れ參ら せ、 夜に まぎれ はや 舟に て にげての ぼ 

る、 兵 部の 君、 

，フ きし， -.V6 を - ぎ はなれ て も 行，？' たや 

いづく IJ ま， 0 としら す も 有 哉 

1^ 一；^ 行 さき も 見へ ぬ 波路に 舟 出して 

展に まかす る 身 こそうき たれ 

うき 寧に むねの みさ はぐ ひ いきに は 

ひ いきの な だ もさ はら "さ h.- け ，9 

九 條に昔 しれる 人 ある を たづね て „Q け， o、 彼 n にて 

も 願 をた て つれば、 八幡に まう で 又は つせ へ參 る、 四 

日と いふに つばい ちとい ふ 所に つきた， o、 此 宿に 又 

よそのお とこ 女、 馬な どひ かせて つきた， o、 是は昔 夕 

が ほの 上に つか はれし 右近 也、 ぶんごの すけ 姬 君の 

參 物手づ からと b まかなへ る を、 右近 ものごしに 

のぞき 兑れ ば、 見た る やうなる かほ つ き 也、 三で うと 

云 女の 有 をよ く みれば、 是も 見し やうに て、 右近 


も かほ を さし 出せば、 三條は 右近 を 見し.. て、 あらう 

れ しゃ、 さて は 夕が ほの 上 はお はします やとい ふ 

いふなく、 右近 は姬君 はと、 ふ、 めのと に此 よしい ひ 

て、 みな 夢の 心ち して 昔 を かたりあ ひ、 むせ か へ hi 

きくら す、 うこん は ひめ 君 をう つ くしと 兄舉. 0  、三日 

ごも， 0 此なる 君の 御 ためとて、 御 あかし ゝた、 めお 

がみ 参らせて、 

二 もとの 杉の たち ど を 尋ね やば 

ふる 川の へ に 君 を 見 まし や 

ゆ はっせ 川 はやくの 事 はしらね 共 

け ふの あ ふせに 身 さ へな がる、 

京に かへ りて 君 源に 此 よし 申 たれば、 父お といに は 

なしら せ そ、 我 は 子 もす くなければ、 しらぬ かたよ. 0 

我 子 を たづ ね 出たり とい はんとの 給 ふ、 

しら ゃ共尋 てし らんみ しま 江に 

おふるみ く. 0 のす ぢ はたえ じ を 

玉 数なら ぬみ く. 5 や 何のす ぢ なれば 

うきにし も かくね を IO  -2 'め けん 

右近が 里の 五條に、 まづ しのびて すませ 給 ふ、 花ち る 

里に も 紫の 上に も、 此玉 かづら の ゆ 夕が ほの 事 かた 


I お さ な 源 氏 1 五 六 
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b  、我 子の やうに いひな し 給 ふ、 玉 かづら 源にたい め 

んし 給て、 おやの かほ は ゆかしき， 勿.^、 さもお ぼ さ ぬ 

かとて 木 丁 を をし や. 0 給へば、 はづ かしげに て そば 

み 給 へ り、 ゆ 上に よく 似 給へば、 

戀 わたる 身 は それならで 玉 かづら 

いか 成す ぢを たづね きつらん 

年の 慕に は 人々 のし やう ぞく をく ばらせ 給へ. 9、 こ 

、フ ばいの いと もん うき たる ゑび ぞめ のこう ちき、 今 

やう 色の すぐれたる をば 紫の 上、 櫻の ほそながに、 つ 

や、 かなる かいね. 9 そへ てあかし の ひめ 君、 あさ は 

な だの かいふの をり 物、 こき かいね. 9 そへ て 花ち る 

里、 山ぶ きの ほそなが 玉 かづ ら、 柳の をり 物にから 草 

をれ る をす ゑつむ、 て ふ 鳥ち が ひたる 白き こうちき 

に、 こきつ や、 かなる かさねて あかしの 御 かた、 うつ 

せみの あま 君に、 あ をに びの を， 9 もの、 くちなしの 御 

ぞ ゆるし 色 そへ 給 ふ、 すゑつ むは ひがしの 院に おは 

して、 

きて みれば うら みられけ リ から 衣 

か へし や. 9 てん 釉を ぬらして 

御 使に やまぶき のうちき、 釉 口す、 けたる を かづけ 
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糸 ^ 

つ nj ま 源 三十 六才、 

??5?->ュ.^元0;の事也、 

六條院 の內、 見所お ほき かた < ^の 中に、 春のお まへ 

ばのと. 0 わきて、 梅の かもみ すの 內 のに ほひに まが ひ 

やすらか 也、 めしつかへの 人々 も わか やかに すぐれ 

たる は、 明 石の 姬 君の 御 かたに ゑら せ 給 ひ、 おとなび 

たる はよ し/^ しくし やう ぞくして、 はがため のい 

はゐ もち ゐ かいみに むかひ、 千と せの かげに しかき 

いは ひ 事して、 そぼれ あ へ るに、 おと い 源 さし のぞき 

給へば、 ふところ 手引な をし、 人々 たは ぶれ 事い ひて 

夕つ かた、 源、 

うす 氷と けぬ る 池の か いみに は 

世に たぐ ひなき かけ ぞ ならべ る 

せの くもりな き 池の 鏡に 萬 代 を 

すむ ベ き影ぞ しるく 見 へけ る 

け ふ は 子 H 也、 姬君 かたへ わたらせ 給へば、 わら はし 

もづ か へ など、 御前の 山の 小 松 を ひきあ そぶ、 あかし 

のう へ は、 ひげ こわ ご、 五 ゑう の ゑ だに うぐ ひす を 

つ く  て、 

年：！：： を 松に ひかれて ふる 人に 


け ふ鶯の はつねき かせよ 

引 わかれ 年 はふれ ども 鶯の . 

すだちし 松の ね を わすれめ や 

夏の 御 かたに は、 むつまじ きい もせの 契..^ ばかり を 

いひ か はし 給て、 玉 かづら へ わた.. >  給へ 、明 石の 御 

かたに わた. 9 給へば、 視さ うし 共 取ち らし、 姬 君の 小 

松の 返歌 を 見ゐ給 ひて、 

めづ らしゃ 花の ね ぐらに こづた ひて 

たにの ふるす を とづる 營 

こよ ひ はこな たにと ま b 給 ふ、 あけぼの、 程に おき 

出 給 ひて、 紫の 上へ 渡らせ 給 ふ、 東の 院へは 日 比へ て 

わた b 給 ひ、 すゑつ むのお 前の こうばい、 見 はやす 人 

もなければ、 

ふる 里の 春の こす ゑに たづね きて 

よのつね ならぬ 花 を 見る かな 

おとこた うか あり、 正月 十四の 節會 也、 

〇 こて ふ 

やよひ 二十日 あま 、春のお まへ ^ のの 花の 色 鳥の こ 

ゑ、 山の こだち、 中島の わたりい とめ づ らし、 からめ 

いたる 舟つ くらせ、 歌づ かさの 人め して、 船の がく も 


よ ほさせ 給 ふ、 秋 このむ 中宮 は、 かろ <\- しく こなた 

にわたら せ 給 ふべき ならねば、 女ば うたち をのせ て 

や うと うげ きしゅ を かざ， 0  、 みつら ゆ ひたる わら 

はべに かおと さほ さ、 せ、 .IE の 池に と をし ごらん 

せ させ 給 ふ、 女ば うたち、 

風 ふけば 波の 花 さへ 色兒 へて 

こやな にたてる やまぶき のさき 

舂の 池ゃゐ での 川瀨 にかよ ふらん 

きしの 山ぶ きそ こもに ほ へ る 

かめの 上の 山 も たづ ねじ 舟のう ちに 

おひせ ぬ 名 を もこ ゝ にの こさん 

春の 日のう らゝ にさして 行 舟 は 

さほの しづく も 花 ぞち .5 ける 

舞 人に 手の かぎりつ くさせ 給 ふ、 夜に いれば かいり 

. ^ともして、 みはしの もとの こけの 上に がく にんめ 

して、 かんだちめみ こたち みな ひき 物 ふき ものと. 9 

ど.. -也、 玉 かづら の 事 をき、 て、 心がけ 給 ふ 人お ほか 

り、 

i 部 紫の ゆへ に 心 を しめたれば 

ふちに 身な げん 名 や はおし けき 


おさな 氏 五六 


10 六十 七 


おさな 源氏 五六 


百 六十 八 


ふちに 身 を なげつ べし やと 此春は 

花のぁた..^を立さらで見ょ 

け ふ は 秋 このむ 中宮の 御 どき やうの はじめ 也、 春の 

お前よ b 花た てまつ.. > 給 ふ、 て ふ 鳥に かざ. 5 わけた 

る わら はべ 八 人、 しろ かねの 花が めに 櫻 を さし、 こが 

ねの かめに 山ぶ きを さして、 南の 山ぎ はよ，.^ 舟 を さ 


き 


させて、 御せ うそ こ は 殿の 中將 して、 むらさ 

のう へ より、 

花ぞ の、 こて ふ を さへ やした 草に 

秋 ま つむし はう とく 見る らん 

こぞの もみ ぢの 御返しな と、 中宮う ちわら いて 御 

らんす. 切 返し、 

こて ふに もさ そ はれ なまし  > ひ あ て 

や へ 山ぶ きを へ だて ざ. 0 せば 

大 との、 中將 は、 玉 かづら をい もうと 其し. 5 給 はで、 

思 ふ 共 君 はしら じな わき か へ ，0 

岩 もる 水に いろし 見 へ ねば 

おとい 右近 をめ して、 此 返し ども は 人 ゑ， 0 してせ さ 

せよ との 給 ふ、 おと^も 時々 けしき ある ことば をよ 

ませ 給へ 共、 玉 かづ ら はき ゝ しらぬ さまな， 5、 


濂 ませの 內に ねぶかく うへ し 竹の子の 

をのが ょゝ にやお ひわ かるべ き 

玉 今 さらにい かならん よか 若 竹の 

おひ はじめ けんね をば 尋ねん 

源た ちば なのか ほりし 釉 によ そふれば 

か はれる 身共お も ほへ ぬかな 

玉釉 のか をよ そふる からに たちばなの 

身 さ へ はかなく 成 もこ そ すれ 

むづ かしと 思 ひて、 ふつぶ し 給 へ る さまな つかしう、 

はだつ きのこ まやかに うつくしげ なる に、 け ふ 思 ふ 

事 しらせ 給 ふさ かしらなる 御お や 心なり、 御ぞ もよ 

くま ぎら. はし 給 ひて、 ちか やかに ふし 給 ふ、 又の日 御 

文に、 . 

打と けて ね もみぬ 物 を 若草の 

. 事 ありが ほに， むす ぼ、 るらん 

〇 ほたる 五月 

玉 かづら はおと  > 源の 思 ひの 外なる 御け しき を、 心 

ぐるし くお ぼす、 しげく わたらせ 給 ひて、 人 ど をき お 

.9 はけし きばみた まふ、 兵 部 卿の 宮 しんじち にせめ 

聞へ 給べ ば、 御 返事な どし 給 ふ、 ある 夜し のびやか に 


おはした るに、 おとい は 木 丁へ たて、 かくれお はし 

まし、 きち やうの かたびらに 螢 をお ほくつ 、みて、 に 

はかに しそく を さし 出た るかと あさまし きに、 玉 か 

づらの 扇 を かざし 給へ る、 かたはら めのうつ くしき 

を宮 御らん ありて、 まことの 御む すめなら ば、 かやう 

に もて なしれ ？ はじと お fv* す、 

鄉 なく 聲も 聞へ ぬ 蟲の思 ひだに 

人の けつに は き ゆ る もの か は 

聲は せで 身 をのみ こがす 整 こそ 

いふよ， 0 まさる g-3 ひな るら め 

此事 ゆへ に此^1«,^ばたろ兵部卿とぃふ也、 

五日に はむ まばのお といに 出 給 ふ、 っゐ でに 玉 かづ 

らへ 添わた. 0 給へ .0、 兵 部 卿の 宮ょ， 0 玉 かづ ら へ 、 

け ふさ へ や 引 人 もな きみが くれに 

おふる あやめの ねの みな かれん 

ゆ あら はれて いとい あさく もみ ゆる かな 

あやめ も わかすな かれけ るね の 

ところ <> ^よ. 0 おといへ くすだま、 いる、 むまば の 

おと  >  は、 こなたの らうよ. 0 見と をす 程遠から す、 

おとい は 花ち る さとに お ほとの ごもる、 ，^「はぉまし 


など もこと 事なければ、 花ち る 里、 

そのこ まもす さめ ぬ 草と 名に たて る 

みぎ はの あやめけ ふ や 引 つ る 

0 に ほど b に 影 をなら ぶ る 若 ごま は 

いっか あやめに ひき わかるべき 

おと^よ， 9 玉 かづ らへ、 

思 ひ あま，^ 昔の あ. i を たづ ぬれ ど 

親に そむける 子ぞ たぐ ひなき 

ふるき 跡 を尋れ どげ にな か， 0 けり 

此世 にか 、るお やの こ、 ろ は 

內 のおと > は 御子た ちお ほかる 中に、 彼 なでしこの 

ゆく ゑい かにと おぼしめし、 玉 かづら は 源の まこと 

の 御む すめと おぼして、 御子た ちに もし さやう のな 

のりす る 人 あらば、 み >■ と：； 'め 給へ との 給 ふ、 

〇 とこなつ 同 六月 

いと あっき 日、 六で うの ゐんの 東の つり どのに 出て 

凉み給 ふ、 夕霧 殿上人 も あまた 參 り 給て、 西 川より あ 

ゆ か も 川の いしぶ し舉る を、 お前に てて うじ 参らす、 

大 との ゝ きんだち も參給 ひ、 御物 語の ついでに、 內の 

おといのお. 0 はらの むすめ 尋出給 へる は、 まこと か 

"百， 六 1  力 
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と 思 ひ 給 ふ、 g#l、 の おとい はに しのたい 玉 へ わた 

,9 給 ひて、 いにしへ 父お といの、 なでしこ とかた， 9 た 

まひし を おぼしめし 出て、 

なでしこの とこなつ かしき 色 を 見ば 

もとの かきね を 人 ゃ尋ん 

1^,^ 山が つの かき ほに おひし なでしこの 

もとの ねざし を 誰か たづ ねん 

內 のお と^は、 今姬ぉ をい かに せん、 かへ し をく らん 

も 物く る をし、 女御に 参らせて よろ づ いひ をし へ 給 

へと 也、 此ぁ ふみの 君 は 五節の 君と すぐ 六をぞ 打け 

る、 女御の 里に おはします 時 は、 參て 人の さま を も 

なら ひ 給へ と、 父お とい 仰ら るれば、 うれしき 事 か 

な、 いっか 參 らんと て、 まづ文 を參ら す、 

草 わかみ ひたちの 海の いか^さき 

いかで あ ひみん た ごの うら 波 

女御 此文を 御らん じて、 此 返し は 中納 言の 君に かき 

給 へ と ゆ づ，. ^給 ふ、 御文の やうに て、 

ひたちな るする がの 海の すまの 浦に 

波た ち 出よ は こざきの^ 

〇 かい- 9 火 同 秋 


秋の はつ 風す 3. しき 五日 六日の 夕月： お、 西の たい，^ ゆ 

へ おとい 源 わた. り 給て、 わごん をし へ 給 ふ、 か いり 火 

ともさせ、 御 琴 を まくらに て、 もろ 共に そ ひぶし 給 へ 

.5、 源、 

か 火に たち そふ 戀の煙 こそ 

よに はたへ せぬ ほの を 成 けれ 

§s 行衞 なき 空に けちて よか  > り 火の 

たよ.. 0 にたぐ ふ 煙と なら ズ 

〇 野 分 I  . 

中宮のお まへ に 秋の 花 をう へさせ、 くろき あかき の 

ませ を ゆ ひませ 給へ り、 れいの 年よりも 野 分 あら あ 

らしく 吹た.^、 おとい は姬 君の かたに おはします ほ 

どに、 夕霧 は 東の わた 殿よ.. >  つまどの あきたる を 何 

心なく 見 いれ 給へ るに、 ひさしに ゐ給 へる 人 まぎる 

ベ くも あらす けだかく きょら 也 、せ？， 春の あけぼの ゝ 

霞の まより、 かば 櫻の^ みだれた る 心地す、 みす を 吹 

あぐれば、 人々 にお さ へ させう ちわら ひ 給へ るか ほ、 

あいぎ やうに ほひ こぼる、 計 也、 おといの つねにけ 

ど をく もて なし 給へ る もこ LJ は， 0 にて ，v- さ. 0 せ ふ 

に、 おとい 西の かたより わた b 給へ. o、 夕霧 はた  >  今 


參 たる やうに こはづ くりして あゆみ 出 給へば、 おと 

ど 彼つ ま 戶 の あきたる は、 夕霧 や 見 給 ふらんと とが 

め 給 ふ、 夕霧 は 大宮の 風に おおさせ 給 はんとて 出 給 

ふ、 大宮： ：： は まちよろ こび わな、 き 給へ り、 大きなる 木 

の 枝 も おれ、 か はらさ へ 吹ち らし、 はなれた る 屋共は 

た ふれた， 9  、東の 町 5^ ち は 人 すくなに てお どろき 給 は 

んと、 人 召て 所々 つくろ はすべ きょしい ひ をき 給 ふ、 

ひくれば 中宮のお 前に は、 わら はべ 四 五 人む しの 籠 

どもに 露 か はせ 給 ふ、 おとい は 中宮へ わたり 給 ひ、 そ 

れ よりあ かしの 御 かたへ おはして、 風の さはぎ 計 を 

とひて つれな ぐ 立 か へ b 給へば、 あかしの 上、 

大 かたに おぎの は 過る 風の 音 も 

うき 身一つに しむ 心ち して 

西の たいに は、 おそろしと 思 ひ あかし 給へ るな ごり 

に、 ねす ぐして 今 ぞ鏡見 給 ふ、 おと 3- 入 給 ひて、 れい 

のす おにむ づ かしう きこ ゑた. 9、 玉 かづら はうた て 

と 思 ひ な が ら 打 ゑみ 給 ふ 、 夕霧 は い. かで 玉 かづら の 

かたちみ てし！^ なと、 木 丁 引 あげ 給 へ ばよ くみ ゆ、 お 

と い と 玉 か づ らは お や 子と 聞 へながら、 かく ふと こ 

ろ はなれ 給 はぬ を あやしと 見 給 ふ、 すこし そばみ 給 

おさな 源氏 五六 


へる を 引よ せ 給へ るに、 御ぐ しのな みよ b て はら 

はら. i こぼれ か、， 0- たる は、 いとむ づ かしきけ しき 

ながら、 さすがな ごや かなる さまして、 なれ- ( -f r 

よ.. > 給へ る 御け は ひ、 きの ふ 見し 人^ glj に は をと. 9 

たれ ど、 みるに ゑ まる ゝ さま は 立なら ぶ ベく お ぼ ゆ、 

八重ぶ きの^み だれた る さかりに、 露 か ゝれる 夕ば 

ゑな り、 玉 かづら、 

みだる 風の けしきに をみ なへ し 

しほれ しぬ ベ き 心ち こそ すれ 

源 下露に なびか まし かば 女郎花 

あらき 風 - はし ほれ ざら まし 

姬 君の 御 かたへ 夕霧 參. り 給て、 かみす こ ひて、 雲 

井の 雁へ 御文つ か はし 給 ふ、 

風 さはぎ 村 雲 まよ ふゆ ふ べに も 

わする、 まなく わ すられぬ 君 

0 みゆき, 計 

しはすに 大 原野の 行幸と て、 世に のこる 人な く 見さ 

はぐ、 六 條院の 人々 も 見 給 ふ、 しゅじ やかよ. 9 五條の 

お ほ ぢを西 ざまに おれ 給 ふ、 かつら 川の もとまで 物 

見の くるま ひまな し、 雪ぃ さ 、 かち..=^ て道の{<1ゑん 


 おさな 源氏 五六  i  

也、 みこ だち かんだちめ は鼷 をす へ させ 給 ふ、 玉 かづ 

らは みかどの 麗しき 御 かたち を なすら へな く 見 給 

ふ、 ひげく ろの 大將 やなぐ ゐ おひて 色く ろく ひげが 

ちなる を、 心づ きな く 見 給 へ り 、おとい 浪 は 御と もに 

は あらで 御み きく だ 物な ど 奉， 9 給 ふ、 みかどよ の 

御 使は藏 人の さ ゑ もんの せう、 きじ 一 ゑ だ、 

御 雪 ふかき 小饉の 山に たつき じの 

ふるき あと を もけ ふ は たづね よ 

親 5 をし ほ 山み ゆきつ もれる 松原に 

け ふ 計なる あと やな からん 

おと > より 玉 かづら へ、 きの ふうへ は 見 舉らせ 給 ふ 

や、 みや づ $j へ に 出 給 ふべ き やとの 御文な. 9、 御返し 

一 - ， 

うちきらし 朝ぐ も， o- せし 行. 一 卒には 

さやかに そらの 光 や は 見し 

源 あかね さす 光 は 雲に くもらぬ を 

などて 行幸に め をき らし けん 

玉 かづら の舉 あら はし てんとお ぼして、 大宫 へお と 

ど 渡-給 ふ、 あふひの 君の 事大 宫 かたり 出 

給へ b 、內 のおと いも 君た ち も參り 給て、 か はらけ た 


び/、 ながれ、 玉 かづら のこと かた" 出 給へば、 內 

のおと いめ づら かにて まづ 打な き 給 ふ、 御と もの 人 

人 何事と もしら す、 つもき は 二  EJ 十六 日と さだめ 給 

ふ、御こしゅひは父ぉと^をとぉぼす、大宮ょ..^玉か 

づらへ 御 使 あり、 御文に は、 

ふたかた にい ひもて ゆけば 玉く しげ 

我 身 はなれぬ かけご 成け. y 

秋 このむ 中宮よりも、 からぎ ぬ 御く しあげの しゃう 

ぞく、 つぼに からのた き 物 入て 舉り給 ふ、 末つ むよ .9 

*j 円に ほひの ほそなが 一 かさね、 おちぐ..^ の はかま、 む 

ら さきの しらぎ b 見 ゆる あられ ぢ のこ， つちぎ ころも 

よこ  >  一入て、 御文に よ * 

我 身 こそうら み られ けれ か ら衣 

君が たもと になれ やと 思 へ ば 

おと いれいのと おかしくて、 

から 衣 又から ごろ もから 衣 

か へす < ^もから ごろ もなる 

內 のおと  > は、 玉 かづら の 御 こしゅ ひの ほどし のび 

がた く 御け しきな， 5、 御 か はらけ まい. 9 て、 

うらめし やおき つ 玉 も を かつぐ まで 


いそが くれけ る あまの  >ひ よ 

おと V 玉 かづら にか はりて、 

よるべな るか る なぎさに 打よ せて 

あまも 一尋ぬ る もく づ とぞ 見し 

此事を あ ふみの 君き.、 て、 女御のお まへ にかし は 木 

中 將少將 さ ぶら ひ 給 ふに すゝみ 出て、 殿, I は 御む す 

め まう けさ せ 給 へ る、 かれ も をと. 0 はら 也、 な いしの 

かみに て宮づ かへ にい そぎ 給 ふとき くと て、 女御 を 

うらみければ、 巾將 うちわら ひて、 ないしの かみに 

はなに がし を こそと 思 ふに、 ひだう にもお ぼし かけ 

たるとの 給へ ば、 を を/ \ 'はらた てゝ、 中將殿 こそつ 

ら けれ、 せう/^ の 人 はたて る まじき 御う ちかな と 

てゐ ざり 入たり、 ないしの かみに は 我 を 申な し 給へ 

と 女御 をせ めたり、 父お とい は此 のぞみ をき、 給 ひ 

て 打 わら ひ、 中 文 をつ く. 9 なが 歌な ど をよ みて、 あけ 

たらば すて さ せ 給 はじとの 給 へ ば、 一 I の やまとう 

たは あし くもつい け 侍らん、 むね/ \- しき 事 は 殿よ 

b 申させ 給へ とて、 手 を をし すりて ゐた， 0-、 かたはら 

にて き、 ける 女ば うは、 おかしき に 中々 しぬべく お 

ぼ ゆ、 
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0 藤ば か. ま 針七ォ 

大宮は 三月 廿 ：n の 比う せ 給 ふ、 玉 かづら にび 色に や 

つ れ、 夕霧 中將も お なじ 色の 姿に て、 ないしの かみの 

事の 御 使に、 玉 かづら へお はしたり、 彼 野 分の 御 あさ 

が ほ 心に か、 b て、 人に ，きかす まじき 事の 御 使に 參 

た .9 とて、 人々 をし. 9 ぞ けて、 木 丁のう しろに そば 

みゐ て、 つく. 0 ごと をな が A\ しく 云 へ ば、 玉 かづら 

はいら へ. 給 はんやう もな し、 此っゐ で にらに の 花 を、 

るすの つまよ. り さしいれ とらせ 給 へ る御釉 うごかし 

て、 夕霧、 

おなじの 、露に やつ る、 藤ば かま 

あはれ はかけ よか ごとば かり も 

尋 るに はるけ きの ベ の 露なら ば 

うす 紫 やか ごとなら まし 

今す- 1 し 思 ふ 事 を もらさ まほし けれど、 なやましと 

て 玉 かづら は 入 給へ り、 頭中將 父お といよりの 使に 

參て、 

いもせ 山 ふかき 道 をば たづ ねす て 

を だ ゑの 橋に ふみ まど ひける 

. お ゆ まど ひける 道 をば しらで いもせ 山 

I  ず 七十 三  I 
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たど しく ぞ たれ も ふみ 見し 

ひげく ろの 大將 は、 かし は 木 中將を つねによ びて、 父 

おと いに も 申 いれ、 大 との； 源の いかにお ぼす 共、 まこ 

との 親の 御 心 だに 違 はすば と、 辨の おもと をせ めて、 

大將數 ならばい とひ もせ ましな が 月に 

い のち を かくる 程ぞ はかなき 

M 嫉 朝：！： さす 光 を みても 玉 ざ、 の 

はわけ の 霜 をけ たす も あらなん 

わすれ なんと 思 ふ も 物の 戀 しきに 

いかさまに してい かさまに せん 

I ほ., $ もて ひかげに むか ふ あふひ だに 

朝 をく 霜 を をのれ や はけ つ 

〇 まきばしら 

ひげく ろの 大將 は、 玉 かづら の 事 父お といの ゆるし 

そめ 給へば、 大 との 源の 心 ゆかぬ けしき をみ せん も 

いとおしく、 大將は 玉 かづら を 我 かたに わたし 給 は 

ん事 をい そぎ 給へ ど、 もとの 北の方の よくも 思 ひ 給 

ふま じと、 心の どかなる やうに もてなし 給 ふ、 大將の 一 

おはせ ぬひる つかた、 おとい 據玉 かづら へ 渡り 給へ 一 

ば、 なやましげ にお もやせ 給 へ る を、 よそに 見 はな つ 


 .  1^ 十^ 

よと 口お しうて：^ ゆやに 

折た ちて くみ はみ ね ども わた. 0 川 

人の せと はた 契ら ざ. 9 し を 

お" み つ せ 川 わ たらぬ さきに いかでな を 

淚 のみ をの あはと きゑなん 

大將の 北の かたは、 お ぼ ゑ 世に かろから す、 かたち も 

よくお はしける を、 しう ねき 物の けに 年 ごろ ゎづら 

ひ 給て、 うつし 心なくて 程へ 給 けれど、 大將， の 御 心 は 

うつる かた も あら ざり しに、 玉 かづら にう つり そめ 

給へ る を、 北の方の 父 式部 卿の 宮 きこしめして、 いま 

めかし き 人 を わたし をき て か しづか れん、 かたすみ 

に 人め わろ くて あらんよ.^、 我 かたへ よびかへ し 給 

はんと あ. れば、 北の かたは 親の あた. 0 とい ひながら、 

今 さら 立 かへ らん も 人ぎ 、あしかる べしと、 さま 

ざまに 思 ひみ だれな やましく 成て ふし 給へ り、 喊 § は 

也 大將殿 ひる は 北の か だと 一と ころに おはし まし 

て、 くるれば 玉 かづら のかた へ 出 給 はんとお ぼす に、 

雪 かきたれ ふる、 いかに せんと はしち かうな がめ ゐ 

„ 給 ひて、 ちいさき 火と. 9 袖に ひき 入て たきしめ 給へ 

り、 北の かた 此 けしき を 見て に はかに おきあが .9、 


大 なる ひと. O を 取て、 うしろに よ て大將 殿に なげ 

かけ 給 ふ、 こまかなる はい 大將 殿の 目 はなに 入て、 物 

もお ぼ へ 給 はす、 御ぞ もやけ と を. 9 たれば、 け ふ は 玉 

かづら へ 御文つ か はし 給 ふ、 

心さ へ 空に みだれし 雪 もよ に 

ひと. 0 さ ゑつる かたしき の釉 

もく の 君と いふ 女ば うたち、 

ひとり ゐ てこが る 、むねの くるしき に 

思 ひ あまれる ほのほと ぞ 見し 

け うきこと を 思 ひさ はげば さま <\- に 

く ゆる 煙 ぞいと いたち そふ 

北の かたの 御 はらに は 女 君 ひと. o、 は 一三 おとこ 君 二 

人お はしける、 父宮 より 中將、 侍從、 民 部大輔 など 御 

むか へ に參れ b、gg§  、のおと こ 君た ち は殘し をき、 姬 

君 はつれて 出 給 ふが、 つねによ..^ ゐ給ふ ひがしお も 

ての はしら を、 よその 人に ゅづ る 事の かなしければ、 

ひ はだ 色の かみに 歌 を かきて、 はしらの われた る 所 

に、 かう がいの さきにて をし いれ 給 ふ、 

今 はとて 宿 かれぬ 共 なれき つる 

まきの 柱 は 我 を わするな 


なれきとは忍ひぃづ共何にょ.=^ 

立と まる ベ きまき の柱ぞ 

辦 5S あさ けれどい しまの 水 はすみ はて、 

宿 もる 君 やかげ はなる ベ き 

ともかくも 511- 間の 水の むす ぼゝれ 

かげと むべ くもお も ほ へ ぬ 世 を 

整 兵 部 卿の 宮 よ..^ 玉 かづら へ、 

み 山 木に 羽う ちか はし ゐる 鳥の 

またな くねた き 春に も あるかな 

年 かへ てお とこた うか あ .0、1^2サき、 日 玉 か づ らの 

內侍 ははい 賀に參 り 給へば、 う へ わたらせ 給 ひて、 お 

ぼしめ す 事の たが ひたる を うらみの 給 はせ て、 御、 

などて かくは ひ あ ひがたき 紫 を 

心に ふかぐ おも ひそめ けん  ， 

いかな らん 色と もしらぬ 紫 を 

心して こそ 人 は そめ けれ 

大將玉 かづら を 我 かたに むか へんと て、 車よ せ たれ 

ば、 御、 

九重に かすみへ だてば 梅の 花 

た 》 かば か もに ほひ こじと や 

百 —七， S 
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.が2 かば か b は 風に もってよ 花の ゑに 

立なら ぶ ベ き. H- なくと も 

右近 は 玉 かづら にっきて 大將 殿へ 參る、 二 e: 雨ふり 

つれ < ^なる に、 おとい 思 召いで、 右近が もとへ 文 

つ か はさ る、 

かきたれ ての どけき 比の 春雨に 

ふるさと いかに 人 を 忍ぶ や 

ゆなが めする 軒の しづくに 袖 ぬれて 

うたかた 人 をし のば ざらめ や 

おと- 5« やまぶきの おもしろ きを 見 給 ふに つけても、 

思 はすに 井手の 屮道 へ だ つと も 

いはで ぞ こふる やまぶきの 花 

かものお ほかる を： 5 給 ひて、 源、 

おなじす にかへ .c- しか. 0 の 見へ ぬかな 

いか 成人 か 手に ゝぎ るらん 

大將見 給 ひて、 御返し はか はりて、 

すがくれて 數 にも あらぬ かりの 子 を 

いづ 方に か はと b かくすべき 

十一 月 に 若宮う み 給 ふ、 父お と  > は思ふ やうなる 御 

すぐせ とよろ こび かし づき 給 ふ、 いか 成お りに か あ 


 百 七十 六 

らん、 殿上人 あまた、 夕霧 も 女御の 御 かたに もの、 ね 

しらべて あそび 給 ふに、 あ ふみの 君 人々 の 中 を をし 

わけて 出ゐ たり、 あなうた てと 引い るれば、 さが なげ 

にゝら みて、 こ ゑいと さは やかに て、 ゆ ふぎ. 0 を さし 

て、 あ ふみの 君 

おきつ 舟よ るべ 波ぢ にた， 5 'よはい 

さほ さしよ らんと ま， 9 をし / よ 

雲井の 雁 を戀給 ふに、 かな はすば 我 さしよ らんとの 

心 也、 夕霧、 

よるべ 波風の さはが す 舟人 も 

思 はぬ かたに いそづた ひせす 

0 梅が 5^ 滅ぉ十 

しゅじ やく 院 のみこ 十 三才に て、 二；：！： 御 かう ぶ. 0 の 

事 有べ し、 あかしの 姬 君れ I 一入 內ち かづきければ、 二 

條院の P- くら あけさ せ、 P- ようい ども いそぐ、 香 ども 

は 昔 今の 取なら ベ 、御 かた-,— にくば り、 たき 物 二く 

さづ 、合させ 給 ふ、 おと いは 里方 じ？ つ 合せ 給 ふ 、き 

ん さい ゐん よ. 9 る. 0 のつ ぼに 入て、 松 梅 を 引む すび、 

御文 そ へ て參ら せらる、 

花の香 はち. 5 にし 枝に とまらね ど 


うつらん 釉に淺 くし まめ や 

液 花の ゑに いとい 心 をし むる かな 

人のと がめん 番を ばつ 、め. ど 

おといの 一 一く さは、 西の わた 殿の 下よ，. > 出る、 みぎ は 

ちかう うづ ませ 給 へ り， 兵 部 卿 は.^ じ やにて よし あ 

し を さだめ 給 ふ、 さい ゐんの Si 一方、 おと いの 侍從、 化" 

S たいの 上の 梅花 を まさる 句 ひなし とめで 給 ふ、 夏の 

御 かた ^ ちか ゑう、 冬の 御 かたぐ f; か の ゑ かう、 Kn 

ぶの ほう 合させ 給へ り、 姬 君の 御 もぎのう ちなら し 

に、 御 こと 共の しゃう ぞくしけ る をと JJ- めさせ、 兵 部 

卿の みやび は、 おとい さう のこと、 頭中將 わごん、 夕 

霧よ こぶ ゑ、 辨 の少將 ひやう しと b て、 梅が ゑうた ひ 

給へ-、 

,1 部^の こ ゑに やい とい あくが れん 

心しめ つる 花の あた. 0 に 

源 色 も かもう つ るば か，^ に此. ^は 

花 さぐ 宿 を か れすも あ ら なん 

權中 ね ぐらの 枝 もな びくまで 

猶 ふきと をせ よはの 笛 竹 

夕霧 心 あ. 0 て 風の よくめ る 花の木に 


取 あ へ ぬまで 吹 やよ る ベ き 

お..^? 葭 だに n: と 花と を へ だてす ば 

ね ぐらの 鳥 も ほころび なまし 

兵 部卿宮 かへ り 給 ふに、 御な をした き 物 二つ ぼ 奉ら 

せ 給 ふ、 宮、 

花の香 を ゑなら ぬ釉 にう つしても 

- J と あやまり とい もやと がめん 

源 めづ らしと ふ る さ と 人 も 待ぞ みん 

花のに しき をき て か へ る 君 

御 もぎに は 秋 このむ 中宮の 御 かたに、 おとい わたり 

給 ふ、 紫の 上も此 ついでに 中宮に 御たい めん あ て、 

ねの 時に 御 もて まつれ， 9、 御 母 あかしの 上 は、 か、 る 

お. 9 にも 見 たてまつらぬ を、 いみ じと 思 ひ 給 へ り、 

一一 春 宮の御 元服 は 二十日 あま. ^ になん、 梅が ゑの 左大 

一臣の 三の 君 四月に 參 b 給 ふ、 れいけい でんと 聞 ゆ、 姬 

一 君の 御で うどい もさう しど も、 ゑら せ 給 ふとて、 さ 

一い しゃう 中將、 兵衞 のかみ、 頌屮將 などに あらで、 歌 

. ゑ を か ゝせ給 ふ、 おと  >  も 御 心の ゆく かぎ 、女ば う 

二三 人に すみ すらせて、 女て をい み じく かきつくし 

給 ふ、 けう そくの 上に さう し 共 をき て、 擎 のし. 0  く は 
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へ て 思 ひめぐ らし 給 へ る さま、 あくよ なくめ でた し、 

内のお と いは. お 井の 應の君 さか b にと、 の をり、 つ 

れ< ^としめ. 0 ゐ 給へば、 人の ねんごろなる 時に な 

びか まし 物 をと、 くやしく お ぼす、 夕霧 はおとい のか 

くた はみ 《.？ へ る 卸け しき を 聞 給 へ ど、 あま-り につら 

か. 0 し 御 心 を しづめ てと お ぼす、 御文 はたへ やかよ 

はし 給へ b  、夕霧、 

つれな さはう きょの つねに 成 行 を 

わすれぬ 人 や 人に ことなる 

かぎりと て わすれが たきを わする ゝも 

こや 世に なびく 心なる らん 

0 藤の うら 葉 十 

やよひ 二十日 は 大宮の 御き： n にて、 內 のおと いふか 

草の ご くら く じ I, 架 に ま う で 給 ふ 、夕霧 は 此 おといの 

つら か. 0 つるに 見へ 給 はんも、 心づ かひせられ てし 

づま. 0 ぬ 給へば、 內 のおと 3- 袖 を 引よ せ て 、我 冬 年 も 

の こりな きに、 何とて 心 へ だて 給 へ るぞ、 -!! ^ふの みの 

'の ゑ を も たづね 給 は い、 つみ ゆるし 給へ とうらみ 

給へば、 夕！^：は御けしきには ぃかりてとぃひなし給 

ふ、 卯月つ いたち 比、 庭の 藤 さきみだれた るに、 おと 
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どよ， 0 夕^ へ 、 

我 宿の 藤の 色 こきた そがれに . 

.  露 や はこぬ 赛の なご，.^ を 

夕霧 中々 に 折 やま ど はん 藤の 花 

たそがれ 時の たど <^ しくば 

夕霧 わたり 給へば、 あるじの 君た ち 七 八 人む かへ に 

出て、 いれ たてまつれり、 おと^た いめんし 給 ひ、 春 

の 花み なう すて ゝち， C ぬ るが うらめしき 比、 此花 

の ひとり 夏に さき か \ る ほど、 色 も はたな つかしき 

ゆかりし つべ しとて 打 わら ひ 給 ひ、 みき 參り、 御 あそ 

びな どし 給 ふ、 おとい そら ゑ ひして、 藤の うら 葉と 打 

やん じ 給 へ ば、 頭中將 一 ふさおり て 御 さかつ きに く 

はへ 給 ふ、 內大 HIT 

紫に かごと はか けん 藤の 花 

まつよ b 過て うれた けれ 共 

夕霧 いくか へり 露け き 春 を 過し きて 

.  花の ひもとく おりに あ ふらん 

極 中た を やめの 釉に まが へ る 藤の 花 

みる 人から や 色 もま さらん 

夜 ふけ 行程に、 宰 梢の 君 § そらな やみし 給 へ ば、 御 や 


I 


すみ 所 もとめよ とて 入 給 ふ、 夕霧 夢 かとお ほへ て、 

女 あさき 名 をい ひながし ける 川口 は 

いか 3- もらし ゝ せきの あらが き  一 

も h- にけ るく きたの 關を H- 口の  i 

一 

あさき にの みはお ほせ ざら なん 

ねく たれがみの 御 朝が ほ 見る かひ あ. 9、 夕霧の 御文 

： ま、 

とがむな よ 忍びに しぼる 手 もた ゆみ 

け ふ あら はる、 釉の举 を 

一 賀茂 のみ あれの 御 使 はとうない しのす けな，^、 此出ー 

立 を 夕霧 はと ひ 給 ひて、  i 

何とか やけ ふの かざしよ かつみつ、  一 

お ぼめ くまでに 成に ける かな  一 

雑內 かざして もかった どらる ゝ草 のな は  一 

かつら を 折し 人 やしる らん  一 

入 內には 紫の 上 そ ひて 參り給 ひ、 三：：： 過して まう で > 

給 ふ、 今 は 明 石の 上た ちか はりて 參り給 ふに、 紫の 一 

上と たいめんし 給 ひて、 うと/. :* きへ だても のこ； 

ら すなつ かしげに 物が た. 0 などし 給 ふ、 其 秋お とい 一 

は 太 上 天皇に なすら ふ 御 位 ゑ 給 ふ、 內のぉとぃは太- 

おさな 源氏 玉 六 


政 大臣、 夕霧 は 中納言 也、 雲井の 雁の めのと、 夕霧 を 

六 位すぐ せと つぶやきし 事 をお ぼし 出て、 菊 を 給 は 

せて、 夕霧、 

あさみ ど h- 若ば の 菊 を 露 にても 

こき 紫の 色と かけき や 

S の 二葉よ.. ^名. た、 る その、 菊 なれば 

あ さ き 色 わく 露 もな か き 

夕霧 は 三條の 殿の あれた る をし ゆ.^ して わた，.^ 給へ 

,0、 むかしの うば 君 を おぼしめし 出て、 

なれ こそ は 岩 もる あるじ 晃し 人の 

行衞 はしる や 宿の ましみ づ 

女 君な き 人の かげだに 見へ す つれなくて 

心 を やれる いさら 井の 水 

父お とい もお はしまして、 ありつる 手なら ひど もの 

ち. 0 たる を P- らん じて、 

その かみの 老木 はむ ベ もく. ちぬらん 

うへ し 小 松 も 苔お ひに け. C 

If  S いづれ を も かげと ぞ賴む 二葉よ. 5 

ねさ じか はせ る 松の 末々 

神無月 二十 H あまりに 六 條院に 行. 幸 あ.^、 院も おは 

I .  IB 七十 九 


おさな 源氏 七 八 


>a 八十 


しまして、 H- ばのお と いに 左右の つかさの 御馬 ひき 

ならべ て、 五 のせち にあ やめ わかれす、 ひがしの 院 

に 舟 どもう けて、 うか ひのお さめし ならべて おろさ 

せ 給へ. り、 西のお 前の もみ ぢ 心 - y とな る を、 巾の かべ 

をく づ し て 中 門 を ひ らき、 御らん せ さ せ 給 ふ、 慕 か、 

る ほどに でん 上の わら は ベ 舞つ かう まつ る、 源、 

色 まさる まがき の 菊 もお. o-zc^ に 

釉打 かけし 秋 を こふら し 

：^^ 紫の 雷に まがへ る 菊の はな 

にご.^ なきよ の ほし かと ぞ見る 

院秋 をへ てし ぐれ ふ， ぬる 里人 も  . 

か、 る. 紅葉の 秋 を こそ 見ね 

よのつねの 紅葉と や 見る いにし へ の 

ためしに ひける 庭のに しき を 


源氏物語 卷之七 八 

. わかな 上  同 下 

かし は 木  よこぶ ゑ 

す いむし  夕ぎ. り 

ケの b  まほろし 

二- i ふ,， や  こ， フ V<  、， 

こナ： IT 


蟹 兵 部 卿， 


紅梅 大納言， 


源氏の 御 弟 


竟宮 

一-同 

^.呂御方母眞木柱の上也. 


I 修理 大夫 

今上 

-膝壺 女御 

厂 女子 


つ n ハ M-JJ 源 三十 九 歳よ リ 

C ォ 力な LigJ 十 „ 歳まで、 

院の みかど は、 御！^ きさき かくれさせ 給 ひて 後、 なや 


みわたら せ 給 ひ、 おこな ひの 道に とお ぼしめ す、 宫だ 

ちは恭 宮女宫 だち 四 どころ の 中に、 女 三の 宮を たれ 

にか あ づけ 給 はんと あんじお ぼしめ し、 御た から 物 

てう ど J. も を も皆此 みやに 參らせ 給 ふ、 にし 山に 御 

堂つ くらせ 給 はんの 御い そぎ 也、 聰§ 

御な やみお もく 成 まさらせ 給 ひ、 中納 言の 君， 參り 

給 へ ば、 よろこび おぼし 召、 此 もて ゎづ らひ給 ふ姬宮 

を、 此 人に あはせ 給 はんかと さま < ^おぼしめ さる 

るに、 螢兵部 卿 は をき かた 後れた. o、 衞門 のかみ s^l 

はま だ 年 わかくて かろ - しけれと お ぼす、 た.^ 六 

條院 にお や ざまに ゅづ をき 給 はんと 御け しき あれ 

ば、 源 は院の 御お こな ひの 後 は、 我 も 年の 程 を くれ 奉 

ら ぬに、 その 御う しろみ をば 何とて うけ 取 侍らん、 中 

中世 を さらん 時 心ぐ るし く、 ほ だしに ならせ 給 ふべ 

きとの 給へば、 院 もさす がに こと は b と 思 うち ゑ 

み 給 ひ、 さらば 內§ に 奉らん とお ぼす、 年も暮 にけ 

hyt 此宮の 御 もぎの こしゅ ひに は、 お ほきお とい 源、 

大臣、 だち かん： U ちめ、 みこた ち、 內春宫 いかめしき 

ひ いき 也、 秋 このむ 中宮より 御 さう ぞく、 御^, i あげ 

のぐ たてまつらせ 給 ふ、 

おさな IA 


さしながら 昔 を 今にった ふれば 

玉の をぐ しぞ かみ さびに ける 

院 さしつ ぎに 見る 物に もが 萬 代 を 

つげの をぐ しも かみ さ ぶる まで 

三日 過して 御ぐ しおろ し 給 ふ、 

おぼろの かんの 君、 思 ひしみ 給へ る わかれの たへ が 

たく も 有 かなと て 、御 心 みだれ 給へ b 、山の 座主 あざ 

り 三人、 ほうぶ くな ど舉 る、 女宮 たち 女御 か うるおと 

こ 女な き 悲しむ、 六 條院源 も參給 ふに、 此內 親王 女 三 

の 御 事 を あ づけ M- らば やと 宣 へば、 我 も 行 さきみ じ 

かくて、 いかな らんと はお ぼしながら、 ぁづか b 給 ふ 

ベ き 由の 給 ふ、 源 四十に 成 給 へ ば、 御 贺の事 正 一 一十 

三：！： ねの ひなる に、 大將の 北の方 よ.. - わかな 參ら 

せ 給 ふ、 おさなき 君た ち 二人 つれて 參らせ 給へ り、 屛 

風、 かべ しろ、 御ち しき、, 叶し とね、 けう そく、 みづし 

二よ ろ ひ、 御 ころも 箱 四つ、 夏 冬 のさう ぞく、 かう ご、 

藥の はこ、 御す いり ゆづる、 つき か、 げの はこき よら 

をつ くし 給 へ り、 

•  せ；^ わかば さすの ベ の 小 松 を 引 つれて 

もとの いはね をい のる け ふかな 

百 <  十 一 


IT- 


おさな 源氏 七 八 


百 八十 二 


源 小 松ぬ すゑの よは ひに ひかれて や 

野べ の 苦 菜 も 年 をつ むべき 

かん： U ちめ あまた、 紫の 上の 父 式部 卿宮、 ひげく ろの 

大將、 わかなの あつ 物まい る、 こものよ そ ゑ だお りび 

つ 物よ そち、 

お まへ に はおん のかけ ばん 四 御つ き、 院の 御な やみ 

により かく 人 はめさ や、 笛 はお ほきお と い、 わごん ゑ 

もんの かみ、 きん は 兵 部 卿、 お まへ ひかせ 給 ふ、 御 を 

く. 0 物 有、 二月 十日 女 三宮六 條院へ 渡. 0 給 ふ、 

ぱ のめに ちかくう つれば か はる 世の中 を 

行末と をく たのみけ るかな. 

、源 命 こそた ゆ 4i ハた へ めさ だめな き 

よのつね ならぬ 中の ちぎ. 9 を 

源 は 夜ごとに 女 三へ おはします、 中 務中將 などい ふ 

女ば うだち、 あま b なる 御 思 ひや， 9 かなと て、 源の あ 

かっき かへ ら せた まひ、 かう した、 き 給 へ ど、 そらね 

して あけ やらす、 や、 またせ 奉りて あけたり、 

^中道 を へ だ つ る 程 はな けれ A ハ 

心み だる 、けさの あは 雪 

^一い 一 S はかなくて うはの 空に ぞき へぬべき 


風に た  > よふ 春の あは 雪 

二月に 院の みかど さがの 御寺に うつろ ひ 給 ふ、 院ょ 

. ^紫の 上へ、 

そむきに し此 世に の こる 心 こそ 

入 山み ちの ほ だしな b けれ 

ぜの そむく 世のう しろめた くば さりが たき 

ほ だし をし ゐて かけな はなれ そ 

おぼろの かんの 君 は 二 條の宮 にす み 給 ふ、 おと 5- ひ 

そかに おはして、 

年 e: を 中に へ だて、 あ ふ 坂の 

さもせ きがたく おつる 淚か 

淚 のみせ きとめが たき 淸水 にて 

行 あ ふ 道 はは やくた へに き 

日 さし いづ る ほどに 出 給 ふとて、 源、 

しづ みし も わすれぬ 物 を こ. 0 やまに 

身 を なげつ ベ き 宿の 籐 なみ 

身 をな げん ふち もま ことの 淵なら で 

かけし やさら にこ. やまの なみ 

夏の ころよ. 9、 あかしの 姬 君た いなら やな やみ 給 ふ、 

明 石の 上 今 は 御身に そ ひて 出入 給 ふ、 紫の 上 も ひめ 


君へ わた-り 給 ふ、 っゐ でに 女 三の 宮に はたい めんし 

給 ふ、 たいの 上手なら ひに、 

身に ちかく： K やきぬ らんみ る ま、 に 

llm: ばの 山もう つろ ひに けり 

源 水き の ^^ば ゝ 色 も か は ら ぬ を 

萩の した こ そけ しき - ^ とな れ 

姬君は 中の 戶 あけて 女 三に もたい めんし 給 ふ、 女 三 

の 御 母と 紫 上の 父 式部 卿 は 兄弟な り、 

のお ひの 波 かひ ある 浦に 立 出て 

しほた る、 あま を 誰かと がめん 

姬$; しほた る 、あま を 波路の しる ベ にて 

尋も 見ば やうら のと まや を 

f サ L 世 をす て、 あかしの 浦に すむ 人 も 

V ひの やみ ははる けし もせ じ 

三 H 十：！ 3 の 程お とこ 君 生れ 給 ふ、 紫の 上 わか 君 をい 

だき 給 ひて、 あかしの 上に 御 ゆどの \ あっか ひな ど 

を つ か う ま つ ，0  ^ ふ 、 七 ：！： に は 內 よ 御 う ぶ や し な 

ひみこ だち、 大臣 われ も/ \ ときよら をつ くし 給へ 

. ^、紫の 上手 づ から あまが つ をつ く h- 給 ふ、 

あかしの 入道った へき、 て、 今は此 世の さか ひ を ゆ 


き はなれん と 、家 をば 寺に なし、 此 國 のおく に 人の か 

よはぬ 山 ある をと くこ しらへ をき、 此 の 十四 n に 

入 給 ふ 也、 あかしの 上へ は 文 を 参らせ 給 へ -.、 其 文 に 

はわ か宮の よろこびと、 昔 姬：" うまれた ま はんとし 

の 二月の 夢の さま 也、 われ は此 ひかな ひ ぬれば、 九 

ぼんのう へ の、 ぞ みもう たが ひなし、 

ひか.. >  出る曉 ちかく 成に けり 

今ぞ 見し よの 夢が た. 9 する 

我 をば へんげの ものと おぼしす て、、 くどくの 事 を 

なし 給へ とて、 ぐ はん 文 ども はぢん の はこに ふう じ 

こめて 奉れり 、三月の. I 兮 つら、 なる 日、 六 條院に 兵 部 

卿の 宮ゑ もんの かみ 暴り、 御物が たりし 給 ふ、 大將 

夕 はう しとら の 町に 人々 あまた ま. 0 もて あそびて と 

きこしめし、 こなたに と あれば きんだち みな 來れ. o、 

しんでんの 東お もてに て、 頭の 辨、 兵衞 のす け、 大夫 

の君、大將、かしは木のゑもんぉ.，^給ひて、 花の かげ 

にさ まよ ひ 41 ふに、 ゑ もんの かみの あしもと になら 

ぶ 人な か h- けり、 大將は 花の 雪の やうに ふ b ければ、 

見 あげて ゑ だ をす こし 折て、 みはしの 中の しなに ゐ 

給 ふ、 女 三のお まへの みすの つま < ^すき かげみ ゆ 
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百 八 >  三 
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lal<  十四 


る に、 からね このち い さき を、 大きなる ねこの を ひつ 

づきて はしり いづ、 つな、 がくて みすの そば あら は 

に 引 あげられ たるに、 うちぎ すがたに て 立 給へ る 人 

；^】 三、 - J うば いに や こきう すき あまた かさなり、 御ぐ 

しのす そふ さやかに、 七八寸 ばか. 0 ぞ あま，^ 給 へる、 

ねこの いたくな けば 見 かへ たまへ るか ほ、 わかく 

うつくしの 人 やと 兌へ たり、 かんの 君ね こ を まねき 

よせて かきいだ きたれば、 かう ばし くて らう たげ に 

な くもなつ かし、 

大將 I とかん の 君 はれ ひとつ 車に て 物が た b し 給 ふ、 

はれい かなれば 花に こづた ふき： の  ， 

稷を わきて ね ぐらと はせ ぬ 

夕霧み 山 木に ね ぐら さ だむ る はこ 鳥 も 

いかで か 花の 色に あくべき 

かんの 君む ねいた ければ、 小 .a: 從へ文 や b 給 ふ、 

よそに みて おらぬ 歎き はしげ、 れど 

なご b 戀 しき 花の 夕 かげ 

これ を 女 三に 见 せければ、 みすの つまお ぼし あはせ 

らる、 御 返事 は 小 侍從、 

ん 「さらに 色に ないで そ山醒 


をよ ばぬ ゑ だに,. じかけ きと 

D b ^ ^L^.HI  fis 十 一才よ リ 

1(>れカ,/-ー！- 四十 七まで、 

でん 上の、. 9 ゆみ 六 條院に 有べ しとて、 左右の 大將 

すけだち 殿上人 參り給 ふ、 ゑ もんの かみ はおと V を 

見 奉る に おそろしく 成て、 彼ね こ を だに ゑて しがな、 

心の なぐさめ にもな づけん と 思 ふに 物ぐ るお し、 ゑ 

もんの かみとう ぐうに 參り、 こと を をし へ 舉る とて、 

六條の院のねこ こそお ^5しけれと申さ る 、、 春宮は 

ねこ をら うたく し 給 へ ば、 女 三よ. 0 參ら せらる、 ゑ も 

ん のかみ 此 ねこ を 見つけ、 是 はしばし ぁづ かり 申さ 

ん とて 取て か へ り、 よるひる かきな でゝ、 

戀ゎ ぶる 人の かたみと たなら せば 

なれよ 何とて 鳴ね 成らん 

冷^：^院御くらゐにっかせ給ひて、 十八 年に ならせ 給 

© マ 、 

ふ、：：： ごろ をぐな やませ 給 ふ 舉ぁ て、 俄にお， 9 ゐさ 

せ 給へ.^、 ひげく ろの 左大將 右大臣に 成 給 ふ、 あかし 

の 御 はらの 一 のみやと うぐ ふに 立 給 ふ、 f 相 汁 春宮の 

女御の 御い の b のた め、 住吉 へまう で 給 ふ、 女御 殿た 

いの 上 ひとつ 車 也、 次のに は あかしの 上、 尼 君、 かん 

だち め、 まひ 人、 御- ii|  、すい 人、 ことね..^、 又な き 見 も 


の 也、 源、 

たれ か 又 心 をし b て 住吉の 

祌ょを へたる まつに こと、 ふ 

g ますみの ゑ をい ける かひ ある 港と は 

年 ふる あまもけ ふやしる らん 

g:^ し 昔 こそ まづ わ すられね 住吉の 

种 のしる しを晃 るに つけても 

のす みの 江の 松に 夜ぶ かく をく 霜 は 

1  神の かけた る ゆ ふ かづら かも 

I 御 神人の てに 取 もた る さか 木ば に 

ゆ ふかげ そふる ふかき 夜の 霜 

社贊 Iti の はふり こが ゆ ふうち まが ひ 置 霜 は 

げ にいち じる き祌 のしる しか 

春 宫の御 さしつ きの 女 一 の宮 を、 たいの 上と. 5 わき 

て かし づき^ ふ-夏の 御 かた 一 I ち は 御 まご あっか ひ を 

うらやみて、 大將 のない し は ゝの君 をむ かへ て かし 

づき 給 ふ、 

「入道の みかど 五十に た. 9 給 ふ 年、 二月 十日 あまり、 

源よ.^ わかな 奉り 給 ふ、 まづ御 こ、 ろみに 女 三の 宮 

のしん でんに みな わたし 給へ. o、 たいの 上、 女御 殿、 
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あかしの 上、 女 三の 御 かたに も わら はべつ くろ はせ 

給 ふ、 あかしの 上び は、 紫の 上 わごん、 女御 殿 さう の 

こと、 女 三 はきん、 大將 ひやう し収 てし やうが し 給へ 

ば、 源 も 時々 扇う もなら し 給 ふ、 女 三の かた を 大將の 

ぞき給 へ ば、 ちいさく うつくしげ にて、 きさらぎ 中の 

十日ば かりの、 ^15:柳のしだりはじめたるらん心ちし 

て、 ^の 羽風に もみだるべき 御 かたち 也 1;:、^ 女御の 

君 は 藤の 花の 夏に か、..^ て、 ならぶ 花な き 朝 ぼらけ 

の  > ひち す、 なやましくて 御 琴 をば をし や hv て、 けう そ 

くに かゝ h- 給へ り、 むらさきの 上 は、 櫻に たと へても 

なをす ぐれた るけ は ひ 也、 お i- 七 あかしの 上 は、 五 月 

まつ 花 たちばなの、 花 もみ もぐして をし おれる かほ 

b お ぼ ゆ、 源 は 其 夜 は 女 三へ わたらせ 給へ. 5、 あか 

つきがたよ..^ 紫の 上 むね をな やみ たま ひ、 く るし 

げ にて はかなき く だ 物 を だ に 參 らす、 おきあが b 給 

ふ 事なくて 日ごろへ ぬ、 こ、 ろみに 所 を かへ 給 はん 

とて、 ニ條院 にわたし 給 ひ、 御す ほうな ど さま <、 

也、 たのみすくなく よは. 9 給へば、 いかさま にせん 

とまど ひて、 源 は 女 三の 御 かたへ も わたり 給 はや、 

人々 はみ な ニ條院 につ どひ 参りて、 六 條院は 火 をけ 
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ちた る やう 也、 其 比 かし は 木の ゑ もんの かみ は巾納 

言に なり、 女 三の 宫の あねの 二の 宮をゑ たれ ど 心に 

もっか や、 小侍從 とい ふかたら ひ 人 は、 女 三の めのと 

のむ すめ 也、 其う へ めのと の あね は、 かし は 木の めの 

となれば、 小侍從 をよ びて かたり 給へ り、 U 々にせめ 

られて さるべき お.^ をう かいひ あはせ て、 かし は 木 

忍びて おはした 、卯 十 = "あま h- にて、 人々 は あす 

のみ そぎ 見ん とて 物ぬ ひけさう し、 お まへの かたは 

しめ やか 也、 女 三 は 何 心なく お ほとの ごも， 9 給へ る 

に、 かし は 木 を いれ たれば、 女 三 は 源のお はした る 

とお ぼす にあらぬ 人 也、 あさましく あせもな がれて 

いだきお ろし、 よろ づ かたら ふに、 思 ひ しづむ る 心 も 

うせ はて、、 いづく へ もつれ 行かく して、 わが 身よ に 

なきもの になし 給へ. と 迄 思しみ だれ 給へ b、 夜 も あ 

け ゆけば、 よ ベ 入し. 口 は あきながら、 有 物 をい はん 

とし 給へ ど、 わな かれて わかく し、 かし は 木、 

おきて ゆく 雲 も しられぬ 明 くれに 

いづく の 露の か、 る 「^ なり 

女 三 明く れの { 仝に う き 身 は きゑな、 ん 

夢な.^> け .9 と 見 て もや む ベ く 
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玉し ゐは身 を はなれて とまり ゐる 心ち す、 祭の H は 

物 みん とて 君 だち そ、 のかし 給へ ど、 なやまし とて 

出 給 はす、 かし は 木、 

くやし くもつみ を かしけ る あふひ 草 

柳の ゆるせる かざしなら ぬに 

女 二の みや もな まめかし けれど、 女 三に は をよ ば ざ 

.o ける よと お ぼへ て、 

もろ かづら おちば を 何に ひろ ひけん 

名 は むつまじ きかざし なれ ども 

おとい 女 三の なやましけ ると 聞て おはした るに、 紫 

の 上た へ 入 給 ふとて 人參. ^たれば かへ b 給 ひ、 いみ 

じきぐ はん ども 立て、 けんじゃの 僧 をめ していの， 0 

か； 0 し 給 へ 、月 ごろ あら はれざる 物の け、 ちいさき 

わら はに うつ. 0 ての、 しる、 六條 のみやす 所の をん 

hs やう 也、 源 は あさましく おぼして、 此 わら はの 手 を 

とらへ ひきす へて、 まことに その 人 か 狐な どのた は 

ぶれた るかと あれば、 わら は、 

我 身 こそ あらぬ さま なれ それながら 

そら おぼれす る 君 は 君 也 

此 ひまに 紫の 上 はこと かたに わたし 給 ふ、 紫の 上 御 


ぐし おろし 給 はんとて、 いた いきか はり はさみて、 五 

かい をう けさせ 給 ひ、 日 ごとに ほけ き やう 一ぶ づ、 

くやう し 給 ふ、 五月 ははれ <\ - しからぬ そらの けし 

きにさ は や ぎ 給 は で 、六月 に 時々 御ぐ しも たげ 給 ふ 、 

女 三 はやが てれい のさ まに もお はせ す、 なやましく 

あ をみ そこな はれ 給 ふ、：^ 1  、いに 

きゑと まる 程 や はふべ きに まさかに 

逮の 露の か 、るば かり を 

源 ちぎ， 0 をかん 此 世なら でも 遝 ばに 

玉ち る 露の 心へ だつな 

おとい 女 三へ わた.^ 給へ り、 女 三 は 見へ 給へ る も は 

づ かしくて、 御 いらへ も 聞 へ 給 はす、 おとい あ 力 ^く 

見 給 ひ、 おとなび たる 人め して 、御な やみ のさ まと ひ 

給 ふ、 れいなら ぬ さまに わ づらひ 給 ふよし 中せば、 年 

頃へ ぬる 人々 にだに さる 事の なきに、 ふしぎの 事と 

お ぼす、 二日 三日お はします、 ゑ もんの かみき、 て 

おぼつかな さに 文お こせた. 5、 しのびて 女 三に みせ 

奉る、 おと い 入 給へば よくも かくし 給 はで、 しとね の 

したに はさみ をき 給へ. 9、 ひるのお ましに うち ふし 

て、 タ さり 一 一條 院 へ かへ り 給 はんとき こ ゑ 給 ふに、 ひ 

Ifcl^l や JS— 七— 八  ^  I 


ぐらし のな きければ、 女 三、 

夕 露に 釉 ぬら せと や 日ぐ らしの 

鳴 をき く おきて ゆく らん 

源 まつ 里 もい かい 聞らん かた <\- に 

心さ はがす H ぐらし のこ vo^ 

おぼし やすら ひとまり 給 ひて、 朝す  > みの 程に わた 

h- 給 はんとて、 よべの 扇 をお としてお ましの あたり 

たづね 給 ふに、 しとね のす こしまよ ひたる より、 あさ 

み ど.. 0 の- フ す や-つの 文 Ira< ゆる を と， CS て 御らん する 

に、 おとこの 手 也、 二 かさねに こま <\» とかき たる 

は、 まぎる 、事な く ゑ もんの かみの 手な りと 見 給 ふ、 

日 を へ だて 、 女 三の 宮 のく は いにん を 思 ひ は なれ 

給 はでお とい わた.^ 給 ひても • 彼 文 見 給 ひた hi ハの 

給 はす、 

そのころ おぼろの かんの 君、 あまに ならせ 給 ふとき 

きて. おと どより、 

あ ま のよ をよ そに きか め や す ま の 浦に 

もし ほ たれし も 誰なら なくに 

あま 舟に いか いは 思 ひ を くれ けん 

あかしの 浦に あさりせ し 君 
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山の みかどの 御賀、 十 一 ：=: に は 女 三の 宫な やみ 給へ 

ば、 女 二の みや 參.^ 給 ふ、 十一 一；：：： 十 =餘，9、 女 三より 

ある べしと て、 舞のう ちなら しに、 紫の 上 も 六 條院へ 

か へ らせ給 ふ、 女御 は 里に おはします、 おとこみ こう 

.,a-^a  -に さ 设 J 匕 |リ A こ 玉カづ <J  <-  J  'な a  -J-  、 

やわお J む 一、. H:-.t^phl:Ki ジ". TT ジ" 力 -7 ら也、 お-,, 1 ゑ 

もんの かみ はわ づ らふよ し 申されければ、 父お とい 

など か 參.. ^給 はぬ ぞと いさめ 給 ふに、 くるしと E 心 ふ 

思 ふ參れ り、 れいの ごとくみ すの 內 にいれ 給 ひ、 大將 

ともろ ともに わら はべの 舞の よういく は へ 給へ と、 

なつか しげに 源の 給へば、 うれしと は 思 ひながら、 こ 

とやくな にて 立 給 へ り、 ひげく ろの 四 郎君、 夕霧の 三 

郞君、 兵 部 卿の 宮の 君た ち、 二人 はまん ざいら く、 夕 

霧の ないしの すけ、 はらの ニ郞 君、 式部 卿の 宮の 兵衞 

のかみ の 御子 わう しゃう、 右のお ほひ 殿の 三 郎君れ 

うわう、 大^殿の 太 郎君ら くそん たい へ いらくき し 

ゆん らく まひ 給 ふ、 ゑ もんの かみ はさ かづきの めぐ 

b. くる も かしらいた ぐ覺 ゆれば、 けしきば か. りに ま 

ぎら はす を、 源兒 とがめ 給 ひて、 たび < ^しゐ 給へ 

ば、 心ち かきみ だれて か へ h 給 ふ、 氣 のぼりぬ るに や 

いたく わら ひ 給 ふ、 おといの^ 北の かたさ はぎて こ 


  — 炅十< 

なた にわたし 給へ り、 

つ P  ) ま 源 四，？" 八才春 

C 力し ！ォ ょリ 秋まで 

ゑ もんの かみな やみ おこたらで 年 も かへ りぬ、 父お 

と  >  北 のかた おぼしな げく、 すこし やま ひの ひま あ 

.0 とて、 人々 立の き 給 へ るに、 女 三 へ 文參ら せらる、 

今 はとても へ ん煙 もむ す ぼ、 れ 

た へ ぬ 思 ひの なを やの こらん 

か づ ら き 山よ りお こな ひ 人め して、 あら、 かに * たら 

によむ をき ゝて、 つみ ふかき 身に や、 だらにの こ ゑの 

たかき はお そろし うて、 いよ/^ しぬべく 覺 ゆると 

て、立のきて侍從とかたらひゐ給ふ、此^^どぉと いに 

しらせ 舉. 0 て、 世にながら へ ん事 もまば ゆく、 玉し ゐ 

は 身に も か へらす とないつ わら ひっかたり 給 ふ、 女 

三 もけ ふか あすかの 心ち して、 返事 を もし 給 はぬ を、 

传從， 胡す い， ^など ゝ， 9 まかな ひせめ ければ、 しぶ 

しぶに かき 給 ふ、 

立 そ ひて き へ やしな ましう き- J と を 

思 ひみ だる 、けぶり くら ベ に 

行衞 なき 穴 ェ の 煙と な b ぬ-こも 

思 ふ あた."^ を 立 は 、なれ じ 


女 三 は その 夜 はなやみ て、 日 さし あがる 程に おとこ 

君 生れ 給 ふ ふ I、 なら はぬ 事のお そろし うお ぼされ、 

御 §. など も. 1^ 一. b.ly、  いきと i5 る i6 じき  >ひ ちし； る 

を、 あまにな て、 *55 しいき とまる 4 ^〈又なくなる と 

も、 つみ をう しな ふ 事に もやと、 つねの 御け しきょり 

おとなび ての 給 ふ、 いのり にさぶ らふ 中に、 たうと き 

僧 をめ しいれて、 御ぐ しおろ させ 給 ふ、 後 夜の かおに 

もの ゝけ 出て いふ やう、 ひと.^  2f の をば と. 5 か へしつ 

ると お ぼされ しが、 ねたくて こ 、にさ ぶら ひつる、 今 

はかへ らんと て 打 わら ふ、 ゑ もんの かみ は あまに 成 

給 ふと 聞て、 いと どき ゑいる やうに たのむ かたなく 

なれば 、內 * に もき こ し-召、 に はか に權 大納言 にな させ 

給 ふ、 大將は 心の へだてなければ、 か、 る 今 はの きざ 

み 何 を かか く  f - はてん、 六條院 にい さ、 かの あやま 

り ありて、 おそろしく  > ひ ぼ そく 成て やま ひっきたり 、 

我な からん あとに、 一條の 宮には 事に ふれて 立より 

給へば、 いはま ほしき 事 はお ほかる ベ けれど、 心地せ 

んか たなく 見 へ て、 あはの き ゆる やうに てうせ 給 ふ、 

やよひの 程 女 三の 宮 におと  >  わたり 給 ひて、 わか 君 

をいだ きて、 

お  1^ な 


たが 世に か M はまきし と 人と はば 

いか いいはね の 松 はこた へん 

一條の 宮は A げすくな くつれ <\ 'なる に、 夕霧お は 

してみ やす 所たい めんし 給 ふ、 は 崎 12^1 

大將 時し あれば か はらぬ 色に 匂 ひけ. 0 

か た ゑに 枯 しゃどの さくら も 

； ^き 此考は 柳. のめに ぞ玉 はぬ く 

さきち る 花の 行衞 しらねば 

それよ. 9 ちじの 大 とのに 參り給 へ ば 、、れ^ S は の 

木の 下の しづくに ぬれて さかさまに 

かすみの 衣き たる _ ^かな 

|} プ なき 人 も 思 は ざ.. > けん 打す て ゝ 

夕べ のかす み 君き たれと は 

i 妙れ うらめし や 霞の 衣 たれき よと 

春よ， 0 さきに 花の ち， 0 けん 

卯 H: ばか. 5 に 大將ー 條の宮へゎた.^給ひて、 

ことならば ならし の； K になら ざらん 

はも hs の 柳の ゆるし 有き と 

みすの へ だて ある こそうら めし けれと て、 なげし に 

ゐ 給へ， -、 

十九 
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かし は 木に はもり の 神 はま さすせ ハ 

人なら す ベ き 宿 のこす ゑ か 

D  t  -  -  k  源^. 1- ォ才 

〇 よ こふ かほる ニ才 

山の みかど 朱 より 女 三 へ たかうな どころ など 参る、 

朱 世 を わかれ 入なん 道 は をく ると も 

おなじ 所 を 君 も たづね よ  - 

女 三う き 世に は あらぬ とこ ろの 床しくて 

そむく 山路に 思 ひこ そいれ 

お 君 はう つくしく しろく そび やかに、 柳 をけ づりた 

らん やう 也、 かみ は 露れ.^ にて 色 ど， 0 たる やうに て、 口 

つき まみの びら かに 彼 人の かたちよ く 思 ひ 出、 こか. 

はのお ひ 出た るに くひ あてん とて、 たかうな をに ぎ 

b てく ひかな ぐり 給 ふ、 

うき ふし も 忘れ やながら くれ 竹の 

子 はすて がた き 物に ぞ 有け る 

秋の 夕べの 物 あはれ なる に、 大將 一 條の宮 へ おは 

した. o、 かし は 木の 常に 引 給 ひし 琴 をす こし 引 給 ひ 

て、 みすの 許に 押 寄 給へ ど、 女 二 は 引 給 はす、 大將、 

ことに 出て いはぬ をい ふに まさると は 

人に はおた るけ しき をぞみ る 


女 二 ふか き 夜の あはれ 計 は き、 わけ ど 

ことより 外 は ゑ や はい ひける 

御 をく b 物に 笛 を そへ て 奉る との 給へば、 あはれ お 

ほくて ふき さして 出 給 ふ 、 御 休 所、 

露し げきむ ぐらの 宿に 古への 

秋に か はらぬ 蟲 のこ ゑ かな 

よこ 笛の しらべ はこと にか はらぬ を 

むなしく 成しね こそつ きせね 

女 二の 宫に 大將 心がけ 給 ふ を 雲井の 雁き、 て、 夜 ふ 

かし 給 ふ もに く、 て、 か へ 人 給 ふ も 間ながら ねた 

る やうに て 物し 給； ふ、 大將少 ねいり 給 へ る 夢に、 ゑ も 

ん のかみ 彼 笛 をと b て、 

笛 竹に 吹よ る 風の ことならば 

すゑの 代な がきね にった へなん 

此 こと は， 0 とはんと 思 ふに、 若君ね を びれ てな き 給 

ふ、 めのと おきさ はぎち を あまし 給 へ るに、 上 あぶ 

ら火 よせて 打 まきちらし などし 給 ふが、 大將 殿の い 

まめ かしき=:めでに^^をふかし、 かう し を も あげ S 

給へば、 物の け入來 りと かこち 給へば、 大將 うちわら 

ひて、 我 かう し を あげやば、 道なくて 物の け は 入 こざ 


らまし との 給 ふ、 大將殿 六條院 へ 參，， り 給 へ ば、 に ほふ 

宫 の 大將に いだかれ 女御 へ おはします-一 一の宮 あそ 

びゐ給 ひて、 まろ も大將 にいだ かれんとの 給 ふ、 に ほ 

ふ宮 あが 大將 なりと て ひか へ 給へ り、 

0 す さし SSSK, 

夏 比 はちす の 花盛りに、 入道の 姬 {呂；^ 御 じぶつ くや 

うし 給 ふ、 おと  >  の 御 こ 、ろざし にて、 にしきの はた 

ほっけの まんだら かけて、 しろがねの 花が め、 あみだ 

ぶつ ぼさつ をの/^ びゃくだんして 作 b 給へ， 9、 あ 

みだ 經 はおとい か、 せ 給 ふ、 

0 はちす 葉 を 同じうて なと 契り 置て 

露の 別る、 けふぞ かなしき 

女ョ へだてな く は もす の 宿 を 契り て も 

君が  > ひやす まじ LJ すらん 

八 月 十五夜の 月 おかしき 夕暮 に、 おとい わたり 給 ひ、 

むしの ね を 間 給 ふやう にて、 猶思ひ はなれぬ さまに 

宣 へば、 入道の 宫は佛 の 前に ねんす し 給 ふが、 す  >蟲 

のな きければ、 女 三、 

大 かたの 秋 をば うしと しりに し を 

ふ. 0 すてが たきす ぃ蟲 のこ ゑ 


«  > ひもて ば 1 の やど， 9 を いとへ せハ 

猶 すいむ しのこ ゑ？ て ふ. 0 せぬ 

きんの 御 こと ひき 給 ふ、 宫. tf は 御す  >  ひきおこた hy 

て、 御 琴に 心 いれて か きなら し 給 へ り 、 螢兵部 卿大將 

殿上人 も參 給て、 御 か はらけ 參る， おに、 冷， M 院 より 御 

使 あ-、 

御雲の 上 を かけはなれ たるす みかに も 

物 わすれせ ぬ 秋の よの 月 

、嫘 e: 影 はおな じ 雲ゐに 見へ ながら 

我 やどからの 秋ぞか はれる 

C ズーき 十才 

夕霧の 大將 は、 一 條の宮 tf を 人め に は 昔 を わす れぬ 

けしきに みせて、 ねんご ろに とぶら ひ 給 ふ、 みやす 所 

小 野に やま 里 もち 給へ るに わたり 給へば、 大將 殿よ 

b 御 車 御と もの 人々 など 參らせ 給へ. 9、 八 W: 十 H 計 

の 殺、 律師に かたるべき * 事 有、 其つ いでに 小 野の 御 休 

所 わ づらひ 給 ふ を も、 とひ 給 はんとて 出 給 ふ、 

夕霧 山里 の あはれ を そふる 夕霧 に 

立い でん 空 もな き 心ち して 

女 二 山が つの まがき を こめて たつ 霧 も 


一一 
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百 九十 二 


v£3 そらなる 人 はと 3 'めす 

又 か ゝる事 は 有が たからん とお ぼして、 こよ ひ はと 

ま. 0 給へ ，9、 つねに は あだめき たるけ しき も 見へ 給 

はぬ に、 うたても あるかな と 女 一 一. は お ぼせ ども、 大將 

殿 人の かげに つきて まぎれ 入 給へ， 9、 いとむ くつけ 

くて ゐざ 出 給 ふ を 引と いめ、 思 ふ 事 をき こ ゑ 給 ふ、 

宫 あはれ けき なき 給 ひて、 

我の みやう き 世 を しれ るた めしに て 

ぬれ そふ 釉の名 をく たす ベ き 

夕霧 大 かたは 我 ぬれ 衣 をき せす 共 

くちにし 袖の 名 や はかくる、 

大 とのき^ 似 W のき、 給 はん 事よ、 院 朱の いかに 聞 召 

お ぼ されん、 みやす 所の し b 給 はぬ も わびしければ、 

あかさで 出 給へ とやら ひ 給 ふ、 

夕霧お ぎ はら や 軒ば の 露に そぼち っゝ 

八重た つ 霧 を わけて 行べ き 

女 二 わけ ゆかん 草ば の 露 を か ごとに て 

猶 ぬれぎぬ を かけんと や 思 ふ 

六條院 東のお とい 一  1^ に か へ b 給 ふ、 夏 冬と きょら に 

し を かせ 給へ るに ぬぎ かへ 給 ふ、 小 野へ 御 ふみ 奉れ 


給へ ど、 女 二 はみ やす 所の も ありが ほに おぼしめ 

されん とて、 御らん じ も いれねば、 人々 ひろげて 見せ 

たてまつる、 夕霧、 

玉し ゐを つれな き釉 にと どめ 澄て 

わが 心から まど はる、 かな 

みやす 所の 御 もの、 けの か ぢし給 ふ、 つし 參て、 此 

大將殿 はいつ よりかよ ひ 給 ふぞ、 ほんさいつ よくも 

のし 給 へ ば、 女 二の ゑ をし 給 はじと、 かしら を ふりて 

ぃへh^、 みやす 所 少將の 君；^ g う をよ びて とひ 給へ 

ば、 有の ま、 にかたる、 みやす 所 女 二 をよ びて、 せハ文 

の返^！^し給 へ、ぃかに心きょくぉぼす共、人はさは思 

ふま じ、 心う つくしく いひ か はし 給へ とい ひ 給 ふに、 

又大將 殿よ. - 御文 參る、 

せく からに あさく ぞ見 へ ん 山川の 

ながれての 名 をつ 、みはて やば 

みやす 所よ. 9 大將 殿への 御 返事に、 女 二 はなや まし 

ければ とかき 給 ひて、 

をみ なへ しし ほる、 野べ を いづく とて 

一 夜ば か， 9 の 宿 を か. 0 けん 

大將殿 は三條 殿に おはします、 よ ひ 過る 程に 小 野よ 


b 御 返事 參る、 雲井の か. 0 見つけ 給 ひて うしろよ. 0 

とり 給 ふ、 こ はいかに し 給 ふぞ、 六條の 東の 院 g ち の 

御文な b  、けさ 風お こりて なやみ 給 ふ をと ひ 參らせ 

た る返箏 也と いつは. 9 給へ ど、 かへ し 給 はす、 大將殿 

は此 文のう ちた しかに 見 給 はねば、 かへ し 給へ、 け ふ 

は 我 もな やましければ、 又 文を參 らせんに とこ ひ 給 

へど、 とかく まぎら はし 給 ふに、 日 も暮 にけ .0、 お ま 

しのお くにさし はさみ 給へ る を 見つけ 給 ひて、 御 返 

事に、 夕 露、 

秋の 野の 草の しげみ を 分し かど 

か. 9 ねの 枕む すび や はせ し 

小 野に は此御 返事の を そき に、 いか 成 御 心ぞと あさ 

ましう 心 もく だけて 又いた くな やみ 給 ふ、 女 二 はお 

ぼへ ぬ 人に うちとけた b し 有さ ま を 見に し 事、 口お 

しう お ぼす、 かくさ ま <^ なき まど ひ 給 ふ に、 大ほ設 

より 又 御文 參り ける を、 御 休 所き、 給 ひて、 拆は こよ 

ひ *p おはす.. VS じき 故な， 0 と,. じ， フく、 なに ゝこ と V< を 

つくし けんとお ぼしな げく 程に、 やがてた へ 入 給 ふ、 

宫はを くれじと なげき ふし 給 へ. o、 六條院 ちじの 大 

との山のみかどょ..^御文ぁ.5、大將殿ゎた，.^給ひて、 

.  お さ 『艨  1^,^^ 


おいの やまとの かみの こりの 事共した、 めつ かう ま 

つる、 女 二 はたい めんし 給 はで 大將殿 か へ らせ給 ふ、 

日々 にかき つくし 給へ ど、 女 二 はと h- て も 御らん せ 

す、 大將 殿の 北の方 は、 女 二の 宫 との 御中 をお ぼし わ 

けがたくて、 

哀を もい かにと ひて かなぐ さめん 

ある ゃ戀 しき なきや かなしき 

九 月 十 ：《 あま. 0 に 小 野へ わた b 給て、 少將を 召て 物 

語し 給 ふ、 

里と をみ 小 野の しの 原 分 きても 

我 も 鹿 こそ 徵も おしまね 

少将 藤 衣 露し げき 秋の 山人 は 

鹿の 鳴ね にね をぞそ へつ る 

け ふ もたい めんし 給 はで かへ...' 給 ふ、 みちす がら 一 

條の宮 を 見 給 へ ば、 人げ なく 月の みすみたい、 

見し 人の かげす みはてぬ 池 水に 

ひとり やど もる 秋の 夜の 月 

三條 殿へ かへ h 給 ひて、 小 野へ ふみや. 0 給 ふ、 

いっと か は おどろかすべき 明ぬ よの 

夢 さめて とかい ひし 一 こと 

P 九十 一一 一 
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朝夕に なくね をた つる をの 山 は 

たへ ぬ淚ゃ をと なしの 瀧 

女 二の 手なら ひに かき 給 ふ を、 少將 がふみ に まきこ 

めて かへ し舉 る、 女 二 は 世 をの がれ 小 野に すみ はて 

ん とお ぼす、 1 條の草 しげう あれた る を、 やまとの か 

みめして みがきた る やうに しつら ひなし 給 ふ、 かべ 

しろ 屏風き ちゃうまで 大將 殿より 奉らせ 給へ hs、 わ 

た.^ 給 ふ 日 は大將 殿お はしまして、 小 野へ 御 車 奉れ 

給 ふ、 女 二 はの b 給 はじと あれ ど、 さ 五 少將御 ぞ共奉 

b かへ た hv、 

女 二の ぼ. C にしみ ねの 煙に 立 まじ. 9 

思 はぬ かたに なびかす もがな 

々いそぎ 立て、 くしの はこ、 手箱、 からびつ、 ふくろ 

P うの ものまで さきに 立て はこびければ. ひとりと 

ま..^給はんゃぅもなくて、なく - の，^ 給 ふ、 御 はか 

しに 經ば こそ へたる に、 女 二、 

戀 しさの なぐさめが たき かたみにて 

淚に くもる 玉の はこ かな 

一條の 宮の 東の たいの 南お もて を、 夕霧の 御 かたに 

しつら ひて すみつきが ほに おはす、 宫 はぬ..^ ごめ に 


おましし かせ、 內 より さして お ほとの ごもる、 つらし 

と 思 ひ あかして、 夕霧、 

うらみ わびむ ね あきが たき 冬の よに 

又 さし まさるせ きの 岩 かど 

なく^ (^出て 六條院 にお はした. o、 女 君め も晃 あは 

せ 給 はや、 御ぞ引 や.. > 給へば、 I つねに 我 を. 鬼と 宣へ 

ばな. 9 はてん との 給 ふに、 此田 5 こそお そろし くも あ 

ら ねとた はぶれ 給へば、 

君 何事 ぞ しに 袷へ 我 もしなん、 見れば にくし きけ は 

言 

あ ひさうな し、 見捨てし なん はう しろめた しとい ひ 

給 ふ、 おかしき さま もま さ.^ て かく なぐさ め 給 ふ、 

雲井 雁なる ゝ身を うらむ るよ. 0 は 松 島の 

あまの 衣に たち やか へ まし 

夕霧 松 島の あまの ぬれ 衣 なれぬ とて 

ぬぎ かへ つて ふ 名 をた、 め や は 

女 二 へ わ f 給 へ ど、 又 其 夜 もた いめんし 給 はす、 た 

ばか， 0 てぬ.； y ごめ の 北の 口より いれ 舉る、 女 は あさ 

ましう 心づ きな しとお ぼしたり、 三條の 君は大 との 

へ わた.. -給 ひ、 れいの やうに も か へ 給 はす、 大將殿 

おどろき たび，， ^せう そこ あれ ど 御 返 もな し、 父お 


とかき、 給 ひて、 女 二 へ 御 使た て 給 ふ、 

契り あれ や 君 を 心に といめ 置て 

哀と思 ひ うらめしと きく 

g 二 何 ゆへ か 世に 數 ならぬ 身 一 つ を 

うしと も E-JTS つらし LJ もき く 

藤ない しのす けこれ をき、 て、 我 を 雲井の 鳴の § る 

さぬ ものに 思へ るに、 かく あな づ， 9 にくき 事 出き け 

ると うれしくて、 雲井の 鳴へ 文 をた てまつ る、 

數 ならば 身に しられ まし 世のう さ を 

人の ために も ぬらす 釉 かな 

雷 井 人 の 世のう きを 哀と 見し か 共 

身に か へ んと はお も は ざト. 'し を 

0 みの. ぉナ 

むらさきの 上 ゎづら ひ 給 ひし 後、 ほ い あ る さ ま に な 

.9 て 1 お こな ひ を まぎれな くとの 給 へ ど、 おと 叉お ゆ 

るし 給 はす、 年 ごろの 御 願に て か、 せ 給 ふ 法 花經千 

部、 ニ條院 にて 供養し 給 ふ、 花ち る 里 あかしの 上な ど 

も わた 給 へ り、 やよひ 十日 也、 

f の惜 からぬ 此 身ながら も かぎ. 9 にて 

たきぎつ きなん ことの かなしき 


たきぎ こる 思 ひ はけ ふを始 にて 

此 世に ねが ふ法ぞ はるけ き • 

むらさきのぅ へ ょ.^^花ちる里 へ 、  - 

たへ ぬべ きみの.=^ながらぞ賴まる 、 

世々 にと むすぶ 中の 契り を 

g ちむ すび をく 契り はた へ じ大 かたの 

淺 b すくなき ろの b な .：：.- とも 

夏に なり て は、 あつ さに きゑ 入 給 ふ ベ きお b もお ほ 

かり、 に ほふ 宮を すへ 奉りて、 人の きかぬ まに、 我 紫 

なぐ 成たら ば 思 ひ 出 給 はんやとの 給 へ ば、， のう へ よ 

..5 も宫 J よ .0 も そいと おしく 覺 ゆれと て、 目 を 

す てま ぎら はし 給 ふ、 姆；^  ffg 祉、 のおと なにな 給 

ひて は、 こゝ にす ませ 給 ひて、 こうばいと 櫻と は、 花 

のおり くは佛 にも 奉 給へ と" ^ の 仰ければ、；^ ほ 打う 

なづ きて 御 かほ を ま ぼり ゐ給 ふ、 秋に な. 9 て むらさ 

きのと、 

置と みる 程ぞ はかなき とも すれば 

風に みだる、 萩のう は 露 

源 や 、もせば きゑ を あらそ ふ 露の ^ に 

を くれさき だつ 程 へや もがな 
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露の 世 を 

誰か 草ば のうへ とのみ 見ん 

宮；^ は 御手 を とらへ てな く/^ 見 舉り給 ふに、 きゑ 

行 心ん なれば 物の けとうた が ひ、 夜 ひとよ さま <^ 

の 車 をつ くし 給 へ ど、 かひ もな く あけ はつる 程に、 き 

ゑ はて 給 ふ、 との 、內 さらに 物お ぼへ たる はなし、 院 

m はまして おぼし しづ めんかた もな し、 大將も 涙に 

くれて H も 見へ 給 はす、 かぎりある 事 なれば けぶり 

にの ぼリ給 へ る も、 あ へ なく そら を あゆむ 心ち して、 

大將、 

いにしへの 秋の 夕べの 戀 しきに 

今 はと 見 へ しあけ くれの 夢 

5ば？ いにしへの 秋 さ へ 今の 心ち して 

ぬれに し釉 に 露ぞを きそ ふ 

0 露け さは 昔 今と も お も ほ / す 

大 かた あきの 世 こそ つら けれ 

喊 にかれ はつる ベ をう しと やなき 人の 

秋に  >  ひ をと いめ ざり けん 

しの ぼ り に し雲ゐ なが らも か へ み よ 

わが 耿 はてぬ つねなら ぬ 世に 


0 まぼろし 35 十 

春の ひか.^ を 見 給 ふに つけても、 くれ まど ひたる や 

うにて、 人 々暴り 給へ ど、 心ち なや ましと て み すの 內 

にの みお にします、 兵 部 卿 わた" 給へ し、 

0 我 やど は 花 もてよ やす 人 もな し 

なに、 か 翁の たづ ねき ぬらん 

宫香 をと めて きつ るか ひなく 大 かたの 

花の たよりと いひ やなす ベ き 

おも ひ 人 だち のかた へ もゎた.^給はす、源、 

うき 世に は ゆき、 へなん と 思 ひつ、 

思 ひの 外にな を ぞ ほど ふる 

三の 宮 はは、 のの 給 ひしと て、 こうばい をと..^ わき 

うしろみ 給 ふ、 源、 - 

うへ て 見し 花の あるじ も な き CP" に 

しら やが ほに てきぬ るう ぐ ひす 

わか 宮、 まろが 樱 はさきたり、 木の めぐ.^ に 帳 をた て 

た らば 、風 吹 よら じと、 か し ， J うの 給 ふか ほいとう つ 

くし、  - 

、源 今 はとて あらし や はてん なき 人の  * 

6 と いめし はるの かきね を 


あかしの 御 かたに わた b 給 ひ、 むかし 物が た. 0 し 給 

ひて、 よふけて か へ. 0 給 ふ、 御文， に、 

なくく も か へ.^ にし かな かりの 世 は 

いづく もつ ゐ のと こよなら ぬ に 

§ サし臈 がゐ しな はしろ 水の たへ しょ 

うつ， 0 し 花の かげ を だに 見す 

g ち 夏衣た ちか へて ける け ふ 計 

ふ る き 田，」 ひもす いみ や.；；： <5 せぬ 

0 羽衣のう すきに か はるけ ふより は 

う つ せみ の 世と いと どかな しき 

まつりの 日、 中將の 君、 

さも こそ はよ るべ の 水に みく さゐめ 

け ふの 力 さしよ 名 さ へ わする、 

大 かたは 思 ひすて、 し 世 なれ ども 

あふひ はな を やつみ を かすべ き 

なき 人 をし のぶ る よ ひの 衬 雨に 

ぬれて やきつ る 山 ほと、 ぎす 

大將 時鳥；！； 9 に つてなん ふる 里の 

花 たちばな は今ぞ さかりと 

ni ぐらし のな きければ、 源、 

お  1*^1 源氏 七 r< 


つれ < ^と 我 なきくらす 夏の R を 

か ごと かましき むしの こ ゑ か：；' 

よる をし る 笠 を み て も 舉 3 し き に 

時ぞと もな き ひ 4^ け. c 

七夕の あ ふせ は f A のよ そに み て 

わ かれの 庭に 露- ぞ をき そふ 

はての 法事 八： =: ついたち 比、 中將 の；！；？、 

君 こふ る淚 はき はもな き 物 を 

け ふ をば 何の はてと いふらん 

人 こふ る 我 身 もす ゑ に成a^けば 

のこ. 0 お ほかる 淚な. 0 け. 0 

もろ 共に お きゐし 菊の 朝露 も 

ひとり 狭に か、 る 秋 かな 

雁の なき わたりければ、 

大穴 H にかよ ふま ぼろし 夢に だに 

見へ こぬ 玉の 行衞 たづね よ 

五せ ちな どい ひてい まめかし きに、 

宫人 はとよ の あかりに いそぐ け ふ 

H かげ もしら で しつる かな 

むらさきの 上の 御手なる 文 共 を 見 給 ひて、 

リ — — 百 九 
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しでの. E- 1 ゑに し 入 をした ふとて 

あと を 見つ 、も猶 まど ふかな 

かきつ めて みる も かひな しもし ほ 草 

おなじ 雲ゐの 煙と を なれ 

泰 までの 命 もしら す 雪のう ちに 

色 づく梅 をけ ふ かざし てん 

御佛 名の 導師、 

ちょの 森み るべき 花と いの.. り をき で 

我身ぞ 雪と 共に ふりぬ る 

源 物 55 ふ， と 過る H 日 もしらぬ 間に 

年ん 我 世 もけ ふやつ きぬる 

3  -  -  ズ n かほる t 四 ォょリ 十九 二  41 ォま 

や-で、 ま ぼる しと 此卷の 間 九 年、 

源 かくれ 給 ひて 後、 に ほふ 宮 かほる 一 一 どころ なん、 き 

よらなる 名 をと b 給 へ り、 花 もる 里 は 一 一條 院に すみ 

給 ふ、 女 三の 宫は三 條の宮 にお はします、 六條院 うし 

とら 町に 一條の 女 二. い宮を わたし、 夕霧 は三條 殿と 

十五：：： づ、 かよ ひすみ 給 ふ、 かほる 十四 歲 にて 侍 從 

になり、 其 秋屮將 になら せ 給 ふ、 のち かし は 木の 事 ほ 

の 開 給 ひて、 おぼつかなく おぼして、 

おぼつかな 誰に と はまし いかにして 


はじめ も果 もしらぬ 我 身 は 

此 かほる 中將は 御身の かう ば， ぎ、 を ひ膩は 百ぶ の 

外 も かほる ベ きこ 、ちしけ る、 兵 部 卿の 宫 うらやみ 

給 ひて、^ は 梅 秋 は をみ なへ し、 萩 菊 ふちば かま、 わ 

れも かうな と わざとめ きて- J のまし うし 給 ふ 

〇 こうばい S 

紅梅の 大納言に は姬君 二人 あ"、 北の かたう せ 給 ひ 

て、 姉 君 は 春 宮に參 給 ふ、 螢兵部 卿に 姬君 一 人お、 兵 

部 卿 うせ 給 ひ て 後、 此北 のかた へ 大納言 かよ ひ 給て、 

わか 君 出き 給 へ り、 此子 三人 を 一 所に そだて をき 給 

へ るが、 ある 時に 大納言こう ばいの ゑ だ を わか 君に 

もたせて、 に ほふ 宫 へ 舉り給 ふ は、 中 君を參 らせんの 

こ、 ろ 也、 

>:b あ. 0 て^のに ほ はす その 、梅に 

ま づ鶯 のと はす や 有 ベ き 

§ は "花の かに さそ はれぬ ベ き 身な，^ せば 

^の 便 を すぐさま しゃ は 

巾宮 よりも 宮の 君の かたちよ き 聞へ あれば、 しのび 

やかに 宫の 君に 奉れとの 給 ふ、 


大； S 

言 


もとつ かのに ほへ る 君が 铀 ふれば 


花 も ゑなら ぬ 名 を やち ら さ ん 

匂き 花の か をに ほ はす 宿に とめゆ かば 

色に めづ とや 人のと がめん 

大納言 はいもう との 君 を 逢ら せば やの こ 、ろな h -、 

〇 たけ 川 

玉 かづら のない しの かみの 御 はらに、 おとこ 二三 人 

女 二人お はしける、 ひげく ろうせ 給 ひて 後、 心がけ 給 

ふ 人お ほかりけ る、 夕霧の 子藏 人の 少將 ねんごろに 

聞へ て、 御 母 雲井の 臈ょ. 5 文 を參ら せらる、 其 比 かほ 

る は 十四 五ば かりなる を、 むこに. i 玉 かづら はお ぼ 

した. o、 此姬君 を 冷泉 院ょ. 0 のた ま はする、 かほるの 

御 かたちに にる 人 もな くお はしければ、 御^玉 かづ 

らも 女ば うたち も、 姬 君に あはせ 奉らば や um-o ふに、 

かほる 參.. ^給て みすの まへ にゐ 給へば、 さいし やう 

の 君、 

折て 見ば いと い 句 ひも まさる やと 

すこし 色めけ 梅の はつ 花 

よそに て はもぎ 木な.^ とや 定 むらん 

下に 匂 へ る 梅の はつ 花 

二十 ：11 あま， 5 の 比 梅の 花 さか. 0 なる に、 かほるお は 


した b  、ないし すがたなる 人中 門に たて. ^なたり、 藏 

人の 少將 也、 引 つれ 人 給 ひて、 かほる わごん かきなら 

し 給 へり、 少將 さ きく さうた ひ、 あ る じの 侍從 MJ;^ ら 

竹 川うた ふ、 少將 はみ な 人 かほるに 心よ せけ ると 思 

ひて、 

人 はみ な 花に 心 をう つす らん 

ひと. 0 ぞ まど ふ赛の 夜の やみ 

ま d 折から ゃ哀 もしらん 梅の はな 

た い 香ば か.. 9 にう つ しも 4tJ じ 

あしたに かほる 侍從ょ 藤 侍從の もとへ、 

竹 川の はしう ち 出し 一 ふしに 

ふかき  > ひの そこ はし.. 0 き や 

たけ E- に 皮 を ふかさ じと いそぎし も 

. いか 成 ふし を 思 ひ を かまし 

姬君 たち 樱を かけ 物に て 碁 をう も 給へ.^、 藏 人の少 

將侍從 の 御 ざう しにき て、 らうの E' よりの ぞく、 姬 

君、 

櫻 ゆ. へ 風に 心の さはぐ かな 

おも ひくま な き 花 とみる fc, 

御 かたの さいし やうの 君、 
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0^00 卷之 九十 宇治 十帖 


し  一. 3 力 もと 

さわらび 

ぁづ ま屋 

かげろ ふ 

夢の うきはし 


はし ひめ 

あげまき 

やどり 木 

，フ きふね 

手なら ひ 

以上 

うば そくの 宮は きり つぼの みかどの 第 八の 宮 

也、 母 は 左大臣の むすめ 也、 冷. I 水 院は第 十の 宫な 

.^、泰宮にましくし時、大后の御孫冷^:5^院に引 

こされ 給へ る 赛宮を 曲な くお ぼしめ して、 此八 

の宫 をと. 0 たて 給へ るに、 六 條院に をされ 給 ひ 

て、 八の 宮と 御中 あしく 成て、 京の 家 さ へ やけ、 

れば、 宇治へ 引 こも.. - 給へ るな り、 


3ま )tly かほろ 十九 才ょリ 

し^ 二十 一才 ミで、 

八の 宮には 御む すめ 二人お はします、 北の方 は 大臣 

のむ すめに てまし ます、 かう せ 給 ひけれ V6  、 宮ょ i 一  を 

お さ や 「、源 氏 九十 


もす て 給 はんとお ぼせ ど、 此 おさなき 人々 を ゆづる 

人なくて 年月 を 過し 給 ふに、 か：： の內物 さびしく、 め 

しっかへの 人々 もち- 9.<^ になり て、 めのと も 見す 

て 奉れば、 父宮 はぐ、 み 給 ひ、 御 ねんじゅの ひまく 

に は、 姬君 だち に 琴 を、 し へ 、基う ち へ ん つぎな どし 

て、 心ば せ を 見 奉り 給 ふ 、 

池の 水鳥 を 見 給 ひて、 

打す て、 つが ひさ. りに し 水鳥の 

か. 0 の此 世に たち を くれ けん 

姬君 いかで かくす 立け る ぞと思 ふに も 

うき 水鳥の ちぎ. 0 をぞ しる 

なく/ \ 'も 羽， つち する 君；：" く  V< 

我ぞす も. 0 になる ベ か ける 

姬君 はび は、 いもうとの 君 琴、 宮は經 を もたせ 給 ひ 

て、 しゃう がし 給 ふ、 此宮 やけた "ける に、 宇治に 山 

里の 有け るに うつろ ひ 給 ふに、 御す みが たづね 參る 

人 もな く、 今 は 山が つば か， 0 參. 0 つかう ま つ る、 此山 

里に あじゃ. 9 のす みける に、 ほうもん をよ みなら ひ 

給へ り、 此 あざ.^ 冷泉 院 にも 參， 0 て、 八の 宮 のかし こ 

くお はし まし、 出家の 心 ざし は 有ながら、 姬君 たち を 


おさな 據氏 九十  

思 ひすて 給 は で、 ぞくながら おこ な ひ の 御 心 ふかき 

よしかたり 申 給 ふ、 かほる 中將 御前に さ ぶら ひて、 我 

も あじゃ. 0 に 物なら ひ 給 ふ ベ きょし かたら ひ 給 ふ、 

みかど あはれ に 思 召て、 八の 宮へ、 

世 をい とふ 6 は 山に かよへ ども 

八重 だつ 雲 を 君 や へだつ る 

g の 跡た へて 心すむ と はな けれ 共 

世 を うぢ 山に 宿 を こそ かれ 

かほる 中 pi たび <^ おはしまして、 ほうもんき、 給 

ふみち の 程に て、 かほる、 

山お ろしに たへ ぬ 木 葉の 露よ. 5 も  ， 

あやなく もろき 我淚 かな 

ちかくなる 程に び はのね さう のこと たへ <\> 聞 ゆ、 

八の 宮は あじゃ，. >  の 寺に て、 七日の 程お こな ひ 給 ふ 

御留 すに て、 との ゐ人 にあ ひ 給 ひて、 垣の ひまより 見 

給 へ ば、 月お かしき ほどに すだれす こしまき あげ、 ひ 

とり はは しらに 居 かくれて、 び は を ま へ におき て、 雲 

がくれ た b つる e: のい とあかく さし 出 たれば、 扇な 

らで これしても n: はまね きつべ かりけ り. i て、 ばち 

を あげさし のぞきた るか ほいみ じくら うたげ 也、 今 


ひとり は ことのう へに い. 0 日 を かへ す 事 こそ 有け 

れ、 さま ことに も 思 ひ 及び 給 ふ 心 かなと て、 打 わら ひ 

たるけ は ひ、 今す- 』 し を も. 9 かによ しづ きた. 0-、 かほ 

る はみ すの まへ にゐ給 ひ、 うちつけに あさき 心に て 

は、 かやう に たづ ね參る まじと まめ やかに 仰ければ、 

辨の 出て i お ^卞 低の 巾に すみ 給ふ數 にも あらぬ 

を、 かくねん ごろなる 御 心さ じの ほど は 思 ひ 給 ふれ 

ど、 わかき 御 心に 聞 へ にくき にやと いふ、 此辨 はかし 

は 木の めのと のむ すめに て、 昔の物がた..^ども申た 

，り、 いほる は あ 10 ^きと はすが た. 5 もき かま ほしけ 

れど、 人め しげし、 此の こ.^ は 又 こそと てた ち 給 ふ、 

かほる、 

朝 ぼらけ 家ぢも 見へ や たづね こし 

まきのお 山 は 霧 こめて け 

姬君 雲の ゐ るみね のかけ ぢを秋 霧の 

いと V へだつ る 比に も あるかな 

せ は 橋 姬の心 を くみてた かせさす 

さ ほ の しづ くに 袖ぞ ぬれぬ る 

姬君 さし か へ る うぢの 川お き 朝夕の 

しづく ゃ釉 をく だし はつらん 


京よ "御む、 へ參れ ば、 霧に ぬれた る御ぞ ども は、 と 

のゐ人にとらせてか へ..^給ふ、 又の日 ひわ f> ごやう 

の 物、 山の 僧に はきぬ わたけ さ 衣な どっか はさる、 か 

ほる に ほふ 宮へ おはして、 宇治の 事共 かた. 0 給 ふ、 十 

e: 五六 日の 比 かほる うぢへ 參. 0 給 ふ、 八の 宮 まちよ 

ろ こび、 あざり もしゃう じてきな どい はせ 給 ふ、 其 夜 

は辨 をめ して かし は 木の 事と ひ 給 ふ、 ちいさく をし 

まきたる ほうぐせ (の、 かびくさ きを ふくろに 入て た 

てまつ る、 か へ..^ 給て 此 ふくろ を 見 給へば、 かの 御名 

の ふ うつ きた. >5 、あくる もお そろし けれど 見 給 ふ、 彼 

御手に て 五六 枚に 鳥の あとの やうに、 て、 かし は 木、 

目の前に 此世を そむく 君よりも 

よそに 別る 、玉ぞ かなしき 

命 あらば それ：^ ハ見 まし 人 しれぬ 

岩ね にと めし 松のお ひす ゑ 

D ン， 0  一；：'.. & とか ほる. 二十 二 

C しゐカ もと ォ 二十 一.1 一才、 

きさらぎ 二十日の 程に、 に ほ ふ 宮初瀨 に まう で 給 ふ、 

かんだちめ でん 上人つ かう まつ， 0 給 ふ、 かほる 御む 

か へ に參給 ひて、 宇治の わたりに てまう けさせ 給 ふ、 

宫 はこ 、に やすら ひ 給 はんの 御 心に てあそび 給 へ 

おさな、 1^  九十 


り、 かほる はか、 るた よりに 八の宮 へ參 らんと お ぼ 

せど、 ひと b こぎ 出ん 舟 わた.？ も かろら かなりと お 

ぼす に、 八の 宮 よ，^、 

山風に 霞 ふきとく こ ゑ は あれ ど 

へ だて、 み ゆる をち の 白波 

御返し 我 せんとて、 に ほふ 宮、 

をち こちの みぎ はに 波 は へだつ せハ 

猶ふ きかよ へ うぢの 川 屈 

に ほふ も かほる も參. 0 給 ふ、 舟 さし やり 給 ふ 程、 かん 

すいら く あそびて らうに さしよ せ 人々 お. 0 給 ふ、 姬 

君た ち をお も ひやり、 櫻の 枝 をう へ わら はして つか 

はすと V-J  、こま ふ宫、 . 

山 櫻に ほふ あた. 9 に尋 きて 

おなじ かざし を 折て け.^ かな 

1^5 かざしお る 花の たよりに 山が つの 

かきね を 過ぬ 卷の たび 人 

に ほふの 御む かへ に、 お ほせ 事に て 藤 大納言 參.^ 給 

へ， 9、 大君 ヒ ：!^ 中 君 } 一一 一計 A の 宮はを もく つ 、しみた. ま 

ふべき 年に て 物心 ぼ そし、 七 e: にか ほる わたり 給へ 

ば、 g§ 此君 たち. ゲ我 なからん の >i すて 給 ふなと 間 

. 二百 三 


,  おさな 源 < ^九十   

へ 給へば、 W , 副 か はらぬ こ、 ろざし を しらせ 給 はんと 

の 給 ふ、 宮、 

我なくて 草の 庵 は あれぬ とも 

此 i こと はかれ じと ぞ思ふ 

いかな らん 低に か、 れ せんなが き 世の 

ちぎ， 0 むすべ る 草の 庵 は 

八の 宮は しづ か なる 所に て 念 佛 せんとて 山へ 入 給 

ふ、 姬君 たち 心 ぼ そくな ひつ わら ひつ 過し 給 ふ、 け ふ 

は 三味 も はてぬ らんと 待 給 ふに、 人參. 0 てけ さより 

八の 宫 はわ づら はせ 給 ふと 也、 御ぞ ども 綿 あつく し 

ていそぎ 參ら せらる、 一 一日 三日お り 給 はや、 そなたの 

しとみ あげて 見ゐ 給へ るに、 人參 りて 此】 使な かば か 

b にう せ 給 ひぬ ると なく  v/^ 申す、 あさましく 淚も 

いづち いに けん 、たいう つぶし 給へ， o、 なき 人に 成 給 

ふかた ち を だに、 今 一 たび 兑泰ら ぬ をな げき 給 ふ、 か 

ほる 中納言 聞 給 ひて、 御と ぶら ひこ まやか 也、 九月の 

比匂宮 よ..^、 

を じかな ぐ 秋の 山里い かならん 

小 萩が 露の か、 る ゆ ふぐれ • 

大君 淚 のみ 霧 ふた がれる. E 里 は 
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まがき に -呢 ぞも ろご最 に ^i..? 

し 朝霧に 友 まど はせ る 鹿の ね を 

大 かたに ゃは哀 ともき く 

御い みはて、 かほる わた b 給 ひ、 辨を めして 人づて 

に はことば もつ J 'き 侍らす と あれば、 大君す こし ゐ 

ざ..^出給へり、 

S  色 か はる あさ ぢを みても 墨染に 

やつる 、釉を 思 ひこ そやれ 

大 色 か はる 釉 をば 露の やどりに て 

我身ぞ さらに をき 所な き 

秋 霧の はれぬ 雲井に いと^しく 

此世を か b とい ひしら すらん 

年の くれに は、 あじゃり のむろょ，.^すみたてまっれ 

給 へ ば、 わたぬきな どや h- 給 ふ、 

大君 君なくて 岩の かけ 道た へしより 

松の 雪 を も 何とか は 見る 

中！ 奥山の 松ば に つもる 雪と だに 

き、 にし 人 を 思 はまし かば 

かほるお はして、 句 宮の御 返事 は いづかた にかと と 

ひ 給へば、 


大君 雪 ふかき 山の かけ 橋 君なら で 

又 ふみかよ ふ あと を 見ぬ かな 

2— つら、 とぢ駒 ふみしだく 山川 を 

しるべ しがて らま づ やわた らん 

宮の おはせ しかた あけさせ 給へば、 佛の かざりみ ゆ 

る、 

2=- 立よ らん かげと 頼みし しゐが もと 

むなしき とこに 成に ける かな 

年 か へ..^ て、 ひじ， 5 の坊 よりせ り わらびな ど 舉れ， o、 

君が おる 嶺の わらびと 見 まし かば 

しられ やせ まし 春の しるし も 

雪 ふかきみ ぎ はの こせり たが 爲に 

つみ か はやさん 親な しにして 

かほる 句宮 よ.^ お. 0 過 さすと ぶら ひ 聞へ 給 ふ、 匂、 

つてに 見し 宿の 樱を此 春 は 

かすみ へだてす お b て かざ ゝん 

中 君 いづこと か尋 て お らん 墨染 に 

かすみ >  J めた る やどの さくら を 

かく つれな きけ しきの み 見 § れ ば、 に ほふ 宮は かほ 

る をせ め 給へ.. >、 そのと しつね よ. 5 も あっさ を わぶ 


るに、 川づ ら ゆかしくて かほる わた. 9 給 ふ、 

0 あげまきせ i_ れヒ 

姬君 たち 物 かなしく、 宮の御 はての つとめ 給 はん 

とて、 かほる も あざ.^ も 參り給 ふ、 みやう かう の 糸 引 

みだ. o、 むす び めげ たる を 見 給 ひて、 かほる、 

あげまきに ながき 契り をむ すび こめ 

おなじ 所に よ. 0 も あはなん 

大^ぬ きも あ へす もろき 淚の 玉の緒に 

ながき ちぎ り を いかい むすば ん 

かほる 我 身 は 5^ をき、 匂宮 の^を まめ やかに の 給 ふ、 

大君 は 中 君 をく ち 木に なし はて ぬ やうに とお ぼしめ 

す、 辨を めし 出て かほる 此事を かたら ひ 給 ふ、 かほる 

の 御 心の 有が たう あはれ なれば、 かけはなれが たく 

て、 大君たい めんし 給 ひ、 佛 のお はする 中 S 戶 あけ 

て、 しめ < ^とかた. 0 給 ふが、 心ち なやましければ、 

あかつき 又き こ へんと て 入 給 ふ を、 房 風 をし あけて 

入 給 ひ、 かたはらなる 木 丁 を 佛の御 かたに へだて、、 

か.. > そめに そ ひふし 給へ り、 つねな き 世の 御物が た 

. ^に、 時々 いらへ 給へ る さま 見所お ほくめ やすし、 あ 

けがた になれば、 しゃう じあ けても ろ 共に 見 給 ふ、 
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"ば 山里の あはれ しらる 、こ ゑ < ^に 

取 あつめた る 朝 ぼらけ かな 

女 君 鳥の ね も 聞へ ぬ 山と 思 ひし を 

よのうき 事 は たづね きに け hv 

大君 は 中 君 を 人な みに 見なした らんこ そうれ しから 

めと お ぼす、 九 e: の 比 かほる 又お はしたり、 れいの や 

うに もたい めんし 給 はす、 辨 をして せめ 給へば、 默君 

かほるの さし もうらみ ふかくば 中 君 を をし 出ん、 見 

そめ 給 ひて は あさく はお も ひ 給 はじと て、 中 君に か 

くと いさめ 給へば、 IJ か、 る 心細き なぐさ めに は、 

朝夕 大君 を見舉 るよ h- 、いかなる にかと あれば、 げに 

といと おしくて いひ さし 給 ふ、 默君 かほるの 昔 を 思 ひ 

給 ふ 心 ざし ふかくば、 中 君 を 同じ 事に 思 ひ 給へ かし 

との 4 め. はすれば、 かほる 今 さら ゑ 思 ひ あらたむ まじ、 

句宮 の う ら み もま さ， 9 なん、 中 君 を ばに ほふに あは 

せ 給 は ん と 也、 す ベて こ と 葉 お ほければ、 にく，^ 心づ 

きな しとて、 大君 中 君つ ねの やうに お ほとの ごもれ 

b 、辨 にたば からせ、 よ ひ 過る 程に かほる 入 給 ふ、 大 

君 間 付て おきて 出 給 ふ、 中 君 は 何 心なく ね 入 給 ふに、 

かほる はこれ を も ゑ 思 ひ はなつ まじき 心ち して、 な 
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つかしき さまに かたら ひて、 大君の つらき になら ひ 

たま ふなと、 のち せをちぎ. 0 て 出 給 ふ、 かほるの 文に 

ま、 

おなじ ゑに わきて そめけ る 山姬に 

いづれ かふ かき 色と、 はい や 

大" 山姬の そむる 心 はわ かね ども 

うつろ ふかた や ふかきな るらん 

に ほふ 宮 かほる を うらみて、 

女郎花 さける お ほ 野 を ふせぎつ ゝ 

心せば くやしめ を ゆ ふらん 

ゆ ほ 霧 ふかき あしたの 原の 女郎花 

心 を よせて 見る 人ぞ なき 

かほる はお やかたに なりて、 中 君の 事 を まめ やかに 

かた..^、  二十 六日に 宇治へ さそ ひお はして、 ちかき み 

さう の 家に 匂宮 をお ろし 舉. 9、 かほるば か. 9 おはし 

たり、 大君 は かほるの 中 君に しみ 給へ. 5 とうれ しく 

て、 かたり 給へ， 5、 辨を めして 夕 さ， 0 中 君の かたへ み 

ちび けと たばか b 給 ふ、 まことに はに ほふ 君 を いれ 

ん とたく みお ぼ さる、 也、 大君に は 一 ことい ふべき 

事 有と て、 しゃ うじのな かよ. 0 御勒を とらへ てうら 


み 給へ ば、 いとうた て、 何に 5g いれつらん とつら けれ 

ば、 かほる は いはん かたなくて、 さらば かく へ だてな 

がら も かたら はんと、 山鳥の 心ち して あかし かね 給 

へ. 5  、 かほる、 

しる ベ せし 我 やか へりて. まど ふべ き 

心 も ゆかぬ あけくれの 道 

かた < ^に くらす 心 を 思 ひやれ 

人 やりなら ぬ 道に まど は い 

に ほふ 宮は かほるの をし/のま、 に、 In' 口によ. 0 て 

扇 をなら し 給 へ ば、 辨參 りて みちびき 入 奉る、 六條院 

へ か へ b 給 ひて 御文に は、 に ほふ、 

よのつねに E-) ひやす らん 露 ふかき 

道の さ 、原 行て きつる も 

あね 君に みせ 給へば、 此 御返し 中 君に か、 せて、 使に 

ほそなが 一 かさね 三重 かさねの はかまた びた. 9、 三 

:11にぁたる^^もちゐ參る、中納ーーーー1:殿，；^ほょ.0みそびっ 

きぬ あやな ど収そ へ て、 

さ よ 衣 きて なれき と は いはす 共 

か ごとば か.^ はかけ すし も あら じ 

大君へ だてな き 心ば か， 9 はかよ ふ 共 


な れ し 釉とは かけじと ぞ思 ふ 

に ほふ 宮の御 あ. 0 きを、 御 母巾宮 5" せいし 給へば、 

かほるに かた. 5 あはせ て、 かほる は內 へ參. りに ほ ふ 

はう ちへ おはしけ. 9、 夜 ふけて おはした る は、 いか > 

おろそか にお ぼ へ 給 はんとうち なびき 給 へ り、 に ほ 

ふ は 中宮の せいし 給 ふ 事な どかたら せ 給 ひ、 思 ひな 

がらと だ ゑ あらん、 いか 成に かとお ぼすな、 やがて 京 

へ わたした てまつ らんとの 給 ふ、 に ほふ、 

中た へ ん 物なら なくに 橋姬の 

かたしく 釉ゃ よはに ぬらさん 

中 君た へせ じの 我賴 みに や うぢ 橋の 

はるけ き 中 を 待 わ たるべき 

朝氣 のす がた 御う つ.^ 香な ども、 人 しれ や 物 あはれ 

なり、 九月 十日の 程に ほふ かほる ひとつ 車に て 宇治 

へお はす、. 大君 うれしと お ぼせ ど、 かほる は 其 夜 は 遠 

山鳥に てあかせ り、 十月つ いたち 比 あじろ もお かし 

き 程な らん、 紅葉 も 御らん せんとて、 殿上人 あまた 宰 

相中將 など 御供に て、 に ほふ 宮ゎ たらせ 給 へ . り 、まう 

けの 物 かほるよ，^ 奉れ.^、 船に て 文つ，、.^ 紅 篮をか 

ざし、 かいせい らくな ど あそび 給 ふに、 中 か ：！ の 仰 事に 
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て ゑ もんの かみ 御 使に 參れ. o、 かやう の 御 ありき は 

かろ しとて、 又 でん 上人 あまた 參 るに、 物の けう 

もな くな. 9 て、 姬君 へ は 御文 をつ か はさる、 さいし や 

うの 巾 將は何 心なく、 古宮の 紅葉 をよ そながら みて、 

いつぞやの 花の 盛に 一 め 見し 

木の もと さ へ や 秋 はさび しき 

サほ樱 こそ 思 ひ し ら すれ 咬に ほ ふ 

花 も 紅 紫 もつ ねなら ぬ 世 を 

,1," いづこよ h- 秋 は ゆき けん 山里の 

もみ ぢ のかげ は 過う きもの を 

^5大見し人もなき山3-の515かげに 

> むな 力く も は へ るく す 力な 

秋 は て、 さびし さまさる 木の もと を 

吹な 過し そみ ねの 松風 

.? 'しこに は > ひまう けしつ る 人々 口お しと 思へ b、 に 

ほ ふ お の か ろ A、 し き 御 ぁ ..^ き な り と て 、 右のお ほ 

いどの、 六の 君 をむ かへ 給 はんと 也、 かほる は 大君 

の 中 君 をと り もちれ 5 ひしに、 あま h- こと やうに もて 

なし、 くやしく も あるか、 など いづ れをも 我 ものに 見 

たてまつ らんに、 とがむ る 八， も 有 まじと 思 ひみ だれ 


給 ふ、 

「に ほふ 宮ぃ もうとの 女 一 の宮へ 參.. ^給 ひて、 御繪な 

どかき、 在 五が 物が たりの いもうと にきん をし へた 

ると ころ、 いか 5 'お ぼす らんと て、 

わか 草の ね みん 物と は 思 はね ど 

むす ぼ、 れ たる 心ち こそ すれ 

に ほ ふ せ！ I よ -^^  ？ 治 へ 御文 あ， rt>  、 

ながむ る はおな じ 雲井 をい かなれば 

おぼつかな さ を そふ る 時雨 は 

あられ ふるみ 山の 里 は あさ 夕に 

ながむ る 穴 H も かきく らしつ、 . 

大君 を もくな やみ 給 ふ をき、 て、 かほる おはしたり、 

しるし ある 曾 たちあ またし やう じて、 御す ほう はじ 

め 給 ふ、 大君の 手 を とら へ て、 など か t ケゲ」 だに きかせ 

給 は ぬ と あ れば、 ものい ふがくる しきと て、 いきの 下 

によ はり ゆ き 給 ふ、 

霜 さ ゆるみぎ はの 千鳥 打 わび て 

なくね かなし き 朝 ぼらけ かな 

中 君 あか つきの 霜 うちはら ひ 鳴ち どり 

物 思 ふ 人の 心 を やしる 


かほる はかく こも b ゐ給 ふに、 とよの あか， 0 はけ ふ 

ぞ かしと 思 ひや. 0 て、 

かきくも hs  H が，， かもみ へぬ おく 山に 

> ひ を く らす比 に も あ るかな 

かぐて おはす る をた のみに みな 思 ひた..： >、 いよ- C 

あはれ に、 かいな、 ども ほそうよ はげなる 物から し 

ろうう つ く？ ^、中 君の 事 を かほるの たま へ ば、 御釉を 

引な をして、 此中君 をお なじ 事と おぼして 立より 給 

へ 、是 のみ うらめしとの 給 ふ、 あじゃりめ しいれさ ま 

ざまに かお 奉らせ 給 ふ、 たい もの、 かれ 行 やうに て 

きゑ はて 給 ふ、 中 君 を くれじと まどへ る さま こと は 

にあ はれ 也、 ともし 火ち かくて 見 給 ふに、 た  >  ね 仏 S 

へる やうに てうつ くしげ に ふし 給へ り、 とかくれ い 

のさ ほうど もす るぞ あさまし か， 0 ける、 人々 の 色く 

ろうき か へ た る を 見て、 かほる、 

くれな ゐ にお つる 淚も かひな き は 

かたみの 色 を そめぬな り けり 

同 を くれじと 空行 =： をした ふかな 

っゐ にす むべ き此 世なら ねば 

かほる は 大君の いひし やうに て、 中 君 を 見るべき も 


の をと くやしく お ぼす、 

戀 わびて しぬ る藥の ゆかしき に 

雪の 山に や 跡 をけ なまし 

に ほふ 宮の とだ ゑ を、 巾 君 は つ らしと お ぼす に 、わ た 

b 給 へ b、物ごしにて：：：：ごろのぉこた..^問 へ給ふ、屮 


君、 


きしかた を 思 ひ 出る も はかなき を 

行末 かけて なにた のむ らん 

行末 をみ じかき 物と 思 ひなば 

めの まへ にだに そむ かざらなん 


0 さわらび： おに 

中 君 は 春の ひか b を 見 給 ふに も た い 夢の やう なり • 

あじゃ. 0 の もとより わらびつ く/ \' したて まつ る I 

て、 

君に とて あまたの 恭を つみし かば 

つね を わすれぬ はつわら び 也 

此赛は 誰に か 見せん なき 人の 

かたみにつ める みねの さわらび 

か ほ る 中納言 はに ほふ 兵 部 卿 へ參. ^給へば、 宫は 

うの こ I」 を か きなら し、 梅 をめ でお はする、 


さ 
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t  

見る 人の 心に かよ ふ 花 なれ や 

色に はおす したに に ほへ る 

21 見る 人に かごと よせけ る 花の ゑに 

心し てこ そお るべ か けれ 

中 君 を 京へ むか へんと かたり 給 ふ、 御ぶ くも かぎ. 5 

あれば、 ぬぎ か へ 給 ふとて、 中^、 

はかなし や 霞の 衣た ちしまに 

花の ひもとく お， 9 もき にけ トノ 

京へ わた. 9 給 はんとての あした、 かほる 宇治へ おは 

した. 9、 我 こそ は 人よ， 0 さきにと 思 ひしに、 我 あやま 

ちな りとく やしく 思 ひつ 3- け 給 ふ、 

中 君 晃る人 も あらしに まよ ふ 山里に 

昔お ぼ ゆる 花の かぞ する 

釉 ふれし 梅 はか はらぬ に ほひに て 

ね ごめ うつろ ふ 宿 や ことなる 

又 かやう にき こ ゑよ る ベ きな どい ひて 立 給 ひぬ、 

辨 さきにた っ淚の 川に 身 をな げば 

人に を くれぬ 命なら まし 

ゆ ほ 身 をな げん 淚の 川に しづ みても 

戀 しきせ いにわ すれし もせ じ 

-,.   


 ys:  

辨は 宇治に のこ..^ ゐる 也、 

辨人 はみ ない そぎた つめる 1^ のうら に 

ひと >9 もし ほ を た る 、あま かな 

中 君し ほたる、 あまの 衣に ことなれ や 

うきたる なみに ぬる 、わが そで 

^^有 ふれば うれしき せに も あ ひける を 

身 を うぶ 川に なげて まし かば 

：!:^ 過に しが 戀 しき 事 も わすれね ど 

け ふ はた まづも ゆく 心 かな 

中 君な が むれば 山より 出て 行：：：： も 

世に すみ わびて 山に こぞ いれ 

よ ひ 過てお はしつ きたり、 め も かい やぐとの づく 

のみつ ばよ つばなる 中に 引 いれて、 宮は御 くるまの 

もとによ ら せ 給 ひて おろした て ま つ，.^ 給 ふ、 

しなる て やに ほの 水う みこぐ 舟の 

まほなら ね ども あ ひ 見し もの を 

-り かほる 二十 一二 ォょ 

◦ やとり^ リニ 十五 才 まで、 

明 石の 中宮に は宮 たちあ また あり、 故 左大臣 殿の 御 

むすめ T まつ ぼの 女御に は、 女 二の 宮 一 ところお はし 

ます、 此 ひと 宮 十四のと しの 夏の 比、 御 母 女御う せ 給 


ふ、 みかど 膝つ ぼに て 御 碁うた せ 給 ひて、 かほる 中納 

言 を 召て 花 を かけ 物に てまけ させ 給 ふ、 一 ゑ だ ゆる 

させ 給 ふ は、 女 一 ーを參 らせんの 御 心 也、 かほる、 

よのつねの かきねに 匂 ふ 花なら ば 

> ひの ま、 に おりて 見 まし を 

御 霜に あへ すかれに しその、 菊 なれ ど 

の - J  b の 色 は あ せす も あ る か な 

かほ， る は 中宮の 御 はらの 女 一 の宫 ならばと お ぼす、 

そのと しも くれぬ、 

夕霧 § ナの 六の 君 を、 八 M: の 比に ほふ 宮に參 らせんの 

いそぎ 也、 わ 汁 三 ニ條 のたい の 御 かた 料 他？ 聞 給 ひて、 

今 さら 山里に かへ らん も 人 わら はれなる べし、 かた 

ち を かへ なんと さま-,^ にお ぼす、 五 ばか.^ よ， 9 

くはい にん 也、 かほる 聞 給 ひて 中 君 をい とおしと お 

ぼす、 御な やみと ひ 給 はん、 け ふ は 內に參 るべ けれ 

ば、 日た けぬ さきにと て、 あさが ほ を もた まひて 出 給 

ふ、 に ほふ 宮は よべ より 內に 逢り 給 ふ、 かほる、 

けさの まの 色に やめ でん をく 霧の 

きへ ぬに かゝ る 花と 見る/^ 

中 君の なやみ 給へ るか たちゆか しくて、 かほる、 


よそ へ て ぞみ るべ かひけ る 白露の 

契り をき にし あさが ほの 花 

中 君き へ ぬ 間に かれぬ る 花の はかな さよ 

をく る 、露 は猶ぞ まされる 

右の 大 いどのより 頭中將 してに ほふ 宫へ、 

大 そらに e: だに やどる 我 宿に 

ま づょひ 過て 見へ ぬ 君 かな 

に ほふ 宮の出 給 ふ を、 中 君 うらめしと 見 給 ひて、 

山里の 松の かげに も かくば か. 9 

身に しむ^^の風はなかり き 

に ほふ 宫は 右の 大 いどの g よりか へらせ 給 ひて、 文 

奉り 給 ふ、 たいの 御 かたに 入 給 ふに、 こまやかなる 事 

は ゑい ひ 出 給 はす、 よし 我 身に なして 思 ひめぐ らし 

給へ、 身 を 心の. ま、 にも 成が たし、 もし 卷宮 にたち 給 

は  >、 人に まさりた る  >  ひざしの ほど しらせた てま つ 

る ベ き な ど の 給 ふ 所 に 、 六 の 君 よ 御 返 ^Jf- 參 る 、 ま 、 

母の 宫 の 御手な .-、 

をみ な へ しし ほれ ぞ まさ る 朝露の 

いかに をき けるな ご. 5 なる らん 

中 君 は n: ぐらし のこ ゑに 山里 こ ひしくて、 
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大 かたに きか まし 物 を 日ぐ らしの 

， J ゑ うら めしき 秋の くれ かな 

こよ ひ はま だ ふけぬ に、 に ほふ は 六の 君 へ 出 給 ふ、 三 

日の いは ゐ にて かほる もお はします、 左 衞門督 宰相 

中將 さか づき さ、 げて、 二た び 三た び 參り給 ふ、 か 

ほる は あせち の 君の つぼねに あかし 給 ふ、 

打 わたし 世に ゆるしな きせき 川 を 

みなれ そめ けん 名 こそお しけれ 

ふ か 、ら すう へ はみ ゆれ どせ き 川の 

したの かよ ひ はた ゆる もの か は 

に ほふせ 2 今 は 二 條院に 心 やすく も わた. 0 給 はす、 六 ■ 

に 年 ごろおし やうに おはしまして、 くるれば 六 

の ©~ わた，. > 給 ふ、 屮；^  .V ち ど をに 思 ひ あま.^ しか 

ほる へ 御文 舉給 ふ、 又の = かほる わた. り 給 ふ、 あやし 

か. 0 し 世の 事共 かたり 給 ふつ ゐ でに、 S ほ 過に しかた 

のく, 5 ^.1 } さ を わする、 おりなく など ほのめかし、 や 

う- /(\  くらく 成 ゆけば、 中 君 ひち なやましき に、 又 - J 

そとて 入 給 ふす だれの 下よ ひ 御 袖 を とらへ 給 ふ、 女 

はう しと 思 ふに；^ もい はれ や 引 入 給へば、 それにつ 

きて そ ひふし 給へ り、 ちかく さぶ らふ 女ば う 二人ば 
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かり あれ ど、 うとから. ゃ閒 へ か はし 給 ふ 御中 なれば、 

しりぞ きゐたり、 あかつき か へ .9 給 ひて 御文 あり、 

い たづら にわけ つる 道の 露 しげみ 

むかしお ぼ ゆる 秋の そら かな 

中 君 をに ほふ 宮の すてさせ 給 は V、 我を賴 もし 人に 

し 給 ふべ きな ど 思 ひめぐ らし、 け ふ は 宮の中 君 へ わ 

た. 0 給 ふとき くもむ ねつ ぶれ 給へ. o、 に ほふ 宮 かほ 

るのう つ. 0 香の しみ 給へ る をと 5- め 給 ふに、 もて は 

なれぬ 事 なれば くるしと お ぼす けしき をみ て、 され 

ばよ と 卸、. ：3 さは；；.？ け， 9  、 に ほふ .^、 

又 人に なれぬ か釉 のうつ りが を 

我 身に しめて うらみつ るかな 

見なれ ぬる 中の 衣と 賴 みしお 

かば かりにて やかけ はなれなん 

かほる は 中 君の めしつかへの 人々 のけ は ひ、 なへば 

みたる を 思 ひや..^ て、 女の しゃ う ぞく あまた、 み づ か 

らの 御れ うに も、 くれな ゐ のうちめ しろ さあ や、 はか 

まの こし ひき むすびく は へ て、 

むすびけ る 契り ことな る 下 ひ も を 

た  >  一す じに. フら み. や はする  一 


かやう に 誰か はう しろみ 給 はんと、 人々 よろこびい 

ふなり、 

しめ やかなる ゆ ふっかた、 かほる 屮君 へ おはした.. y、 

なやまし とて 人して 開へ 給 ふ、 いみ じくつ らくて な 

やませ 給 ふお. 0 は、 しらぬ 僧く すしな どもち かく 參 

.9 よるに、 かやう に人づ て にの 給 ふ は、 かひな しとう 

らみ 給へば、 すこし ゐ ざ.^ 出て たいめんし 給 ふ、 すだ 

れの 下より 木 丁 をす こし をし いれて、 ちかづきより 

給 ふが いとくる しけれ ど、 少將 とい ひし 女ば う をよ 

びて むね をお さへ よとの 給 ふ： かほる は 彼 山里に 寺 

など はなく 共、 告 のかた みに 人が た をつ くり、 鎗 にも 

かきとめて おこな ひ 侍らん との 給へば、 あはれ なる 

御ね が ひかな、 いつぞや こ、 へきたり し 人 は 

siy. な 也ぶ 昔 5 人に よく 似たり、 これ をな り 共 御らん 

せんやと きこ ゑ 給へば、 かほる よろこびて はやくい 

ひった へ 給へ とせめ 給 ふ、 九 二十； n 比 辨の尼 をめ 

して 昔 を か たり、 彼 人が たの 事 も かた. 0 出 給 へ ば、 そ 

れは故 北の かたう せ 給 ひし 比、 屮將の 君と て 上らう 

の 有しに、 八の 宮し のびて 物の 給 ひしが、 女子 をう み 

たるに、 {S は おぼしめ しこりて ひじり になら せ 給 ひ 


たり、 其 後中將 はじ ゆ， 0 やうの つまに な. 9 て、 と をき 

ゐ 中に すみて、 此泰 のぼり 巾 君へ たづね 參 りたり と 

きく、 中 將の君 は 北の かたの 御め いに てお はし ませ 

ば、 御 はかに 參，^ たきよ しい ひこされ し、 さやう のつ 

ゐ でに とひき 、侍らん とかたる、 かほる、 

やど， 9 木と 思 ひ 出す ば 木の もとの 

たびね もい かで さびし からまし 

，の あれ はつる くち 木の もと を やど..^ 木と 

思 ひ をき ける ほどの かなしき 

中 君の かたに に ほふ 宮ぉ はして、 

ほに 出ぬ 物 思 ふ らしし の す、 き 

まねく たもとの 露し げくして 

中^ 秋 はつる 野べ のけし きもし の 薄 

ほのめく 風に つけて こそしれ 

二月 ついたち 比權 大納言に なり、 右大將 かけ 給 ふ、 

其 あか つき 中 君お と- J 君う み 給 ふ、 大將 殿よ. りうぶ 

やしな ひどん じき 五十 具、 基 手の せに わう ばんつ い 

がさね 三十、 ちごの 御ぞ五 かさね、 むつ き宮の お ま へ 

にも せんかう のおし き、 たか つきに て ふす く. まいら 

せ 給 へ り、 七： n の：；^ は 中宮よ， 0 內 より、 九：：：： に は大と 
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のょ..^まぃる也、 四：：：： に は 女 二 を かほるに わたし 給 

ふ、 あすとての 日 藤つ ぼに みかど わたらせ 給 ひ、 藤の 

ゑんせ させ 給 ふ、 

^ ほす ベ ら ぎの かざしに おる と ふぢの はな 

をよ ばぬ ゑ だに 釉 かけて けり 

よろ づ よ を かけて に ほ はん はな なれば 

け ふ を も わか ぬ いろと こそ 見れ 

ま！： 君が ため おれる かざし は むらさきの 

雲に おとらぬ 花の けしき か 

よのつねの 色と もみ へ す 雲井まで 

たちのぼ b たる 藤 なみのはな 

かもの まつり 過て、 かほる 宇治へ おはしたり、 くち 木 

の もと を 見 給 ひお はする に、 女ぐ る まひと つ あらき 

おとこ 物 あまた を ひて はしょり. 0 たりく る、 ゐ なか 

びた る もの か なと 見 給 ふに、 此宫を さしてく る 也、 こ 

ゆがみた る もの、 ひたちのせんじ殿の姬君^^；^は 

つせ に まう で、 た い 今 もど h- 給 ふな， 0 とて 車よ， 9 お 

ろし 入たり、 かしらつ き やう だい ほそ やかに、 よくむ 

かしの 人に にたり、 屛風 のかみ より のぞきて かほる 

見 給 ふ、 辨を よびて うれしく もき あ ひた. 5、 いひ しら 


せ 給へ との 給へ.^、 母君 はさ はる 事 あ. りて、 姬君. 巧 ^ 

ひとり 參り 給へば、 かさねて いひ 參 らせんと い ふ、 か 

ほる ゝ 

かほ ど b のこ 5 ^もき >» にし かよ ふやと 

しげみ を わけてけ ふぞ たづ ぬ る 

〇 あづま 屋 

ひたちの かみの 子ども、 もとはら 此 はら 五六 人 ある 

中に、 此姬君 をお も ひ へ だ つ る をつ らしと おぼして、 

母君 はいかで おもたい しくと 明暮 思へ. り、 左 近の 少 

將と いひし 人 ねんごろに いひ わた. 9、 八月ば か， 0 に 

,參 らせんと ちぎ. 0 をき し を、 ひたちの かみが ま、 む 

すめと き、 て、 中 だち をよ びて 思 ふに たが ひたる と 

い へ り， 中 だち もま- J とのむ すめ.. こ 思 ひて こそ. S 'つ 

れ とて、 ひたちに 此 よしい へば、 ひたち よろこびて さ 

らば まことの むすめ を參 らす べし、 たか ら物も つ く 

して 參ら せんとい ふ、 少將 き、 て ひなびた る 事 をい 

ふよと は 思 ひながら、 ちぎりし くれに おはし そめた 

.0、 北の方 は 人 しれす 此 よういせ しに、 あやしく たが 

ひたれば、 物 もい はれ やめのと、 一 一人な げきて、 此姬 

君 を 巾^へ あ づけ をけ り、 かほる も屮 君へ おはし ま 
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して、 れいの なつかしげ にて、 

^ ほ 見し 人の かたしろ ならば 身に そ へ て 

戀 しき 人の なで 物にせん 

姬君にかはりて巾^；ぉ返し、 

みそぎ 川せ い に 出さん なで 物 を 

身に そふ かげと 誰か 賴 まん 

何事 も かたら ひ をき て かへ. 9 給 ふ、 に ほふ 宮は 屮宫 

よ" かへ り 給 ひて、 君た ちと 苏 うち ゐん ふたぎ など 

して あそび 給 ふ、 夕つ かた 女 君 はかみ を あら ひお は 

す^に、 西の かたに わら はの 見へ たる を のぞき 給へ 

ば、 姬^ あ^ J ^とお ぼして、 あ ふぎ を さし かくし 給 

ふ、 に ほふ 宮 とらへ 給て たに かとの 給 ふ、 大 夫が むす 

めの 右近 暴り て、 くらき にさぐ りより、 こゝ におと こ 

の そ ひふし 給へ ると いふ、 に ほふ 宮心 しづかに かた 

らひ出 給 ふ、 女 は おそろしき 夢の さめた る 心して、 あ 

せに ひたして ふし 給へ. 9、 めのと ひたち 殿へ かへ. y 

て、 ゆ 北の方に 此 よしか たれば、 むねつ ぶれて 夕つ か 

た參. 9 て、 こ、 に は 心 やすくと てこ そ あ づけ 置し に、 

よからぬ isl- 出き なん、 又も 參らせ 侍らん とて つれて 

か へ -.^、三でぅぁた..^にちぃさき家まぅけて、しのび 


てお はせ よ、 ともかく もっかう まつらん とい ひ をき 

て、 みづ から はか へ.^ 給 ふ、 彼 ひたちが むこの せう し 

やう はせん ざい をな がめ、 むすめ はま だ！ 1： 心なく そ 

ひふした， り、 北の かた、 

しめ ゆ ひし 小 萩が う へ もまよ はぬ に 

いか 成 露に うつる 下葉 ぞ 

少將 みやぎ 野の 小获が もと、 しらませば 

露 も 心 を わかす も あらまし 

三 條の姬 君よ. 9 母の かたへ、 

ひたぶ るに うれし からまし 世の中に 

あらぬ とお も はまし かば 

らうき よに は あらぬ 所 を もとめても 

君が さか. 0 をみ るよ しもが な 

大將 秋の ころ 宇治の 御 だう つくりたて たると き、 て 

おはしたり、 かほる、 

た へ はてぬ 淸 水に など かなき 人の 

おもかげ を だに といめ ざり けん 

辨の あまの かたに 立よ b 物語し 給 ふつ ゐ でに、 姬 ^；;! 

の 事と ひ 給 ふ、 此 ごろ 物い みとて、 三 條の小 家に かく 

し をき 給 へ -9 とき、 たりと かたれり、 さあら ば あま 
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君 京に. 行て、 こ、 につれ てき たれとの たま ふ、 辨三條 

へいきて このよし いひければ、 姬君 もめのと もめで 

たしと 見 をき し 人の 御 さま なれば、 うれしく お ぼす、 

よ ひ 過る 程に 宇治よ. 9 人 參れ， 0 とて 門 をた、 く、 あ 

けさせたればかほるゎたらせ給 へ .^^、  nj ごろ ひ あ 

まること もい ひ 開へ させんと てとの 給 ふ、 めのと は 

母^に 聞へ させんと いふ、 みなみの ひさしに おまし 

つくろいて 入舉 る、 雨ふり くれば、 

I 'さしと むる む ぐら ：> げき ぁづ まやの 

あま， 0 程 ふろ 雨 そ、 ぎ かな 

程 もな う あけぬ る 心ち して、 お ほどれ たる こ ゑして、 

き、 もしらぬ なの h- して ゆく もき こ ゆる、 物いた 3- 

きたる はお にのやうな.. =^と 觅給ふ もお かし、 くるま 

ふたつつ まどに よせさせ、 かきの せ 給 ふ、 あまれ 恃從 

は 一 つ 車に 乘た. o、 又 字 治へ、 

かた みぞと みるに 付て も 朝露 の 

所せ きまで ぬる 、釉 かな 

母お の 思 給 はん 事 もな げかし けれと、 あはれ にかた 

らひ給 ふに、 なぐさめ てお b 給 ふ、 女 はは づ かしくて 

しろき 扇 を まさぐ. 0 そ ひふした. CS  、辨、 


 二  la 十六 

やどり 木 は 色 か は.. 0 ぬ る 秋な れど 

昔お ぼへ てす める かな - 

S ほ 里の 名 も 昔ながら に 見し 人の 

おもが は. 0 せる ね やの n 影 

〇 うき ふねれ 謹 ハ 

に ほふ 宮は彼 ほのかな.^ し 夕べ を わすれ 給 はや、 中 

君の たれと しらせ 給 はぬ もこと はりながら、 つらく 

ていかに して かたづね 出さん とお ぼす、 かほる はう 

ぢの 人の まち ど をな らん もい とおしく、 人 しれす 京 

にわたして すませば やと、 三條 ちかき 所に 家つ くら 

せ 給 へ り、 む 2： のつ いたち ごろ、 句宮 はわ か 君 を もて 

あそび 給 ふ、 ひるつ かたちい さき わら は、 みどりのう 

す やうなる 文に ひけ ご を 小 松に つけ、 又た て 文と り 

そ へ て 塞れ， 《  、に ほふ 宮見給 ひて、 いづ くよ，.^ ぞ とと 

ひ 給 ふ、 中 君、 是は 宇治に 大 夫が 昔 しれる 人の むすめ 

のかた よ. 0 とい つ はり ての 給 へ ば、 匂 1>0 と. 9 て 見 給 

ふに、 みや づか へ 人の 文と は 見へ ぬかき やうな り、 又 

うづち つれ <^ なる 人の し は ざな りと ふしんに お ぼ 

しめされぬ、 また ふり 山た ちば なをつ く  hN て、 

まだ ふりぬ 物に は あれ ど 君が 爲 


ふ か き >ひ に ま つ- とし るらん 

句宮 心に おぼしめ す は、 かほるの うちへ かよ ひ 給 ひ 

て、 よる もとまり 給 ふと 也、 彼 人 を かくし 置た るなる 

べしと、 大內 記と て かほるへ したしき たよ..^ ある を 

めして とひ 給 ふ、^ I 宇治 に はたれ と はしらす、 か ほ 

るの すゑ をき 給 ふ 女 あ. 0 と 申す、 その 人 は 我 見 そめ 

し 人なる を、 かほるに たづ ねとられ にけ 、それ か あ 

ら ぬかた ばか. 9 て 見さ だめん と、 よる 過る 程に 宇治 

へ おはした. 9、 との ゐ 人の あるかた に は よらで、 あし 

垣の くづれ より 入て、 かう しの ひまより のぞき 袷へ 

ば、 火と もして 物ぬ ふ 人 三 四 人、 わら は 糸 をよ る、 右 

近と いひし わかう ども 有、 姬君 はか ひな を 枕に てお 

はします、 ゆ ふ ベ もお き あかして ねぶた しとて、 しさ 

したる iS?Aj も は きち やうに うちかけて な ふした 

^、姬 ；；； 9 は 右近 を あとに ふさせ 給へ ^、宮 匂 はせん か 

たなくて かう し をた、 き 給へば、 右近き、 つけて aw 

たり、 かほるの こ ゑに、 せて 入せ 給 ひ、 道に てお そろ 

しき 事の 有て、 見ぐ るし きすが たにな りた.，^、 火 をく 

らうせ よと て 入 給 ふ、 うこん はか ほるな h 'と 思？ 5  二、 

御ぞ ぬぎて 打 ふし 給 へれば、 女 君 あらぬ 人な とお 

おさな 九 t  n 


どろ かるれ ど， こ ゑ を だに し 給 はす、 夜 あけて 御と も 

の 人 こはづ くれ ど、 け ふ はかくて あ. 0 なんとの 給 ふ、 

母君より け ふ は 御む かへ 參る べし、 いかにと か 申さ 

ん といへば、 け ふ は 物い みな.^ といへ かしと 姬ぉの 

給 ふ、 日た かくなる ほどに 、母君より 御む か へ の人來 

り， いし 山に まう でさせん とて、 車 ふたつ など 參 

る、 右近 返事 かく、 ゆ ふべ よ. 0 けがれさせ 給 ひて お ぼ 

しなげ く、 こよ ひ 夢見 もさ はがしく など かきて、 むか 

への 人々 に 物な どくはせ て かへ した. 9、 あま 君に も 

け ふ は 物い みに てわた.^ 給 はぬ とい はせ た. 9、 女 君 

れい はくら しがた くな がめ わび 給 ふに、 け ふはくれ 

ゆ. くも かなしと お -V6 す、 

；^」 ながき 世を賴 めて も猶 かなしき は 

た い あす しらぬ.^ な， 0 けり 

女 君 心 をば なげか ざら まし 命の み 

さだめな き 世と 思 はまし かば 

京よ h- .2? 方參 り て 、卸 あ.. 0 きか る<1,..» しきと、 きさ い 

の 宫糊大 と の もお ぼしの 給 は す ると 申す、 いかなら 

んと おぼし やる に 所せ き 身 也、 かる < ^しき 殿上人 

にても あらば や、 人に しられ 給 はぬ 所に つれ ゆき 給 

^^^^ 
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is んもの をと お ； V6 す、 t  }  -i ふ宮、 

世に しらす まど ふ べき かな さきにた つ 

淚に道 を かきく らしつ 人 

女 君 淚をも 程な き釉 にせき かねて 

いかに わかれ をと V むべ き身ぞ 

む e: もた ちて すこしの どや かなる 比、 大將殿 ^ ほ 宇治 

へ おはしたり、 三條の 家つ く h- たて 、、此 春の ほどに 

わたした てまつ らん I」 のた まふ、 かほる、 

うぢ 橋の ながき 契り はくちせ じ を 

あやぶむ かたに 心さ はぐな 

女お た へ まの み 世に は あやうき うぢ 廃 を 

くちせ ぬ 物と M たのめと や 

あかつき かへ り 給 ふ、 

二；：：： 十 nz の 程に ほふ 宮ぉ はした， 9、 右近 は 侍 從をか 

たら ひ、 此事 もて か く I -給 へと いひて いれた てまつ 

る、 よるの 程に て 立 か へ ら， "も 心う し、 こ ゝは 人め も 

つ 、ましき に、 川よ. 0 をち なる 家に つれ 給 はんとて、 

右近 は殘し をき、 侍從を 舟に のせて 時 方に さほ さ、 

せて 出 給 ふ、 橘の 小 と 申す、 

年 ふと も か はらん もの か：^ の 


， J じ 46 のさき にち ぎる こ >• ろ は 

女 橘の こじまの 色 はか はら じ を 

此ぅ きふね ぞ行衞 しられぬ 

きしに さしつ きて お b 給 ふ、 般 ほほ， Ijf 女 君 はし 

ろき かぎり 五 つ ばが り、 釉ロ すその^まで なまめ か 

し、 侍從も 色めかし きわ かう どに て、 時 方 をお かしと 

思 ひて、 物が た..^ してく らしけ る、 雪 ふり つもり、 山 

はかいみ を かけた る やうに、 きら-/^ と 夕 H にかい 

やきた るに、 ゆ ふ ベ 分 こし 道の ほど を かた.^ 給 ひて、 

に ほふ 宫、 

嶺の 雪み ぎ はの 氷 ふみ 分て 

君に ぞ まど ふ 道 はま ど はや 

浮 舟 ふりみだれ みぎ はに こ ほる 雪よりも 

なか 空に てぞ我 はけぬべき 

け ふ はみ * たれた るかみ けづ ら せて、 こうばいの をり 

物き かへ 給へ り、 よろ づ かたら ひ あかして 夜 ふかく 

, 給 ふ、 雨 ふる 比、 匂宮、 


力 


ながめ やる そなたの 雲 も 見 へ ぬまに 

空 さ へく る、 比の わびし さ 

お. 0 しも かほる 大將 より 御 使 あり、 


水 まさ る をち の 里人い かならん 

はれぬ ながめに かき くらす ころ 

.^ff へ M の 名 を 我み にしれ ば 山し ろの 

うぢの わたり ぞ い と 3- すみう き 

同 か きくら し はれせ ぬ义 11- の あま-中-;.; に 

うきて 世 を ふる 身 北へ な さ ば や 

gSjiS* つれ < ^と^をし る 雨の を やまねば 

釉 さへ いといみ かさま さ. 0 て 

三條の 家つ. く， -て わたし 給 はん 事、 內記 がしう との 

大く にの 大夫 にの 給 ひ 付た、 りければ、 に ほふ 宮き、 

つたへ 給へ り、 御め のとの じゅり やう 三月つ ごもり 

の 比、 ゐ なか へく だるべ ければ、 其 家に わたさん とお 

ぼし かまへ て、 宇治へ いひ や-.^ 給 ふ、 うき ふね はいか 

にしな すべきと うきたる  > ひち して ふし 給へ り、 君 

宇治へ おはしまして、 など かく あ をみ やせ 給 へ ると 

おどろき、 辨の あま をよ びて 昔 物が た b などし 給 ひ 

け る それ をう き 舟き 、てよ ろ づ 思 ひついぐ るに、； 

水の をとの を そろし くひい くにつ けても、 我 身 行-ま 

もしら な h- なば、 しばし こそ あ へ なく E-3 ひ 給 はめ、 

ゾ わ-^) ベ に， フ きこと も め， b んとぉ  一 V6 す、 に-. i  "  .T 呂ょ 
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b かほるよ， 9 け ふも^ 使き あ ひた，^、 かほるの 使 見 

とがめて、 何し にこ、 へ はたび < ^參 るぞ と、 ふ、 わ 

たくしに よう 有て 參る 也と い ふ、 物な かくし そとて 

あとより 人 を 付て 見させ たれば、.. れ 方が 家に 入た. 0  、 

かほる 此け し し 、ら i<5 ほしく  \ し 、义, ゲ. 1 つ. 2> よ さ る 、 

波 こ § る 比 其 しら や 末の 松 

まつらん とのみ おも ひける かな 

うき ふねの 君 はむ ね ふたが りて、 此 御文 はもと の や 

うにして、 所た が へ にやと て 返し 給 へ り、 うき 舟 ま 

從 右近が 思 ふらん もはづ かしく、 うきす ぐせ かなと 

忍 ひ 入て おはす、 右近 はこの けしき をみ ていふ、 我 あ 

ね も ふたりの おとこに 見へ た. o、 うへ もした も か、 

るす；， り はみだれ 給 ふ は あしき 事 也、 一 かたに おぼし 

さだめよ、 あま， りに 物な げかせ 給 ひそ、 やせお とろ へ 

給 ふ も 益な しとい へり. かほるよ h- うとね りと いふ 

もの、 一 るいに 仰て まもら せらる、 されば こそ 物の 

けしき 見 給 ひたる よと おぼして、 むづ かしき ほうぐ 

ハ みな やきすて 給 ふ、 に ほふ 宮 よりお はしても あ ひ 

給 はんやう もなければ、 時 かた 入て 侍從 にあ ひて、 い 

ざ や もろ 北 〈にき こ へ させんと て さそ ひ 出た b、 宮は 

I  ：  二百 十九  i 
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！ tT にて と をく 立お はする を、 いぬの の、 しる 聲 に 、 か 

たり 給 ふ ベ き やう だ も あらで、 山が つ の 垣の もとに 

あ ふり をし きて おろした てまつ る、 侍從く はしく 有 

さま を かた. 9 て、 御む か への：：： をよ くたば かり 給へ、 

我 も 身 をす て、 出し 暴ら せんとい ふ、 に ほふ、 

いづく にか 身 をば すてん と 白雲 の 

か 、 らぬ山 もなく^/..— ぞ ゆく 

侍從 入て ありつる やう だいか たれ ど、 いらへ を だに 

し 給 はす ふし 給 へ .9、 うき ふね、 

なげき わびみ をば すつ 共な きかげ に 

う き 名な がさん 事 を こ そ 思 へ 

おや もこ ひしく、 つ ねに は 思 ひ 出ぬ はらから も戀し 

く、 た い 人に 見つけられ や、 出て 行べ きかた を 思 ひめ 

ぐらし ねられ 給 はす、 うき ふね、 

から を だに うき 世の中に といめ すば 

い づこを はかと 君 もうら みん 

母君より 夢見 あし とて 御文 あ 、うき ふね、 

後に 又 あ ひみん 寧 を 思 はなん 

此 低の 一 11- に 心 まど はで 

. かねの をとの た ゆる ひいきに ね を そへ て 


二 ニヤ 


わがよ つきぬと 君に つたへ よ 

〇 かげろ ふ ヒ 

宇治に はう きふね の 君 行かた なくう せ 給へ ば、 こゝ 

かしこと 求めさ はげ どか ひなし、 母君 もお はして、.^ 

やく ひつらん 狐 やと. 0 もてい ぬらん、 目の前に なく 

なした らん は、 よのつねの 事 也と あはて まど ひ 給へ 

り、 右近 は句宮 のかよ ひ 給 ひし 事 を かたれば、 彷は此 

力に な 力 わう せけ るよ となき かなしめ， o、 に ほふみ 呂 

より 時 かた 參 りて 此由 申す、 大將殿 もき、 てなみ だ 

にお ほられ、 うか..^ ける 所 かな、 鬼な どやす むらん と 

むねいた くぐ やしく お ぼ さる、 母君 は此 水の 昔 を 聞 

に まろびぬべく かなしくて 歸. 9 給 ふ、 卯 =: にな，. y て 

力 ほる より： ほふ. lis  、 、 

忍ね や 君 もな くらん か ひもな き 

しでの たおさに 心 かよ は^ 

し 橘の かほる あたり は ほと、 ぎす 

心して こそな く ベ か. 0 けれ 

かほる 宇治へ おはしまして、 

一一 

我 も 又う きふる 里 を かれはてば  二 

たれ やど b 木の かげ を 忍ばん  一一 


あじゃり めして、 七日々々 に經佛 くやう すべきよ し 

官； ふ 、 に ほふ 宮 より 右近が もとにつ ぼに こがね 入て 

給へ. rt- 、中 君 も 七 僧の ま へ の 事し 給 ふ、 かほるの しの 

びて かたら ひ 給 ふ 一品の 宮の 小さい しゃう は、 うき 

舟 の 事 を かほる の 思 ひなげ き 給 ふ を 見し， りて、 

哀しる 心 は 人に おくれね ど 

數なら ぬ 身に きへ つ、 ぞ ふる 

5  —常な しと - ^ ゝ ら を ふ る う き 身 だ に 

人の しるまで 歎き や はする 

^ 故 六 條院の 御 ため、 あかしの 中宮 御 八 講し給 ふ 、紫 

の 上な ど 思し わけつ、、 御經佛 くや うせさせ 給 ふ、 

大將 殿つ，. > どの、 かたに おはし たれば、 か.^ そめの 

つぼね あり、 小 宰相 や あると 見 給 へ ば、 おとな 三人 わ 

らは など. Q て、 永 を 物の ふたに 澄て わる 也、 しろき う 

す 物き 給 へ る 人、 ひ を ももながら ゑみ 給 へ るか ほ、 い 

はんかた なくう つくし、 御ぐ しこち たくな びかし、 ひ 

かれた る 程た と へ ん物 なし、 サ み 小 宰相 も ひ を あ 

つか ひかね て、 わら ひた る まみ あいぎ や うづ きた. 9、 

かしらに 置む ねに あてな どす る 人 も 有、 お まへ に參 

らせ たれば、 いなもた らし、 しづくむ づ かしとの 給 ふ 


, J る "きく も かぎりなく うれし 下ら- フ女 ばう の いそ 

ぎ參れ ば、 太將 殿た ちかくれ 給へ り、 

かほる 朝と く 起 給へ るに、 女 二の かたち もい とおし 

げ ながら、 女 一 はま さら 給 ふべき や、 思 ひなし かおり 

からかと おぼして、 け ふはい と あっし、 うすき 御ぞ奉 

れ とて、 手づ からき せ舉 り、 御 はかま. £ きの ふ の やう 

なる くれな. Q なり 、永 を めして 人々 にわら せて 、取て 

たてまつ b 給 ふ 心の うちお かし、 又の あしたか ほる 

は 大宮 に參， ^給 ふ、 に ほ ふ 宮も總 を もた せて わたら 

せ 給 ふ、 大將 ちか/、 よ. 0 て 、給 共つ ゐ でに 女 ； の宮の 

女 一 一の宮 をう とくしな させ 給 ふ、 かやう の 御 あそび 

のお b は、 なにがしが もて まからん などき こへ 給へ 

ば、！； ^ などて すて 給 はん、 とだる ま、 め 給へ るに こそ 

との 給 ふ、 其 後 一 品の 宫 より 二 の宮に 御せ うそ こ あ 

て、 大將殿 うれしく ゑ どもお ほく 參らせ 給 ふ、 せり 

川の 大將の 十 君の 女、 一 の宮 おも ひかけ たる ゑ をお 

も ひ よせてた てまる とて、 

おぎの はに 露 吹む すぶ 秋風 も 

ゆ ふべ ぞ わきて 身に はしみ ける 

と.？' きそ へ まほし くお 一 ズす、 
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「彼 宇治 に は 人々 ちりて、 めの と 右近 侍從 ばかり ぞゐ 

ける、 ん 「は を そろし く 心 ぼ そしと て、 侍從は 京に 出た 

b ける を、 に ほふ 宮 たづね 出 給 ひ 、中宮に つか へ ゐけ 

り、 

「此 春う せ 給 ひし 式部 卿の 宮の 御む すめ、 此比 大宫に 

むか へ 給 ひて さ ぶら ひ 給 ふ、 此姬宮 は赛宮 にたて ま 

つらん とお ぼせ しに、 世のお とろ へ を 見る に は、 水の 

そこに 身 を しづ めても、 もどかし からぬ わざに こそ 

と、 い；^ は-.^ て 心よ せ 聞 へ 給へ. 5、 

「かほる 大 宮に參 b 給て、 人々 あまた ゐ たるに、 こと 

か はし 給 ひて、 かほる、 

女郎花み だる、 野べ に まじる 共 

露の あだな を 我に かけめ や 

は S 花と いへば 名 こそ あだなれ 女郎花 . 

なべての 露に みだれ や はする 

おたびね して 猶こ、 ろみよ 女郎花 

さかりの 花に うつ h- うつらす 

宿からば 一 夜 はねなん 大 かたの 

花に うつらぬ V いな， りと も 

大宮女 一 の宮も =: を 見 給 ふ、 此西 のたい 式部 卿の 姬 


 t  ii 二十 二 

 .  ！ 

宮の おはし ますに、 かほ る 立 より 給 ひて 、此姬 宮を見 

給 ふに つけても、 八の 宫の 大君の 寧お ぼし 出られて、 

ありと みて 手に は とられす みれば 又 

行衞 もしら すき ゑし かげろ ふ 

つ V4v,*i-S かほる 二十 

^てら 乙. K 才 七才、 

其 比よ 川に そ うづ あり、 八十 あまりの ゆ、 五十ば か， 0 

のい もうとの あま 有、 此ぁま 君た ち 初 瀬に ま-つで 給 

へ るに、 あじゃ.^ を そ へ てなら 坂 こ ゑけ る 程に、 母の 

あま ゎづ らひ給 ひ て 、宇治に と 3- めて やすめ 奉り 、嘴 

川 へ このよし い へ . ^、そ うづ おどろきて おはします、 

此 家の あるじむ づ かしと い へば、 宇治の ゐん とい ふ 

所に わたし かゆる とて、 あじゃり は 下らう 法師に 火 

をと もさせ、. フ しろの かたに いきた， 9、 森と 見 ゆる 木 

のした にしろ きもの、 ひろ ご， 0 たる あ. 5、  ぞ とみ 

れば 物の ゐ たるす が た 也、 きつねのば けたる にや、 に 

くし あら はさんと てより て 見れば、 かみ はなが くつ 

や として なくなり、 此 よしそう づ にかたれば、 き 

つねの へんげ するとき けど、 いまだ 見た る 事な しと 

て、 四 五 人 つれて 見ければ、 是は人 也 • しし"， >• 人 V 

すてた るが、 よみが へりた，.^ とお ぼ ゆる 也、 なの わ 


なのれと きぬ を 引 ど、 猶 かほ を 引 いれて なく 也、 何に 

て も あれ、 其 命た ゑぬ をす てんいみ じき 辜 也、 かくて 

置たら ば 雨に ぬれて 死 はつべし、 ゆ をの ませた すけ 

ん とて、 いだき 入 させ 給 ふ、 あま 君の 心ち しづ まり、 

有つ る 人 はいかに とと ふ、 いもうとの あまき、 て、 我 

初 瀬に て 夢の つ げ有 とて い そぎ みれば、 わ か くう つ 

くしき 女の、 しろき あや くれな ゐの はかまき た る 也、 

我む すめの なくなり しが いきがへ h- たるな. 9 とて、 

なく /l.- いだき 入、 いかなる 人ぞ とい へ ど、 物 もお ぼ 

へ ぬさまな，.^、手づからゅをくみ入、此人かぢし給へ 

とて、 母の あまよ も 此人 をい けて 見 まほし とそ ひ 

ゐ 給へ-^  、物の 給へ といへ ば、 人に 見せす 此 川に おと 

し 入 給へ とば か h- いふ 也、 二：：：！ ばかり ゐて 二人の 人 

をい の b 、車 ふたつに て 道す がら ゆ をの ませ、 小. 野に 

か へ -9 給 ふ、 つや/^ として おきあがる よもな く、 つ 

ゐ にいく まじき 人に やと 思 ひながら、 打す てん もい 

と おしくて 四 五月 も 過ぬ、 僧 夜 一 よかお. し、 人に か b 

うつして 何も のぞと と へ ば、 のけて う 4j られて い 

ふやう、 #1 おこな ひせし 法師、 世 に うらみ をと いめて 

た  > よ ひしに、 よき 女の すみ 給 ふ 所に ゐて、 ひと. 5 


のはラ しな ひしに、 此人 は舰昔 の はぐ、 み 給 ひ、 

此^|5都にまけ奉.^ ぬ 、 今 はかへ ひなんと いふ、 うき 

舟 心ち さは やぎて あた b を 見 ま はし 給へば、 ひと.^ 

も 見し. 9 たる 人な し、 たいしらぬ 國 にきた る 心ち し 


うき 

れの心 


よくよ 


て、 かなしく いづく にきに ける にか 

く 思 ひ 出れば、 物 を 思 ひなげ きて、 みな 人ね たるま：， 

つま 卢 を はなちて 出たり、 風 はげしく 川 波 も あらく、 

ひと. 0 もの を そろし か. 9 しかば、 のこの はしに あ 

し をお ろしながら、 いくべ きかた もま ど はれて、 か へ 

りい らん も なかぞら にて、 心づ よくう せなん と 思 ひ、 

鬼 も 何もく へ かしと、 つく  とゐ た.^ し を、 きょげ 

なるおと こきて いだく 心ち のせし を、 宮と思 ひしょ 

.0> ひまど ひ、 しらぬ 所に すて をき て、 此男 きゑう せ 

ぬ、 其 後の 事は覺 へす、 今人の いふ をき けば、 お ほく 

の 日數へ にけ. 9、 しらぬ 人に あっか はれ、 見へ つらん 

とはづ かしく、 いきがへ， 9 ぬる かと 思 ふ もく ちお し 

くて、 しづみ ゐ 給へ. 5、 日ごろ は 物 參る事 も 有つ る 

に、 今 は 露ば か. 9 の ゆ を だに 參ら す、 あま 君 そひゐ 

て、 いか なれば たのもしげ なくお はする ぞと、 なくな 

く あっか ひた まふ、 あまにな させ 給 へ 、さあら ばいく 
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る 欺 も 有べ きとの 給 ふ、 いとお しげなる さま を、 い か 

でか あまに はなし 參 らせんと て、 いた いきば かり を \ 

そぎて、 五 かい をう けさせて、 そ うづ はか へらせ 給 

ふ、 此 あま 君 はかんだ ちめ の 北の方な りしが、 其 人な 

く 成て むすめ ひと，.^ を かし づき、 よき 君た ち をむ こ 

にして、 思 ひ， （ - あっか ひける に、 其む すめな く 成け 

れば、 かたち を か へ て か、 る 山里に おはす 也、 秋に な 

れば門 ra のい ねか..^ とて、 女 どもに 歌うた ひひ だ ひ 

きなら す もお かしげ 也、 

身 をな げし 淚の 川の はやき せ を 

しがら みかけて たれ かとい めし 

我 かくてう き 世の中に めぐる とも 

たれ か はしらん e: のみや こに 

降 君め のと 右近な どもお b/、 思 ひ 出ら る、 isjil 

勉； 51 、のお 此 あまの 普の むこ は屮將 にて、 弟の せんじ 

の 君と ひ 給へ るつ ゐ でに、 小 野に おはした， 9、 あま 君 

たいめんして 過に し 事共 かた b 給 ふ、 少將の あま を 

よびて、 す： U れ ひまより うち たれがみの：：：^ へ つ る は、 

誰に やと 忍 ひ 給 ふ、 §1 の あまう へお ぼへ ぬ 人 を ゑ 給 

ひて、 明 くれ かし づき 給 ふとい ふ 也、 又の H 山よ りか 一 


.  二百 二十 四  

へ ，.^給ふとて、巾將又きた.=^て、此ひめ君はぃかなる 

ゆ へ に 世 を うらみ 給 ふに か、 なぐさめば やとい ひて、 

あだし 野の 風に なびくな 女郎花 

われし め ゆ はん 道と をく とも 

うき ふね はき、 い れ給 はねば、 あま 君、 

うつしう へ て 思 ひみ だれぬ 女郎花 

うき 世 を そむく 草の い ほ. 5 に 

八 n: 十 H あまりに 小廳 がりの っゐ でに おはして、 巾 

ク. lr、 

松虫の こ ゑ を たづね てき つれ 共 

又 萩原の つゆに まど ひぬ 

御返しし 給 はねば、 あま^、 

秋の 野の 露わけ きたる か.^ 衣 

む ぐら しげれる 宿に かこつな 

中將^ 吹なら し、 鹿の なくね にな どひと. 9 ご つ、 

£ まふ かき 夜の =：： を哀と 見ぬ 人 や 

山の はち か き 宿 にと まらぬ 

一 中將 山の はに 入まで 月 をな がめ みん 

一  ね やの 阪，. もしる しあ b やと 


中將ゎ すられぬ 昔の事 を 笛 竹の 

つらき ふしに もね ぞ なかれけ る 

g ま 笛の ねに 昔の事 もしの ばれて 

かへ. 9 しほ ども 袖ぞ ぬれに し 

あま 君 はっせに 暴ら る、 うき ふね を もつれ 給 はんと 

あれ ど、 心ち あしと て 參，. >  給 はす、 手 習、 

はかなくて 世に ふ る 川の うき 世に は 

尋も ゆか じふた もとの 杉 

g ま 古川の 杉の もと だち しらね 共 

過に し 人に よそ へ て ぞ 見る 

みな はっせに 參.. ^て 人す くな 也、 せう しゃう の あま 

と苏 をう ち 給 へ り、 夕暮の 風の 昔 あはれ なる に、 

心に は 秋の ゆ ふべ を わかね 共 

ながむ る釉 に露ぞ みだる ゝ 

中將 おはしまして うらみて、 

山里 の 秋の 夜ぶ か き哀を も 

物 思 ふ 人 はお も ひこ そしれ 

J でフき 物と 思 ひも しらで 過す 身 を 

物 E3 ふんと 人 はし. 0 けり 

一品の 宮 御物の けにな やませ 給 ひ、 かおの ため 僧 郡 

^l^wl*r 九！.  . 


お. 0 させ 給 ふ、 っゐ でに 立よ. り 給へ るに、 手 lis の 君た 

いめんして、 あまになら ん亊 をい そがせ 給 ふ、 は つせ 

よりあ ま 上 か へらせ 給 ひなば、 かなら やさ またげ 給 

はんに、 うれしき 折な りと て、 ひ；，： いはそう づ そがせ 

給 ひて、 あま だち よくな を させ 給 へ とな. o、 むね あき 

た る  >：： "ちして、 

なぎ もの に 身 を も 人 を も 思 ひつ 、 

すて、 し 世をぞ さらに 捨 つる 

手 習 かぎり ぞと思 ひなり にし 世 中 を 

か へ す < ^も そむきぬ るかな 

P き ali と をく こぎ はなる らん あま 卅に 

のりを くれじと いそがる ゝ かな 

手 習 > ひ *  J そうき 世の きし を はな るれ ど 

行衞 もしらぬ あまのう き 木 を 

はっせよ. 0 あま 君 かへ. 0 給 ひて、 ゆく すゑの 事まで 

佛 にいの. 9 にし、 いかで かく あまに はな. 0 給へ ると 

なげき ふしまろび 铪 へり、 

1 品の 宫の 御な やみ おこたらせ 給 ひ、 屮宮 僧都に た 

い めんし 給 ひて、 初 瀬の 道に てうき 舟 を 見つけたり 

し 事 かた b 給 ふ、： S 其 比 をお ぼし あはす るに、 その 人 
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にゃあらん、 大^ にきい せ r やとお ぼしけ， 9、 

小 野へ 中將 おはしたり、 あま 君、 

こがらしの 吹に し.^ の ふもとに は 

立 かくす ベ きかげ だに もな き 

中 將まづ 人 も あら じと 2 心 ふ 山 の 

こす ゑ を 見つ 、なを ぞ過 うき 

同大 かたの 世 を そむきけ る 君 なれ ど 

いと ふに よせて 身 こそ つら けれ 

手 習の 君 は 經 よみ 法文お ほくよ み 給 ひて 年 も くれ 

ぬ、 

手 習 か きくら す 野 山の 舞 を ながめ て も 

ふりに し 事 ぞけふ も かなしき 

山 ai の 雪 まの わかなつ みは やし 

なを おひさき のた のまる、 かな 

手 習 雪 ふか き^べ の わかな も 今より は 

君が ために ぞ年 もつ む べき 

釉 ふれし 人- ) そ晃 へ ね 花の香の 

それ かとに ほふ^の あけぼの 

大 あま 君の 孫き のかみ きたりて、 かほる 大將の 供に 

て 宇治へ まか.. >  て、 なげき 給 へ- 9 し 事 を かたる、 
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水 を のぞきう へに のぼ て、 はしらに かきつけ 給へ 

る 歌、 

見し 人 はかげ もとまらぬ 水の 上に 

おち そふ 淚ぃ と  >  せき あへ す 

これ をき ゝて 手なら ひの 君、 

あま 衣 か はれる 身 にゃあ.^ し 世の 

かたみの 釉を かけて しのばん 

雨 ふ. 0 しめ やかなる 比、 かほる 大將殿 中宮に 參り給 

へ b、sl 宇治に は を そろし き 物 やすむらん、 いか や 

うにて 彼 人 はなく 成に しと、 ひ 給 ふ、 小 宰相 $5 都の 

い へ b し 事 を かたる、 かほる 11 て、 其 人 は 今 も あらん 

やとの 給へば、 あまにな したる よしそう づ のい へる 

とかた.^ 申す、 

. 〇 夢の うきはし 

かほる 山に おはして、 又の H 潢川に おはす、 僧都お ど 

ろき 御物 語し 給 ふに、 サ g る 小 野に て 御 弟子に なうて 

あまと 成し 人 は、 親 ある 人に て 我 を うらみけ ると か 

た.^ 出 給 ふ、， 爾 されば よた い 人と 見 へ ざり しと、 はじ 

めよりの 事く はしく かたり 給 ふ、 さあら ば 御文 を 給 

はりて 此 わら はに つか はさん、 たい たづね きたる 人 


あるとば か. O か、 せ 給へ と 也、 此小君 を 道よ. 0 やら 

ん とお ぼせ ど、 人め お ほくて 又の日つ か はさる、 

き、 おあま 君 おどろきて 手 習の 君に 文 を 見せ 給へ 

ば、 おもて あかめて いら へんかたなくて ゐ給 ふ、 M ひ 

C 言 

此小君 はたれ にかお はします らんと せめられて 見 給 

へば、 I 習此子 はい ま はと 世 を 思 ひし 時、 母の つれて 

宇治へ も參れ りし 也と 思 ふに、 まづ ほろ-,^ と淚は 

おちぬ、 小 君 を內に 入れん といへば、 あやしき さ 

まにかは-^^てみ へ んもはづ ^^しく、 母 Sjsv6 かり： ま 

人 しれす たいめん せま ほしく 思 ひ 侍る、 ひが 事と い 

ひなし かくし 給へ と 也、 g 紙お 後に かくれ は あら じ 物 

をと、 小 君を內 によび よせ 給 ふ、 小 君 は 御 返事 給 は hv 

てまい らんと いそぐ、 あま 君 御文 を ひきとき て 見せ 

給へば、 有しな がらの 御手に て、 かほる、 

のりの しと たづ ぬるみち をし る べにて 

おも はぬ 山に ふみ まど ふかな  . 

心ち かきみ： U り、 むかしの 事 思 ひ 出れ ど、 お ぼ ゆる 事 

もな し、 夢 かとの み 心 も ゑす、 ま づ此文 はもて か へ り 

給へ、 所た が へに も あらんに、 かたはらいた かるべし 

とさし 出 給 へ ば、 おさな 6 にあ はてた る さまに て、 わ 


ざと たてまつらせた まふに、 なに 事 を かしる しに き 

こ ゑ させん、 たい 一 ことにて もの 給 はせ よと い へど、 

もの ものた ま はねば、 心 ゆかすな がら か へ 參. 0 ぬ、 

かほる は すさまじく 中々 な b とお ぼ す ieilf- さ ま <^ に 

て、 人の かくしす へ たるに やとお ぼす、 

初春 日！^ 會開 K 
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二 首 二十 七 


紅白 源氏 物 mi 卷 一，， 
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紅白 源氏物語 

よし野 山の 花 を、 あ A と 見 給 ひ、 立 田 川の 紅葉 を 錦と 見 

し は 萬 紫の 古風、 市 女 笠 着て つぼ ほ.^ 出立の 世 も あ 

b しと かや、 愛に 梅 翁が 花 濃 宴 もみ ぢの賀 の 兩卷を 

全 六册 となして 、紅白 源氏 物 IS と 名 付し は、 時 移 事 去 

て m や 凝なる もの やき もす たり、 幅廣 のむ すび さげ、 虹 

染の抱 、か い 笠に くけ 紐、 白む く 紅む くの 色めきた 

る當 風の よねの 端 手なる 仕出に、 よく 移と いふ 事に 

や、 見る 八 心 を 付ば、 勸蕃 懲惡の 助と 成て、 其 益す く 

なから じと いふ 事し かり、 

于 時！？； 永 六 年 和 春  洛陽散 人 容膝軒 


紅白 源氏物語 卷 一 紅葉の 賀 


、ろ. 


-の見 や- 


美しす ぎて 祈 神 垣 iss りお： ま、 子に くみ 

朱雀院 の 行幸 は、 祌 無月の 十 日 すぎと A た めら れて、 

よのつねの みゆきに か はりて、 おもしろき 舞樂、 こと 

を 避しての 御した く、 大襄 のよ ね 達 は、 見 給 ふ si^ のな 

らぬ をロ惜 く、 と， 9 わけ 藤 fw^ の 御 けんぶつな きを、 御 

門 も ほひな くお ぼしめ して、 こ 、ろみの ために、 其 日 

ある ほど のげ ひづ/ 、し、 禁中に てせ させ 給 ふ、 光 君 は 

j_ ぼ 海 波と 云が く を まひ 給 ふ、 あ ひて に は 御 こじう と 

の 頭 中將、 きゐた ふうなる 男ぶ り、 しゃう ぞくつ きの 

うつくし さ、 から くれな ひに 水く 人る とよみし 人の 

わかざかり も、 かく やとお も はれ、 ほかの 公家 衆に く 

ら ベて は、 かくべつなる もの なれ ども、 光 君に 立な 

ら びて は、 花の かたはらの みやま 木の やうに ぞ 見え 

ける、 暮か 、る ほどに 入 H さやかに さして、 樂 のこ ゑ 

ご ゑ 吹た てた る 物の 音のお もしろ さ、 おなじ 舞の あ 

しづか ひ、 かほけ しきのう っ^ -さ、 又とせ かひに あ 

るべき 単と もお も は れす、 詠 曲うた ひ 給 へ る は、 これ 


ゃ佛 のかれう びんが の 御 こ ゑ も かく やとお もしろ く 

あはれ なる に 、御門 御 なみだ をぬ ぐ はせ 給へば、 親王 

達 も 公卿 殿上 入 もな みだお とさぬ はなし、 詠 曲 はて 

てま ひの 釉 うちかへ し 給へ る を、 待と りたる 樂 のに 

ぎ は、 しきに、 御 かほの す- r し色づ きて、 つねよりも 

いと いひ かる 君と み へ 給 ふ、 春 宮の御 ゆ 女御 殿 は、 光 

君の あまりなる までう つくしき 御 かたち、 なに 事に 

付ても 不足なる， ところ もな く、 せか ひの 人の め をお 

どろ かし 給 ふ ありさま を Z ル給 ふに つけても、 にく、 

ねたましくて、 むまれ つきの 諸人に すぐれて うつく 

しく、 げいのうに きょうなる もの をば、 山の 祌ゃ 龍祌 

が ほしが.^ て、 とりて ゆく とき、 つた へたる に、 ひか 

るぎ み も あま. りに うつくし すぎぬ れば、 い っぞ のま 

どに は、 龍宮 へ むこ 入して、 おとに きこ へ しおと 姬と 

ちぎり を こめ 給 ふべ し、 かへ す < ^も あやうき こと 

との 給 ふ、 御 そばに ありけ る女屮 衆、 みな 詞に はいだ 

さね ども、 なくお そろし き 御 こ、 ろの ほうかい hN 

んき やと、 中に も わか ひ 女中め 光 君 へ 心 かけた る は、 

とりわけ： ：4 にと 3- めけ. o、 ふじ づ ばの 女御 は、 ひかる 

君と ふづ くりの 不義の ふるま ひなかり せば、 心の 鬼 


の 穴 おそろし きゑん. 5 よもな く、 いかば か. 9 おもし 

ろ-くも， フ つくしく も、 昆ょ<  い ん と お ^^し めすに 

つけても、 ありし 夜の 率お も ひいだ されて、 ゆめの こ 

こちし 給 ふ、 そのよ はすぐ に ふじつぼ 御との ゐ なり 

ければ、 御 i: 御床の 內 にて、 け ふの 舞樂は 海 波大ぁ 

たり、 ほかの 舞に はめ もう つら ざり し、 そ もじ はいか 

が 見 給 ひし ぞ とのた まへば、 藤つ ぼ は 心のお にゝぉ 

そろし くて、. 口 もと やる やうな，；^ ヹヽま  一 J とに おも 

しろ/、 候 ひしとば か. 5 の 給 ふに も上氣 して、 かほの 

いろ やか はるらん とお ぼ ゑ 給 ふ、 あい ての 一ぬ 中將も 

わるう はな か， 0 し、 まひぶ り どこ やらが、 地下の もの 

と はかく べつにて、 世 問に その 名た かき ま. ひの 上手 

といへ ども、 大 やうに なまめ いたる さま は、 なか 

堂上に およばす、 天の ゆ るせ る 位と いふ もの、 いやと 

いはれ ぬ ことなり、 こ、 ろみの あし ぞろ へに、 かくし 

よげ い をつ くし ぬれば、 かんようの もみお 見の：：： は、 

おも レろ さもお と. ir- なんと はお もへ ども、 そ もじに 

見せん ばか b に、 け ふの 舞樂 はもよ ほせし、 おろかな 

らぬ もんが こ、 ろ をく みわけ 給へ と、 これ を 御た は 

ぶれの はじめにて、 一 しほ そのよ は おもしろき 御 詰 


す 
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びら きなる ベ し、 あくる 日 はま だほの くらき に、 ひか 

る 君- -り、 ふじつぼの 御 かたへ 御文つ か はさる、 

きの ふはい かい 御らん じけん， おも ひみ だれた る 

> じのう ち は、 まだよ にしる 人 もな き 事ながら、 

光 物お も ふに たち まふべ くも あらぬ 身の 

5^ うち ふ. 0 しこ 、ろし.. 0. き や 

ふじっぼの御^^*^心にかけズ物ぉもひのた へ は、 まいな 

どのき， けん.： i なけれ ど- 1、 この.； ^びに ふじつ ほ：，： 見せた てまつ 

らんとの 御 事 ゆ へ *IL、V いないだして ま 

ひれ リし、 心 ざし は， L り 給 ふやと なリ、 

あな かしこと あり、 nl ごろは御返事もし給はざh^ 

しが、 なさけに ひかる、 色の 道、 きの ふの 光ぎ みのう 

つくし さ、 どうもい はれぬ 御し なし、 これば か.^ は舯 

も ほとけ も ゆるさせ 給 へと て、 

宵 人の そで ふ る こと はと を けれど 

たち ゐ につけて あはれ と はみ き 

がくはい づ， もる、 - Ll-^^r^i-o^uyt  、、ま. .0 ろ、、 しのが 

く *s-、 ひ；，：.：^ み； -JrJ- わけて まふな リ、 靑海波 tl)^ ろ こしの がくに 

て ひだりな リ、 うれの 心 は、 もろ、 、しの 人の 钟 ふる は、 と *Ji>、 • 

と なれば しら す、 さの ふの ひかる ざ み のま ひぶり、 たち ゐ に つけ 

てお もしろ か 

り しとな リ * 

大 かたならぬ おもしろさ にと、 さら， 9 としたる 御 返 

事 を、 光 君 はかぎ りなく めづ らしく、 つ.. れし さやら、 


かたじけなき ャら、 おしいたい きて 見 給 ふ 、まづ はす 

みつ. きのうつ くし さ、 ことにき の ふの 海&と いふ 

がくは、 もろ こしの がく なれば、 と をき;^ の ことまで 

もよ くしつ て、 よませ 給 へ る 御 歌の こ、 ろば へ、 っゐ 

に は 后に た、 せ 給 はん 御き りゃう ぞと、 ひと.^ ゑみ 

してう ちお かす、 持經の やうに 兩 手に 引 ひろげて 見 

ゐ給 へり、 さて 行幸の =1 は、 親王 大臣 は いふに およば 

す、 世に ある ほどの 人 はの こらすまい りつ どひ 給 ふ、 

春宮. も お は します、 ひろき 池のお もてに うかび 出た 

るが くの 舟 ども、 こま もろこし とこぎ わけて、 つ いみ 

の をと ひ いきわた b て、 その おもしろさ、 かの 心 見の 

!=:、光君の靑海波まひ給ひし御ぁりさま、ひか，.^か い 

やきて、 まことに このよの 人と もお も はれす、 -r つく 

しきと も 見 ごと ゝも いはん やう もなか. C- し を、. あま 

,0 おそろしき ほどに おぼしめして、 御門よ， 0 諸 寺 諸 

. ^にて、 御き たうせ させ 給 ふ を、 世間の 人もゝ つと も 

なる 御 こと ぞゃ、 よそに 見た てまつ b て さへ 、神な ど 

のかく し 給 ふ - .- とも やと、 あやうく おも はる 、に、 ま 

して 父御 門の 御 心 に は、 さ こそお ぼし めすらん、 こと 

は. 9 な. 0 とい はぬ もの もない りしに、 ^^宮の御はゝ 


こうき 殿のに ようご は、 よの 中に むかしから、 見め の 

わろ きを 神 や ほとけに いの b たる ためし は あれ ど、 

うつくしす-ぎ て あやうき と て 、 き た う をす- ると いふ 

こと はき ゝも お よばぬ. - J と、 あまり にあな かちなる 

御門の 御 こ、 ろと にくみ 給 ふ、 これ をお も ふに、 上ら 

う もした も、 ま、 子に くむと 恪氣 すると はか は 

る 所な し、 行幸の =1 は 垣 代と て、 舞蔓 のめぐ りに たち 

ならぶ やく 人まで、 殿上人 地下の も、 いまの よに これ 

はと 人の さたす るば かり をす ぐ. 0 て 、 宰相 ふた. り、 左 

衞？： のかみ、 右衞 門の かみ、 ひだり 右と わかれて 樂. の 

奉行、 そのころ は 舞の 上手のお ちぶれ て、 裏 やせ どに 

かく れゐた る を たづね いだして、 をのく われ まし 

に まひ どもなら ひた ま へ ば、 きの ふまで 手な ベ さげ 

て、 す、 ばな たらせし おやお、 俄に 時 を ゑ て 高位 の ま 

じ は- 9、 びんの そ、 げを さね かづら の しづくに ひか 

らせ、 ゑ ぼしき て あ. 0  くもお かし、 四十 人の 垣 代、 舞 

臺の めぐり を とりまきて、 ふきたてたる签ひち，.=^ き 

笛の 昔、 御 庭の つき 山の まっかせ に ひ  >  きめ ひ、 まこ 

とのみ 山お ろしの やうに 吹 まよ ひて、 4 小の はの いろ 

いろち，. > かふ 中より、 f: 海 波 まひ 給 ひて、 光 君の か い 


やき 出さ せ 給 ふ 御 ありさま、 おもしろ きとい ふ も 見 

事な りと いふ もたいて いなる こと、 これ はた -; -ぞ ク 

とし て お そん しき ほ どなり 、 かざしの もみ ぢ， ちりす 

ぎて、 御 かほのう つくし さ にけ を さ れ た る 心ち すれ 

ば 、 御 庭前 ま が き のうちよ .0  、菊の は な をお. りて、 左 

大將 さし か へ させ 給 ふ、 日 もやう くくれ か、 る ほ 

どに、 けしきば か，^ うちし ぐれて、 穴 千 9 けし き さ へ 

心 ありが ほなる に、 光 君のう つくしき 御 かほに、 菊の 

いろ/^ うつろ ひて、 ゑなら ぬ を かざして、 け ふ は 一 

しほ 入 あや：： 手 を つくし まひ 給 ふ さ ま、 そ V ろ さ む 

く， ちりげ もと か らぞ ゥ と して- このよ 2- こと、 もお 

も はれ や、 生ながら 佛 の御國 にむ まれた るかとう た 

が はる、、 なに 見し る まじき 八瀨ゃ 小. 股の たきい う 

り、 御 庭 掃に めさ わて、 遠き う へ ごみの 中に か いみ ゐ 

たる もの どもまで、 しせん， i なみだ おとして、 の. 0 の 

- 』 は き 布 子 の そで をぬ らしぬ、 此 つぎに は 承 香 殿の 

女御の 御. M の 四の 宫、 まだお さなくて 秋風 幾と いふ 

樂を まひ 給 へる ぞ、 せいが いはに さしつ V きての け 

んぶ つなり、 これらに おもしろさの つきぬれば、 ほか 

のま ひに はめもう つらす、 けっく こと さましな h- け 
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る、 その 夜、 光 君 正三位、 頭 中 將正四 位下に ならせら 

れ、 そのほかの 公家 衆まで、 それ <\ 'にくら ゐを まし 

給 ふ も、 みなこの 光 君に ひかれて よろこびし 給へば、 

なに ゝ つけても 人の め を おどろかし 心 を も よろこば 

せ 給 ふ 光 君の さきの 世 ゆかしく、 もしゃ 前生に は、 上 

京に 內藏の 百 もつ くりなら ベ て、 金銀 は 湯水の ごと 

くつ かひす て、 もへ る ことの なき 大臣、 し か も 慈悲 

ふかく 色 si のあそび にも、 せっく まへ にせ はしく せ 

がまる 、女郎に は、 惜錢 をす まして や. o、 またはれ き 

れ きの 率 人の むすめ、 せんぞ は賴 光の 奥し ぅ資の 時、 

ひろ ひもな きて がら をして、 お ぼ へ の ある 刀 、ぬりし 

た 地の 見 ゆる ほど はげた る 朱 ざ やの こじり がつ ま， 0 

て、 せひな く うられて くるわの つとめ、 死なれぬ 命 

の つれな きをな げくた ぐ ひ は、 き、 と > けて 身う け 

してやり、 引 ふね、 大こ、 やりて、 揚ゃ はいふに およば 

す、 に はばたら きの 久三、 めしたきの 杉までに、 うれ 

しがる も の をたん ととら せ、 この 大じ ん のちのよに 

は、 CJ- る ほどの よねに か は ゆ がられ 、しゅ 人 あ ひき や 

う あれと、 朱^の みちに 釉ご ひする 乞食まで、 信心 を 

こらして いの. 0 ける 人の むまれ が は. 0 にやと、 三世 


相 見と をし の はかせ もがな、 こればかり は たづね た 

し、 さ て その 比、 藤つ ぼ は 御 里 へさ がらせられ、 ゆる 

b と 御 休足の てい なれば、 光お はよ きしゅび もやと、 

人め のせき の ひ+. 《をう かいひ あり き 給 ふ ほどに、 あ 

ふ ひのう への 御 方へ はたへ まがち にて、 さびしき よ 

る の 御と ぎ に 、 つ ざ /\ の 中 あつまりて 、くち <^ 

に 光 君の 御う はさ、 このごろ はと，^ わけ 性 わ るに な 

らせ られ、 ニ條院 へたが むすめと もしれ ぬよ ね をむ 

かへ と， 0 てし のび 給へ ど、 こ. との ほかなる 御て う あ 

ひ、 御內の ものに もしら せじと、 かくす 事 はもれ やす 

きょの なかに て、 さる かたよ h- うけ 給 は..^ 候と かた 

る に ぞ、？ ^i- の 上き かぬ かほに はもて なし 給 へ ど、 御 心 

の 中に はま ことに つ らき 人心、 た のむ まじ き は 世の 

中ぞ やとおば しめした るけ しき、 口に いだして は宣 

はね ども、 ひか る！^ もさす が にす いなれば、 そこら は 

一 めに がってん なれ ども、 むらさきの 君 はいと けな 

く、 また ま、 事の たは ぶれに も、 いんめ かしき わけな 

ら ぬ を、 あふひの うへ は し-り 給 は す、 うら めしとお も 

はる， /- はこと は. 0 ながら、 よのつねの 上ね の やうに、 

口にい だしてに くから すうら み 給 はい、 わが 身 も 心 


うちとけて、 むらさきのう へ はい とけな く、 ひ. Q なの 

との をつ くりす へ 、はねつくて まりいし な 玉、 まだ そ 

の わけの 道と て は、 ゆめにも しらぬ あどな さの、 色 を 

はなれした はぶれ ぞょ、 かなら や きづか ひし 給 ふな 

よと、 ありの ま \ にう ち あけて、 うらなく かたりな ぐ 

さめん に、 ，つ はべに は  > フ つくしく、  > じの そこにく よ 

くよ と、 おも はぬ すじに と， 0 なして、 うらみ 給が うる 

さくて 、我惡 性の ほか 心 も いづる ぞ かし、 すじめと い 

ひき h- やうと いひ、 どこ ひとつなん をい はんき や も 

なく、 ほかの よねと はかくべ つに て、 おさな \ じみの 

いとし さは、 またなら ぶ ベ きかた もな き、 わが 心 を も 

しり 給 はぬ ほどこ そ あ れ、 つ ゐには 見な をし 給 ふ お 

り も あらん、 うはき にあらぬ よね なれば、 かる し 

くう つりぎ の、 ほかのお とこに なびきつ、、 よも や お 

きざ.^ に はした はじと、 これば い- 5 はする；； たの も 

しく 思 ひ 給 ふ、 か の 一 一條 院に おはします むらさきの 

は、 見なる、 ほどうつ くしく、 心 ざまの あいらし 

さ、 何 ご 、ろ もな くひ かる 君に なれむ つ れ給 ふさ ま 

か は ゆらし、 しばし はみ うち のん-; もしら せじと S-3 

しめせば、 はなれざしき を かっこうに しつら ひ、 わ 


れ もと も，^ 入 まじ， c- て、 あけくれ あそびた はぶれ、 

てなら ひ 歌よ みこと ひかせ、 なにやかやと をし へ 立 

給 へ ば、 た  > ほかにて むまれ たるむ すめ を、 引 と り て 

やしな ひた つ る 心 ちし 給 ふ 、 家老 用人 下ば た ら き の 

おとこ まで、 こなたの は 人 わけして、 何 ごとに も 不足 

なく もてなさせ 給 ふ、 悵 光よ， 0 外の もの は、 たしかに 

その 人と しらす、 父 みやさま さ へ 、光哲の 引と. 5 給 ふ 

と は、 ゆめにも しり 給 は ざり け..^、 むらさきの 君 はと 

きぐ あま 君 をお も ひいだ して、 戀 しがり 給 ふ 事 は 

ぁれど、それも光15;^のぅちに ぉはしますぉりには、ま 

ぎれ あそび 給へ ども、 よるな ど はとき こそと ま 

, ^給へ、 あふひの うへ、 六 條の御 やす 所、 こ、 かしこ 

の 御し のび あ.^ きに ひま もな く、 くるれば 出 給 ふ を、 

した ひ 給 ふお り/^ はいと おしく、  二三 H 大ー ai- にさ 

ぶら ひ 給 ひ、 あ ふ ひのう への 御 方 に 御-滞 §5 の 御 留守 

に は、 ことのほか さびしき に、 たいくつ し 給 ふ よ し 

たま ひて は、 ひか る^ 心ぐ るし く、 は、 のな き 子 を も 

ちた る、 ひち して、 あ..^ き；^ 5 ふ も しづ  > ひなし、 くらまの 

sk 紫の 君 は ひかる 君の かたへ 引 とらせ 給 ふと 

問 給 ひて 、 あ やしゃ い まな どお とこ、. 5 の あ る ベ き 年 
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にも あら ぬ を、 と はお も ひながら 心 やすく うれしく 

おも ひ 給 ふ、 僧都の 御寺に て 尼 君の 法 寧し 給 ふに も、 

光 君より さま <\- 御心を つけさせられ、 ねんごろに 

とぶら ひ 給 ふ も、 むらさきの ゆか まで あはれ とお 

ぼしめ すなるべし、 ふぢつ ぼ はい まだ 三 條の御 里に 

おはし ませば、 もしゃ 人め の ひま もやと ゆかしくて 

まい b 給へば、 命婦、 中な ごんの 君、 中づ かさなど、 

いふ 御 そ ば さ ら すの 女中 をいだ して、 あ つ や さ む や 

と あるべき か、.. C に、 さら. ^としたる あいさつせ さ 

せ 給 ふ、 - ) れは あま. 0 にう と/ \ しき 御 もてなしと 

はお ぼしめ せど も、 色に 出. すべき ー举な ら ねば、 そこ， 

そこに あいさつして. Q 給 ふ、 おりふし むらさきの $9 

の 御 父 兵 部 卿の 宮參 b 給へ り、 ふじつぼの 御 兄 なれ 

ば、 御 さ とす みのほど はいよ /( ^御 心 やすく、 朝夕の 

御兒 まい 也け り、 光 君の おはします よしき かせられ、 

やがて 御ない めん あるに、 兵 部 卿 宮の御 ありさまな 

まめき て、 よねに して 見ば あ つばれ うつくし きもの 

ならん、 また おんなの 身に なりて、 このみやの やうに 

うつくしき おとこと ものがた. i;- せば、 いかばかりう 

れし くもお もしろ くも あらんと、 いろめき； る 御む 


のうちに は、 かた なつかし きさまに かたら ひ 給 

へば、 兵 部 卿の 宮も つね <^ よ.^ もうち とけて、 わが 

御む こな ど、 はお も ひもより 給 はす、 むらさきの 君 

の 御， , と を 引と， 0 於ぬ ふと は、 ゆめにもし. 0- 給 はぬ こ 

となれば、 光 君のう つくし さ、 よねに な て 見ば うれ 

しからん と、 こ れも おとらぬ 色 ごのみ にて、 た が ひに 

御 心の うちにお も ひか はして、 しみ < ^とかた. 0 給 

ふ ほどに、 n: も くれ ぬれば 兵 部 卿の みや は、 ふじつぼ 

のお はし ませし みすの 內 へいら せ 給 ふ、 光 君 は うら 

やましく、 とびたつ ばか. 0 に おも へ ども、 人め を 中の 

關守 にて、 すご，.^、 と、 どまり 給 ふ、 お さなき ほど は 

御門の 御 もてなし にて、 藤つ ぼの みやへ もち かくま 

ゐりなれ、御物：^!£などせしものを、したの心はかょ へ 

ども 人め の關の わ，^ なさに、 うと /(^ 3/. 、もてなし 

給 ふもうら めしく、 すこし はせ か 、る も、 わが 身な が 

ら ぐち ぞ かしと おも ひ しづ めて、 女屮を 御と. 0 つぎ 

にて しげ <„ ^御 見 まひ 中さん なれ ども、 さした る 御 

用 も あ ら ざるに は、 おの づ からお こたり 候 を、 にあ は 

し， rni こと も：. fc^ はい、 P- こゝろ をき なくお ほせつ けら 


れば、 いか ほどか あ. 9 が た か らん、 よき ほどに と. な 


一一 


して 申 あげさせ 給へ とて 出 給 ふ、 御中 立せ し命婦 も、 

いま はふ づく， 0 すべきて だても なく、 又 ふじつぼの 

P- 心に は、 光 君との わけの こと、 もしよ の 中に もれ や 

せんと、 ありし に まさ るう きふし に、 おも ひ しづ ませ 

仏 S ひて、 御、 ひもとけ ぬけし き なれば、 ちょ つ とてく だ 

の 御 はなし をい ひ 出さん も、 どこ やらが はづ かしう 

いとおしければ、 むなしくて すぎゆく  nz 、はかなき 

ちぎり やと、 たが ひに 御 心 の うちに は おも ひみ だ れ 

給？ 5 ことい もつ きせ や， と ぞ 、 
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習 は ね ど 知 妹脊の 道 ば は； お S お is 一一？ 酽 


• おも ひも よら 

これ も ひと へ に 過 

とめに も、 むらさ 

たま ひしし るし あ 

と ありがたく、 わ 
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む ら さ きの 上の 御め のと 少納 言 は 

けっか うな るめ にあ ふこと かな、 

させた まひし 尼 君の あさゆ ふの つ 

きの 上の 御 こと を 神 沸に いのらせ 

りて、 むすぶ の 神の 御 ひきあ はせ 

が. dl^  二つ もる とし 月の こと も わすれて、 一日 もはや 

くお となし くなら せた まへ かし、 いま さへ 光 君の 御 

心 ざし あさから ぬに、 まして やな さけの みちをし り 

色 をみ が、 せた まひな ば、 いま 一し ほの 御 もてなし 

も ふか、 らん、 しかしながら あふひの うへ はお さな 

なじみ、 何 ごとに つけても 不足な くきつ とひ かへ て 

おはします、 その外 こ 、かしこの 後家 娘の 色 ある を 

ば、、 いに かけて かよ はせ たま ふところ あまた あれば、 

むらさきの 上のお となし くなら せられ 物の 心 をし， 9 

給 は 5-、 むづ かしき ことども やいで きなん、 さ， o な 

がらと b わけて 御 こ ゝ ろざし あさからぬ はもの ごと 
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にしるければ、末たのもしく ぉもはれけ る，ぁま^；？は 

すぎし 九 はかなくなら せ 給へば、 母 かたの 御 服 は 

三 月 にて 師走が はてなれば、 大，； iH はさい わい 一と 

せのお は b 千歳の 恭を まつよ ひなれば、 色める 御 こ 

袖に めし かへ させ 給 ふ、 1^ 上に はは やく はなれて 乳 

母 やしな ひに て そだち 給へば、 恩の ほど も かくべ つ 

とて、 遠山 あけぼの 虹ぞ めな どの だて 摸 様 は ゑんり 

よして、 くれな ひ 山吹 むらさきの むじのお" 物の 御 

小釉 にあら たまりた る 御 姿、 どうもい はれぬ と， りな 

. ^なり、 一 夜 あくれば かけご ひの さわぎ もやみ て、 い 

つし か 長 閣 なる 春の 曙、 おめでた いの 膝 家な みの 禮， 

者の 雪駄のお とも しづかな るに、 光 君 は 神武 天皇よ 

.0 はじまりし 朝拜 にさんだ いし へん ふとて、 紫のお は 

します かた へさ し^き 給 ひて、 今：：！ より は あらたま 

る^の 始、 とし 一 っ^51ね給ひてぉとなしくなり給ふ 

やとて、 に つ こ. と ゑみ を 含ませ 給 ふ 御 かほ つき、 

あ ひき やう もこ ぼる 、^なり、 紫の 君 はと，、 をき て 

いつしか ひゐな 遊び を はじめて 三尺の 御厨 子へ かざ 

り、 その外ち いさき 家 どもつ く， C- ならべて まいらせ 

られし をと..^ ひろげて ゐ たま ひしが、 あけて め で た 


き 春の 御 挨拶 もな しに 、 もうし 夜 部 おに や らひを す 

ると て、 いぬきめ が 雛の 家 を 打 こ はした るぞ はやく 

つくろ はせば やと、 しょ んの ひとつ もうち こ はし 

たる やうに 大攀 とおぼえて、 まづ うつたへ 給 ふ も あ 

どなくて あいらしければ、 誠に 心なし のい ぬきが し 

は ざかない まっくろ はせ てまい らせん、 今 ：！： は 年の 

はじめ なれば ことい みして 泣 給 ひそと ていで 給 ふ、 

御 ありさま か  >  やくば か， 0 なる を、 女中の こらす い 

で、 すだれの ひまよ， 0 の； てきて 見 奉る、 紫の 上 も 見 

おく， 0. 給 ひて やがて ひゐ なのう ち にと， 0 わきう つく 

しき を 光源氏の 君と なづけ、 つくろ ひたて、 參 内 な 

さ る 、眞似 をして あそび 給 ふ もお かしく、 ことしよ 

b す- - しおとな しく 成せ 給 へ 、 十に あまる おなご は 

洗 ひ 粉に てみ がきた て、 おしろい ぬる やら： n 紅 さす 

やら 人 も をし へぬ 色 を ふくみて、 ひゐな 遊び はせ ぬ 

もの を、 ことさら 君 は 光 君と て 世間の 人の うらやま 

しがる おとこ を もたせ 給 ひて、 ひゐな あそび をし 給 

ふ もの か、 あるべ かしく しっとりとお となし くて ま 

みえ 給 へ 御^ 〕 けづ る 程 だに 物う き箏 にせさせ 給 ふ 

ちとた しなまん せと、 あそびに ばかり 心 いれ 給 ふ を 


はづ かしと おも はせ まいらせん とて、 少納 言わ ざと 

笑 ひもせ すに い へ ば、 紫の 上、 さて はわれ はおと こも 

ふけたり、 少納言 やその 外の もの どもが おとこと て 

を. o/^ 逢に くる を みれば、 色黑く 年よ， て 見苦し 

きに、 われ は ti; くて 美しく か は ゆらしき おとこ を も 

ちた るぞと 今と いふ 今し， り 給 ひける、 是ぞま ことに 

天性の 色の みち、 御 年 ひとつ かさね 給 ひし しるしな 

る ベ し、 かくお さなき けしき 事に ふれて しるければ、 

み內の 人々 も あやしく 心得ぬ こと \は おもへ ど、 こ 

れ ほどに おさなくて 物心し り 給に ぬ 御 そ ひぶし と は 

m 心 ひも よら ざり け， 9、 光 君 は 大數 よりす ぐに 御し う 

との 大 殿へ いらせ 給、 あふひの うへ はいつ とてもう 

ちとけ ぬ 御有樣 にて、 にこやかなる けしき も なけれ 

ば、 今年よ. 0 だに あらためて 情ら しき 一 言 ものた ま 

はい 如何ば かり うれし からん とて、 御 そばへ 寄 そ ひ 

給へ ども、 二 條院へ 色よ きょね を 置 給 ひて おろかな 

らぬ御 もてなしと 聞 及び 給 ひし かば、 いと V 心お^ 

れ てうと \ はづ かし/、 思？ p 御け しき、 光 君 もす いな 

れば そこら はさつ し 給へ ども、 今更い ひわけ もせう 

こがなければ たちが たし、 とやかく とその 事に と 
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あいて は ぁしか.=^なん 見 しらぬ ふりに て ぬれ かゝ 

b> 如何程 かたき あいさ つなり とも や はらげ てた は 

ひもな くして やる が 日 比の すいの はたらき ぞと， 何 

となし に こなたから とけて みだれて たは ぶれ 給へ 

ば、 あふひの 上 もさす がに こ、 ろ强 からで、 にく か 

らゃ御 あ い さ つな どし 給 ふ樣、 またと ある まひよ ね 

ぞ か し、 光お は 今年 一 一 八 になら せ 給、 あふひの 上 は 二 

十二 さいよ つ まどのと し i.6 さ h, -、  ^2〕 も 香 もと \ の ひ 

て 今 こそ はなの さかりなる、 このよね にど こ ひとつ 

不足な る 所 もな し、 わ が 心 か らしゃう わる なかな た 

こなた へ かゝづ らひ 恨みら る 、も われから と 思 ひし 

られ 給、 御 父 はおな じ 大-: K と  一 m にい へど も、 外のと 

はかく 別に 世間の 人 もやん ごとな く あがめ 奉.^、 殊 

に 御 母 も 宮様に てた > ひとり もたせ 給 ひし 御 娘、 御 

兩 親の 御い つ く.. 3 み 限， 0 なく、 何事に つけても 御 心 

にかな わぬ 事な く あ b たき ま、 にお はし ませし 御 心 

おごりに、 光 君の 性 わるに て かなた こなたへ 移り 氣 

の、 たい 一す じに よがれ もな く かよ ひ 給 はぬ うらめ 

しさに、 むつ とげ な る 御 あ いさつ なるべし、 こなた は 

また 女 はおと こに まかす る 身、 上 は 后より しも は靑 

「一-百  一一 5- 


 ^白 源氏物語^ ll 

菜賣の 女房まで 同じ おきてな り、 と、 が 靑菜賣 て か 

へれば 洗足の. 溢 を わかしにば なのち や をの ませ、 每 

日の 事ぢ やのに 今： n はこと さらみ ちがわる ふて 一 し 

ほくた びれ さんして あら ふとて、 腰 を さすって や. 9 

きをと るが 女の なら ひ、 大臣の むすめ 宮様 ばら なれ 

ばと て 女に か は， 9 はなし、 殊更 われ も 帝王の いっき 

息子、 なにお とりて 女房の きをと らんと、 互にい ど 

み 心に てし つく. 0 とせぬ 御中ら ひな. 0 けり、 御婧 の 

大臣 も 光 君の かく たのもしげ なき 御し なし をつ らし 

と は 5.^ ひ 給へ ど、 あ ひ 見 給 ふ 時には 恨 も わすれ はて 

て かし づき もてなし 給 ふ 寧 限な し、 その 夜 は あふひ. 

の 上の 御 かたに とい まらせられ、 ひめ はじめな にや 

かやと、 あくれば そう./^ からいで 給 ふ 所へ、 御し う 

との 大臣 殿 さし のぞき 給 ひて、 光 君の 御 装束し 給 ひ 

て 名 だかき 玉のお び をて づか らもち てお はして、 御 

小 釉のゑ もん 引つ くろ ひ、 とやかくと 御 はきもの を 

とらぬ ばかりにし 給 ふ も、 御む すめ子の いとしき あ 

まりなる べしと あはれ なり、 光 、 是は禁 巾に て內宴 

などの 晴 なる 御く はいに むすび 候 はんと のた ま へ 

ば、 大臣、 それ はま だまさる も 侍り、 これ はたい めづ 
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一 らしき もよう なれば とてし ゐて むす-ばせ 給 ふ、 たま 

さかに も か、 るき b やうの よきお とこ を、 婿 どのと 

て 出入 させて 見る に まされる 事 あら じと おも ひ 給 ふ 

なるべし、 光 君 は年禮 にも あるかせ 給 ふところ もな 

し、 た い 禁邀、 仙 洞、" 称宮の 御所、 さて はかの ふじつぼ 

のぉはします三條のみゃ へまぃ..^給ふに、 女 巾 あま 

た 戴， Q て見舉 る、 今 H はけし からぬ ほどうつ くしく 

御 年 かさねさせ 給 ひて、 いよ/^ さかりに けだかく 

か は ゆらしく どうもい はれぬ 殿ぶ. b ぞ やと ni 々に そ 

そめき いへば、 藤つ. ぼ は 卸 儿隐の ほころびよ，^ ほの 

かに のぞき 見 給 ふに つけても、 御 > いのうちに は樑々 

おも ひみ だれ 給 ふ 事お ほか.^ け. 9、 御 産の こと 師走 

もさた なしにす ぎて、 正月 はさう/^ からと. 9 あげ 

ば V も 御 そば を はなれす、 御 うぶゆ 金銀の なべ にて 

毎：：： わかし、 女中の こらす うかくして いまやく 

とまち かけすが た、 禁中 にても 御 誕生の 御した くお 

びたいし く 御 心 も ふけ ども あるに、 つれな く 冗 も 

たちて きさらぎ ははつ むままい. 0 のみやげ とて、 錫 

やつ ぼ，/.^ かざぐるま 若宮 樣 へ の 御み やにと 心 ざし 

の あてがち がふて、 これほど 御さん のて まどる はい 


づれ ふしぎなる 事 かな、 御 もの、 けの みいれ も ある 

にやと I 水々 に そ、 やく を、 ふじつぼの 女御 はきの ど 

くにて むなざんようの 心覺 もた しかに、 光 君と 枕 か 

はせ し は 卯 31： のみ じかよ なに かたる まもな きに、 せ 

はしく なきし 鳥が 一昔 につら きわ かれのき ぬ ん\ よ 

り、 どうやら 御中が むづ かしく っゐ かく ものに はな 

b しぞ かし、 日數 のつ もる にした が ひて^ 問の 人 も 

ふしん をた て、 口さがなき おなご どもが 惡 すいして 

とやかく ととり さたせば、 御 か ども 御心づ きて うた 

が はせ 給 ひなば、 終に はこの 事 かくれな くうきな や 

たゝん と、 御 心 ひとつに くよ/^ と あけくれな げか 

せ 給 ふ ほどに、 御 心の さは やかなる 時 もな し、 光 君 は 

まして 思 ひ あた b 給 ふ 事 ども あ. 0 て、 御 心のう ちに 

はも や，^ すれ ども 色に いだすべき 事なら ねば、 そ 

の 事と は 沙汰な しに 諸 寺 諸 山に 御 祈 どもせ させ 給 

ふ、 ふじ 壺は 世の中の 定めな きに つけても、 かくは か 

なくて ややみ ぬべき ととり あつめな げき 給 ふに、 曰 

數へ て 二！！： J 十餘 E に 味 IH しる も わき あへ ぬ ほど 安々 

と 御： 牛產 、ことに 玉の やうなる 男 御子む まれ 給へば、 

御門の 御 よろこび 斜 ならす、 あんじ ふくれし 御內の 
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女ャに 至る 乞 一千 よよろ づ世 のこと ぶき よろこぶ 事 限 

なし、 藤つ ぼ は 命ながら へ て物を忍はんょ..^、この つ 

ゐで に ともかくもなら ば やと は 思 ひ 給 へ ど、 - 】 うき 

でんの 御 かたに てお そろし きのろ きごと、 神木に 釘 

をう ち 人が た をつ く  b て は， 0 を さし、 このたび 御產 

たいらか ならす ゆ 子と もに むなしくな させ 給へ と ％ 

呕し給 ふと、 內證 よ. 0 つげ しらせた る 人 あ， 0 ければ、 

これ を 聞 給 ひて、 いのちに のぞみ は あら ざれ ども、 こ 

の 度 空しく 成なら ば、 こうき でんの 御 方に て そり や 

こそ 見た かと わら はれん も 口惜しく、 が をいだ して 

すこし づ、 物な どまい.^、 やう/、：：： 数へ て さは や 

かにな. 5 給 ひける、 御門 いつしかと ゆかしく 思しめ 

す ことかぎ. 5 なし、 光 君 はまして 人 しらぬ 御 心のう 

ちに は 限な くひ もとな く、 人 すくななる 折 を 見 あは 

せ 御 こしもと を 使に て、 御門のお ぼっかな がらせ 給 

へば、 苦 宮を見 まいらせて 御お 樣 をも赛 聞もう した 

くさ ふら ふと 屮入 4? へ ども、 宋 むつ ぎのうち に つ ゝ 

まれて きたなげ に 侯へ ぶと て 見せ 4 ぬ はす、 二と は. 5 

や 光 君の 御 か ほ に その 儘の い きう つ しな れば愈 ま が 

ふ 所 もな く、 ふじ 壺の御 心に はは づ かしく 人 やとが 

,  flW 三 I 力 


—I 紅白 源氏 物 jag 卷ニ  

めん 油斷 のなら ぬ 世の 巾、 さまでな き を さ へと や 

か く 1 いひた て、 毛 を 吹疵を もとむ るに、 終に はう 

き 名の もれいで、 ためしな き 名 を やなが さんと m 心 ひ 

ついくる にも、 人 や b ならぬ わが 身 ひとつの みお そ 

ろしく おも ひ 給 ふ、 光 君 は命婦 にた まさかに も 逢 給 

へば 色々 ふづ く. 9 給へ ども、 いかな こと ふじつぼの 

御  > レ、 あ，^ しあ やまち を さへ とり かへ さるものなら 

ばと、 くやしく 思 ひ 給 ふ御氣 しき なれば 存も よら や、 

いかほど くどかせ 給 ひても なにの かひな し、 せめて 

^宮を 一 目見舉 りたき ぞ との 給 へ ば、 命婦、 など かく 

あながちに ゆかし がらせ 給ぞ や、 やがてさん だいな 

されてから 御 心の ま、 にだいつ か、 へ つもし 給へ か 

しと はい ひながら、 命婦も 心のう ちに は おぼえの あ 

る 事 なれば いとおしく、 光お もさす がに 命 婦が心 や 

すきと て、 t お宮 はたし かに わが 子 だね にて むまれ さ 

せ^ふと はしら < ^しく もえい はれ や、 互に 心のう 

ちに のみ もやく やわ や/ \> として かなしければ、 い 

かならん よに かふ じ壶 にあ ひま いらせて、 人づ てな 

らぬ 一 こと を もき かせまい らせん ぞ とてな き 給 ふさ 

ま、 In^ る 目 も/、 るし、 
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さきのよ に ふじ つ ぼと 光 6^ と いか や 、つ -li むすびし ちお」 リぞと 

光 君い か. さまに むかしむ すべ る 契に て 

このよに か 、る 中の へだて ぞ 

あ ひ 見 給 ふ 寧むな リが たき？ て 

と 也 

さきの 世に はふ か きち ぎりの あれば こそ かく おせ； J も 

むまれ 給 ふらん を、 見る こと さ へ なり がた き は、 如何 

なる い んぐ わの むく ひ に や 心得が た きちぎ り かなと 

のた まへば、 命婦も 藤つ ぼの この お宮の 御 ¥ をき の 

どくがら せ 給て、 折々 思 ひみ だれ 人 やとが めんと お 

ぼしめ す 御け しき を見舉 るに つけても、 いらざる 御 

せわ ぞゃ お宮 は 御 かどの 御子に て おはします ぞと、 

もぎ だう に つきはな したる 御 あ いさつ もせす、 

ふじつぼの 御 事な リゎ かみや， < ^み 給 ふに つけて） P 物お も ひの 

おは？ J ますに と 也 

命婦兑 て もお もふ兑 ぬ はたい かにな げくらん 

ひかる さみの、、 と なリ見 給 は ぬがい よ /\ 

なげ 力し 力らん と 也 

こやよ の 人の まど ふて ，つ. やみ 

、、ゆへ の やみ LL まど ふと な リ 

あはれ に 御 心の やすむ まもな き 御 事共 かなと 人ゃ閒 

つけん と、 こ聲 にな， 9 ての あいさつ、 光 君 はて れんす 

べきて だても なくむな しく かへ..^ 給 ふ、 さて 藤つ ぼ 

は 人の ものい ひさが なき 祉を はいか h- 給 ひて、 命婦 


を もむ かしの 機に うちとけても めしつか はれ や、 た 

だ あまた ある， しもと なみに して とりわけ 御 心 やす 

き やうに し^はぬ は、 ^しゃ 光 君の 中 だち をせ し 故 

にわけ てしたし くお ぼしめ すぞ と、 人の 氣 のっかぬ 

様に とお も ひ 給 ふなり けり、 命婦は その 御した 心 を 

しらねば、 どこ やら かまへ かたの 機に もめし つか は 

れぬ を、 思の 外なる 心ち してきの どくに 思 ひけ b  、四 

月に な-りて ふじつ ぼ^ 宮御 ふた 所ながら 大裏 へいら 

せ 給 ふ、 三 e: になり 給 ふに、 おも ひの 外お ほきに て ひ 

とりでに おきが へ b などし 給 ふ、 光 君に よくに させ 

給 ひて まぎる ゝ所 もな きか ほっき を、 てれんの あ h- 

し てと は 御門 ゆめにも しらせた ま はす、 同じ 御 兄 

5^^の中にもと，9ゎき美くしき生れっきは、 よくに か 

よふ ものな りけ. 0 とお ぼしめ して、 うつくしみ 給 ふ 

なし、 光お  >.」 わけてい とおしく おぼしめ すに、 

御 ゆ 方のお もから ねば、 祉の 人の m.u ひっき かろ <^ 

しく やとお ぼしめ して、 春宮 にもな し 給 は ざり し を 

今 とても 口お しう、 たいの 人に して 置 は あったら 御 

かたち あ さま かなと おしき 事に 思しめ すに、 此度 

の 若宮 はいと やん ごとな き 御腹に て、 光 君に とりち 
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がへ る ほどうつ くしくて むまれ 給へば、 きす もな き 

玉の 心ち して かぎりなく 御て う あひな さる.^ を、 ふ 

じ つ ぼ は ないし やうの ち 、てり ごと を おも ひ 給 へ 

ば、 何と やらき みあし くむね の あく ひま もな き 御 も 

のお も ひなり けり、 いっとても おくむきの 御遊に は 

光 君 をめ して、 みすの そとに て 御 琴 笛の 御 あい 手に 

なさ るれば こなたへ とてめ して、 御 門：！^ 宮 をいだ き 

出させ 給 ひて、 御子 たちあ また ある 中に も その 方ば 

かり、 この 若宮の やうに いとけ なかり し 時より あけ 

くれ そばに て そだてし が、 その 方のお さなだち によ 

くも/^ にたる かな、 ちいさき 時には いづれ の 子 も 

いく あいらしき：^ にゃある らんと て、 てうち- か 

ぶ. 9  'と餘 念 もな くう つくしみ 給 ふ を 見 給 ふに つ 

けても、 上氣 して 御 かほの 色 も あかく 成 こ 、ち、 そら 

おそろし くまた かたじけなくも うれしく も あはれ に 

もさ ま <^ お も ひみ だれて 淚 もお つるば かりなり、 

^宮の 物が た などして わら ひ 給 へ るが うつくしき 

に、 わが 身ながら これに 似たら ばか は ゆらし からん 

と 思 ひ 給ふぞ あま なるや、 ふじつぼ はみ すのう ち 

にて 御 かどの 仰 を 聞 給 ふに つけても、 わ. 0 なく かた 
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はら〕；^ きに、 一 t:5 やわき の 下から めせ をな がして おは 

しまし けり、 ャ；； 宮を 見る に つけ 御門の お ほせ をき く 

に つけ 心 も か き亂る 、様 なれば、 御前 を まか..^ 立て 

二 條院へ 歸せ給 ひ、 うち ふしてむ ねの やる かたなき 

ほど をす 一 し しづ め て か ら、 あ ふ ひの 上の 御 方 へ 御 

出 あらんと おぼしめ す は、 とかくな じみ だけの 心 や 

すきが かたじけな きとお も はる、、 御 庭の けしき 折 

し b が ほに あ をみ わたれる 巾に、 なでしこ の 今 を さ 

か. 9 にさき 出た る 花 を おらせ 給 ひて、 命婦が もとへ 

つか はさる、 御文 はか さた かく かきつくし 給 ふ 事 も 

あるべし、 

. わ 力み や に よそ へ ヾ旯る Li 心 はなぐ さまでけ つく、、 ひし さに 

光 よそ へ つ . ^見る に  はなぐ さまで 

な みだ のみ まさ も とな リ 

子に よせて 

つ ゆけ さまさ るな でし こ の はな 

一 とかき たる 御文 を命婦 藤つ ぼの 御 まへ に持參 したる 

に 、おりふし 御 近所に 人 もなければ、 よき 折枘 とうれ 

しくて 御 目に かけ、 たいこの なでしこの 花びらに 一 

，筆な り と .£> 御？ i へ り ごと を そ \ のかし まい ら れ 

ば、 ふじつぼ も 卸 ひのう ちに はさす がに あはれ： お 

も ひし. 0 給 ふ - } となれば、 
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、二  このな でし、 -は；1 ,^1 ろ、 つゆの ゆかりと おも ふに I 

が^;^ ぬる 、おの ゆかり， i おも ふに も 

なを う と ま れぬゃ ま とな \lJ しこ 

い i  ^.(t- う と み か たさと なり 

とかき さした る やうに あそばし たる を 命 M- は うれし 

くて、 わが ふみのう ち へ ふう じいれ て 光 君 へま いら 

せし に、 いつもの ielf- なれば なにの かひな さ命婦 がへ 

んじな らんと おも ひ よはり て、 いそぎ ひらきて も 見 

給 はす、 ふじつぼの 御 か へ りごと ならば 収手 もお そ 

しと 拜 しまいら せ、 御 げんの こ、 ち せん もの を、 みや 

うぶが 返 舉 なれば A>/^ の やりばな し、 ま、 と 思へ 

ど さすがに すて ゝ もお かすして ふうじめ をき. 0 て 見 

給へば、 かの 御手に て 歌 あり、 これ はと 思 ひがけぬ に 

むな さはぎ して うれしき に も淚 おちぬ、 てに もち な 

がら どうした いんぐ わな ゑん じ ややら、 こ ひしゅ か 

しとい ふ 事 もよ ひ ほどが ある も のぞと、 我 身ながら 

つく  <\ 'と 思 ひねに ねて 見れ ど ねられ もせ や、 やる 

かたなき こ、 ち すれば、 れいの なぐさめに は 西の 臺 

の むらさきの 御 かたへ まい.^ 給 ふ、 fw しどけ な/、 ひ 

きむ すび、 そ、 けたる びんつ きざれ たるう ちぎす が 

たにて、 笛 をな つかしう 吹す さびて のぞきた ま へ ば、 
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紫 はありし なでしこの 花の つゆにぬれたる あ. りさ ま 

にて、 たれに みよと かたま くらの ねかけ すがたのう 

つくし さ、 あ い き やう は こぼれ か、 る ほどう つ くし 

くて、 光 君の つね は ほかよりか へ b 給 ふと その ま、 

御いで あるに、 今 H はふ じ 壶の御 ふみ 御 か へ ，0 見 給 

ふと や、 かくひ まどりて おそな は. 9 たるが なま 、つら 

めし かりければ、 いつも はまち かけて よろこび 給 ふ 

に、 なに とやら むつ どけなる けしきに て そむ きゐた 

まへ る も か は ゆらしく、 先君 ははし ぢぃ きゑん がわ 

にゐ給 ひて こちゃとの 給へ ども 見む きもせ す、 入ぬ 

る い そ のとく ちす さ びて、 さすが に は. づ y しもよう 

くもお ほひ し 給 ふしな しの 、どうも いはれ ねば、 光 

、にくや か、 る 事い つの まに 口 なれ 給 ひける ぞ、 た 

ひに 守り あ ひて 見る めにあく はよ からぬ 事ぞ やと 

て、 御 そばへ よりそ ひて 御 琴と りよせ て ひかせ 奉，.^ 

給 ふ、 箏 のこと は 十三 紘 あるな かに、 と b わけ ほそき 

きんの 緖は 調子の あがる ほどた へ がた きおとの する 

もうる さしと て、 1^ 調に 柱 をお しさげ 引 しらべて む 

ら さきのう へ ゑ さし や， o^g へば、 さすがに うらみ も 

はてす か は ゆらしく 引 給 ふ 御て つきの しほら しさ、 


光 君 ふ ゑ ふき あはせ ておしへ 給 ふに、 殊更 かしこく 

てむ づ かしき 調子 ども を、 た いひと わた..^ になら ひ 

と "4? ふ 、！ EisI' に つけても と. 0 ま はし， 0 は つに、 さり 

とて はにくぶ， 0 ならぬ 御 ありさま なれば、 思 ひし こ 

との かな ふ ぞと光 君 は ひとり 笑なる べし、 保 贫呂供 

世 利と い ふ樂 はなこ そに く けれどお もしろ きての あ 

る を、 ふきす まし 給 ふ 笛に あはせ て 御 琴 はま だ わか 

けれど、 拍子た が はや 引と b た 給 ふ も あいらしく、 や 

う- CZ: も くれ ぬれば 火と もして 縫な ど 見 給 ふに、 

こよ ひも 光哲 は 出させ 給 はんと あ. 9 つれば、 御供の 

したくよ しとて. <； 々たちさ はぎ、 あめ ふ-り そふなる 

{ 仝の けしきなる ぞ、 あま 具の 用意せ よと いふ、 紫の 君 

は 光 君の 御^ 守に は、 さびしき に くたびれて 输をも 

兌 さしてう つぶして おはし ませば、 いとおしくて 御 

ぐし の つや^^と して こぼれ か 、りたる を かきな で 

て、 留守の ま はこ ひしく や あるとの たま へば、 うな づ 

き 給 ふ、 我 も 一 日 も 見ねば はっか も あ ひみぬ こ \ ち、 

さは あ，^ ながらお さなき ほど は 諸事 心 やすく、 先 さ 

しあたり てく ね/^ しく うらむ るよ ねの 心 やぶら じ 

と 思 ひて、 しばし かく も ありく ぞ かし おとなし くみ 
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なして は 外へ とて はさら. ？. （ ^いで まじ、 人の うらみ 

をお はじと 思 ふ も、 このよに ながうながら へて そ も 

じに あく 程 見み ゑんと おも ふ事ぞ かしな ど、 こま ご 

まと かたら ひ 給へば、 さすがに はづ かしくて とも か 

くもあい さつ はし 給 はす、 やがて 御 ひざに よりか、 

,9 てね いらせ 給へば、 そろり とかた づけて 外へ ゆか 

んも いとおしければ、 御供の 人々 に、 こよ ひ はいで ぬ 

とお ほせいだ さるれば、 ぉの/^ゃど<^..« へ か へり 

て やすみぬ、 やしょくな ど- 1 なた にて まいる、 紫 を も 

おこし 給 ひて、 さめ./^ こよ ひ は 外へ は 行ぬ ぞ との 

給 〈ば うれしげ になぐ さみて おき 給 ふ、 もろともに 

もの ま ゐるも はかなげ に はしせ ゝ， 9 して、 さら VSJP 

たまへ かしと 御 心 か はりて、 また 外へ やいで 給 はん 

i あやうげ にお も ひ 給へ る も、 あどな くいと おしら 

し、 か、 る 人 をみ すて、 はたと へ極樂 よ. 0 むかひが 

きたり. i も、 ふ. 0 捨て は おもむきが たくお ぼしめ す、 

かやう によん どころ なくと いめら れ給ふ お h-/.^- あ 

わば、 もれきく 入の 口さがなくて、 あふひのう へ の 御 

かたへ つげた るに、 そのよね はいかなる おんなに や、 

たれ 人の 御む すめ たれ どの、 御い もと、 いふき こえ 
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もな し、 その やうに 光 君の 御 出 を もつれ か、 りてい 

やらし くと めまいら する はしれた 事、 あて やかに & 

ふかき 上らう にて は あら じ、 大裏 わた， e. に御舉 公せ 

し 上賀茂 村の 百姓の 娘 か、 さて ははく 人お ど. り 子の 

たぐ ひなるべし、 ちょっと 見 そめ 給て はでなる 所が 

御氣 にい. 9、 外にて はかる ぐし く 御いで あ ひもな 

h- がた く 人のお も はく も あれば、 御 やしきの うちへ 

引と， 9 て隱 しおき 給 ふなるべし、 閒 けばい まだお さ 

なきよ ねと もい ふ、 いづれ にしても よろし からぬ ふ 

んば. 5 ならん と、 いづ かた も ある 寧、 あふひの 上 はと 

も かく もの 給 はぬ に、 つぎぐ の 女 巾 衆が ほうかい 

..^ んきをロ 々 にのどはらすじを引ば.s^ てい ひ あ へ る 

も、 さ. とはいらざる 世話、 ぉゐて もら ひたいと ぞ、 


紅白 源氏物語 卷三上 もみ ぢの賀 

夕立の 名殘. - ぬれ か、 る 袖 ^Mm^^ 

好亊門 をいです、 惡舉 千里 を はしる と はふる けれど 

も、 光お の ニ條院 へ、 よね ひきと. 9 て かくしお き 給 ふ 

こと、 世に かくれな く-あなた こなたに て さ、 やく こ 

との どこともなく、 大惠 にても これ ざた なれば、 御門 

の 御 耳に もい. 0 て ひかる 君 をめ して、 あふひの 上の 

父お と  > 、きのどく がらる 、も、 もっともなる 事ぞか 

し、 その ほうが まだいと けなき、 は つもと ゆ ひの その 

よから、 おといの かたへ ひきとりて、 ねんごろに 心 を 

つけ、 あさゆ ふの めんどう を 兄て、 いとなみ か しづ く 

も、 ひと へ にむ すめが か は ゆ さの あまり ぞ かし、 こと 

さら あふひの. フへ は、 き， 0 やうよ し、 なに ご 

と 力 ふそ 

く ありて、 ほかの よね をば かひと りし ぞ、 それほどの 

ことくみ わけぬ 野 夫 にても なし、 いか なれば あふひ 

のう へ を、 おろかに はもて なす ぞと、 わ b をつ けての 

御い けん、 光 君 は 申 わけ もな b がた く、 た い おそれい 

. ^たるて いに て、 とかくの 御 返答 も 申 めげ 給 はす、 御 


かどす いに てまし ませば、 さて は あふひのう へ、 どこ 

ぞ 心に そまぬ 所の あるなら む、 いかにお やと この あ 

いさつ なれば とて、 きにいらぬ 女 一お を、 む hN や. 0 にか 

わ ゆがれ とはい はれぬ こと ぞ かしと、 いとおしく 思 

しめす、 わが 子ながら ひごろ 好色に も あらす、 これ ほ 

どお ほき 女く はんのうち に は、 うつくし きも. また 

あれ ど、 なました、 るき かほつ きした る を 見た こと 

もな し、 そのほか 公家 衆の むすめに は、 かた.， T よきと 

きこへ たる も あまた ありて、 あなたから もちかけす 

がた なる も あれ ど、 いかな 事兑 むき もせぬ かた ひお 

とこと 思 ひしに、 ゆだんの ならぬ は 色の 道、 い つの ま 

にか はかくれ あるきて、 かく 人々 に うらみ をう くる 

ならむ と、 ひとりごと にの 給 ふ、 御 かど 御と しの ほ 

どよ. 0 好色に おはし ませば、 后、 にょうご はいふに お 

よばす、 うねめ、 女藏 人な ど、 て、 御 膳の やく をつ と 

むる 女中まで、 しぶか はの むけた る をば、 た V に は お 

か せ 給 はねば、 うぢなくて 玉の こし、 もしの b すます 

こと もやと、 われお とらじと みがきたて、 いろ を あら 

, て ふ 女 中 あまた あれば、 光 君の 御 心 を かけ さ せ 給 は 

んに、 いやと いふ は、 けがに も あら じと おもへ ど、 あ 
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さ § ふ见 なれて、 めづ らしく おぼしめ さぬ にや、 たは 

ぶれに も、 すきが ましき こと をの はねば、 屮 にもう 

はきなる 女屮 いひ あはせ て、 こなたから たはぶ れご 

と をい ひか ゝ.. ^て 見る おり も あれ ど、 なさけなから 

ぬ ほどに あいさつ し 給 ひて 、 まことに はみだ れ 給-は 

ねば、 しんじつに のこりお ふく、 あの 御き， 9 やうに 

て、 御と しも わか . さ か ^、すき 給 は ぬ はことの かけた 

る- "とかな と、 おも ふ 女中 も あまた あ. 5 けり、 そのな 

か に源內 侍の すけと て、 としは 五十 七 八に て 、おや も 

ともれき //-.-、 人が らも あて やかに て、 ことに 上らう 

なれば、 女中な かま にても お もく もち ゐられ ながら、 

すぐれて おすき なれば、 色の みちに は おもから す 、と 

しに もに あはぬ うはき、 そこ V いの いぶかしくて、 ある 

時 ひ かるぎ み、 こ、 ろみに たは ぶれ ご とな どい ひ か 

けて み 給 ふに、 孫に もすべき ひかるお の わかく うつ 

くしく、 さかりなる 御 かたちに もはぢ す、 いかな 事、 

にあ はざる めいさつと は、 みぢん もお も はぬけし き 

にて、 しなだれ か、 る ありさま、 あさましく うるさき 

こゝろ いれと は 思 ひながら、 かう した こと も 珍しく、 

のち/^ の はなしのたね にも ある 事ぞ と、 あたり を 


 |1 せ— 四， 十， 六  

E やれば 人げ もな し、 よきお， h> からと、 なんなく こと 

すまして 立 わかれ 給 ひしの ち は、 人の きかん も ふる 

めかし きこ ひなれば、 はづ かしく おぼしめ すに、 とも 

すれば、 おも はくら しきめ つ き をす る もき の どく に 

て、 つ れ なくけ もな ひか ほ をし 給 へ ば、 ないし はつら 

き 御- >  \ ろと、 うらみ か、 るもケ る さくお も ひ 給 ふ 

に、 あるひ、 かの 內 侍の すけ 御 かどの 御ぐ しはづ h- に 

あが..^ て、 御ぐ し はて ぬれば、 御う ちぎの 人め して、 

御 小袖め しか へ て 出御 あるに、 御 あとに は 人 もな く 

て、 かの ないしば かり 御ぐ しの はこ とりしま ひて ゐ 

たり、 おりふし 光 君. まいり あ ひ 給 ひて、 みすの ひまよ 

り のぞきて 見 給. ふに、 內侍は い つ/^ よりもうる は 

しく、 やう だいら しき かみの か 、. ^なまめ きて、 はな 

や か なる 装束 つ き、 うしろ か ら 見れば、 - ^ の ましげ な 

る - J し. -っ き、 よ ひとし, どして、 と， 9 なり つく る もに く 

けれど、 このま、 たちのかん もい か V にて、 うはぎ の 

すそ を もよ つ と 引 給 へば、 かわほり； S  "J の の、 ゑ もい 

は卞 うつくしく、 输を かきた る を さし かざして、 見 か 

へりた る さま、 しろき かほに、 としょ b たれば、 めの 

はた はくぼ ひい. 9 て、 すこしく ろみ あり、 さし かざし 


たる あ ふぎの はづれ より、 こぼれ か、 りたる かみつ 

き、 わか ひよ ねなら ねば、 いきりす の あぶら、 さね か 

ゴらの しづく-二」 も、 もち.？ 'ぬるに や、 すこし は そ、 _ 

げ てみ ゆ、 としに もに あはざる あ ふ ぎ のさ i.6 力なと 

おも はるれ，； 6、 わが もち 給へ る あ ふぎに と かへ て 

E ル給 ふに、 あかき 地が みのうつ るば か.^ ノに色 ふかき 

に、 木 だかき もり を ごく ざいし きにして、 きんでい に 

て、 こすへ にかす み をぬ りかくし たる もやう、 かたは 

しに、 手の ふうは あしから ね ど、 ふるめかし くひね 

て、 森の した 草お ひ ぬればと かきつけ たる は、 古今 集 

に、 あ ふ あらきの もりの したくさ おひ ぬれば こま も 

す さめす かる ひ ともなし、 と い ふ 心なる ベ し、 古歌 も 

お ほきに、 老 ぬれば かる 人 もな しとの 心ば へ 、百に な 

て もす てがたき は 色の みちと おかしくて、 ひま も 

な/、 しげ， 0 にけ. り な あ ふめら きの、 森 こそな つ のか 

げ はしる けれと、 口す さ び給ひて、ぉひぬれば人もと 

は ぬ とは の^?:? へ ども、 中々 さ 、つした ことな， らじ、 い 

ま を さかりの もの 、した れ. 1.、 か る 人 しげ きとき、 お 

よびし など、、 さま ^口な ぶ. 0 にの 給 ふ を も、 人 や 

見つけて わら はんときの どく なれば、 す はと もせす 


一れば にげあしに なりて ゐ給 ふに、 内侍 はに あはざる 

事と もお も はぬけし きに て、 

や； -ft;  0  M^A^U い 

しこば 手 なれの 駒に かり かはん 

さかりす ぎた るした ばな りと も 

とよみ かけた る さ. ま、 鳥 i; 息 も あらく、 こ ー么を ふる へ て 

一 われ を わすれた るけ しきの、 中々 うるさくて、 

,  1^内 じ Li かよ ふ 男のと. がめんと なリ 

f,^.- さし わけば 人 やとが めん いっとな く 

わ ま.；， ：■ の 人，^ なづ くると 也 

こまな づ く め る も， 5 の 木 かくれ 

ひく 手 あまたに て、 せく 人 も ありて、 とが めら れん も 

めいわくな りと、 よきて を つく. 9 て 立 給 へ ば、 內 侍 そ 

でに すが. 9 て、 こ はなさけ なし、 このと しになる まで 

か、 る ものお も ひ はし ませぬ ぞ、 さりと て はどうよ 

くな、 あまり つ れ なき 御し なしと、 す、 あげてな け 

ば、 光 君 も あきれ 給 ひて、 いま は 人め もつ、 まし けれ 

V6、 のちほど しゅ びよく は、 くされい つ はりなら すと 

て、 內侍 が ひか ゑた る 釉を引 はなちて にげ 給 へ ば、 は 

なさ じと すだれの そとまでお よびか、 b て、 はしば 

しら うらみ か，， 、る は、 つのく にの ながらの はしの は 

しばし らおい ぬる 身 こそ かなし か. 0 けれ、 とい ふ欹 
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の > ひば へ にや、 い よ/^ うるさくて、 あと を も 見す し 

て にげた まふ、 御 門 は 御し やう ぞくめ して、 人お との 

する を あ ^  -く、 しゃう じの はざまより、 そろ. 9 との 

ぞ かせ 給 へ ば、 光 君と 源內 侍の すけ、 なく やら わら ふ 

やら、 わけ もな きた はぶれ、 見 給 ふに おかしく、 にや 

はしからぬ としの ほどかな とお ぼしめ して、 源ない 

しが、 なにく わぬ かほに て、 御 まへ まかりい でられた 

るに、 御門 も そしらぬ 御 ふりに て、 ひかる 君 はわが 子 

ながら、 わか ひお とこ 2 やうに も あらす、 色の みちに 

はは づ かしき ほどに おとなしく、 いかほど- フ つくし 

きょね にも、 した、 るき め つき もせす、 どうした かた 

ひむ まれつ きぞ と、 つね < ^心 もとな くきに か \  .5 

しが、 ゆだんの ならぬ よの 屮ぞ かし、 人の 兒ぬ 所に て 

は、 おやのお やに もすべき よしの まの よね も、 たはぶ 

れ ごとしけ る ぞ やとて、 わら はせ 給 へ ば、 內， はづ か 

しげに、 かほ は あかめながら、 にくから ぬ 人 ゆ へ なら 

ば、 あまの ぬれぎぬ もき まほし く、 なのた つ はけつ く 

うれしき たぐ ひなれば、 さの みきつ ふ も あらが はす、 

わか ひよ ねたち あまた あれ ども、 ひかる 君の たはぶ 

れご とさ へ のた ま はぬ に、 わが 身 はとし ふけても、 す 
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てがたき 1^ の あれば こそと、 すこし はじまん が ほな 

る もに く、、 これ をき、 寺る 女中 衆、 さても おも ひの 

まいなる こと" なと、 とり- <.\. 'くち >2f\ 'にさ わ；！ して 

わらへば、 頭中將 き、 つけて、 いたらぬ くま もな き、 

すきま かぞ への 好し よく なれ ど、 この 內 侍が 寧 はい 

ま、 でお も ひつけす して、 ひかる^に せん を こされ 

たがむ ねんさよ、 そのう へない しがと しに も はぢゃ、 

六十に およびて いろめく は、 よ-,  のおす き なれ 

ば こそと ゆかしくて、 とかくい ひよりて っゐ ものに 

なりに け，. >  、內 侍が 心に は、 -M 中將も ひかる 君の 御き 

.0 やう ほどに こそな けれ、 ほかに はまた にる 人 もな 

きおと こぶ. o、 光お のつ れ なきに、 せめて は 心 もな ぐ 

さむ やと、 かたら ひっき けれども、 こ ひしき を 見 まほ 

しさ は、 なを いやまさりが ほなる も、 としに にやわぬ 

おすき やとうた てく おかし、 頭中將 もこの 事 を やい 

ぶんか/、 しける ほどに、 ひかるお は ゆめにもし b 給 

は ざり けり、 ないし は 光 君 を 見-ま い らす れ ば ま づ と 

,0 つきて、., のま， CS と は ど. フょ くに つれな き 御 しんと. 

、つら l-f- かくる も ，つるさ けれど、 とし ふけて これほど 

にこ ひした ふ も、 さすがに いとおしければ、 い っぞひ 


まを晃 あはせ て、 しつ ぼ， 0 と 一 よ なぐさ めんと 心が 

け 給へ ども、 まさる かた あまた あれば、 それほど こと 

のかけ たる ひまび もなくて、 むなしく うちすぎ 給 ひ 

しに、 ある ゆ ふぐれ に 夕 だち ひと、 をト， して、 あと 

の なごりの すいし きょひの まぎれに、 溫明 殿と てむ 

かし は內侍 どころ のまし ませし 所と かや、 その 御殿 

の あたり を、 す いみが てらに た、 すみ ありき 給 へ ば、 

かの 內侍、 びわ をお もしろう ひきねたり、 禁 一 暴に て、 

おとこが たの 御遊に も、 めしいだ されて ひく ほどの 

上手、 いまの よに ならぶ かたなき 名人 どもの うらめ 

しきお. 9 から、 心 をす まして 引た る は、 あはれ にお も 

しろし、 A 山城の こまの わた..^ の ふ. 9 っゝ ひ、 なよ 

や、 いかに せんく、 はれい かに せん、 な. 0 やしな ま 

し Si ぼ^.? つたと はや b うた をのせ て、 こる よくうた 

ふ もお もしろ く、 いかに せんい かに せんとい ふ、 せう 

が はきの つき やうが わる ひやら、 おかしく おも はる 

る、 むかし もろこしの 白樂 天と いふお とこ、 鄂 州の 鹦 

鶴洲. t いふ 所に とまりけ るに、 お. 0 ふし 秋の 水す さ 

まじく、 e:: すみても の あはれ なる に、 となり の ふねに 

て、 うたうた ふこ ゑの きこ へ て、 そのお もしろ さあ は 


れさ、 これ はとき くう ちに、 うた ひやみ てな くこ ゑの 

きこ ゑければ、 樂天 小ぶ ねに と りの. 0 て、 こ ゑ をした 

ひて、 その ふねに のりうつ，^ て 見れば、 十七 八の どう 

もい はれぬ うつくし きょね、 たいひと り 帆ば しらに 

よ h- かゝ. 0 て、 な きゐた る あ り さま、 たと へ て 
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いはん 樣 もなければ、 樂天 しとやかに そばへ より、 そ 

もじ はたれ 人のお 內 義ぞ、 何 iss- のかな しくて 歌に も 

あはれ にかな しきせう が をうた ひ、 ^上 かくは なげ 

き 給 ふ ぞと我 身 もな みだ をな がして、 もら ひなき に 

なきながら 樑々 にと ひけれ ども、 っゐ にな のら ざり 

し 昔の よね も、 としの わか ひとお ひたる との か はり 

め こそ あれ、 お からの あはれ さは かく や あり けん 

と 耳 をと いめて き、 給 ふに、 しばし 引す ましてび わ 

を さしおきて、 もの、 ゆかし さ、 びし さに 一 人 やね 

んと思 ひみ だれた るけ しき なれば、 光 君よ き 折 柄と 

おぼしめして、 AM,":: ら あづま やの まやの あまりの 

雨 そ、 ぎ、 われた ちぬれぬ その 卢 ひらかせと いふ 小 

歌 を小聲 にうた ひ 給へば、 ないし は、 かの 君の 御聲 と 

きくよ .0 はやく、  A;;!^ ぼ：^ I かすがい もさし も あら 

ば こそ その In' われさ、 め、 おし ひらいて きませ とか 

の 小歌の すへ をうた ひかけ たる 心 入、 をし ひら ひて 

きさんせ と は、 よのつねの よねの あいさつ とか は. 0 

一-  I   
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て、 いか ひ 御 好. 物と おかし、 

J^hM 上の句 は 卑下の 心なり 

J え 立ぬ るゝ 人し も あら じ あづま やに 

うた 、とい ふ、 も なリ いさ、 かいよ /(\- とい ふ、. i  LL 

も t;; る 力 

うたても か、 る HE そ、 ぎ か な 

かこちな げきた る さまい や 風な， o、 われ 一人 を 守り 

てゐる 身に も おら、 ず、 しのびお とこ あまた ありて ま 

ことにお とこめ づらし う も ある まひのに、 よ ひとし 

をして うとまし や、 戀の やっこに なりはて ゝ 何事 を 

S ちな げくらん とお も は るれば、 

人の つまと 物い ふ ば ゎづ らはし とな リ 

光 *5 人妻 は あな ゎづ ら はし あづま やの 

本 やの、 -と もまり とはい ひさしの 事な リ ひさしに 

も 立 なれ L とな リ 

まやの あま. 9 も なれ じと ぞ おも ふ 

とて にげて かへ b たき 心ち すれ ど、 あま. 0 なさけな 

く あはれ もしらぬ やうに や 思 はんと、 おも ひかへ し 

て 身 を まか すれば、 こなたの 帶を よねの かたから 引 

ほ ど き、 いだきつ くやら なく や ら 笑 ふやら わけ もな 

きまでと りみ だした る さま、 - れ もまた めづ らしき 

心ち し 給、 頭中將 はつね <\- 光 君の じっていに 見せ 

かけて うわき らしき は なし を も ゝ どき 給 ふ が に /、 さ 

に、 忍び 給 ふ 所 あまた あるとき ゝ 及びて、 い つ ぞは見 


あら はさんと な ひ c 心がけた るに、 折し もこよ ひ 

源內 侍が もとへ 忍ばせ 給 ひたる を、 たしかに 見と い 

けたる 心のう ちのうれ しさ かぎりなし、 か、 る 折に 

ちと おどし を くれて、 光 君 を どうてん させ まいらせ 

て、 これに もこり すかさ ねても じっていなる 顔 をし 

給 はんかと いひお りに せんとお もへば、 いき を もつ 

めぬき 足 をして 口に 立 そ ひよ きじぶん をう か い へ 

ば、 かせ ひや、 かに ふきて やう/, \ 'よ も； 史ゅ くに、 ど 

さく さの 音 もた へて、 互にく たびれ つきて 少し まど 

ろむ けしき なれば、 やがて so どお しひら きて うちに 

入れば、 光 君 は 何と やらお ちつかぬ 心ち してう ちと 

けても ねた はねば、 足 昔の する を 聞 つ け 給 ひて、 頭 中 

將とは 夢にも 思 ひ よらす、 ロ比きゝ ぉきし源內^^が 

ふかま、 修理の かみな らん、 なむさん ぼう、 おとなし 

げに としたけ たる 男に か 、るし やう わる を 見附られ 

ん ことのは づ かしく、 され ども かくれし のばん やう 

もな く、 きをお ちつけ てわざと きけ がしに、 あな ゎづ 

ら はしいで なんよ、 妹の ふるま ひ はよ ひから しれた 

る ことならん に、 これ は 一 ばい はま ，0っ るぞ とて、 な 

をし ばか. 0 をて にか ゝ へて、 屛 風のう しろに は ひ 人 


給 ふ、 頭中將 はしぬ る ほどお かしき を こら へて、 かく 

れ給 ひたる：^ 風の もと へつ か つかと たちよ..^ て屛風 

をお した、 み、 こと ^しくせ きたる ふせい を 見せ 

かけ、 もの をば いはす たい 市 河 だん 十郞が あらごと 

のみ ぷ h- をす るに、 內侍は 年 こそ ふけ たれ， フ はきに 

て 色 を 好める よね なれば、 通 ふ 人 あまた 有て まへ ま 

へ も かう しために であ ひても の なれたれ ども、 光 君 

をい かやう にかし なし 舉 らんと これに 氣を うば はれ 

て、 頭 中 將に収 つきはな さじと ひかへ た .9、 光 君 は 

なにとぞして われと しられ じと、 とかくに 物 をば い 

わすして たい 怒れる けしきに もてなして、 太刀 をす 

ら. 0 と 引ぬ けば、 內侍は あきれて と. 0 つきた る釉を 

はなして まへ えま は. 0 立 ふさが. 9 て、 吾 君 わが 君と 

手 をす る 有様お かし さどう もた まられ す、 つねに 色 

よくつ く. 0 立た る 時に こそ わか やぎて ふうぞく にお 

も ひつく 所 も あるに、 五十 七 八になる よねが よ ひの 

はたらきに、 のび つち  >  みつす， 0 ま はし、 かほの けさ 

う もと、 ろ はげ、 ねみだれがみのと， C 亂 したる 有樣、 

夜 魔の あさが へ， 0 によき 小釉 きせた るが 如くに て、 

世に たぐ ひなき &男、 光^ や 頭 屮將の はたちに たら. 
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ぬ そのな かにた ちなら びて 物お ぢ したる 風情、 おか 

しきと も 笑止と もい はんかた なく、 頭中將 いよく 

あられぬ 身ぶ. 0 をして、 おそろ しげに 晃せ かくれ ど、 

朝夕 見なれ し 人の すがた はくら が b にても しるき も 

の なれば、 それ ぞと氣 が つ きてから 思 へ ば、 よ ひのう 

ちからつ け ま はして、 よき 時分 をう か^ひて ね 耳へ 

水の 入た るが 如く、 我 をお どして 見る ぞと たしかに 

見さ だめてから、 お ^しさ どうもた まられ や、 太刀 も 

ちた る 手 をした、 かにつ め.^ 給へば、 頭 中將も 南無 

三て れんが あら はれし はむ ねんながら、 こらへ かね 

てと もに 大 わら ひ、 さて 光 君 まこと はほん 氣 のさた- 

にて なし、 こわ ざれなる しかた ぞゃ、 いざ この 直 衣き 

ん との 給へば、 屮將 なをし をし つかと 人ら へ て はな 

さ さあら ば もろともに その ほう もぬ ぎ 給 /とて、 

中將 のきたり けるな をし の をび を 引と き 給 へば、 と 

かせ じと たが ひに ひきあ ふ ほどに、 なをし の 釉のほ 

ころびより ほろ /\ とひき とれた h'l 

っゝ むめ る 名 や も. 5 いでん ひき か はし 

かくほ ころぶ る 中の ころもに 

うたの 心 iv: 

そで もな きな をし をう へに き 給 は  >、 人 も 見と がめ 
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て かう した 性 わるの ねけ も あら はれん とい へば、 

頭 中將と はかくれ なさ LL たれと 7> られじ とれく みたる はも ささ 

、ん そと 也 

光 君 かくれな きものと しるしる 哀衣 

うすきの ゑん 也 

もさ き いと い ふ >li 同じ 

き ^：! る を ，フす き  > じと ぞ見る 

とよみ か はして 互に うらみ もな く、 とりみだし たる 

姿に なりて、 をのく の 御 休息所に か へ， 9 給、 光 君 は 

|g 中將に 見つけ られし 事 か 〈すぐ ロ惜く 思しめ 

す、 內侍 はこ ひに こがれし 光 君の、 おも ひがけす とま 

ら せられし うれし さ 千. 1^ を 一 よに なしても なを あき 

たら や、 H ごろのお も ひ を はらさん と 思 ひこみ たる 

かひ もな く、 頭中將 にじ やまな され、 思 ひ よらざる 大 

さはぎ に、 氣を とり のぼせ あさましき に ねられ もす 

す、. 娘 中將の おとしお きし 帶を も、 光 君のと りおと し 

給 ひし 御 装束と 思 ひて、 なにやかや ひとつに おしつ 

つみて 、まだ あけがたに 御 休息所に つか はすと て、 

波の ゑん 也 

^1. うらみても い ぷ かひ ぞ なきた ちか さね 

1  .  頭 中將光 君と 引 つれて か ヘリ 給 ひし： となり 

引て かへ ，^>し波のなごり に 

わかれての 後ぞ かなしきな みだ 川、 底 も あら はに な 

ぬと おもへば とよみし も、 <i 「宵の や， つなる ことに 


て、 れんが あら はれた るに やと、 昔の ことまで 思 ひ 

やられ <:>i かしこと かきたる を 見 給 ひて、 よう も 

よう もも めんぼくなく いひお こせし ぞ、 さ ひとは あ 

つかわなる 女め と こづら もに く けれど、 頭巾 將 にさ 

また げられ し を、 わりな くのこり お ふくお も ひしけ 

，しき もさす！？' にあ はれに て、 

頭の 中將 はさ は ゲ しに、 -な たの ひ はさ はがす 

光 君 あらだち しなみ に、 いは さはが ね ど 

頹の 中將 yS- よ ;,^<>  .^-は ぅらみん と なり 

よせ けんい そ をい か 3- うらみぬ 

さら /1 ^とかき てっか はさる、 さて かの 御 装束 を 見 

給 へ ば、 帶 は！？ 屮將 のと 見えて 色 こく 見 ゆ、 こなたの 

御 装束 も かた 袖 引きれ てな し、 あやし やとり みだし 

たる 事 ども 哉、 たまく 忍びた る 所に とまりて さへ 

か ゝる事 も あるに、 まして 何の 遠盧 もな くう ちみ だ 

れて 、所 さだめす まど ひ あ. CS く 好色のお とこ ども、 樣 

樣 なんぎなる めにあ ふならん と 思 ひや b 給 ふに つけ 

て も、 いよ/^ みだしな みせられ 給 ふ、 頭巾 將 はとの 

ゐ 所より よ ベ 引と. 0 し 光 君の 御 装束の か た釉を お し 

つ、 みて、 この そで はやくと ぢ つけさせ 4s へと てお 

こせた. o、 光 君 は あやしく. g 何に して かこの かた 袖 

はとら れつらん 心得ぬ ことい も かな、 さて この か は 

—お. R 源 €^ 物 sii 卷， irlj*^ 


h- に は、 內 侍が もとより 遣し ける 中 i& の帶を やる 

ベ し、 もし この 帶 なくば 返報す ベ き やう もな く 口お 

しかるべ しとうれ しくお ぼしめ す、 その 帶の色 は 濃 

あさぎな， 0 ければ、 おなじ 欉 なる 色 舉 書に、 

源內 侍と 頭 屮將の 中た えば と 也 

光 君 中た え はか ごと やお ふと あやう さに 

おび ゆへ LL か-ことい はれん かとお も へ 

はと リズ も 見す と 也 

はな だの をび はと. 9 て だに 見す 

さ いばらうた 也 

△ 石 川の こまう どに お び を とられてから きく ひす 

る、 いかなる おび ぞ はな だのお びの 中 はたへ たる、， i 

いふ その 比の はやり 歌 をお も ひよ せて、 かきてつ か 

はさる、 頭 中 よ， 0 のい へ， 9 に は、 

MhL 內侍 とわが 中 は 光 君のお び.^ 引と リ給 ひしょ リた えれ る とな リ 

i^.^ 君に かく 引 とられぬ るお び なれば 

u«  光 君 ゆへ とか、、 たんと なり 

かくてた へ ぬる 中と かこたん 

このい ひわけ はえし 給 はじと 書たり、 その 日 は 光 君 

も； 如 中將も 殿上 へ參， 0 給、 互にな にく はぬ かほつ き、 

實 めに なりてお もの 遠き ふ b に 見せかけ 給 ふ も、 頭 

中將は 心のう ちに おかし けれども、 加 〈日 は宣旨 をう 

け 給 は.. M し 中 下し、 また 御門へ 申 上る ことい もお ほ 

ければ もったい らしき 顔つき、 夕べの 園 十郞が 身ぶ 

I  -li— 五十， in 
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.9 とは^ 別なる を 見る もた が ひに おかし、 屮將人 

の 見ぬ まに 光 君の 御 そばへ より 小聲 になり て、 物 か 

くし はこ-りお ひつらん 性 わるさ まとい へば、 光 君な 

にしに こりん、 一ながら す もど. 0- せし 人 こそい とお 

しけれ、 それ とても まこと はよ しゃ 世の 屮ょ とて、 

城 ま 5 歌 △ ながれて はい もせの. W の 巾に おつる、 

よしの、 川の よしや 世の 巾、 いひ あはせ て 床の 山な 

るい さや 川、 いざと こた へ て 我 名 もらすな、 とな i に 口 

がた めし 給 ふ、 それより のち はと も すれば この 事 を 

こうに して せん を とらる、 も、 ひたすら かの い や 風 

のよ ね § へとう る さきに、 よね はいよ， （- しなだれ- 

て、  さりと はつ  れ なき 御し ん ぞ や と 恨み かくれば、 あ 

ひ 見る - - ともむ つと して、 大方 はかくれ ありき 給 ふ 

もお かし、 ：，i^ 屮將は 妹の あふひの 上に もこの 事 はは 

なし 給" す、 まして 外の 人に はけ もない 寧、：： ハ 我心の 

うちに 大切に おさ め i;^ て、 .E 然の ときには 光 君 をお 

どし まいらす るよ きたね なりと 思 ひけり、 御兄弟の 

親王 達さ へ 光 をば 御 かどのと. 9 わけても てな させ 

給へば、 もの事に^^:?3盧してきっとしたる御ぁぃさっ 

なる に、 この！ S 中將 は： 史に ゑし や くもなく、 何事に つ 


けても 負 じお とらじと いどみ 給 ふ、 兄弟 あまた ある 

屮 にも、 頭 屮將は あふひの 上と 一 版 なれば、 光 君 も 御 

iZ の 御子と 云までの 事、 我 身 も M じ 大臣の 子と い へ 

ども、_大下の政を^^?-にまかせ百官にかしづ かれ、殊に 

御門の 御 妹の 腹に むまれ ていとお しがら る、 m 力なれ 

ば、 光苕 となに 莉 のおと h- まさり か あるべ きとお も 

ひこ めた るけ しきな り、 この 一 一人の 御屮の いどみ あ 

ひに は樣々 の 寧 あれ ども、 ことお ほければ うるさく 

て 書 もらしつ、 其 年の 七 z:: 、 ふじつぼ 中 宮 に 立 給 ふ、 

御門 御 位 を おりさせ 0 はんの 御 下心 にて、 藤つ ぼの 

一 御 はらの^ 宮を 後に は赛宮 にたてさせ 給 はんとお ぼ 

一 しめす に、 御 後見し 給 ふ ベ き 人な く、 御 ゆ 方 はこれ み 

一 な 親王に てお はし ませば、 臣下に て 大臣の 位に もの 

f、 肩 を 入て 御う しろみし 給 ふべき 人 一 人 も あら 

ざれば、 せめて ふじつぼの 宮を 中宮のう ごきな き 位 

に そな へ 置て、 すへ < ^の わか 宮の 御ち からにと お 

ぼし めすな b けり、. Ili^ 宮の御 ゆ こうき でんの 女御 は、 

常々 しっとぶかく ふじつぼと 御な かよから ぬに、 わ 

れょ， り 後に まぃ.o給ひて、引こして中宮にな.^ 給へ 

ば、 いといむ ねんさ 口 惜さ是 ばかり はこと はりな. 9 


け.. > 、され ども 御 I： の 御 心に は、^ の 御 在位ち かき 

內の^^l-なれば、 その-むに はい やお ふな/、 に 后に 立 給 

ふ 事うた が ひなし、 その 內 はしばしの sli- ぞ かしこら 

へ てまち 給 へ とぞ仰 あ. りけ. o、 げには 赛." r^n の P- は ゝ 

にて、 一 一十 年 餘り 禁中に おはし まし、 こうき でん を 

さしおきて、 ふじつぼ 后に 立 給 ふ はめ づ らしく ため 

しすくな き 事な りと、 例の よの 中の 人の 口に は In- が 

たてられす、 天子 の 御寧 を さ へと やかく とい ひ あへ 

じゅ だ ，， 

,0  、 さて ふじつぼ は. Hn:" を えらびて 御入內 あ. 0  、 その 

よの 御供に は 光 君 も 參り給 ふ、 同じき さきと いふ 中 

にも、 光 かいやく 玉の 若宮 さ へ おはし ませば、 御門の 

御い とおしみ たぐ ひなければ、 世の 人のお も ひっき 

はまして かく 別なる ことなりけ. o、 光 君 は 人 しらぬ 

わ. け あ る 御中 なれ ば、 御 こしの 中 も 思 ひ やられて、 い 

よ/ 今 は あ ひ 見ん こと もお よびなき 心ち し^ふ、 

かの 在^の やさおとこが、 一 一條の 后のと うぐう の 御 

息 lil- と 申せし いむ、 氏 〔t へさん けいし 給 ひける 御供に 

ュ H い， りて、 大 や をし ほの 山 もけ ふこ そ はとよ みし 

も、 今 わが. dv^! に しられて、 心ば かひ は 御 こしのう ち へ 

とびたつ ばかりな り、 


わかみや vS- おも ひ 給 ふ 心なり 

光ぶ つき もせぬ 心の やみに くる、 かな 

ふじつぼ 后 LL 立 給へ * はく もゐ はるか LL おも はる V 

との 心 也 

雲井に 人を兑 るに つけても 

とひと h- ごとに つぶやきて 淚 ぐみ 給 ふ、 お宮 は 成-お 

し 給 ふ ほど 光 君に その ま、、 かたちの 大きなる とち 

いさきと のか は こそ あれ、 御顔 は 見 わけ の ならぬ 

程に させ 給 ふ を、 ふじつば の 后 はかの ふづ く..^ の あ 

.0 しこと あら はれ やせんと、 あやうく 思 ひ 給 へ ども、 

にもき のつ く 人 もな し、 まことに 光 君のう つくし 

さまた と 世界に ある まじき とお も ひしに 、この 宮 

すこしも か はらぬ 御 かたち、 いか やうに つくらせ 給 

ひて かくまで はに させ 給ふぞ や、 光 君と わか 宮とは 

さながら：！： と： ir の ひかりに にた. 9 と、 仳の 中の 人 は 

ひける と ぞ 
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あ ひて 有戶ロ へ 腿が 分別の 場 门 は；；^ £:」 

京 は 通 天 の 紅葉 見、 束 福 寺の 開山 記が 大 かた のう 

ちお さめ、 いかに みやこ なれば とて 雪見に 幕う つ 人 

もな し、 あたご やひえ の 山お ろしに 冬 ごも b する た 

のしみ は、 塞 菊 水仙 ゆなげ いれ、 池 3-:;^. のに ほひに 签 

もた ぎ， 9 て 年 わすれの 茶の ゆ、 一夜 あくれば 人の き 

もの どかに なりて、 のきばの 梅の つぼみから 花見の 

まく をう ち はじめ、 四季お， 0  くの ながめ、 いづれ み 

や この 風俗 ぞ かし、 二 s: ははつ むままい b ねはん 記 

もす ぎて、 その としはと， 0 わけの どかに、 一 一十：： Z すぎ 

より 柬 山の 花 も そろ. （ほころびて、 禁中の 紫 ul^ 殿 

のまへ なる さくら は、 思 ひなし にや 色 もに ほひ も 外 

のと は 9?.^ ゐ はるかに ちが ひめの ある は、 花 もす ぐせ 

の あさからぬ なるべし、 天氣ぁ ひもう ちつい きての 

どかなる 穴 H のけし き なれば、 大 裏に て 花の ゑんせ さ 

せた まふ、 このたび もまた 舞 樂の御 もよ ほし あれば、 

藤っぼの后も^！^^も御っぼねを、 御門の ひだり 右に 


しつら ひて 御 見物 あるに、 こうき でんの 女御 は 藤つ 

ぼの きさきの 並ぶ かたなき 御 位に て おはします を、 

折節 ごとに ねたましく おぼしめして、 つね - ふじ 

つぼの ま ゐ，. >  給 ふ 折に は、 いかな MJ にも 御 出合 あら 

され ども 物見 花見 は ゆかしき にえ こらへ かねて ま 

ゐ b 給 ふ、 日い とよく はれて 空の けしき 鳥の 聲も心 

よげ なる に、 玉の いさご をし きたる 御 庭の まん 中に 

文臺 をす へて、 其の上に 詩の 題 韵字を 置て、 親王 を 

はじめ 公卿 殿上人 はいふに 及ばす、 地下の 學^ まで 

韵字を さぐりて 皆 詩 をつ くらせた まふ、 ひとりび と 

.5 あゆみいで、 文臺 の 前に ひ ざ ま づき、 韵字を とり 

て 何のな にがしな にと 云 もじ をた ま は. たりと、 た 

からかに 名の る は、 まことに はれが ましき 事共な り、 

光 君 は 春と いふ もじ をと. 9 給 ひたる も、 花見の *s に 

はさ いわいな り、 たからか になの. 0 給 ひし 御 こ ゑ さ 

へ うつくしく、 外のと はかくべ つなる しなし ぞ かし、 

次に 頭 中將光 君に 晃 くらべて こそお と. 0 たれ、 しつ 

ぼり と 物 なれて こわつ が ひもの/ \ しく、 よの 人に 

はに たもな し、 さて 外の 人々 は、 みなおし てつく. 0 つ 

けの 人形 を 見る ごとく、 よこめ も ふ， りえ 4^ はなの さ 


』 


きに、 玉の やうなる あせかきて ひかげに うつろ ひて、 

き 

しろ <\ ^み ゆる かほつ きど もお かし、 まして や 地下 

の學者は、御門春^^の 御學 文に かしこく おはし ませ 

ば、 いづれ も l^u 豕衆學 文に 心がけざる もな く、 その 內 

に はす ぐれて 詩文の 上手 あまた あれば はづ かし く 

て、 はる 'とく も， 0 'なき 玉の いさご をし きなら ベ 

たる 御 庭の まん 中へ ひと.^ づ、 步み 出る に、 いづれ 

か、 と は 地に つか や、 思へば やすき 事 なれ ども、 苦 

しげな り、 としょり て 功の 入た る 儒者 共 は、 白髮 まじ 

.9 のびん つき は そ、 けて ひたいに なみ を よせた る、 

うち 見 はお かし けれども、 かやうな る晴 の御會 にた 

び <\.. なれ ぬれば、 やすらかに 立ゐ ふるま ひなに の 

くもなく 見 ゆ、 これ をお もへ ば ひごろな にの 道に も 

稽古 をつ むが 第一 なり、 舞樂 はばん かす 多くえ もい 

はすし くませ 給 ひたる に、 さすがに 永き 春の 日 も 入 

かたに な.^ て、 春の 鶯 囀と いふ 樂、 中に もお もしろ か 

^ける に、 光君去年の紅葉の賀のぉ..^から靑海波を 

舞 給 ひし を、 今に わ すられす おぼしめしい だされて、 

赛宮 よ. 0 かざしの 花 を 下されて 達て 御所 望な り けれ 

ばの がれが たくて、 光 君た つて 釉を ひるが へす 所 を 

. ^白， 源氏物語 卷四 


一 き. 5 けしきば か. まひ 給 ふに、 地下の まひ 人のと 

はかく 別、 おもしろさ どうもい はれ や、 御 奥の 左大臣 

あふひのう へと むつまじ からぬ はにく けれども、 舞 

ぶ..^ 諸事の しなし を 見 給 ひて は、 うらめし さも わす 

れて感 にたへ で泪 おとし 給 ふ、 頭巾 將へも 御所 51- お 

そし/^ とせめ させ 給へば、 柳 花 苑と云 舞 を もし 御 

所望 もやと 內々 心がけけ るに や、 なが ま はれ 

た. 9 しそのお もしろ さ、 御 かど 御感 あさから や 御衣 

をく  * たされければ、 めづ らしき ためしな. hs と 人々 う 

ら やみお も はれけ る、 公家 衆 大方 はの こらす 御所 望 

にて 舞樂 ありし かど も、 よに 入て はおとり まさ h- も 

見え わかす、 舞 がくはて ぬれば、 御門より はじめて 作 

らせ 給へ る 詩 ども を 披講す るに、 先 かの 御 庭前に お 

き た る 文 を 御前に なをして 、 紫宸殿の 御 階の 下に 

文人 どもまい りて、 段々 に 詩 をよ みあぐ る、 光 君の つ 

くらせ 給 へ る 詩 をば 講師 もえよ みやらす 1 句々々 に 

おもしろく、 老儒 詩人 もみ な 感淚を ながしけ る、 かや 

うに 古文 眞资 のかた ひこと にもす ぐれた る 詩 を 作. CS 

いだし、 また や はら かに 糸竹の 御遊の 折節 は、 琴 笛の 

昔 をく も ゐにひ 3- かせ、 舞ぶ. 0 の 見事 さは 水木 辰の 

nlHS 十七 


介 も は. たし、 何事に つけても 光 君 を そのこ， ろの 立 物、 

公家な かまの 一枚 簡板 にし 給へば、 t 承 か 御門 もお ろ 

かにお ぼしめ さん、 御い と をし みの ふかき もこと は 

.0 ぞ かし、 藤壺の 中宮 光 君と は譯 ある 御中、 人め をつ 

つみ 給 へ ば こュ、 ，フは ベ に は ，つと./^ しく もてなしぬ 

へ ども、 御 心のう ちに はわ すられす、 まして や 今 H の 

舞樂の 立す がた、 三途 川のお ば^に 見せても こし を 

なやす ベ きに、 春宮の 御はゝ こうき でんの 女御の、 光 

君 を しんそこ から^み 給 ふ も あやしく、 われ また か 

くまでお も ひま いらす る も、 どうした ことの 緣じゃ 

やらと 身な ゲらも vij うく- またよ く /1\ 'おも \  X こ 

うきでん の そね みにくみ 給 ふ も、 わが かくいと おし 

く 思 ふと は、 うらはらなる 世の 人 6 と B3 はる ゝ、 

光 ec のす がた なリ 

大 かたに 花の すがた を 見 まし かば 

すこし も 心に か 、 vc. 寧ば わる まじき にと なリ 

つゆ も 心のお かれ まし や は 

i5 サ露 ならぬ 心 を 花に おき そめて 

かせ ふく ごとに おも ひも ぞ つく 

A .U ^ おさつ しらな. is など、 、レ ，\)" ひケ かくろ こと な 

り、 大^の^ けんな みの 樣に ひかる 君 おも はい 、心に か 、 

る、 、とも もる まじき にわ まリ ふかくお）； 3 ふ g 'へに、 、、うき 

. でんの に， くみ 給 ふ も 心に か， -る となり、 
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御 心の うちにお も ひつ  > けさせ 給 ひし ことの いかで 

かもれ 出 けん、 とかく かくす こと は あら はる、 世の 

中ぞ とお そろし、 其 日 は舞樂 もお ほく 詩 も あまたな 

るを講 する ほどに 夜：. 5{ て、 やう ことす みぬれば 

人々 もま かり 出、 后 春 宮もか へらせ 給へば、 あと は 

物 しづかに な b ぬるに、 e: いと あかう さしいで、 お 

もしろ き 夜の けしき なれば、 光 君 は ゑ ひ 心ち にう か 

れいで、 この I；：： 見す て、 ねられ もせ じ、 みな 人々 は 一 

日の けんぶつに くたびれて よくね たる 檨 なれば、 か 

やうなる 折に こそ 思 ひがけぬ ほりだし は あれと、 0 

づぼ あたり を わ. 9 なく 忍びて うか 5- ひ ありけ ど、 巾 

立す る 王 命婦が つぼねの も 堅く さして 人お ともせ 

ねば、 是非なくて なげきながら 立 かへ らんと し 給 ひ 

しが、 どうやら このま、 にころ. 0 とこけ て 九ね せん 

も すげ な，？ 、じちすれば、 もしゃと , J  -フき 殿の ほそ ど 

のにた ちょ.^ て 見 給へば、 ほそ どのへ いづると ころ 

に、 三つ ある の 第三に あたりた る in. ぐち あきて、 こ 

よ ひ は- ,- うき 殿 は 御との るに のぼらせられ 人す くな 

なる 檨子 にて、 おくの かたのく る、 戶も あきて 人 昔 

もせす、 かやう なること！.： てよ の 中の あやまち はす 


る そ 力し こ >« が 分別 どころ ぞと おもへ ど、 とかく ゆ 

かしければ、 やがて 戸の 内へ い. 9 て 奥の 方 を のぞき 

て 見 給 ふに、 ある ほどの 女中 はみ なよ くねた るけ し 

きなるに、 わか ひよ ねの こ ゑな み/ \ の 女中と は 聞 

へ ぬ ものごし にて、 おぼろ 月夜に にる もの もな し 、の、 

に ts;55，！？：swi 云ながら、 こなたへ あゆみく る 

は 天の あたへ とうれ しくて、 かくれ 居 給 ふ Ic^ のかげ 

より ふと 出て、 かの よねの て を とら へ 給へば、 よね は 

にあ ひがけ やお そろし とお もへ る さまに て、 こはたれ 

やらん とふる へ /) いへ ど、 光 君な にかう とましき 

とて 、 

ふかき〕 使の あはれ をし る もい る 月の 

おぼろげ ならぬ ちぎ. 9 とぞ おも ふ 

おぼろ 月と 吟じ 給 ひし はふ かさ よの；？ ばれ，^ しリ給 ひ た 

リ， われ も 又 おも ひがけす も ふ はお ぼ るげ なら i2 ち； A. 、り に 

て はなさか. となり、 

いる 月の； ^ とく 大方 に W 該 W  とな リ、 

とて、 やがて ほそ どの ゝ かた へいだ きおろ して あと 

BV をお したて 給へば、 よね はめさ ましき にあ きれた 

る さまな つかしう か は ゆらし、 ふる ふ/^ こしもと 

をよ ベ は も 》1-1^ つけて くる こと もやと きのどくな 


れば、 光 君： n 比の 粹の 智惠 をいだ して、 われ はみ な 世 

間の 人に ゆるされ たれば、 たと へ 何人 よびよせたり 

とても 何とも 思 ふ 事に あらや、 只し のびて こそ 互の 

ため もよ からめ、 いかほど 商驟 たて、 人 あつめし 給 

ふと も、 却 つ て そ も じ の た め ぁ し か ら ん と の ^^ぬ ふ こ 

ゑに、 さて は 光 君な， り. け り と 聞 さ だ め て ぶ りし やり 

する 氣も 少し や はらぎ て、 まだ 物 なれねば どこ やら 

こわ ゐゃ うなれ ども、 情なく もぎ どうに はしな さじ 

とお もへ り、 光 5；；9 は 一 =： の 御酒 宴に あなた こなたの 

お 不1 のかす つも. 5 てよ ひき げん、 さなき だに 血氣の 

つよき わか 盛り、 ゑ ひま ぎれ にこの ま はなし やら 

んは 口お しく、 女 もい まだ わかた けの、 た いよ は /(- 

10 してつよ き 心 もえ しらぬ なるべし、 あ.^ つんと わ 

る ひことば かり あ  >- しんき やと 云ふ內 に、 なんなく 

事す みて さて 引お こし 見た ま へ ば、 おも ひなし にや 

今 一 しほの 色まして 美し さもい とおし さも かぎ， 9 な 

きに、 はやよ も あけ ゆけば > じ あはた  > しく、 女 はまし 

てはづ かしゃら うれし ひやら さま ^に 思 ひ亂 にる 

けしき なれば、 光 君 名 をな のり 給へ、 いかにして ふみ 

を も 通 はすべき ぞ、 このま、 にて やみなん と はさ..？' 
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と はお も ひ 給 はじとの 給 へ ば、 

麵月 うき 身よ にやが てきえ なば たづ ねても 

草の はら をば と はじと やお も ふ 

矓 月夜の 欧なリ 、もし このま 、 LL て はかなくな リ たら * は、 な 

さがら おく リたる 草の はらまで、 たづれ 給 は ん- 、そふ 力 

さ 御 心 ざしな ろ ベ き-し、 なのらす. はたれ と 乙らぬ とてう 

ちす てと ひ 給 ふま じき や、 た i へい かほ ど 心，^  く；， 1 きて な 

リ とも も ひ 給 はん, 、そふ かき 御、.：" ざしなる ベ けれと、 か-、 

ちた る 歌な リ 

とか こ ちた る樣、 うらめし さうな るし. 0 めづ かひ、 命 

をす て 、も あきたらぬ ほど かわゆら しき しなし に、 

光お いよ/,^ な づみ給 ひて、 まことに 聞た がへ 給 も 

こと は h- ぞか し、 なのらす ば たづね まじき とい ふし 

ん ていに て は ゆめ/、 なし、 こなたの いひな しの あ. 

やま， 0 ぞ やとて、 

の 君 か 六の 君 かの も ひ だ たしかに しれれ. は 

光 君 いづれ ぞ とつ § の やど. h- を わかん まに 

小 ざ 、が 原に かせ もこ そふけ 

>  、うきでん 方の 人に てまし ま V) ば、 ひごろ- 、うさ でんが た 

と 先 l^n と は ；ぽ中 よがられて、 もし さ はが し， *v. -、、  i  0- い 

なん、 それ.^ きのどくに おも ふゆ へ に ま. が に « やうに なの 

リ仏 一？ へ 、たしか に その 人と 名 vJ- だに しられ. は、 文. かよ はす 

べき やう もな しとい ふ 心な リ、 

そ もじ さへ f せ盧 にお ぼしめ さすば、 たと へこの 方の 

ためい か 程 難儀なる めにあ ふとても なに かくる しか 
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らん、 もし また , とば じち をと， 0- て、 これ を かこ つけ 

にす いご かしに して、 .^9 もしら せ やに 此ま \ やみな 

んと思 ひ 給 ふかと、 はやこと にい ひも あ へす、 人々 お 

きさ はぎ、 うへの 御 つぼねへ 御む かひに まいりち が 

ふけし きに て、 女 巾 あまた 立 さはげば、 せんかた もな 

く あ ふぎば か， 0 を 互にと りか はして いで、、 人に 見 

つけられ じと あしばや にか へ り 給 ふと ぞ、 


紅白 源氏物語 卷五 はなの えん 

藤の 花に まと ひ 付ても 尋度 ひとの 行衞 

f* ひ 力 げん に あ、 さっする はした 心しら G- ぐ はち 

プ S け 力 L さ 勇！ 5 リは ふかきお）；, ひ 入 もる よれ 

光 君 御 休息所へ か へらせ へん. へば、 きの ふの 花の ゑん 

の舞樂 物に 御 里より まい b たる 人々 あまた、 こ、 

かしこ i« やすみいた るが、 いまだい びきが ちなる も 

めり やう/,^ めをさま したる も あ. 9 て、 きの ふ は 早 

朝から.；^ ふくる までの 御つ とめ 、御く たびれ にて、 た 

は ひも ある まひ こと、 おも ひしに さはなくて、 夜 ひ 

とよ レっ 力た „; か 御 忍び あるき、 すき も あらぬ 生わ 

る さま 力なと そゝ やきて、 わざと そらね をして いる 

も あり、 光 君 は 人々 の めをさます もき のどく にて、 そ 

ろり と 御床のう ち へ いらせ 給 ひて やすませ 給 へ ども 

ねらわ もせす、 さて/^ こよ ひ はお も ひがけぬ ほ. 0 

だし をせ しこと かな、 かわゆら しきょね な， 0 しぞ、 て 

さぐりに もめし つか ひとは 見えす、 いかさま こうき 

でんの さい もとた ちの 內 ならん、 まだ ゑん づきし 
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はぬ は 五六の 姬ぉな らん、 その外の 御い もとた ち は 

みな ゑん づ きて、 帥の 宮の 北の方 さて は IS 中 將の御 

內義、 きにいらぬ ふ b はすれ ども、 きり やうよ しとせ 

けんの とりざた、 こよ ひあいし はま だ 人の 手に M: 、 

ら ぬと 見えて ぅゐ/ > -し かりし ぞ、 いっその 事 かの 

北の かた \ ちなら ば、 いよ おもしろ か. 0 つらん 

物 をと 思 ひ 給 ふ^れいの 性 わるな りけ り、 六の；？；； I を 

ばな ひく 泰宮 へたて まつらん と、 父右大 ほどの、 

こ 、ろざし 給 へ る を、 おも はすながら こよ ひす ル.. ん 

とらち あけ つれば、 その あと をとう 宮 へ ゅづ り^ら 

んも おそれお ほく、 春 宮の御 心に も、 どうやらが てん 

せぬ こと ぞと 水く さく 思しめ さん は、 女の ねめ もい 

とおし かる ベ きぞ や、 五六の 間 いづれ とたし かに.、 

きさ だ め ぬ ほど は、 たづ ねま はらん もゎづ ら はしか 

るべ し、 かの よね もよ ぼ どなら やわれ にきた ふりに 

て、 かさねて あは じと は 思 はぬ けしきな， 0 つるに、 

どうした しんてい にて、 ふみかよ はすべき 手び きを 

もお しへ さりし ぞ心 えぬ ことかな と、 くよ/ \ 'おも 

ひ 給 ふ も 御 心のと まるなる べし、 しかしながら かの 

よね あまり かる <\ 'しきし かたな， o- しぞ、 女 はよ る 
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ちょっと あるく にも、 ともしび を もたせて 几 を つれ 

ねば あるか ぬがお さだまりの おきてな り、 かやうな 

る ことにつ けても、 まづ かの あふひの 上 はきつ とし 

た 所 あ， 0 てう はきなら ねば、 つき < ^の 女 小まで か 

る<.\» しく よに いりて ひとりな ど ありく こと もせ 

v^. つ ね ちぎす-ぎて なぐさみに はならぬ とふ 

そくに 思 ひし は、 いか ゐ りゃう けんちが ひぞ かし、 

〔頭注. 一、、 の 所 あふひの 上の なりと いふ y つも リ、 又 g-, も -i レ 

ふじつぼ SM: こと ほめての 給 ふとい ふせ つ ももリ，！^-！-^^と 

に は、 あふひの 上に まさる 事 あ らじ、 い たづら なる 女 

に は ゆだんの ならぬ 世の中、 大 かたは 半分 わけに せ 

らる、 ぞ かし、 また ふじつぼの 中宮 /も、 さ ま <\ 'と 

心がけ、 つけつ ま はしつ 心 をく だきて うか い へ ども、 

ふじつぼの 御^^？-も ちかる がるし からぬ ゆへ ぞ かし 

と、 かなた こなたお も ひ ぐらべ られ給 ふ、 その 日 は 

後 宴の 事に て 御前に ての 御遊、 光 君 はさう の 琴 を ひ 

か せ 給 ふ、 きの ふの 舞樂と はか はり、 しつ ぼり として 

おもしろさ、 かんに たへ たる どもな. 9、 あか つきが 

たに やう 御遊 も はて ぬれば、 ふじつぼ はすぐ に 

御との ゐに のぼらせ 給 ふ、 け ふ は 後 宴 もす ぎ ぬれば、 

かの よね さとへ やかへ り ぬらん と V ひも こ、 ろ なら 


で 粹 のこって うよし 淸 惟光 兩 人に とくと いひ ふく 

めて、 うか いはせ 給 ひしに、 光 君 は 御遊す ぎて 御 休息 

所へ か へらせ 給 ふ 所に、 かの 兩 人の もの ども 立 かへ 

りて 申 やう、 よ ひよ. りす： 輝 門の かたに 立 かくれて う 

か いひ 候 へば、 た 5- いま 女 車 ども 引いだ して、 こうき 

でんの 御 の 人々 か へ らせ 給、 屮に四 位の 少將、 左 中 

辨 などい そぎ あはて ゝ おくら せ^ふ 御 くるま あり、 

力う きでんの 御 さとお. 0 にやと おも ふ ほどの けしき 

にて、 なみく の 女 車と は 見えす、 車 三つば かり 引つ 

づけて 出 侍りし と 申 あぐる に、 光 君 はま づ むね もつ 

ぶれて、 いかにして それ ぞと たしかにき ゝ さだめん、 

五の 君に もせよ 六の きみに もせよ、 父 右大臣 どの こ 

の 事 をし り 給 は い、 cn 比が せひば. 0 たる 人 なれば、 こ 

とこと しく 聲ど のとて もてなされん きのどくなる ベ 

し、 さりと て は、 -  > のま しらで うちすぎ も 口お し 

かるべし、 いかにせ ましとお も ひわ づら ひて つく づ 

くと ながめ ふし 給へ り、 むらさきの 君い かに さびし 

からん、^ 守の まもよ ほどに なれば、 さびしき にたい 

くっして や あるらん とお も ひやり 給 ふ、 かのお ぼろ 

月よ とと. 0 かへ 給 ひし あ ふぎ は、 槽 扇の さくらの 三 


望 かさねに て、 こき むらさきの 雲 やりに、 かすめる zi: 

を かきて 水に うつせる 心ば へ、 もよう はふる けれど 

もちな しからに やなつ かしう、 草の はら をば と はじ 

とやお も ふとて、 うちわび た. 0 し おもかげの、 心に と 

まりて わ すられねば、 

光 君 世に しら ぬ こ 、ち こそ すれ 有 あけの 

月の ゆく ゑ を そらに まが へ て 

,1 流說 此歌 源氏 物が たりの 屮の 秀逸な リ、 五 もじ、、 とさ 

ら 妙な リと 云々、 

花鳥 說 吉水 僧正、、 の 歌 VJ- とりて、 有 明の 月の 行衞 たづ 

れてぞ 野 寺の 鐘 はさく ベ かリ けス- とよみ 給 へ ろな り、、 

氏.^ ば 歌.^ も詞. ^もと リズよ むべき なリ， Is! 成嫺， t ノ 源氏 

見 ざら む默 よみば 無念の、、 とな リ とい ヘリ、 また 花の ゑ 

んの卷 は 殊にす ぐれて 艷 なる 共 云 給 ヘリ、 

と 書つ けて、 また あ ふまでの かた みぞと 大 せつに し 

てお き 給 ふ、 あふひの 上の 御 方へ も、 このほど はおと 

づ れ給 はねば いか いとお ぼしめ せど も、 むらさきの 

うへ も 心 もとなくて、 け ふ は  一 m むらさき のうへ を 

なぐさめて、 暮が たよ h- あふひの うへの 御 方へ とお 

ぼしめ して、 まづ 一 一條 院 へ おはします、 むらさきのう 

へ は、 見る たび ごとに うつくし さも まさ h- てあいき 

やう つ き あ い らしき > ひば へ 、 いやらしき とこ ろす, J 
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しもな し、 わが 御 心い つば ひに をし へた てんとお も 

ひ 給 ふに、 よく かな ひて うれしく おぼしめ す、 しかし 

ながらお とこの をし へ なれば、 ちとし やれす ぎてい 

たづら なること やまじらん と、 もとな くお も. i る 

る、 光 君 は 花の えんのお もしろ か. 9 しこと、 なに やか 

やと 御物が たりし 給 ひ 御 琴な ど をし へ 給 ひて、 くれ 

か、 れ ばいで 給 ふ を、 むらさきの 上 は、 いつもの 事な 

がら： ：！ おしう m. わ ひ 給へ ど、 いま はは やまへ/^ の や 

うに もな く 御^ 守に なれ 給 ひて、 わりな くも 慕 ひ 給 

はす、 あふひの 上の 御 かたへ おはしました るに、 れい 

の ごとく その まゝ いで、 御たい めん もなければ、 ひ 

とりつく  とよろ づ にお も ひめぐ らして あまりの 

ことに、 さう の 御 琴 かきならして、.；：；，^ ぬき 川の せ 3- 

の、 や はら 手枕、 や はら か に、 ぬるよ はなくて と、 はや 

りうた をうた ひ 給 ふ も 御した ご、 ろお かし、 御し う 

との 左大臣 どの、 光 君の 御 出と きかせ 給 ひてい そぎ 

一 出 給 ひて  >  一 昨；：： の 花の えんのお もしろ か. 9 しこと、 

この 年まで ながら へ てめ い 王の 御代 四 代 を 見 侍. 0 し 

が、 このたびの やうに 詩文 もす ぐれて おもしろく、 舞 

一 樂 物の 昔まで よくと、 の ひて、 見き くにつ けて よは 


紅白 應 l« 物 mi 卷 ji_ 


二百 六十 四 


ひの のぶる やうなる 事 は あら ざり き、 その 道々 の 物 

の 上手 どもお ほく、 とりわけ そこ もとの、 諸事こう し 

やにて、 舞樂 までよ くしく ませ 給 ひしゅへ に、 i しほ 

おもしろ か. r> しぞ かし、 あま. 9 感 にたへ かねて 此翁 

も ほとんど 舞いで ぬ ベ き 心ち し 侍. 0 しと の 給へ ば、 

光 君 もす こし はじまん 心に て、 いやさ ほどか は りた 

るし く,^. もし： _1  ザ. らざ りし、 むかし もい まも 一げ いに 

すぐれたる もの はか だましく、 そげ もの、 わが まゝ 

にて、 お ほやけ にもいで、 つ かへ す、 こ 、かしこに 引 

こみて、 かくれい たる を たづね いだして 舞な としく 

ませた るば か b にて 侍， 0 し、 ほかの 事よ り も 頭中將 

のま ひ 給 ひし 柳 花苑大 あたり、 のちく のて ほんに 

まなる ベ きほどにIIM^•^Jl侍.^^し、i,6して やそこ もとの、 

立いで、」 舞せ 給 は 3-、 いまの よの めんぼく を ほどこ 

し 後代までの かたりった へ にな b 侍らん もの をと つ 

ばな かし 給 ふ ほどに、 辨の 君屮將 とて、 これ も あふひ 

の 上と ははら が は b の 御 兄 if;^ なる がまい. 0 あはせ 給 

ひて、 ゑんが わの かう らんに よ..^ か、 りて、 いづれ も 

室 ひち， 0 き、 よこぶ など ふき あはせ てあそび 給 ふ 

は，、 いよ/,.^ おもしろし、 かのお ぼろ 月 よは、 はかな 


かりし ゆめの やうに 光 君に あ ひ 給 ひし ことお も ひい 

で 、、> ひのう ちに は ゆかしき やらな つかしき やら、 く 

よ/. \ と 物な げかし うながめ がちに くらし 給 ふ、 春 

宫へは 卯 ：！： に まい ，^^給ふ はづ なれば もはや まもな 

く、 いかにもして いま 一 たび 御 げんな したき 物 かな 

とお も ふに、 かひな く 日 かす も すぎゆけば、 春宮 へ ま 

いり 給 ひて 後 は、 あ ひ 見る こと もい よ/^ おも ひき 

りたる ことな らんと、 わりな くお も ひみ だれ 給 ふ、 光 

君 も たづね 給 はんに あとかた なき 事に は あらね ど、 

かう きでん 方の 人 なれば、 よねの 心に 如 在 は あら ざ 

れ ども、 ひごろ かう きでんの われ をに くませ 給へ ば、 

そのぁた，5 にか 、.^^ぁひ、 もしつ、 もたせに しかけ 

られ、 うき 名 をと らん もき のレ J くと おも ひわ づらひ 

給、 比し もやよ ひの 廿 H 過に、 こうき でんの 御 父右大 

臣 どの、 御 方に て、 弓の 氣 ちとて 踏 歌の 後 宴の ふる 

まひ あ て、 親王 達 はいふに およば や 公卿 殿上人の 

こらすまい b あつまり 給 ひて、 すぐに 藤の 花の えん 

せ させ 給 ふ、 世間の はな ざ か..^ はすぎ たるに、 ほかの 

ち， 9 なんの ちに さけと や あつら へ 給 ひけん、 右大臣 

どの ゝ御 庭前の さくら ごほん、 いま を さか， 9 と疾み 


だれて おもしろ きに， 御殿 は あたらしく つくり 給 ひ 

て、 御 孫の 女宫 がた の 御 裳 着の H の晴 にみ がきし つ 

ら はれ たれば、 か いは ゆきまで きれいな. 9、 惣じ てこ 

の 右大臣 どの は、 なに 事に もい かめし う、 はな <\ 'と 

して はでなる 事 を このみ、 せひば りたる 御氣質 也け 

り、 光 君に も  一 H 大 裏にて 御參會 のおり から、 直に 御 

やくそく あ. 0 しか ども 御 出なければ、 公家 中間の た 

て 物が かけて、 どうやら 物の は へ なきやう なれば、 御 

子の 四 位の 少將を 御つ かひに て、 御 ふみをつ か はさ 

る、 . 

g 大 わがや どの 花し なべての いろなら ば 

なに か はさら にきみ を また まし 

上の句 わが や どの 花, ほめた る や う L1 よまれ 

たリ 欲な どよ む もの - 心 あるべ さ、 、と . ^なリ 

をり ふし 光 君 は大ー e_ ^にお はし ませば、 少將大 裏まで 

たづね まいりて この 御 ふみを まいらせた るに、 ひか 

る 君 直に 此 よし 御 かどへ そうもん 申させ 給へば、 御 

門此 うた を 叙 あ. りて、 わがや どの 花 をな ベて なら 

すと ほめた る は、 したりが ほなる 歌の さま かなとう 

ちわら はせ 給 ひて、 わざとつ かひ をつ か はされ しに、 

さう/^ まいられよ、 その ほうが 姉妹の 女宮方 は、 右 
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大臣の 孫 なれば あなたに て そだち 給と ころ なれば、 

ほかの やうに うと/^ しくすべき 筋め ならす、 たが 

ひに 中よ くした しきが よかる べしと、 常々 右大臣 ど 

のと 光 君 御中よ からぬ を、 御 iZ も粹 にて よくしろ し 

めしたれば、 御い けんの やうに お ほせら るれば、 光 君 

はかし こま. 9 て、 やがて 御 装束 引つ くろ ひす こしき 

を もたせて、 くれ か 、る 比に、 いやま/^ とまた る、 

ほど 見合て 御 出 有け..^、 櫻の 唐の 二重 織 もの、 御な 

をし、 むらさきのう すきやう なる ゑび 染の御 下着、 裾 

をな がく 引な して、 みな 人々 は よのつねの きっとし 

たる 装束なる に、 しどけ なき 大君す がた、 どうもい は 

れ ぬとの ぶりに ていつ かれい， 0 給 ふ は、 またたぐ ひ 

なき ありさま、 御亭 まの 御 じまんの 花の いろか も 光 

君に けしきお されて、 かへ つて こと ざまし にぞ あり 

ける、 御遊のお もしろ さはい ふに およば や、 御酒 も. 5 

によ もす こし ふけ ゆけば、 光 君 は ひたる ふ， 0 にも 

てな して 座敷 を そろ. 0 と 立て、 おくの かたの 御殿に、 

こうき でんの 御腹の 女 一 のみや 女 一 一の みやのお はし 

ます 束の かたのつ ま戶 口によ..^ てゐ給 ふ、 御兩 所な 

がら 光 君の 御兄弟 なれば、 御 心 やすぶ， 0 なるべし、 ふ 

二百 六. S 
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二百 六十 六 


じの 花 は， - こなたの 軒の つまより はい 出て、 さきみ だ 

れ たる はな を 見 給 ふとて、 御 かう しも あげ 渡し t ズ 

中 あまお いた.^、 すだれの 下よ 見せかけ すがた 

袖口 ども あまた 兑>ん て、 あまり はなやかなる ありさ 

ま、 大ー裘 にて 踏 歌の せちえな どに こそ、 いだし ぎぬ と 

て かやうな る 辜 は あれ 共、 所がら にゃにゃ はしから 

す、 膝つ ぼの 中 など は そこら はよ くの みこみ 給 ひ 

て、 かやう なること はし 給 はす、 なに 事に つけても き 

のつ いたる しゃれ も のぞ やと、 まづ おも ひ 出られ 給、 

何と ぞし てこのお りから、 かのお ぼろ e: よ をた しか 

に それと しらば やとお も ひ 給 ふ 御した 心なれば、 な 

ま ゑ ひの ふ.^ にもて なして、 ことのほかし ゐられ て 

く るし きに、 りよぐ は いながら 御兄弟の よしみに、 か 

げ にもか^^ "て 下されなん やとて すだれ を 引揚 て、 

身 を 半 ぶん ほど さしいれ 給へば、 女中 肝 をつ ぶして、 

こ はせ うしよ からぬ もの こそ、 よ ひしゅに よしみ あ 

る をば、 かこちよ る ものなる にと いふけ しき を る 

に、 おしなべ ての みや づか へす る 女中と は 見えす、 さ 

してお も/\ しく あらね ど、 どこ やら がれき-. (-と 

見えたり、 そら だき 物の に ほひ は、 はな ももげ る ほど 


に ふす ぼり て、 立ゐふるまひもしゃん/^^. 

つぼ とおく ゆかしき けしき はみ ぢん もな/.、、  ロハ £aH 

世 風の、 丄 でなる しだし、 はなやかなる を 好まる、 と 

見えたり、 女宮方 さて はこうき でんの 御い もとた ち、 

花：：！^ 給 ふとて こ、 にゐ給 ふなり けり、 あね やい もと 

のみやが たのお はします まへ にて、 色めきた る こと 

はいかに しても 不遠盧 なること、 はお もへ ど、 とか 

くお ぼろ 月夜の 心に か、 れば、 もし あいさつに てし 

るゝ こと もやと 思 ひ 給 ひて、.;：；" 石 川の こもう どに、 

帶を とられて、 からき 悔 するとい ふ はや. Q うた を わ 

ざと いひた がへ て、 あ ふぎ を とられて からき 海す る 

と、 おどけた る こわいろ にての 給へば、 帶を とられ 

たらば 後悔 も あるべき はづの 事、 あ ふぎ を とられた 

ばかりに は、 それほどこう くはい も あるまい はづの 

事 じ やのに、 あやしう も ふ b を かへ たる こもう どか 

なと、 きいた ふうに あいさ つす る は、 なにの した 、ひ も 

しらぬ ぐ はちなる よねなる べし、 あいさつ はせ で门ハ 

時々、 あ 、、せう し/^ ときの どくがる けしきの よね 

にきが つきて、 さて は これなる べしと はやの み こん 

で、 そのよね の そば へ よ. 0 て、 木 丁 ごしに 手 をに ぎ. 0 


えしう 大卷! 5 め 輒 御 * 
たよせ 臣に 明に 父母 雀 
リ し 給 に 太 石 右 は方院 
見び て jT 交の 大 しのの 
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て、 

光 君ぁづ さゆみい る さ の 山に まど ふかな 

ほの 見し 31： のかげ や 見 ゆると 

け ふ は 弓の けち なれば 尤 ゆみに えん ぁリ、 もしお ぼる 月よ 

のみえ 給 ふかと おも ひて なリ， 

くる はたれ ゆへ そ さま ゆ へと、 おしつけ にの 給へ ば、 

おぼろ よも、 さて は 光 君 われ ぞ とたし かに しらせ 

给 ひける ぞと おも へ ば-  > ひのう ちのうれ しさ > ん- rh 

へ られぬ ほどに て、 

f ク心 いるかたなら ませば 弓 はりの 

e: な き に まよ はまし や は 

光 君の しん 寶 にお も ひ 給に 二月.：^ き 空 にも ま^ひ 拾 はじ、 

i よふと いふ は. しんぜつ になき ゆへ ぞと、 源氏の 歌の 中の 

五 もじ」 か 、リ てうら み.；：： るな ろべ ？-、 おぼろ 月よ は 天性 

歌よ みな リ、 これよ リ すへ-^. -の卷 Li て、 心^つ けて 見る 

べし、 

とい ふこ ゑた しかに かの よね なれば、 光 君の 御 ここ 

ろの 內 うれしき とも かたじけな ひ-とも どうせ ハカ ふと 

もと ぞ， 


藤 大納言 

四 位少將 


弘徽殿 女御 


- 帥の 宫 北方 

-頭 中將室 

- 五の 君 

- 朧月夜 尙侍， 


朱 雀 院御位 〔 麗景 殿の 女御の 父 

藤の 花の 宴の 父 大臣の つか ひ 

LL まいられし 人 

I お ぼる 月よ の大 裏よ リ出給 ふ 時 

御お く リイ」 し 人 

四 位の 少將 左屮辨 いそお」 出て お 

—  く.： し^と わ.： T. 

—いへ 一 」n と ly-t  ^^_^lci  、， ふ 

朱 雀 院の. g 母 なり 此卷に 春 営と 

あ る は 朱雀院 の 御お なり も ふ ひ 

の 卷 に 皇太后 宫 に 成 給 ひわ かな 

の卷 りうへ にて う" tJ 給 ひたる よ 

し 見えた リ御、 い 入よ から 5：  3- へ 

に惡 后と いふ 惡の字 付 給 へ リ 

す へ .，4\ まで 行跡の 善 もし 見ろ 

- 人心な つけ 給へ 


四の さみな： 


此卷に朧月^^ともるこの人の^^ 

なリ 


禁中に て 花の ゑんの 夜、 光 君に 逢 そめ 給 ひ、 ふ 

じの 花の ゑんの 夜、 父 左大臣 どのに てた しかに 

このおば ろ 夜の こと を 見さ だめ 給 ひて、 それよ 

、りの ち はたび/^ しのびて かよ はせ 給 ひしが、 


春宮 へまい.^ て 後 もしの びかよ ひ 給 ふ 事た びか 

さな..^ てつ ゐには あら はれ、 光君須 磨の 浦へ な 

がされ させ 給 ひしな り、 この 卷の 本文に、 おくの 

くる ゝ lit も あきて 人のお ともせ や、 ぃ,^," うにて 

よの 中の あやまち はする ぞ かしと おも ひて と 有 

所、 須磨 のうら へな がされ させ 給 ひし 起. -也、 一 

念のお こる 所に て 善惡 をよ く わき ま へ ざれば、 

すこしの ことつ の， 0 て のちに は 大きなる あやま 

ちとなる 事、 見る 人よ く "（'心 を つけ 4"^ ふべ し、 


二  •& 六十 A 


尤の雙 紙 


紅白 源氏物語 終 


よろこびな がきと しのころ かとよ、 これ かれ あつま 

りて、 かの 淸少納 言が まくら さう し を、 まねび てかき 

たる 物 あり、 その 名 を 犬 枕と いへ るな り、 4?  二 枕 は、 

あしび きの やまとうたの むつの たね を あら はし、 す 

ゑの 世の 人の ためしと なるべき isn. をね が ひ、 言葉す 

なほに しなた くみ 有て こ、 ろ 妙 也、 右の まき/^ に 

かきもらし ぬる." こと そぎて かたはらいたき 事 ども 

をと .9 あつめ、 此 狂言と なせる 物なら し、 しかるに 

今 はたしき たへの、 まくらと いふ 名 を かたどらん 寧 

は.. 祌盧 もお そろし、 さは あ、 りと い へ：^：^ハ、 おもかげの 

いさ、 かかよ ふなる をと て、 枕と よむ もじの 一 方 を 

殘 して、 尤 のさ うしと 名 付 侍り ぬ 、 
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 尤の雙 紙上 

三十 一 、さびしき 物 

三士  二、 はづ かしき 物 

三十 五、 きびの よき 物 

三十 七、 丸き 物 

三十 九、 名所 誹諧 


i づ -n 七十 


，身に しむ 物 

三十 四、 みぐるしき 物 

三十 六、 つよき もの 

三十 八、 にたる 物 

四十、 目 出度 物 


尤の雙 紙上 


一 ながき 物の しな..^ 

一 、それ 漢 ％w のい にしへ、 長き 事の ためしに は、 堯舜 

之 御代 七お 年、 周 之 御代 八： C 年、 前 漢後漢 四 一白 年、 我 

朝に て は、 神代の むかし、 すべ て 八十 三 萬 六 千 八お 餘 

歳と かや、 今人 王の 御代と 成ても、 み もすそ 河の 流な 

がく、 百 王 萬歲の 御代 ぞ かし、 をと に 聞ても 長き 物 

は、 かの 天竺の 石の 橋、 = 本に 宇治橋、 勢 ffl の 橋、 回廊 

の 長き はいつ く 島、 三十 三 間、 鎌 倉 之 建 長 寺 廊下、 通 

天 橋、 天 橋 立、 みほが さき、 海士 のた く繩、 高な はや、 

青鷺の くび、 鶴の あし、 山鳥の 尾に 鳴の はし、 ゑん か 

うが 手に ざ うのはな、 うさぎの み ゝ にう しのした 、神 

-iiT の 尾 かみ、 舯 子の 袖 、上膊の かも じ、 七なん がそ、 

の 毛、 むくつ き 男の ひげ、 ゑぞが はな 毛、 文字 あま 

の 歌、 催 .ijl 樂歌、 長歌、 短歌、 源氏 若な の 上下、 公家の 

酒 盛、 1^ 歌 席、 上手のう つ 碁、 下手の 談義、 しんどく の 

盤 若 六 百卷、 正木の かづら、 靑っ いら、 靑 柳の 糸、 藤の 

花ぶ さ、 永 HI をよ める 歌に、 


さくら さくと を 山 どり のし だ. o おの 

なか ぐし も あかぬ 色 かな 

又 秋の 夜の ながき をよ める、 

あしび きの 山鳥のお のし だ おの 

ながく し： 松 を ひとり かも ねん 

又す まの なが 雨、 それより ながき は 五：：： の 雨、 

五月雨の ふる 屋の 軒の つれぐ と 

いつを かぎ. のな が めなる らん 

北 州 千年 今此 御代 

長生 殿 裏 春秋 富、 不老 門前 日月 遲 

1 一、 みじかき 物の しな，^ 

1 、すその まくつぎ、 釉 ぶく， 0 ん、 か は ぼ hs は を， 9、 よ 

の 袴、 戶 E の 小 太刀に 長柄の み、 しゃう ぐのう た 

ひ、 さる 舞、 上手の 談義、 いとまの 狀、 土 籠の 四 そく、 

ねこの つら、 まし こ の はしに うづら のお、 つく，^ のと 

つて、 ちゃぼの あし、 H の 夜、 冬の 日、 ふゆうの いの 

ち、 電光、 朝露、 石火、 人間 五十 年 は ゆめまぼろし、 

三、 たかき もの 、しな <^ 

一 、ぼんてん、 たうり 天、 下界に ぉゐて はふ じの だけ、 

淺ま のた けにた つけぶ り、 高 のみね のしら 雪、 一お な 

31 雙 Is 


ぐ も 御門の 御 位、 もろ こしに て は、 秦始皇 のかん やう 

きう、 しんのし やう わう の つくられし 九 層臺、 ：！： 本に 

て は、 雲 ゐ にか いやく 高き 屋、 されば 延喜 御製に も、 

たかき 屋に のぼ.. >  て みれば けぶ b 立 

民の かまど はに ぎ は ひに けり 

東 寺 塔の 九 りんよ 、ひえの 山 や あたご 山、 杉の 棺の 

天狗の はな.. しなこ そか はれ 高き 物 は、 虛 堂の ぼくせ 

き、 大灯ゃ 貫 之が 歌書、 定家 色紙、 頓阿、 堯幸、 つねよ 

b のたん ざく を 今 もてはやす、 拆 あらがねの 土の 物、 

まつ ぼ、 分 林 かたつき に、 丸つ ぼ、 なすび、 し，^ ぶく 

ら、 又 花 いれ はかぶら なし、 鶴の 一 こ ゑ、 せいし どう、 

^わきざし やた ちかた な. 士  口 光、 正宗、 國俊 や、 かの 行 

1. 午に しく はなし、 後藤の めぬき、 しら^の うつぼ、 ひ 

で. 9 の 年の- ) めの ねと、 いんす もた かき 金な り、 山伏 

の ふく ほらの 貝、 かれう びんが のこ ゑた て、 わらべ 

のうた ひ、 ばんしき、 鸞鏡、 上 無 調、^ はは なげの あぐ 

るけいせ い、 

四、 ひくき 物の 品々 

一 、なぎなた ぼ こ、 一 寸 ぼうし、 五位 六 位の くら ゐ、 ひ 

びかぬ ざしきお ちえん、 くつぬぎ、 谷の 下 庵、 おんみ 


尤の 雙娥上  — 

つの， たんが う、 いちこつ のお ご ゑ、 しのびねの むつご 

と、 

犬が みのと この 山なる いざや 川 

いざと こた へ て 我 名 もらすな 

熊 野なる おとなし 川に わたさば や 

さ 、やきの はしし のび < ^に 

五、 ひろき 物の しな <^ 

一 、大海、 大空、 むさし 野、 千帖 敷、 孝 謙 天皇の 〇〇、 大 

君の 御 心、 郝隆が 胸、 あは うのはな、 はんにゃ のめん 

の 口、 大海の 茶 入口、 のとが まの 口、 鶴の のど、 くまの 

またぐら、 か. 0 衣の 釉、 大 舞の 衣、 はび ろが し はに に. 

せ をの は、 三重 韻に は 支 脂 之 韻、 下 ギに陽 iir 庚 耕 

淸、 大唐は 四 餘 州と かや、 n 本に も 奥州 は 五十 四 都 

也、 释尊御 せつぼうの 時、 大衆 八お 四千の 會座、 みな 

人每 のこと 草に いふ、 お ふぢの づきん 孫の きて、 おや 

のく つ はくいた いけさよ、 

六、 せば き 物の しなぐ 


付う ゐ 


す は b のし， o;^;^ 


かぎの あな 


しゃくはちの 穴 赠| 她竹 竹の 筒に て 天 を のぞ. 

井のう ちの 蛙  蚊ゃ..^たくぃゑ 


二百 七十 二 

一 疊 半の すきや 

とふの すが ごも 

た、 みの へり 

かけ をの 風 林 i 文 

ねす み ど赠； 

と をい の やの はね 


た 、ぬ 風呂 

手 島む しろ 

たびの ひ ぼ 

屛 風の へ b 

庭の やり 水 J 敲 ， 

は. 0 のみ 、や 

くす. 0 つ、 みがみ く かたぎぬ をよ るの 物 

し はき 人の 心中  のり あ ひの ふね 

ひとつばし  山 田の あせ 

をの、 ほ そ みち け ふ の 細 布 g§§  ら 

にし 木々 はたて ながら こそくち に けれ 

け ふの ほそぬ のむ ね あは じと や 

七、 きれいなる 物の 品々 

一 、路地に 水う ちた る あ を 竹の ぬれえん 

上手の いろ. 9 のうち I ス なまかべ 

靑 ひばの か 屋  あたらし きた、 み 

風呂 あがり  庭に 靑 石し きたる 

覚の 山水  ぬぐ ひいた 

^衆の はの 白き  おんなの 身の しろき 

大 はく ざ ら g§  -  いくつき て も 白 小袖 


うるしく さきわん  木 具 か はらけ 

れぅ. りなます  こ ほ. 9 ざた う 

水 栗す いせん  ほしい ひ 

もし あらば むよくの 人 けんじん のこ、 ろ 

池の はちす 

はちす 一 架の に ご， 0 にしまぬ 6 もて 

など か は 露 を 玉と あざむく 

八、 むさき 物の しな <^ 

一 、掃除せ ぬ 庭、 ふるだ、 み、 はたご やの めし、 はげた 

るわん おしき、 しる かけいひの わけ、 くひ こぼした る 

あが. 0 せん、 かさでの きう じ、 わか 衆の はがす み、 か 

たびら のしみ もの、 はなくそ、 目く そ、 つまく そ、 まづ 

しう して へ つら ふ 人、 何よ h- もき たなき はこ ひの 道， 

戀と いふ そのみな かみ を たづ ぬれば 

ば b  くそ あなの ふたつな， 0 けり 

九、 う る はし き 物 の しな <^ 

1 、わか 衆の 右筆、 俗人の 文字 有 、連歌の 宗匠、 詩歌の 

逹者、 おなごのう たよみ、 はしがき じんじゃう にした 

る 文、 君 に 家 後のう しろみ、 女の そばの びくに、 

の そばの 出家、 口上の よき 使者、 太刀 折紙 懐 式、 よめ 

^ 叫雙 Is 


入の 夜の 請 取 わたし、 すいしゃう のじ ゆや、 か いりの 

ま. 5、 屋 かたへ 入に 鷹の かひ こふ こ ゑ、 付- ii^J の ゆ あら 

ひする、 >ひ すなほに ことばた 3> しき 人 、、ひうち つけて 

あいき やう づける わかしゅ おんな、 

十、 うるさき 物の しな <^ 

一、 すいき やう 人、 年寄 女房、 あふひの 卷 に源內 侍と 

い へ る 女、 賀茂 のまつ..^ のか へさに、 車のう ちょ. 0- 

あ ふぎ を、 げんじの 君 へ 舉..^けり、ひらぃ て御らんじ 

ければ、 あ ふぎの つまに、 

はかなし や 人の かざせる あふひ ゆ ゑ 

神の しるしの け ふ を まちけ る 

五十に あまる 女 なれ ども、 うたよく よみて こと を ひ 

きけ るに や、 源氏の 御、 ひまど ひて、 か.. o- そめ にち ぎり 

給 ひし を、 けさう じて た わ ぶれけ り、 げんじ 心うる さ 

くお ぼして、 八十 氏人の さか へ しあ. 9 ける を、 はづ か 

しく やお も ひけん、 へび づ かひ、 犬の つるみた る、 て 

ん かん、 くつち、 くさ.^ 物のに ほひ、 ふるき さかなの 

れ うり、 こすい かたぎの 人、 もの こひづ かひ、 いか 物 

ぐ ひする 人、 ねぢけ 人、 

なら ざ かや この 手が し はの ふたお もて 

二百 七十 1U 


尤の雙 紙上 

とにもかくにもね ぢけ人 哉 

むかしむ さしなる おとこ、 京なる 女の もとへ きこ ゆ 

れ ばはづ かし、 きこえねば くるしと かきて、 上がき に 

むさし あぶみ とかき てお こせての ち、 をと もせ やな 

..^ にければ、 京より 女、 

むさし あぶみ さすがに かけて たのむ に は 

と は ぬ も 0- らしと ふもうる さし 

十 一 、うれしき 物の 品々 

一 、おやの あはす るつ ま、 女の さいわい ありて きに 入 

は うれし、 と をき § か に、 まれに あ ふ は うれし、 人 

のきて 子 を ほむる は 嬉し、 いくたび も、 おの こ 子む ま. 

れ たる は 嬉し、 ぅゐ 孫、 やすくと むまれ たる は嬉 

し、 我 ひとりに、 かぞう 給 は 別て うれし、 まんさくな 

ると しの 知行 は うれし、 ふりょに ほ. i> いだし したる 

は うれし、 かね を ひろ ひたる は うれし、 くじに 収 かち 

たる は うれし * たのもしの ふだ、 つきあて たる は うれ 

し、 諸 勝負に かちた る は うれし、 諸藝 しすまし たる は 

うれし、 應を はじめてと b かひた る は 嬉し、 宿願の か 

へ. 0 まう し は うれし、 う へ 木の 花、 はじめ てさきた る 

は 嬉し、 よろ づ ねら ひ 物に、 あた. 0 たる は 嬉し、 絕し 


  I  二百 七十 四  

ふるさと のつ でき、 て 嬉し、 學 匠に 文字 不審、 付 師匠 

に 大寧を §^ て 嬉し、 待え て あ ふ" 抡は うれし、 

うれし さ をむ かし は 袖に つ 、みけり 

, J よ ひ は 身に も あ iH-o ぬ る fi、 

十二、 かなしき 物の しなぐ 

一 、まつ 夜の さは b 有 はかなし、 夜 ふかく 別で かなし 

感レ時 花濺， 涙、 恨， 別 鳥 驚く  5 

あ. 9 明の つれな くみえし わかれよ-り 

あか つきば か..^ うき 0-. はなし 

何となく 秋の ゆ ふべ はかなし、 

さびし さに やど をた ち 出て なが むれば 

いづ こもお なじ 秋の ゆ ふぐれ 

しかの ね、 むしの ねき けば かなし、 

お く 山に もみ ぢふ ろ 分な く 鹿の 

, J えきく とき ぞ秋は 力- i,:? しき 

きり す 夜 さ む に 秋の 成 ま ゝ に 

よはる かこ ゑの 遠ざかり ゆく 

司の めしに もれぬ る はかなし、 

契り をき しさせ もが 露 を いのもに て 

あはれ ことしの 秋 もい ぬ めり 


親に を くれ、 子 を 先達て かなし、 

すゑの 露 もとの しづく や 世の中の 

を くれさ き だ つため し 成らん 

よりも つたなき は、 すりき h,- て かなし、 

贫家親 知少、 賤身 古人 外、 

又 古き 逆 歌に、 • 

こ、 ろの ほか の 身 を いかに せん 

§ か，^ にもお ちぶれ ぬればう とまれて 

俄の 客の 有に 肴の なき はかなし、 さむき も かなし、 あ 

つき も かなし、 ひも じなる は猶 かなし、 蘇 父が 十九 

年の 間 一 足 を きられて おちぼ を ひろ ひし かなし さ、 

又 法 性 寺の 修行 俊 寛 僧都、 鬼界 島に 一 人殘 されし 悲 

しさ、 王昭 君が 胡國 へ うつされし 悲し さ、 又昭陽 人が 

十六にてぅち參りして、楊^?ぉ紀にねたまれ、六十に成 

まで 支宗 にもえ あはで、 昭陽宮 に こめられし かなし 

さ、 かた みぞ 見る たびに 悲し、 

かたみ こそ 今 は あだなれ 是 なくば 

わする \ 隙 も あらまし 物 を 

光源氏お ぼろげ ならぬ 御 契..^ ゆ ゑ、 御 年 三十 五の 秋 

つかた、 おも はす も 津の國 すまの うらへ うつろ ひ 給 

力の 雙 ^1^ 


ひし かなし さ、 又 玉 かづら の 君、 肥後監 にお そ はれ 一 

て、 しのびて 都への ぼ b 給 ひし を、 はやぶ ねに のせ 舉 

、ひ いきの な だ もな だら かに 過ぬ 、海賊の 船 にゃあ 

らん、 ちいさき 舟のと ぶ やうに てく るな どい ふ 物 あ 

り、 海賊の ひた ふるよりも、 もの おそろしき 人の を ひ 

くる やと 思 ふかな しさ、 女 院心づ くしょ か へ り ま 

し/^ て、 大 原の やまざとに おはし まし、 悲し さ、 又 

一 宮の御 息 所 松沛が 船に とら はれて、 浪 にた V よ ひ 

船に うきて、 あはの むし まに 年月 を 送り 給 ひし 悲し 

さ、 いづれ を いづれ といへば さらなり、 

十三、 みだれた る 物の しなぐ 

一 、吳 越の みだれ は 三年 三月、 秦の みだれ は 四十 年、 

我 朝に て は 源 家 1^ 治の みだれ、 又 平家 壽永 のみ だれ、 

みだる \ もみだす も A のとが ならす 

ときいた，. >  ぬ とみ ゆるよ の 中 - 

天ぐ のな げざん、 かさが しら、 佛の 御い まし めをやぶ 

らば、 飮 酒の みだれ、 笛 太鼓の おもしろき は 獲々 のみ 

だれ、 さはら におち ぬべ き获の 露の みだれ、 ひろ は い 

一 きえなん とする 玉 ざ、 の あられの みだれ、 赛廊 にも 

一 まる ゝは 柳の 糸の 亂、 秋風に もまる ゝは 萩す ゝ きの 

li 七十：. R 


1  尤の雙 被 上   — 

みだれ、 殿に もまる、 は 女の ねく たれがみの みだれ、 

みちの くの しのぶの みだれ 限 しられ や、 

十四、 しづ かなる 物の しな <^ 

一 、元日の 朝、 歌の 會、 逕 歌の 席、 定 家の はやし、 亂拍 

子 ふむ 間、 ごとうの ひか， 9 すご <^ として、 みや 人の 

し はぶく こ ゑ、 夜學の 灯、 

たづね くる 友 もうらめ しひと， 9 ゐて 

ちぎり さはら すたの む ゆ ふ ベ を 

さむき 夜に 霜 を 聞て 心 をす ます 、九 年 面壁 座禪の 床、 

弘法 大師 入定に て、 一 一尊 三 會の曉 を まって、 しんく 

と あるお くの ゐん、 あかつき めか 水 をむ すぶ を こな- 

ひ、 下 樋の 水の をと 苔に 聞え て 閑 也、 名ば かり は義經 

のお も ひ 人 しづかと かや、 

江 南 野 水 碧い 於， 天、 中 有， 一白 鷗 _ 閑 似.， 我、 

十五、 はやき 物の 品々 

一、 だんじに 三千世界 をめ ぐるいだ てん、 幷捷疾 鬼、 

祌 なりの のる とい ふ寵の こま、 周の ぼく わう の 八 ひ 

つの 駒、 項 羽の めされし ばう うんすい、 ひま ゆく 駒、 

ひつじの あゆみ、 

け ふ もに や 午の かひ こそ 吹つ なれ 赤 染衞門 


 二百 七十 六  

ひづ じの あ § み ちかづきに けり 

みつばの そや、 ほかけ 船、 曲水の さか づき、 石ば しる 

水、 くだ b ざ 下り 船、 の ベ 足の まり、 兵法 人の さそ 

く、 鼠に ねこ、 した どに 物い ふ 人、 光陰 矢の ごとし、 よ 

めが しう とになる ぞほ どなき、  , 

十六、 を そき # のしな <^  . 

1 、 日 待の 夜の あくる、 二十 三： 松の 月 待、 申 まちの は 

っ鷄 のこ ゑ、 人 を まつ まの ひと. 4 ね、 

なげきつ \ ひ とト" ぬ る 夜の 明る 間 は 

い か に 久しき 物と か はしる 

春の： n の 慕る、 秋の 夜の 明る、 老の •  あゆみ、 上.^ ざ か、 

のぼりぶ ね、 牛の 地 H 一、 ひきが へる の 一さん、 みろく 

の 出世、 御所の 御成 はす は/ \ 半と き、 能 SI 法師が 旅 

于ゝ 

,ィ 

都 をば 霞と 北ハ にたちし かど 

秋風 ぞ吹 しら 川の 關 

十七、 しづ め る 物の しな <^ 

一 、おどりの おんど、 し  > まの かね、 ひで し 異見、 警固 

の 下知、 大事の 談合、 逸 起の たいち、 海底に しづめ る 

はまん こが 玉、 又 難 波 堀江の 玉が し は、 


難 波 江の 藻に うづ もる、 玉が し は 

あ. & はれて だに 人 を こ ひば や 

西 海、 四海に 身 を しづめ し は、 小 宰相の 局、 又い か. 9 

を かづきて しづむ も あり、 弓と 弓と をと.. >  合て 二人 

つれて しづむ も あ..^、 中に も哀 をと  >  めし は、 八 歳に 

て お はします 安德 天皇 を、 二位の 尼い だき 奉り て 、船 

ばた に のぞみ 給へば、 W は 心得た， 5 とて、 び やうの 柳 

のい とけな き 御手 を 合て、 御 十 念 かう しゃう にと な 

へ おはし まし、 是を かぎりの 御製に て、 

いま ぞし るみ もすそ 川の ながれに は 

なみの 底に も 都 あ. と は 

とよみ 給 ひて、 千尋の そこに しづみ 給 ふ、 いと 哀 ふか 

き^!^共也、又，ゅの國ぃく田のさとに女ぁりけり、ぉな 

じ國 にさ、 だお とこと いふ あ. 9、 又 和 5:^ の國 にち ぬ 

のま すらと：； ふ 男 あ， 0 け， o、 この 女 を 一 一人して わが 

ものに せんと あらそ ふ、 女心 を さだめが たくて、 あ 

の 川に うきた. 0 ける 水鳥 をい 給へ、 あた. 0 たらん か 

た へ したが ふべ しとい ふ、 さらばと ていける に、 一 一人 

の 矢つ ぼ 同じさ まに ひとつ かもに あたりけ り、 女せ 

ん かたなくて、 

尤— の— 雙.^ 上 


玉く しげ 一 一人が 中に 身 は ひとつ 

むすぶ おも ひ をい か J!- さだめむ 

と、 一 首のう た をよ みて、 此 いく 田 川に 身 を なげむな 

しくなる、 一 一人のお とこ もつ いいて 身 を なげけ り、 三 

人 しづめ るし が ひ をと りあげて、 ひ， i つ 土中に つき 

, J め たり、 もとめ 嫁と て、 いく 田 川の 小 野に 今に あり 

ると そ  ， 

いふなら くなら くの そこに 入 ぬれば 

せ つ .5 もしゅ だ も 替ら ざ， 0 けり 

十八、 うかぶ もの、 しな . 

名に しお ふうき 草、 水に 瓜、 名に 瓢、 

如 二 水上 瓠 芦子- 1 着 即飜、 

つみ あさき 人、 • 

一 子 出家 九族 生：， 天、 . 

詩歌に 作 有人の 句 はやき こ、 ろ、 大水に とちのから、 

朝し ほに つ ぶね、 雨の 後のう ろく づ、 水鳥、 俄なる 

大名の 1 類、 うれしき にもつら きに もうかぶ はなみ 

だ、 川な がれの 死人、 

もの、 ふの やた け ご、 ろの ひとす ぢに 

身 を 捨て こそう かぶ 瀨も あれ 

—  HF 七十 1 七 . 


 雙 紙 上 

十九、 おもき 物の しな <^ 

君子 君子 不ぃ m_ 則非レ 威と 云々、 

仁の 道 仁 は を もしと 也、 金、 石、 しう のおん、 

めぐみ ある 主 をお がみての ちの 寧 

神 も ほとけ も 第二 第三 

尤 おもき は 父 ゆの おん、 ためしの かぶとぐ そく， 鍍 

^、古布 子、 年貢 钱、 商人の かひ 道 荷、 下手 謠、 上手の 

くす し、 しめ，.^茶ぅすに鮪のをし、 お つぼねの の， 9 

物、 ぶせ う 物の たち ゐ、 笠の 雪、 

笠 靈吳天 雪、 

1 一十、 かろき もの ゝ しな 

一 、麻 がら、 灯心、 つみ わた、 かみぎ ぬ、 ぬか だはら、 く 

もま ひ、 蝶 とんぼう のとぶ、 さしばの ひばり をせ む 

る、 はづむ 駒、 女の 下知、 まめなる 物の たち ゐ、 上手 

謠、 下 戶 のうけ たる さか づき、 ほ だしな き 桑門、 名 さ 

へ かる 石、 から 船の あし、 ひょうたん、 

瓢簞艇 .？： 气草滋 n 節 II 之 巷？ 

二十 一 、ふかき 物の 品 じな 

一 、物い はぬ 人、 分別^ 人、 硯學の 老僧、 千尋 海、 夏山、 

沼田、 くれな ゐの 色、 雪道、 
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三越 路の 雪の しるしに さほ さして 

ふかき 契， CN ぞ すゑ はみ じかき 

くつろがぬ あら 廳 、古み の 刀、 歌 物語、 詩 聯句の 沙汰、 

觀世 太夫が 女 面、 ふかき 契， 0 に は、 

楊お^: ！麼帝 思、 李 夫人 去漢皇 情、 

ひよくれんり のかたら ひ、 反 魂 香 をた くけ ぶり、 又 在 

原の 紫； 牛 はいと むつまじき 女に たは ぶれて、 

秋の 夜の 千よ を. 一 夜に なぞら へ て 

八 千夜し ねば や あく 時のお らん 

返し、 

秋の 夜の 千夜 を 一 よに なせ. 9 とも 

ことば 殘 h- て 鳥 やなき なん 

又 光源氏、 まだ 屮將 にものし 侍. 0 ける 比、 六條 わたり 

の 御 忍び ありき の 誰 がれに、 ほの <\« みへ し 花の 夕 

が ほの 十 枕、 小 家が ちなる とな. 0 に、 みたま さう しの 

け は ひして、 南無た うらいたう しみろ く 佛と唱 ける、 

遠山ぶ しのこ ゑ を 聞て、 

うば そくが を こ な ふ みちをし るべ にて 

こん 世 も ふかき 契りた え じな 

二十 一 一、 淺 きもの ゝ しなじな 


一 、猿の 智惠、 狩 場の きじの 草が くれ、 女の こ、 ろ、 

いで、 行ば 心 かろし とい ひやせむ 

世の あ， Cs さ ま を 人 はしらねば 

分別な き 人、 かた iss- いふ 人、 ことば 多き 几、 無學の 僧、 

あらみ の 刀、 水 ざう すい、 すいせん 鉢、 ちゃつ、 く. 5 ば 

ち、 一 夜づ まの 香の物、 からな し、 冬 枯の野 山、 ひでり 

の 川瀬、. E の 井、  ♦ 

あさか 山 かげ さへ み ゆる 山の 井の 

あさく は 人 をお も ふ もの か は 

二十 三、 大切 成 物の しなぐ 

一 、なさけ ふかき 主君、 命 を かろんす る 臣下、 しょき 

ゃぅ、てぃゑぃがためし、師^r親子兄^^ 夫婦の 中、 

女 あまたの 中に 一 人の 男子、 智恵ぉ 衆、 普 代の 家 

人、 外樑に て も 男 者、 名物の 道具、 どうお ちの かたな、 

手に あ ふたる むま、 手に あ ふたる 弓、 鹤収 の廳、 鷺収 

の 鶴、 白 茶、 ぶ だう 酒、 早 の 格、 けん ふの 梨、 かたみ 

の 文、 師匠の 印 可、 古今 傳授の 人、 知昔ならぬと.^物 

の 名人 は、 誰も 大切に おも ふべき 也、  - 

一 一十 四、 稀 成 物の しなじな 

一、 むかし 淸見 原の 1K 皇と申 奉.... し は、 夭 武の御 ヤ^ 


也、 大 伴の 王子 に おそ はれ 給 ひ て、 士 口野 山 へま どひお 

ち おはし まし て、 しばらく ひな の 皇居に う つ ろ ひ 給 

ぬ、 八 月 十五： 從 くまな さ に 琴 を 引 給 へ ば、 五 人の 天 

乙女 あまくだ b て、 舞 を まひけ ると 也、 是豐の あかり 

の 五節の 舞の 初と かや、 その 時 御門の 御製に、 

を とめ子が 乙女 さびす もから 玉の 

玉 手に まきて をと めさび す も 

又む かしす るが の國三 保の 松原のう ちに、 宇 土濱と 

ぃふ所ぁ，，^、天人下りて舞かなでし事ぁリ、ぁづまぁ 

そび のす るが 舞の はじめ 也、 

又 昔から はしの 中將 とて、 古來不 双の 美男の 公家. め 

b  、あまさ へ 笛の 卜， 手た.^、 天道に つうじて ぼんてん 

の あるじ、 むこに と. 0 給 はんとの 勅使 あまくだりぬ、 

今の 京 五條 てんしの 宮 これ 也、 節分の：：： あまねく ま 

，フ- ^る. {呂 な. 0. 

いづれ も 天人の あまくだる 事 稀なる ためし ぞ かし、 

君が代 は あまの 羽 ごろ も 稀に きて 

なつ ともつ きぬ 3 石 ほなら なん 

猶も 稀なる は、 もろこし ある 山寺に、 經 する 僧 あ 

b 、一人の 叟 來て聽 聞す •• 僭の いはく、 汝 いづく の も 


尤の雙 紙上 
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の ぞ と 問、 叟答 て 巾 さく、 我 はこれ 此山 下の^に すむ 

龍神な り、 今年 ひで，.^ なりければ、 隙 を 5!^ て 贵き御 法 

を聽聞 するとい ふ 、僧の いはく、 さらば 雨 を ふらして 

民の こ、 ろ を やすめて たべと いふ、 やすき 程の 事な 

れ共、 江湖 を 上帝よ， り 封 じて、 水 を もち ゆる 事 心の ま 

まに ならす とい ふ、 僧の いはく、 此说を もちいても、 

その 行 術 成 てん やと 問、 叟則硯 の 水 をのみ て歸 去、 其 

夕 雷電お びた V しくて、 あかつきに をよ び 大雨し き 

り 也、 夜 明て みれば 雨の ふる 跡 こと 'く 墨の 色 也、 

又 稀なる 事に は、 苟ゃ， 一 君 至 一一 人家 一三 口 坐 席 香し、 薰 

大將に 同じ、 又 稀 成 は 西 王 ゆが そのの 桃と かや、 

三千 年に あるて ふ 桃の ことしより 

花 さく 春に あ ふ ぞうれ しき 

前代未聞 ふしぎなる 事 は 、聖武 天皇 S 后 光明 皇后、 崩 

御の 御 跡 を 帝 ふかく かなしみお はしまして、 ぼんで 

ん にきせい し 奉り 給 へ ば、 ゑむ まわう あはれ みて、 二 

たび 婆 婆へ 送..^ かへ し、 ためし 有と 也、 又签の 岩屋 

の H 藏上人 頓死して、 焰魔 王宮へ ゆき、 地獄 をみ て延 

寫帝 にあ ひ 奉り、 これ も 二た び 蘇生し ける とぞ、 人生 

七十 古來稀 也と いへ 共、 八十 九十 百年に 餘も、 七夕の 
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契， 9 は 年に 一夜の 夢の たいちと かや、 それより もま 

れ なる 契り は、 支 宗又秦 始皇ぃ 后， は 三千 人と かや、 凡 

一年の 日數は 三百 六十 HI なれば、 一夜 づゝの 契りに 

て も、 まれなる 契り ぞ かし、 

あだなり と 名に こそた てれさ くら 花 

年に まれなる 人 もまち けり 

し はきもの 、人 を 振舞 もまれな るべ し、 

1 一十 五、 たのもしき 物の 品 じな 

一 、越 王 勾践 吳國へ とら はれ 給 ひける を、 種々 のちり 

^ -く をめ ぐらし、 終に 吳王を ほろぼし、 會稽の は；. り を 

雪が せ舉る 范蠡、 まの 御前に て かげ ごとの なき 人、， 5 

ちぎなる 知 音、 勇者の 臣下、 名物の 道具 人に 不 持 

たる、 上手の くす し、 代つ ぎの 子の きょうなる、 鎌 倉 

右大臣 實朝 卿の 時、 門の 柱に よみ 人 しらす、 

山 はさけ 侮 は あせなん 世な りと も 

君に 二 ご、 ろ われ あらめ や は 

かさぎ の 城に て 楠が 勅答、 佛祌の 奇瑞、 さ れ ば 観世音 

の 御 歌に、 

た  > たの めしめ ぢが はらの さし も 草 

われ 世の中に あらんかぎり は 


二十 六、 にくき 物の しな <^ 

1 、かたき 一： 肋の 者、 後妻、 ま、 子、 ぬすびと、 鷹に つく 

烏、 物 を かぶる 鼠、 花 を ちらす 鳥、 さいえん をつ いや 

すきり 虫、 書物 を さすし み、 主の 前 を 通に こし を か > 

めぬりよ ぐ わい もの、 口答す る 家人、 すね ごとい ふ 座 

當、 見物の ま へ にせいの 高き 人、 いそぐ にさ はがぬ わ 

たし 守、 付馬 追、 周の かくい、 たうの ろく 山、 野 間のう 

.っみの長田、讒^^^の梶原、さし出者、 役者 付に 違亂云 

藝者、 名人 が ほして 物 を しらざる 人、 は い 、 

蒼蠅々 々嗟 二 爾之爲 irjs 鼓 

1 一十 七、 おしき もの 、しなん \ 

一 、金銀、 命 をお しむ はめ づ らしから や、 盛の 花 を 風 

のちら す はおし、 誰もお しむ は 三月の 盡、 

三月 正當 三十 n:、 風光 別い 我 苦， ー吟 身？ 

共レ君 今夜 不 ヘ貌， 眠、 未， 到 二 曉鐘， 猶是 春、 

おしめ 共 愛の かぎりの け ふの：！； の 

ゆ ふぐれ にさ へ 成に ひる かな 

秋 は 又 名高 月 にめ で、、 

明 は 又 秋の なかば もす ぎぬ ベ し 

こよ ひの 月 のおし きのみ か は 


物の 上手、 名人の 老 はつる もお し、 あかぬ 別の 名殘は 

おし、 

あ ひみての 後の こ 、ろに くらぶれば 

むかし は 物 をお も は ざり け. 9 

火に やけ、 水に おぼれて 名物のう する もお し、 うつく 

しきち ご喝 食の 落髮 はおし、 ゆや 松風のう た ひ を へ 

たの はやす はおし、 かすけ ふま h- の ぐれす ぐる はお 

し、 

1 一十 八、 あきは つ る 物の 品々 

1 、老女の した ふ、 さた 過た る 女の 在 五 中將に まど ひ 

きて 、けさぅじて寺-りけれ^  、 

百と せに 1 とせたら ぬ つくもが み 

われ や こふら し 面影に み ゆ 

南に たかやぶ、 殿 どな. 9、 さい/ \ 用 をい ふち ゐん、 

殿の わかう の わたくし 御用、 借錢 のさい そく 使、 ひで 

h- の 年に さへ 三日と ふれば 雨、 ねす みのある、、 蚊、 

はい、 とま h- きゃくじん、 ふだん さう かう 汁、 たかの 

の 御供、 はね 馬、 へ たの ひょう ほ ゑ、 夜づ めの 舉公、 を 

そきれんがの執筆、楊弓の矢と^^、冬田の傦郡、 

山 田 もる そ うづ の 身 こそ かなし けれ 
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あきは て ぬればと ふ 人 もな し 

かれる 田に おふる ひづ ちの ほに 出ぬ は 

世 をい まさらに あきはて ぬる か 

1 一十 九、 あ をき 物の しな <\ - 

一 、ま づ齊 陽の あしたに は、 門々 にかざる 松 竹 や、 子 

= の 松に ひき そふる.. 七草つ みて、 彌 化に は 誰 見ぬ 岛 

のよ もぎ もち、 あやめに いは ふか ざり 粽、 三 伏の 夏 も 

過 行ば、 け ふ 七夕の 祭と て 、かおの 棄 にかく やまとう 

た、 水 かげ 草 ゃ逮の 葉に、 ぼんに は 鯖 をつ、 みい ひ、 

八朔の は禮. 義 とて、 靑 侍のより 合て、 なをる 座敷の 

靑だ、 み、 靑竹を かく ぬれえんに、 せいひ もうせん 敷， 

ひろげ、 ならび ゐ ぬれば 振舞に、 いだす 膳部 はなに 

なに ぞ、 ろくせ うの ゑの あしうちに、 せいしつの わ 

ん、 あさぎ ごき、 せいじの さらに あゆな ます、 藍よ， 9 

あ をき たて や を かけ 、ホー 円 まめせ うが もりこ ぼし、. iijs: 鷺 

の 汗に あ を ひばり、 靑 じと、 まで やき そ へ て、 靑 鯖の 

すいり、 ぬきな 汁、 あ をな、 靑の. 5、 靑な しゃ、 色々 の 

くわし を 取 出て、 -;: ^井が 靑茶 むくく と、 たて ゝ いだ 

す をのみながら-、 あかし くらせば 程 もな く、 道 陽の： n 

は 菊 酒に、 さ、 の 紫色の 新酒 を ませ、 のめば かんろ も 
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かく やらむ と、 うた ひま ふ こそ 目出度 けれ、 

三十、 きなる 物の 品 じな 

一 、紀貫 之の ながれと や、 きの 黄 門 はわう だんの 病に 

氣が おとろ へ、 粟の ぐご さ へす、 まねば、 き 僧正の す 

ゑ かとよ、 黄 架！^ きごろ もちやく しつ 、 、きたう は隱 

檨有 けれども、 さらに げんきに あ ら ざれば、 木 下の 喜 

齋 とい へ るく すし をよ び、 黄 省、 黄 、； お茶、 大黄、 地 

黄、 ほ.？ つ、 うわう、 黃根、 じ わう、 牛 黃圆、 色々 檨々 あ 

た ふれ ども、 其し るし だに さらにな く、 終に きなるい 

づみ へ おもむき ける こそいた はしけれ、 

三十 一 、あかき 物の しな <^ 

一、 まう そ./^ 赤 事 ゆ そ、 むらさきの、 きもんが く 

に 、妙覺 寺の 一 一王 門、 百萬遍 の 御影堂、 天滿 のか ね の 

を、 赤 づらの 明 王、 天火、 い なづ ま 、 朱す りぼう、 いな 

^殿の 狐^、 1^圈 殿の 犬 子、 山 王の 鳥居、 猿が しり は 

n 具 赤な、 早 川 主；^ の ふんどし、 すわう か 紅梅 か、 ひざ 

や、 ひじ ゆす、 ひぢ りめんに ひどん す、 肥 後 殿の ひつ 

しき、 渡邊 殿の きん， ら やく、 彈 正殿の もちや. 0  、 小 野 

木 殿の かわらば な、 あい 殿の 御 i: 、ゆ ふけいの こし ざ 

し、 朱 ざ や、 朱 具足、 からの かしら、 狸々 皮、 高 雄の も 


みおに だんの 山の きつ、 じ、 けしの 花に けいとうげ、 

御所 姊に ざくろの み、 は. 9 の 木の き. 5 かぶ、 鹽 引の 

きり 口、  のさし み、 い b ゑび、 赤が ひ、 赤が に、 赤 

にしに かざみの あし を かう にもり、 佛じ やうぼう の 

口び る、 ぉ宗 永の ほう さき、 朱屋 のか、 の 口べ に、 茶 

屋 のか \ の 前 だれ、 よしやすの づ きん、 とうきの まく 

ら、 ベ に ざら、 朱わん、 朱お しき、 ちゃっか、 づ すか、 朱 

つぼ、 朱 がら かさ、 王の はな か、 しゅせん じ、 拆は そ、 

のまん なか、 ゑい やまん 中、 (これ は 一 とせ、 じゅらく 

の 城の 時分、 京 はら はべの 小うた 也、) 

三十 二、 しろき 物の しな <^ 

1、 卷 はま づ さく 梅 さくら、 しら 玉 しら ふぢに、 夏 

は 卯 花、 夕が ほの はなの さか..^ や、 こ ひめ 瓜、 秋 は 月 

影、 しら 萩 や、 大 はくの 菊、 露の 玉、 冬 は 初雪、 夕 霜 や、 

稚の 落葉に しらふの 鷹、 

雪し ろ やましろう. け かい 爪 じろ に 

あ をし ろ ほしろ 舌 もしろ 魔 

しら <^ ししら げたる 夜の 月 影に 

ゆき ふみわけて 梅の はなお る 

、深 出の 鷺ゃ、 谷の 鬼、 綾の 小袖に ねり かづき、 法 印 は 

力の 雙 紙  1^ 


かま、 わたぼうし、 加 賀の舉 書 、たかのう ち、 いせおし 

ろい や、 きら、、 石灰 、或 誹諧 の發 句に、 

雪 や 今朝 山 を いれた るし ろ 袋 

三十 三、 くろき 物の しなじな 

一 、黑澤 九 郞兵衞 とい ふ 人、 くらま まう での、 初 とら 

の 一 てん は、 まだ やみの 夜に、 からす 丸 通 をた ち 出 

る、 黑 毛の 駒に くろ くら を かせ、 ら つ この かわの くら 

お ほひ、/、 まの かわの あ をり に、 ちゃの し.^ が ひ、 こ 

くひの きつつ け、 力が わ、 ろ ふ 色ぬ りの あぶみ を かけ 

させて、 かちんの 手づ なよりか けて、 其 身の 出立 もく 

すみた. 9、 はだに はらん や、 ごろ/^ に、 しゅ ちん、 く 

ろけん、 ちゃう、 せ てん、 むり やうの 小袖 かさねき て、 

らしゃの は を， 5 に、 ちゃ まるの は かま、 しゅすの き や 

はんに こんの たび、 黑ざ やまきの 太刀 を はき、 行ば 

程な くく らま 土寸、 黑龍院 に おちつきて、 比 沙門 堂 へ ぞ 

0 . り け る 、護摩堂 を みれ ばす、 けつ、、 不動の かほ は 

くろ 坊が、 にらみけ るよ とうたが はれ、 道に おも 

むけば、 八 漏 や 小 原の くろ 木う り、 所に つきた る くら 

ますみ、 道 もな き ほど 出ければ、 ti;^ 黨郞從 のきぬ 小 

袖、 なべ やみの やうに よごれつ 、、はう/、 京 へ ぞか 

liA 十一 一一 
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へ ，0 ける、 

三十 四、 むらさきの 物の しな <^ 

一、 野の わかむらさき、 三 河の 澤 のかき つばた、 

田 籠の 浦 藤、 つぼす みれ、 むらさきつ ゝじ、 もくれん 

げ、 夏に も なれば 楝 さく、 紫 竹 わか 竹よ の 間に も、 は 

や 秋風の 昔 信て、 小 野の むら 萩 起臥に、 誰ぬ ぎ かけし 

ふぢば かま、 位 山の 菊の はな、 ふるき 詠の ことばに 

も、 

さ きま さ る くら ゐ の 山の きくのはな 

こき むらさきに 色ぞ， フ つろ ふ 

紫の 雲の 林に きて みれば、 紫 衣き た 僧の、 紫棍の 机に 

よ， 0 か、 り、 紫硯の ふた を あけ、 すみす， 0 すまし か ゝ 

れた る、 掛 字の ひょうぐ は 何々 ぞ、 紫 綾の そうのへ 

b. 、紫 地の^の 一 文字、 紫 糸の たくぼく 也、 » 床 わき 

をみ て あれば、 童 一 人 ありけ るが、 紫が のこの 小袖き 

て、 うす 紫の くしお び、 紫た び を はきに け. 9、 紫の ふ 

くさに 茶わんの せ、 御茶 を 細々 はこばる、、 其 名 を い 

かにと 問ければ、 何 ふな .o- とも 脇と こそ は 申された 

KV これ も むらさきのう らな るべき か、 

三十 五、 まつ もの 、品々 


1 、はつ 扉より まつ 物に、 花、 驚、 

あらたまの 年た ちか へ る あしたより 

またる 、物 はう ぐ ひすの こ ゑ 

春 きても つれな き 花の 冬 ごも， 0 

また じと おも へ ば岑 のしら 雲 

ほ と ゝ ぎす を恃 * 

いかに せん 求ぬ 夜 あまたの 郭公 

また じと 思へば むら 雨のお ェ 

人 を 待、 

まつよ ひに： a- 行かね のこ ゑき けば 

あかぬ わかれの 鳥 は 物 か は 

n:: 待、 月 待、 巾 待、 十七^ は 立 待、 十八^ は 居 待、 十九 

はふし 待、 二十 ：11 ねまち、 夏 はす 3- しき 風 を まつ、 秋 

はいな ば も そよ との かりし ほ を まつ、 夂、 \は まだき よ 

り、 門々 に 松 を 立て 春 を まつ、 ますら 男 は、 笛 を 吹 

鹿の よる を まつ、 ふるさと 人 は、 よりかへ る を ま 

ク、 

山上 有， 出 歸不， 得、 浙江暮 雨 鷓鴣 飛、 

態 蕪亦是 王孫 草、 莫&! n 森 香， 入，. 客 衣い 

はたご やに は、 飯 を燒て 往來の 旅人 を 待、 鷹 をう つ 人 


は、 秋の 山に とや をき. 5 てあみ を は hN  、 ゑた か を ふり 

うはの 空と ぶ應を まつ、 氷室 守 は、 三冬の 雪 を 太 谷に 

あつめて 夏 を まつ、 八瀬大 原の すみやき は、 竈 を ふす 

ベて 冬 を まつ、 谷の 杣木は 雨 を まつ、 曲水に な み ゐ る 

歌人 は、 ながれに うが ふ盃を まつ、 柬山西 山の 花 もみ 

おの 比 は、 都人 を まつ、  . 

小 倉 山み ねの もみ ぢ葉 こ、 ろ あらば 

いま ひとたびの 行幸 またなん 

ねす み戶に は、 太鼓 をた ゝ いて 見物の 人 を まつ、 よめ 

入に は 、待 上 藤 を ば 置て こしの 入 を 待つ 、昔 河內の 國 

高 安の 里に 女 ありけ. 9、 大和 人 を 待て、 

君が あた.^ みつ、 お、 らん 伊 駒 山 

雲な かぐし そ 雨 はふる とも 

三十 六、 のぶる 物の 品々 

1 、と をき ま. 0 は、 のべ て 1  顿る、 汁の 昧！. 曰の こき は 、ゆ 

にての ぶる、 そくい ひ は 水に ての ぶる、 大事の 病 も、 

くす， 0 を 以てい のち をのぶ る、 わかな をつ みて は、 賀 

のい は ひ をして 年 をのぶ る、 子 日の 松 を 引て は、 千と 

せ をのぶ る、 わか 水 をく みて は、 老 のし は をのぶ る、 

小釉 をぬ いで は、 は ひめの し は を ひのし を 以ての ぶ 


る， きぬの いと、 い へ ば， わた をのぶ る， もめん をお 

るに は、 くるま を 以てき わた をのぶ る、 雨の ふるに 

は、 たびだつ 事 をのぶ るな..^、 松風の 卷に、 源氏 大井 

の 里 へ おもむき 給 ひし 時、 むらさきのう へ 、又 斧の え 

やぐた し 給 ひけんと 仰ら れし は、 いつも かつらの ゐ 

んょ. 0 御 か へ . ^、のび/ (^なりと おぼし 侍る 成べ し、 

世間 甲子 須臾 事、 逢 二着 仙人， 莫 い 暴、 

志賀寺 の 上人、 御手ば かりとい ふ iis. は、 むか し 京 極の 

みやす 所 を、 上人 こ ひ 給 ひける に、 御 車のう ちょ，？ 御 

手 を 出させ 給 ひければ、 上人 御手 をと， 0 て、 

はつ 春の 初 昔の け ふの 玉 は、 木 

手に とる からに ゆらぐ 玉の を 

文字の つよき 人 は、 もん ごん を 色々 にかき のぶ る、 へ 

たのうた ひ は 、拍子 に はづれ ての ぶる ものな り、^ ふ 

を 見て は、 おもしろさに 氣を のぶる、 さけ をし ゐて 

は、 き や くの 歸 る 事 を のぶる 也、 へ を さして とぢ か わ 

を ひか へ て、 鷹の は をのぶ る 也、 

片 しきに むす ぼらる とも へ を さ、 ん 

こ、 ろ もしらぬ つみの わか， たか 

かけあしの； に は 、手綱 をのぶ る、 風 をう けて は、 と 
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をい の や をの ぶ る、 利錢 をし て は、 か ね を の，^ る、 利 

そく をな して は、 しゃくせんの もと をのぶ る、 百姓の 

未進 をして は、 年貢 を のぶる、 にさ ほ を あ て 、 、 

けんち をして は 知行の 高を延 る、 くす ね をね. c て は、 

弓づ るに のぶ る、 よき もち を はしに させば、 五寸 のぶ 

ると 也、 尺く わくの 身 を 縮める も、. のびん がた め 也、 

謠 のおん ぎょくに も、 かろく よせてうた は い、 其 次 は 

の ベ てうた はんと 心得べ し、， 問のお 年 は、 三十：：： をの 

ぶる 也、 高座のう へに て は、 だんきの ぶる、 花の木の 

もとに は、 酒の むしろ をのぶ る 也、 ねがへ りして は、 

あし をのぶ る 成べ し、 

三十 七、 ふとき 物の 品々 

一 、大 こく 柱、 門柱、 ni^^ 大根、 八幡 牛 房、 花 筒の 竹、 ゆ 

げ いの ほうわう、^ のた けり、 馬の 物、 爲 朝の 弓、 辨鹿 

が 棒、 石 引の 綱ゃ疊 糸、 わろ き 地頭の 納ま マ、 武士の 

心、 天 王 寺の 石 鳥居、 ほていの 腹 や、 こいすね に、 あき 

うどの こ、 ろ は、 大哪の はしらよりも ふとし い へ-り、 

三十 八、 ほそ き 物の しな 

一 、人 まつね やのと もし 火、 さし も かためぬ つまどの 

口、 三 ヶ月の 影、 から 糸 や、 靑柳 糸、 はすの 糸、 さ、 が 
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にの 糸、 ありの こしゃ、 が き の くび、 わじ まそう めん、 

しゅろ の ひげ、 下手の 笛の ね、 霜 がれの むしの ね、 一 

休の かな、 つら ゆきが 歌書、 はたご やの ます、 liK 

の ほそ 江の みほ づ くし、 

五：：：： 雨 はった の ほそ 江の 身 を 籤し 

みえぬ も ふか きしる し 成け. h- 

三十 九、 と をる 物の しな，^ 

一 、何 にても すける 道、 名作の 鏠、 荷の 商人、 むら 

時雨、 すきま の 風、 せこ を やぶりて 通 は 猪、 ^にと を 

る は 子獅、 田樂、 ねん.^ き 岩 をと をす、 

とらと 見て いる やの 石に 立 なれば 

けぷ， 9 は 上へ と をり、 水 は 下 へ と をる、 辨慶 はくわん 

じん 帳を讀 て、 とがし がた ち をと をる、 あだめく 物 は 

前 渡. 0 し てと をる、 かりが ね は峯を 越 て と を る、 たう 

ば. 0 はきぬ 小釉 をと をす、 き， C. は ふ くろ をと をす、 大 

橋 長藏は 三十 三 間 堂 を 二 千 八 百 四十 七 矢 をと をす、 

四十、 か へ る もの 、品々 

1 、 年 立歸る 朝に は、 十代の 松 をい は ひ、 水口 まへ b 

て を 田 か へ す、 ころし も かり はきた にか へ る、 なご.^ 

をした ひて よむ うたに、 


春霞 たつを 見す て 、、ゆく かり は 

はなな きさと にす みやなら へ る 

花 はねに、 鳥 はふる すに か へ る、 山 がら は 籠の 內 にて 

も かへ る、 とかへ る 鷹に もしな <\ 'あ. o、 かたがへ 

. ^、もろ 歸り、 ー 、ろが たが へ 、山が へ b 、こ 山お t りの 

さほ ひめ や、 たが へ る 鷹のお もが へ b、 

はし 鷹のと か へ るみね のし ゐ しばの 

うらじろなる は-霜 や をく らん 

引に 歸るは 荒木の 弓、 ぼんな うの 犬 は 門に 歸る、 虎 は 

子 をお も ひて 千 を歸 る、 すば b 若衆 は ねざめに 歸 

る、 思 ふ 人 を 宿に 置て は 心 いられに 立歸 る、 

たちわ かれいな ばの 山の 峯に おふる 

松と しきけば いま か へ， 0 こむ 

昔 男 あづまへ 行ける に、 伊勢 やお は b の 海づら に、 立 

浪を兑 て、 

いと J 'しく 過に しかたの こ ひしき に 

うらやまし くも か へ る浪 かな 

又 あだ 人の よめ る、 

おも ふその あた，.^ はみ まく ほしければ、 

ゆきて はかへ り 歸.. ^て は ゆく 


朱 買 臣は綿 をき て 故 鄕に歸 る、 秦を 去て 山に かくれ 

し は、 柬 11 公、 綺里季 、夏 黄 公、 お 里 先生、 此四 老人 も 

二た び 帝 郤に歸 る、 行 平 巾納言 はす ま、 又 源氏 は 三と 

せ 立 ぬれば、 石より 歸り給 ふ、 有人 さすらへ て、 文 

月 十四：：： に 配所に てよ め る、 

中々 になき 玉なら ば ふるさとに 

か へらむ 物 をけ ふの 夕暮 

とよみければ、 あはれ にお ぼしめ して、 御 ゆるされ を 

かう ぶ. 5 て 故 鄕へ歸 ける とぞ、 


二 lar<十 七 


—尤の 雙紙下 
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尤の雙 紙 一 


1、 ひく 物の しなじな  一 

一 、小うた にの せて はさみ せん を ひく、 平家に 合て び 一 

わ を 引、 歌 を やして は 琴 を 引、  j 

きりの 木の 琴になる べきた めしに は  一 

す、 きの 山 を ひきわた るかな  一 

都の 牛 は 車 を ひく、 なげ づきん にて お茶 を 引、 膳 を だ 一 

して はさ いしん を ひく、 ひき ざいに ひく、 ま M 引 や 酒 も 一 

過れば 引出物、 ひろ ぶたに のせて 小袖 を 引、 客より 庭-一 

に は SJl* を 引、 あたご 參 b に釉を 引、 神の ま へ に はしめ 一 

を ひく、 沸の ま へ に は 施行 を 引、 珠數 ひく、 木地 ひく、 

ろくろ 引、 木 を 引、 石 ひく、 ふね を ひく、 め を 引、 弓 ひ 

く、 腰 を 引、 くびび き、 つなび き、 なるこ 引、 釣す る あ i 

ま は 糸 を ひく、 かた 出の うらに は 綱 を ひく、  一 

こゝろ ひく かひ こそな けれ あ ふ 事 は  i 

かた V のうら の あみのう けな は  ； 

又仲哀 天皇 異國た いぢの 御た めに、 ゑち せんの 11 つ j 

るが の 律よ..^ 御 ふねに めされけ る 時、 御酒 宴 あ.. ^し， 
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に、 殿上人 かんだちめ 小うた をうた ひ、 御酒 をす、 め 

ける とぞ、 

泰の 野の こまかけ ちらす 中に も 

ゑい さら ゑ い とあみ を ひく 

此小ぅたのー1^.、氣比宮の綠起にみ へ たり、 則 氣比大 明 

神 は仲哀 天皇に て おはします 也、 杣 山人 は 板 を 引、 の 

こぎ， 0 にて はくし を ひく、 かさ を はりて は汕を ひく、 

物見の 場に はまく を ひく、 みすのう ちに は 几帳 を ひ 

く、  ^は 子 B の 松 を ひく、 夏 はの きふく あやめ を 引、 

秋 は 牛 ひ/、、 ほし あ ひの 空、 冬 はさむ さに 風 を 引、 廳 

の、 ともに は 犬 を ひく、 老 たる 人 はて をぞ ひく、 むか 

しの 事 はれい に ひくの み、 

一 一、 さす 物の しなん \ 

一 、出入 日影 は 山に さす、 s: ので じほ は うらに さす、 

わたし 守 はふね にさ ほさす、 ゑ さし は 小鳥 を さす、 ま 

すら を はと もし さす、 もの ゝ ふよ の？" 1. り さす、" たな 

わきざし はこしに さす、 舞の あ ふぎ は 左右へ さす、 さ 

れ ばしゃう がのう たに、 

さす やうで さ、 ぬ は 人 まつよ ひのから きゝ 

さ、 ぬ やうで さす は 又お も ふが 中の さ かづ き 


腫 物 、し やくじ ゆ はは h- を さ す、 血 をと る； Js^ にもより 

を さす、 賤 のめ はたび を さす、 わら 屋を ふくに も 針 を 

さす、 やねの も.^ をば いたで さす、 雨の ふるに はか さ 

を さす、 梅花 をお. e- て はかう ベ にさす、 さくら をお. 5 

て は 花 びんに さす、 と. もし 火の ほそき に は あぶら を 

さす、 魚 鳥の しる へ は さかし ほ を さす、 竹の くしに は 

でんがく を さす、 EI のかす むに はくす を さす、 うた 

ひの ほんに はしゃし を さす、 執筆の^_ -く に はさし あ 

ひ を さす、 柳の えだは つ 、みに さす、 かみに はつげ の 

を^,. -I, ：> を さす、 

蘆の IIHJ- のな だのし ほやき いとまな み 

つげの をぐ し は さ \ すきに け ，9 

三、 物の かしらの 品々 

一 、天神 七 代の 頭は國 とこ だつ の 尊 也、 地祌 五代 之 頭 

は 天 照 太 神、 人 王の 頸 は 神武 天皇、 男女 夫婦の 初 は 伊 

奘諾 尊、 人間の； § は 大王、 女の 頭 はき さき、 公家； g は 

太 政 大臣、 武家の 頭は將 軍、 儒者 頭 は 老子 孔子、 佛法 

頭 は释迦 如來、 歌の 頭 は 素盞烏 尊、 出 雲の 國に いまし 

て 稻田姬 と 御ち ぎり まし./.^ て、 一， 

八 雲た つ いづも や へ がきつ まごめ に 


やへ がきつ くる その やへ がき を 

此ぅ たより 三十 一 字の ことの 葉と はなれり け. 5、 又 

連歌の 初 は 伊奖諾 伊獎册 尊、 はじめて みとの まぐ は 

い ありし 時、 伊奖諾 IT 

あな うれしに へやう まし をと めにあ ひぬ 

とい ひかけ 給に、 伊 奖冊尊 

あな うれしに へ やう まし をと こ にあ ひぬ 

と 付 給 ふ を、 女神 男 神の つぎうた とて、；^ 歌の 初にと 

る 也、 天台の 頭 は 梶井殿 靑蓮院 、眞言の 頭 は 御室 御所 

妙法 院、 山伏の 頭 は 聖護院 若 王 寺、 馬の 頭は齟 昔、 牛 

の 頭 は 牛 頭 天皇、 くす しの； § はてん やくの かみ、 氏の 

頭 は 源平 藤 橘、 兵法の 頭 は 張 良、 一 年の 頭 は 元三、 花 

の 頭 は 梅、 の 頭 は 八 十五 H 、！ -當の 頸は檢 校、 舞 

の 頭 は則大 頭、 ゑち せんの かう わか、 猿 樂の頭 はくわ 

ん^、 こんば る、 こんが う、 ほうしゃう、 鈹の頭 は 色々 

あり、 本の 頭 は 上略 中略 下略、 七つ 頭、 八つ 頭、 二つ 

頭、 三つ 頭、 此外 頭の 數っ くしが たし、 ゑ ぼしの 頭、 あ 

か 頭、 くろ 頭、 地謠 頭、 くみ 頭、 日用 頭、 龍 頭、 魚の 中に 

も かなが しら、 小鳥の 中に も かしら だか、 いわしの 

頭、 いもが しら 、ちいみ がしら、 かさが しら、 さ いづち 
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がしら、 げ ほうが しら、 く， Q の 頭、 すみが しら 、十一 ー與 

干； § は 甲子、 羽 裸 毛 甲の の 事、 鱗の； は 龍、 羽の 

頸 胜 凰、 裸 の^は 人、 毛の 頭 は 麒麟、 S- の 頸 は龜、 或 時 

一 休 和尙の 狂歌に、 

人 は 武士 はしら は ひの 木う を は 鯛 

小袖 はこうば い 花 はみ よし野 

四、 もちいら る 、物の 口 叫々 

一、 主上 關白將 軍、 これ は あがめても なを あきたら 

や、 御朱印、 所 司 代、 mlfer 出頭 人、 勇者の ほまれ 有人、 

ゆうそくの 人、 上手の くす し、 何 にても 一 藝 達者、 夏 

は 扇に 秋 は； =:、 奈良諸 白に 宇治の しろ 茶、 沈香の 中. 

に は 伽羅、 藥の屮 に は 人參、 肴の 中には 鷹の 鳥、 鳥な 

き 里 のか は ほり、 大名の ひとり 子、 まだ も 御座 有よ 1K 

滿の 門跡、 

五、 めぐる もの 、しな - 

一、 二六時中 天 路を めぐる は =n^、 北-おは 其 所に ゐ 

て、 しう せいはめ ぐる、；： a にむ かふて めぐる は あふひ 

の 花、 雲に つれて めぐる は むら 時雨、 ひと b めぐる は 

水ポ、 或： f.! 歌の まへ 句に、 

ぁぢ きな やた いま はしても みん 


付 句戀ゅ へ に 我 身 はやせて み へ の帶 

又 み ど. 0 子の なき かかた みの 風車 

田づ ら をめ ぐる は. E 水、 三界 を めぐる は會 ：. 豕^、 國を 

めぐる は 六十 六部、 大慈大悲の 觀昔 堂に、 三十 三番の 

札 を 打に めぐる は 順禮、 する がの 二 郞淸靈 が もって 

めぐる 廻文、 一.s- 歌に めぐる は 一 順、 座敷 をめ ぐる は 

町 をめ ぐる は番 太郞、 門々 をめ ぐる ははち ひら 

き、 大名 をめ ぐる は 千 少、. H めぐ b する は 山， フ ば、 ま 

はせば めぐる りん ざう、 くむ たびにめ ぐる はろ くろ 

つるべ、 た、 けばめ ぐるぶ せう ごま、 賤の女の まわせ 

ばめ ぐる 糸の わく 車、 三千 仳界を 一 旦に めぐる は 伊 

達 天、 六十 一 一年に ゆるり とめぐる は曆、 ほどなく めぐ 

る はお やの 周忌、 或發 句に、 

めぐ. りきぬ 世のう き 秋の 七 車 

六、 まふ 物の 品々 

一 、くもま ひ、 し、 まひ、 神 子の 舞、 幸 苦、 猿樂、 白拍 

子、 てく いつ、 で この ぼ、 猿 廻、 すみに か  >  むは 鼠 舞、 

雲ゐに まふ は 鶴、 すだ か、 又は 千年の 鶴 も 舞、 .2S に ま 

ふはなすびの木、かきほにまふはかたっ ぶ..^、花前に 

蝶 まふ ふんぷんた. o、 出家の 舞 は 大衆 舞、 孝行に まふ 


は老萊子、^15盛にまふはじゅんのまひ、ひだるきとき 

は 目 もま ひぬ、 

ひだる さに か しら づ 、 み の うち ぬ れ ば 

人 もはや さ ぬ め - .- そま ひけれ 

七、 すぐなる 物の 品々 

1 、麻の 中の よもぎ は、 ためざる にす ぐな，^、 

人も^と もに よる ベ き事ぞ かし 

あさの 中なる よもぎ 見る にも 

なをす ぐなる 物 は、 杉の 立木ノ がは靑 竹、 

色 か へ すた いすぐ なる を こ、 ろ に. て 

竹 はま がれる 枝 だに もな し 

是ヶ- 世の すがたと もがな くれ 竹の 

ぐなる 物の 色 も か はら や 

正直の 二字、 み ど. り 子の 心、 1^ 人心、 治れる 世の 淀、. 

其 身 直 影不， 曲， 其 政 正 民 不,， 邪、 

板 倉の 山 田に つめる いね をみ て 

おさまれる 世の 程 をし る f;^ 

ひだの たくみが うつす みな は、 むよく 代官、 所 司 代の 

ひはん、 さいと， 0 ざ ほ、 や. 0 のえ、 つく， 0 みち、 棕のゅ 

きげ た、 
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八、 まが れ る 物の しな <^ 

一 、三 ケ： =: の 影、 虹の かけはし、 馬の くらぼね、 牛の は 

なづ ら、 ゑび のい b 物、 ざ. 「の は な 、大工 のかね や、 く 

ら のかぎ、 ひ物屋 の 化 事、 なべ のつ る、 . お たが じゃく 

しに、 つむの ほ、 诚の を. >  へ い、 千鳥が け、 九折の 道、 

しゃう がの ゆび、 むかし 天下の 政道たい しからざる 

に、 一 條の 辻に 七つの 宗を 礼に 害て、 立た るら くが き 

あり、 此心 は、 上よ こしまなる によりて、 下 又 ゆがめ 

b とい ふ義、 老人の こし、 

とし ふれば わがくろ かみ もしら 川の 

みつ わぐ むまで 老に ける かな 

九、 や はら かなる 物の 品々 

一 、むくく の 小袖、 わた 子、 公家の 參會、 びくにの 出 

立、 やん ごとな きわ かしゅの 心、 同 女の 心 付 はだ、 老 

人の 交、 けな 物の はなし、 むしの 茶、 ゆた てめ し、 あこ 

だ 瓜、 か うらいだ う ふ、 鬼神の 心 を や はらぐ る は 歌の 

道 也、 

十、 こ はき 物の しな - 

一、 た ふの 手ぬ ぐ ひ、 なまみ もなる かみぎ ぬ、 の.^ の 

つ きすぎ た る せん：；，！ く 物、 狂人 のきた る 座敷、 •f.i" 非 を 
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しらぬ 人、 た、 ります とい ふ 神の まへ、 神な り、 地し 

ん、 山伏の いのり、 くちな は、； g のす むと いふ ふち、 い 

ためが わ、 なまに へなる い， < ^こ、 ゆです ぎた るた こ、 

名 さ へ こ はい ひ、 虎、 狼、 讒者、 古歌に 

世の中 はとら お ふかみ も 何なら す 

人の くち こそな を さがな けれ 

十 一 、まことなる 物の 品々 

一、 君子の 一言、 祌は 正直の かう べに やど.^ 給 ふ、 

こ、 ろ， たにま ことの 道に かな ひなば 

い のらす とて も： p: や ivs も，. らむ 

もゝ をつ き、 ゆび をき. o、 つめ を はがし、 なみだに せ 

き あ へ ぬ は、 しんじち. 5 戀 慕なる ベ し、 こよみに あら 

はす 曰 そく、：：： そく、 四季 てんべ ん、 

い つ はりの. なき 世な りけ り祌無 e; 

たが まことよ h- しぐ れ そめけ む 

生者必滅の 世の 有樣、 除君季 札と いふ 二人の 人 あ. 9、 

あさから ぬち ゐん 也け， り、 或- 1. 季 札が 〈1 を 所望し け 

るに、 やくそくして 他國 へ 使に ゆき、 ほどへ て^りけ 

,5、 さて 除 君 をと へ ば 死た.^ とい ふ、 季札 やがて 除 君 

の 塚の もと へ ゆき、 右 之 やくそく しける けん を 三 つ 
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に おりて 手 向ける と 也、 - れ みな， まごとの みちなる 

べし、 此心を 或 詩に 作れり、 

請 君 早 解 腰間 〈ま、 莫， 掛 n 秋風 菜樹 寒： 

十二、 い つ はる 物の しな <\. - 

一 、むかしよ， 9 いひなら はせ るな かう 人の そら 寧、 は 

ぐら， フ のさた、 ばくち， つち、 ：g:- つるに す あ ひとい？ 5 

物、 あまの ぬれぎぬ、 此 いわれ は、 むかしち くせんの 

國に、 或 入. むすめ 一 人 もちけ るが、 けいぼの 中の たく 

みに は、 あまの ぬれぎぬ を かりとりて、 むすめの あし 

たたち たりけ る、 ふしどに これ をぬ ぎきせ て をく、 あ 

ま 人き たりて 我 衣 を とらせ 洽 ひて 侍る とい ふ、 さも 

あらげ なき あま 衣の、 ひと へ になき 名 をい ひ 付た， 9、 

ち 、是を 聞、 則盜 人の 事 なれば 世の 聞 へ みぐるしと 

て、 むす めをやが て - - ろしけ 、其 後 かのち、 が ゆめ 

にみ へ つ、、 なく 一  首のう たを讀 け， 9、 

ぬき、 する そのたば か. 0 の ぬれ ごろ も 

ながき なみだの なら ひな. 9 け. り 

又 偽の あら はれて はづ かし からん は、 かぐや 姬に送 

b し 玉の えだ、 又もろ こしに、 趙璧 とい ふ 玉は卞 和が 

夜光の 玉 也、 此玉を 秦始皇 より 超 王 へ 、城 十五に かへ 


ん といつ はりて 此玉を とれり、 超 王の 臣下に 藺相如 

とい へる 者、 偽.^ て 又此玉 をと りかへ す、 相如始 王へ 

行て、 かの 玉に きす あり 其 所 を をし へ 申さん とい ふ、 一 

則 玉 を 取 出して 相 如に 見せ 給へば、 玉 をと りて 始王 

の 御 そばへ ちか とより、 始王収 すくめて 我國へ 

送り 給へ とい かりければ、 せんかたなくて 玉 共に を 

くり か へ されけ ると ぞ、 又 使の 人の 偽りし は、 かの 土 

佐 正 尊が そら 起請、 又つ く.. - あしやの 里人 そせ う あ 

りて、 在京 十ケ 年に あまりぬ、 ふる 里 ゆかしくて 文 を 

こま < ^と 書て やる、 其 ふみの 屮 にいろ/^ のきぬ 

小袖 を やる よしかき て、 其 物 はえと ゝ のへす して 文 

ばかり や， 9 けり、 妻女め づ らしく うちな がめ てみ る 

に、 かきたて たる 物 は 一色 もなかり ける に、 はら をば 

たてす して 一 首のう た をよ みけり、 

こ、 ろざし あるかた よ， 0 の いつわ ま 

よの i< ことより うれしい， 9 け， 9 

鳥の 名に もう そ、 刀に さ へ そら ざ や、 誹諧 發 句に、 

あきな ひかた かき そらねの 郭公 

佐々 木 四郞高 綱、 賴 朝より いけすき を 給， 0 し を、 梶原 

とがめし に 偽りて 無事にと をり し 率、 又 宇治川の 先 一 
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陣 にも 佐々 木 偽りし 事、 平家物語 にみ へ た. 5、 

十三、 わら ふ 物の しな - 

一 、左繩 、み、 づ くに 小鳥、 物 狂に 子 共の あつまり、 狂 

言、 上手の はなし、 なまじ ゐの is??. をと りか ゝ りて えし 

といけ ざる 事、 天狗が くさびら に ゑ ひたる、 名に めで 

て わら ひせう の 面、 と， 5 はづ してのお なら、 北 野の 二 

量子、 よろこび 遊の ざしき、 祭に： C たる 壹っ 物、 光源 

氏より 衣 をく ばり 給へ るに、 すゑつ む 花よ， 0 の 歌の 

たび 毎に、 から 衣と い へ る 五 もじば かり 讀給 へ ば、 源 

氏 君 わら ひ 給 ひて、 

から 衣 又から ごろ もから ごろ も . 

か へ す < ^もから 衣 かな 

晋市 一お 逸 法師 、廬山 へ 引 籠り 侍る ける 時、 こけいの 橋 を 

わたりて、 二た び 此橋を 出 まじき との 禁足の 願 を 立 

侍りけ る、 惠遠 法師の したしき 友に、 とう ゑんめ い、 

りくし ゆせいと い へ る 一 一人の 友、 酒 を もたせて かの 

ろざんへ 尋 ゆきけ り、 めづ らしく や 有 けん、：：： 終 かた 

りなぐ さみて、 たが ひに しゐ つし ゐ られつ さけ をく 

みすぐ して、 拆 一 一人 友 か へ りければ、 名殘 をお しみ 侍 

一 り て 送り 出て、 かの 禁足の 願 を ば うち 忘 れて、 はるか 

I  1  一 JB  Hsj 


尤の雙 紙 下 

に 橋 を こし 過し ける に、 二人の 人 さて 禁足 はとい へ 

ば、 おん ほっし 手 をう ちて わら ひ 侍りければ、 一 一人の 

人 も ふしまろびて わら ひけり、 これ を 三 笑のと もと 

ぞい ひった へ 侍りけ る、 

十四、 くす みたる 物の しな <^ 

！ 、不勸 のか ほ、 おやこの 中の 物が たり、 下戸の ざし 

き、 としょり 衆の 參會、 しんの 茶の 手前、 ちゃ. 5 小袖、 

かちんの かみしも、 うれ へ の ざしき、 しぶがきく ふた 

る 口 もと、 仁王の 狂言、 ひょうたんから 駒 はいで ね ど 

も、 身 をまん じて くす む 人 も あ. 9、 

十五、 ものい はぬ 物の 品々 

一、 ふかきち. Q んも、 すこしの ふしに 物い はぬ 事、 世 

のなら ひ 也、 ひとつ はちす のえん とならん と、 一 一世 を 

かねた る いもとせ の 中 も、 ねたむ 心 を をし こめて、 ひ 

た や ご もる 時 も 有、 詩の 言葉 にも、 たうり 物い はす 赛 

幾 慕る と 有、 又い かなれば 漢皇 は、 李 夫人の すがた を 

甘-お 殿の かべ に、 似 給に うつして 明 慕む かひお はし 

まして、 も 2 いはす わら はや 人 をし うさ つす と、 かな 

しみ 給 ひした めし ズ 乂惜正 遍昭、 いまだ 良峯 の宗ト X 

にて 好色なら びな かりければ、 是を帝 心 みん とに や、 
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后の まね をして. E 吹 色の 御衣 を 引か づきて、 御簾の 

う ちに わたらせ 給 を 、宗ぃ 31； 是を けさう じ 奉る、 あへ て 

御 かへ り 事な し、 其 時、  ♦ 

山吹の はないろ 衣ぬ しゃ たれ 

とへ どこた へや くちなし にして 

物い はぬ はま だい はけな き 新枕、 又 光源氏 中 だち の 

しるべに 任て、 よもぎ ふの みやへ よるの みか よ ひ 給 

ひて、 御ち ぎ. り淺 から-;^、 むつまじく 物 をい ひかけ 給 

へ ども、 卸 いらへ し i- ひさ ねば、 

こ 人ろ に はした §  く 水の わき か へ. 9. 

いはで おも ふ ぞい ふに まされる 

いく そた びきみ がし いまに まけぬ らん 

物ない ひそと いはぬ たのみに 

いはぬ を もい ふに まさ ると しりながら 

をし こ めた る はくる しかりけ， 0- 

又 夕霧の 卷 にかき た-りけ る 無 言 太子の 事、 佛說に 曰、 

天竺に 大王 ましく き、 其 太子 十三 年 物い ひ 給 はす、 

父 帝 かなしみ 給て 羅漢に たづね 給へ ば、 羅漢 曰、 或經 

に、 飢だる 烏 蛤 をく は へ て 食 せんとす るに かな はす、 

一 養子 是を みて 曰、 石のう へ におと し 侍らば、 やぶる ベ 


き 物 をと をし へけ る、 からす をし への ごとくた かく 

1^ あが b  、石 上に おとして うち はりこれ を あさ る、 其 

むく ひに よ.^ 惡道 におち ての ち 太于に 生れ 給 ふ、 無 

言 太子 是也、 又 都 粟田口に、 三 しんだ うとい へ る宮ぁ 

.9、 巾 尊 はい は 猿と て 口 を ふたぎ て 有、 わきだち はみ 

猿き か 猿 也、 傳敎 大師の 御作な. 9、 されば 歌に も 

M 事 もみ ざ るい はざる きかざる は 

,2  3" ま とけ -  >  はま さ るな. 0 け h,- 

公 寧 ざた にか、 づ らふ もの、 此ぉ猿 をむ か へ て 我い 

ゑに をき、 對 決の 場 へ 出ければ、 かなら す 其 公事 かち 

に 成よ しい ひった へ 侍りぬ、 

十六、 なのる 物の 品々 . 

一 、三番のから 栩撲 、合戦の 軍兵、 新 參の事 は 申に 及 

ばす、 年頭 八朔 以下の 禮義 にも、 太刀 折紙の 奏者 を以 

て 名のる はつねの なら ひ 也、 むかし 天智 天皇、 筑前國 

^ るか やの^ 听は、 ばう しきら やさ いてんけ づら で、 

九 木 を 以て たてまつる 皇居 なれば とて、 木 丸 殿 L」 中 

泰る、 秋の 田の 露に しほれ、 かやが 軒ば の n: を 御覽じ 

ける ころ なれば、 御用 心 まし - 'て 新 ii を かま へ 、往 

還の 人 をな のらせて と をし 給 ひける、 御門の 御製に 

— 尤.， の— 


も、 

あさ くら や 木の 丸 どのに 我 をれば 

名の. 0 をし つ、 行 はたが 子ぞ 

又 毛 利 千 句に、 

つらき わかれと 引と めし 釉  昌叱 

名のらす ば 誰か は 又もと がめ まし  同 

みちの ゆく 衞は あすか ゐの やど  紹巴 

此句は 花の えんの まきに、 御遊び すぎて 光源氏 月 に 

うかれて、 こうき 殿の 三の rns 口に 何となくた.^ すみ 

おはしけ るに、 おぼろ e: 夜に しく 物 はなしと、 うちす 

して出給ふを、源氏の君ゃをら立ょりて、御釉をひ^5 

へ 名の. 0 し 給 へ、 いかで かきこ ゆべき、 かくて はお も 

ひやみ なんと はお ぼされ じと、 引と め 給 ひて 御ち ぎ 

,0 あさから す、 あ ふぎ をと， 9 か はして わかれ 給 ひし 

面影 也、 又み ち. の 行 ゑの 句 は、 さ 衣の 大將 あすか ゐの 

君、 うづ まさに こもり 給 へ るに、 仁 和 寺の いぎし とい 

へ る 法師、 めのと、 心 あはせ てぬ すみ 行 を、 大將 一 一條 

へんにて みつけ 給 ひて とがめ 給へ る を、 君 をば 車に 

置て にげけ る を 御らん じて、 いづかた へ ゆく 人ぞ名 

の..^ 給 へ 、をく， 9 とづ けんとの 給 へ ば、 一 一條 ほりかわ 
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蚊遣燒 へんへ と あ.， > し 也、 さて 其 ま、 契 b 給 ひて 御 

懷娘 あ. 0 し を、 又め のとつ くしに 任に くだる、 大將殿 

の 家禮道 成と いひ 合て つくしへ 下る を、 虫 明の 迫 門 

にて 船よ， 0 身 を なげ 給 へる に、 長 門守歸 京の 船中 へ 

おちし を つれて 都への ぼ. o、 とき はの 里に て 御たん 

じ やう あ b け. り、 さ 衣の 御む すめ、 あすか 井に やど. 0 

はの ことばよ， o、 あすか 井の 君と は 申と かや、 

郭公の 名乘 とよみた る 歌、  藤 原爲忠 

まちかねて くらぶの 山の たそがれに 

ほのかに 名のる ほと、 ぎす 哉 

元方 ■ 

たち か へりた がと へば かも ほと いぎす 

をのが 名 をのみ なのるな るら む 

光俊 朝臣 

山風の ふ はの せき も h-LO はね ども 

こ 、ろと 名の る ほと、 ぎす かな 

前 參議親 澄 卿 

朝 くら やと はぬ に 名のる 子規 

木の 丸 どの 、名に たてしと や 

ある 發 に、 
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郭公 名のる は ふじのた かね 哉 

十七、 かしましき 物の 品々 

一 、女の あつま..^ てち や 物が たり、 手 を うちすぎ たる 

ついみ たいこ、 かぢ屋 のとな り、 やくわん や、 あぶら 

しめぎ の をと、 からうすの をと、 石う す ひく をと、 車 

のと ろく をと、 かみな. 0 の をと、 百姓の 尾ね ふく、 

まつ b の 場、 谷川、 あらいそ、 て つぼう のまと、 いぬ の 

ほふる こ ゑ、 あ ふ 夜の 鳥、 わかれの かね、 轡虫、 • 

をと に きくく らまの 山の くつ わむ し 

しばし ひか へ て 法の こ ゑき け 

十七、 しゅしゃう 成 物の 品々 

一 、御 八講の 儀式、 老僧の 談義、 稱名 のこ ゑ、 

坐 歌遙開 孤雲 上、 衆來迎 落日 前、 

とな ふれば 佛も われ もなか. 9 けり 

南無 阿 彌陀佛 のこ ゑば か.^ して 

高野山つ ねのと もし 火、 しきみ のた く 香、 ごま だう の 

けぶり 、紫お. A たなびき 花の ふる 穴 H  、うたの 講師、 行幸 

の 管紘、 むかし 安養の 尼、 伊勢 へ まう で 、舯前 を ふし 

おがみて よめる、 

何事の お はします と はしらね ども 


かたじけな さに なみだ こぼる、 

十九、 めづ らしき 物の 品々 

一 、いくとし 越ても 元三の 儀式、 鶯の 初音、 子規 一 聲、 

きく たびにめ づ らしければ 郭公 

い つも 初 昔の こゝち こそ すれ 

ゆき やらで 山お くらし つ ほと ゝ ぎす 

<^「ひとこゑのきかまほしさ に 

宇治より くばる かぎち や、 すだ か、 あがけ、 とやお、 し 

ろ ふが はり、 十三 尾、 いちにて しかへ たる 駒、 いこく 

人、 い つみても わかしゅの ふみ、 新枕、 ぅゐ 子、 まれの 

ゆかりに あ ふ、 きゝ をよ びた るげ いの ふ、 時なら ぬ 

雪、 

とき しらぬ 山 は ふじのね い つと て か 

かのこ まだらに 雪の ふるら む 

玄宗 皇帝 、楊 5:3；  1^ 寵愛の あまりに 、內裏 の そのに 瓜 を 

つくらせ、 二 月 の 比 もちいられ しもめ づら しきた め 

し 也、 

內園分 ニ得溫 湯水？ 1 一 ：=： 中旬 巳 進， 瓜、 

又め づ らしき は、 橘 諸兄 卿と こよの 國 よりたち ばな 

をと りて か へ りし 事、 


たち 花 は 身 さへ 花 さへ その 葉 さ へ  一 

霜 は をく とも ましとき はの 木 

二十、 おもしろき 物の 品々  一 

一 、神代の むかし、 日 神 天岩戶 にたて こもり 給 ひし か 一 

ば、 とこやみの 世と なりぬ、 八 百 萬 神、 岩 のまへ に 一 

て かぐら をそう し 給 へ ば、 其 時す こし 戶を ひらき 铪ー 

ぬれば、 人のお もてし ろ，^ とみ へ 侍りければ、 H 神; 

の 御 こ ゑに てお もしろ やとの 給 ひしょ， 9、 おもしろ 

き 事 を 面白と は 申と かや、 ==： 花の おもしろき 事い へ 一 

ば さら 也、 上手の 能 付 諸藝、 初雪 の 朝 數奇、 付 廻す み、 一 

廻ば な.、 夏 は 川せ うよう、 秋 はもみ ぢの 木の もとに、 

車 をと いめて すぎが て 也、  一 

停 レ車坐 愛 楓林 晚、 霜 葉 紅 二 於 二月 花 T  . 

. 冬 はたく ひの まに て、 いり 物な どして、 手づ から、. み； 

づ から、 しゃくし をと り 、さながら こた つに より ふし； 

て、 まくら を そば だて、 簾 を まけば、 香爐峯 雪な ど. 

ちす し、 こ ゝろぁ ひのと もと 物語りす る もお もしろ 一 

し、 あ ひて によりて、 ごしゃう ぎ もお もしろ し、 鵜 

そのほか 一 さいの せっしゃ うは、 なをお もしろ し、 tli 一 

學 のかう しゃく もお もしろ し、 ぉもふゃぅに作^！をー 
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する もお もしろ し、 あし 毛 馬 はかし らもし ろしお も 

しろし、 

一 一十 ！ 、まよ ふ 物の しな <^ 

一 、人のお や は 子 ゆへ に まよ ふ、 古歌に、 

人のお やの こ、 ろ はやみに あらね 共 

子 をお も ふみち に まよ ひぬ る 哉 

れんぼの 逍、 よくの み も、 夜み ち、 雪み ち、 ひろ 野の み 

ち、 おくな を ふかき 太 山の みち、 しの ゝ めの 川ぎ り ふ 

か きふね のみち、 心き たなき さと， 0 のみち、 めくらの 

杖う しな ひしみち、 されば さとりの まへの 是非 は、 せ 

一 ひ 共に 是也、 迷の まへの 是非 は、 是非共に 非 也、 • 

1 一十一 一、 あだなる 物の 品々 

1 、^s? は、 によむ けん ほう やう、 によろ やくに よて 

ん、 くわいら いはう とう、 

ゆめの 世に まぼろしの 身の むまれ きて 

なに をう っゝ とさ だむべき か は 

風の ま へ の 灯、 日 かげまつ まの 朝が ほ、 飛 花 落葉、 

世の 巾 はいちの か b やの た  > しばし 

ひと. 9 のこらぬ ゆ ふぐれ の 空 

むかし あだ くらべ せし おとこ おんなの 歌、 
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きの 子 を十づ 、と を はかさぬ とも 

おも はぬ 人 を 思 ふ もの か は 

とい へ . ^ければ、 

朝露 は さへの- て も あり ぬべ し 

たれ？ i 此世 をた のみ はつ べき 

又お とこ 返し、 

吹. 風-卜 こぞの さくら はちら すと も 

あなたの みがた 人の ころ、 は 

又 女 かへ し、 

行水に かすかく よりも はかなき は 

おも はぬ 人 をお も ふな けり. 

又お とこ、 

ゆく 水と すぐる よは ひとち る 花と 

いづれ までて ふことの なから む 

一- エー 一、 のぼる もの \ 品々 

一、 赛は あがため し、 秋 はっか さめし、 いなかよりの 

調 物、 龍 門の 鯉、 衣川の 娃、 古歌に、 

きの ふたち け ふきて 見れば 衣川 

- すその ほころびさけ のぼる 也 

又 候 哉 こす ゑの 花 を 手 折 人、 春の 野の ひばり、 秋の 木 


のみ を もとむ る さる、 だんぎの 高座， 二階 座敷、 心づ 

くしの 玉 か づ ら、 かづ ら き、 高 間、 大峯を わけ /\ て 

入 山ぶ し、 淺間 まう で、.！： S 士ま うで、 めでたく のぼる 

はくら ゐ山、 

. すべらぎ の 位の 山の 小 松 ばら 

ことし や 千代の はじめ 成らん 

くら？ Q 出 はな を まつ こそ 久し けれ 

はるの 都に としは へ しかば 

こむら さ きたなび く 雲 を しるべ にて 

くら ゐの 山の みね を たづ ねん 

1 一十 四、 くだる 物の 品々 

一 、あづまへ くだる は-ぬの 上、 つくし へ くだる はふね 

のうへ、 峯の つま 木 やさ わらび を、 と..^ てくだる は 谷 

の 庵、 五月雨の 雲 はこり しきて、 ふもとに くだる 時 も 

あり、 秋の 梁 瀬の 鮎うな ぎ は、 ひとむら 雨のに ごり 水 

にさ そ はれ 下る 時し も 有、 笛 琴の 音に せう じつ 、、天 

人く だ. 0 しためし も あり、 雲路を 渡る かりがねの、 平 

沙に 下る 比 も あ り、 谷に き. 0 を，、 宮柱、 水の ながれに 

うき しづみ、 ひかね どく だる 事 も 有、 巴 豆 大黄 や、 亲 

キ子は いづれ も 下る 藥ぞ かし、 

SI 雙.^ T  ^  I 


二十 五、 とぶ 物の しなぐ 

一 、もろこし 秦始皇 をた ばか. 5、 けいか しん ふやう と 

いふ 者、 えんの さ しづ 井 はん ゑき がかう ベ おもちて、 

二人 參內 して 始皇 へち かづき 奉りて、 御門 をいだ き 

とりす でに さしころし 奉らん とせし 處に、 く はや， フ 

ふ じんと 申 后の、 琴の 昔に 聞 とれて、 すこし ゆだん を 

せし 返に、 みかど 御衣の 釉を 引きつ て、 七 尺の 屛風を 

とび 越 給 ひて 御つ、 が もまし まさぬ 也、 又 我 朝 だん 

のうら の 船 軍に、 能 登 守 敎經、 源氏の 大將 よしつ ね を 

めに かけ、 しきりにた、 かひす でに あやうくみ へし 

處に、 よしつ ねかな はじと やお ぼし けん、 三 丈ば かり 

も 隔てた る 兵船に とびうつ b 給 ひけ. o、 敎經 ちから 

なく、 いま はかくよ とお も ひ き り 、安藝 太 郞次郞 とい 

へ る 兄弟の 物 を、 兩 のわきに さしば さみて 海 へ とび 

い， 0 侍. 0 ぬ、 又 紀州熊 野の 權現 は、 御す いでんの 御な 

げきに、 をと なし 里に 飛 給 ふ . 跡より ち げん ひお.. >  と 

びきた. o、llji の 宫とぞ 申 也、 又つ くしへ 营相丞 のさす 

らへ おはせ し 時、 御 別 をした ひて 飛 梅、 御 跡より やが 

て 老松と い へり、 ぬけて とぶ は逮 のみ、 とんで ひに 入 

はなつ むし、 あ ふみ 竹 生 島の は 岩と び、 あ ふみ 井島の 
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さほと び はしりと び、 一 そくと ひ 目に もみへ やと 

ぶ はの み、 目に み へ てと ぶ は 人 玉、 

たま はみ つ ぬし はたれ 共 しらね 共 

むすび ぞ とむ るした か へ の つま 

又とぶ とりのう たに、 

くれぬ め ひねぐ らもと めて とぶ 鳥の 

ぁすかの寺のぃ，.^ぁひのかね 

又ぁか.^>しゃぅじとぃ ふ題に て、 

いにしへ のい ぬきが かひし すいめ の 子 

とひ あ 力， 9 しゃう しとお も ひき 

1 一十 六、 あぶなき 物の しな，^ 

1、 いけの はたの わら はべ、 祌 なり 、おしん、 お ほか 

せ、 あらなみに のる 船、 くせ； の 一 さん、 -fer のうへの 

ゐ寢、 丸木の 一橋、 かた そばの 細み ち、 こい ゑに お ほ 

びた く、 少人 のげ いの ふ、 老人の かろ わざ、 くひく 

も ふぐ 汁、 めづ らしき 草 びら のれう り、 かりそめに 

も 傷 塞の 祸、 瑰を もて-ながら もくじの さた、 しう のか 

げ ごと、 虎のお を ふみ、 わにの 口 をの がれ、 うす 氷の 

う へ を ふむ、 それよりも あぶなき は 人の 妻 をぬ すむ、 

さなき だに おもきが うへ のさよ 衣 


 I 三百  ■ 

我 つまなら ぬ つ まなか さ ね そ 

一 一十 七、 おさる、 物の しな <^ 

1 、 ひ はもと より 理 にお さる、 理は 法度に おさる、、 

法度 も 時の けんに おさる、 けん は 天道に おさる ゝ、 む 

かし 熊 野のお く 十 律 川の 里に か トノ人 あり、 或 時 かり 

に 出け るに ふしぎの 事 ありて、 くちな わの きじ をと 

てぶ ぐし けり 、又 其く ちな わ を、 し 、 の きた りて ぶ 

くす、 かり 人 これ をみ て、 ゆみと や をつ が ひ はなたん 

としけ る が 、まてし ばし、 此し 、を ころさ ん事は い と 

やすし われ を 又い かなる 物 かかく ころさん と、 しあ 

ん して わが 屋 にかへ らんと す、 其 山の ふもとに てよ 

きふん ベ つ 哉、 てう へ fciz お さる 、物 を- ,-、 大木の 

う へ よりい ひけり、 もしし、 を- J ろ さば、 なん ぢを又 

けころ さんと、 てんぐい へ ると 也、 それよ， £>此 かり 

獵を やめて、 し § ぎ やう じ やとな りぬ、 十、 ま 川のお く 

旃陁羅 法師 是也、 椎喬の 御 位 は i 仁に おさる、 六き う 

の 顔色 は 楊贵紀 にお さる、 祇 王は佛 にお さる、 女の は 

らは 男に お さ る、 せん ベ い はけの 筒に お さ る、 うどん 

はめん ぼうに おさる、 そ/、 いひ は へ ら にお さる 、腫物 

はすぐ すりに おさる、 外 樣者は 出頭 人に おさる、 -ー さ 


いの 藝のふ は 上手に おさる、 i 賤鮮 集の 見物 は 人に 

おさ る、 千 石 萬 石つ む ふね もろに おさる ゝ， 

1 一十 八、 とらる 、物の 品々 

一、 鳥 は 鷹に とらる、 又 犬 ぼね おって 鳴に とらる、、 

鼠 はね こに とらる、 狸 はい ぬに とらる、 笛に よる 鹿 は 

獵師に とらる、 年-一 貝 は 地： § に とらる、 百姓の 子 は 人質 

にと らる、 首 ま 男 に とらる、、 笠 は© に とらる， く 

ろ ふね はいぎ りす に とらる、 商人の か ら荷は 山 だ ち 

に とらる 、- の 血 ははく らく にと， らる、 早 ifH は 五 n: 男 

女に とらる、 藥 f は #;JP- に とらる、 提子 はしゃく にと 

らる、 わら は ベ の 川 水 あびて は龜に とらる、 かっせん 

に まけて はくに を とらる、 ごだち にび じん あれば お 

と- J をと" ら る 、 ばくちに ュ まけ て は，.？： K 々ザ」 とらる、 10.- くび 

やうの：！： にても かたき はとる とい へり、 

1 一十 九、 あら は る 、物の しな <^ 

一 、下 燕の わ か^は 雪 間に あら はる、、 紅 は 園 生に う 

へ て も かくれな し、 

み 山 木の その こす ゑと もみ へ ざり し 

さくら は 花に あら i^,^ にけ ，9 

M にます 一 科 も， 

尤の雙 欲！.^ 


西の 海 あ をき か はらの 浪 間より 

あら はれ いでし すみよし の 神 

かのへ さるの 夜の 盗人 はかなら す あら はる ゝ也、 粉 

骨 細身 に 心 をく だ きて、 何事 も 精 を 入ば 終 に は あら 

はれす とい ふ 事な し、 是則 陰徳 陽報なる ベ し、 

め ^ゆたら： 福 地の そのに Iti まきて 

あらん かなら すう ゐの郤 に 

しのぶる 中 も 終に は あら はる、 也、 業； 牛 ニ條の 后へ 

かよ ひ 侍りけ る も 低に かくれな し、 光源氏 か 3- やく 

曰の みやと きこ へし- B つぼへ、 御 心のお し 事 も 終に 

はかくれ なし、 又 柏木 衞門督 女 三の 宮へ 契りし isT 又 

句 ふ 兵 部 卿の 宮 うき 船の 君に 忍びて 契りお はせ し 宇 

治の 里に て、 

とし ふと も か はらん 物 かたちば なの 

小鳥 がさ きにちぎ る こ、 ろ は 

かへ し、 

立 花の 小島 は 色 も か はら じ を 

このうき ふねに よるべ しられぬ 

みなこれ っゐ にあら はれぬ め， 9、 

伊勢のう みあ こぎが 浦に 引 あみ も 

看 一 
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たびかさなれば あら はれに け. 9 

服 衣 を 墨に 染る にも、 うすく こくそめ わけて、 その ゆ 

か h のと をき ちかき を, めら はす 也、 此、 じ を ふるき 

歌に、 

おも ひに 何のい ろ. を わくら む 

うすく こくそむ る もお なじ 藤 衣 

罪人の つみとが の輕 m- は、 おやう はりの 鏡のお もて 

に あら はる 、實^ が びん ひげ を 墨 に そめし は、 池 水 に 

てあらいて あら はる、 又 あらいて あら はれし は、 むか 

し大 やけに 御 歌合の 有け るに、 水 逢の 草と いふ 題に 

て をの よめり、 

まかなく に 何 をた ねとて うき 草の 

なみのう ね/^ おひ しげ るら む 

と 小町が よみて、 宵に ことに 合て たか < ^とすし け 

る を、 大 伴の 黑 主が 立 開て、 此 うた を 萬 葉 集の 中へ か 

きく わ へ て、 翌： U 御 歌合の 時、 是は 古歌な. >  と黑 主が 

いひければ、 小町 かほうち あかめて はづ かしく おも 

ひ、 いづれ の 集に あ. りけ るぞと 問ければ、 件の 書た る 

を さ し 出す 、 小 町是 をみ て 文字 のす みつき あやしく 

れば、 御， 前に てあらいて みん とい ふ、 さらばと て は 


 三百 二  

んざ うに 水 を 入て 出した. 0 ければ、 小町 則 さう し を 

あらいて みれば、 新 筆の すみ はおち て 古筆の もじ は 

殘れ り、 黑主 がいかば かりうた はか、 で、 はおお かく 

なる ベ し、 さけ をのめば いろに あら はる、 人に ほ るれ 

r めもとに てあらよ る、 

しのぶれ どい ろに 出に け.^ わが こ ひ は 

物 や おも ふ と 人の とふまで 

狐のば けたる ははな を ふす ベ てあら はる、 きじ うづ 

らの床 は 犬 を かけて あら はす、 無學僧 はも じ ざうた 

んに てあら はる、 物の け はげん ざの いのりに てあら 

はる、 地 神 四 代 ほ、 でみ の 尊 は、 たつの 都へ おはし ま 

して、 とよ 玉 ひめと 契， 0 給 ひ、 うの はふき あはせ すの 

み - J と をう み 給 ふ、 とよ 玉 ひめ 常に こ そうつ くしく 

もつ く. 0 なせ、 りん ざん のいた みに 她身 のす がた あ 

ら はれければ、 はづ かしく や あり けん、^ ま、 海中 へ 

い..^ て 二た び まみへ すと 也、 又 紀州道 成 寺の つきが 

ね をば おろして、 山伏 を かくしけ る も 終に あら はれ 

ぬめ b 、いま さるが くの 能に して、 あれみ よ 顿體は あ 

ら はれたり とうた ふ 也、 

三十、 あらき 物の しな - 
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してのお なら は 誰も はづ かし、 僞の顯 もはづ かし、 

な き 名 こそ 人に はい ひて かくさ まし 

こ \ ろのと は > い かいこた へむ 

すいき やうし ける もの は、 ゑ ひさめて はづ かし、 いと 

けなき 時、 おやの いさめ をき かで、 い たづら にお ひた 

ちぬる は、 老 てはづ かし、 や ごとな き 人の 御中へ、 

おとろ へ たる もの、、 み ざ ほに いろ も か はらぬ、 あか 

つ きたる き なれ 衣 を ちゃくして 出る は いと はづ か 

し、 夕霧の 君と 雲ゐ のか hs、 いとけ なくお はせ し 比、 

御おば の大 みやの もとに 二人 まし/^ ける が、 たが 

ひに さくし. 0 およ すげ て、 いっとな くまろ ひ あ ひ 給 

ひける を、 めのと 夕： 霧 を 六 位すく せとい ひお としめ 

し；； りし かば、 おさな 心に もい かに はづ かしく や 思 

ひ 給 けん、 

あげまき やひろ ばか. 9 へだて、 ねし かど も 

, J ろび あ ひに ける まろ び あ ひに ける 

もろこしに 王 とい へ る もの ゝ處 へ 、 客の 來り ける 

に、 めづ らしき 初 瓜 を 出した るに、 客 しづ 心なく 瓜の 

かわ を あつく むきて 食し 侍りぬ、 さて その かわ を 地 

にす てけれ^、 王 ISi き やぐの 目 を 忍びて、 此 かわ をと 


1  ,  三百 四 — , 

.0 てく う、 客 これ をみ てはづ かしく おも ひけ-ると ぞ、 

昔つ の國難 波の 里に、 いと むつまじき 夫婦の もの あ 

,9、 かくて あさゆ ふの けぶり 絕々 に、 おとろ へ はてん 

より はとて、 一 一人が 中 を 引 わかれて 出に けり、 程經て 

女、 身 をと みて ふるさと へ 歸.. > き にければ、 男た い 一 

めみ て、 をのが すがたの びろうなる を、 いと はづ かし 

くやお も ひけん、 む ばらから たちの 中へ はいか くれ 

： けり、 

あしから じょから じと てぞ わかれに き 

いと V 難 波の うら はすみ うき 

もろこしに ちんかう とい ふ 者、 みん きはくと いふ も 

の あり、 則と なり 也、 民紀 伯よ る ひそかに 陳 一京が 地 を 

ぬすみて かき を ひろげて わがお になす、 陳 sio^ 是 をみ 

て、 民紀 伯が 見 ざ. 5 しまに、 わが 地 を 一 丈 計 入て 伯に 

あた へければ、 大きに はづ かしく おも ひける とぞ、 其 

國の大 守 掘府君 これ を 聞て 「陳景 がぎ をかん じて、 そ 

の m の 名 を あらためて 義 里と 名 付 侍りぬ、 お 城の よ 

るの 契りと い ふ 事、 えんのうば そく、 久米路 橋 を わた 

し 給 ひし 時、 かづ ら ぎの 祌、 みめ わろ くまし/,^ てけ 

れば、 よるの み 出て 岩梳を かけ 待. 9 ぬ、 ひる はは づか 


しくて まみ へ 給 はす、 

いわ はしの よるの ちぎり もた へぬべし 

あくる わびしき かづら ぎの 神 

名 はは づ かしの もり、 

い ゑの 風 ふかぬ 物 ゆへ はづ かしの 

も. 0 のことの 葉ち らし はてぬ る 

三十 四、 みぐるしき 物の 品々 

一、 まづ しう してへ つらう 人、 ひいきの もの、 けが、 

おちこぼれ たる やかた、 さむさう にして す、 ばな た 

らす 人、 ひげに いひつ ぶの つきた る、 おなじく 爪の さ 

ね、 島 # 毛の ながき、 かたな わきざしの さやの はげた 

る、 ばう すの かみの ながき、 ざた うのそう めんく う、 

出家の 女房と ものがた りする もみぐ るし、 

三十 五、 きび の よき 物の しな <^ 

一 、おやの かたき を うちた る、 すま ふに かちて なの 

る、 とり かひて 歸る應 野、 ひつば りて ゆく 地道の- 

たち ふろへ 入た る もき び はよ し、 ためし ものに だう 

のおち たる 刀、 こい ちゃのみ たる 口中、 臺 所の 末那板 

の 音、 ひも じなる 時く うめし、 あっき じぶん 水 あびた 

る、 又 旅の 門出に 天氣 のよ き、 じゅん 風に ほ を あげた 

尤の雙 紙 下 


る 船、 新宅 へ うつ る、 よき ゆめみた る もき び はよ 

き 也、 

三十 六、 つよき 物の しな ^.^ 

一、 項 羽 威 を ふる ひ 給へば、. E をぬ く カ^と 云、 はん 

くわいい かれば、 髮 B- の はち を つらぬく、 又 鋭 西の 八 

郞爲 朝の 弓 力 は、 八 丈 にて おきなる 船腹 をい わ. 0 

て、 兵船 ！ 艘 しづ めり、 又 能 登 守 敎經の 弓 勢 は、 大國 

まで も かくれな し、 鬼に は， m 神が つか ふ ると^ や、 義 

經の ひざもと さらす、 むさし 坊辨麼 、又 和 田 軍に もん 

を をし やぶりし は^::: お ま； 1 秀、 かれに まされる 曾 我 

五郞 時宗、 又 かれ を くみふせし は 御所の 五郎丸、 また 

のが ちからわざ、 さなだの 與 市が 乘 たるむ ま、 js^ を ひ 

く 牛の 力、 木 曾 殿の 巴が うで さき、 由 井の 濱 にて 人つ 

ぶてう ちた る 2m 山 六郞、 いのち もしらぬ かやの 木ば 

しら、 へ いさくに つよき はく， 9 の 木ば しら、 ぬれえん 

を か、 ば わらびな わ、 しなの \ しろ そ、 たんごつ む 

ぎ、 かわつ いら、 しつくい、 はんだ、 むぎうる し、 まむ 

しのし やうね、 うなぎの せい、 かやせ とい へ ばかけ も 

どる、 ゐの し、 などに しくよ なし、 

三十 七、 まるき^の しなじな 


三百 五 
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一 、口輪、 n:: 輪、 車輪、 九輪、 禪 家に は 一 圓 そう、 天台に 

は圓顿 者、 うちわに そふる けさの くわん、 祌には 茅 

輪、 丸 四 天、 童女の ひたい、 かいみの 餅、 ゑん ざ や、 ま 

h- に、 さか すきや、 さて は屮 よき 一 もんの まじ は. 9、 

まろくても なを まろ かれ やわが こ \ ろ 

かどのあるに は 物の さはる に 

丸 はたからの 玉ぞ かし、 干 珠滿珠 の 二の 玉、 卞和夜 

光の 玉、 面向不背の 玉、 貝 玉、 牛 玉、 鐵砲 玉、 露 玉、 あら 

れ のしら 玉、 おも ひの 玉、 眞 如の 玉 や、 衣 玉、 大 こくの 

もつ は 如意 寶珠、 子 共の もつ はぎち やうの 玉、 ざた う 

の もたぬ はまな こ 玉、 女の もたぬ はへの こ 玉 也、 

三十 八、 にたる 物の 品々 

一 、弟子 は 師匠に にた h- 、弟 は 兄に にた b  、係 、かくの 

ごとく 書て、 おもかげ とよむ も かやう の 心 か、 子 はお 

やにに たる 事め づ らしから や、 

子 は おやに にるな る 物と おも はれて 

こ ひしき 時 はか いみ をぞ みる 

物 まね をよ/、 にせて、 さいわい にな h- たるた めしに 

は、 かの もろこしの 燕 丹、 又 孟嘗君 秦都を 去て 歸國 を 

いそぎけ るに、 谷の 關に おちき たる、 あとより てき 
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ちかづきけ るに、 此關 法に て 曉鶸嗚 を 聞て せきの 戶 

を ひらく、 夜 ふかければ ひらか や、 いかが せんと ゎづ 

らふ 處に、 下座の 者に よく 雞 のこ ゑ をに する もの あ 

り、 かれに 一 こ ゑと きをつ くらせし かば、 關の雞 みな 

なきけ る、 關守 戶 を ひらきて と をし ける と； て、 此 を 

夜 を こめて 鳥の. S ね はは かると も 

よに あ ふさ かの 關は ゆるさ じ 

或 i^;! 歌に、 

いれん いれ じの 戶ざ しくる しも 

その 人と まなびな したる 聲 はして 

此句 はう き 船の まきに、 薰大將 のうき 舟の 君 を、 宇治 

の 里に か く 3 をき 給 ひし を、 に ほふ 兵 部 卿の 宮 ほの 

き、 給 ひ、 薰は 禁中^と のみの 隙に、 內記 とい へ る も 

のに あな ひさせて、 かの 字ュ S の 里へ 、さ 夜 ふけが たに 

宫 おはしましたり、 そう E1 より はえ 入 給 はで、 かき を 

やぶりて しのび 入、 しんでんの もやの 軒お かくた ど 

りよ， 0 て、 いよす のか、 れる 隙より 內を のぞき 給へ 

ば、 よ ひに はおりぬ ふわ ざして、 をのが じ、 みなお ふ 

との ごもり ぬ、 宮 まど をた ゝき給 へ ば、 うちより 右 


近と い へ る 女、 た そと とがめし に、 薰の御 こ ゑに よく 

にせて こわ づく 給へば、 大將の 御歸と 心得て と を 

あけぬ めり、 うちへ 入 給 ひて 夜の 事お も ひやるべし、 

よし ま 零-に. こ、 り、 

物 の 名 も ところに よりて か はりけ り 

なに はの あし は 伊勢の はまお ぎ 

花 あやめ はかき つばた に 似たり、 与鹅 はぼたんに 似 

たり、 水仙 花 はにんに くに 似たり、 あんす はむ め にに 

たり、 あて は ひの 木に 似たり、 海棠 はさ くらにに た 

り、 せいね はにん じんに 似たり、 雪 は 驚 毛に 似た. 9、 

は廳に 似たり、 狼 は 犬に 以 たり、 か は ほり は 島に 似 

た. o、 鹿 は； sil- に 似た. o、 か を さして^と いふ 事 は、 泰 

始皇 死て 李斯趙 高と いふ 二人の 臣下 有、 始皇 死る 

時、 長子 扶 蘇に 位 を ゆづるの よし、 狀を蒈 て 李斯に 

給、 李 浙此狀 をば かくして 、抉 蘇 をば うつべ き よ し 御 

遺-一一 一 C な. 9 とて、 兵 を さしつ か は す、 扶蘇 あらそ は すし 

て 自害し ぬ、 扶蘇は 器用 ありけ る 間、 かくの ごとくし 

けり、 胡亥と て 二番め の 御子の 幼少な る を 用、  > .- れを 

二世と いふ、 李 新 は趙高 共に 大臣と して、 秦國の 政 を 

つかさどらん とせし 處に、 趙高又 李斯を ほろぼさん 


とお も ひて、 李 新 叛逆？ 心 有よ し 一 ー世王に讒しけ..^、 

しかる 間 李 新 ほろぼさる、 趙高 いま はお も ひ 事 もな 

くて、 我 威勢の ほど をみ ん爲 也、 これ は-能 也 mT にて は 

なしと しれ どもぶ！： ゐ せい にお それて、 廊を さして-; iiT 

とい ひける、 拾遺 集 雑 下に、 能宣に 車の かも を こ ひに 

つ かはして侍りけ る に、侍らゃとぃ ひて^^1"^りければ、 

藤 原 仲 文 

か を さして. i;;!- とい ふ 人. ありければ 

かも を も をし とお も ふなる ベ し 

かへ し、 

なしと い へ ばお しむ？ もと やお も ふらん 

t  しか や- iiT ともい ふべ かるらん 

已己己 巳、 樂樂藥 、慕 募 慕 慕： 墓、 

三十 九、 名所 誹諧 發句 しなぐ. 

1 、恭 うば 竹の 枝で としこせ 老の坂 

や.^ 梅の ながえ やつ くみこし 岡 

ならづけ はかす がま へ りの用^：バ哉 

夏 とき は 木のお ちば もね る やひば り 山 

ほたると ぶ； 伎 やくら まの ひうちいし 

きつ ね 火 は いな.^ まつりの か V り 哉 

111  IB 七 


九の 雙湖下   三百 八 


秋 めい：：：：： は をば すて 山の 名た て かな 

さび あゆ やくれ ない くいる たった 川 

露 を こまけ あげて ゆく やまり こ 宿 

冬 す、 ばな やた る ひに ひえて せきがはら 

松風に 雪 ひらめく やすまの うら 

けぶりに もす 、けす しろし ふじの だけ 

四十、 目 出 皮 物の しな <^ 

一、 よめ 入む： とり、 げんぶく やわた ましの 能、 初 知 

入に、 元三の せち、 いきみ 玉、 ながえの てうし のて ふ 

花が た、 正 n のかい み、 松 かざ，^、 二十 n: は 具足の し 

うぎ とか や、 御產安 穩、 かみ をき、 はかまぎ、 女の も. 

ぎ、 子 そん はんじゃ うのうば お ふぢ、 うけ 振 4- - 、  ^ 

かめ や、 松と 竹と にやち よの 椅、 萬 歳々々^々 歲、 

よろ づ よと みかさの 山に よば ふなる 

あめのした こそた のし かるらし 

此尤 い 紙 は、 或 人 つれぐ のきり に、 硯に むかひ 筆に 

まかせて 書. が： け る、 其 心 あまれ. 9 やたらす や、 然を忝 

無 品 親王 御覽 有て、 事たら ざる をく は へ 、よろしき を 

たすけ、 股に 味 ひて 筆の 究 とらせ 給 ふと ぞ 


寬永甲 戌 六 e: 吉日 書 舍中野 氏^ 伴 S:; 
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中む かしの ことかと よ、 なが を. 9ロ □ はの、 ちうな 

ごんと 中 人お はしけ， o、 世の なか ゆたかに て、 きみの 

御かん にあ づ かり、 いみ じくと きめき たま ふ、 きたの 

御 かたは 大 じんの 御む すめに てぞ おはし まし ける、 

やん ごとな き 御 あたりに て、 とし：：：： をす ぐした まひ 

し 力、 され どもい かなる ことに や 有 けん、 いまだ わ 

かぎみ にても ひめぎみ にても 一 人の 御子 もまし まさ 

す t> うな ごん も きたのかた も あけくれ おぼし なげ 

きた まふ、 あるとき めのと のじ y フ、 きたのかた： か 

た b 中 やう、 六 かく だう のく はんおん は、 れ い ぶ つ に 

てお はします、 あゆみ を はこびて きせい をな したて 

まつれば、 しゅじ やうの 二、 ろに したが ひて、 ねが ひ 

をみ て 給 ふと こそうけ たま はれ L,- 申ければ.' きで の 

力た うれし き - J と を も きかせつ るかな、 われ もこの 

としごろ かくお も ひよ， 0 し、 さらばと てし のびやか 

にめ のとば かり をぐ した まひて、 六 かく だう にぞま 

L らせ 給 ひ ける、 御 ま へに て さま <^ きせい まし 

- お ち く . 


まして 、な い ぢん の かたはらに つ ぼね をし つ らひ、 七 

m つやした まふに、 まん やる よの あかつきの ゆめに、 _ 

みとしろ のうちよ， 0  -  ！が ねの はこ を 給 は， 0 し を、 き； 

たの かたのみ ぎの たもと に おさ めた まふと 御らん じ 一 

て ゆめ さめぬ、 みだい どころ これ はありが たき 御つ 一 

げ とて、 またら いはい をした てまつ ひ、 御 ま へ をげ か 一 

うし 給 ひけ る、 その 、ちいぐ ほどなく、 きたの 御 かた； 

たいなら ぬ 身と ならせ 給 ふ、 やう/,^ 曰かす を ふる 

ほどに、 いさ、 か のな やみ もな く、 やす と 御 さ ん 

の ひも をと き 給 ふ、 と， C- あげ. て. , らんす し V6  、 ひ；：' る j 

ほどの ひめぎみに てぞ おはしけ る、 ちうな ごん どの 一 

御 よろこび かぎりな/,、、 めのと か いしゃく の 女ば う： 

あまた つけ まいらせ、 か しづ き 給 ふこと また 世に な 

く 一て る ゑに ける、 かくて：：： かや を ふる ほどに、 う つ く 

し/、 おひた ゝ せた まふ、 かく めでたき うちに もゐむ 

じ やうの 世の なら ひ、 かみ 一人よ. 5 しも ばんみんに 

いたる まで、 のがる ベ きみち ならす、 ひめぎみ 七 さ い 

の 御と し、 は、 きたの か たれいなら すな やみ 給 ふ、 か 一 

り そめの こ、 ちに おぼしめし けれども、 ョ をへ てお， 

も らせ給 ふ ほ ど に 、ち う な ご ん とのお どろき、 てん や 
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くくす り を つ — -、 さま < ^の 御い の， 0 あ；；： 卄； 「ぢ や 

うごう にゃあ. 0 けん、 その かひ さらに なし、 いた はし 

やきた のかた、 いま を かぎりと やお ぼし けん、 めのと 

にい だきおこされ、 中な ごん どのに むかひ、 なく-^ 

のた まひけ る やう は、 みづ から はい まめ いどに お も 

むくな り、 われな からん あと にても、 あ ひか ま へ て ひ 

めの ために あらく あたらせた まふな よ、 これの みた 

まふな よ、 これの みよみ；^ のさ は， 0 となると かきく 

どきつ、 のた まひけ る、 中な ごん どの 御身 ひとりの 

子 にても なし、 われ もお なじお やなれば、 いかでお ろ 

かに 思 ふ ベ き、 こ、 ろ やすくお ぼし 召、 た いほと けの 

御な をと な へ 給 ふべ しと ぞぉ ほせけ る、 きたのかた 

も 世に うれしげ にう ちゑ ませ 給 ひ、 さて ひめぎみの 

なに ご、 ろな きを 御 そ ばに めして、 かみ かきな で、 

おとなしき たにい ふごと く、 なく /\ お ほせけ る や 

うは、 きみ をば 六 かく だう のく はんおんに あゆみ を 

はこびて ま うけはんべ h- しなり、 しかれ ども あさき 

t- ぎりに や あり けん、 さかへ たま はん §  くす ゑ を も 

みと いけ やして、 うちすてむな しくな らんこと こそ 

かなし けれ、 わがな からん あと にても、 われ を こ ひし 
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くお もはんに は、 此く はんおんの 御 ま へに て、 わがの 

ちの よ をい の，.^ てた ベと、 いひ も はてすな みだに む 

せびた まひし が、 かく こその たま ひけれ、 

すゑ かもの まだいで た 、ぬ を ふ りすて ゝ 

いかにな り ゆく わが 身なる らん 

>o ゑ いじつ、 、なむ あみだぶつ /.\ と、 なへ て、 つ， Q 

にむな しくな り 給 ふこ そ あはれ なれ、 ひめぎみに 御 

しがいに いだきつ き、 われ/^ を すておき いづく へ 

ゆかせた まふ ぞ やと、 りうて いこ がれ 給 ふ ぞいた は 

しき、 ちうな ご ん はおな じみちに とも だ へ - .- がれた 

ま へ ども かひな し、 た いひめ ぎみの ゆく すゑの み お 

も ひやら れて あはれ なり、 かくて ひめ. ぎみ はつゆの 

うき 身 をながら へ 、とし：：： をす. ぐし 仏，^ ふ ほどに、 さて 

しも あらぬ ことなれば、 また きたのかた をむ か へた 

まへ， 9  、 ひめぎみの 御 こと をば、 かの はゝぅ へ のこ、 

ろ く る しげ に のた まひ お きし を、 わすれが たくお ぼ 

しめし、 よろ づ につけて いと をし み 給 ひ、 あらき かせ 

にも あてじと ぞはご くみ 給 ひける r よの なら ひに や 

けいぼの わたらせた まひての ち は、 御 こ 、ろの ま、 

ならす、 さすが 御 あた， 0. もと をくて、 なに ごとも お ろ 


か に ぞな "たま ふ、 ま ゝはゝ なにごと につけて つら 

く あた.. > 給 ふよし をき こしめ して は、 いつしか とし 

も ゆきた ま はぬ 人に、 かやう にもの をお も はせ たて 

ま つ るな ど、 くさの かげに て さ こそつ らく うらる 給 

ふらめ、 わが 御 あた b にて そだて ま いらせ、 あさゆ ふ 

かげ をな b ともみた くお ぼし つれ ども、 ま、 は、 の 

わさ/ P にて よろ づ へだつ る やうに した まふ こそくち 

をし けれ、 

ちうな ごん どの は 卸 こ 、ろに かな はぬ あ， 9 さま をみ 

たま ひ、 人 しれぬ 御な げきに 御 そでの かはく まぞな 

.p'.£^ける、，？.'くて とし1!1:、フ つ， 0 ゆく ほどに、 いまの き 

たの かたの 御 はらに、 ひめぎみ 二人 わかぎみ 一人 ぞ 

いでき 給 ひける、 きたの かたてう あ ひし 給 ふこと か 

ぎ b なし、 ちうな ごん どの は此 きんだちに つけても、 

大 ひめぎみの すぐせ の ほどい と をし くて、 人 しれす 

なみ * たぐみ 給へ， 9、 日に そへ てお ひたちた まふ ほど 

に、 大 ひめぎみのう つくしく あ ひき やう づきて、 か い 

やく やうに おはしければ、 ま \ は 、はわが 子 をい と 

をし きに つけても、 大 ひめぎみ をい といに く ゝぞぉ 

ぼしけ る、 さる ゆへ にたつ みの かたに ひとまな ると 

おちく ぼ 物語 


ころの ^け る を、 いた じ きを 1 たんさげ て そこに す 

ませ 給 ふ ほどに、 人み なおち くぼの ひめぎみ とぞ. S- 

ける、 ひめぎみ は あさましき なをよ ばれ、 はぢ がまし 

きめ を みん よ， 9 は * とく 具して われ を もはゝ うへ と 

おなじ はちす の ゑんに むか へ させ 給 へ とぞ なげきた 

まふ、 いと ふびんな りけ る、 かくて ひめ ぎみ 、 

日に そへ て うさのみ i.6 さろ 低の 中に 

こ ゝろづ くしの 身 をい かに せん 

世の中の つらき お. 5 /\ 'は、 は、 うへの いま はのと 

きのた まひお きしことの は をお ぼしいで、、 く はん 

おんの みな をと な へ たま ひな どして あかし くらさせ 

たまへ. o、 そのころ てんがの 御子に ニゐ のちう じ や 

，フ どのと. S- て、 やん ごとな きひと おはしけ 、いろに 

ふけ. 9 おはしつ、、 いまだみ だいどころ もむ かへ た 

ま はねば、 ち、 は、 御 こ、 ろぐ るし くお ぼしめ す こ 

とかぎ りなし、 いかなる しづ のめの 子な りと も、 御 こ 

ころに だに いり 給 ふ 人 あらば と たづ ねたまへ ども、 

っゐに 御め うつ るかた もな し、 

ちうな ごんの 大 ひめぎみ はかた ちょに すぐれたる よ 

し、 くらんど のた § ふが 女ば う、 かのお ちく ぼの 御 か 
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たにまい..^、 めのと にち かづ き 御 ふみ をまい "し， せ け 

り、 ひめぎみ ひらきて みたま ふに、 うす や うのこ がれ 

たるに- ,- とば ゝ なくて、 

きみ ありと きくに 、ひ を つく ぱ ねの 

みね どこ ひしき なげき をぞ する 

ひめぎみ は 世の 巾の つらき ことのみ あじきなく お ぼ 

しける に、 また か、 る わざ もれき こ へ なば、 いかば か 

,5 のうき ことかきく らんと、 うつ、 なくて ひきいつ 

ぎふした まふ、 めのと 中け る は、 これ は. N  ，フ とに て 

もお はし まさねば、 ちうな ごん どの、 きこしめし 

とも、 くるし からぬ 御, J とぞ かし、 あまた 人々 おはし， 

ます 中に、 おも はれさせ 給 ふこと、 ひと へ にく はん を 

んの御 ひきあ はせ とたの もしく 候へば、 まづ 一 ふで 

の 御 かへ しあれ かしと て、 すい. 9 がみ を まいら すれ 

ば、 ひめぎみ いと はづ かしげに て、 

ほに 出て いふか ひ あらば 花す、 き 

そよ とも かせに うちな びか まし 

と あそばし 給 ひて、 女ば うに ぞゎ たし 給 ふ、 いかにし 

て か はもれ に けん、 ま、 は、 この よしを i5 つけ、 ねた 

くお も ひた まふ ことかぎ りなし、 あはれ わが きんだ 
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ちに はか やうの こと もなくて、 なん ぞゃ あのお ちく 

ぼの あさまし きていに てお はしつ る 人に もと、 いと 

どに く、 おも ひて、 ちうな ごん どのに あしざまにい 

ひて、 やかたの うちむ もお ひいだ さば やとお も ひつ 

つ、 まこと やおち くぼの かた へ は、 い, 5_ 、（- > きもの  >  い 

り きて はちが ましき 事 あ， CS となり、 ； 6 ことなら ばせ 

いした まへ、 わがい ふこと を 聞た ま はぬ なれば 申な 

kv» よの きんだちの おもて ふせな りと にくげに のた 

ま へ ば、 中な ご ん さは.^ i 《じ けれども 、われに * フ. i ま 

せんた めに こそ、 いと  > あはれ にて ひめぎ みのもと 

へ たちよ. り、 めのと をよ びいだ して、 しか <^ のこと 

を 人の しらせつ る は、 よも さは あら じと おもへ ども、 

つ ゐに申 いづ るな り、 まことにて はよ も あら じ、 よく 

よく かし づき まいらせ、 人 わら ひに ならぬ やうに せ 

らる べし、 は、 のい ひ をき しこと も わすれねば、 ひめ 

ぎみの 御 こと もい と をし く、 あさゆ ふち かくてみ ま 

いらせた/、 おもへ ども、 心に かな はぬ よの 屮に てう 

ちす ぐれ は、 めのと 1ゲ」 はじめて， フ とみ.. H いらす-る こ 

との や， フ につら くこ TV おも ふらめ、 わする、 ひま も 

なき ぞ と て ふしし づ み 給 ふ、 


一- バ 


これ はた V まゝ は、 御 せんの、 いかにもして うしな 

はせ たくお ぼしめ し、 あしざまに い ひな さ せ 給 ふな 

るべ し、 いかで かさやう の 御- 】 との はんべ らん、 これ 

につけても ひめぎみの 御す ぐ せの ほどこ そい と をし 

けれと て、 なき しづみ たま ひけり、 かくて 六 かく だう 

のく はんおん は あらたに おはし ませば、 ひめぎみ を 

もい のりて まう けしな り、 つれ ^にて おはし まさ 

ん より は、 かの みだう へま いらせ 給 ひて、 いの h- を も 

した まへ かしと、 なに ぞ のことまで こまやか にかた 

り つ、 かへ り、 めの. とひめ ぎみに かくと かたり けれ 

ば、 いど、 きへ いる 心ち して、 ひき か つぎて ぞ ふし 給 

ふ、 かくまう/ \ 'としてお はせんより、 かの みだう へ 

まう で 給へ かし、 御 こ、 ろ を も なぐさむ にと 申 けれ 

ば、 さらばと てうし ぐる まさ はや A にして、 めのと ゝ 

た V 1 一人 ぞま うでた まひけ る、 そのる すの おりふし、 

また ニゐ のちう じ やう どのより 御 ふみもちて まい 

り、 おちく ぼの 御し よに て たづ ねま いらす る を、 ま ゝ 

はゝ き、 て、 ひめぎみ はしか <\ 'の 事 有て、 人に ぬす 

まれ ゆきが たしら すな ，9 たま ふと、 そらごと つく. hN 

てい はせ ける、 ちうじ やう どの、 これ は ゆめ かやい か 


が せんと、 そ  > ろに おも ひみ だれ、 き やうらん のこ、 

ろ つ きて、 い づ /、ともなく うせた まひぬ 、ま \ は 、は 

これ をき 、、よく  -  J そた ばかりす ましたれ と、 こ \ ち 

よげ に おも ひける こそうた て けれ、 
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おちく ぼ 物語 下 

さても ひめぎみ は 六 かく だう に詣 でた まひつ.^、 三 

七； n こも b おはしまして、 さま にいの b などし 

^ふ、 まん やる 夜の あか つきう ちま どろみ たま ふ に、 

みち やうのう ちょ り けだかき 御 こ ゑに て、 なん ぢは 

わが あたへ し 子 なれば、 あらき かせに も あてじと か 

げ みに そふて まもるな り， おさなき よ， 9 みなし子と 

な hs 、おも ひ をす る こそ ふびん なれ、 され ども かな は 

ぬ ことなれば ちからなし、 いま はやとく， げかう. 

せよ、 これよ りげ かう せんみ ちに て、 はじめに あはん 

人 をなん おがつ まとす るなら ば、 すゑ はめで たかる 

べしとの たま ふとお ぼへ て ゆめ さめ、 そばに ふした 

るめ のと も、 おなじく かやう のじ げん を かう ぶりぬ 

ると かたりければ、 ひめぎみ、 わら はがみし にもた が 

は ざれば、 いかさま にも 御， 9 しゃうた の もしくて、 一 一 

人う ちぐし げかう し 給 ふ ほどに、 ぃまだ^^ふかなれ 

ば、 ひと もい まだ 詣で ざり しに、 この ごろ このみ だう 

に、 ものぐ る ひとて わら はの すみけ るが、 一 ばんに ぞ 
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ゆき あ ひける、 ひめぎみよ く/^ み^ ふ に、 としは は 

たちば か. 9 にて、 かみ は そら ざまに かきみだれ、 かほ 

くろく よごれ、 みに はこ も をき て、 さながら 人の かた 

ちと もみへ す、 いかにく はんおんの 御 h- しゃう なれ 

ばと て、 か 、る あさまし きもの を つまと さ だむ ベ き 

かと、 あさましく うらめしくて、 めのと もろともに な 

き しづみ や. 0 すごさ せ 給へ ば、 ものぐ る ひ 申 やう、 く 

る まのう ちへ 中た きこと あ. o、 われ この あかつきく 

はんおんの 御 じげん を かう ぶ はんべ りぬ、 人 々は 

さやう のこと はな かりし かと. 5- に、 いと はづ かしく、 

中々 人の きくならば、 いよ/^ もの わら ひならん と 

おぼしつ 、、やがて ひとつ くるまに うちの せて、 しの 

び やかに おちく ぼに ぞいら せた まひけ る、 ひめぎみ 

は あさましと はお ぼし けれども、 く はんおんの 御，^ 

しゃう なれば、 もしゃと すゑ をた のみ つ 、、さま <^ 

にいた はり、 あさからぬ ちぎり を か はした まひぬ、 い 

つし かま、 は、 きたのかたき、 つけ、 よき 事と よろ 

こび、 ちうな ごん どのに のた まふ こと は、 ひごろ 中せ 

しことをば、みな^-ゎんさ んのゃぅに お ぼしつ ゝ、 

うけ ひきた ま はぬ ゆ へに、 あの ごとくなる あさまし 


きこと を もしいだ し 給 ふなれ、 みたま へ ひめぎみの 

- .- の ほど 六 かく だう へまい ると て、 ょづ め をした ま 

ふ は、 一 もんのお もてぶ せした まふ なれ、 さらばよ の 

つねの 人 にても あらば こそ、 ものぐ る ひとて 人 わら 

ひに な. 0 しもの を わがね やに ひきこみ、 こ \ ろうけ 

れば うみ へ も 川 へ も しづ めた ま へ とうらみ かこち 給 

へば、 ちうな ごん どの こ >• ろの- フ ちに、 もし まこと 

ならば あさましき 事に も あるかな、 されば とてい か 

でか つらき めみ せん、 かれが はゝ のい ま を かぎりの 

時、 くれ とい ひお きた まひし こと も わすれねば、 

い 力ならん ゾに もみせ きこへば やとお もへ ども、 ま 

ことならぬ おやの なか はお も ふま \ ならねば、 さて 

のみす ぐすな り、 つゆの みのき へう せなん とお も ひ 

しも、 ひめぎみの ゆへ にこ そお も ひみ だれて、 いみ じ 

からぬ さまに て かやう に ははん ベれ、 ひめぎみの 事 

とて は たと ひい かなる ふしぎ ありと もこ ゝ ろうく 

は あたら じ、 かさねても 申させた まふべ からすとの 

たま へば、 ま 、は 、 おも ひ ほか なれば、 いよ，^ ねた 

ぐく ち をし くお ぼして、 いかにもして ちうな ごん ど 

のに、 よそながらみ せま いらせて、 うとませば やと ぞ 

おちく ぼ 物語 —  . 


おも ひ 給 ひける、 

さ る ほどに ものぐ る ひ は、 おちく ぼの 御 か たにて あ 

かしく らし 給 ひしが、 ま、 は 、の つらくあたり たま 

ふこと を あさましく おぼしめしければ、 あるときの 

たま ひける、 かくてい つまで 人に しのびて すぐべき 

ぞ 御み のち、 ちうな ごん どの にげん ざん 申 ベ し、 そ 

の よしをの たま へ とかた， 0 たま へ ば、 ひめぎみ はさ 

なきだに 人の わら はる、 に、 おも ひの ほかなる こと 

をのた まふ もの かな、 いかにして かやう のこと をば 

おやこの 中に いひいだ すべきと、 あさまし ぐて あん 

じ わ づらひ 給 ひし かど も、 く はんおんの 御 ひきあ は 

せの つ， まなれば、 いづく まで も ひとし だいと おぼし 一 

めし、. ちうな ごん どの へ 御 ふみ まいら せらる > ^、は づ 

かしき 申 ごとに て院 へど も、 しか < ^のこと なん は 

んべ h- てと か、 れ たり、 中な ごん どの 御らん じて、 

さて は 人の ひごろ 申し も いつは，.： > なら ざり け，.^、 い 

か v.v' ベ き、 されば とて ひめに は ぢを 見せん も >  J  \ 

ろうしと おぼしめして、 やがて かへ り 事 あり、 たて 

ゑ ぼし にあ を かりぎぬ を そ へ て を くらせ 給 ひ け れ 

は、 ものぐ る ひ- J れ をみ て、 われ はか やうの ものき た 

_  きす Itl  . 
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る な し、 これ はい さ.^ かの しもべの きる もの と - J 

そき けとの たま ひければ、 ひめぎみ いよ/,, ^、こ 、ろ 

ぐるし くお ぼしめ し、 いかで さやう の 事の. S- さるべ 

しと はお ぼしめ しけれ ども、 く はんおんの むさう に 

まかせて また ふみをと、 のへ、 かやう^ \ 'のし さい 

はん ベ とい ひやり たま へ ば、 ちうな ごん どの、 され 

はこ そとよ- き や， つきなる 人と きけば、 いよ /\ さ や 

うのこと を. £• につけても びんな けれ、 たいい まの ほ 

どに、 ものうき め を 見ん 事のう たてさよ とぞ おぼし 

めしけ る、 ひめぎみに ものお も はせんい たはし さに、 

また くろきし やう ぞくに かぶり を そ へ てぞ おくらせ 

たま ひに ける、 ものぐ る ひこれ をみ て、 これ こ そと ぞ 

よろこび ける、 かくて ま、 は、 はこれ を 聞、 よに うれ 

しげに おも ひ、 た いい ま 人に はぢを あた へ んと、 わが 

きんだ んを さも じんじゃ うにいで た、 * せ、 あたり も 

力が やくほ どに さしきつ きか まへ て、 いまや /\ と 

まちた まふ、 かくて ひめぎみ はかの ものぐ る ひ をい 

でた 、せんとて、 て づ から じ いうと ゆどの をし つら 

ひ 、ゆ を ひかせ かみな ど あら はせ たま へ ば、 さすがよ 

しある みと 見へ て、 まことに よのつねなら すみへ た 
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まへば、 ひめぎみ も たのもしく ぞ おぼしめ しける、 か 

くて しゃう ぞく をめ しかぶ， 0 き 給 へ ば、 たれに もお 

とる まじき ほどの あ， C- さまな 、 ひめぎみ もこ、 ろ 

ぼ そくいで たち 給 ふ、 はだに はね. 0 ぬきの しろき を 

めし、 うへ に はやまぶ き 色の こそでに、 は 、うへ のの 

こしおき たま ふうす こうばいのう ちきせ をめ して、 

たけなる かみ を さは やかに さげ、 じ  > う をぐ してい 

で 給 ふ が、 あた..^ も か いやく ほどに ぞ見 へ 給 ふ、 かく 

てち うな ごん どの は ざしきし つら ひ、 わがみ もじん 

じ やうに いでたち、 いかなる 人な らんと 心のう ちに 

は ひ まもなく おぼしめして、 しのびの なみだせ き あ 

へ たま はす、 さて かの 物ぐ る ひ は、 いま はは やたいめ 

ん せんとて、 巾な ご んど のかた へ うつ， 0 給 ふ、 したじ 

たのものまで もむ こどの を みん とて、 おの/^ おも 

ひ/ \- にいで たちて なみ ゐ たり、 され ども ものぐ る 

ひ は あ ふぎに て かほ を かざしと をり ければ、 されば 

こそ、 よしなき ものに てはづ かしければ こそ、 かほ を 

は か /、す --T- め L」 つ ふやき ける、 か/、 て 物ぐ る ひ は. さ 

しきに いたりて みれば、 中な ごん どのみ だいどころ 

きんだちに いたる まで、 花 を か. さりいで たちたり、 ち 


うな ごん どの ひだ..^ のかた に ひとまなる 所有、 たが 

ために まう けたる ざしきな らんと、 をく したる けし 

きもな くゐ なをり け る、 ひめぎみ もま ゝはゝ の ひだ 

.9 のかた にな を. り 給 ふ、 かの 物ぐ る ひ は ざしきに な 

を りても、 かざした る あ ふぎ を とらす、 い かなる - 1 

とい ひ あ へ.^、 その 時屮 なごん 殿お ほせけ る は、 いか 

に まれ 人、 このほど ひめが かたに はんべ るよ し はう 

け 給れ ども、 つ ゐに げざんに 入 はん ベ らす、 これまで 

の 御 出かへ す <\ 、もめで たくこ そはん ベれ、 け ふよ 

b は 心 やすくす ませ 給 ふべ し、 それ^ \ 'とのた まへ 

ば 、，つけた は ると 中 一し、 御. vy6  \ にあ b し 女， よ- フ、 も 

みぢ のか はらけ に、 なが ゑの てうし を そへ てもちて 

きたり、 中な ご ん どの 、ま へ にぞ おきに け. 5、 中な ご 

ん どの やがてと りあげ 給 ひ、 あるじく はんばくと 申 

せば と て、 さしう けて きこしめし、 れん へ とお ほせ 

ければ、 いま はは やの がれぬ ところな hNlJ 、あ ふぎ を 

ばと. 0 給 ふ、 みれば てんがの 御子 ニゐ のちう じ やう 

どのな り、 中な ごん ゆめの こ 、ちして た ふれ ふし、 せ 

ん ごも さらに わき ま へ たま はす、 P- ま へ にかし こま 

のた まふ、 さても このごろ てんがに はきみ のうせ 


させ 給 ふと， 世 はと こやみ となり. ぬると て、 みかど 御 

なげき いふ は かりなし、 このごろ これ に まします- J 

と を かみなら ぬみ の あさまし さよ、 ふぎの ふ る ま ひ 

さぞ おぼしめし 給 ふらん、 ゆるさせ 給 へ とて かう ベ 

をら に つけなみ だ をな がし 給 ひける、 ま、 は、 ひめ 

ぎみ も あきれはて たる ありさま にて ぞ おはしけ る、 

かくて 中な ごん どの は、 やがて それよ，.^ みかどへ さ 

ん だいし 給 ひける、 おりふし てんが はちう じ やうの 

こと を お ぼし 召 い で 、、世の中 ぁぢ きな く、 なみだの 

ゆかに ふして， 1V6 します、 ちうな ごんい」 の- >H い， 0 給へ 

ば， まくら を もたげ 給 ひ、 めづ らしゃ 中な ごん、 われ は 

かくお も ひに しづむ みとなる ぞゃ、 なぐさめて たべ 

とのた ま へ ば、 中な ごんな みだ をな がしの たま ひし 

は、 されば こ マて、 此 ごろ あさ.. -V6 しき こ の はんべ h- 

し、 心 をつ くして たづね させ 仏, ゆ ふ 中 じ やう どの こそ、 

みづ からが ひめの かたに わたらせ 給 ふ を、 ゆめにも 

しらで やみ/^ とぐらし、 たいい まげん ざん いたし 

はんべ りし ほどに、 申 あげん そのために これまで ま 

いりて 候と ゆ 給 へ ば、 てんが 大きに 御かん あ h- 、これ 

はまこと にて ありけ るか や、 ちうな ごんい かにとの 
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たまへば、 きたの まんどころ もき こし 召、 可と 中 じ 

やうが ゆく ゑ をし たると や、 はやとく つれて き 

た..^ 給へ との たま へば、 中な ご ん なみだ をお さへ て 

御 まへ をた t> 給 ひ、 屮じ やう どの 御 ゆく ゑ を それが 

し たづね いだしたり、 はや c 御む かひに まいれと 

のた まへば、 百く はんけいし やうに いたる まで、. こ 

れは ゆ、 しき 御 こと、、 われ も，/^ と 御む かひに ま 

い， o、 こし くるまと ひしめきて、 中な ごんの やかた 

にきたり け， 9、 中 じ やう どの もやが て くるまに めさ 

れ、 ひめぎみ もろとも うちつれて、 みかど へ うつらせ 

給 ふ、 すな はち 巾な ごん 殿 も 御と も 申させ 給 ひけ る、， 

かくて てん：. は屮じ やう どの を 御らん じ ていだ きつ 

き 給 ふ、 きたの まんどころ も 出 給 ひ、 いかに やちう じ 

やう、 此 ごろ は いづく にあ， C- て、 われ/^ にかく 物お 

も はせ ける ぞ やとす がりつ かせ 給 ひつ、、 まづ さき 

だつ はなみ だな り、 中 じ やう どの は 御はづ かしき こ 

となれ ども、 中な ごんの ひめ をお も ひ、 かれが かたに 

しのび はんべ.^ しなり とお ほせ あ..^ ければ、 きたの 

まんどころ はき こしめ し、 たと ひい かなる しづの む 

, めな りと も、 御み のこ、 ろに い. 9 たらん はちから 
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なきに、 まして や 中な ごん は い ゑた かなれ ぶ、 さ いは 

ひな..^ とよろ- ) び 給 ふて、 中 じ やう どの 大 なごん に 

なし 給 ふ、 ひめぎみ もこう ゐの くら ひに な h. 給 ふ、 か 

くて てんが はい ま はは やお も ふこと なしと て、 大な 

ごんに^ をゅづ b 給 ふ、 大 なごん どの くら ひに つか 

せ 給 ひて、 巾な ごん をも大 なごん になし 給 ふ、 ひめ 

ぎみ はきた のまん どころ とめ ふぎた てまつ り、 じじ 

う もない しのく らゐを ゑて さかへ けり、 かくて ま > "- 

. は 、うとまし かりし こと 3 'もお も ひいで、、 中な ご 

ん どの ふる 御し よ をし つら ひて すませけ る、 ときの 

人々 も ゆきかよ ひと ふ 人 もな きこと なれば、 た》 つ 

ら にいき たる かひ もな くぞ すごし 給 ひける、 さる ほ 

どに ひめぎみお ちく ぼに まします ときよ h -、 たいな 

らぬ 御み にて わたらせ 給 ひける が、 wn" かさな. 0 な 

やませた まひけ る、 諸 寺 諸 山の 贵僧 高僧に お ほせつ 

けられ、 さまざまの 御い のり ども ありければ、 まん 

する 月に やすやすと 御さん あ. o、 と， 0  > めげ， て らん 

やれば、 たまの ごとくなる わかぎみ なり、 めでたき こ 

と はかぎ りなし、 やがて 御 か いしゃく に は、 さきの. K* 

なごん どの、 きたのかた、 御め のとに は 中な ごん ど 


の、 ひめぎみ ぞま い らせ給 ひ ける、 ひめ ぎみ はか や 

う に ゆく すゑ めでたく さか ゆく-  J とも、 ひと へ に. |r 

かく だう のく はんおんの 御り しゃう なれば とて、 そ 

れ よ，. y も 六 かく だう のく はんおんに まう でさせ 給 ひ 

ける、 

みだう の ベ つたう をめ して、 御 だう 御 こんり う ある 

べき よしを ぞぉ ほせ あはされ ける、 ベ つたうな のめ 

によろ こびけ る、 さて それよりも ちょくし を たてさ 

せ 給 ひ こと < ^く ざう ゑい ある こそ ありがた けれ、 

るか どよりか くの ごとく もち ゐ たまへば、 いはん や 

ばんみん にい- 5^ るまで、 ひとへ にこの く はんおん は 

れいぶ つに てまし ますと て、 あがめた てまつ る こと 

かぎりなし、 さて それよりも 大 なごん は、 ばんみんの 

ためにと てた かきと ころに だう をた て、 ひくき とこ 

ろ はやま をつ き、 大河に はふね をう か ベ、 こが はに は 

はし を かけて、 じひ を もつ ばらとして、 しゅじ やうの 

た め によき こと をのみ たくみ 給 ふ、 まことに むかし 

よ. 0 いま、 で、 じひ を ふかくし 人に なさけ ある もの 

は、 っゐ にぶつ じんの あはれ み を かう ぶる 事うた が 

ひなし、 この さう し をみ 給 はん 人々 は、 たと ひい かな 

おちく ほ 物語 


る 人の あしき こと を とも、 じひしん を さ 

なさけ を せんにし 給 ふべ し、 まことに しる 

た.. >  なり、 

萬 治 二 年 仲秋 日 


きとして 

ベ き 物が 


おちく ぼ 物語 終 
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今 長 明 

おく K のな がれ は 請す して、 しかも 元 も 利 も あげす、 

米屋そう り やる うち まき は、 か つ きれ か つ あが ひて、 

久しく さがる ポな し、 世 中に ある 人と すみかと たて 

枯のご とし、 まづ しきの 都のう ちに 釉 をなら ベ 、家々 

を もら へ る、 たかき いやしき 非人の すがた は、 代々 を 

へて つきせ ぬ もの なれ ど、 是を， 眞 乞食 かと たづ ぬれ 

ば、 むかし 有し 乞食 はまれ 也、 ある は 去年 やぶ. 0 てこ 

としいで、 ある は 在家 ほろびて 明屋 となる、 すむ 人 も 

是 におな じ、 そ も 河原に 非人 もお ほかれ ど、 いにし へ 

見し非人は、ニ三十人が中に、ゎづかにひと..^ふた，o 

也、 あしたに 死し、 ゆ ふべ にかつ ゆる 非人、 た^ 道の 

はたに 充た b ける、 しらすつ かれしぬ る 人、 いづかた 

よ. 0 來. 9 て いづかた へ かさる、 又 しらす、 米の ねだん 

あがる がた めに 心を惱 まし、 さがる によりて 目 をよ 

ろ こばし むる、 その あがる とさ がると、 相場 を あらそ 

ひ 買 さま、 いはいいた しか ゆしに ことならす、 ある は 
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金なくて 米 さがれ. o、 さがる といへ ども 元手に つか 

れぬ、 ある は 米 はさが りて 金な をた へす とい へ ども、 

商 をす る ほど はなし、 およそ 物の 本 をと りよせ、 四册 

あま の 年代記 をく る あいだに、 世の 飢疫を 見る 事 

や、 たび，^ 也、 去ぬ る欽明 天皇の 即位 二十 八 年 丁 

亥の 年 かとよ、 郡刚 洪水し 天下 饑 僅して、 人 を 殺して 

肉 を 食と せり、 又 推 古 天皇 三十 四 年 丙 戌の 年 六 月 に、 

大雪 ふりて 天下 大に饑 僅し、 老少お、 く かつ へ 死し、 

國 に盜贼 おこりて、 しばらく も 心 を やすん する 事な 

し、 又 武天皇 神 龜四年 壬 申の 年 夏、 大に ひでりして 

五穀み のらす、 諸 民 飢餛に およべ り、 又 光孝 天皇 仁 和 

元年 七 に、 天より 砂 石 ふり 下りて 稼 苗 を 損さし、 天 

下饑懷 せり、 又 宇多 天皇 寬： 牛 元 己 酉の 年 かとよ、 六 七 

=：： の あいだ 霖 雨ふり 洪水して、 五穀 を さまたげ 餓死 

ぉほし、又^德院_::^^承三甲寅の年、洪水炎上たび<^ 

し て 、洛屮 饑饉 におよ ベり とか や、 又安德 天皇 養 和 元 

年 辛？^ の 年、 四 五雨 が あいだ 大 に飢餳 せり、 あるひ 

は 二と せが 問と もい えり、 或は 春 S ひで. 9、 あるひ は 

秋 冬 大風 大水な ど、 よからぬ 事 ども 打つ いき 、五穀 こ 

と ごとくみ のらす、 又 後堀河 院負永 元 壬 辰の年、 又は 


後圓融 天授 五 年 己 未の 年、 又は 後小松 院明德 元 庚 午 

の 年、 後花園 院文 安五 年 戊戌のと し、 後土御門 院 文明 

四 壬娱の 年、 又は 後 ffi 原 院永正 元 甲子の 年、 いづれ も 

天下 饑饉して 餓死の 骸骨ち またに みて り、 その 間 あ 

る ひ は 兵 革お こり 客 星いで、 あるひ は 地震 火災 洪水 

疫癘、 肚の ふしぎ を 3!^ る 事 あげて かぞ ふべ からす、 ち 

かくは 女帝 寬永 十九 壬 午の 年、 春ょ，.^夏にぃたりて 

諸 國飢渴 におよ ベり、 なを もち かくは 今上 帝の 寬文 

九 己 酉の 年、 一 とせが 間 饑饉して、 餓首 道路に 枕 をな 

らべ しあり さま、 まことに 目 も あてられぬ 事な， o- し 

を、 かたじけなくも 將軍 家より 詔 をく だし 給 はりて、 

正！： IN 一十 日より" Bn を かぎりて、 諸 國の贫 人 を 北 野 

七 本 松と、 四條 河原に あつめ、 粥を烹 てす くひ 給 ふ、 

この 御 施行に おもむく 人、 洛中 洛外 片邊 土より、 われ 

さきにと はせ あ つまる、 白晝の はれなる に、 みしれる 

が あるに もい とわす、 人め をはづ る 事 もな き は、 身の 

かなし さ の きわまり にやと、 分野 まことに あはれ：： =:!、 

是を 見て 京 わらん ベの、 

粥 場 かり 出が たく 見 ゆる 畫 中に 

うら 屋町屋 にす める かゝ まで 

力 力 丈 0 


同 延寶三 己 卯の 年、 春よ...^ 夏に いたりて 諸 國饑錢 せ 

ると きも、 同じく 北 野 四 條の兩 所に 於て、 三：！： より 五 

月 まで 米錢を ほどこし 給 ふ、 此兩 年の 御す くひに、 諸 

民 ほっと 息をつぎ、 つた へ きく 堯舜の 御代と いふ も、 

かほ どの 御惠に はよ もま さじ、 われく が 餓死の 餘 

命 をた もつ 事、 ひとへ に ilii 代の 御 下にす むしる しな 

ら やや、 御代 はかた かれ、 さ V れ石 いわほに 苔の は ゆ 

るまで、 #Bi; 々歳と いわ ひつ 、、よろこばざる はな か. 9 

ける、 か 、りし かば 今 は 世 巾た ちな をり て、 とんよ の 

の糝石 やりの 小 麥圆子 も、 はらに あきたり ければ、 非 

人 よろこびて、 

われが よは 害 夜々々 にす、 りみ その 

石す りと なりて 小麥 むすまで 

愛に 延^ 八 庚申の 年舯無 =： 初つ かた かとよ、 毎^ ふ 

しぎの 客 星 あら はれて、 諸人 あやしみ 見る 事 かぎり 

なし、 その 形 扇 をな かば ひろげた る ごとく、 す へ ひろ 

に て 長さ は 十 丈ば かりにして、 布 を 引る がごと くに、 

西よ b 東に さし g: を こえて き ゆる 事な し、 扇 星 ある 

ひ は 御 光星、 又は 曾 星な どい ふ 人 も あれば、 そのころ 

ある 人の 發 句に * 


犬 方丈 記 

扇と はげに そらごとよ 彗星 

と 口々 にと りさた し、 あるひ は 吉事の ためしに も 取 

なし、 或は 凶事の 兆と もい ひて、 上下た ^此 星の 事の 

みい ひやます、 又の 年の 疫； ig 飢餺 をし めすに やと、 後 

にぞ おも ひしら れ：^ る、 その外 大風 大水う ちつ いき、 

五穀 損じて みのる 事 すくなく、 むなしく 春 耕し 夏う 

ふるいと なみの み 有て、 秋 かり 冬お さむる 隙 はなし、 

ことし かくの ごとく 辛く して 慕ぬ、 明る 年 は 立な を 

るべき かとお も ふに、 あくれば 延寶九 年、 天 和 は 元 

年 辛 酉の 年、 あまさ へ 疫病う ちそ ひて、 年 を こえて や 

ます、 あとかた なく 世の 人み な 病死し、 八 木の あた ひ 

は： Hr 々に まさ b. ければ、 ：！： をへ つ、 困窮し ゆく さま、 

將棋だ をし のた と へ にかな へ り、 

抑 疫.炳 と い ふ 事、 疫病 疫癘 時疫、 とも に 與名同 症 に し 

て、 慯 寒と いふ は 別 症な り、 それ 傷 寒と いふ は、 起居 

節 をう しな ひ、 飮食 時に したがわ すして、 霧 露霜 雪の 

塞 邪に 成 じ、 すな はち 病 を 傷 塞と いひ、 塞 邪 肌 肉の あ 

いだに かくれて、 春の 溫暖 の氣 によって おこる.^」 名 

づけて 溫 病と いひ、 夏の 暑 熟の 氣 によって おこる を 

名 づけて 熱病と 云り、 又 疫病と いふ は、 五 運 六 氣の變 
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よりお こりて、 春 温なる べきに かへ つ て凉 しく、 夏 熱 

すべきに かへ つて 冷に、 秋凉 しかるべき にかへ つて 

熱し、 冬 さむ かるべき にか へ つて 温なる.、 是を 四時 不 

正の 氣と 云、 およそ 人 辛苦 房勞 し、 飢て 食し、 飽 まで 

食て 心腎 脾胃虛 したる うへ に、 此 不正の 邪 氣を成 じ 

てつ ゐに 疫癘と なる 事 也、 時節 病症な ベて おなじ や 

うに ゎづ らふ ゆ へ に、 時疫 ともい ひて はやり 祸 とせ 

り、 つぶさに 素 問なら びに 仲 景が傷 塞 論に 見 へたり、 

されば 疫癘の はやる は、 天地 運氣の 不和より おこ 

る 事に して、 むかし も 代々 に そのためし 多し、 遠く は 

(ポ神 天皇 即位 五 年 戊 子の 年、 國內に 疫^ はやりて 死 

する 者 かす を しらす、 その ゝち欽 ^天皇 即位 七 年 丙 

寅の 年、 又 光仁 天皇 資龜五 年 甲 OS の 年、 又淳和 天皇 天 

長 六 己 酉の 年、 又 一 條 院長 德四 戊.！ 5- 五 九日、 紫 野に 

て 疫神を まつ， 5 て是 を御靈 會と號 し、 御輿の 社 を 今 

宮と號 す、 又 後 一 條 院長 元 二 己： ID の 年、 京屮腫 疫病 を 

ゎづら ひて、 世に これ を 福來： おといえ り、 ヌ 後深草 院 

正 元元 己 未の 年、 又 後小松 院明德 元 庚 午の 年、 後花園 

院文 安五 戊 Ili^ の 年、 同 寬正ニ 年 辛 酉の 年、 同 四 癸未の 

年、 又 後土御門 院明應 元 壬 子の 年、 又 後奈良 院 天文 三 


甲 午の 年、 同 九 庚 子の 年、 又 正 親 町 院天正 八 庚 辰の 

年、 すべ て 疫^ はなはだしく 諸人な かば は 病死せ り、 

近く は 女帝 宽永 十七 庚 辰の年、 牛の 疫病 はや b て、 田 

< ^在鄕 、牛の 死す る 事 あげて 計が たし、 近 鄕のほ 姓 牛 

を ひきて 、祇園の 社に も ふで 疫病 をい の.. >し 寧、 每 H 

數百疋 に 過た， 9 げ ると かや、 愛に 天 和 元年の 秋つ か 

た 、帝 土畿內 の 詣人 疫癘 を ゎづら ひ、 家 ごとに 枕 をな 

らべ て ふし、 藥鍋を かま へ て 煎 やる 事、 いとら うがわ 

し き^|^へ"：ハ也、 そ のう 病 かるき は、 四 五日が ほどに て 

癒る も あり、 又し だいにお もりて 熟氣 はなはだしく、 

fi 言 妄語 を い ひ 、踰, -墻 上.，： IHt: の ありさ ま もお て 、 つ ゐ 

に は 臨終の す、 めの 二 ゑの みのこる も あ. C -、 が/ .I - 

つ ゝ年を こえて やま ざり ければ、 洛中の 名 をえ たる 

大醫、 そのほか かたへの 敷 藥師、 安摩 腹 収針立 ま で 、 

晝夜を わ か たす めな たこな とよび まねかれ、 大醫は 

の， 0 物より ころびお ち、 長 羽織の すそ を かいとる に 

あわた  > しく、 薮藥師 は 雪踏の 皮 著 物の すそ を きら 

すに いとまな く、 紙魚の くひた る藥 袋、 かびの つける 

陳皮 甘草、 此時 をえ て 世に出たり、 此 たびの 時 疫人參 

ならではと、 補藥 にな づむ醫 者 も あり 、あるひ は 茶 連 
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ならではと、 解毒の 劑を用 ゆる も あ. 、おのれ/^ が 

醫術 をつ くす とい へど も、 十に 八 九 はい へがた く、 お 

わ hs は 獨參々 附溢 念の のこらぬ ためな ど、 て、 淚か 

たてに もち ゆる も あり、 百萬遍 の珠數 をく り 大念佛 

を申もぁ，.^、かなしひ，こきの神た 、き、 諸 寺 諸 社へ の 

代まい..^、 祈禱 祈 M  、御 封う ふかた、 fX 財 を な げ うち 

たのむ も あれ ど、 寸善尺 魔の 世の なら ひ、 又は 業病の 

がれが たきに や、 諸 寺 諸 山の 墓所に おくる 日 はお、 

かれ ども おくらぬ 日と て は あら ざ hN し、 されば 棺を 

鬻 もの は、 うちお く ほどなく やがて うれ、 寺々 の 僧 達 

は、 あなた こなたの しあげの 齋非 時に、 食傷 をして わ 

づ らう も あり、 むかし も か、 る やま ひの はやれば こ 

そ、 五條の 天 祌は少 彥名祌 にて、 大己贵 と 天下 を經營 

ましくて 、疫病 を まもらせ 給 ふと かや、 曰 本 紀に見 

へたれ ど、 叙 かけられ しためし も あり、 此 ごろまで 

は、 諸人 あけくれ 飢^ 困窮のう はさに、 八 木の 高直 を 

なげきし も、 今 は 引か へ 疫癘のと， 5 さたに、 人 參のぁ 

た ひ を うれ ふること \ なりぬ、 この 物騒のお りから 

なれば、 ち，.^ げ もとまり ぞ つ とする か、 鼻毛が のびて 

嚏れば、 はや 疫癘が と，.^ つく かと、 われ 人お どろき あ 

三？； 十 三 


犬 方丈 s?" 


, 111 一 百 二十 四 


へ ， ^ける、 愛に ある 人の いひけ る は、 飢渴の 年 はかな 

らホ 疫癘 打つ ぃく^^むかしょりさだまれる事なり， 

されば 慯靠. と 疫癘と は、 病症お なじ やう なれ ども、 す 

こしの たが ひめ ある 事 也、 よき 人の ゎづ らふ をば 傷 

寐と名 づけ、 贫 人の ゎづ らふ は 餅 食と ぼしく きれた 

れば. 一 殳癘 とい ふ.^ と、 さも ありさう に. しける ま、 

げ に- ^ とわり かなと、 おかしく も あはれ 也、 

八 木の あがる と 人の ゎづ らふと 

- -れは 疫癘 かれは あきれい 

されば 去ぬ る 延寶の 比 は、 五： n の 雨 三 rn の 風、 えだ を 

ならさ や 四海お だ やかに、 民 ゆたかに 慕せ し を、 同 八 

とせの 秋、 天地の 氣： 迚 ひとし からぬ にや、 霖雨 洪水 大 

風う ちつ いき、 田お E 大に荒 損じ、 五穀 こと -く 不熟 

して、 國々 の K ある ひ は 地 をす て 、 境 を 出む と 思 ひ、 

或は 家 を わすれて 山に 住む とす、 これ ぞ飢渴 の はじ 

めな り、 明れば 延寶九 年の 春、 八 木の あた ひお びたい 

しくま さりて 、黄金 一 兩に米 五斗 餘を賣 買せ り、 か ゝ 

りし かば、 乞 みちの ベ にお ほく、 うれ ひかな しむ こ 

へ 耳に みて り、 たかき もい やしき も、 女： 童 はふく ろ を 

たづ さべ、 郊外 の 野邊に ゆき、 雜菜 をつ みて 朝な 夕な 


の糝 のた すけと す、 か 、ると もこと し 熟 田なら ば、 な 

がくから きめ は 見 まじき もの をと、 ゆく 年の 秋 をた 

のみて、諸人ぉひ っくばかりに待ぅけ、 るに、4:^年の 

七月 二十 H のころ かとよ、 大風い かめし く 吹け る 事 

侍 き、 三 四 町 を かけて ふきまくる il に、 そ の 中に - も 

れる家 ども、 大 なる も 小さき も、 一 と してや ぶれざる 

はなし、 さながら ひらにた ふれた る も 有、 けた はしら 

ばかりの これる も あり、 又 門のう へ を 吹 はなちて、 四 

五町が ほどに おき、 垣 を 吹 はらいて 隣と ひとつに な 

せり、 檜 皮 ふき 板の たぐ ひ、 冬の 木 葉の 風に みだる、 

がごと し、 おびた いしくな りと よむ おとに、 物い ふ聲 

もき こ へす 、地獄の 業 風な りと も、 かく こそ はと ぞぉ 

ぼ へ ける、 家の 損」 しする のみなら す、 つばな をぬ け. る 

ごとく、 穂に 穂 を そろ へ て 熟しいで たる 稻 W 、この 惡 

風に 吹た をされ、 一 時に 荒 損， やる 、まことに 諸人の 

難義 、このと きに と いまれり、 さる ほどに、 帝土 畿內 

の 人 は、 いよ/^ これに 力 をう しな ひ、 交易 貨植の 

ェ商 は、 いよ /\ 八 木の あた ひ を うれ ふ、 ふか ( す る 

ほどに、 一 一とせ が あいだの 飢渴 に、 諸 K こと， o> くつ 

. かれはて、 かねてた くわ へたる 金銀 も、. 八 木の あた ひ 


に 出し ャ おし、 今 は 念じ わびつ、、 資物 かたはし よりす 一 

つる ごとく すれ ども、 さらに g 只と る 人 もな， し、 いわん 一 

やその 外の 諸道 具、 衣類 疊 までう.. y はら ふとい へど 

、久しく 飢を すく ふの あた ひに だに たらす、 されば 

古^に、 獸^ 則 機、 入^ 則 盗と い へ 、該 にも  >贫 のぬ 

すみ に戀の うたと い へ ば、 さの みや は 操 もま も.^ あ 一 

へ む、 口 のまへ に 親を餓 し、 妻子 を渴 やす 事の かなし 

さに、 おもわ やながら、 濁 貧の 志と なれる 人 も 有べき 

事な，. >  、今 は 家內に 住 ふちから もな く、 笠う ちき、 足 

ひきつ 、み、 よろしき すがたし たる もの、 子 を つれ 親 

の 手 を ひきて、 家 ごとに こ ひ ありき、 かく わびしれ た 

る者ども.v^,^^くかと見れば、すなはちたふれ死ぬ、 つ 

いひお の つら、 路頭に う へ しぬ るた ぐひ數 しらす、 い 

かにい わん ゃ諸國 七道 を や、 宿所 しれた る 死人 は、 所 

よ. 0 宿所に おく. o、 宿所 しれざる 死人 は、 悲田院 の も 一 

のど もの わざとして 河 Ira^ にす てぬ、 河-:? i などに は 馬 

車の ゆきち がふ 道 だに もな し、 その外 洛外 邊 塞の 堀 

のうち、 畠の 側に 人 しら やた ふれ 死し、 犬 狼の くひち 

らした る あ. 0 さま、 目 も あてられぬ 事共 也、 親 は 子 を 

すて子 は 親に はなれ、 町々 辻々 になき さけぶ こ へ、 地 

ナナ き a 


獄の 罪人の 呵喷 にあ ひて、 なき かなしぶ も かく やと、 

あわれに きこへ ける、 あるひ は 父 ゆがい のちつ きて 

ふせる を しらすして、 いとけ なき 子の そのち-^ さに 

すいつきつ、 ふせ るな ども あり、 又 世 に あ る とき は、 

おち 乳 ゆにいだ かれて 寵愛 せられし 子どもの、 たが 

おし ゆると はな けれども、 器 を もち 門々 に 立 やすら 

い て こ ひもら ひ、 お のれと 命 をお くる も あり、 又 夫婦 

ある 非人 は、 その 心 ざし まさ. Q て ふかき はかなら す 

死す、 その ゆ へ はわが 身 を 次に なして、 男に も あれ 女 

にも あれ、 いた はしく おも ふかた に、 たま/^ こ ひ ゑ 

たる 物 を、 まづ ゅづ るに よりて 也、 されば 父子 ある も 

の はさ だまれる 率に て 、親ぞ さ き 立 て 死にけ る 、耻を 

わ す れて家 を いでたる 者 は、 足 を はか b に 門々 を 乞 

あ， 0 け ども 、 い ま だ 家居 せ る 貧 人 は 、さなが ら 人目 を. 

しのび かね、 け ふより やい でん、 あすより はな ど、 お 

も ひ * あるひ は 物 も ふでの 風情 に も て なし 宿 を 出、 下 

京なる は 上京、 上京なる は 下 京に ゆき、 しのびて 物 を 

もら ふ も あ， o、 此 たぐ ひの 人 しらぬ 非人 際限 も； 9： ベ 

から-や、 愛に お かし？ 事の ありけ る は、 ある 人の 家に 

職人と も；：： 儿 へ や、 商 をす る ともなく  、毎：：： 物 引つ 、み 
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打 かたげ、 朝に はとく いで 夕に おそく か へ b 、妻子 を 

心 やすくす ぐす もの あ， o、 所より 不審お も ひて、 此も 

の を よびよ せ 吟味せ しか ども 、 何のす ぎ わ ひ をす る 

ともい わす、 たい 御うた がわし き はこと は..^ なれ ど 

も、 -ク^ 串 をいた す 者 にても 候 はす、 御 吟味 は 御 ゆるし 

給 にれ とば かりい ひければ、 所より いよく 不 藩お 

も ひて、 くだんの つ 、みたる物をと..=^ょせ吟味しけ 

れば、 からの 首に 鬼の 面と、 太鼓 ひとつと あり けれ 

ば、 さて は吟 吸に 及ばす とて、 どよ みに な て 立 さり 

ぬ、 ながく の 困窮に、 すべき かたのなければ、 さな 

が ら面を さらして 、釉ご ひも はづ かしくて 、面 を か ぶ . 

b 太鼓 をう ち、 時疫の はやる 折 なれば、 風の 神 をお く 

ると いひて、 济屮を もら ひ ありき しと かや、 まことに 

<； め をし のぶ 釉ご ひに は、 よき はかりごと にやと、 こ 

と はり 過てお かしく も あはれ な.^ し i£| 共 也、 

あくれば 天 和 二 壬 戌のと し、 正 R: なれ ども 人の 心 も 

ら たまらす、 i^s 年の 困^に 心 も ふ るび 氣も いさま 

す、 かるた 方 引の 手す さび も、 錢 とぼしければ おの づ 

から やみ、 親類 一 門の 節 振舞 も、 八 木 やすから ねば も 

よ ほす 事な し、 元朝より 上下た^ 米の あた ひの たや 
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一す からぬ 事の み をな げきて、 いづれ の：：： を 正！：：： かと、 

われ. <  心 をな ぐ 5 む 事 もな く、 芝居 操の おもしろき 

も、 今 は 心 まめなら ねば、 ゆく 人 まれに、 神 佛の初 ま 

いり も、 け ふの いとなみの 切なき にさ へ られ て、 宮. Q 

さびしうな りぬ、 されば 神 依， 人 敬 ー增レ 威と かやい へ 

ば、 おの づ から 佛 神の 御 威光まで も、 影く らくなる ベ 

きに やと、 諸人い よ C 心 ぼ そくお ぼへ ける、 とかく 

する ほどに、 今 はは や 飢^ やう /(- 三と せに および 

なんとす、 さるに よって、 農 人 はたく わ へ たる 麥稷も 

つき、 ェ商 おのれ/、 が 恒産 なくなりて、 去年に まさ 

りて 非人お ほくな. 9、 行か ふみち も 所せ く、 洛中 所々 

數 をなら ベて 明屋 となり、 たま （'のこ. りすむ 人の 

門に は、 五 人 十人づ 、非人 立つ どひて 物 を こふ は、 い 

かな る 慈 も、 今 は 不便 もさ め てうる さくな，. y 、又 

門外に て その ま、 た ふれて 死ぬ る 非人 も あれば、 い 

かなる 無慈悲の 人 も 是を厭 ひ て 、 物 を とらせて はや 

く 去す る 事 をなん しける、 されば 人 木石に あらねば、 

物に 或す る 事な きに あらす、 なさけ ある 有德 人、 此ぁ 

りさ ま を 見る にしの びかね、 け ふ は 人のう へ 、あす は 

わが 身の， フ へと おも ひ、 あるひ は 菩提の 善果と おも 


ひ、 或は 親屬 妻子のと ぶら ひの ためと、 おも ひくに 

毎夜 かゆ をに て、 稲に 入に な ひ はこばせ、 辻々 河原に 

かつへ ふせる 非人 どもに、 くみほ どこして, 5 ^1 3 な ふ 

も あ. り、 又つ くね 食に 香 物 を そ へ 、所々 の 非人に はこ 

びて くわす る 人 も あり、 そのほか 錢を とらせ 紙子 を 

きせ、 おも ひ C の 善根に、 數 萬の 非人 さながら さむ 

き 1^ もす がら、 餘命を つ なぎよ ろ こび をな す、 心 ざし 

いかで この 善 ST 現當來 世に その 報な からん や、 未來 

において は、 此 善根の たねひら けて 六道の 罪障 を滅 

し、 ながく 淨 土に むまれ て快樂 をう け、 現世に て は、 

慈愛の 天理に かな ふて、 たちまち 神明の 冥盧 にかな 

ひ 給 はん 事、 うたが ひ 有べ からす、 されば 春： n の 神託 

にも、 雖.， 曳ニ千 =1 注迚； 不， 到 二 邪見 之 家： 雖， 爲 二重 服 

深厚： 可い 趣 二 慈悲 之 室， とか や、 世 は 末世に およべ ど 

も、 us: はい まだ 地に おちす、 今の 世に も か、 る 慈悲 

者 も ある 事に こそと、 見る 人き く人感 せざる はな か 

りけ る、 愛に 非人 ども は あまりの かた じけ な さ に 、いお， 

低の 極樂 世界まで もな し、 現世に 於て、 かやう の 百匁 

の 飮食を 下され、 ひさぐ 搔 器の 御す くひに ぁづ かる 

うへ は、 如东の 御ち かひ も ふかし など つぶやき 
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て、 

極樂 のせ かいげ はい 楊 しら 粥 を 

なむ あみだぶ だぶ すく ひた ま はる 

愛に 悲田院 のほとりに、 世 を あおきな くお も ひと， 9 

てす む 人 あり、 人 これ を 今 長 明と 名づ く、 世に ありし 

とき は、 糸竹 花：：^ に 心 をよ せ、 好 色 遊興 に^ を な げ う 

ちし 人に て、 その 身 父 かたの 家 をった へ て、 久しく 町 

屋に すむ、 その、 ちす り 切身お とろへ て、 仕 合さん 

ざん あしかり しかば、 っゐ にあと、 むる 事 を 得すし 

て、 三十 あまりにして、 せひに およばす 悲田院 にす 

む、 是を あ. 9 しすまい になす らふる に、 西 分が 一 也、 

たい 小屋ば かり を かまえて、 はか < ^しく は 厘 根 を 

ふける におよ ばす、 ゎづ か に 壁 をつ けりと い へ ども * 

門た つるに たるきな し、 竹 を 柱と して あみ In, をせ り、 

雪 ふり 風 ふく ご とに、 あやうから すし も あらす、 所 は 

川原ち かければ、 水の 難 ふかく 虱のお ほき もさ はが 

し、 すてし むかしの 全 世 をお も ひ 出しつ ゝ、 心 をな ぐ 

さむる 事 は 三十 餘 年な. o、 その あ ひだた び， （-た を 

れ しに、 おの づ から耳のびひをさと.9ぬ、則五十の^|^ 

をむ かえて、 家 をいで 世 を そむけり、 もとより 財^な 


ければ、 すてが たきよ すが もな し、 身に 外聞 あらす、 

何に つけて か 執 をと いめむ、 むなしく 柬 出の 雲に い 

くそば くの 春秋 を かへ ぬる、 愛に 六十の 露き へがた 

に 及びて、 la に乞赏 の 部屋 をむ すべ る 事 あり、 是を中 

ごろの すみかに なすら ふれば、 又 百 分が 一 にだに も 

お よばす、 とかくい ふ ほどに、 もらい は 年々 にかす け 

なく、 住家 は をり >/ ^にせば し、 その 家の ありさまよ 

の つねなら す、 廣 さは ゎづ か に 方丈、 たかさ は 六尺が 

うち 也、 所 をお も ひさ だめざる が ゆ へ に、 地 をし めて 

つ くらす、 土 座 をぐ み麥 わら を ふきて、 すきま ごとに 

ふるむ しろ を かけたり、 もし 夏の あっき 事 あらば、 や 

すくと りて す- 5- まんがた め 也、 その あらため つくる 

とき、 いくばくの ゎづら ひか ある、 にな ふ 所ゎづ かに 

1 一荷な り、 肩の ちから をむ く ふる 外 は、 更に 日 傭いら 

す、 今 悲田院 のおく に 跡 を かぐして、 南に か. 5 の卑棚 

を さし 出して、 竹の すのこ をし き、 その 西に 板 だな を 

つり、 中には 西の 垣に そ へ て、 追分の 畫像を 安 徵し奉 

りて、 落 H をう けて 御 あかしの ひかりと す、 門せ どの 

とびらに、 ふる 草履 ふる 鞋を かけたり、 北の 障子の 上 

に、 ちいさき たな を かま へ て、 くろき 麵筒三 四 合 をお 
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く、 すな はち 味 喰 米食 汁 ごときの くひ 物 をい れ たり、 

かたはらに 椀櫃 をの. //^一具 を 立、 いわゆる 古 椀 食 

櫃 これ 也、 東に そ へ て わらの 蒲阁 をし き、 結 衣 をし き 

て 夜の 床と す 、東の 垣に 恣を 明て、 こ、 に 藁 金剛 をつ 

く， 0 出せり、 枕の かたに 土签 あり、 これ を柴 おりくぶ 

る よすが とす、 いほりの 北に 少地 をし め、 あはれ なる 

ひめがき を かこ ひて 圓 とす、 すな はち もろ- の 菜 

雜稲 をう へ たり、 乞食 部屋の あ さま かくの ごとし、 

もし _ ^しづか なれば、 窓の 月 にむ かし 全 世の 古人 を 

しのび、 鳥の こ ゑに わかれの 釉 をうる ほせし 寧 をお 

も ふ、 草 むらの 螢は、 と をく 宮川 町のと ぼしび に まが 

ひ、 曉の雨 はおの づ から 朱 雀 ふく 嵐に にた.^、 山寺の 

ごん/. \ 'となる 鐘 を 聞て、 八つ か 七つ かとうた が ひ、 

村の 乞食の ちかく なれたる につけても、 世に なり さ 

がる ほど をし る、 それ 三界 はた い 心 ひとつ 也、 心 もし 

安から すば 、牛-海 七 珍 もよ しなく、 宮殿 のぞみな し、 

今 さびしき 一 問の 小屋、 みづ から 是を あいす、 おの づ 

から 宫古 にいで、 は、 乞食と なれる 事 をはづ とい へ 

ども、 か へりて 愛に 居と き は、 町の 徙體に 著す る 人 を 

あわれむ、 そ もく 佛の人 をお しえ 給 ふお こ. 0 は、 事 


に ふれて 執心な かれと 也、 今 この 小屋 を あいする も 

とが と す、 安樂に 著す る もさ わ， 0 なる べしと いひて、 

しづかなる あかつき、 此 こと は..^ をお も ひつ いけて、 

是ょ. 0 四國 九州 を 行脚し、 世のう き 無常 を 悟らん と 

おも ひたち、 手の やっこ 足の の h- 物に まかせ、 はるか 

に 古里 を 立 出て、 木 はた 山伏 見の 里 鳥 羽 淀 をす ぎ 難 

波の うらに つく、 これより 便船して はるかに 海上に 

うかみ こぎ、 行 舟の あとの しら 波に 世 中を觀 じ、 順 M 

に 帆 を あげて ゆく ほどに、 尼 崎 西宮兵 庫一 の 谷 を 過 

て、 須磨明 石に か、. 9、 人 丸の あと をと ぶら ひ、 紫 女 

の 筆の あと をお も ひ、 これよ hH 咼砂 室の 湊、 備中偏 後 

にいで ゝ痕水 山の 景氣、 盡 く. 0 もお よびが たきをう 

ちな がめ、 はるかに 安藝の 宮島を ふしおがみ、 聞し に 

まさる 1_ ばいと おもしろく 殊勝に み ゆ.、 これよ，， c-;s£ に 

む き て 、伊豫 土 佐 阿波 讃岐 のく に < ^、名所 々々をた 

づ ねめ ぐり、 なを 九州の 地に か、 b て 、豊 前の 國小倉 

に っく、是ょ，.^陸地をぁゅみてみめぐるほどに、都を 

出て 十餘： = とい ふに、 やうく 長 崎の 津に いたる、 

そ もく-お 崎の、 律 は、 西南の はて 九州の 端 なれ ども、 

昔に 聞へ し 所 なれば、 さし もに ひろき 所 かと ふに、 
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かねて 思 ひしに たが ひて 境地せば く、 異朝の 船つ き 

なれば、 所 もに ぎ はしき かとお も ひしに、 當年 異朝の 

商船 累- 牛に おとりて すくなく、 ことに 西國 まで、 兩年 

の 饑 僅に 八 木の あた ひやす からねば、 货 物の 商人、 そ 

の 外の はたらき 人、 上下と もに 困窮に およびし さま、 

宮 古に まさりて はなはだし、 よのつね は、 所の 人 衣 

服飮 食に 過 差 を このめる 風俗と 聞へ しも、 今 は あさ 

ましき あ. 0 さまの みあ. 0 て、. 1 乙 食,.； is ちの 邊に お ほく、 

朝に う へ て 夕に 死す る たぐ ひすく なから す しも あ 

らす、 愛に 黄藥の 宗派に お i 寺と 云 寺 あ. o、 異朝よ， り 

わたらせ 給 ふ 曇 端と て、 たっとき 和尙 あ. 0. ける が、 此 

分野 を 不便の 事に おぼしめし、 寺 用に たく はへ あ.. > 

し 金銀 はいふに たら や、 およばぬ 所 は 装 裟衣を もぬ 

ぎう. CV  、 堂塔 佛も 代な し て 、諸人 の 饑死 をす く はんと 

おも ひ 立 給 ひて、 延资九 年 仲秋の 比よ， 0 も、 世 中立な 

をる までとて、 每 H 粥 をに て 施行 をな し 給 ひければ、 

この 地の 貧 人力 をえ て、 はせ あつまる 事 際限 もな し、 

はじめは ゎづ かに 二三 千 人な.^ しが、 日に まして 多 

く 成、 のちに は 五六 千 入に およべり とか や、 され ども 

いづれ をす つべき 贫 (人 もな し、 ありさま 見る にいよ 
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いよ 不便 もま さりければ、 寺 用の 金銀 も 出しつ くし、 一 

和 小 リみづ から 錫杖に 一 鉢 を たづ さ へ、 所々 を 執行し 

給 ひて、 その 日の 施 入 をみ な にと、 の へ て、 每 

B 贫人 をす くひ 給 ふ、 この 地の 有德 人、 和 尙の心 ざし 

に 成 じて、 おも ひ/、 に 金銀 を 施 入す るに ぞ、 一 鉢に 

あま， 9 ければ、 のちに は大 なる 蒲簧 をに な はせ て、 め 

し つれら る、 事に な， 0 ぬ、 又 多分の 金銀 數倏の 米 を 

施 入す る 人 は、 土寸 にもち はこ ばせ て おくる も あ， = '、ュ va 

ことに 未サ 有の 善极 とこ そ 聞 へけ る、 これ を 施行の 

初と して、 さかい 大坂 京都までお ひく 施行 はは じ 

まりけ る、 今. お 明つ く  -と おも ひける は、 われ 久し- 

く 都に すみ わびて、  いかなる 國 にも あと をと いめむ 

と、 去ぬ る 比より 都 をいで 國々 を 見め ぐるに、 こ 、ぞ 

とお も ふ 所 もな し、 今數百 里の 海上 を へ て、 この 渾ま 

で來 りしに 、宮古 にかわらぬ うきめ を 見 る 事、 げ に 世 

中 を わたり くらべ て、 今ぞ しると 詠せ しもお も ひ 出 

られ、 た い 世 はもと しのびよと、 都 こ ひしう おば へ け 

れば、 それよ.^ しき..^ に 舟 を もよ ほして、 櫓 櫂 をお し 

たてこぎ ゆく ほどに、 いつしか 又 攝州驟 のうら に 付 

にけ *§、 
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伊タ の うらよ b 舟 を あがり、 まづ 住吉に まふで、 比し も 

祌 無：：：： 中旬、 木の葉 ふく 嵐 ものさびし きに、 こ、 かし 

こみあ. 9 くに、 この 地 も 同じく 困窮し ける にや、 澤庵 

和尙の 開基 南宗 寺と いふ 寺に 施行 あ，^ て、 非人 三 四 

千 人 も あつま. 0 て 米 を もら ふ、 お- H 米 五石づ ゝをほ 

どこし 給 ふと かや、 音に 閒 へし 海 部の. 具足、 阿賀の 

とやらん の 施 入に やとい ふ 人 も あ. o、 この 地 は有德 

人の み を、 くて、 さまで ひろから ぬ 所なる に、 かほ ど 

までの 非人 は、 いづかた より 來れ るに やと、 ふしぎに 

もお も はる 、事 也、 それより 大 坂に 出て 見る に、 さし 

もに 愛 は 西國の 船つ きに て、 繁華の 地 なれ ども、 同じ 

く 困^し ける にや、 非人 所々 にお ほく、 本願 寺の 御堂 

の 庭 を かりて、 この 地の 有德 人、 數 千の 非人 を あつめ 

て、 あるひ は 粥、 あるひ は 餞 を 施行し、 あるひ は 粥 を 

入る 曲 物 を 數ぉ ほく こしら へ て、 是を ほどこす 人 も 

有、 又は 相場の 米 を かいとりて、 あた ひやす くうり ほ 

どこす 人 も 有、 國分寺 そのほか 所々 の 寺々 に、 おも ひ 

一 おも ひの 施行 ある は、 まことに 慈悲の 善根 かなと、 い 

わぬ 人 こそな か， 9 け る、 

あくれば 天 和 二 年 正月 四 曰と いふに、 今 長 明 はなれ， 


し 都に か へりぬ、 ふるさとの 人に あ ひて かたれば、 當 

地 もやが て 所々 に 施行 はじまる と閱 へしが、 就レ 中け 

ふよ. 0 寺 町 大雲院 にあり とい ふ、 今 長 明 たち こへ て 

見る に、 まことに 用 害お びた いしく、 堂の 前に 施餓鬼 

の 供物 を そな へ、 位牌に は 爲ー做 死 u 魂 _と嘗 付たり、 

さて 羅漢 堂の 前に は、 數千の非人未明ょ，.^っめかく 

る を、 悲出院 の もの、 支配と して、 鉢 もら ひ 非人 麓 か 

ぶ b と、 三 手に わかちて ならべ おく は、 あたかも 苏石 

をなら べし ごとく 也、 さて 施餓鬼の 法^も 事 を わり、 

念佛同 昔に はじまれば、 行列た がわす 非人 一 人づ 、 

繩 張のう ち を、 門外 さして ならび 出る を、 左右に 番所 

をた て、 札 をう けと. 9 餞 を わたす、 はじめは 三 四千 

人、 中 ごろ は 六 七 千 人、 を わ に は 一 萬 人の 上に 出し 

とか や、 あるひ は 二人に も あれ 三人に も あれ、 子 をつ 

れたる 者 は、 親子の かす ほど 錢を もら ふ、 さるに よ b 

て、 辻の すて子 をいだ き來 りて、 親子の せに を もら 

ひ、 かへ さ にす て、 か へ る も 有、 又 ある 非人の ふと こ 

ろに、 子 をいだ きて 綿ぼう し をき せ、 親子の せに を も 

ら ひくる を、 群 所の 者 吟味して、 綿ぼう し をと りて 見 

れば、 子に は あらで、 ふところ にわら を つぐね て入ゐ 

4^ サ t  E  — 
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ければ ス々 け ふさめ、 まこと やせ わに わ- らを 出す と 

いふ は、 此 事なる にやと、 大 にどよ みて を ひかへ す、 

その外 あわれの 事共 は、 いとわ かき 女ば うの、 手足 見 

ざま も あしから ぬが 、子 を い だき 手 を 引て 、顔う ち つ 

つみ もら ふ も あ. 0  、 又 年よ， 0 たる 親の、 杖に すがりて 

あゆみかぬ る を、 手 を ひき 腰 を か 、えても らふ も 有、 

あるひ はちい さき子 どもの 一 つれに、 あね はおと、 

の 手 を 引、 妹 は 兄に おわれても らふ も あり、 ねす みな 

らねど 糠 をく ひ、 牛； £| ならね ど鉄糟 にあかねば、 いづ 

れの 非人 も 顔色 蒼々 として、 杖に すがりて よろ ぼひ 

ゆく さま、 目 も あて られす あわれに て、 を こぼさ ぬ 

人 はなし、 扨 一人前に 十二 錢づ、 の 施行 はいかに と 

とへば、 十二 錢 にて は 米 一 合 五 勺の あた ひ あれば、 是 

をば 粥に たきて、 その 日の 餓を すく はせ むとの 心 也 

とい ふ、 かたへ の 人の いひけ る は、 尤 さも こそ 候 はん 

なれ ども、 十二 錢 にかぎ る 心 は、 此毎： n の 十一 ー錢 にて 

いか やうと も はから ひて、 晝夜 十二時 をお くれとの 

心 かと 云、 又 十一 一因 緣の 心と い ふ 人 も 有、 又 ある 人の 

いひけ る は、 此雨 年の 餓死 u 魂の 氣、 疫竊 となり 人 

にっき、 藥 劑も驗 なく、 病死 も 傲 死にお とらねば、 諸 

m.lB  111,4.  ii 


人疫 燥の 祈念と もなる 施行 なれば、 築師 十二 神の 心 

なる にや、 など、 口々 に 沙汰し ければ、 今 長 明と り 

あへ す、 

ゆる. 9  くわう 如來 のかげ でみ そが ゆ を 

すく ふしゃく しの 十一 ー錢 にて 

かく 有が たき 善根の 功力に て、 世の中の 疫癘 も 今 は 

しづかに なりけ る 也、 されば 施行 場の 非人 は、 悲田院 

の 與次郞 が 支配 なれば 、餓死」 し 魂の 疫鬼 も、 與次郞 を 

見て はお それ をな すと いへば、 ある 眞言の 僧の いひ 

ける は、^ 悲 田院與 次郞 卒婆呵 と、 七遍 とな ゆれば 疫 

癘 とりつかす といえ り、 又 與次郞 宿と 門柱に 書つ く 

れば、 疫癘き たらす ともい へ り、 むかし もさ 、ら 三助 

宿と 書した めし も あれば、 さも 有べ しとい ふ 人 も あ 

b  、拆 その 日の 施行 も欒 おわれば、 老和尙 慈悲の 說法 

に、 聽 衆 落涙 歸 服して、 檀方 その外の 有德 人、 あるひ 

は 一 萬 人 分 二 萬 人 分、 ちからの およばぬ は 二 千 人 分 

三千 人 分、 又は 百 人 五十人 乃至 五. <  十 人 分、 皆 それ 

ぞれの ほどに まかせて、 金銀 を 施 入 あ， n- 、あるひ は說 

法聽 衆の 女ば うだち 、小袖 をぬ ぎて 施 入 も あり、 ある 

ひ は 刀 脇 指 をぬ ぎて 施 入し かへ る も あり、 參詣の 心 
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ざし ある は、 米錢を - .- のうちに なげい るゝ ためとて、 

本堂の 前に 大 なる 酒 桶 をす へた. 9 しに、 ある 日の 事 

かとよ、 誰 人の 施 入に か、 此 桶の 中に 金子 百兩 入て あ 

,=^しとかゃ、誠に無比の大旦那、前代未閒の善根發撣 

の 老和尙 と、 ほめざる 人 はな か. 9 ける、 

同じ 比よ. o、 北 野 七 本 松 泉 福 寺と いふ 寺に て、 圓穴 > ^和 

尙の發 起に て、 施 生 を かたら ひ、 つくね 食に 錢八 文づ 

つの 施行 をと りむす びた まふに、 每日六 七 千、 のちに 

は 一 萬 人の 非人 なれば、 和 尙みづ から 御 弟子 を つれ、 

洛中へ 託 鉢に いで 給 ふに、 諸人 殊勝の 心 ざしに 感じ 

てお も ひくに 金銀 を 鉢に なげい るれば、 正：：：： 八 H 

よ.. M  一 e:1 一十 二： n まで 、毎日 施行 を 引 給 ふ、 又 同じ こ 

ろよ b. 洛陽 誓願 寺に も、 七：！： が あいだ 十二 錢づ、 の 

施行 ありて、 非人まい にち 一 萬 五六 千 人 あつまりけ 

ると かや、 この 寺に は 名に お ふ 紅梅 ありて、 をり ふし 

さかり 也、 この 樹の もとにて 施行 あ b ければ、 今 長 明 

筆 を そめ て、 

十二 餞 繙繫ニ 苦 貧， 腰 問 木 札 當，， 財 珍- 

依 看 一 樹 梅花 下 千億 化身 寺內屯 

この 外" 俗 中 洛外、 所々 寺々 にわ づ かの 施行 は數 しら 


や、 かく 人の 心 もやわら ぎ、 天運 も 循環し ける にや、 

麥 a 思 ひの ま、 に はえいで、 一 IH: 中 ごろよ. o、 八 木の 

價 は：：！々 に 安くな. 5、 疫癘し だいに しづ まれば、 上下 

萬 民うる をい 勇て、 家 を 出た る 非 入 はふた、 び 住家 

に 立 か へ ，.^、飢っ かれたるはぉきぁが.5、ゃめるもの 

は瘡、 すてられ たる 子 は ひろい もどされ、 親 は 子に あ 

ひ、 子 は 親 を はごくみ か へし、 商賈は 市に うた ひ、 農 

夫 は 里に 扑て よろこぶ さま、 まことに 涸 ，ぬ； の.^ にあ 

ひ、 暗夜に 燭を 得た るが ごとし、 これひと へに、 御代 

泰； 牛のと きに むま. れ て、 かく 有が た き 御 恵 を うくる 

islis.. よと、 諸人 歲を とな へ て、 いわ ひぞ めく はかぎ り 

なし、 今 長 明 も、 か、 るめ でた き 折からに、 ながらへ 

あ ふもうれ しくて、 むかしの 住家に 立 か へり、 心 やす 

く念佛 して、 百 有餘歲 のよ わ ひ をた もちぬ、 時に 天 和 

9- 二と せ彌 生の 晦 n の 比、 今 長 明 悲出院 の 庵に して 

これ をし るす、 

つき 米 は あがる 相場 も つら か， りき 

た へ ぬ さがり をみ るよ しもが な 


天 和 二 年 壬 戌 三月 吉祥：！： 

八幡 町 通ふ屋 町角 


山 本 七 郞兵衞 梓 行 
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寬濶 平家物語 卷 一 

㊀ 京の 助 色 g 亂 繁昌 之事 

珍しき 生類 か は b たる 獻立 

附 b 小 松 野 滋左衞 門 敎訓事 

紙 園 林の 鐘の 聲、 諸 客 無 興の ひ レきぁ b  、沙羅 双 林 寺 

の 春の 花 は、 上 戶必醉 の 色 を あら はす、 踊る もの 久し 

からす、 た  >  盆 中の 夢を見る に 同じ、 剛き物 も 終に は 

弱る、 ひと へ に 大木の 獨活の ごとし、 遠くむ かし を尋 

るに、！ 1 部の 衞門 wi: の 恨 之 助、 ちかく 中 比 をかん がふ 

るに、 さつ まの 源 五兵 衞 はり まの 淸十郞 、これら はた 

だ 好色 を もつ ばらとして、 松 保の 沛に身 を 焦し、 千賀 

のけぶ りに うきなた てる 者 共に て、 奢れる 事 もた け 

き 心 もさ だかなら ざ りしに、 六角の 捨 坊主 大 狂大盡 

京 之 助 泰雜の 我 孫 色 盛と 申す 人の ありさま、 つたへ 

承る こそ 心 もことば も 及れ ね、 その 親父 を れば、 丹 

波の 國入佐 山の 片陰 一代 男 世の 介と て、 日本 國 中の 

色 M をた なご、 ろのう ちに もて あそび、 猶 ことたら 

す や 思 はれ けん、 地 〈九 年 文 =： 星 逢の = 、蘭の 树収て 


^霄を 帆に あげ、 女 護の 島に わた. 5 て 今に 歸. 9 給 は 

す、 是 )1 雞卵 三年の 秋の 夕、 初 あらし 身にしみ わた 

り、 前栽の 女郎花 糸 萩 さ V れ获め はじき 小ぐ る まの 

さか..=^を見せ、白露の こぼれぁ..^き、糸瓜唐がらしの 

所せ き、；^ ま めに i き.. 5 のか ゝ. 0 がまし く、.^ とんぼ 

う も秋渾 虫と い へ ば飽 しく、 千 早 振鈴む し、 たれ 松む 

し、 父戀 しと 鳴む しに 落涙 袖 にあ ま. o、 まこと やかの 

島と 申す は、 男と いふ もの 2^ 布 ぎれ ほど もな く、 た V 

搖女 集. 0 て 陽 國の風 を吞で 孕む ときく、 父隨 分の 手 

利な. 9 とも 多勢に 無勢、 今 は 穴 二 穂の 矢 だね つき 巣な 

ば、 干 蛙の やうに なって 往生 とげ 給. ふ 外 は、 手 だて あ 

る まじと 推き； する に ひ をし く、 幸け ふ はなき 魂の 來 

る 夜 なれば、 iSi 靈 棚に 魂 衍 iG- 枝 さゝげ をた てまつ り、 

頓證 菩提い まだ 此 世に まし まさば、 逆修の 善根と^ 

鼓う ちし ほれた る氣 色、 年 ひさしく 家に つた はる 婆 

藥見 とがめて いさめけ る は、 老少不定の 世界 なれば、 

無常の 嵐 は 人 を 撰ばす、 され ども 若き 時 は， g 氣 いま 

ださ. たまらす、 物に うつりす ゝ む 事 はやく、 し. ぞく 

^乂 すみやかな り、 何時 にても 他力の 本願 あれば、 ほ 

とけに まかせ を かれ、 みじかき うき 世に 後生 ご、 ろ 


をと..^をゐて、仕たぃ事してたのしみ給ふべ し、 そ も 

そ も 此御家 は、 三代 さき 無 間の 鐘 をつ かせられ、 七 代 

まで はたし かに うごか ぬ大黑 柱、 ゑび す三郞 殿より 

は、 毎 H 鯛 辨才 天女よ..^ はうな ぎ 鯰の 腎食 絶す、 

布袋の 痕袋、 3^ 沙門の 枕 鍵、 福 祿壽命 を まもり 給 へ 

ば、 家門に 禍 なく、 金銀 は 泉の ごとく、 米 餞 は 雨の ふ 

るに 似たり、 これ 一 分の 智惠 才覺 にあら す、 此家 にう 

まれき たる 人の 宿 善に よって、 活計の 身と なり、 花^ 

泰の あしたより、 雪の 夕ぐ れいつ 寒い やら、 あ ついや 

ら、 暮行歳 霜つ もって 廿五才 になれ ども、 父 世 之 助に 

はう まれお とりて、 色里 は 染物屋 の 有 在所と 覺ぇ、 冶 

郞 は藥師 のっか ひもの、 白人 は博变 打の 名と 合點し 

て、 今月 今 m まで 巾 女 錢婦の 闔筵を も 踏す ノ鋭世 流の 

諷を 心がけ、 楊.： T に 膝 を 屈し、 堀. 川 流の 儒 席 をう か V 

へ 共、 念 佛講を か、 さや、 むなしく  2；:  H を 送る 所に、 

今老： 婆：^ 異見に よって、 たちまち たまし ゐ入か は. 0  、 

われ 好色の 家に 生れながら、 花す、 き稳に 出る 業 も 

なく、 一  生 を をく らん 事 不孝の 第 一なる ベ しと、 先 そ 

の 名聞 ゆる 末社と いふ もの 共 を 呼 あつめて、 日夜 傾 

國 遊里の 飽談 をぞ始 ける、 ひだ..^ の 座 上に は 分 知の 


女 安心き，、 の 四方 人、 手 越の 新 七 水練 法師 且過坊 、右 

の 座が し ら に は 面 黑 の 西 雲ね ざ め 道才、 虎若 卯右衞 

門う-かぶ 瀨小 八、 天津乙女 之 一、 羽衣 馴彌 なんどと い 

ふ 浪人 まじりに 伺 公 中して、 素 仙 法師が 我 庵と 名づ 

けし 好色 大鑑、 西 鶴が 諸飽 大全 を 評論し、 三ケ のつ の 

しゃれ 物が た. 5、 よし野 野 風 夕ぎ. 9 获野、 たか 尾 かづ 

ら きより はじめて、 三 五 半 太 失まで が 品定め、 居な が 

ら傾 1^ を 取よ せて、 耳 眼 をた のしむ に 異ならす、 さ れ 

ば 色道に 携る類 人、 われ も//^ と はせ あつま. 9、  口 あ 

ひ、 もん さく、 落し 咄し、 世に はやり 出る ほどの 珍事 

を 囀 b なら ひて、 京 之 助 を國の 守の ごとく、 高位に ひ 

としく 答拜 すれば、 虛 熱に おか さ れ 酒興 にう かれ、 佥 

藏の ふたと つ て 、！； ^石の ごとく 薛 ちらせば、 貪欲 無道 

の 輕 安、 辨 口舌， _s の 侯 者 ども、 あまた 出入 渴 仰の 拜み 

倒し、 あら 佛と 令色 すれば、 色 も 今 はしれ もの 共に 

揉 立ら れ、 世に あり ふる、 事 わざ、 一向 面白から す、 

たいか は. 9 たる 事 をのみ 好み 出ぬ、 夏 水仙 冬 櫻猶め 

づ らしげ なし、 足の 一 本 ある 黑猫、 目の 四つ ある 鸱、 

狼の 赤子 か 首 玉 を 入、 あるひ は 天狗の 巣立に 錫杖 

もたせて 祭文 を敎 へ、 高 野 川に 住し 川太郞 をい けど 
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,9 にして、 釉なし 羽 を. 0 をき せ、 鉢卷 させ、 鮫 鞘の 大 

小さ、 せて、 嵐 三右衞 門 が 六方の 振出し、 これ 赏翫か 

ぎりな く  r およそ 奇怪の 物と さ へ い へ ば、 生類 器物に 

かぎらす、 色 盛 を 目 あてに 持 寄、 賣 買の 利潤 を 得る 

沙汰 あるに よって、 これ は大 唐よ b わた，^ し 仙人の 

火う ち 袋、 3 親 上人の 鍋の ふた、 比翼の 待、 理 の^、 

辨慶 がくはん じん 帳、 師 直が 艷 書な ど， と 披露して、 金 

銀に 代な しける、 あるとき 末社 屮 間よ.^ あ ひ、 日 比お 

出入 致す 恩賞 冥加 の た め 、 色 盛 を 請 代 つ か ま つ b た 

き 願 ひに まかせ、 n 限 r,- でに き はまりければ、 獻立を 

した ゝめ、 ひそかに 色 盛が 料理人に 內 見させて、 猶御 

さ しづをう か ぃひければ、^^の御馳宠ならば、汁には 

龍 門の のぼ b 鯉、 鶴の 炎 物、 早 m は頻伽 鳥、 吸物 は孔 

雀の 玉子に 朝鮮の 初 茄子、 葉 子 は 天竺の 甘蘼、 肴 は 燕 

の 子安貝 を 砂糖 味嗜 にて 和られ、 其 外 玄宗 皇帝と 同 

腹 巾の 醚梅 に て よしと、 大廳 十八 枚に 書 立 た. 9  、 末社 

中間 披見して、 隨 分の 目 口 か はき 思案に 落す、 唐 天竺 

の 飛脚 宿 を 穿 態す る 所へ、 虎^^卯右衞門ぉくれ馳に 

东.^ て、 いづれ も 倒 惑 の 面色 さ す がの 粹人 に 似合す、 

その 迦凌頻 も 孔雀 も喰覺 たる 物、 慮外ながら 有べ か 
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らす、 愛 は 一 智惠 出して、 たれ も 喰 しらぬ 驚 烏 猫 鼬 を 

料理せば やと、 笑 響に な..^ て罷ん でけ る、 

あやしき 食 類、 格外の 遊興の みに あらや 、屏風の 塗緣 

引 はなし、 金物な しの木 地ぶ ち、 每= 切の 灰 吹 たばこ 

盆、 五日ぎ りに あらたに とり か へ 、膳 折 敷 木 具 仕た て 

るに、 疊の 錦べ. 9、 伽羅 骨の 障子、 衣服 あ ふぎに いた 

る ま で 、 異體を 好 けれ ば 、 世上 に 六 は ら やうと ぞ 申け 

る、 今 は 駕籠 に も乘物 にも 乘 あき ぬと て、 たくましき 

中に 金 稷輸の 鞍、 あつぶ さの しりが い、 乘 .i}! のか ざり 

して、 角 をに 牡丹 花 流と て 、金銀の 范を 濃て ぞ乘 たり 

ける、 日 を逐て かやう の 花 美" こと 檨に耽 しかば、 

家臣 小 松 野 滋左衞 門敎訓 せば やと、 常々 機嫌 を 合 

せ、 にが. 9 き つ たる I^IT つ らを お し撫 て、 っゝ しんで 諌 

一一 一一 口  s- け る は、 

お よ そ 珍 器 奇物を 賞 飯し て、 人の 目 おどろ かさん 

とする は、 よ さ 人 の せ ざる 事 也と、 左兵衞 のす け か 

ねよ し 入道 も書殘 し、 そのうへ もろこし にも、 か 

は， 0 たる 草木 鳥獸を 愛する を妖孽 とい ひ、 異なる 

歌うた ふ を 淫言 とい ひ、 異風なる 衣 裳 着す る を妖 

服と 申し、 か は， 0 たる 言辭 をい ひ はやらす を妖言 


とい ひて、 人物 一 旦 の變氣 ながら、 凶事な-. - とうけ 

給 はる、 其 上-せ A のう へ 人と 申せ ども、 衣冠- it  Taf に い 

たるまで、 i ^腿 を 求む ベ から やと、 右大臣 師輔公 も 

いましめ 給 ふ、 天子 着 御の 御物 さへ おろそかなる 

を 用 ゆと、 禁秘抄 に はみ へたり、 いはん や 民間 卑俗 

の 身と して、 分際 不相應 の 美麗 を盡す 、凝 奢の 惡 

名 途に滿 、萬 口の そ しり を 招く 所な り、 巧 言 辨舌 に 

のせられて は 自分に 威勢 あ.^ と、 無用の 潤色に 誇 

る、 其 費 あげ て はか， りが たし、 無道に して 儉約を ま 

もら やば、 金銀に かぎ. り あ. 9、 所願に かぎ h- なし、 

たと へ 黄金 を 須彌に 隣す とも、 家人の 滅 u ちかき 

に 有べ しと、 落淚 して 諫めければ、 色 盛 もっての 外 

氣色を 損じ、 萬寶は みな 我 有な り 、仕官に あ らざ れ 

ば 主人の 恐れな く、 廣民 にあら ざれば、 地頭に 遠慮 

なし、 誰に は  >  かりて 此遊舰 をと いまるべ しと、 更 

に 承引 色な かりければ、 滋左衞 門 脛た かくかい ま 

くって、 たい 今此等 野原と 成て、 無名の 草 ふかく、 

露霜に 裳を濕 ほすべし と IP て、 鹑 立に ぞ たった 

け る、 

©畫 の 狼 市中の 活鯢 
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帘中は 隣家に 病人 あ れ ば 、亂舞 の 遠慮 あ.^、 偏 法 華 あ 

てた、 き i に 使 をた て、 合壁の 唐 曰 頭痛 を 踏に 同 

じ、 條 目の 外の こ、 ろづ かひ かしが ましとて、 に 六 

や 汲 纖に方 八 町の 下 厘 敷 を かまへ、 珠玉 をち.^ ばめ 11^ 

寵霍 に吟 じ、 金 虎 風に 嘯き、 諸人 目 を おどろかす 經營 

なり、 柬嶺に 大判の 日輪 輝き、 西 出に 板 銀の！ =： を琢 

き、 長生 不老 の 殿^ を 表して 、奢 秋の 草木 亂漫 たる  一 si: 

花 一 粑る事 なく、 近！：： 返 境の 奇樹 怪石 を 求めて、 南北に 

っく，0山を築く、夢想國師の§^峨流、長安法印の四條 

流、 瀧の 漲 h- 遠く、 泉水 數百 間に 湛 へて、 鮫 龍 を 住し 

め 異鱗を あそばしむ、 伊勢 熊 野の^ 夫に お ほせて、 鯢 

^を はなち、 解 膽を をよ がせけ る、 築山に は 狼の は 

なし 飼、 狐 鹿 野に はし り 、猿猴 稍に 飛、 此時を こ ゆれ 

ば、 茅が ゃ麥 わらぶきの 丸： HJi の 里つ V き、 江戶逍 巾の 

風^^1:ナゲ」愛にぅっして、 五十三次の 驛路の 鈴 昔して. 渡 

し 舟 も あ り、 そ も 0 の あはた つ 蹴 あげよ り、 御廟 

野 やっこ 茶屋、 大^ 粟津の 並木 松、 草 津の姥 が 餅まい 

れと、 赤 まへ だれの 女 出て 釉を 引、 居ながら の 旅 ご、 

ろ、 いかにな り 行と よめる、 鈴 鹿 峠のお ふりが ふり 一 

釉、 四十 年 このかた か はらぬ 細 眉 姿、 今お のぼ b で 御 一 
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ざん すかと、 出ば なの 煎じ茶 を さしつける、 坂の下の 

ぉたけ關の小まん、泊.^^ではなぃか、居風呂もぁんす 

と 、翕疋 なけば 蝶の つれ 聲も いきの うつしな り、 四 曰 

市 を 過て 桑 名 給 茶屋のお しゅん、 道中 第一 の 美形、 こ 

こで 一 獻 みな/ \ '腰かけられ 候 へ 、 手 をた、 けば 辨 

當持參 申す、 畫 逗留 も 一 興な り、 熱 田なる みの景 氣も 

目の ま へ に、 岡 崎 女郞衆 はよ ぃ女郞 衆、 いつもの 比丘 

尼もう た ひつれ、 御油 赤 坂に 笠 をぬ ぐ、 白菅の  一 

妻、 熱い 所 を 賞 翫の新 坂の 蕨 もち は、 本 阿 彌の陌 より 

取よ せ、 うつの 谷 十 削 子、 阿部 川の 黄粉 餅 は三條 通の 

龜屋へ 申つ け、 府中の 色町、 品 川の 君達に は、 白人 茶 

汲 女 數百人 買き りて、 役々 を さだめ、 芝 1^ の 肉 堤、 稻 

寺の 酒 池、 林間に 奠鍋を 釣て あた、 かなる 遊樂、 東截 

山の 一 重 櫻まで、 愛に うつして 歡活の 別 庄と名 付た 

り、 たと へば これ は 费-ぉ 房が 地 をし V むる 術に 同じ、 

維摩お 士の 方丈に、 東方 数 萬の 佛土 あら はす 祌 通に 

ひとしき 珍事な. 0 と、 諸人 不思儀 をな さすと いふ 事 

なかり けり、 

かゝ b ける 所に、 小 松 野 滋左衞 門 先日の 異見に 無 

興 ありし にも 懲す、 無理 非道の 君に も强て 諫め ざ 
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る は、 臣下の 忠儀を 失 ふなり-と おも ひ 定め、 又 這 出 

て 申け る は、 およそ 家居 は 其 身分 際相應 あり、 もろ 

こしの 聖代に は， 茨不レ 剪采椽 不,， 刮と尙 書に 見 

へ 、我 朝の 祌 社に 加 楝木 を： &寧、 上古 茅- ^薄の 餘風 

な b と、 神社 啓蒙に 見えた. o、 公羊傳 註に は、 天子 

の 居城と いへ ども 方 百 維と あり、 雑 はこれ 三 丈 四 

方な b、 この 故に 左 傅に 都 域 百 雑に 過れば 國の害 

なりと いふ、 果して 漢書に 楚は章 花の 臺を 起て 黎 

民 散 じ、 秦は 阿房の 殿 を 立て、 天下み だると 見へ た 

り、 しかれば 公卿 士大夫 も 天子の 百 雑に 准へ て 分 

に隨 ひ、 ェ 商の 者の 住宅 差別 あるべ き 所に、 今 これ 

無位 無官.？ 民俗と して、 莫大の 居 宅 を かまへ て 耳 

目 を おどろかさる、 事、 おそらくみ づ から を かへ 

bEfT さ る、 思盧 なき い たりに あらす や、 しかの みな 

らす、 作.^ 山の 結構， 15^ 水の 遊 鱗、 むかし 融公 六條河 

原 院に千 賀の鹽 竈-ど 摸し、 池 放 二 鋭 鯨 _ 山 住， I 虎狼， 

と 本朝 文粹に 見へ たれ ども、 是は 詩文の 詞 花言葉 

のみに て、 いか なれば 虎 を 放さん や、 されば 融公は 

^蛾- 大皇第 十二の 源氏に て、 母は大 原の 金子に て 

まし ませば、 實に さあ-^ とても 同日の 雜談に 並べ 


奉る もお それす くな からす、 すべて 民間の m 十 俗 衣 

食 住に 乏しから ぬ 國恩を わすれ やば、 過 奢 格外 を 

つ、 しむべき 所に、 衣類に は 夭 服 を 好、 食 類に は 珍 

膳 を も ふけて、 一お 人儉約 のた  >  中に 獨步 して、 十目 

を さまさせ 十手に 指ざゝ る、 j^、 遠き おもん ばか 

..^なき放逸の致す所ならすゃと、 詞も いまだお は 

ら ざるに  > 色；^ 興 を さ まし、 靑天 に 雷 森く と、 座 を 

蹴立て ぞ 入に ける、 

亂舞 洛外の 屋敷に とお こも 、世 問の 付 屈け、 町義の 

寄 合に も 名代 申つ け、 W は 虛病を か ま へ、 たまく た 

づ ぬる 賓客に も 對面を 止、 ま關に 禁制の 條目を 書て 

張らせけ る、 

い マ ゥ ナ 

一 一 m 戯文 作の 外、 何事に よらす 異見が ましき 儀 申 者、 

これより. へ 入べ からざる 事 

二 好色^ 談の 外、 世上の 五常 儒佛の 取沙汰、 かたく 停 

止の 事、 

三 酒宴 無禮の 外、 律義なる 體行義 たいしき 振舞 仕 問 

妙藥 口に あまへ 、金銀 耳珠 次第 なれば、 我 の 榮花を 

極る のみなら す 、出入の 遊 僧俗 六十^ 人、 其 外綠を 


求め傅をたづねて、輕薄偽禮をっくす事、吹風の^3^木 

をな びかす が 如く、 俄雨の 國土 をうる ほす と 同じ、 六 

波羅 風の 男ぶ，^ といへば、 手代 もせ 十 屐取も 誰 肩 をな 

らべ 、而 をむ かふ 者な し、 末社 筆 頸の 白 亂坊雛 面 をつ 

くって、 當世色 も，^ 殿の 門內へ 出入せ ざる もの は、 人 

非人 たるべし と 申ければ、 いかなる 腹 腿 もお 取な し 

を もって 、伺 公. H- た しと ぞ望 みける、 されば あたまつ 

きょ， 0 羽 を， 0 の 仕た て やう、 脳 ざし 扇の 取 ま はし ま 

で、 六波羅 やうと いへば、 浮氣酒 熟の 京 中の 町人、 み 

な- J れを まなんで 見ぐ るし き あ， 0 さまと はな， o に け 

b 、むかしよ. り 目に 見へ ぬ 鬼神、 雲 の 中の 鳴 神 の 事 を 

も、 さま <\' に 評判 申せ ど も、 此大迹 の 世 ざ か. 0 の ほ 

ど は、 いさ、 か 沙汰す る 者な し、 その ゆへ はお かしげ 

な る 坊主 七 八 人、 晝夜 市中 を 往來し て、 いさ \ か 物申 

す もの あれば、 その ま、 色^の 耳に 口 をよ せて、 ハ e-H: 

內 外の ある 事ない 事 を さ、 やきければ、 ぃかなる^^^ 

計に あ ふべ きと、 心に そし h- 眼に さ へ ぎれ 共、 詞 にあ 

ら はして 申す 者な かりけ る、 これによ りて 六 波雜の 

坊主と さ へ い へ ば、：^ 還の 駄賃- iil. 鳥 羽の 牛車まで、 み 

なよ きて ぞ しけ る 、 
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©祇 王 は 小 蘭 佛ば小 梅の 色 競 

その 比 洛中に 聞へ たる 舞子に、 小 蘭 小 れんと て 兄弟 

あり、 証と 云 肝 煎 婆々 が 娘な り、 姉の 小らん を 色盛寵 

愛 あさから す、 母の^に は 三 問 半に 裏 行 十五 間の 家 

を 雷ハて とらせ、 毎 e: 白米 拾 石 耳 白 三十 赏づゝ 送られ 

た.^ ければ、 家內榮 花の さかりなる、 妹の 小 れん も、 世 

の 人 もてなす 箏 なのめ ならす、 そ もく 我 朝に 舞子 

の はじま. 0 ける は、 鳥 羽院の 御時岛 のお せん、 わかの 

まへ、 おかめ、 おきく" 大 礎のお とら、 しづか、. S 吹、 む 

かし は 白無垢に しごき IW にて 舞ければ、 白拍子と は 

名 付たり、 去 程に 京 中の 舞子 共、 小らん が 仕 合 をった 

へ 聞、 うらやむ 亊 かぎ .9 なく、 今 は 0 舍 大名 の 望み を 

やめて、 色 も b 殿に おも はれん とて、 淸水" 袋-り 北 野 ま 

ふでして 祈りけ る、 いかさま 小の 字 を 名に つ ゐて見 

ば やとて、 小 りん、 小かん、 小 げん、 小い ち、 小 はつな 

んど つくもの も あ，^、 叉 む もの ははて わけ もない、 

名に も 文字に もよ るべき か、 化合 は 前世の 約束に て、 

鼻 そげ も is にみ ゆるが 果報の つき 時と、 おしなぐ る 

^もお ほかりけ り、 かくて 宇 年 あま."^ 過ぎ て 、また 奇 

妙なる 舞子 一 人出 來， たる、 難 波よりの ぼ.. 9 て、 名 をば 
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一 小 梅と 申しけ る、 京 中の 上下 これ を 見て、 むかしより 

お ほくの 舞子 は 見し かど も、 かゝる 三.^ 線 小歌の し 

やれ もの はなしと、 け ふ は 東-山 あす は 嗟 蛾、 晚は 土手 

一 町に て， 世の 人の もてなす に 隙な かりければ、 小梅自 

慢心に なりて、 我 この やうに はやれ ども、 今の 世に か 

くれな き 京の 介泰 の 色 もり どの へ 、 めされぬ 寧 こ 

そほゐ なけれ、 遊び もの ゝ なら ひ 何 かはくる しかる 

ベ き 、推参して 見ば やと、 ある 時 六波羅 へ まいり けれ 

ば 、折 ふし 心き、 の 四方 介 取次し て、 今の 代の まれ も 

の 小 梅が 參.. 9 て さ ふら ふと 申ければ、 色 もり 大きに 

いかつ て、 小 梅 は い ふに 及ば や、 たと へ 豐後 梅に て も 

あれ、 おしかけて 參る事 あまり 仕 こなした る 出しう 

なり、 小籣が あらん かぎ.^ は、 小 梅に うつる こゝ ろで 

なしと いふ 聲、 次の 問に 聞へ ければ、 小 梅 むっとして 

立歸 らんと せし 所に、 小 蘭 色 も b に 申け る は、 遊び も 

の、 推參 は、 つねの なら ひに てこ そ さ ふら へ 、我 身と 

て もた てし 身 なれば、 人の 身のう へ とも 覺 えす、 ちょ 

つと ばかりして 歸し 給へ と、 氣を 通しければ、 色 も 

b しからば ともかくもと、 居 問に 呼 いれて 酒 事 はじ 

ま...'、 例の 西 雲道才 虎^ 小 八 まかり 出、 飛鳥 川 しづ 山 


なぞ 申す 座頭の 坊 まじりに、 調子 を 合せて 小 梅に 今 

ゃぅを51^しかば、舞扇とり直し、町は化知盤の形ょゃ見 

よ や、 Si 梅た てよ こ 十文字、 すん とのば しゃる、 やん 

すとの ばせば いかの ぼ. り 、li の 入道 酢 蛤、！^ さ かゆる 

鯓 しける と、 おしかへ しく 三 返うた ひす まし けれ 

ば、 一座の 末社 耳目 を おどろかし、 色 興に 入て、 ま 

ことに 髮 かたち 世に すぐれ、 よく ふし も 上手 なれ 

ば、 小 梅に 心 をう つされ、 诞は 瀧の 水、 B はてる とも 

と、 . ^謠ぉ さまり、 しばし は. gl? もし づまら す、 まづ 

まづ 引出物 とらせよ と、 香 包に よき 木に 黄なる 物 百 

きれ、 墨 檜 もやう の 縮緬 五卷、 裹 につみ て 出され、 小 

梅 を 膝ち か く 引よ せ 、汝 は壽 命の 毒魚な. 5  、こよ ひ は 

こ、 ろみの 料理いた すべし と、 たは ぶれければ、 小 梅 

ひんと して、 これ はま あやく たい もない、 わたくし は 

推參 したる 曲事と て、 すでに 追 出され さ ふら ふ を、 小 

らん どの、！ にて こそめ しか \られ さ ふら ふな， 9、 

はや 御い とま 給 はるべし と 立 出ければ、 色 もり 大き 

に 機嫌 そこね、 さて は 小 蘭が 手前 を は， 5- かると お ぼ 

えた. 9、 此 うへ は 小らん を 追 出せと、 惡人 方の 土鐵坊 

に 々.^度 いひつ けた ぞ、 畏 て 小 を 引す. 9 出しければ 、 


一 樹 のかげ の やど. 5 さ へ ， まして 一 とせば かり 住な 

れし、 名殘も あだに 立 出る、 淚を税 にうけて、 押入の 

ふすまに 一 首の 歌 を ぞ殘 しける、 「吹 出る 小 梅 も 蘭 も 

一 さか. 9、 いづれ か 秋に あはで はつべき.」 辻 想 籠に か 

きのせられ.. 宿に 歸り屛 風の 內 にた をれ ふし、 泣より 

外の 事 ぞ なき、 母の 鉦、 妹の 小 れん 肝 をつ ぶし、 どう 

したわけ ぞと 申せ ども、 とかう の諾に 及ばねば、 めし 

つれたる 小 女郎に 尋ねければ、 色 もり さま あつ い 茶 

一 ぷく のまぬ うちに、 小 梅 どのに 心が はりして、 つい 

追 出さん したと、 かたるに つけて 淺 はな だなる 男め 

や I」、 酢で さいて 飮 やうに 、修羅 を もやしけ るが、 每 

1=： の 白米 鳥目の 沙汰なければ、 小 梅が ゆかりの もの 

はこれ より はじめて さかへ ける、 去 程に 济 巾の 上下 

此 よしを 傳へ 聞て 、小雨が 六 波 凝よ， 0 いとま 出た. o、 

いざや 兒參 して あそばん と、 肝 煎に あたまから うれ 

しがる 物 を、 はづ みて たのみ けれ 共、 今 さら 翫び 物と 

な. 0 て、 うき しづみ ある 飛鳥 風、 たのみな き 世に なが 

らへ、 き ほひ を くれ を 母に も 見せて 何 か はせ む、 た V 

身 をな げんと おも ふとい へば、 妹の 小 れん ももろ 共 

と 云 を、 母 やう/^ にと いめ、 此世 はかりの やどり、 家 
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を 持ても、 町 儀 破損の 世話 も くるしければ、 ながき 世 

の 住居 こそ 心う けれと、 小 蘭 は 十九 小 れん は 十七 母 

は 四十 三才、 三人 一 所に 尼に な b て、 岡 崎と いふ 所に 

柴の いほ h> を 引む すび、 念佛 して ぞ 居たり ける、 かく 

て 夏 過 秋た けて、 つゆ 置 あまろ 庭の けしきに も、 消 や 

すき 身 を 観じ、 窓の あらしに 熊 I； 世の そよ ぐに も、 燈の 

閤路 をお も ひ、 山の はの 月 かすかに、 心 ぼ そき 夜半の 

比， 竹の あみ 戶 を ほと/^ とお とづ る 、物 あり、 母 ふ 

しぎに おも ひ、 女ば か. 0 居る 所 なれば、 おしこみ か 化 

物 かと、 目 ませして だま. 5 ければ、 妹の 小 れんこ ざ か 

しげに、 盜 人なら ばゎづ かの 竹垣 ふみやぶっても は 

いるべ し、 下 戶 と 化物と は 今の 世に はなし、 さだめて 

小き ちが 婆々、 揚 豆腐 持て 見 まひに 參 りたる ベ しと、 

ひそかに あみ を あけ たれば、 思 ひの 外の 小 梅 どの、 

これ はま あ お 久し や、 此 體 を 見て くださん せと、 さき 

だっ物は淚なり、小梅も顔をぉしぬぐひ、t^そむる小 

梅 もとよみ 給 ひしに ちが はや、 秋風 はやくた ち、 此比 

は竹屋 町の 天狗 婆々 が、 小 傅と 申て 舞子 を つれて 來 

.9、 天に あらば ひよ子 を 産せ、 地に あらば れん 木を很 

ると も か はら じと、 っゐ にわら はも. SI 出されし につ 


けて、 蘭 さまの 御 心底 おしはか. o、 せめて 今 一 度め ぐ 

,9 あ ひて、 むねの ほむら を かた b なぐさみ 申べ しと、 

あなた こなた 尋ねし に、 か ゝる御 あ. 0 さまと 傅へ 聞 

て、 さい はゐ わが 身 も此心 ざし 見 給へ と、 被 衣 を とれ 

ば、 まんまる 坊主のう つくし さ、 できたての 地藏 菩薩 

の ごとくな. 9、 三人 これ はとお どろき、 ゎづ か 十八に 

こそな. 5 し 人の、 それ 程までの 思 ひ 入、 いざ もろ- -も 

にね が はんとて、 四 人 一 所に こもり 居て、 念佛 おこた 

らす、みな往生の素懷をとげにけ..^と、大佛建立の舉 

加 帳に も、.^ らん 小 れん 小 梅と ぞ しるされ ける、 
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召て 御座. 0 ませい、 根本 一 家相 傅の 廿蘇 丸、 此柬山 八 

坂の 外に、 ふたつと は 類の 御座らぬ 奇妙 成 名 方、 さて 

能 毒に はむしし やぐ、 こわ. 0 腹、 目 まひ 立 ぐらみ、 小 

兒 かんかた るい、 產前產 後、 うち 班 切痴- -は齒 でつ け 

る、 其 外 痰 性の お 衆に は、 あつ ゆにて 即効 を 得ます る 

と、 むかしよりか はら や 賣藥の 名物に のせられた .0、 

別して 毎 十七 八日、 淸水 參詣の もろ 釉、 見せに 群集 

して 錢の 山、 音 羽の 峯に つ いきぬ、 愛に 蟹の つくり 物 

を 土 計から くりに して、 此藥買 人の 前に あゆませ、 i 

を 甲に のせて 又 跡へ 歸り、 さながら 生て はたらく 樣 

に、 見なれ たる 都人 も 一 興 あ h、 田舍 のぼ. 0 の厲 fj. 

は、 竹 W がから く， り 芝居と は 愛の 事 だんべ いと 不思 

俊 かる 仳 や、 此 蟹のお も ひっき は、 むかし 島 原の 吉野 

とい ふ 名君、 長 崎の 大 避から 送り し蟹盃 、さ、 んとぉ 

も ふ 方へ あゆみ 行し を 聞った へ、 思案よ き 細工 人た 

くみ 出せ し を、 此甘 蘇丸屋 に 傅え て 、藥 を 賣媒と は な 
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れり、 かの 十； 口野 は 灰屋三 益と いふ 法師、 銀と つ. 0 か へ 

にして 請 出しけ る、 士  n 野中 肉に して 姿た を やかに、 杜 

秤に かけて みれば 拾 或 貫 七 百 九 拾 目 あり、 金子に つ 

もれば 贰百 拾參兩 の 相場の 時分、 古今無類、 銀と つ .9 

かへの 御 太夫な..^ と 世のと.^ 沙汰 かくれな し、 當世 

身， 請 高直なる にかけ くらべて は、 さ. CN と は 安き 世 も 

あ， 5 しむ かしな-り、 其 後の 野 風 は大坂 川關屋 { 示圆ぅ 

け 出しけ るが、 野 風 肥 肉に して 拾 五 貫 三： 白目、 これ も 

つり かへの 太夫の 名高し、 その、 ち 芝居のお どり 歌 

に、 吾妻う け 出す 山崎與 次兵衞 よい これく、 三百 兩 

杜 IS: に ふるに 及ばす 銀 拾 八 M、 これ を こそ 神代 はじ 

まり て、 稀なる 事に いひ ふらせし 世 も あるに、 ちかき 

比 はかり そめの 身 請 沙汰な しこ 七 八 百兩、 繩薦 かく 

れば うつくしう、 千 兩の外 へ 毛が は ゆれ ども、 小歌に 

もなら す 狂 一一 一一 n にもめ づ らしげ なき 世の、 いた. り詮， 譏 

となりぬ、 色 もり も 今 は 揚屋 遊びに 夜が あけて、 日の 

暮て 限，^ の 門の 鎰觸 もせ わしない とて、 花 垣、 むらさ 

き、 しの、 めな ど 申す 倾色 を、 千 餘雨づ 、にて 限から 

引ぬ き、 上中下の 厘數の 外、 景 ある 座敷 見た て、 か，：^ 

の 住居、 晝^ 懈怠な くま は. o^、 鐵で つく. 0 たる 身で 

I 三百 四十 £  n 


^溜 平家 物 m2 卷ニ 


111 百 四十 六 


もた まらぬ 箬の 不審た が はす、 三： =: 下句より 所勞も 

つての ほかにて、 一 家 鳴 を しづめ て、 しんかん 腎 のつ 

かれと もい ふ、 卦體絕 體羅眼 星に あたりて、 未 ゆの 方 

より 女の み 入、 臺 所の 逆 柱 まつりか ゆるに 壹賞贰 〈百 

目、 衣 額 を 給 はらば 形代の 被 をすべし、；， 味の 飮食御 

造. 酒代 EE 拾 二 質 文、 これで さら..^ と厄拂 ひに はら 

ひきよ め、 神た、 きに た-^ きたて 舉 らんと いふに、 い 

かほ どか おや..^ され けれども、 さらに 驗氣 なく、 ひた 

よはり によ はりて、 譫言 申されけ る 時分、 毎； 役牛の 刻 

ばか. りに、 たつみの 方の 湯殿のう へ よ. 0 ヽ あやしき 物 

のみ ゆると 巾す、 小 松 野 溢 左 衞？： ふしぎに 思 ひ、 祇園 

にて 折 ふし 住り たる 蘇枋 打の 楊 弓に、 熊 野 烏の 羽に 

て矧 たる 矢 一 一筋と りす へ 、たんば の國園 部よ. 9、 今年 

這 出た る久三 g> めしぐ し、 三人 前の 吸 筒 夜食の 燒食 

を 負 せ、 味噌 部屋 の 小 陰に 伺 公して、 時の いたる を 待 

かけし に、 六角の 鐘に つ いき、^ 仁 寺の だら b も 鳴お 

さまり、 ：= 比 人の 中す にたが はや、 色 もりおび ゑ あが 

りて 熱氣 そいろ 言の 刻限に およんで、 湯殿のう へ に 

黑雲 一 むら 立き たって、 化した る 物の すがた あ b 、射 

そんする 程なら ば、 511? き. n- 折て 腹き らんと おも ひ 


さだめ、 矢と つてつ が ひ、 is 無 八まん 大 菩薩と 心中に 

祈念して、 よつ。 ひき ひやう と はなつ 矢、 手 ごた へ して 

はたと あたる、 久三 郞っゝ とより、 落る ところ をと つ 

て へ しっけ、 めったやたらに 突 こく b ける、 その 時て 

ん 手に 紙燭し てこれ をみ るに、 かしらに は 踊の 坊主 

而 かけた る を 引ち ぎって れば、 顔 は 竹 風呂の 小吟 

にいき うつしに て、 胴 は 靴の 布 子、 帶 はくちな し染の 

河 內羽ー 一重、 手 あし は腓皸 きれて、 鳴 聲喜悅 する に 似 

たり、 おかしき とも 中々 いふば か， 9 なし、 その 中に 目 

ば やき 男あって、 まさしく これ は 御內の 食た き^に 

てこ そ あれ、 まっすぐに 白狀 せよ と 申せば、 料理人の 

喜 助 どの へ 夜ごとに かよ ひし、 あら はれ 時と 詫 言 申 

ける が、 沙汰な しにて はお かれ まじと、 ひそかに 色：^ 

へう か > ひければ、 一昨日の 珍客に 吸物 を 出かした 

る 褒美と して、 栢を汝 が 妻に つかまつれと、 包丁 一  振 

そ へ て 喜 助に こそ は 給 はり けれ、 

© ぼ はっかみ 取 面白い か 

時なら ぬ 媒拂、 疊 の おもてが へ 百 八 拾 蠱、 大半 切 に 水 

をた、 へ て、 格子 柱琢 ぎた て、 軒下た た、 き 土に畫 ：饺 

かけて、 俄に 內 普請、 家內 うへ を 下へ とかへ す、 これ 


はま づ何 isH てと 不藩 すれば、 かたじけなくも 大^ 大 

龜 色.：^、 明 後 = 御 出の こしら へな り、 此紙園 町に 軒 を 

ならべ て 旅籠 星 數 あれ ども、 見事なる 儀の ある は此 

方 か と存ゃ る 、先 呼子 共 衆 男女 五十 三人、 魚類 は あち 

から 5^ の 地 引 をす ぐ づけに して 五十 荷、 髖は勢 多の 

釣へ おひ 千 本、 活鯉 淀から 今朝 一 一 百 枚 、酒 はせ から 拾 

五. 傅、 ゆ ふべ はや 付臺 にして、 亭主へ 銀甙拾 枚、 花 奢 

. の 方へ 拾 五 枚、 娘に 沙续 ちりめん 三十 卷、 下男 女子 4i ハ 

巾 間 へ 資步百 切れ、 - ^ れ は とんとの 遣 物 にして、 一 曰 

一 夜の 算用 は 何千 雨で も 現 銀 ばら ひの さだめ、 la^ 角， 

かやう の 客 は 門柱でして とる、 あやか h- 給へ と血氣 

つよく 咄すを 聞て、 同 商 H 買の 隣家 うらやま しがる は 

こと は. 0 ぞ かし、 かくて その 曰 にな， 0 しかば、 あるじ 

正 e: 以來の 肩 衣と つてう ちかけ、 大 橋まで 御む かひ 

にかし こまる、 おい での 逍筋 へ 段々 人 を つけ 置、 た > 

いま は 堀川 中立 賣 まで 御 越、 た .《 'いま は 一條 柳の 馬 

場 ま で 例の 牛に のりてと、 櫛の 齒を 引て 花 奢 も 髮を 

けづ り、 娘 も  一 丁臘 をと もした て 、、くらが. 0 から 紅 

粉翠黛 をよ そ ほふ、 表に も 砂 五十 間の 間に 並べ た 

る は、 町內 より とが めて 內庭 へ 引て 澄、 色.：^ 上下 九 人 


太鼓 二 拾 八 人 さいめ きわたって 入 來る、 その 體 たら 

くさな が ら國 の 守 を 請 待す る に ならす、 妻子 目 見 

濟、 三階 藏ょ， 0 國 土の $ お 十 を 持參、 料理 もお 心よ く 

めしあげられ、 大悅の あまりに 秘蔵の 娘お 酌に たつ 

て、 亂舞 はじま.^ ければ、 かねて 小 組 やしたり けん、 

四 芝居の 立 役 子せ ハ みな 一 檨に獎 束して、 勝手口より 

くり s し、 大 踊をぞ 催しけ る 、 昔 頭 は 葛 山 四 郞 兵衞、 

よしかわ 多 門、 山 田^ 八、 坂 IS 兵 七- 三味線 は 大木 扇 

德次郞 三郎、 緣 側に 立 並び、 小 野 川 宇 源 次、 松 本 しげ 

卷、 律 川 半 太夫、 山 本 かもん もとめ、 龜之； 水 一、 難 波 小才 

三、 玉拍長 太夫、 尾 上を始 として^ 村長 十郞、 中 村 四 

a. 五郞、 甚左衞 門、 幸十郞 たちまじ はり、 手拍子 こそ 

は そろ ふた， o、 蔦 山 扇 を かざし、 千代の 始の 一 おど 

^、小 松つ る/^ 坂 こ へ て さ、 そ も r 踊と いふ は、 

もろ- J しょり も はじ- -VS ら.^  、我 朝よりも はじ， まらす、 

とつと 天竺 摩 竭陀國 釋迦牟 尼 如来の 御 時、 秋の ゆ ふ 

ベの つれぐ； i  、靈鷲 山の ひろ 庭に、 金銀る. りの 床 を 

出し、 音 m は 迦 陵 m 迦 inr  ロ說は せ e 赛 那の 口拍子、 文 

珠は 三味 を 引 給 ふ、 提^ は 六方 おどりな り、 中に も 観 

低音 菩薩 三十 三に 身を變 じ、 一 ま は b は 天人お どり、 
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二番に 龍王 夜叉 踊り、 三番に けんたつ ば、 あしゅら、 

y るら、 きんなら、 まごら がお どり な，. 9、 さて こそ は 

歡喜^ 躍と 說れ たり、 或は 西方し まばらの、 松 梅 鹿に 

身 を 現じ、 花と 樱の 入み だれ、 段々 めでたい 錢 おど 

り， や b の 櫂 三 も だて 助 も、 きて みよ かしの 棒お ど 

b  、うつりに け， 0 な 花の 色、 小町お どり も 一 さがり、 

春 は 御 ざれの いせお どり、 奴 はてる くす いか 山、 か 

がら^が 所望な り、 居 合お どり は合點 か、 そこらで し 

めろ、 まかせて をけ ろの ぬけび やうし、 はね ぞ おどり 

ははね ちらす、 題目お ど b かけお ど 、逢 三 おどり も 

大和 房の、 甚兵衞 が 花の 大芝： ^、おかし かろ 又木ね 藏 

に、 in をなら ベて 島 ざら し、 晒お どり にたち そろ ふ、 

あの ふ . り 釉の君 だ ちと、 ね も せで まよ ふた ゑ、 おも ひ 

おも ひの 出た ち、 あ. >  ふれし 座頭 、虚無僧、 比丘尼、： 嗍 

宜、 山伏、 浮藏 主、 老女 、幽霊た ちなら び、 五 w 目が け 

の 桶 蠟燭、 离燈の ごとく か いやき わた. り、 男女 兩色入 

みだれ、 よしのた つ 田の 花 もみお、 勝手 震動して 酒宴 

活計の 席に は、 祇園の 末社 述 もお 問に 出 給ぶべし、 東 

はじ， ま. 0 て か ゝ る大 よせった へ きかす と、 百 三 つ に 

なる 豆腐屋の^々 も、 手 をう つて 飮 あかし、 ねが はく 
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は】 化の あけぬ 國 あらば と、 上下 さ V めけば、 庭 鳥 も 遠 

慮して 鳴す、 近所の かね も內證 有て 撟す、 樂變 自在 

天の たのしみ いまだな かばなら ざるに、 須彌 のから 

く. 9 しそこなうて、 あけわた る { 仝の 殘念千 萬な が ら、 

上下し どろに 成て かへ. 0 けり、 金銀 もお も ふ 程に は 

つか はれす、 宿 厘の 雜用疊 のお もてが へ、 茶碗 わりた 

る 失墜まで かけて、 一 m 1 夜の 高し めて、 ゎづか 三百 

八十 九 兩三步 一 ー朱赍 匁 四 分 五 りん、 

© あふひの 花 駕籠 は 諍の 稲 

三十 三年に 一 たび 御開 帳 ありがたき 時に、 あ ふ 坂， こ 

へて 石. E 寺まゐ るより、 おもき 罪科 も 湖の 泡と 消ぬ 

ベ く、 み や こ の うち はい ふに 及す、 遠 境 近在 群集の 參 

詣、 S 引の 布た へまな く、 廣大 無變の 慈悲の ひかり、 

や はらぐ 穴 ri しづかなる = より を 見合せ、 京の 介 色 盛 

も戀 慕の 闇の くらがりよ"、 例の 牛に くれな ゐの手 

綱 を かけ、 ゆら. 9  くと あゆませて、 下向に か 、る 長 

橋に、 しばし 休ら ひ 見 わたせば、 かすかに 島の よこた 

わる こそ 、竹 生 島 に て さ ふら ふ と 申す、 よ きつ ゐ でな 

れば、 一 見せば やとお も ふはい か にと あれば、 道才西 

雲 乙女 之 丞卯右 衞門笑 悅小八 馴彌、 これ 一 興と かし 


こまり、 源 五郞似 鯉、 大津諸 白 用意して お 舟に つま 

せ、 竹 生 島へ ぞ まいられ ける、 ころ は 卯月の 十八 日、 

み ど. 0 にみ ゆる 梢に は、 春の なさけ ゃ殘 るらん、 むか 

し 長 等の 谷の 戸に、 老 のうぐ ひす 聲 かれて、 初 昔 ゆか 

しき 郭公、 折し. 9 が ほに つげ わたる、 松に 藤な み^か 

かる は、 蛇 木に のぼる 風情 あ.^、  n: 海上に 浮んで は、 

盃 はしる 心地な り、 金輪際より 夜のう ちに 出現した 

ると、 土 佐ぶ しもって 參 りたる けしき、 されば 妙 音 辨 

才天 は、 本 地 一 體 にして 衆生 濟 皮の 福の 神、 只今^に 

千 雨ば か ならぬ 事 かと fi 拜す、 水に うつれる 娃の 

ひかり、 いと 面白く 愛られ しかば、 住持 三味線 持参し 

て、 す、 め 申せば 色 もり 取 あげて、 らん 小屋、 關 ふね、 

设黃、 月見と 申す 秘曲 を しらべ、 一 座す みわた..^ 景氣 

か は b て、 又の める はと 上下お もしろう 醉 ける 所に、 

色 も..^ の 袖口 へ うつくしき ロ繩 十五 六 足はゐ ると 見 

えしが、 あたま へ のぼ hs 肩に とまり、 喰 あ ひ卷ぁ ひか 

たまりて、 膝のう へ にぞ 落たり ける、 むかし 平の つね 

まさ、 此 社に.^ ー詣 ありし に、 白龍釉 のうへ に 現じ 給 ふ 

とか や、 それ は 明 神感應 のしる し、 これ は あまたの 妾 

ども、 行 さき < 、にっき そ ひたが ひに 嫉妬の 仇 ご、 

： 寬澗平^^物語卷ニ  . 


ろ、 一 念 化生の 形 を あら はせ るかと、 さゝ やく も のぞ 

お ほかりけ る、 

これ も 石山 まう でと みへ て、 女乘物 金銀。 鉋 あきま 

なく、 金糸 眞 紅の 房つ きお r 道屮三 里が うち；， C 双 倍 を 

燒 ついけ、 供 女 共 五 人、 ひとっ模樣のぅす1^^檢、たっ 

田 尾が 御所 すげ 笠、 六尺 八 人、 さね もり 二人、^ 男 六 

人、 供 駕籠 二 丁、 老女 飼 添、 蒔 繪の小 長刀、 茶 風 爐辨當 

持、 繩を 引て そろ ひお とこ 、上下ん 拾餘人 行列 しづか 

にね" 出た る さま、 勿姊 なく も 神舆祭 鱧の 儀式の ご 

とし、 參り 下向の 僧俗：： Z を暮 して 見物す、 木 i^:: 繩手を 

過る 時、 先：：： の 大雨に 岩間 寺の 瀧の ながれ、 湖に 落 込 

に はかに 細 川出來 て、 愛に 幅 七 尺の 板 橋 を かけ 置た 

るに、 これ は 下向の 女乘 物、 供 四 五 人め しつれ たる 

が、 此 せば きか.， >  橋に、 兩 方より わた. 0 か、 り、 その 

乘物 あとへ 返せ、 其方の を もどされ よと、 棒の さき を 

つき 合て、 たが ひに 一 寸も にじら す、 參詣往 來の造 ふ 

さげ、 料簡あって 通されよ と、 大勢 東西に たち やすら 

ひて ひかへ たり、 時に 下向 乘 物の 家 來， 檫見七 助す、 

み 出、 何人 なれば いかめしく 往還の さまたげ なり、 こ 

な た は し の び まう で の 事な る ゆへ、 人 數 すく な き ゆ 

I  1 一 1 百 SI 十九 
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へ かろ，^ しく 思 はれ けん、 今の 世に かくれな き 京 

之 介 色 も. 0 どののお も ひ 人、 戶灘 1.^ と. S. す 御 かたな 

.0  、 いそ ゐで 北， 〈乘物 を もどさ れ よと、 切 X* ま はして 

きみければ、 金 飽の乘 物 5^を さっとお しあけ、 か いや 

きわたる 美 面 を さし 出し、 せきに せいた る氣 色に て、 

何 色 も， 0 どの、 手 かけもの 戶灘瀨 とや、 われ を 誰と 

おも ふらん、 その 京 之 介 どの、 御 本妻、 むかし は 色里 

にお ゐて花 垣と いふ 御 太夫、 その 方 は 天神に て、 緣 U 

にも さびしげ に 茶 を 引て ゐる 不便 さに、 色に は あら 

で 慈悲 心より、 苦 患 を すく ひ 給 はりし を、 ありがたい 

と は m5 はすして、 その おくさまに むかひて か \ る 推 

參^！^外 のは た らき、 身の ほど しらぬ 車 あらそ ひな る 

ベ しと、 顏 くれな ゐに ほむら もえて ぞの 、じ， 9 ける、 

搏見七 助 肝 を つ ぶし、 南無 三^とば か にて 乗物 を 

人た まへ に 引かへ し、 足よ はぐるまの ちからなくて 

ぞ e) しける、 戶灘瀨 なみ； U を はら ^1 ^と 流し、 あら 口 

をし や 腹 立 や、 そらにた つ 名のみ 殘， 9 てう き. 富の、 あ 

となき 物 は 契な りけ..^、 昨 ほまで 我なら で 下紐と く 

な 朝が ほの、 今 さく 花に うつ..^ 氣の、 ふるされし 身の 

淺 ましく、 あまつ さへ け ふの 耻辱は 何事 ぞ、 よしく 
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此ぅ へ は、 鐵輸 にと もす むねの 火 を、 宇治川に 身 を ひ 

たし、 梳姬 のた めしとな り、 一念の 毒蛇に 變じ、 つも 

る うらみ を しらすべ しと、 身 も * た へ せし を やう， C 

に、 いさめて 都へ、 

⑩ 目 を さませし 作藏 

賀茂 川の 水、 双六の 養、. 5 法 1-、 これ ぞ御 心に かな は 

ゃと^0:1川の院も宣ひしとかゃ、民問有德の^|^も、 金 

銀に てなら ぬ 事 天下に 三つ ありと、 近き 世の 现窟坊 

も 申し 殘せ しなり、 色 盛 今 は 浮世の 遊興に ぉゐ て、 心 

に まかせぬ 事な く、 晝夜美 色 好 味に ふけ.^ ける が、 榮 

耀に はいたいき なく、  A 百兩 にて うけ 出せし 高 間 も 

秋 はやくた ち、 千ニ百兩の花垣も！^:^ょ..^後の雨にぅ 

つろ ひ、 今と いふ 今う つくしき ものに 返窟 して、 半季 

ゐ のこし もとに はらませ て、 裏店 をから せ、 大名 もど 

切 かよ ひ、 白人 舞子 もむ ねに つかへ、 鼓 0： 女の手 

引 をう す ふして 一 きれ、 物ぬ ひが 裳に 針 をつ けて 小 

宿 をした はせ、 若 後家の 寺 を たづね て 比丘尼に 肝 を 

いらせ、 茶， fei の 娘 を 自由にし、 花 奢に 腰 を ひねらせ、 

惣 じ て倾 mf-: 白屋 の 外に 手 を ふ れし女 拾 三 ケ 所、 壹 ケ 

所に めしつか ひお 男女 六 七 人づ、 あてが ひ、 人目 を 


しのぶ 行かへ h- にも、 相伴 人 太鼓 十五 六 人と もな ひ， 

只今 信 濃へ 飛脚 をた て、 引ぬ きをうた せ、 华 時のう 

ちに 驟へ 早 使 を たて、 、姐 箸に 喷 つ、、 鱧 鱸 を とりよ 

せ、 嗅から ぬ 生 臓 を 雪隱湯 殿まで 立なら ベ 、年中 油 火 

を見す、ょろづのぃた，0みな形のごとくぶ^:叙は泡|ー11 

と 消 果て、 末で あ ふやら あはぬ やら、 話に していら 

ぬ もの 也、 これら は 皆倾國 のあそびに くらべて はし 

ほから く、 子を產 だら ば 奥 さまの 蕴み、 いやなる 下心 

ことばの ほかに あら はれ、 兎角 わすれが たき は、 朱 雀 

の あけぼのな つかしく、 女 熱と いふ 案 內者を ひそか 

に まねき、 今の 世の 美形 見た てまい るべ しとの 儀、 畏 

り 卯 ：=: の 末つ かた、 西 島に 入て あまねく 見聞に ふる 

る 所、 たれが 眼 もた が はす 玉 島と 申す こそ、 八千代 陸 

奥 を ひとつに つぐね て、 夕ぎ り もろこしが 再 來と申 

せば、 色 も，.^ 心う きたって、 さい ゎゐ花 垣が 秀 のきせ 

川 ， そ、 當廿五 ：！： 水 あげと 聞、 これに ことよせて、 先 

花 垣 かたよ. 0 と 披露して、 きせ 川に 祝儀 をつ か はし 

て氣 をと つて 出かけむ と、 その 送り 物に は、 

一番に 九 尺 EI 方の 島臺、 紙 園の 髭九郞 八に 手 を盡せ 

と 申つ け、 播^ 高 砂 はふる し、 曾 根の 松に 生 うつしな 
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る活 木、 大和 國 中お 穿 態して 切 出させ、 いわ 組 面白 

う 立 させ、 金 子 南繚に て 十六お：： 八 千- W ^ の -ゅ、 彌山を 

內 鹿 にと つて、 山水 洲 崎の 具 砂に は 稱粟銀 三 斗 五 升 

商ち らし、 立 石 居 石に 丁 銀 を 敷：^ た hs、 

二番に は、 靑 竹の 衣桁に 金銀の かなもの、 たがやさん 

の 繰 足、 越後 小 倉 縮の 浴衣 をのく 五十 かけわたし、 

淺 黄ち めんの ひっし ごき 帶、 さらし 手ぬ ぐ ひ、 男女 

の 下 帶 をのく 百 筋、 

三番に は、 壹間 半の 木具臺 に、 洛中 古今の 仕出し 笤菓 

子 三百 貳 十七 種、 金銀の： どひら めかし、 御所 水引 轆 

轤繩の ごとくなる をむ すび あげ、 樊斗百 把 五色の 蝶 

の 折 居、 

四番 に、 潮を湛 たる 大艚 に、 活て 働く 丹 後鄉、 能 登 

鯖、 奥州 鮭、 明 石 ir 鳴 li^ 鯛、 長 島の 鰹、 小豆 島の 生 

海鼠、 備前 海：：：：：、 下の 關の 烏賊、 料理人 八 人 打， みて 

三十 人に せた.^、 

五番に、 長 瓢を黑 ぬ にして 作藏と 嘗忖、 金の 立烏糲 

子 を 着せ、 首 玉 いれて 眞中 にたて をき、 延紙九 百 八十 

柬 ばつと 取ち らして 、奪な だれの 山 を 動し、. 登 問 五 尺 

の 臺に荷 はせ、 宰領に は 分 知の 女 熱、 S 蔬 布の 十德を 

1 二百 五十 1 
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飜が へ し、 西-富 は A; 自慢の 獅子頭 を かつぎ、 寢覺 道才 

德^ 伴 助手 越 虎若 も 上下 を 着し、 揃 ひ 六尺の 行列 警 

固して、 三 條大宮 をね つて 通 ければ、 諸人 耳目 をお 

どろ かし、 隨分目 ひろき 京 中の 有 德人肝 を 冷して 見 

物す、 錢 かね は 升で はかって 此 たびの 入 川 次第にと 

て、 俵に して； Sil でつ け 込 娑_ お 一 世界、 開關 水上 はじまり 

てょ..^このかた、 か、 るた めし を 開す と、 さきだち 

し 願 西、 指の ま たから 血の 出る ほど ひろげて、 冥途よ 

,.=^くれ<^の言博、 
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㊀ 庚申の 樂遊 

大狂 大盡色 盛の 御前に は、 面白の 子孫 與三郞 が 跡目、 

ぬ つたり の：^ 庵、 はげたり の 輕安を 始め、 拜例伎 一お の 

宮雀 ra 舍六齋 八十 末社、 膝： 幼 を 並べ 社 ii? ゆたかに ひ 

かえたり、 今夜 は靑面 金剛 を 待 夜と て、 淨る. 5 は 和 太 

失理中淸犬央、す、すっきり助六、^„_^^盤人形左近右衞 

門が 三味線、 五 丁が けの 大蠟燭 た V 萬 燈會の ごとく 

なり、 松 川 木 村と いふ 座頭、 潤 一 休鐽 おどり 小 野 川 

流に 彈 たて、 こちらに は 影 人形う つる は 船頭 かみ ゆ 

ひ、 住よ しの 茶签、 北の 間 を のぞけば 獨 相撲 はだか 

舞、 南の 方に は 傳三郞 が 一 節 切に て 祭文、 林 雪が 剃刀 

撥， 東の 問に は淸 水の 砂礬 吹、 眞草 行の 笑 ひ、 狸 舞^ 崎 

がよ ひしの びの 段、 見物の 腰 もと 中 居 物ぬ ひ 食燒、 下 

人 六尺 入み だれ、 園が. 5 まぎれに 何 をす る やら しれ 

や、 寢覺 逍才編 笠提て 一 錢づ 、抛た， 5 くと 童戯 る、 

女 熱 入道に 床 凡 腰かけ を 並べ て、 水茶屋 を 仕 かける、 

钟樂兵 左衞門 どこから 出た やら、 坊主 あたま を撫ま 


—一一 


はし- 4i 生 すれば 相 も か はらぬ 鳥 さし をみ さいな、 一 一 

HI の n= は 又 ふかいお とこに あ ふ 坂 こえて、 三日 水 海 

しがの 櫻 も 心の よしの、 五 機嫌 さまで、 六つむ こどの 

鈴 口い はふた、 七つない た.^ 笑た かしれ す、 八つ やか 

たの 御 首尾 もようて、 九 つ こ 、ろの そこ ゐは どうぞ、 

Hi! に 及ばぬ いきおの まくら、 はづ る、 所 をち よ、 くと 

さいた を 見さい なく、 いつ 雞が 鳴て 夜が あけて 日 

の 出る を もしら す、 鯛體^ 永 觀堂所 化 鉢、 

© 難波海 道く だり 

生 鯛 が^て、 宇 和 相 馬 を 好み、 美 妻 鼻に つきて 磯せ、 

h- の 鰻の 橫飛を 賞眛 申さる、 世の 人ごゝ ろ、 たい 意 

地 わる きなら はし 也、 色 盛 京 の 眞 中に あ そ び、 浮 雲 の 

榮耀に ほこ b 、世上 を¥ に 瞬り、 倾席白 筵 も 秋た つ 

扇、 舊 冬の 暦と 見捨、 今は廣 い みやこに 心に うつる 艷 

景も避 ST さらば 去来、 難 波の 大湊 にさ そふ 水、 伊奈 

川 興 石と いふ 浮藏 主にす \ め られ、 雞卵七 年 さみ だ 

れ z: の 十一 日首途 す、 ことし は 乾 入梅に て天氣 はれ 

つ  > き、 淀の 與惣 右が 前濱 より 大艄 五艘なら ベて、 一 

面に 搦め 敷板 餘 づけに して 舞臺の ごとく 欄干 をつ 

け 、獲々 皮の 拾間續 き、 純 子の 日 覆 ひ、 坊主 兒 小姓 花 
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を かざ. 9、 能役者 手 組して 數十 人、 痤 河原 役者 野郞 

白人 佐 田の 天神まで 舟 送りす、 酒： の 捧げ物 出う ご 

きて 進上 舟に つませ、 供 舟 二 艘の外 は 淀 鰓 勢 多 鱸 桂 

鮎生 簀舟 に 濯々 とお どれり、 京の 水 ぼ 擦、 早 松 花 柚 

舟まで 艤 ひす、 本 舟に 御用 次第と いふ 喊吹驚 を 靡か 

し、 構と りに は 紙 園の 歌人、 艢 床に は黑 谷の 老女、 和 

田の 原 八十 島 かけて 漕 出よ と 舟歌 をよ ませ、 水子 三 

百 人 五色の だんだら 筋、 廣釉ー 様に きつね 川、 後 は 尾 

の 出る も 夢の 勘 介增補 伴 介、 新 七 卯右衞 門合點 か、 女 

熟道才 あるかい ゃゐ、 これに ひかえさ ふら ふなり、 愛 

淀の わた. 9 と 申せ、 ほと、 ぎす 美 豆 野 御牧の まだ 夜 

ふかきに、 淺澤 のよ しはら 、夏至々々 と 告る翅 せ はし 

く、 笠 あたらしき 早乙女の、 よごれぬ 物 は 歌ば かり * 

都の 腹 はれ 祝へ とて、 用 拾な く 髗舳に 苗を拋 かけ、 一 

丁蠟を 弓矢八幡 、岩清水 横にお がみ 捨、 山 崎寶寺 後世 

はしれぬ 水の ながれ、 魚 喰 口に 木 食と は 無分別 坊主 

と 誹る、 舟に つく 犬 も 世の かせぎ、 渡りに くき 棕 本の 

出 女 も それぐ の 泊. 0 客、 枚 方の 奈良茶 も晝は をと 

づれ す、 世の中 は 喰て 寢て 起て、 箱から 何な， 5 せハ 自由 

のなる 物 をつ かみ 出し、^ その後 は、 つか ひ 捨て あそ 

I  llils, 半 ITT 
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ぶよ..^ 外に何か たのし み^べ き、 命 は 露 身 は 煙、 つな 

がざる 舟の 江 口 も 名ば かり、 祌崎三 島え 今 はさ \げ 

茄子なら では、 なると ならぬ 目 もとの 1 ラフる 翁、 馬 杳 

草鞋 を 窓よ. 0 拋 出し、 枕 か はせ し 紅閻は うづら の 床 

入、 三味線と いふ 木綿 紘、 色 も 姿 もむ かしに あらぬ 里 

娘、 これに も 子 を 產す男 は ある ぞ かし、 かの 心中の さ 

らし 堤 をお も ひ 出て、 節つ けて かたれ、 畏て又 酒に な 

る、 河 舟に さへ 醉奴 あ. 9 てむ さい 事す る は、 さながら 

八百屋 兒世 同前な り、 前後 友 舟 十 餘艘、 太鼓つ yf 

ん さく 謠、 天 _s 橋 を 鳴 わたれば、 往來の 者た ちと ま 

b  、壹 s: 待ば 夏神樂 に、 世に は氣 のみ じかい 性よ し 4i ハ 

を 見よ と 可 笑が る、 難 波 橋の 方よ. 9 八 人 水子の 屋か 

た 船、 色里よ.^ のさ かむ かひ、 いばら 木 屋外 天す みよ 

しゃ 榮心 よし 田 井筒お まん 淨淸九 間殘ら す、 色 盛く 

だり 給 ふとの 聞え は あまねく、 京の 方より 舟 だに み 

ゆれば、 す はや それと 口 あ ひに、 虎若 寢覺 揃て 手 を 打 

て、 無 尻 町に て 約束の ごとく、 外 天 方に 落つ き、 獲 門 

堂で よい 夢、 見 寧に 収持 顔、 のみこん だる 蛇 之 介、 さ 

いた 蜂 兵衞、 おさへ た 蟹右衞 門、 これ は ど ふるい、 新 

兵衞 まか. 0 出て 御 祝儀 を 申す、 しのべ 竹に 折 居の 蜻 


蛤 をつ けて 捧げた る は、 心 あ，.^ やと：：！ ば、 や あら 目 出 

たや こなたの 御 毒 命中 さば、 鶴 は 千年 龜は莴 年、 浦 島 

太郞は 八千歳、 とんば うさす は 九 千歲、 

. © 新 町の 大 よせ 

鶴 鳴 わたる 和歌の 浦、 ぬれに ぞ ぬれし 走，： のぼ 景 

は、 よっても つか ぬ^の 昔、 聞た ばか. 0 で合點 がまい 

る まひ、 島 原の あけぼの 新 町の 夕 ぐれ を、 心 ある 人に 

せみば や、 分し， 9 の 四方 助、 色 盛の 前に かしこま h- け 

れば、 我た ま 此 にわた，^、 目に たつ ほどの さは 

ぎ を 分別す るまで もな く、 七 = のうち 三 筋 町 大赦 を 

こな ふ 外な しとて、 色 かえぬ 松の 君より 和氣 の； よね 

にいた るまで 、引 舟 太鼓 女郞 や， 0 て かぶろ 、合て 千 五 

百 九十 八 人、 あげや 茶屋 七十 軒、 花 単 料理人 下男 女、 

東西の 門番まで うれしがらせて、 線 銀 七十 莨 目 五十 

七 兩三步 二 朱、 何よりも つて 安き 物な り、 先手 分の 着 

到 を 記す、 住 吉屋に は 住の 江 八^ 花 さき江 口 柏木、 よ 

し 田 屋には 金 吾 越 前、 井筒屋に みちの く 小 倉、 京！ iHiJ に 

若 むらさき 式部 もろこし、 川口 屋 にみ ちとせ、 扇 屋に 

あ ふよ かほる 御幸 琴 浦、 梅に は 難 波 > 律 在 原 八重 霧采， 

女 背 山を始 とし て 、鹿 小 天神 月 影まで、 横町の 茶 や に 
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爪 もた ゝす、 香車が 小 宿、 餞屋の 二階 も あきまな く、 

あ. 0 なしの 日より 住よ しの 御田、 虎が 泪も此 にぎ は 

ひに 降す、 御輿 洗の 後 宴まで、 おも ひ 出の 身 や、 色 盛 

はかね ぐ 今の 世の 半 太夫、 いばらぎ やよ. 0 矢の 使、 

子細 あ てなら ぬと いはせ て をく 物 かと、 面 黑西雲 

卯 右 衞門小 八、 是非つ かみに 参る、 抑此半 夫の君と 申 

は、 御 年 十五に て 御 出世 あり、 一切衆生の 目の毒な 

り、 風俗 自然と 太夫に そな は.^、 大氣 にして 情 ふか 

く、 威ぁ..^て猛からす、 道中 ゆたかに 興 顔 座 配に あ 

まりへ 床のう ちとけ しめ やかに よき 所 あ， りて、 一 たび 

枕 を か はすと も がら 忘れが たき かやぐ あるが 一中 

に、ぉもひ深草の松翠とぃふ男、淺からぬ中なりけ..^、 

愛に 又 四國の 大臣 鷗夕 とて、 戀の 海を隔 ながら、 筆 を 

柱に 文 を 帆に あげて、 まぼろし にも 行かよ ふ 魂、 ふた 

たび 此地 にわたり、 逗留 中は留 風呂と て、 け ふ も 川口 

屋に淀 を いれ、 おかしい 事に も 愛 { 右 白山 弓 八 冥理腰 

の 物、 さて は 一 膳 さす 男に て、 太夫し ばし も 座 をた て 

ば、 納 BV の 御 支度 かき 込 早く 御 出 あられよ、 長居の 沛 

は御當 地の 名所 なれ ども、 久しう 御座れば 裙冷 のい 

たす 所と、 惡ロ やる 瀨な く、 太鼓と 見えし は 阿波座の 

1 5 平家， llsyll 


薪 問屋、 國 方の 船頭、 宮島 ぶしの 轉び 自慢、 さる 程に 

勝手に は 西せ- A 小 八 相つ め、 貰 ひかけ しに 鶴 様 も、 あく 

れば歸 國の浪 の 上、 今宵ば か，..' の 名 殘に松 翠樣も 御 

料簡に て、 別れ をお しみ 給 ふ 折 なれば、 いふても なら 

ぬに 極まり、 手ぶ で歸 るた からの 山、 たか ふと まつ 

た 色 盛 不興して、 今の 世に 我心に まかせぬ 物、 双六の 

賽、 大 井川の 水、 七 里 半の 切ぬ き、 よし野の 金山 半 太 

夫、 

⑩直打 酒の 新淸水 

きの ふ は 祇園の 御輿 あら ひ、 け ふ は 氷室の 御調 物、 よ 

ろづに 京の 事お も ひ 出して、 氷 餅も齒 骨つ いかす、 生 

玉の 松風と ころ てん 見世凉 しく、 龍 頭 新 平と いふ 男 

すゝめ 申せば、 四十 末社い ざな ひ、 池の 逮は いまだ 開 

落な かばに て、 筆の 林に あそぶ がごと し、 大文字 か い 

て賣 乞食 あ トノ、 いも ，5 の 黑燒、 淨る b 祭文、 太： や 記、 唐 

人 笠 着て こやつう まか 物、 長 崎の 痰き. 0  、 茄子 膏藥、 

I 呂 のうち を のぞけば 賴 光山 入の 段、 只今 西の方から 

鬼が 出る、 德 若に 御 一 5!： 歲、 正 から 師走まで 人 立た え 

す 、水茶屋の ふり 釉に 目の つく は 五十よ. 9 う へ の 5;;、 

せめて 煎じ茶に 心 を なぐさめ ける、 此 社境內 Si 地 あ 
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りて、 御緣： C ならぬ 日 も 兩部習 合の 垂迹に なら ひて、 

かたはらに 辨才 天觀世 昔、 地藏 のか しら 蓼す り 小 木、 

唐が らし 味噌に て田樂 も、 よしの やの 葛 溜り、 婆々 が 

三つ 串南禪 寺の 湯豆腐お 望 次第、 さ..^ と は 錢は寶 と 

不斷氣 のっかぬ こそお ろか なれ、 北國彌 五平が 六十 

にあ ま .o て、 七 化の 拍子 まひに 骨 を 折に、 彥八 がかな 

はぬ 臚で 酒の 醉の 物眞 似、 さい はゐ うつる と 僙られ 

ける、 渡世 は 草の 種、 葉末の 露の命 消る までた^ は 居 

られ す、 そ も/. -是は 九州 肥 後の 國 あそのみ やの 神 

主、 鬼 も かう もして 人に 見 しられた る 顔 も、 辻 能に さ 

らし、 稱 のない 品 玉と りて、 むかし 戀 しき 高 の 茶 

屋も、 签戶 のにぎ は ひ 引かへ て、 あらがねの 土と り 

場、 身 を 捨て こそ 浮ぶ 瀬 も あれと、 新淸 水の 四郎右 

衞門 方に て 料理 申つ け、 聞お よびし 幾瀨ょ b 吞か け、 

芝居 過の 役者 を 呼 かけ、 亂酒 與左衞 門が ® ^、何事 も夢 

の 世の中、 加賀 九と いふ 男、 扇屋新 七、 元 智蘆角 まじ 

りに、 此 庭の 淺黄 櫻、 此春 ばか 素 海松 茶に てく 

れ よかし と、 申せし もむ かしがた. o、 理兵衞 が あとめ 

論、 規 明が 兼 1^ たいこれ 横 花 一 日の 榮、 さあく 皆 

まいり さ ふら へ と、 色 盛み づ から 筆と， 9 て、 直 打 酒 は 
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じ まりぬ、 浮ぶ 瀨 一 盃 金子 一 雨、 幾 瀬に 二 角、 萩の 重 

箱に 三角 、青磁の 鉢に 銀壹 枚、 灰 吹に 金 五雨、 肴に 灸 

の ふた 金 ニ步、 尻に はさんだ 香の物 三角、 不嗜な 口 吸 

とお もへば、 これ 飮で つかみどり、 天狗の 吉兵衞 俄に 

股： 蹄して そ 力 かへ. o、 延齡丹 もしる しなく、 駕籠 かり 

て 宿に をく る、 これ 灰 吹に 二 Kr 灸の ふた、 はさんだ 

香の物、 あたる まじき 物で なし、 絕 入して 宿に か へ る 

まで、 か の 拾壹兩 壹步は 握って 放さ す、 閻魔 大王の 門 

口まで 參， 9 ごと は、 參 りて 歸 りし 跡 七 八十 日惱 みて、 

人 參代雞 用 さし 引 すれば 鎮も のこらす、 これ をお も 

ふに ぬれ 手で たから をつ かむ 事な かれ、 

㊣律 守の 一 醉 

上筒男中简男底筒男；.1功5-^:后、 これ 住吉四 社と 祝 ひ 

申と かや、 和歌 三祌と あがめ 奉る 事 は、 神秘の 子細 あ 

.„^ て た やすく 相傳ぁ りが たし、 されば 牡丹 花 老人、 古 

今 集の 奥 儀、 封つ けて 裸の 営 傳授と 申し、 大和の 饅頭 

屋傅 ふる を 奈良傳 授と秘 置け る、 色 盛 も 連歌に 心 ざ 

しあれば とて、 肖 柏 流の 牛に 乘 たる 所 は、 目の あきた 

る蟬 丸、 これ や この 新築 島よ. 0 那 吾の 海 みん と、 安立 

町に さし かゝれ ば、 只今 愛 許 をす ゝ めて 通る、 紀州名 


草の 郡 加 田 粟島 大明祌 さまの ゆらい を 委しく 尋ね 奉 

るに、 いざな ぎ いざなみの 御子、 天照大神 第六番 めの 

御い も ふと、 はり さい 天女の 姬宮 にて おはします、 御 

とし 十六 才 にて 住よ し大祌 さまの 一 の 后に たゝせ 

給 ふ、 いた はしゃ 神の 身に も 五衰三 熱の くるしみと 

て、 いろ// \ 'むさき やま ふ あ，^、 明祌 もこれ に ほうど 

こま b 給 ひ、 桑の 木のう つろ 舟に のせ 參ら せ、 あやの 

まきもの 祌樂の 太鼓、 さし 榔か うがい 紅粉お しろい、 

三十 二 枚のお 齒 ぐろ 壺を相 そへ、 堺七 度が はまよ 

ながさせた まふ、 これによ-. >  て姬 みや、 川 中に 七日 七 

夜た ち 行 をな され、 腰よ. 0 しもの やま ふやく なん を、 

まもらせ 給 はんとの 御 誓願な り、 男衆 はせんき すん 

ばくす じけ か つけ、. 女中 方に はしらち 長 血 こしけの 

類、 藥代 いらす にな をして とらすべし、 さ-^ ながら さ 

ん錢 うち まき は 心 もち 次第、 一角 づ、 にて は 一代の 

根 を 切な h- 、あみだ も錢 ほど ひかるとの 御詫宣 なり、 

これ も當 社の 御 ゆかりと、 一 角 は づんで ゆく、 朝夕に 

見れば こそ あれ 、淡路島 山 穴 師の 風に 吹 はれ、 惠比須 

島の 二階の こらす かりの 宿、 一 日の 遊樂、 たいは も 生 

て はたらく 地 引の 網よ. o、 夏 殿 水^ 武島 女郎、 鱗 釣 舟 


も 愛に よりて、 居ながら 沖な ます、 入日 を あら ふ 金 

W  、ちいさ い 目から 錦の 店も^ なり、 こ 、にも 酌と る 

色女、 あたまから おさへ てぬ. 9 ばし に 色 生 妾、 淸水 

坂 か "ら 海の み ゆる 座敷ぶ り、 靑 臭き 疊 のお もて 替し 

て、 名 c: ながむ る 外心と い ま る 君 も あらす 、高 S 寺 前 

にて たしかに 見 しれる 顔、 是 ばかり はちが ふまい と 

いへば、 鑰屋に 三年つ とめました、 その さき は繩手 

やぶの 下、 その さき はかた じけ なく も 東 石垣、 淸水 

風呂に 四 年、 其 さき は 歳が しれる とてい はね 共、 振 

袖の 似合た は 仕 合、 ながれの 身の 行衞 はしれぬ 世の 

中、 淸 水へ e: 虐 今にさん すかと、 大 かたに 拍子 合せ 

て、 何に つけても みやこ 戀 しゃ、 逢土樣 はいな ま 

つり、 五條 骨屋 町、 爺 樣の手 一 本で 年玉 扇の 要 を 削 

て 五 几 口、 この 比 はたよ.^ もき かす、 來 年の 九 き は 

めの 年 は あけ 共、 人 しらぬ 惜錢に 又资年 も、 我 身な 

がら ま、 ならす、 のぼらさん す 時、 文 ひとつ こ とづ て 

ましたい と、 あはれ なる 問す がた. 9 に、 おじ よら ざ 

る泪を こぼさせ ける、 道 才 虎若た つみ あが， 9 に 鳴 わ 

た， 9 て、 ヌ よきつ ゐで なれば、 是 より 雞守高 洲袋町 

一見せば やとお ぼしめ し、 泉屋方 はさし あ ひ 有て、 
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河內屋 にての 大 よせと さはぎ たつ、 九 兵衞は 是めづ 

らしき 都の 大^と ひしめ く、 およそ 此里 は、 大天舯 小 

天祌 五十 餘人、 中に も 小 太 失 かづ ささ、 山 八重 衞 

門 かつ 山 宇治 ゑに し 野 風 むらさき、 され ども 太夫と 

いふ 物 は、 蘭 生の 君 一人な り、 末社の こら や 活計、 ね 

がはく は 夜の あけぬ 國に 生れた し、 

© 無類の 智恵袋 

世に ひとつ も 合點の ゆく 物な し、 磁石 は鐡を 吸、 琥 ffl 

麈を とる、 蘇鐵 枯れば 釘 を 打て 芽 を 出す、 此 故に 鐵に 

蘇る と 書亊 まで は尤 にて、 その子 細 人に 問ても しら 

す、 蘇鐵 にと へど も 物い はす、 どうなら まゝ よ、 さて 

瓢簞か c> 駒の 出る は-張 菜郞 がから くりな， 9、 見ぬ 事 

は咄 しになら す 、妙！： 寺の 名木 見に 立よ， 9 ぬ、 これ は 

唐にも^^まじき詠め、綺圖にして家土產、曾根の松と 

一 對 なる ベ し、 猶歸る さの 濱づ た ひ、 砂のう へ に 花 毛 

^厚 蒲閱 しかせ、 又吞. かけて 名物の 吸物、 給 茶屋と い 

ふ 所に 關を 居て、 堺 より. T の^々 岡 田 if 佐 野 銅-、 惣 じ 

て 京への ぼる 魚 荷、 一人 もの 二ら す 買 とれと 申 付る 

に、 畏て銀 高 五 贯八百 九十 三 匁 八 分が 鱗、 かやう に 一 

度に めされて、 御料 现 はいかに 仕るべし とうかい ひ 


ければ、 阿部野が 原へ 持て 參 つて、 皆捨 よと 申されけ 

る に、 {兑濶 なる 末社 屮 もこれ に はお どろきながら、 

誠に 各 別なる 御： 分別、 是程 御腹 中 廣き御 捌、 前代 の 大 

^^；诚も終に思ひっかぬ所也と、 手練の 頭 を かたぶけ て 

感じ入け る、 かくて 阿部野の 百姓 4ir 野 も 山 も 皆 白妙 

の 魚鱗の 光に 肝 をつ ぶし、 ！=： 海上に 浮んで は 鯛 も 木 

に のぼると は、 かやう の 氣色を 5- べし、 物の 大將 にな 

る 人の 思案 を、 井のう ちの 蛙の しる 所に あらす とて、 

畑う つ 鍬 を かたげて 手 を はなしけ る 、 
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0}^^ 燒は比 叙の 雲霧 . 

ほ 本 第 一 と ある 物、 熊野權 現の 御禮 と、 鹽瀨が 饅頭の 

節 板な り、 富 士は各 別世界の 飛 切、 ル 5： までい はせ す、 

近 江の 水 海 は、 西 湖の 八景よ- >  白眼、 那智の 瀧 は廬山 

の 瀑布と 威勢 を あらそ ひける、 日本 第一 の 上 sv は 和 

田の 義盛、 麼 天竺に もな しとて、 陶淵叫 李 大白 も 肝 を 

ひやしけ る、 いで ゃ此 世に 生れて は、 よろ づ大氣 に 手 

を ひろげた る こそよ けれ、 色^も：^ 夜の 大 さわぎ、 折 

折 はは ^ 屈して、 け ふ は峻峨 野のお みなべ し、 黑 木の 鳥 

TF^W へ て 、 さ びし き 氣色又 興 あ， 0 とて、 いさ、 か鑷 

つきた る 鮎 を 酢に おどらせ、 すがたに くげなる 松茸 

の はしりに 酒 あた、 めて、 霧 たちのぼる 模の 尾、 手 白 

.E の むら 雨 もしめ h- わた. 9 し 時、 水練 法師 H: 一過 坊心 

をつ けて、 か、 る 草 ふかき 御 わたら ひ 雨濕の 防ぎと 

て、 竹の 皮の 香づ 、みより 一 扮 ニ松燒 しめたる やさ 

しさよ、 さらば 織べ しとて、 俄に ニ條 通の 藥 M 中間へ 

飛 P: を 立、 名の 木 あ らん かぎり 取 ^,6 せらる 、白ぎ く ん 


璽 垣卷 日. E 夕が ほ 金 花 山 を 撰ぬ き、 火鉢に 樵 木の や 

うに つみあげ 、木口より 火 を 付た..^ ければ、 末社 拍子 

とりて 燒. u 大^ とは^? - f - ける、 目 ふらぬ うち に 百 九 

十八 雨 三步、 ち-り も 灰 はの- 一り てよ きに ほひた なび 

き、 折 ふし 西風 ふき 送り、 徵山^ 大衆 鐘 をつ いてお ど I 

ろ き、 まさしく こ れ赤 栴禮の か ほ.. >  也 、淸凉 寺の 釋迎 

おぼつかなし と、 ，H 法師 千 餘人火 消 道具 を もって か 

けく だ. 0 ける が、 別條 なし-と 聞て 皆 息をつぎ ける 所 

を-. 今に 安堵が 橋と は 申と かや、 かやう に 一 出 凝 動に 

及びし 事 も、 色 も. 0 元 來寬濶 に 生れつき、 露 物の かや 

ともお も はす、 かへ つて これらの 珍事 をい み じき 餘 

勢と 存じければ、 日々 の 奢侈 古今の 間に 超過せ る こ 

そお ろか なれ、 きの ふ は みやこ の 西に 虫の 一昔 をと も 

な ひ、 け ふ は 又 六 波羅の 下屋敷に 白 筵 を 開き、 三 筋に 

引た てられ、 畫の まぼろし 閽 のうつ 、とたの しみの 

あまりに、 むかしより 酒に 醉 もの は あれ 共、 萬 子に 醉 

^する 例な し、 我 こ、 ろみに 醉て 見せん と て 、錢 } ^ひ 

とつ を 銀 五 百 目に 申つ け、 るに、 さすが みやこの 商 

人、 二言と も 申さす 請 合、 翌 R! 鰻頒 ひとつ を 八 人して 

舁 込け る、 そのな がめ 富士山 を K*: にの せた るが ごと 
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し、 もろく の輕 安口 を そろえて、 まことに 天地 はじ 

ま b しょ ，0、 か、 る 目 9^ 度まん ぢぅ を閜 す、 されば 御 

親父 世 之 助 殿の 御 時、 彌 七が 日本一 のな りと て ひと 

つ 五，^ づ\、 それさへ めづ らしき 取 さた あ， ft- しぞか 

し、 よろ づ の 御物 やき、 竹の子の 世 之 介 まさりと はか 

やうの 御 事と ぞ おがみけ る、 此 評判 かくれな く、 一  代 

にか、 る あつら へ ふたつ 三つ あれば、 寢 ざめ よき 正 

月 を 仕る 、観 一せ 町の 饅頭 屋、 こちの は贰 文の 親 仁 つ た 

へ 開て 肝 をつ ぶし 、横手 をうた ぬう ちに 目 を ま はし、 

やれ 針た てよ 道白老 は、 

G 客 も 亭主 も はなれ 物 

下野の 國 阿曾沼の 何某、 狩に 出て 驚の 雄鳥 を 射て 歸 

-.^ ぬる 夜の 夢 に、 美女 うらめしげに 枕 上に た ち て 、 淚 

雨の ごとく、 「：z 暮れば さそ ひし 物 を あそぬまの、 ま 

こも かぐれ ひとり ねぞうき、 とよみ おはりて、 鴛の 雌 

鳥. とすが た を か へ て 飛 さ りぬ、 なにが し 夢 さ め 、ま - J 

i に 妹 背の ちぎ り は. 畜類 か へって 深し と 聞つ るに、 

か 、 る あは れ をみ る 事 あ さましく、  n 比 殺生の 業 を 

悔みて 逆世攝 染の釉 に 罪 •！： を飜 し、 浮世に 花 ももみ 

ぢ も見捨 ける、 都 は 小山の 冬げ しき、 每年 翁の きた b 


あつまる 池 あ h,- 、貴賤 鴛見 と て 雪 霜 を ふみわけて、 群 

居る 水の面、 色なる 浪に錦 を 流し、 金 帆 浮び 玉沓 並ぶ 

詠め ぞ かし、 色 もり いざさら ばと て、 例の 三-十 末社 行 

程 め づ らしく、 乘物金 牛 を ひかせ、 美々 敷う つて 通る 

を麥^ S 力 共 見て 、低に は 狂人 こそお ほ けれ、 あた \ か 

なる 宿で 杉燒申 付、 生て はたらく 湯； 盤に 足 を もたせ、 

酒 卵の 腎藥に 兵粮 をつ め、 ぬつ くりとた のしむべき 

身 を、 此塞 風に 頗 ふき ゆがめられ、 水 身 たれて 氷れる 

水 邊の鴛 を 見 たれば とて、 腹 は へ..^こそすれとふく 

れ顏 して そしる こそ、 设の 中の 恪氣 なる ベ し、 さ る 程 

に 色 も. 0 池の 汀に 床儿數 をなら ベ、 もたせた る 長 持 

の ふたと りて 金屏風 を はしらせ、 花魏 をし か せ 、火撻 

をし かけ、 錦澜純 子の 夜着 蒲 闘の 山ぶ へ >  一 片の大 慕う 

つ て、 酒肴 芳 飯の 配膳  >  な ベ かまの 數、 物の 自由自在 

竹に かけなら ベ 、俄に 新宅 をみ るが ごとく、 水のう へ 

の所帶 とは是 なる ベ し、 殊 15^ け A は 冬の 日 しづ か に、 

鴛翁 面白 ふ 遊び、 人に 馴 て い と 興 あり、 あはれ 舟 もが 

な、 浮べて 竿と らば 范：！ が. 五 湖の 遊樂と 申されし か 

ば、 天津乙女 之 丞元來 軍 術お 〈練の 浪人、 はさみ 箱より 

三人 乘の 小舟、 いくつ もから くみ 出し 浮べければ、 を 


の をの 乘 出して 柬 西に 竿 を さし、^ 北に 揖 をと り、 翠 

袖 を 浸して， n: 頻を 採、 さ かづ きをとば して 风に うそ 

ぶき、 仙境 時なら す 曲水の 宴 をもう けたる に似て、 夕 

陽の な、 めなる 事 をお しみけ る 所に、 此 里の 地頭の 

侍寺院の^^もの四五十人、鐽長刀の鞘をはづし、殺生 

禁斷の 池に みだりに 舟 を 浮べ 、 鴛 鴨を盜 であき な ふ 

奴 原 こそみ ゆれ、 一人 も あますな と 一度に 突で か、 

る ほどに、 こ と は りい ふ ベ き P あらば こそ、 命に かゆ 

る物ゃぁると、羽織ひとっをニ-<にて引かぶ，.^、頭巾 

と 取ち がへ て獒鍋 をいた  > き、 あはて さはぎ て 我 さ 

きとに げた h- け. 9、 ひたお ひに 追 かけらる、 と覺へ 

て 、^息 きれて 北 野 の 回廊に はし b 込、 毒蛇 の 口 を の 

がれた る 心地に て、 寒天の 大汗 をぬ ぐ ひける、 かの 侍 

寺 僧 二三 町ば か. 5 追て 取て か へ し、 取ち らした る 膳 

部 引よ せ、 近所の 土民に 給仕 させ、 鯛の 濱燒、 二の 汁 

は 雁、 小 板に 鱧 越の 、根深に 藻 魚 、 芹燒 に 靑首、 獻 

上鳕、 蒸 がれ. Q  、吸物に- i^T 刀、 肴に 海 羸、 篥子は it 餅 龍 

服 肉 これ もよ し、 東. E のかき 餅 それ もよ し、 みじか 

ぅ飮 めと、 あたまから 意 箱 自身お さ へて つ ^き 狂言、 

出かした 百姓 共、 仕れ かしこまって 近年 にないお 料 


理、かたじけなき活計、物の1:儿^$!|1-なる酒になりて、 地 

頭 も 御機嫌 T.i を 開き、. 面白 や 比 良 や 橫川ゃ あたご. S 

と、 二三 返お しか へし 舞た まへば、 ふしぎ や 俄に 旋風 

吹 落て、 手に 持 さか づきかん なべお， 一に 吹 あげ、 これ 

はとお どろく 枕の 夢 か、 瞻も杓子も：：^-持鮮風、 秋の 

木の葉の みだる、 穴 ri に、 吹 あげ/、 ちり < ^になれ 

ば、地頭寺僧の募壹尺七八寸、雨脇ょ..^翅生ひ、 三國 

一千 秋樂 杉の 稍に ひいき わたり、 どっと 笑聲木 がら 

し に殘 りけ る、 さて はこれ は、 

® 贫福 さまん ヽの働 

衣 類 道 具 にかぎ らす、 鹿 相なる 物の 下 直なる は、 神代 

よ. 0 き はま. 0 し 世の中、 今 はよ ろ づ念を 入て、 か つ か 

ぅょ..=^安き物ならでははゃらゃ、 されば 都. S 商人よ 

ろづの 仕出しめ づ らしく 氣を 取て、 懷中 小刀の 鞘 を 

物 さしに し、 此 うちに 耳 かき 爪楊枝、 針に 糸 をつ け、 

库の築 を 入、 惣側を 南方 毛ぬ きに 懐せ、 物數 七色 を 五 

寸ょ b 內に 仕込、 此代八 分、 あるひ は 急用 资の藥 袋の 

中には、 うち 疵 きり きづ、 血 どめ 虫し やく  S 、だ わ 腹、 

ffl 虫 ひせん 虫 喰齒の 妙藥、 敗 毒 散 はやめ 藥、 五^の 藥 

お 能膏藥 下. 坩の くす b 女悅 散、 以上せ 八 色 入、 茶匙 ま 
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で 添て 代壹匁 五分、 是等は 元利 手間 貸 も 有 まじと お 

も へば、 亭生 はいつ の 問に か撫付 あたまに、 きゃらの 

汕を もみつ け、 ひかり わたる は. み 出し を 橫た へ、 女房 

は 不斷 憲法ち り めんに もみ 裘、 つま はづれ もみ づか 

ら飯 匙と ると は 見へ や、. 一 占贷 高き 米 を.^ て、 さりと は 

奇麗に み ゆる 世 わたり 也、 さて は 奉公人の 肝 煎す る 

か 、巾着 宿 か、 おろし 藥を賣 かとお もへば、 いか な 事、 

元 來中國 の^人に て 石部金吉と 申す、 その 隣に 六疊 

敷か. 5 て、 夫 は 驚 籠 を界と 見れば、 或 時 はは かま をた 

めつ けて 料理人に やと はれ、 梁 站の手 問に 出、 糊 細工 

の篦 がき、、 ZI 川 大工 兩役を かね、 五節句 前に は そろ 

ばんこ、 ろへ た、 書 出し合 點じ や、 小 借 餞の あっか ひ 

飮込 だ、 江 への 六日 飛脚まで 請 合て、 足 も あし、 手 

も 手、 八 八. 蘭^ はたらき、 女房 は 寺が たの 洗濯物、 綿 

も 摘 糸 も 繰、 綠遞の 取 持、 垂らぬ 乳 を も 出す、 取め 

げ f お々 こちへ まかせ、 た  >  一 人の 娘 十七 八、 しぶ， 0 皮 

はむ けたれ 共、 妾 舉公を のぞます、 旭の 子の 入 目、 か 

け 物 ゆのし を 習 はせ、 親子 三人 ロハ 居せ す、 查夜 かせぎ 

て、 際々 いかほど 延 ると おもへば、 ことしの 盆 前 も、 

釵 十九 匁 八 分たら や 米 やと. お- 曄、 仕 廻に 夜に あけ、 わ 


た， 9 にくき 世 をな げく 裟^ 世界に、 色もh^の身の上 

を 見れば、 さりと は 過去の よき 稀、 たいい ま はへ 出 

て、 餅 は 木になる もの やら、 銀 は 芋の 葉に 朝 ごとた ま 

る やら、 錢. は 六 H から 降 物と お ぼへ、 冬の 窓 さもしら 

や、 房つ き閱 にあ ふぎた てられて、 夏 は凉し い 物 と 斗 

覺 えし 身の 架 報 は、 寢 てまつ ほと、 ぎす、 た い ありあ- 

けの  n:  にむ かひて、  こよ ひも 例の 風の 宮雨〕 伎の 太郞 

介、 道才久 安お のく 相つ め、 南 白と い ふづ く 入 を 呼 

おし、 一 角 にぎらせて、 諸人 面前に て、 急に 手 一 51 を 仕 

れと 申せば、 これ も 身 過と おも ひつめ 、六十に あま つ 

て 前後 もしら ゃ寢て 居る 小僧 を、 無理に ひね.^ 起し、 

肩 骨の つ いくほど、 水 を 削.^ 出し、 南無 あみだぶつと 

申す が おいと まご ひ、 

㊃微麈 も！！ 圖に 違ぬ 女 

梅 田 千 太 郞は大 坂 生れに て、 頓笛兵 九郞が 手より、 は 

じめ て 伊勢の 芝居へ わた. 9、 一枚 簡 板に 花 村 初 太，； パ 

と あらため、 難 波の 颜は いせの 白粉と いふ； せ H に大 

あたり、 女形の 骨畏 ともなる ベ き 見た てに て、 四條河 

原の 舞敲を ふみならし、 舞す がた 扇の とりま はし、 大 

.ii ロ彌 に. EI 然と 似て、 ひとふし は 彌四郞 に まが ひし か 


ども、 色す， 1 し 黑く齒 並 そろ はや、 藝 する 時と 一 座に 

て は 、見 違 ほどの 事、 我 も 合點甘 を 鏡に むか ふて うな 

づき、 金剛の 七 兵衞に 申け る は、 都の 板つ きとな り 

て、 壹枚ー 一^の さだめ 勿論 なれ ども、 つくぐ 自分の 

羊 養 無禮 を觀ゃ るに、 虫の よき 客の 身に して 料簡す 

るに、 一 角が 物なら ではお も ひつく 所な し 、今年より 

身の ま、 になる こそ 幸 なれ、 向後 は 一 角づ、 に定む 

ベ しと、 我ながら 見た てけ るに、 なじみの 客 はいふに 

およば や、 これ は 掘 出し ごゝ ろに、 ぬけ 荷 を 買が ごと 

く はや， 9 出、 その、 ち 敦賀の 大盡、 越 前に つれてく だ 

b 、兄. 35 の 披露して、 世間 をつ くろ ひ、 屋敷 を わたし、 

兩替見 世 を まかせ、 老の ス知樂 助と 名 を かへ、 今 繁昌 

の大 商人 かくれな し、 惣 じて その 身 一代に 立身す る 

程の もの は、 何れの 道に も、 一 か は..' 手の か はる 思案 

なくて は、 名 をと り德 をと る 事な. 0 がた し、 板 行の 浮 

世總 をみ るに つけても、 むかしの 庄 五郎が 流 を 、苦 田 

半兵衞 まなびながら、 一流つ > まやかに 書 出し けれ 

ば、 京大 阪の草 子 は 半兵衞 一 人に さだま.. >  ぬ 、江 5- に 

は 蒸 川、 大和 繪師の 開山と て、 坂 東 坂西此 ふたりの 圖 

を.；？ I しける に、 近き 比 鳥羽输 とい ふ tE: 、扇 服沙に はや 


り 出ぬ る を 見れば、 貌形 手足 人間に あらや、 化物 づ く 

しに 似たり、 宗達流 又お かし、 これら は^ 1 流 を 建立 

せし 巧妙 手に して、 氣を かへ たるいた b 詮義 なる ベ 

し、 好色 一 代 男の 繪は 何もの 、筆な りけん、. 原の 初 

昔 もろこし、 よしの 夕ぎ， 0 あづま を はじめ、 皆 江藻髮 

の 婆々 の 御影 を 見る がごと く、 腰 かい ま.^ 釉 ちいさ 

く、 鳩む ね键 おとがい にして、 立す がた は 大風に ふか 

れて倒 ありく に 似たり、 大 坂の 正 前 は 鶉 一疋 銀 一枚 

にさ だめて、 かくれな き 名 をと b ぬれ 共、 上手に 二 代 

なか b け. o、 されば 泰羅の 色 盛、 いまだ 家の 世繼 誕生 

なしと て、 京に て 妾 あまた かゝ えられし に懷 姙の沙 

汰 なく、 此 たび は大坂 にて 見た て 役人く だ-り、 姿 緒 を 

絡師 にあ つらへ ける に、 內意 ありて 江 5- にて は 三 5^ 

の 小 むらさき、 京に て は 花 崎、 大坂 にて はみ ちとせ、 

此 三人の 形 をう つし 鎗に、 似た る 女 をと 肝 煎 中間 人 

置に、 圖を 渡して 尋ねさせ、 來廿  一 nn 中の 島の 屋敷に 

て 目 見 ある 箬に ふれ わたしけ るに、 煎 場の 彌兵衞 方 

よ， 0 三十 七 人、 上 町の 天狗 婆々 が 手より 廿九 人、 天滿 

五丁目 笠屋與 十郞が 十七 人、 玉 造の 八； S 三十 六 人、 合 

百 1 一十 人 つれて 參り ける を みれば、 六十より う へ 
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の仳界 みじかき^々 共な. り、 役人 あきれて、 かやう の 

古き 化ぞ こな ひ は、 何の 爲に來 b ける ぞと無 典 ある 

時、 肝 煎 北 〈罷り出、 いづれ もお 望みの 繪圖に 合せ まし 

てと 取 出す を みれば、 一 代 男の 縫師 がかけ る 女 姿 也、 

@ おも ひも よらぬ 化物 づ くし 

中 比 京女の 風俗 をみ るに、 幅 廣の帶 ゆるく むすび、 風 

市 三 里まで ぬけます ると 讃 しが、 近. 年 はか、 へ帶な 

しに 胸に 卷 たて、 又 此比は 三重 ま は， 9 に 幅せば く、 臍 

ど を， にしめ つけ、 はら り とむ すび さげた. o、 されば 

女帶 いにしへ は 五 尺 三寸に 極まりし が、 今 は 壹丈八 

尺五寸 なくて は おも ふま ゝ ならす と は 大分の 相違、 

よろ づ これにて うつり か はる 世 を 御 推量 有べ し、 渡 

りこし もとの 給 分 四十 六 匁の 約束に て、 お 客の 時 招 

つかぬ きる 物 は あるが、 乘 物の 供き る 物 はいくつ あ 

るぞ、 同じ 給 銀 出して 見ぐ るし い 者つ かふ 事 はなら 

ぬと い へば、 結構なる 物と 申て はかぎ りなし、 一 と を 

り は あ， りと いはねば 半季 も 置す、^ 帶は 花色 編 子、 脚 

布 は飛沙 綾の 大幅 九 尺、 櫛 は 玳瑪の 照ぬ き、 狩 も 同じ 

虎斑、 南繚 のかん ざし、 御 香具 所の 七 度燒の 白粉、 梅 

花の 油、 小 杉の 鼻紙、 寒の 紅粉、 に ほひ ふしの こ 花の 
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露、 句 ひの 玉、 かけ 香、 西洞院 のし きれ、 白な めしの も 

みぬき 足袋、 繩 手の もと ゆ ひ、 ち^み 丈.：：； r 爪楊枝、 さ 

ね かづら、 奉公人 宿への 付 と^け、 口つ ぎ 一分 一 銀、 

洗濯 貸、 そろばんに 置た て、 みるに、 からす 丸の 三 つ 

物、 ひつと きの 取合せ 物の 直 段に して、 半季の 雑用 隨 

分內 場に 算用す るに、 三百 九十 七 匁 三分 四 りんの つ 

かひに、 四十 六 匁の 給 銀で つとむる 事 合點の ゆかぬ 

と は、 大形の 种 ほとけ も是 ばか h- は 我を折 給 ふべ し、 

今の 低の せちが しこき 人間、 めしつか ふ 主人、 あたま 

からのみ こむ で、 n: に六齋 さだまって 隙 を もら ふて、 

朝 も ゆる b とかへ り、 まだ その 問に は、 在所の 伯母が 

のぼりて ちょっと 逢に 參 るの、 死なぬ 親の 年忌に 寺 

へ まう でたい の、 六角の 觀 t おさま へ 願 ほどきの、 い つ 

も 今比灸 をいた さねば わるい 祸が おこ.^ まする、 宵 

のうち 宿へ すゑに まいる の、 所帶 して 居る 姉が 產を 

いたした を 見 まふのと、 三十日 を 十四 五日 はかなら 

す 隙 をと る、 その 間に は 中 から 呼 出す 兄樣 とやら 

いふて、 一 時づ ゝ くらが. 0 でさ 、やく は、 なに を 泣 や 

らしら す、 主人 も 折 ふし は 料簡し かねて、 三度に 一 度 

は 隙 を やらねば、 むっとし たる 貌 にて、 四十 目 や 五十 


目の 給 分 取て お 客の 御供のと、 百 二十 匁で 仕た てた 

きる 物の 裙を きらし、 宫づか へす る も 滕手づ く、 盜人 

の 晝ねも あてがなければ とつぶ やく、 天 目 を 取 落す 

ともし 油 を こぼす、 世 はもと しのびと しらぬ 古主 を 

ひと， 5 ごと、 外 へお も ふま、 に 出ぬ と、 半日 も 血の道 

をお こしければ、 心なが きま もた まりかね、 給 銀 やす 

うて 見 形よ きもの をつ かふが 德と、 すこしの 事は堪 

忍 すれば 方 i なし、 つま る 所 惣嫁 の 宿 をす る やうな 

もの も、 はや：^ 袋 きれて 根から いとま を やれば、 畏て 

をのが 手せ.！ 具 収ま はし、 少も 迷惑なる 貌 なく、 半季に 

は 七 八 間 も かまど を かぞえて 後、 常 鉢の つとめな り 

がた く、 っゐに 巾着 夜發の 道に 落 入、 辻に た 3- やみ、 

川端 に 立、 手 あらき 舟 引； iil かたに 身 を まか せ、 炭. 髭 に 

甜られ 、夜番に 上米 を はねられ 、根の ふかき 病 を請収 

て、 骨肉 をいた み、 五體 不具の かたち を あら はし、 生 

ながら 性 を かえた るに 同じ、 去 程に 色 も， 9 あらゆる 

色道に あそぶ といへ ども、 いまだ 夜發 とい ふ 物 を 手 

に 取て 見す と、 川ば たにち かき 旅籠 や を かりの やど 

にさ だめ、 廿 人 斗 並べ た. り、 ひとりぐ 名 を 尋ねて 閬 

に、 妖 ようが 上手と て 狐の 小よ し、 白 髮を染 て 出れば 

—寬濶 平家 物 mi 卷 i  I, 


眞 盛の はつ、 一 眼 なれば 浮 木のお 龜、 腰の ぬけた る 夫 

を 養 ふとて 心中のお たつ、 なげ 島 田の 如く 頸 巾 を か 

ぶりて 出る が 尼の さん、 一 座 皆 湯の 山の 道づれ にて、 

大 かた 片輸の 集り 也、 くらが， 9 の あきな ひなれば こ 

そ 口 過 も あれ、 火と もして らる \ 物に は あらす、 曰 取 

前より 片隅に さしう つぶき て 居る 君 は、 いかにと 問 

に 返事 もせす、 座中 氣を つけて、 いか 計 見苦し けれ 

ば、 うちにて 恥る ほどの 奇怪なる 物ぞ、 f/q るべ 

し、 無理に 引出せと it:- か、 り、 稷櫚 箒に て 芥を梳 やる 

やうに 件 出せば、 一 眼 は 紙に 目の 形 を 書て 張つ け、 半 

分かけ たる 鼻 を 壁土に てつく. o つけ、 下唇なければ 

笑 ふが 如く 齒を むき 出し、 耳より うへ は兀 山の 類 か 

かりて、 の やうに 髮生 さが. Q たるが、 色 もりの 顔 を 

打な がめ、 此 すがたと なれば 見忘れ 給 ふ も 恨と は 思 

はね 共、 あまり どうよくなる 御 仕形、 いふて な. 0 共 胸 

を はらさん と、 側近くね ぢ よれば、 色 盛 (ま 赤色に 成 

てに げられ けり、 其 後い かやう に 思 ひ 出して みれ 共、 

か、 る 奇異なる 物に 馴染た る覺 えなし と、 大小の 祌 

祇を 誓文に て ふしぎ はれす、 

寬濶 平家物語 卷四 終 
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㊀轉變 の 凉み床 

花の 春 過て 紅 紫の 秋 遠し、 宗鑑 法師が、 都のう つけ 今 

やまつ らんと よめる、 ほと、 ぎす と い ふ 鳥 も、 里 PTJ き 

お とづれ、 心なき 耳に はかし ましく、 草. S 扉の ねざめ 

がちに、 水 鶴の つれな く、 門 田に う ゑ わたす 早乙女の 

尻 をなら ベ たる こそ、 浮世の 戀 のっかみ どり なれ、 そ 

の 程 も 過て、 祇園 會の山 ほこた ちわた るに ぞ、 暑さ は 

堪が たき、 休 可三贴 の香薷 散に て、 霜 亂の惱 よく、 四 

條の凉 み 床に さそ ふ 水、 いづみ 屋小 源が 出 茶屋に 腰 

かけて、 しばし 汗 を収、 隣 は 參河屋 御手洗の ながれに 

橋を蜘 手に わたし たれば とて、 あてじ まひなる 家名 

と は、 それ も 氣の付 過た る 見た てなる ベ し、 東西の 石 

垣 一 一階の 燈、 水面に うつ..^ て显林 あやまって 地に 落、 

銀河に 足 を あら ふが ごとし 、物真似 資 3 只 の簿 火、 稀燒 

m 樂の煙 は 河 霧 ふかく たちこめ、 照 は 櫓 の 中に あ 

'、數 千の 床机 百 萬の 群^、 澳-陬 子 を 取 はなして、 天 

井の なき 廣 間に i 座す るに 同じ、 色 あ ひさ だかなら 


ね ど、 琴 を 懷く艷 女 あり、 三 波に うつる 美 一重み ゆ、 尺 

一 八 一 節 切、 歌に よって や はらぐ、 餘音嫋 々として 龍神 

も 浮 ぶ ベ く、 手まづ さ へぎる さか づき に、 花 奢 娘 ま か 

b 出、 片々 たる 佥、 飛で 袖に 入ば、 一 際 酒し みわたる 

比、 丹 波路に 石 s 職き、 桑原 三左衞 i: も 臍 を か く.， -、 

を掩 ひたれば とて、 鳴か 、つてから は、 白雨 械 をう 

ち あけ、 川上 白浪 うづ まき、 水嵩 二 丈ば かりた かく 押 

來る、 目 ふらぬ 問に 近年の 洪水、 諸人 さはぎ たち、 か 

け わたした る假小 1H_. 數ほ 軒、 たてなら ぶ 床 二三 千、 あ 

る ひ は 庖丁 持ながら 姐 板に 乘、 茶 汲 女 は 柄杓 を はな 

す ひまな く、 酌と、 り は 巵に竿 を さし、 床に 乘 ながら 九 

八 町 を 逆落し、 まて こと 問ん 我お も ふ、 松屋の 娘 竹 

屋 のこさん も 形 を 見う しな ひ、 せ はしない 所で 淚を 

、"独す、 色. i^: は 無 尻 町 そろ まが 浦に、 か は h- たる 伽， § の 

數 をなら ベ 、外 山炅 りの しげ、 越後の つや、 鶉の 吟、 國 

栗の 竹、 宫 川のと め、 花 衬辨之 助、 玉 島 千彌、 六 彌染之 

丞まじりにー！^：かけし所に、 おも ひ よらす おしながさ 

れ、 せめて 五條の 橋杭に ながれ か 、りて、 ゆめの さめ 

ざるが ご とし、 御望 次第 料理 仕 候-と 書付た る 、松 菱屋 

の行燈 ふしぎに 消す、 たが ひし 颜を 見合せ て淚 ぐみ， 


ける 所に、 5$ のうへ より 細引に 文 をく、 りつけ てお 

ろす を みれば、 羽 仅驯彌 、手 越 新 七、 菊展和 六に 御座 

候、 これまで はした ひ參. り 、何と ぞ 陸へ 御 あが，^ 候 や 

うにと、 いろ く 智惠を 出し 候 へ ども、 此高 水に て 舟 

も 人 もちから におよ ば や 候、 今し ばし のうちに は 水 

も 干 落 可い 申 候 間、 すいぶん 橋杭に 御し がみつ き、 命 

御ながら へ 何 にても 御用 候 は K 此 使に 御/、、  b 付 

可レ 被， 成 候、 これ はき どくなる 者 ども かな、 此體 なら 

ば何處 へな がれ If: ベ きゃら しれ や、 宵よ，^ の 酒に て、 

このましき 物 は 水 增水を あつう して、 たまごの 鉄の 

燒、 阿蘭陀 漬の梨 、養 はった. - として、 末期の水 御手 

向と おぼしめし、 早々 細引 殿へ 御 こ とづ てと、 返 寧し 

たゝ めしう ち、 又 一 しき. 0 北山 降て 牛馬 もな がれ 來 

る、 頂 妙 寺の 二王、 此た びはつな ぎと め たれ 北つ 橋杭 

たのみに せし 色 盛 を はじめと して、 數百人 又お しな 

がされ、 泊，^ はしれぬ うたかたの、 あはれ なる かな 雞 一 

卵 十 一 年 問 六 十 n: の曉、 

® 葬 這す 金の 蔓 

死生 富责は 天命に あり、 二十 八端と いふ 大船に、 功 者 

なる 船 水子 三十 五人乘 て、 大碇 十七 八に 鎖 をつ け 


て耍 害せし 江 長 崎が よ ひも、 怪我の ある 時 は、 入海 

も汕斷 ならぬ 世の中に、 树も 帆： K もな き 凉み宋 に 、大 

盡 末社 六 七 人 、 な がれ 次第に 酒 飲で、 これ はか はった 

景氣、 明 石の 鯛- 貌磨 總、 いきて はたらく を 目に みる は 

と、 きの ふの 醉も さめぬ うちに、 町た ちつ いく 大湊に 

ながれより、 こ、 は 何と 申す 世界 ぞと 問ば、 室の 津と 

いふ、 さて ははり まがた、 都 の 賀茂も 御同體 まもらせ 

たま ふゆへ なるべし と、 掌 を 横に ふしおがみ、 まづ宿 

をと つて 息 を つ げと 申せ ば、 ねざ め 道才、 閒 およびた 

る 橘 風呂、 むかしの 人の 釉岡香 之 助が たびねせ し 所 

をお も ひ 出て 案內 し、 抑是は好色ニ代の^！子色もり 

と、 皆 ま でい はせ す 槌で庭 を た 、 き、 箒 で 座敷 を 掃て 

請 じけ る、 某 事 兼て 罪な くして 勘當 にあ ひ、 遠國 波濤 

の 色里 を 見ば やとね が ひし 甲斐 有て、 此度 不慮に 四 

條 河原の 凉 みより 流され、 しかも 此 里に 來る 事、 H 比 

の大 sl-i^ 一す ベ き 時い たれり 、 親 世 之 介 一 一 萬 五 千 貫目 

を 廿 七 年の うちにつ かひ 捨、 殘る六 千 兩を東 山に 埋 

め、 そのうへ に 錄を這 せ、 露命の 身 を 油斷し てっか ひ 

あませし は不覺 悟な. 0  、家財 在 銀の 外に、 た  >  いま 又 

大判 八 千 枚、 小判 九 萬 九 千 雨、 銀 子 天秤に およばす、 
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升で はかつ て， 五斗 俵に して 十 石 八 斗、 此三 口の 寶を 

ば あだな る 寺社の 建立 上葺の 奉加 につい やす ベ か ら 

や、 野傾兩 色に：. 洲斷 なく 薛 ちらす べしと、 常々 申 付た 

b とい へ 共、 われ 生れお とりて、 中々 女 護の 島に わた 

るべき 器 にあら す、 此 たびよ きついで なれば、 此里 

を手始 として、 長 崎まで 好色 島め ぐり、 いづれ も 其 分 

相 こ、 ろ 得、 京へ 飛脚 を もって、 海陸に てま づ 一 萬 八 

千 貰 目と りよせ、 虎若 卯 右 衞門銀 役に. S. 付し かば、 律 

儀な 奴 かな、 手帳に しるす を みれば、 天神 二十 八 匁、 

鹿戀 十七 匁、 端 十 匁、 六月 十三 日 室 君 三十 五 人の 惣 

揚、 宿屋の 下女 料理人、 花 奢まで うれしがらせて、 わ. 

づか 三十 九 兩壹步 二 朱 、さ，..' ながら 此 里に は、 江 月の 

中む かし 若 山が、 もろ かづら とい ふ 伽羅 をき、 お ぼ. 

へたる 君 ありし 所と て、 山 口 圓休も くれな ゐの舌 を 

まかれし 里な り、 油斷 するな と 下知して、 井筒お だま 

きくれ なゐ いろは、 うち 込での 大 さはぎ、 口 あい 文 

談、 おかしき 最中 、鞘へ 渡海の かり 切 舟、 順風よ し、 は 

やの..^ 給へ と 申す、 まだ 肝心の 事 さ へせぬ 座 を、 いと 

まご ひ はなら す、 明 H 迄 まてと い へ ば、 追風に は 4^ 頭 

さへ 置て 出ます ると 申す、 それな も汝 等ば か. 9 乘て 


參れと 干 反れば、 かしこまった、 約束の 舟 貸 水子へ 

樽 ir: 、合金 子 七 兩三步 申う けんと わめく、 乘らぬ 舟の 

運货が 出さる、 物 かと、 理屈に まけて おさらば ゑ、 

® 世界に か はらぬ 物 一色 

穿って 田と なり、 花 樗ゎづ かに 四 五本の これり、 誰か 

阿波 手が 淼 とや はいふべき、 野路の 玉 川 も、 色なる 浪 

の 行水 は、 夏帶の ちぎれて 萩 も 見へ す、 されば 讃岐に 

て 圓座を しらす、 伊豫に て 簾の 里 を 見る ものな し、 む 

かし 西山宗 困、 よしの、 花兒に 友と する 人 もむ づか 

しく 、塞 笥持僕 ひとり を 旅の 伽と して、 西 行が 顿て出 

じと お も ふ 身の、 歌 かき 捨 たる 里ち かき ほとり にて、 

連歌師 は此 所に なき かと 尋ねし に、 白 檻 赤樫に めれ 

ども、 れんがし はしらす と 申す、 宗因 かさねて、 俳諧 

師は 御存知 かとい へ ば、 それ は秋實 のなる ものに て、 

こ 、らに はさい か しと 申す と 答えし に 興 さめて、 を 

のづ から 花み る 人に な. 9 にけ る 人に は、 似氣 なき 

ありさま かなと て、 大 坂に 歸て 花見の 土產に 語られ 

しなり、 去 ほどに 色 盛 鞘の 浦に 11 かけて、 むかし 人の 

よみの こせし 核の 木の 梢 は、 いづかた に 見 ゆる ぞと 

たづぬ るに、 翹屋 がしる べしと 申せし こそ、 かの 程の 


木の たぐ ひに おも ひ 合され けれ、 その 木が いま あれ 

ばと て 汁に も驗 にもなら ば こそ、 舟 あが h- の 宿を姬 

路 星に さだめて、 美形 はこ、 にも あ..^ そ 町の 二階に、 

,r 水 水と いふ 入江 を受、 景氣 とりて 飮 かけ、 若草 胡蝶う 

き 舟 花鳥 小 太夫、 折 ふし 伊豫の 大盡 わたり 合せて 大 

よせの 最中、 福 山、 三 原の 女郎 柄 人 こみ、 淨 る.^ は 美 

大夫 ぶし、 たるい 峯 からう しろと び、 おつる やうなる 

ゆめ を 見て、 さても その 夜の おも ひいれ、 說經 が、， 9 

に 七つ ゆ. o、 九つ ゆ， 0 のこけ 自慢、 三味線 は 撥 あた 

,0 かしまし きを 上手に さだめ、 役^ 物眞 似、 惡 人形、 

踊輕業 をみ づ から 仕る 大盖 を粹 かなと 覺ぇ、 女郎 も 

あたまから いくつ も お さ ゆる を しこなし 酒と 合點 

し、 今に K 肌 を 飛し、 箸に てま はす をお もしろ がり、 蜜 

^で 猿の 手づ ますれば、 ii 生 貝 を はさみて 火鉢に て 

あぶ. 9、iM ゃ畏 次郞が 餞の 曲 すれば、 山椒に むせた る 

座頭の まねす る 寧、 此比 最中な り、 け ふ は 六月 十九 

日、 愛に も マ敉圓 祭と て、 遠 境 近在 群^して、 茶 見 世の 

床 もなら ベた 、神事 能 あ， 0 て、 每 年；^ 良よ. 0 大 夫く 

だると や、 これ は諸國 一 見の 咄の たねと、 追 こみに 場 

をと つて、 ま づめづ らしき は 人の^ 俗な. 9、 編 笠に 
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轆鱸繩 をつ け、 鎌と 輪と ぬの 字の 染 こみ、 あるひ は大 

脇 指 をよ こたへ、 相撲の 一 組三尺手拭の頻かぶ-^、は 

じめ よくと わめきて 、式 三番 祝言、 高 砂 の 尉 を、 親 

仁 方お 出 やった、 荒木 與次 兵衞も はだし、 姥は小 勘 太 

郞 次 もどき と讃 たてけ る を、 さて は 上方の 分し， 5 が 

有よ とつぶ やく、 よろ づ各 別世界の 鄙と おもへ 共、 京 

の 側なる 矢 背 小 原、 麻に まじる 蓬と は 見へ す、 いづく 

も か はらぬ 物 ひとつ、 飯く ふて 酒 のんで、 枕して 

とひて、 さう してた のしむ の みぞ 唐 も 天竺 も、 

㊃流 ありく 莒 入の寶 

水 無 H:  二十日 あまり ふっかの あけぼの、 傾 顔う つく 

しまに 渡海 せんとて、 戀 風に まかせつ ゝ、 沖の かたに 

出 舟の、 帆 筒し め繩こ 、ろよ く、 疊 のう へ を 行が ごと 

ぐ、 宫岛ぁ . ^の 浦に fl を 入て、 陸路め づ らしく あゆみ 

ける に、 案內 申さん とて、 當社は 推 古 天皇の 御 草創、 

苒興は ギ相國 、御 神體は 沙竭羅 龍王の 娘宮と 申す は、 

さだめて 娘 子の 事なる べし、 それ を 凡夫に なして、 よ 

い 夢 をみ る 事が ならばと いひ 捨 にして、 大坂屋 にか 

b の舍. o、 囘廊は 目前に 咸陽宮 の 何 虹亭を 見る がご 

とく、 罱氣 見お ろして これ は飮る 所、 ^藻よ しの 難 

一 n 百 六十 九  I 
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波、 金 太夫み ふねな ど、 虎若 道才 おかし 男 共つ くす 所 

へ、 廣 島の 李 洞 中 問、 かねて 風雅の まじ はり、 此 度き 

きづたへ のお たづね、 ー痤 面白うな 、此 しまの 君 

達、 先年 四季の 發 句して、 櫻に いのちな がう せし 事、 

海山へ だてし 身の 今 こ、 ろに あら はれ、 手に とりて 

美景な がむ る 水の のか つら 男、 冥理と はすこし い 

ひかけ たる も、 折々 はお かしく 扇の つま 鼻紙の はし 

にかき つけて、 あ ひ あ ふ 心せし 人な hs けりと、 祌就释 

敎 名所 も戀も おもてから ゆるして、 興に 入所に、 京よ 

,0 の 飛脚 舟、 11 の齒を 引て、 當月 四日 雷鳴 わた. 0 雨 

頻に 降て、 さし も はなやか なりし 下屋敷 を つ かみ 崩 

し、 佥牛を 引裂、 鐵壁を 破り、 廣 庭に 傘 ほどの 松 時 

ならす まか. 0 出、 大签. S 姥 をうた ひ、 犬 猫 烏帽子 かり 

衣に て 踊 を はじめ、 しかの みならす、 此 炎天に 家內の 

者の 涎た ちまち 永 柱と なり、 そのうへ 腰 もと 中 居 端 

下にいた るまで、 丸裸になって 夜な く 男 部屋に み 

だれ 入て、 命根 を 吸、 證 歌の しれぬ 小歌 をうた ふ、 こ 

れた  > 事 にあら やと、 陰陽師に うらかた をみ すれば、 

まさしく 主人た る もの、 水 損 火 動の た、. 0 と 中す、 急 

ぎ歸洛 あそばし、 自身 信 力の 丹誠 をぬ きんで、 神佛の 
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冥 助 を 祈られ 候へ と、 かの 小 松 野 滋左衞 門が さ、 ぐ 

る 書翰な り、 隨分大 膽の色 盛、 此 怪異に おどろき、 西 

海の 色 修行し ばらく 延引すべし、 しかれ ども 一 萬 八 

千 K 目の 金銀、 むなしく 身に したがへ て歸京 せん 寧 

ほゐ なけ れば、 そ も/^ 當所を はじめ、 これ より 筑紫 

がた の 色里、 柳 町長 崎 はいふに 及ばす、 沖の 野太 舟 

々の 漁 女まで、 三 づ、 の 揚錢に 配分すべきな.^、 

先 下の 關の 遊里 屋の あげまき、 此 たびの 踊 狂 言、 京 

にて はや， りし 嫁 鏡 三番つ^き、 .H 下半 左衞 門が 身ぶ 

り をう つし、 和 國小源 太 萩 野 若 むらさき も、 別して 出 

かすよ し、 これ も 三：：：、 辆屋 大坂屋 丸 屋宮屋 石： 屋六 

軒の 天神 鹿戀 七十 人、 惣 揚屋の こら や 花代 雜用 ぷ朋 た 

つ 様な 小 1： 一 千 五 ぼ 八十 兩 箱に 入、 與次兵 衞が迫 門 

つ、 がな かれと 祈念し、 赤 問が 關 いな b 町、 揚屋 中 ま 

いる、 內に 金子 書狀 あり、 かよ ふ 神と 書付、 箱の ふた 

に 油紙に て 帆 をし かけて、 いっくし ま大明 神の 前よ 

りつきな がしけ る、 次に 長 崎 九 山 櫻 町、 霧浪ゃ つ はし 

金山 かほる 浮 舟 高 橋 を はじめ とし て、 八十 五 人の 松 

のきみ、 紅毛の 出 島に あ つまる 傾 色までの 揚： i 三千 

九 百 八十 三兩、 廓 中の 目鼻の 付た る ものに は、 殘らゃ 


黃 なる 物 を ながめさせる つも b にして， これ も 箱に 

帆 かけて ながし やる、 その外 津々 入江の 色里、 四十 八 

ケ所、 分し. 0 に閒 合せて、 五百兩 三百 兩づゝ ながし や 

ると いへ ども、 いまだ 三分 一 もっか はれす、 一とせ の 

野 分に 吹な がされし 船頭 まか b 出、 南京の かたはら 

に、 耽沒羅 のみな と 傾城 町 ありと 申す、 これへ も 金子 

八千兩 つめて ながさせ ける、 むかし 1^ の 重 盛 は、 金 三 

千 兩を宋 朝に 渡し、 一 千 兩は臀 王 山の 佛照禪 師を始 

て 一 山の 僧に 施し、 二 千 雨 は宋の 王に 奏聞 とげ、 五 百 

町の 代と して 醫王 山に 寄進せられ け.^、 これ は 重 

盛資 君に て、 日本に は 我 跡 をと ぶら ふべき もの 栩續 

有べき 父淸 盛の ふるま ひに あらす、 家 かなら す斷絕 

すべし と 兼て おも はれければ、 遠く もろこしに 善极 

の 稲 を薛 て、 後世と ぶら はれん とて、 かたの ごとく は 

から ひ 申されければ、 かの 御寺に ぉゐ て、 今に 大日 本 

の 大臣 le- の 朝臣 重 盛 公の 後生 善 所と 祈る 事 五 ぼ 年來 

絕す、 あ. 0 がた きため しなれば とて、； 牛 家 物語に も 書 

のこせ b 、重 盛 は 三 公の 御 位、 色 盛 は 民俗、 かれは 後 

^のた め、 これ は 好色の ため、 かれは 三千 兩、 是は三 

^兩、 かやう の ふしぎなる なぐさみ を 好める 色 盛な 
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れば、 中々 おろかなる 凡人. の 分別に は、 およびがたき 

智惠 者な， 0 とて、 閒人奇 代の 思 ひ をな さやと いふに み 

なか hs けり、 

㊣世に は 化した る 生物 

六 月一 一十三 曰 宮島を 出て、 備 前の 國牛 窓の 沖まで、 夜 

晝ニ  E に はせ たりけ るが、 俄に 順風. か はりて おそろ 

しき 氣色、 帆ば しら をれ ながら あやうき 命 をた すか 

b  、賀 田と いふ 所に 流れより ぬ、 愛 も 聞 ふる 名所 なれ 

ば、 浦 中の 小歌 女を大 よせして 洒事 はじま b  、熊 野橫 

手 をい そゐ でのり やれと いふ 證歌、 つれぶ しお かし 

く、 いづれ も なげ 島 田に て 朝： n とい ふ 象牙 を 蘇枋染 

のさし 櫛、 和 泉 木綿 を はな 色に、 しろき 網の 手の ちら 

し 形、 茜 うらの 袷 をう ちかけ 、空豆 煎て しほ を ふ. 0 か 

け、 fs^ 子に さだめ て 賞翫の 手い とまな く、 さ かづ き は 

あたまから 紋 つきの 中 椀、 平 折 敷に のせ、 五 升 鍋を自 

在と いふ 物に かけ、 直に 樽 あ. 0 ぎ り うちあけ て、 柴折 

くべ て 酒の かん、 よろ づ肝煎 かく 五六 盃 ついけ て 毒 

^して ま はす、 松の 燈を石 鉢に く はっと あかす は、 夜 

宮 に櫻餘 をうる 市 s: ル 世の ごとく、 よき ほどに 引 切 枕 

を轉 ばし、 外に 床 を 取と いふ 事 もな く、 燈； 消 次第に 
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お も ひ /\ の 手 組、 矢 背の 雜喉寢 に 似たり、 みやこ 衆 

めづ らしが， 9 て 、皆 杖 を つ ゐて閨 よ. 0 這 出け れ ば、 貝 

塚 のつ じ 駕籠 をと りよせ、 これより 陸 をの ぼる 談 

合に 極り 、主從 へ だてな く、 三枚 肩に て お さする 箬に 

中つ け、 さて 土産 物に は あ. 9 ふれし 鯛 鱧め づら しか 

らゃ、 か は， 5 たる 生類 あらば と 漁船 を 尊れば、 前代 未 

聞の i? 、綱よ b 引 あげた， 9、 ひきのばせば 壹丈八 尺、 

かう ベ は 松茸の ごとく、 笠の 眞 中に 口 ありて、 時々 水 

を はく 亊、 瀧 をとば すが ご とし 、ある 時 は 縮み ある 時 

はの びて 兩服を 開 き、 赤 筋 ありて 怒れる に 似た. OS  、 こ 

れ を露轉 i? と 申す よし、 是めづ らしき 物と 兒る 所に、 

今 一艘の 網よ，^ 九 尺 四方の 蟹 を 持參. S. す、 甲のう へ 

に 毛の はへ たる 事 藪の ごとく、 細き 眼 ありて 小高き 

鼻を勸 かし、 立に 口 きれて、 *IE:  くさき 事 鼻骨 碎る がご 

とし、 これ を關 蟹と 申す 、いづ れも 奇異 の くせもの な 

b とて 、小！！： 百 兩に貨 と， o、 宫 古の 家土產 これにし か 

すと 悅 ける、 珍 器奇物 を貌べ ば、 國に あやしき 物 を 生 

すると 漢書に 見へ たり、 かの 二 疋を伏 見まで 舟に て 

ま はし、 歸 京の 後、 人々 に 披露 申せし が、 次第に 臭き 

事堪 がた く、 興 はやく 盡て柬 河 源に 捨優 ける を、 四條 


あまが るるとい ふ 小 芝居の もの ひろ ひて、 おびたい 

しき 繪簡板 を かけ、 此度 朝鮮 國 より わたりし 露轉關 

蟹、 濱幷拾 文錢は 房り、 を 吸 込て なみだ をな がす 

所、 只今 三番つ いき、 草 臥の 來ぬ さきに 見ねば はなし 

になら す、 これ や 中々 々 
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0 よし 原の 寢覺； ム孤 

それ 世界の ひろき 事、 むさし 野の e: を飮 で、 富 士を枕 

にせざる 人 の、 夢にもし る亊 あた はざる こそ 淺ま 

しけれ、 されば 心の 水の 行に まかせ、 二 挺. たてに 掉を 

さし、 金 龍 山の ひかり や はらぎ、 淺草 川の 底意い さぎ 

よく、 萠 出る 卷の野 等 かう ばし きに、 駒 形 堂 nl 本 堤 三 

谷の 行來 これ ゃ此、 大門 口の 茶屋に 腰かけて、 舰 念の 

服 を ひらく に、 見る 物閒 事、 九 首； 難 波の しこなし と、 

更に 同じ 手 れんに は あらす、 此 道の 世 之 介 も 石 州が 

太鼓 女郎に ふられ、 初音に 踏れ. たる 首尾 も あ. 0 しむ 

かし ぞ かし、 ま兵衞 が作藏 成敗が けに はるぐ まか 

り くたり、 あたまから 邦み 倒に 吼づ らして、 g5! のう / 

に は ひあがり、 約束の 命 をながら へたれば とて、 生た 

る 甲斐 はなし、 されば とて ふられた る は、 軍に 出て 首 

を と ら やに 歸 るに 同じ、 色 絡 は 關 西の 遊 色 に >：3 にく 

き 方な く、 此 たび はよ し！^ を 掌に 入れん とて、 分し. 0 

女 安、 こ、 ろき、 の是 助、 面 黑の西 雲、 ねざめ 虎若 小 一 
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八に 申 ふくめ、 桐屋が 方に 碇を いれて、 兼て 小 むらさ 

きにさだめける、むかしょ.^大かた人々の下心、大切 

なる 金銀に か へ て 心 ざし を： する から は、 初會 よ. x> 

自由にし こなさん とする を、 さばか. にしな されて 

はしれた るな がれの ふし，^ も、 しなく だ. 0 なる か 

たに なぞら へられ まじと て、 戀を ふくみて あ ひ あ ふ 

やうに しかけぬ る を、 世に はふら る、 とい ふなる ベ 

し、 され ども 世う つ b 時變 じに け.；. -ば、 人の > ひすな ま 

ならねば、 あらぬ すじに 引かけ て、 たが ひに さがな き 

名 をた つ 事 も、 出く る やうに はなれる なる べし、 これ 

极本 をと b うしなへ るに よれる とて、 かの かづら き 

三 夕、 かほる 身 請の 後、 しづかなる 住居 を 15 峨 にたの 

しめる とき、 しゃれ 物語に かきと^めし 意氣 かたに 

は、 此 比の 風俗 はたが ふらんと ぞぉぼ ゆる、 さ る 程に 

色 も b 市 左衞門 方に 入、 まづ 虎若に 申 付、 黄なる 物 1 1 

三 斗大づ かみに して、 揚屋 中の 男女 はいふに およば 

す、 犬 猫までの こらす うれしがらせければ、 分よ き 都 

の 大#^ と 色めき 噪ぐ、 末社 五 人 をのく 格子の！ Jf9、 女 

安 は 三 5^ の 琴 浦、 是助は 車屋の 小 太夫、 西 雲 は 巴： IHli の 

大橋、 道才 はきつ かう やの 玉 かづら、 小 八 は藤遷 の 小 

三百 七十 三 
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主 水、 其 外 誰でも 女郎 買た き貌 つきして 通る 者 あら 

ば、 五十人 でも 百 人 でも 呼 こん でな ぐ さ め よ、 揚錢は 

何 一 si 兩 でも 此方に もち 合せた. 5 と、 はっとし たる 詞 

を はなって、 さらに ゆめう つ ゝの さか ひなき 所 へ 、富 

澤町 韋陀天の 六 兵衞、 石 町 友 八 馳參る 、女郎が 又 ふた 

入る は、 それ つんで 參れ とい へば、 六兵衞 四角四面 

なる 顔に て、 京都よ..^ 急なる 飛脚 到來 の御狀 とさし 

出す、 披き 見る に、 例の 小 松 野 滋左衞 門 方より、 當ニ 

十七：：： 御 親父 世 之 助 さま 三十 三年 忌なる 事、 よも や 

御 失念 はさ ふら ふま じ、 しかれ 共け ふ 二十 一 :n まで 

御歸 りなき 寧 心得が たく 候 ゆへ、 三十 四時 を 以て. 

e 一し 候、 色 盛い ろを變 じ、 これ を 忘れた とい ふて は 一 

分た ちがた し、 け ふ は 一 一十三： n なれば、 道中 四日に 上 

京 すれば ゆる と墓參 りする 事な りと、 せかぬ 分に 

して、 こ、 に ひとつ 氣が 、りなる は、 上方の 格 を もつ 

て 位 をと り、 あちから もてく る やうに や hv そこな ふ 

て、 け ふ 四：：： 大 夫に ふられて 居る 寧 無念な. 9、 こよ ひ 

は 下から 出な をして、 是非し ほふす る 首尾の 所、 邪魔 

なる 巾 こした. 9 と は、 南無 三寳 親の 年 忌、 六兵衞 

友 八が おも ふ 所 も あれば、 おも ひき. 5 てこれ よ. 0 早 
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舟に 乘、 それから 早 追 じたて に、 人 を はしらせ、 色 盛 

は 駕籠に 綱つ けて 七 八十 人に 引せ、 末社 六 人 草履と 

b 七 助 は、 から 尻に た、 きた てられ、 二十 六日の 畫京 

着に 極めて、 金銀 は 道中の 砂の 數 ほど 蒔ち らして 翔 

出せば、 旅人 あやしみ てこれ は 何事と 問ば、 親の 年忌 

を わすれて、 よし 原に あそんで 居られました を、 京 よ 

b 急に 參り、 それで 俄にの ぼ まする ので ござ ると、 

此 いそがしい 中で 七 助め が、 べんく とた わけ をつ 

くしけ る、 

® 湼盤床 入の 御影 

1 代 男 世 之 助 は、 天 和の 始种無 月 二十 七 H 女 護の 島 

へ 渡，^、 ふた ゝび歸 II なければ、 かの 出船の nz を 命； n 

にと. 5、 今年 三十 一二 年忌 あい あたる により、 魚肉 山女 

犯 寺搖亂 上人 を 導師に 賴み舉 .9、  二 夜 三 H の 別時 念 

佛を 始め、 戒名 は 玉門 大莖 禪定 門と 申す、 作善佛 事の 

結構牌前莊嚴の供物、申すも中々 ぉろかな.=^、末社中 

間より 納め 奉る 源氏 狹衣 伊勢 物語お のく 千 部、 う 

ら みの 介雜雪 あきれ 草、 すてん きうの 草子、 しのびぐ 

さ、 こら ゑ 袋 、にし. き 木、 しなの 梅、 靑梅、 や. 5  く. 0 草、 

うる ほひ 草、 旅 まくら、 好色 一 切 經藏を 建立 あ b、 本 


尊 は 歡_-211 天、 脇 立 に 業： 牛 源の 至、 ち ぬ 男、 頼 風、 これ を 

四 菩薩に なぞら へ たり、 li. 天蓋 は 上 林の 高 橋が うち 

つけ 書の 白 輪 子の 寢卷、 初 昔が 帶、 野 分が 合せ 湯 具、 

打 敷 は 夕霧が か さ ね 蒲圈、 盛 物 に は 山の 薯賴、 掘 川 牛 

m く雞 卵、 龍 眼 肉、 燈 明に は蜴の 油、 1 一十 七日 齋非 時の 

獻立、 汁 は if さし 眛は鯉 鮒、 引て 鱧の 樺燒、 二の 汁に 

泥龜、 希 は if 鰺、 二十 六 H 逮夜の 說法 あ. 9、 上人 高座 

にあがり 敬白の 磐う ちなら し、 捧舉る 諷誦の 文の 事、 

それ つら/ (H ニ界流 1： の 源 をかん がふる に、 男女 搖 

樂の 一 滴 かたま て、 六 根 あら はれ、 母の 不^ 門 這 出 

しより このかた、 眼に 美景 を みて は 戀慕 の 心 ざし を 

起し、 耳に 一 ふし を 聞て は 愛執のお も ひ を 生じ、 身に 

は觴 もちの 雪の 肌に ふれて は 露命 消ん とす、 鼻に は 

袖のう つ， 0 香に 心 を ときめかし、 口に はっけ ざしの 

おさか づき をいたい きて、 無明の 酒な がく さめが た 

し、 或 時 は 露霜に しほ たれて 所 さだめす まど ひ あ b 

き、 近所の 譏 を はいかり、 おやの 勘當心 もとな く、 死 

一 倍の 鐘の 聲は、 朝 ゆ ふ ベ に ひ いけど も、 傾 國煩惱 の 

ねぶ. 9 いまだ さめ や、 あるひ は 野郎 飛 子の ちまたに 

うかれ、 紅 閻に酒 を 流し、 白人 骨を碎 くと い へせ r 宿 


の 首尾 を 忘れて きぬ < ^の 別れ を をし み、 輕 安鉑亭 

を 住家と して、 家職 住の 家に 歸る 華遲 し、 花 奢 は 口 

VJ 萎め、 末社 は 手 を ひろげて いさめす、 むれば、 わた 

り に 舟、 得手 に 帆 を あ げ て 戀風 に乘 出し 、弘誓 の 树を 

とって 湼 盤の 岸に いたる おも ひ をな せ .9、 あ、 かな 

しいかな、 六道 四條 河原の 狂言 綺語を 見て は、 十 方 無 

性の 夢幻 泡 影に うかされて、 戀慕 愛執の 媒 とす、 こ、 

に 今と ぶら ふところの 靈魂 は、 施 まの 爲には 父な り、 

1 代 男 世 之 助と て、 七才の 春より め しづか ひのこし 

も. 0 をち よこ. 初、 およそ 女人の 數 三千 七 Kn 四十 一 一 

人、 少人七 百 二十 五 人の 枕 をなら ベ、 日本に 心の のこ 

る 色な しとて、 五十 四 才の冬 今 z:; 廿 七：；；、 上品 上 開の 

女 護の 島に 往生の 素懷を とげお はんぬ、 今宵 三十 三 

年の 逮夜に あ ひ あたる を もって、 一座の 法 筵 を ひら 

き、 佛果 菩提の 如來 肌と湼 槃の床 入して、 喜 悅感淚 の 

よだれ を 流さん 事な にのう たが ひか あらん、 よって 

諷誦 文 如 件" 

今 e: 今日  施主 泰羅の 色 盛 敬白 

談儀は 金色 女經說 おは. 5、 回向の 紙う ちなら し、 さて 

おこと はり 中す は 、 此度玉 門大塞 禪定門 の 藥 S 氺出 
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来いた し、 方丈に かけて 拜 まします る、 此圖は 釋尊入 

滅の相 をう つし、 五十二 類の 衆生の か はりに、 一 代ち 

- ぎり - めた る 女人 を 書なら ベ 、 一 蓮 託 生 又は 罪障 懺 

悔の爲 に、 縫說 を^ 付ました 程に、 あれ へ お 通. り あら 

れて ゆる，^ と聽 聞な さるべし とて、 上人は高座ょり 

を.^給ふ、角の入たる道心^|<^、油ぎりぬる貌をぉしな 

で、 掛物竿 をと b のべ て、 皆ち かよって 御緣 をむ すび 

給へ、 眞 中に 頸 北面 西して 入滅のお すがた をお がま 

れ させられ しが、 一代 sf- 世 之 助禪定 門の 御影で ござ 

る、 すでに 臨終と 聞え しかば、 もろく の 天女 もち か 

らを 落し 、 何と ぞ此 たびの 命 をつな ぎと めたい. とお 

ぼしめ し、 天上界よ 不老不死の 腎藥の 袋を拋 おろ 

し 給へば、 定業の しるしに や、 此多 摩羅 鉢 香と いふ 樹 

の 枝に か、 b ける、 故に 追々 に 右歸丸 左歸丸 地黃丸 

を なげさせられ しが、 ^此四 本の 棺 にと  > ま. り 終に 

往生 を i_ がー 給 ふ、 去 程に 存命のう ち 肌 を ふれた る ほど 

の 女 五十二 類、 名殘 をお しみ はせ あつま. 9 ける、 西の 

かたに 並びた る は、 岛 原の 大夫 天神 引 舟 鹿戀、 南の 方 

には大 坂の 傾 色、 束の 方に 江 11^ よし 原の 女郎、 伏見援 

木 町の 君た ち、 奈 木 辻 鳴 川、 柴厘酊 魏の律 守高洲 代.^ 
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町、 西の方に 室の 遊君 辆宮島 下の 關長 崎の 大夫 達、 兵 

寐 うづら 野の なげし まだ、 須 磨の 饗 乙女、 出 雲 崎の 遊 

女坂 田の 酌 女、 あ h- まの 湯女、 歌 比丘尼、 竈拂、 奥州 大 

宮 のうかれ 女、 碓井峠 追分の 色女、 佐 野嘉祥 寺、 賀田 

の 小歌 嬢、 多 小 女郎、 宮、 律の 糸 繰 女、 深 川の 築地、 目 

黑の茶 や 女、 品 川の れんと び、 白山の ころり 藏、 板 橋 

の 底た、 き、 小 倉の 多 太、 御油 赤 坂 泊り くの 出 女、 

敦 賀今庄 のよ るの 物、 藤の 棚の すへ 物、 小 谷の 坂 東、 

髮 きり、 比丘尼 落、 似せ 後家、 養 ひ 娘、 愛染 前の つ いれ 

物、 寺 方の しかけ 物、 大 黑の橫 ぎり、 かこ はれ 物の 下 

ぬき、 出 羽の 粗 引、 札の 让 のお 針、 浮世 小路の 浪人、 柳 

小路の 舉 公人、 金 入のう しろ 帶、 御所 被 衣の 嫋髢. - 問 

屋 の はす 葉、 三條 t 伯の 胸 紐賣、 風呂屋の 喚 子 鳥、 稻荷 

前の 狐、 鎌 倉 河岸の 夜鷹、 川口の ぬけ 參 り、 元 舟の 楊 

枝う り、 出か はり 藪 入 部屋 ま は 、扇 折、 針賣、 堀江の 

釣 ii  、梅 田 橋の 泥龜 、闇の 夜の 門 違 ひ、 つれな し 女、 雨 

やど h- の ぬれ じかけ、 瞽女、 巾着、 お 乳、 菩薩 ま はし、 

六齋 隙の 腰 もと、 大名 もどり、 目 見 娘、 銀又壹 銀 ニー 

二 朱 白、 近 江河 內の まわしもの、 百に 三人が 、り、 伽 

やろ 舟、 扇 屋の戀 風、 水茶屋 仕 かけ、 北 野、 東 山、 道頓 


堀、 名代 株 茶屋、 流 紙 茶ゃパ 野郎 飛 子、 小姓 若僧、 子 

達、 一 一歳 男、 石垣 町 舰屋の 小まん、 木挽吉 助が 娘の お 

はつ、 次郞吉 がか、、 白髮 たる 老婆、 杖に 二重の 腰 も 

のびす、 これ こそ 小 原 雑 喉寢の やみの かづ き 物な り、 

內 股の 脉 をう か  >ふは、下^^醫者の馬庵なり、ぃづれ 

も佛の わかれ をお しめる ごとく 泣 わめく 聲、 百 千の 

雷の ごとく、 五十里 四方 へ ひ いき 渡る とい へ ども、 人 

問 は ー举の 露の かたまり、 元來 これ 消 やすき 身、 隨分 

の强藏 なれ ども、 下 根 末代 河の ほとりに て 長 枕 をし 

ながら、 觸寢 はんの 床に 無性 をし めさせ 給 ふな， 9、 

③內藏 の燈明 あきらかなる 吿 

四 夢 五 夢 あ. 9 と い へ ども、 虛實の ふたつ を 出す、 され 

ば 色 も， 0  、 大法 事 をと. 0 お , ，- な ひし 後、 あ る 夜のう つ 

つま ぼろし の ごとく、 八才 にて 別れし 父 to 之 助、 枕 上 

にたい やみ、 此 度の 追善 満足 斜なら や、 只今 樂變化 天 

に 生を轉 するな..^、 そ も/ \ 我 前身 は異國 にお ゐて 

はi^H宗皇帝L」生れ、國家の政をた いしく 惠む 所に、 楊 

れー只 に 腰 を うちぬかれ、 樂み いまだな かばなら ざる 

に、 馬蒐が 原のう き 別れ、 骨 腿に しみわた. o、 幽 王と 

生れし 時 は褒姒 にう つ、 をぬ かし、 生々 世々 戀慕の 

寬潤 平家；^ ハ 


揲 につな がれし が、 かの 魂： n 本の 地に 求り、 玉藻の 前 

と 現じた ると 聞 及びし により、 我 も 又 この 地に 生 を 

うけた.： > とい へど も、 那須 野の 原の 殺生 石と な 、剩 

ま 翁禪師 のしめし により、 野 狐の 身を脫 して 淨 土に 

生す、 我は餘 執つ きざる 迷路の 巷に うかれ、 此 家に 生 

れ來 ると いへ 共、 なまな か 前生 三千 人の 女子 共 を 毎 

夜 十人づ ゝ かたづけし 身 なれば、 五 人 三人 は  一 口の 

色 食に 喰たら す、 日本 國の女 を かたはしよ りなで ど 

にせん とお も ひ 立し かど も、 粟 散の 小國 なれば 人 

の 心 もせば く、 恪氣 つよき 世の中、 あま. 0 堪忍し がた 

く、 女 護の 島へ わた...^ をせ しに 、夜毎に 四 五十人ば か 

入 か はりて さいなまれ しかば、 隨 分の それがし も、 

1 年 半に 鼬に 吸れ し 二十日鼠の ごとく、 腹のう へに 

て 終に 息 絶た. 9、 しかるに 前生 法 華大 般若 を 納めた 

b し 功力に より、 大蘇 天台 山に とんで、 延 きとい ふ 

草の 露 を 吸 ふと おも へ ばたち まち 仙人の 形とな.^.'、 

好色お も ひ 出す もお そろし く、 淸淨 潔白の 體 にか は 

ると いへ ども、 先年 美 面 鳥 を 飛せ し 事 は、 仙術のから 

くり 細工の 手始 也、 汝 あまたの 妻妾に 溺れ、， 遊里に 

水 を 汲み干す 事、 土佛の 水練す る に 同じ、 此後は 身 を 
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つ 、しみ、 世間 を は いかり、 奢 をし.^ ぞけ 名聞 利 養に 

耽る ベ からす、 人間 鐵 石に あらす、 病の 外に 生死 事大 

な， o、 珍 膳 も 口に かな ふに 過す、 玉 殿 も 膝を容 るに 過 

る 寧な し 、夢中 の 榮花幻 化の 安樂、 おそる ベ き は 冥途 

の 苦 患、 刹 利 も 首 陀もか はら ざ-りけ，^ と、 いふかと お 

もへば あけぼの、 雲と 形 は 消て、 雞啼鐘 鳴、 たばこ 

手水、 朝め し はま： U か、 

寶永七 庚 寅年 新 板 

八文字 屋當 左衞門 
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一段 つれ なる まゝに 

つれ <^ なる ま \ に 日 慕し 硬に 向 ひ、  > ひに うつりゆ 

く 好色の よし 惡を 、そこ はかと なく 書つ くれば、 おか 

しう こそ 物 ほし けれ、 いで ゃ此 世に 生れて は、 倾國に 

至て こそた のしみ 多から め、 太夫の 御 位 はいと も 賢 

こし、 松の 位の すへ 驚 迄、 好色の 稀なら んぞ やん 事な 

き、 格子 女郎の 道中 はさら 也、 さん 茶 も ふた. 9 かぶろ 

など つれて、 茶屋へ 出た るき ぞゅ、 しと 見 ゆ、 其 l^^J- 水 

あげまで は、 なじみの 客 を 待と 尙 まだる し、 夫より 端 

女郎 は ほどに つけて ふうに あ ひ、 し. たるき 目 もとす 

る を、 みづ から はいみ じと 思 ふらめ ど、 いと 口お し、 

尾 不斗里 こそ 浦 山し からぬ 物 は あら じ、 人に は 木の 

端の やうに 思 はる ゝ よと、 西 鶴が 書る 也、 實 さる 事ぞ 

かし、 半 かの 惡 じゃれた るに つけて、 いみ じと は 見へ 

や、 わけよ き 大臣の 云 けんやう に、 つに て ほてく ろ 

しき は、 すいのお しへ にたが ふと こそ 覺 ゆる、 錢な 

し のぞめき 衆 は 中々 はか ゆき 事の み 有なん、 人 はか 


たち 布樣の 勝れた らんこ そ、 あらま ほし かる ベ き、 頓 

作ぢ ぐちい ひたる き、 にくから す、 愛敬 あつく 惡ロ 

多から ぬ こそ あかす かわゆら しけれ、 ^成と 見る 人 

の、 心お と. 5 せらる、 內證見 へん こそ 口お しかるべ 

き、 品 かたぎ こそ 生れつきたら め、 心 はな どかす いよ 

•c も 通り ものに、 う つ さばぅ っらざらん、^^^1ち>ひざま 

能 人 も、 金 なくなり ぬれば 品く だり、 顔に くさげ なる 

人に たちまじ わ..^ て、 かなら す は をぬ かる ゝ こそ 本 

意な きわ ざ なれ、 有た き 事 はかげ 色の 文、 はやり 言 

葉、 しゃの 道、 また や，. >  手に 口 あかせぬ こそい みじか 

るべ けれ、 上る りった なから す、 小歌な ど歸 おかしく 

て 拍子 取、 いたまし うする 物から、 妻 もたぬ こそお 

のこ はよ けれ、 

二 段 いにしへの 聖の御代の 政 を も 忘れ 

古し へ の 女郎の しこなし を 忘れ、 ばつと したる ふう、 

仇名 立ら る.^ を もしら す、 やっこ &と いはる、 をい 

み じと 思 ふ さました るよ ねこ そ、 思 ふ 所な く 見 ゆれ、 

いせうよ. 0 櫛 かう がいに 至る まで、 人に か は. 0 たる 

有様 もちいな ど、 お； 風 を もとむ る ことな けれと ぞ、 三 

代 先の 高 尾の 遣誡 にも 侍る、 藤屋の 伊左衞 門が 夕霧 


にい ひける にも、 女郎 は 有べき か、 りなる をよ しと 

す と >  J そ れ、 

三 段 ^にいみ じくと も 

萬づ にう とくな りと も、 色 好ま ざらん 男 は、 いとそう 

ぞうしく、 花の ちりし ほれた る 心地 ぞ すべき、 露霜に 

しほ たれて、 一 一挺 大三挺 をお させ、 人の そし b をつ、 

むに 心の い とまな く、 あ ふ 度々 に 鼻毛のば し、 すゑ は 

勘當 にあ ふこ そお かし けれ、 さ. 0 とてたん と金つ か 

はで 、女郎に 色で あはれん こそ、 あらま ほし かるべ き 

わざ なれ、 

四 段 後の世の 事 心に 忘れす 

かさねての 約束 心に 忘れす、 か へ る 道 足 かろく、 こゝ 

ろ 面白し、 

五段 不幸に 愁に しづめ る 人の 

妻に おくれ、 うれ へ に しづめ る 人の、 かしらお ろしな 

ど、 ふ つ、 かにお も ひ 入、 獨寢の 床に n: を 友と せる 有 

樣、 哀 深し、 一 代お とこの いひ けん は、 rz: 十五 ni 夜の 

月 、物 az 仕舞て 見ん 事、 さも 覺 へぬ べし、 

六 段 我 身の やん 事な からん にも 

遊びす きの お の こ 、野郎に 深く 逢ん にも、 まして 女郞 
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にこよ な ふま じら はらんに も、 子と いふ ものなくて 

あ. 9 なん、 大和^ 世 之 助椀久 も、 ^子な からん 事 を 

願り、 新造 出さん にも、 つら 見 世の 世話 せんに も、 比 

立 る むす 子 の 思わく、 氣の 毒と 思 ふ ほど わろ き ie^ な 

しと、 或 古き 物語に い へ る、 惡 性なる 親父 を、 息子の 

勘當 した b しもお ける とか や、 

七 段 あだし 野の 露 消る 時な く 

あさおが 原の 露き ゆる 時な く、 まつち 山の 煙 立 さら 

でのみ 住 はつる 習 ひなら ば、 い かに 色の 面白 からん、 

女郎 はま、 ならぬ いみ じ けれ、 うはき なる もの を 見 

るに、 大形 久しき はなし、 か. 9 金の 利 足 を まち、 元金 

のす たる を しらぬ も ある ぞ かし、 ふら と 一 つ 買 

する^ だに、 こよな ふうれ しき や、 深き なじみ も 曲 輪 

を 出れば、 月 夜に 签 ぬかれた る 心地 こそせ め、 金 くれ 

ぬ 世に、 見に くきたい こ 持して 何 か はせん、 金な けれ 

ば 恥 多し、 有と も 四十に たらぬ ほどに て、 燒と まらん 

こそめ やす かるべき、 其 程 過 ぬれば 立 合つ いけ も 叶 

わす、 心 はむかし に 替ら で 人に 出 ま じ は らん 事 を 思 

ひ、 ゆ ふ ベの 日に は 地黃を 愛して 達者た らん 事 を こ 

のみ、 ひたすら 好色の 心の み 深く 、おん 水の た ゆる 事 
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し ら す な り 行 な ん あさ ま し 、 

八 段 低の 人の 心 まどわす 事 色欲に は然中 

世の 人の 心 まどわす 寧倾國 には然 す、 やぼの 心 は m ゆ 

なる もの 哉、 能おう なの 尻目 づ かひ 、小袖の すそ 少し 

か へ り. て、 はぎの 白き きよらかに 肥 へ 油づ きたる は、 

必らす 心と きめき する もの 也、 世 之 助が 女房の 赤き 

を 見て 畠 1- つまみ けん、 誠にし よく 過て は 左 も あらん 

かし、 

九 段 女は髮 のめで たからん こそ 

女郞は 顔の 愛 あらん こそ、 人 も 思 ひ 付べ けれ、 全盛の 

程 6 ばへ 杯 は 逢た るに こそしら るれ、 ことに ふれて 

ちょと 逢た る 品に， も、 笑顔 こそ 人の 心 を まどわし、 す 

ベて 女郎の 打と けたる、 うれし 物お しと も 思 ひたら 

.4^、. つ" て つくべく も あらぬ さま こそ よく かけこまる 

るぞ かし、 誡 にあ い ぎ やう あ.^ て、 情 ふかくう はきな 

くば、 いき 過 成 客 だち 多し とい ふと も 皆 はま 5 ぬべ 

し、 其 中にたい 眞實 にて 逢て くる、 の ひとり は、 いか 

ふ 有難き の みぞ、 老 たる もお きも、 智 ある も なる 

も、 揚錢 はか はる 所な し L 」 見 ゆれ、 されば とて 色の 座 

一 にて 出合し 人 は、 恐し き屋形 衆と もした しくな.^ に 


ける、 ゆく にもお さな子の 小袖なん 縫 ひて 着 すれば、 

かなら や 子育て あ h> と ぞい ひ 傅 へ 侍る、 道す がらい 

さみて おもしろく、 先い そぐ は此 さと.^、 

十 段 家居の つきぐ しく 

さん 茶 も 鹿 敷つ き 、しく あらま ほしき こそ、 ひと 

ひ 一 夜のゃど^^とは思へど、座敷持のせんなれ、能ょ 

ねの のど やかに 化な したる 所 は、 物干へ さし 入た る 

e: の 色 も、 ひとき はしみ， と 見 ゆる ぞ かし、 いま の 

かしく きら、 かなら ね ど、 木 だち 物 ふ. 5 てわざと な 

らぬ 石臺も あり、 床の 懸緒 も 心有檨 に、 茶瓶 な どい と 

おかしく、 うち 調度のう ちに も、 琴な ど 心に くしと 晃 

ゆれ、 多くの 客よりも 心 を つくして 送りけ る 品々、 得 

ならぬ 調度 ども、 ならべ おく 草雙紙 双六 盤 迄、 心の ま 

まなら すお ける は、 昆る目 もく るし くいと わびし、 55- 

もや 住 はつべき、 年う つれば 又 時の 間に 人の 鹿 敷 共 

成なん とぞ、 打 見る より 思わる、、 大 かたは 物 やきに 

こそ 其 さま は おし は から るれ、 

十一 段 後德大 寺のお といの 寢 殿に 

三 浦の 石珠、 こと やうなる きせる を いかめしき 袋に 

入て、 秀 のこしに さ. ゝせ 道中し 給 ふ を、 歌 吹 坊が見 
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て， 揚 尾の きせる 何 かはくる しかるべ き、 此 君の 御 心 

さばかり にこ そとて、 其 後 は i. やぼ へ 出 ざ. 0 ける と 聞 

侍る に 、又 外 の 揚屋 にて 江 口 に 出合け る に 、是も きせ 

る もたれし かば、 彼た めし 思 ひ 出られ 侍しに、 誠ゃ揚 

屋 のきせ る は 人の む ざとの めば ひたと 詰りて、 客 達 

の參る ごとに かぶろ の 度々 通しけ る を 御"； 13 じて、 悲 

しませ 給 ひて なんと 人の 語りし こそ、 W はいみ じく 

こそ か/、 覺へ しか、 さきの 女郞衆 もい かなる 故 か 侍 

りけ. p、 

十二 段 祌無： =： の 頃栗栖 野と いふ 所 を 

神無月の 頃、 田舍 へ 尋 行事 は ベ しに、 はるかなる 苔 

の 細道 を ふみわけて、 心細く 住な したる 庵に 鼓 打 人 

あ. 9、 いなかに も師の あれば 成べ しと 、垣より さしの 

ぞ きて 見る に、 ひた ひに 角 入た る 美少年 也 、新ても あ 

られ ける よと、 あはれ に 1 とふし かなでた き ほどに 

思 ひて 見る 程に、 顔お かしげなる 女の ありて、 愛した 

はぶれ たるに こそ、 少 し 寧 さ め て 、此 女な からまし か 

ばと へ しか、 

十三 段 おなじ 心ならん 人と しめ やかに 

同じ 心ならん 客と しめ やかに 物 して、 おかしき 率 
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も 世の はかなき 事 も、 うらなく いひ 慰めん 事 も、 うれ 

しか る く きに、 したる くい や-らしき 男の 來， 9、 もし 居 

ついけ とやい はんかと 思 ふに、 つゆた がわす、 向 ひ 

て やかな しき 身 あか. 9 の ひとつ ある 心地 やせん、 夫 

もま、 ならん か、 互にい ふ 程の 事お かしげに 成なん、 

男の 心に はかくても あ ふかい ある 物から、 床の 內は 

いさ ゝ かたが ふ 所 も あらん かし、 やぼの くせと て 人 

に は 左 も あらん、 我 はさ やお も ふな ど、 あらそ ひに 

くみ、 人 來.. ^なば さぞと も 打 語らいて、 此 うさ 慰ん 杯 

思へば、 氣には 少し 思 ひなお しつ、 我と 等しから ざら 

ん 人に は、 大 かたのよ しなし 事い はん 程 こそ あらめ、 

まめ やかの 心の 樂 みに は、 遙 かに 隔たる 所の あ..^ ぬ 

ベ きぞ、 うれし さも 又 悲し、 

十四 段 ひとり 燈の 下に 文 を ひろげて 

ひとり 燈 火の もとに 好色の 文 を ひろげて、 見ぬ 人の 

色 をす いしたる こそ、 こよな ふ 慰む わざ なれ、 文 は 傾 

城 武道 櫻の あはれ なる 卷々、 文 ほうご、 西 鶴が こと は 

一 代 女、 此 地の 浪人 衆の かける も、 古しへの は あはれ 

なる 事 多 か. 9、 

十五 段 和歌 こそな をお かしき 物 なれ 
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小歌 - W そ實色 めかし き 物 なれ、 おや ぢの實 めきし も 

一 ふし 書 出れば おかしく、 おそろしき 奴 も 又 寐の床 

とうたへば やさしくな. 0 ぬ、 賤の女の 曰 引 歌 は、 ひ 

とき はお かしく 笑 ひも あへ や、 さはいへ ど をみ なの 

一 節 は、 生 男の やうに は覺 へ す、 比丘尼の 歌い かに ぞ 

や、 片言ば かりにて せ、 か覺 ゆる はなし、 小夜 之 助が 

歌 は、 したる ふして、 野良の 中の 歌く やと かやい ひ 傅 

へ たれ ど、 今の よの よね： U ちの 歌き、 て は、 女郞 にあ 

,9 ぬべき 一 ふしと は 見へ す、 其 世の 歌 がら は 皆此額 

ひのみ 也、 小夜 之 助に 限りて、 かくい ひた てられた る 

もしり がた し、 萬 太夫に な.^ て は 歌の 風 直しけ ると 

ぞ、 出し 玉 川 はよ ほど m 〈ひける、 誠に 少し 心に 入た る 

座敷に て は、 しめ やかなる 一 ふし も 出け り、 されば 玉 

川が 歌 は 出し 跡に ても宜 敷よ し、 いま もさ だ ありて、 

贰朱判 吉兵衞 も 殊更に かんじ 申け るよ し、 長 門が 身 

ひいきに かいへ り、 はやり 歌 古へ にか はらぬ なんど 

い ふ 人 も あれ ど いざや、 今の 歌 ど も 、久太 郞町 みなげ 

の 松と、 昔し の 人の 唄の おもかげ はさら になし、 同じ 

物 は あらす、 むかしの 歌 はやす くすな ほに して、 姿 も 

しほら しく 哀れ も 深く 聞 ゆ、 かやつ り 草な どの 朝 湖 


が 歌 こそ、 又 あはれ 成 事 はお ほかん めれ、 诗し人 は 又 

唄ひ捨 たる 一 ふし も、 皆せ う あ. 0 て 聞 こ ゆ、 

十六 段 いづく にも あれ 暫し 旅立た る こそ 

いづぐ にも あれ、 旅に て 連に はぐれた る こそ 悲しき 

心地 すれ、 其 渡，. >  愛 かしこ 見ん にも、 問 かたらん わざ 

もな し、 山屮 など は い と 心 ぼ そ き 事 の みぞ 多かん め 

る 、鬼 角して 追附 求めぬ るいと 嬉し、 其 事 かの 事な ど 

云 なぐさむ る、 ぃと興ぁ..^、 關 所の 手形 あり やな ど 

いひ やる こそい み じ けれ、 出 女の 有し 宿 もとめて 泊 

りけ る、 いとお かし 、左様の 所に てこ そ 必らゃ 路錢の 

むだ づか ひせら るれ、 しける ふとん 斗に て 夜着 はな 

し、 暴 蘀の女 はさら 也、 形よ き 女 も江戶 よ.^ はお かし 

，とこ そ 見 ゆれ、 獨 旅人の 寺社な どの 軒に 忍びて、 夜 を 

明した る もお かし、 

十七 段 神樂 こそな まめかし く 

かぐら こそ さはが しく おもしろ けれ、 三 ナ に らぬ 

乙女 子の 舞の 袖に は、 信心な き 人 も 必らす 十二^も 

なげぬ ベ し、 

十八 段 やま 寺に かきこ もりて 

砂利 場の ほと b に 引 込. 0 て、 折々. かの里へ まからん 
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にこ そ、 心 もす  >  しくた のしむ 心地 すれ、 

十九 段 人 はお のれ をつ いまや かにし 

倾域は 其 身 をば つと せャ して、 うは 氣 をし. 0 ぞけ、 始 

末の 心 を 持す 町の 者に あはん ぞいみ じかるべき、 む 

かしょ. c おろか 成 女郎の 繁昌し ける は 稀 也、 大 奴に 

高 間と い へ る 太夫 は、 更に 物た く は へ る 心なくて、 繁 

昌は又 似た る 人 もな し、 或 時 古 近 江が 打た る 三味 糸 

の、 いと 美し か ける を 人より もら ひける を、 むつび 

たる かこ ひ 女郎の 望みければ 、ついやり つ、 いか 斗 心 

の內 勝れた b けん、 越後 高 尾 は 道中の 度 毎に、 着た る 

小 釉を茶 やの 娘 揚屋の か、 にや. 0 ける、 人も是 をい 

み じと 忍へば こそ、 語..^ といめ て 世に 傳へ けめ、 是等 

の女郞 はなに しに 語..^ もった ふ ベ き、 

1 一十 段 折節の 移り 變る こそ 物 毎に 哀れ なれ 

折ふしのぅっ..^-かはるこそ、物每に哀れなれ、吉原の 

淋しき は、； ii: より 末 なれと 多く はい へど、 又 さに も あ 

らす、 人の けしき だつ は、 初 午に こそ あんめれ、 正月 

の紋 H 软日 もこと <\- く、 過て、 どこ やらん あし もさ 

びし き やうに、 賣 物の 箱 を 溝ば たにお ろし、 見 世 者に 

へらつ くもの び/ \ 'と 隙ら しきに、 井 がわの こけ 

一一 一ち 八十 一一 一 
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HE: 々とする 比よ b  、や 、白魚 も ぼて いの 手に わたり、 

よね もやう/, \» 門 立す る ほどこ そ あれ、 お b しもの 

1^ の 煙. 0 も 見 付ぬ 人 は、 あわた J« しく 宿に 歸 りぬ、 草 

のげ じぐに 成た る 迄、 四つ 谷へ 一 かけに 三 里の 

灸 をの みぞな やます、 拆 紙花 わすれた るけ しきの 顔 

つき こそ 多 けれ、 みのな き 大臣 こそい かめし くいぶ 

7^ にて、 けちらしく 思 ひやら る、、 山吹色の きしむ 

は、 ふところの 覺來 なき やうに 見 ゆる、 すべて ふせう 

成 事お ほし、 かぶろ の 比 新造の 頃、 わき 明の 袂す いし 

げ に、 名代に 行な ど- J そ、 ま ゝ 親 の 恨 も國里 の 戀 しさ 

もまされと、 姊 さま 達の 被. レ 仰し こそ實 さる 事 なれ、 

五：！！ 夜更る S つやう く 床 は 比、 船宿が 門た、 くな ど 

心せ かる、 は、 水無月の 比 土手の た、 み 家 かげに 晝 

が ほの 我 ま、 に^て、 蚊 や.^ 火の 跡哀 なれ、 六 e: 朔 H 

正月に 附ヌ おかし、 七夕に 白 かたびらの 客 こそな ま 

めかし けれ、 やう-, \ 'に禮 を 仕 廻て あたふたと 求る 

比、 挾 箱 も か へ さす 色つ くろいて、 わざく 北ハ せぬな 

ど、 取 あつめた る ひきす b もお かし けれ、 云つ 3- くれ 

ば、 j 代另ニ代男のロまねなどは似たれど、同じ|£^^^ 

たどうし は 今更い はすと もしれ たる 事 なれ ど、 いは 


ぬ が また 腹 ふくる、 わ ざ なれ 、筆に まかせつ、、 しど 

もな く 蛮 曰ち らして 、あと はきせ るの さう じに 成ば、 ん 

の 異見い ましめ になる にも あらや、 ，#乂 、一 がれのお か 

しき 事、 秋に はお さ/,^ おとる まじ けれ、 五つ 過より 

鉢 開き 餘多 かけこみ、 中の 町に 緩の 市立 こそお かし 

けれ、 年の 慕 sj^ て、 家 侮に 寒 ひきす る 頃ぞ、 またな く 

あはれ に ひも じ そふな 聲 にて、 Si 人 もな きすが、 き 

に 手 もこい へ、 正 EJ の 約束の なき こそ 心 ぼ そき 物 は 

なし、 吳服屋 よりのたん 物 ども 取よ せ、 見る まやん 事 

なき、 仕出しの 模様お I 共 多く、 春の 爲 にと. 0 重ねて 仕 

立らる>.-ゃふぃ^^„-じきゃ、 ffi ^は，？ よ. 0 こと. <.^- > と 

う をつ くな ど 面白 けれ、 晦 H の 夜 はいた ふ 闇き に、 て 

うちん 燈 して 局臺所 にあがって、 何程の かけ わが あ 

ぐ覽、 て つ こみ おんに いひ 合ても、 首 をと りても ゆか 

れす、 鳥に 笑 い 出されて かけ 取な く 成ぬ る こそ 、氣も 

わつ さりと 心 ひろ けれ、 家 ごとに 庭 火た きて 餅蛤燒 

など、 此比江 IJV に はな き 事 を 、吉原 の內に はな をす る 

事に して あ しこ そ 賑やか 成し か、 かくて 明 ゆき、 大 

門よりの けしき しらぬ 國とは 見へ ね ど、 茶 や に 

は數の 子の 音 天地に ひいき、 水道の 尻 迄 松 立 わたし 


て、 やりてが 入齒 してつ や- (- したる も 又 哀れ なれ、 

廿 一段 何が しと かやい ひし 世捨 人の 

何が しと かや 云し わけしりの、 とこ 夏と はいへ ど揚 

や 町 は、 正 e: の 名殘の みぞお しきと いひし こそ、 誠に 

さも 覺へ ぬ ベ けれ、 

廿ニ段 

夜鷹の 能 は 便に 出る 物 なれ、 或 人の 月 夜 斗よ だか 

の 悲敷寧 は あら じと いひし に、 閽 こそ あはれ なれな 

んど、 あらそ ひし こそお かし けれ、 折に ふれば 何 か は 

哀れなら ざらん、 月閽 さら 也、 風の みぞ 哀さ はまされ 

.9、 辻番の 影にたい やめば 呵.. >て た、 せす、 橋のう へ 

にや すらへば 群 人時 を も わかす 廻り、 ^の ふしどに 

おさなご の^や 尋ねて さぞ やなく らん 不便 やと、 信 

の田づ まの 上る り を 思 ひ 出せし も 又 哀れな りし、 化 

粧 はね づ みかべ を あらそ ひて、 てうちん を 見れば 心 

悲しく 店 下へ 隱れ、 人 遠く 行ば また 出て、 所々 に まど 

ひ あ，^ きた る 斗、 心の かなしき 此外は あら じ、 

廿三段 何事 も ふるき 世の みぞした はしき 

吉原も 過し 夜の みぞした はしき、 女郞も 無下に は. 0 

もな く 成 行 めれ、 二  丁目 江卢 町角 町なん ども、 見 世に 
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ての 姿 こそお かしきと 見 ゆれ、 文の 言 など ぞ むか 

しの 事の みぞい み じき、 たいい ふ 言葉 も、 口お しう こ 

そ 成 もて 行なれ、 いにしへ は 禿つ よふし か b し攀も 

なか.^ しに、 今 樣の人 はう ぬめが きめが など 云、 い 

さかい を も けんく わの あ..^ てと いふべき を、 けんか 

があって さな ど、 いひ、 とい ふ を ほた ろと いひ、 馴 

なき 客に も、 はや 茶屋 迄 送りけ る は 口お しと ぞ、 ふる 

き 客 衆 は 仰せられし、 

廿四段 おとろ へたる 末の世と はい へど 

おとへ たる 傾题 のさ まと はいへ ども、 なを 揚屋 町の 

しめ やかなる 有様 こそ、 よろ づ にこの もしき わけな 

れ、 さん 茶の 座敷 に は、 あ .0 なまし き 築山う へ 木な ど 

の靑 葉なる さま、 わきて おもしろ けれ、 用事 かな へ ん 

に 障子 明れば、 ついそ こなるな どい み じ けれ、 歸， 9 

にて うちん にて おくる なんど 又 めでたし、 ひや、 か 

なる 時し、 座敷へ なべ て 火鉢 出す さま はさら 也、 供の 

下人 共の さばか b 顔に 食く ふ もお かし、 かぶろ 共 も 

さばか b 塞き 夜もすがら、 愛 かしこに 眠り 居た る こ 

そ かわゆ けれ、 內義， の 腰の かき はめで たく ゆ ふなる 

物 成と ぞ、 よね 達 は 仰ら れ 侍る、 

. I 三百 八十 Ifl 
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廿 五段 ま .K の 野の 宮 におわします 有樣 こそ 

女郎 達の 茶 やに おわし ます 有様 こそ、 外より 見ても 

この もしく おもしろき、 二 にて 猫 ゑら ベな どい と 

やさしう 覺へ しか、 すだれな かば あがりた るに、 紅の 

すその ちら 》, (^とかい 見 ゆる、 捨 がたくて なまめ か 

しき 物 なれ や、 物 まね 大祌 樂、 かどの 立と まりた る 

に、 禾：^ どもそう <\- 敷かけ 出た る さまい とおかし、 ご 

ふくもの 染 ものな ど 見 世に て 取ち らし、 茶 やか、 打 

まじ， GS て 見 給 へ. る、 興さ め て 見 ゆ、 道中の 景色 は 三 浦 

こそた 3. ならぬ に、 秀 二人 つれたる いみ じからぬ か 

は、 ことに はなやかなる は 唐 崎 江 口 高 尾 石珠花 むら. 

さき.' 

廿六段 飛鳥 川の^ 瀨 常なら ぬ 世に 

淺草 川の ながれ 常なら ぬ 世に しあれば、 時う つ.^ 初 

みし 松の もと も、 燈爐 つる 頃に なり、 さかんな b し 君 

達 もす がる、 ぞうき なんど、 もし 物い はねば 誰と 共 

にかむ かし 語らん、 まして 見ぬ いにしへの 口 事な か 

, ^けん 時 ぞいと 戀 しき、 桔梗 や ふぢ やな どの 跡 見る 

こそ、  > ひざしと >i,1sh '事 變じ にけ， o、 花鳥た ま E- な 

ん、 右ての 大 かざり、 揚屋 町の かために して、 新造の 
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せめてみ そ 立までと おぼしお きし 時 7 つい 跡 先に 里 

を 出け b、 いかなら， ん世 にかば か h- 流果ん とお ぼし 

てん や、 小 紫な ど 近くまで あ h- しか ど、 若狹 やの 客つ 

れて ゆきぬ、 其 後 高 尾 何としたり ける やらん さた も 

なし、 花 紫斗ぞ 其形晃 へての こ，. >  ける、 二人 充ぞか 

し、 采女小 長 門、 誰 取た つる 客 もな し、 石珠暫 らく は 

んせ うしけ るが、 すがれけ るぞ哀 なる、^ 盤な どい ま 

だ 侍る め. 5、 是も 又い つ 迄 か あらん、 かば かりのよね 

だに、 久しければ おの づ からさた も あれ ど、 又 さだか 

にしれ る 人 もな し、 されば よろ づ に 見ざ^?, 1^ 世 迄 を、 

思 ひお きてん こそ はかな けれ、 

廿七段 風 も 吹 あへ すうつ ろ ふ 人の 心の 

夜も揚 やより 歸ら す、 すぐに 又 揚屋 へ 行なん ど、 いみ 

じき 繁 He ぞ かし、 又殘 し 年月 を 思へば 哀 成し、 な 

を も：：！ 每の 道中 はか、 さす、 身 あがりの 苦し さは わ 

すられぬ 物から、 爲に成 客の 切そう になる は、 なき 人 

の わかれよ. 9 まさ. 0 て 悲しき 物 なれ、 されば 新 見 世 

へやら れん 事 を 悲しみ、 內の部 や を 別れん 事 を なげ 

く 人 も あ， 0 なんかし、 いづれ やらん 百 首の 歌の 中に、 

むかし 見し 妹が かき 根 は あれに け. 9 


つばな まじ の すみれの みして 

さびしき 景氣 いまにて：^. りけん、 

廿八段 御 國ゅづ りの 節會 おこなわれて 

六日 年 越の 節 祝て より、 門松 しめかざり とらる、 程 

こそ、 限りなう 殘り多 けれ、 梅も^ 櫻の 花 も 散る こそ 

春の 名殘 なれ、 

との もりのと もの， { 呂っ こよ そに して 

はら は ぬ 庭に 花ぞ 散し く 

卯の花 軒々 にさし、 時鳥の 聲 きく 比 は、 こよな ふ 夜の 

みじか けれ、 ふぢ江 は雜 雲のお b し 跡 なれ や、 よもぎ 

せう ぶのう しろ まへ になれば、 何となく さびしげ な 

る、 か、 る 折に こそ 人心 も あらわれぬ ベ き、 

廿九段 諒闇の 年ば か. 5 哀 なる 事 は あら じ 

鳴 物の 法度に、 さん 茶 ほど 淋しき 事 は あら じ、 見 世に 

て 新造 どものう ぶし もやみ、 二 丁目 あたりに すが ゝ 

きた へ 、よね 達 もね むそうなる 顔つき、 見 世の 人迄閣 

な る さま ままし、 

三十 段 しづかに おもへば 萬づに 

しづかに を もへば、 萬づに 過に し 事の 惜しき の みぞ 

詮方な き、 つか ひ 過しての 後、 永き 世の す さびに、 ふ 
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るき ほうごな どかい や. 0 捨る 中に、 口舌の 文 見出し 

たる こそ、 た  > 其 折の 心地 すれ、 此比有 物は揚 やの 書 

出し 也、 いかなる おり やらむ、 いつの 年な らんと E 心 

ふは哀 なる ぞ かし、 手 なれし 頭巾よ、 これ 果替 らす久 

しきいと かなし、 

^一段 人の なき 跡 斗り 悲しき はなし 

女郎の 身 請せ しほ ど、 うれしく 又 悲しき 物 はなし、 揚 

ゃ廣 しと 云 共、 便.^ あしければ、 夜着 部屋 格子の 間 

にか. 0 寢 して、 少しの 名殘 b をお しむに、 うたて くも 

禿の あはた  >  しく、 もし の聲 と共に 終 友な へ り、 

次の 日 は 情な ふ も 互に 云 送る 事 もな く、 其 客の 我 か 

しこげ なる 顔して、 迎の乘 物に 乘 、見送り 人と よそ ほ 

ぃぞ よめき 行わ かれぬ、 やうく 淚を釉 に ふくませ、 

おのが すみ 家に 歸， c て も、 更に 悲しみ はと  >まら す、 

しか，. ^のよ しにて おくりし を 見れば、 殘 多と H こ 

と 葉 をつ ％ ねし ともなき りんきす へば、 御緣も あら 

ばと 書と どめし 文と、 我方より 送りし 文の、 枕 ひとつ 

にぞと いま. o- ぬ、 ふり 捨られ し 心根、 なをもう たてし 

と覺 ゆれ ど、 年 =: いひ かわせし 事共 をた よりに、 其 時 

は 露わ すれし とに は あらす、 さる 者 H 々に 疎く 成 は、 
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いふ まじき むつ 事、 何やらの よしあしまで も 云て、 笑 

ふ も 世の中な らん か 、女郎の 實僞 は、 その 客の 其 女郎 

の 心に 在ぞ かし、 さはい へど それの みに も 限ら や、 大 

かたは 偽りの 勤と しるべし、 又 かわゆき 男 は、 すいき 

ゃぅにもょらゃ、少しのは，0.^ロょり成行もぁ，9、ゃり 

手 親方の 目 を 忍び、 花 をかざる 身の くづ おる \ もし 

らぬ ほどの 事、 いづれ 女郞 にも  一 二度 づ 、は^ 物 也、 

その 折から 行 合し 人 こそ、 誠 ありと 有難 ふ も 見 ゆべ 

けれ、 これ 思 ひ 出て、 曾 我 殿の 御中 こそ、 尊 ふとく も 

哀 とや 思 ふ、 是 につけて かぶろ の 何 心なく、 町の 子供 

と 色 遊びす る も、 心 あらん 人 は哀と 見る ベ き、 とや か 

ふ 思 ふ 人 も、 器！； 一 SS じまんせ し 女郎 も、 果は隱 居お いば 

ばと 呼れ、 淋しき 折の 伽に せし 文 ども ゝ、 い つし か屛 

風の 下 張と なりぬ るぞ 悲しき、 

卅ニ段 雪のお もしろ ふ 降りし 朝た 

雪のお もしろう 降りたり しあした、 人 は 居つ いけと 

て さはぐ に、 土手 を歸 とて 供した るお とこの、 雪の 事 

何ともい は ざり けり、 此雪 いか い 見る とい へ ど、 寒さ 

に 何とき 、いるべ き、 口 をし き 心 也、 茶碗 函 もはや さ 

めし かと、 いひた. 0 しこ そお かしかり しか、 今 は ほど 


へ ぬれと、 かば かりの 事 も 忘れ 難し、 

卅三 九 n: 廿：^ の 比 或 人に さそ はれ 奉り 

九月 半 頃、 或 人に さそ はれ 奉りて、 おかしき かたの 月 

見し事侍.^し、綿っみとかゃの居ける所ぁり、案內せ 

させ 入 給 ひぬ、 あれた る 二階の さまお かしげな るに、 

い や らしき 句 ひした る う 打 か ほりて、 忍びた る座附 

い と 物哀也 、よき ほ ど に て 出 給 ひ ぬ べき を 、床 の 內見 

まほし く覺 て、 屛風 など 引て より、 しばし 休らい 罟 

たるに、 窓の 月 見る 斗 也、 すぐに 帶 ときな ば 口お しか 

らまし、 また 來ぬ 人と いかで かしらん、 かば かりの 遊 

び 者 さへ 膳に はす はりた る 斗 也、 其 志し やさしく こ 

そ覺 へ ；^^^-りし、 

最四段 今の 內裏 作. 9 出されて 

三 浦の 金山 は、 十五の 初 午よ.. >  出せり、 茶屋に て 人々 

の 見られけ るに、 いづく も 難な し、 美しとの 取 さた 成 

しが、 同じ年の 後の 月 見に、 釉 留めに ける ぞいみ じか 

りけ り、 是は わか 松が 禿. のまつ 彌 成しが、 太夫に 成け 

る こそめ でた けれ、 

^五段 甲の 面 は ほら貝の 樣な るが 小さくて 

しほと い へ る 魚 は、 わらさに 似て あざな し、 武藏の Pf 


吉 原と いふ にして、 い つも 出し 侍る と ぞい ひし、 

卅六段 手の わろ き 人の は いからす 

つに て やぼの 有體成 はよ し、 しこなして 口 聞た る は 

うるさし 

卅七段 久しくお とづれ ぬ 比 いかばかり 

久しく 打 絕し揚 岸-の、 いかばかり 嘴 せんと 我ながら 

思 ひ ぬれ ど、 It. 敷 衆に いざな われて 心なら す 行し か 

ど 、 言 葉 な き 心地す るに、 しめ やかに 打 物語， 0 なんど 

せし うれし さ、 つれぬ 女郎の 方より、 禿な ど 言 傳て い 

ひお こ 4; たる こそ 有が たく 嬉し けれ、 期 心 遣 ひせし 

よね ぞ繁 =s しける と、 茶 や. e. 侍し、 さも 有べき 事 也、 

卅八段 朝夕 隔てな く馴 たる 人の 

朝夕お りめ 髙く、 なれたる 敷 衆の 色の 一 鹿に て そ 

そらす、 Asf さわ..^ やさしう 見 ゆ る こそい み じ、 すが 

ら深 あみ 笠、 こし 卷、 羽織な ど 異風 也と いふ 人 も 有ぬ 

ベ けれど、 なをげ に /\ 敷よ き 姿 かなと ぞ覺 ゆる、 町 

奴の 武士の まねした る、 又う しと 思 ひぬ ベ し、 

册九段 名利に つかわれて 

名利に つかわれて、 心 をた のしめ る 暇なくて、 一 生 を 

苦しむ る こそ 恐 かなれ、 手 かけ 多ければ りん 氛に隙 
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なし、 せわ を かひ^き よのなか だち 也、 水 へ， 0 て 潟 は 

地黃を のみ、 太 補 湯 を あ ふるとい ふ 共 せんなく、 人の 

爲 にか、 へ をくなる べし、 ぉふち^_ -く なる むす 子 手 

代 を、 よろこば しむる たのしみ 又 あじきなし、 大き 成 

暮らし 、公義ば りたる 人、 身代 を 飾る を、 心 あらん 人 

はうた てく やと ぞ見 るべ き、 貸し金 せん. ゆ：：：. N  ^ 

に 苦 を もと め 、家 やし き 深山に 持ん こと、 辻 風に も、 レ 

を 苦しむ、 高利に ま ど ふ は 勝れて をろ かなる 人 也、 無 

欲 成 名 を、 永き 世に 殘 さん こそ あらま ほし かるべ け 

れ、 太夫 格子 なれば とて、 勝れた る 斗 はなし、 おろか 

にった なき 女 も、 よき 家に かわ るれば 高き 位に のぼ 

、全盛 をき わむ も あり、 いみ じう 美し か， 0 し 女 も、 

かし 傾城ば かり 持た る くるわへ うらる わば、 みづか 

らい やしき 勸 めして、 時に あわす してやみ ぬる 又 多 

し、 偏に 太夫 格子 を このむ も、 次に おろか 也、 心 ざし 

といきば. 0 にて こそ、 人に したわれん ほまれ もの こ 

さま ほしき を、 つら/,^ 思 へ ば、 全^の 女郎に 逢け る 

おの こ は、 人の 夢 を悅ぶ 也、 せけ る 人、 せかる、 人、 共 

に 世に と いまら す、 遊女に 深く 契らん 人、 又々 速 かに 

切べ し、 誰 を か はぢ、 誰に かしら れん 事 を 願 はん、 ひ 

. Ill 百— 八 力 
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,i,.=^客になりなん寧、又ュ、しbのもと也、切れての後 

の 名殘て 更に 益な し、 金つ かふ も 次に 愚か 也、 た いし 

しひて しゃれ を もとめ、 と をり 者に ならん と 願 ふ 人 

の爲 にい は い、 てれん 斗に て は 偽り 也 * 歌 三味線 はめ 

ん くの 備は る 所 也、 傅 へ 聞 まなびて 知る は、 誠の 通 

り 者に あらす、 いかなる を か 通 者と かいはん、 可不 

可 は 一 條也、 いかなる を かわけ しりと いふ 、誠の 通り 

者 はて れん もな く 、しゃれ もな し、 かげ もな く、 なじ 

み もな し、 誰かし り 誰か 傅 へん、 是 しく はして 金 か は 

らには あらす、 もとより どんち ひ ぶく、 下戶上 m, の 

たと へに 同じ 事 也、 まよ ひの 心 を 以て 名利の 要 を も 

とむ るに かくの ごとし、 ゆ く^は 皆 やぼ 也、 いかぬ こ 

そ 通.^ 者 也、 いふに たらす 願 ふに 足らす、 

四十 段 或 人法然 上人に 

或 人す いなる 人に、 よし 原に て 酒に おかされて、 醉さ 

むら ふ 事、 いか いして さめ 侍らん と 申ければ、 よわぬ 

ほどの み 給へ と 答ら れ けり、 いとた ふと かりけ b 、又 

女 郞は實 とお もへば まこと、 不實と 思へば 不實 也と 

いはれ け. 9、 これ も 尊し、 又 疑 ひながら も たのもしけ 

れば、 誠 あ. -共 いはれ けり、 又 尊し、 
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四寸 一段 因幡 國に 何の 入道と かや 云 者の 娘 

武藏國 に、 かん はり 入道と かやい ふ もの ゝ むすこ、 美 

男の ほまれ 有て、 女 あまた 云わたり けれ 共. 此間 若衆 

をのみ 喷 ひて、 更によ ねの 類 ひ をく は ざり ければ、 か 

かる 事 かきたる もの、 俗に 有べ からすと て 親 出家 を 

させけ る、 

四十 二 段 五： =: 五 H 加 茂の 競べ 馬 を 見 侍しに 

霜月 朔 = 、顔 見 せ を 見物し 侍りし に 、舞臺 の 前 に $^疊 

うり 立、 へ だても 見 へ ざり しかば、 皆 立て切 をと しの 

きわに 寄 たれ ど、 ことに 見物 多く 入 込て、 わけ 入ぬ ベ 

き やう もな し、 か、 る 折に 棧 敷なる 三階に、 後家ら し 

き 女の らんかんに こしかけて、 口 聞ながら 醉て 落ぬ 

ベ き 時、 はしらに 取つ く 事 度々 也、 是を 見る 人 あざけ 

り あざみて、 世の しれもの 哉、 期 人 多き 所に て 酒に よ 

ひ、 とりみだし たるお ふちゃく さよと いふ に、 我 v:b に 

ふと思ひしま、に、我等も}|^^どふみしが、ゑひたる時 

は あの ごとな らん、 夫 を しらで 酒 を ふみし 事よ、 今よ 

りして 思 ひとまるべ しとい ひければ、 前なる 人 ども、 

誠に さに こそ 候 つれ、 尤を ろかに 候と て、 みなう しろ 

を 見返りて、 愛へ いらせ 給 へ ふて 所 を さりて 呼 入： 


りに き、 かほ どの 事 わ，.^ 誰か は 思 ひ よら ざらん、 なれ 一 

共 折からの 思 ひがけぬ 心地して、 胸に あた- 9 ける に 

や、 人 木石に あらねば、 時に とって 物に 感 する 事な き ： 

にあら す、 

四十 三 段 街 橋中將 t;- いふ 人の子に 

伏 見 町 玉屋に、 大隅 とてよ き 女郞ぁ け， o、 人の 思 ひ ： 

有て 煩ら はしく 臥た b ける に、 大きなる 蛙來 りて、： K 

もとにつ きそ ひければ、 人々 取捨 けれど、 なを 跡より 

來て大 すみが そば を はなれねば、 藥も 思ら す、 やせお 一- 

とろ へ たるが、 た^お そろし うう は ごと 云て、 目 を 見， 

だし 、顔に あせして くるしみ ける、 後に は 坊主の 一 念 

かぶろ に附、 戀 のうら み を 口ば し. 5 け.. 5、 斩て なを 煩 -- 

ら はしく 成て 死にけ り、 か、 る 病 も ある 事に こそ、 

四十 四 段 春の 暮っ かたの どや かに  一 

ふかくむ つび たる 女郎の、 しとやかに 恨みつ る、 美し ： 

き顏 のうす もみじして、 いと ふも復 たてす、 打し ほ 一 

たる さま あしから ぬか は、 物い ひす こし 打 ふる ひて 

悲しげ なる に、 うしろむき てつ ゝく， 9 としたる 又う. 

れし、 ふすまの すき 間よ. 0 隣 を 見れば、 かたち 見 よげ 

なる 男の、 年 三十 あま. 0 なる、 ぐちなる さま 見に く 
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く、 した ゝる きさまして、 よねの ひざに よ. りい ゝ りて 

颜見居たh^、ぃ かなる 客 也 けん、 たづ ねき かま ほし、 

四十 五段 あやしの 竹の あみ S 'の內 よ， 0 

あやしの 豆腐 aH!- の 裏よ. 9、 いとわ かき 尼の 弟子なら 

んか、 其譯 さだか ならね ど、 ちいさき tg" に、 おかしげ 

なる 箱 か 、へさせて 出け. 9、 つや、 かなる 木綿の 拾 

打 かさねて、 黑きは いせば き帶 なんどして、 管 笠 ふた 

b^A 〈にきし、 其す がた 又 一 風 有し さま 也し、 いと ふし 

ぎに 覺へ しま、、 跡に つきた る 尼に 問け るに、 し； 1, 

じかと も 得い は ざ. 5 し、 其 後人に 尋ねし かば、 それな 

ん びくにと い へる 色に て、 むかし は 小者 やっこな ど 

の 遊び 物 也し、 今やう は 人に よ. 9 て、 客 ぎら ひもすな 

ると！ れり、 いづみ 丁 八く わん 町な ど 宿 在て 日毎に 

行 也し、 わけて 桶 町た、 み 丁へ 行 を 上品と すと いへ 

り、 見 まほし く覺 へて、 知れる 人 もとめて した ひ 行 

し、 ほそき 路次を 過る に、 其 匂 ひ ゑなら す、 吹す びた 

る 風に したがへ. 9、 さ迄來 るべき 人 も あら じと？ ：5 ふ 

に、 したしく 見 ゆる 人 多くして、 物語な どし ける、 我 

も 若き か、 の 有內に 入ぬ、 友な ひし 人 も 入た る、 一 一階 

に 見 ゆる 雜 具の、 常より はお かしく、 見 しれる 下人な 

一二 百 九十 一 
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どの 入 まど ふに、 ひとし ほ悲 き心ぞ する、 法師 共 あが 

,0 た. リ 、酒 ごとな どそうん、 して、 id 廻て はや ふとん 

敷せ hs  、窓よ. 0 さそ はれ 來る 風に、 坊主 臭き 匂 ひ 身に 

しむ 心地 ぞ する、 ；娘 巾に 針させる は鉢卷 にて 留 ける 

也と ぞ、 宿の 女房の 吸物の 用意な ど、 人な き 裏店 なれ 

ども 心 遣 ひしたり、 心の ま、 にし たれば とて、 暮迄は 

さら 也、 しばし もお くれん か、 酒 nljjj の 御用と やらん か 

しまし く あるき わた， 9、 たいこ/.^ の聲 さわがしく、 

色の さめて 覺 へより、 胸の あしき 心地して はやくに 

げ歸る 事、 あし も 定めが たし、 

四十 六 段 公世の 二位の せう とに 

嫁し うとめ は 中の あしき 物に や、 息子 夫婦 合の よき 

を、 しう とめ 惡 みて よめ を 惡む事 はなはだし、 金銀 多 

く 持 たれ ど 子に ゅづら ざれば、 人々 ねぢ かねば いと 

ぞい ひける、 常に やき ももす き なれば、 しょが ひば い 

共ぃひけ.^、 お 後 孫出來 ける • が、 ほどなく 孫 死 けれ 

ば、 孫く ひのば いと ぞい ひける、 

四十 七 段 柳 原の 邊に 强盜法 印と 號 する 

よし 原の 內に、 是 はならぬ せうて つ 坊と號 する 針醫 

有け 、- おに くせにて、 是 はならぬ/ \" とい ひける ゆ 


へ に、 此名 をつ けられけ ると ぞ、 

四十 八 段 或 人淸， へ參. 9 ける に 

或 時 屮の町 を 通. 5 ける に、 さん 茶 女郞秀 を つれたり 

け る が 、！5:^す が ら こ と<..\.»しくし ,0 も て 行け れば 、 

つれ 立た る 女郞、 何事 を か 新は呵 b 給ふぞ と、 ひけ 

れ ども、 いらへ もせす、 なをい ひや まざりけ る を、 皮 

度と われて うち 腹 立て、 助様晝 よ. 9 御 こし 侍し、 さつ 

きを 見て いら へ もせす、 何方 へ か 御 越 侍しと 中せば、 

只今 もや もどり^ はんかと 思へば、 爱に待 とらやう 

と 云け 、おもしろき わけなん けんかし、 

四十 九 段 光親 卿 院の最 勝講舉 行して 

或 大名の 兒 小姓 御 持に て 侍ら ひける が、 奥方へ 召れ 

て 御前に あ しあ ゆの すし を 下されて、 食せられ け 

りヽ 尾 首 共に ひて 酒の み罷 出に け， 9、 女房 だち あら 

さもしの 若衆の 暴. りゃう やと 申 合れ けれ、 武士の 振 

舞ゃん事なき：^^^と、 返す ぐ感せ させ 給 ひける と 

ぞ、 

五十 段 老來 りて 始て道 を 行 せんと 

すがれ かゝ b て、 初めてつ い 禾 儿 つれん と 思 ひたつ 事 

なかれ、 ふるき 備金、 多く は是 うはき の 人 也、 はから 


ざるに 惡し きさた を うけてよ. 忽ちに 客 はら^,., - 

と 切ん とする 時に こそ、 過る かたの あやまれる 事 は 

しら るれ、 容 のきる、 とい ふ は、 他の 事に あらす、 速 

にもら ふ 場 を もら はす、 ぬすんで まふ ベ き 時 を、 な， 9 

あ ひに して 過に し 事の くやしき 也、 其 時く ゆと も か 

ひ あらん や、 よね はた い 正月よ， 0 媒 迄の、 身に せまり 

ぬる ij!!. を 心に ひしと かけて、 つかのま も 忘れ まじき 

也、 さらばな どか 物： n 々々の 苦勞 うすく、 つとむる 心 

もまめ やかに なら ざらん、 むかし 有け る 女郞、 旦那 寺 

よ. 0 人來 りて 奉加の 事 をい ふ 時、 答へ ていはく、 今 

盆 を 身 あが.^ にせし 折 ふしに て、 旣に小 遣に つまれ 

.0 とて、 奉加に つ かざりけ ると ぞ、 上 林 十 兵 衞が申 侍 

りし、 一一 丁目の しのぶと いひけ る女郞 は、 餘り. に 節句 

よ， „^ 節句の 近き 事 を 思 ひて、 假 初の 物 日な らんと は、 

約束 せ る it! だ になくて、 „む£ は 見 世 に う づ くまり て の 

みぞ あ， 9 ける、 
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五十 一 段 應 長の 頃 伊勢の 國 より 

寶 永の 頃、 房 州？：？ より 十六 七 斗なる 美しき 女と、 同じ 

年頃なる 貌 よき 若衆と、 うつぼ 舟に のせ、 深 川の 邊 へ 

吹 付ら れ しとい ふ 事 在て、 其 比 二十日 斗り、 B 毎に 江 

戶屮の 人 彼う つぼ 船 見に とて 出 まど ふ、 昨：^ は 永代 

橋 へ あが， 9 た..^ し、 け ふ は 八幡， £： 參る ベ し、 只今 は そ 

こ など 云 あへ， 9、 まさしく 見たり とい ふ 人 もな 

く、 穴 モー 一一 C とい ふ 人 もな し、 上下 只う つぼ 舟の 事の み 云 

やます、 其 頃 上野よ. 0 回向 院の邊 へま か. 0 侍しに、 祌 

田よ b かみ 樣の 人、 皆 北 を さして 走. o ける、 淺草 川に 

うつ， ぼぶ ね あ. 0 との、 じ， 0 あへ り、 兩國 橋の 邊ょ. 0. 

見やれば、 見附の 御 群 所の あた b 立 込た 、や は. 0 あ 

とな き舉は あら ざ め り とて、 人 を や， 0 て 見す るに、 大 

形見た る ものな し、 暮る 迄斯立 さわぎ、 果は どろぼう 

巾着 切 有て、 あさましき 事共 有け. 9、 其 頃お しなべ て 

二三！ H 人の 咳 氣煩ふ 事 侍し をぞ、 彼 若衆 女 を 見た が 

りけ る戀風 也と い ふ 人 も 侍りし、 
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五十二 段 龜 やま 殿の 御池に 大 井川の 水 を 

奥 大名の 兒 小姓に、 颜 かたちい み じくして ちいみ 髮 一 

有， 國 者に 仰て 髮ば かりい はせられ けり、 多くの 油 を 

ついやし、 一 日な で、 もちいみ たる 髮 のび や、 色々 思 

案して なで 迥し けれども 終に 延す、 い たづら に 詠ら 

れ ける、 ち いみた る髮 ものび て、 つと ながく 前髮 立て 

めでた かりけ. 9、 萬 づに其 道 を しれる もの はやん 事 

なき 物 也、 

五十 三 段 仁 和 寺に ある 法師 

赤 坂に あるお ゃぢ、 年寄まで よし 原 を 見 ざ. 5 ければ、 

心う く覺 へて ある 時 思 ひ 立て、 朝と く獨 かちに てい - 

にけ り、 朝に て 在し ま、、 まださん ちゃに 見 世 も 出 

や、 31 中 もな し、 西が しさ かい 町な ど 見め ぐ， 5 て、 か 

ばか. 0 と 心得て にけ. o、l^ かた へ の 人に あいて、 

年顷忍 ひつる 事 架し はべりぬ、 間し に 過て 淋しく こ 

そお わし けれ、 そ も はつち 坊主の 多く かけ 込し は、 何 

事 か 在 けんと ぞい ふける、 少しの 事に も 案内し や は 

あらま ほしき 也、 

五十 四 段 是も仁 和 寺の 法師 

是も赤 坂の 屋敷 方より、 傍輩の 國に歸 らんと する 名 
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殘 とて、 四 五 人 新 宿の 茶 やに 行、 谷 遊ぶ 事 在け るに、 

醉て 興に 入餘， 9、 傍なる 砂 鉢に 沙 魚の 煮た る を } ^に 

出した. 9 ける に、 頭よ. 9 1 口 喰に、 彼 はせ を ひた/^ 

喰ひけり、酌を取し女共をはじめ、満鹿興にぃる^{^.限 

b なし、 しばし 喰 ひける 內に、 獨の をと こ 五六 寸も有 

ける 沙魚を  一 口に 喷 ひける に、 針 ありけ るを顺 にた 

てゝ ぎく <^ として 物 を もい われす、 酒宴 事 さめて 

いかい はせんと まど ひけり、 とかく すれば 咽の 內っ 

ま. 0 て 血なん どた b  、只 はれに はれみ ちて、 息 もつ ま 

りけ る、 口よりか の 針の 糸 少し 出け る、 引ぬ かんすれ 

どた やすくぬ けす、 響きて 絕が たか. 0 ければ、 叶わで 

すべき やうな く、 帷子 打 かけて 三人して 手 を ひき か 

か へ て 杖 をつ かせて、 京よ. 9  くす しのが. 0 居ければ、 

行ける 道す がら 人の あやしみ 見る 事 限りなし、 くす 

しの もとに さし 入て、 向 ひ 居た， 9 けん 有樣さ こそ を 

かし か. 5 けん、 か b そめ の 物 を いふ もく、 もりて、 と 

くと 得 聞へ す、 か、 る 事 は 文に も 見へ や、 傳 へたる お 

しへ もな しとい へば、 又 赤 坂へ 歸て、 したしき 者老た 

る 母な ど 枕が みに より 居て なき 悲し ゾめ 共、 答 へんと 

も覺 へす、 かゝる ほどに 或 者の いふ やう、 數 珠玉 をと 


きて， 口よ，. >  出 たる 糸に つなぎ 引 給 へ 、痛 やぬ けなん 

とおしへ ける ま、、 新してじゅゃ玉に<^ロせ引しゃく 

b ければ、 やがてぬ け にけ る、 からき.^ まふけ て 久し 

くやみ 居たり けり、 

五十 五段 御室に いみ じき 兒の 有け る を 

室町に はいみ じき 大臣 あ. 9 け.， 9、  二  丁目 あたりの 人 

もしれ る 女郞に 深く 逢け る 事、 人 をせ きて ひと. 0 客 

になん 成け る、 申每 にかよ ひける ほどに、 風流の 遊與 

かたの ごとく 仕盡 し、 たよ. 9 よき 折 あらば、 思 ひ よら 

ぬ 口舌して こまらせん はお もしろ からん とて、 

の 品々 道々 思案して、 愛 かしこの 茶 やな ど あそび ま 

わ. 0 て、 有 つるよね の もとに 行ける に、 はや 晝 もし 

ぼみ、 見 世 も 5- がて ひけん 頃 也し に、 いまだ 宵の 床の 

內に、 いたう 休み 居け るかぶ ろなん ど 打 を どろ かし、 

かしましく 夢を覺 しければ、 なを も目覺 ざ， 9 けれ、 よ 

ひに いか ふさし の 過ければ、 よく 休みけ る ま、、 はじ 

めよ，.^ の 事共 しらぬ よし さま < ^に侘 けれど、 つや 

つや 物 もい はせ す、 かへ らんよし にて かけ 出しけ る 

を、 若い者 杯い か 斗と め けれど、 言葉 つきあら くし 

くい ひの、 じ，^、 もが. 9 の 有 ほど 云ち らし かへ， 0 た 
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るけ しきに て、 中の 丁の しれる 茶屋に 來 りて、 こ、 ろ 

にあたり っ^? - ねいりけ. 9、 思 ふ ほどね た， Q けれ 

ば、 黄昏 時分に も あらん か 目 さめに けり、 大 あくび 

などして 湯 づけな ど 喰て、 きて 今 は 二 丁め へ 行て お 

かしがら せんとて 見 世へ 出け るに、 隣に てき ゝ しれ 

る聲 して、 しばらく 開 居け るに、 程なくと な. 0 よ， 0 人 

人出て 歸るを 見れば、 逢け る 女郎 見 しらざる 男と つ 

れ 立て 出け. 9、 晝 口舌して 歸り ける 間に 盜め るの 也、 

かの 客い と 腹 あしく 聞に く き 言葉し て 、 いさか ひ 腹 

立て かへ. 9 にけ り、 あまりに 興 あらんと する 事は必 

す あいなき ものな， C  、 

五十六 段 家の 造り やう は 夏 をむ ねとすべし 

比丘尼 宿 は 夏 をむ ねとす ベ し、 冬 はせ まき と て も 苦 

しから や、 あっき 時 はかば 燒、 はきだめの 近き は絕が 

たき 事 也、 大 どぶ は 水 ありても 凉 しげな し、 淺き手 洗 

に 石菖ぅ へ させ、 こまかなる 石 を まき、 錢持 はさみ 箱 

持の 氣を なぐさむ、 二階の 高き はう けん 桶 さし 出す 

も ふる 由 也、 酒醉の あがりお. 0 も あぶなし、 ふ つ、 か 

なる ぬれ を 見る も 面白く、 橫町 行ぬ け、 片長尾 • 』 そよ 

しと ぞ人も 定め あ ひ 侍し、 

.  liftH 九十 五  I 
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五十 七 段 久しくへ だ、 b て 逢た る 人の 

久しく へ だ、. > て 逢た る 人の、 居つ  > けしつ る 事、 數 

數の 恨み 哀也 isfi  〈も 、 過し 後 は 言葉 もつ きて あひな 

けれ、 じょさいなく いひ かわした る 人 も、 口舌の 後見 

る はたが ひに はづ かし、 す さまの 客 は 門口より 鳴 わ 

たり、 息 もつ ぎ あ へや 語り 與 する ぞ かし、 能 大臣の 座 

配 は 一 坐 あまた 有 こと、 物 毎 しとやかに する を、 おの 

づから よね も 心 置る、 也、 はんかの 人 は 大勢の 中へ 

打 出て、 おとしの しれた 咄しを 語りな せば、 皆 人 笑 ひ 

ぞ たつる、 いとろう がわし、 ゑい 口 ひた、 れ など、 ふ 

る ひ 地口い ひても、 たいこ やくに 請 取て やる にぞ、 金 

つか ひながら 人に つもらる、 事な ど、 己れ がそ だち 

の あしきに 引かけ て、 いひ 出た るいと 侘し、 

五十八 段 人の 語.^ 出た る 歌 物語の 

人のう た 上る， りな ど 一 ふし 云 出た るに、 ふしが いご 

の わろ きこ そ 本意な けれ、 其 道の 上手 を 聞た る 人 は 

いみ じと 思 ふま じ、 湯つ ぼ 小 やな どに て、 云なら いた 

る 人 は、 かたはらいたく 聞に く，， -、 

五十 九 段 道心 あらば 住所に しもよら じ 

道 をた つる 女郎 は、 やど か ゝ にも よらす、 た ほれた 
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る 人 斗， 0 思わん にかた かるべし とい ふ は、 さらによ 

ね しらぬ 人 也， 誠 は 此客を とりはなさす、 かなら や 曲 

輸を 出ん と 思わん に、 何と 興 ありて か 朝夕 酒に 長 じ、 

身 を か へ ， ^見す、 人な み に 勤る 心 は、 緣 にして と は い 

へど、 う， 0 物 なれば うわきなら すして、 此道は 行 難 

し、 其 資物は 太 失格 子 は 申に 及ばす、 さんち や 以下 迄 

も 主 親のう へ をた すくる 爲に、 さながらば さらなる 

つとめ になれ て、 道な きしょ さなれば、 おの づ から 聖 

賢のお しへ に 背く 事 もな どかな からん、 されば とて 

とられ や、 さばか. 0 爲に成 客 を 捨んは 無 下の 事 也、 さ 

- すが 一 たびた が 殿達な りと、 たと へ 心に いらす 共、 一 

言の 情に てち りげ もと をぞ つ とさ せ、 しんしょ も 命 

もむ しる 程に なれば、 紙 小釉の 一 通. 0 のく わん 秀、 仕 

着せ もい くばく か 人の ついへ をな さん、 かたちに は 

よらぬ 物 か、 さはい へど 惡に はう とく、 美なる に はた 

が ひに 近付く 事 多し、 全盛に 生れつき たる しるしに 

は、 いかにもして 氣④と をり たる 人と、 一 一世 も ぱ肚も 

そはん 寧： そ あらま ほし けれ、 大臣に ほ だされ 偏へ 

に 歎 を 先に 立、 おか 様にならん はよ ろづに 畜類に か 

はる 所有 まじく や、 


六十 段 大事 を 思 ひた、 む 人 は 

大辜を 守べ き 後家 も、 去が たき は 色なん めれ、 苦 年に 

わかれ ぬれば、 しか < ^の 本意 もとげ す、 さながら 松 

がた き 近 を、 子 ゆへ にしば しかの 事た へ sl^ て、 其 単 か 

の 率と 思 ふ 折から、 さそ ふ 水に うかれて、 いな 卅 のい 

なにも あらす、 人の 嘲. 0 も か へ. 0 見や、 行す へ の難義 

も 思わす、 ひたすらに 年頃の 思 ひも さぞと 、其！：！： 待ん 

ほどい そがし く、 何となく 物 さはが しき ゆ へ 、後見の 

方へ もし か < ^のさた 事の や ふつく る 者 有、 たび か 

さなれば あらわに 見 ゆ、 いひ かわし 候 ことの 紫 も、 い 

たづ らに さそわれ 人に 身 を 任せ、 思 ひ 立る をよ しあ 

しの 沙汰に も あらす、 一 つく へ が 新なん、 一 生：！： ほど 

の ii! か あらん、 身 をた すけん とすれば 恥 を かへ. 0 見 

す 、家財 を捨 のがる、 ぞ かし、 命 は 人 を 待 もの か は、 

無 《！ 5 來 らば：：^ とも 成なん、 老たる 時 古への 子 を尋た 

らんと て、 いかで 便， 0 あらん や、 身 を 立ん と 思 はい 捨 

がた き 情 をも堪 ざらん や、 

六十 一段 募、 乘院に 盛 親 僧都と て 

京 町の 三 浦に 几帳と て、 やん 事な き 全盛の 女郎 有け 

り、 そば 切 を 好みて 多く 喰け. 9、 揚ゃ歸 .0 茶屋に 客 
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待、 文 かく 片手 問に も、 まして 煩 はしき にも、 H 部 

屋に 籠居て. 9 やう じほ どに 覺へ、 ひとり もく はす、 折 

折 や. 9 手 あ ひ 部 やの 女郞、 がぶ ろ 下 迄 もへ „ ^せ ける、 

客よ， り の 附屆け は、 小袖の 外 ゆ：： そば 切と 成け る、 それ 

のみ か 來汁は 愚痴 也と、 江戸 汁の みこの み、 其 外人 あ 

つめし くわせけ る 程に、 出る 時半 分 はすみ のつ るか 

ゃ拂 とな..：' にけ， o、 斯 計ら ひける 程に、 茶 やの ごて 樣 

いしゃ さま、 揚屋のお かさま 髮 ゆ ひどの 迄、 有難 き 女 

郞と皆 人 申け る、 此女郞 のまね して、 いま も 二三 人、 

そば 切す きの 女郞； ^ける とぞ、 其女郞 太夫に も 限ら 

すくせ 者に て、 萬 自由して 張つ よく、 大 かた 人に 隨ふ 

と 云 事な し、 氣 にいらぬ 客 をば ひと， り そばに おき、 つ 

い 立て 歸る事 も あり、 夜 なり 共晝成 共、 ねむければ 客 

腹 立 る も かまわ や、：：： さむる 迄寐た る と 也、 又氣 に 入 

たる 男 なれば、 幾夜もい ねす、 よのつね ならす 我 ま、 

大 やうなる しこなし に、 折々 ぞっとす る 程う まき 第 

在 ゆへ に、 客 もい と はすよろ づ ゆるされけ b  、德の い 

たれる 女郎な. 5 ける にや、 

一 六十 二 段 御座の 時 こしきお とす 事 は 

若き 女の 左の 腕 こよ にて 結び くれよ とい ひし、 い 
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か 成形に やと 思 ひし、 そら 手の を こる 時の まじない 

也、 わけ しらす あしく 心得、 - 、ろと きめ きて うれし 

が b しに、 ふるき 人に 尋 ければ、 小う での まじないと 

て、 末に 生れた る 男の子に、 左. 9 の 手 を 小よりに てむ 

すば せ ぬれば、 治 するとい ひ 侍 りし、 

六十 三 段 延政 門院い ときな くお わし ましけ 

る 時 

山 口の 初ぎ く かぶろ せし 時、 客 衆へ ぃゝづ てと てい 

ひやり し 歌、 

ふたつ もじ 牛の 角 文字す ぐな もじ 

ゆがみ もじと ぞ君は お ぼ ゆる 

こ ひしく B, わ ひまい ら するとな り、 

六十 四 段 後 七 の 阿閣梨 武者 を あつむる 事 

. 芝居に 通， 9 者 を あつむる 、痕藉 けんく わの 爲也、 見 

廻の 衆と て、 一 年中 此者 共に 木戶を わたして、 名 題 者 

を 用む 事 おだやか ならぬ 事 也、 

六十 五段 車の 五緖 はかなら す 人に よらす 

ふとん 三つ 赏ね はかなら や 位に よらす、 全^^にょり 

てき わむ る、 能 客に あ ひ ぬれば 成 事 也と、 或 人 仰ら れ 

し、 
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六十 六 段 此 ごろの 冠 は 

此 頃の 臺は、 むかしよ.^ ははる かに 高く 成た る 也、 

古代の 臺持 たる 人 は、 內證の 客に 用る 也、 

六十 七 段 岡 本 關白殿 盛なる 紅梅の 枝に 

山 口の 小 主 水、 盃に 紅梅の 折 枝 をし ほらし く 書て く 

れ よと、 田 町の ぬし やに 仰ら れ ける、 来の に 紅梅 か 

く 事、 と. 0 合 あしか らんと 申ければ、 傍輩の 女郞 衆と 

相談 有て、 又ぬ しゃに、 さらば 其方の 思わん や ふに 書 

て 給われと； ^ しに、 黑き盃 に 朱に て つぼみた ると 散 

たると を かき、 しべ を 金粉に て 色 どり 參ら せけ. 5、 靑 

染 にて 五葉なん 共 書、 枝の なかば 小鳥なん どっけて 

もし ほらし からん、 松の 枝に 相 生の 枝 も 有、 いとめ 

でた からん、 ふき はし^らの よらぬ やうに 二重に ぬ 

ひ、 火の し を かけ、 うづ 高く 包むべし、 初雪の 一 座な 

ん どに、 白梅の もよう 地 白の 小釉 なんど、 を もしろ か 

らす、 雪に 跡 やくそく なし、 あまたの 者に はな を 出さ 

るれば、 ひた ひに あて ゝ はっくと 云て 退く、 初 ゆき 

といへ ど、 下駄の はの 隱る 、ほど はめで たし、 數 多に 

はなちら す 事 は、 い つに 限らぬ 事 なれば、 鷹のお とし 

餅の やうに やる 大臣 こそ、 い かなる ゆへ にか あらん、 


はな 時し も わかぬ とい へ る 事、 伊勢 物語に 見へ た， 9、 

紙ば な はくる しからす、 

六十 八 段 加 茂の 岩 本 橋 本 は 

めう が やの 但 は 新 丁 角 丁 也、 人の 常にい ひまが ひ 

侍れば、 或 時 兩 町の 女郎の 事、 茶屋の 亭主に 委しく 尋 

ね 侍しに、 新 丁の 但馬 は下檨 よ，.^ 經 上り 給 へ ば、 しな 

し少 いやしき 所見へ 侍る、 すみ 丁の 但^ は 格子 也、 座 

しき 大 やうに 古 へ のかた 殘.. >  て、； 1 やさしき 女郎 也と 

皆 人 申 侍れ ど、 我等より 中々 御^知な ども こそ さぶ 

ら はめと、 い とこ まかに いひた しこ そ、 いみ じく 覺 

へし か 、新 丁 の 5：：&？ も 人 々思 ひつく 風に て 、能 客 あま 

た 有け る、 雨 丁 の め うが や 共に 家の 立 物 也、 誠 に 二人 

共に はや て 人々 の 取 さたよ し、 文體 手跡い み じき 

女 es 

六十 九 段 筑 紫に 何が しの 押領使 

築地に 浪人 妾 あつま h- て 居け る 宿 有し、 女 共 四 五 人 

も 浪人して 有し 寧 久し、 或 時 亭主 夫婦 留守に て、 舘に 

人 もなか. 0 ける 隙 を はかりて 、盗人し のび 入け る、 舘 

の內に 水牛の 甲 を 帶し數 多の 兵出來 て、 命 もお し 

ます 戰 ひて みな 追 かへ してけ..^、 いと ふしぎに 覺へ 
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て、 女子 共と ひける は、 日頃 愛に 物し 給 ふと も 見 へ ぬ 

人々 の、 かく 今の 難 義を救 ひ 給 ふ は、 いかなる 人ぞと 

とひければ、 E 頃た のみて、 ゆ ふな/^ めし 遣わる ゝ 

物に て 侍 ふとい ひて 失に ける、 ふか， 、愛し ぬれば、 か 

か る德も あ， 0 け るに こそ、 

七十 段 書寫の 上人 は  . 

長 湖 法師 は、 すいじ やれの 功つ もりて、 好色の 道に か 

な へ る 人 也け り、 びくに 宿の 一 一階に 立 いられけ るに、 

下に 居け る 比丘尼の 申け る は、 てんが いぢ こ は ひか 

わで はない かと 聞へ ける を、 二階の 客 はわる ひ 客 か 

と 申と 知. 9 給 ひ：^ るに、 二 かいに 居け るび くにの、 い 

や あちば こちば じゃきち 申け る を、 あちらよ きと ぞ 

申と しり 給 ひける、 

七十 一段 元 應の淸 暑 堂 御遊に 

四ッ 谷地 照 寺に て 花み せし 頃、 かす 都と いふ 座； 頒三 

味 線 を 引ける に、 座に つきて まづ 調子 を あはせ た 

ければ、 三の 糸 切た.^ け. 5、 若き おの こ懷 より 糸 取 出 

した.^ ければ、 皆 どよ みて かんじけ る、 女房 達 あまた 

有け るが、 さ 、やきて いひ けん、 いか 樣色 ある 人と お 

ぼしき、 折 も あらば い ゝょる ベ きな ど 聞 へけ ると ぞ 
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四百 


七十 二 段 名 を 聞よ b 頓て 面影 は 

名 をのみ 聞て、 其 を も かげ もしら であ こがれ、 まして 

風俗し なしな どよ き女郞 は、 極て 三ケの 色町に も 限 

らす、 當世 にも 有 の ふぢ、 伊香保の 江川な ど 有と 

かや、 むかし 物語 を 聞ても 戀 にかわ b はな けれど、 家 

の 風 もみ.； 盛す る女郞 のしな しによ る 也、 まして 道中 

の 出 女な ど は、 所々 の國 風あって おかしき 事 4 ^〈あり、 

此顷 も大 礎の 出 女、 砂の ふ. 0 ける につけて、 十郞 さま 

よき 時からの かたき 打との 沙汰、 見ぬ むかしの 虎が 

心中 同前と、 思われた きとお も ふに や、 

七十 三 段 いやしげ なる 者 居た る あた.. y に 

深く 思 ふよね の あたりに、 したる き 客のお ほき、 引 込 

し 禿の 多き 揚屋に、 ：^;? ひ 者のお、 き、 夜る の 物の ふ 

るふ 成し 物、 前の 文に ことお ほく 書の せた る、 多くて 

あしからぬ 物、 白 小袖 重ねた ると、 爲 になる 客、 

七十 四 段 世に 語り 傳 ふる 事 

女郎に 久しく 逢 ふ ii^ 、誠に あぶなき iss- にや、 多く はみ 

な そらごと 也、 あ ふ 人 久しく 物 入た るに、 少しの 內に 

曲 輪へ の あゆみへ だ、 b ける に、 約束の ：《 を 忍びて 

外の 客に あ ひ ぬれば、 やりてた いこの わけし，.^ 北 ハ：^ 


,9 て、 いみ じき 手 立な どた くみ 出して、 はじめの 深き 

客 を 出しぬ かんとす、 其 事し りたる 人 はにく、  E- むひ 

て、 ケ 様の 事き、 傅し 何事 も 替るは 常 也、 かつ はさた 

あしき 事 詮義し 給へ など 云 時、 その 客 誠し からすば、 

おも ひながら 人の しらせし ま、 に氣 をつ くれば、 空 

事に も あらや、 何と やら 心に おちぬ 事の み出來 て、 人 

の 云し つまに 合て 俄に 水く さく 成 事 あり、 わがた め 

面目なき 事に 云な せば、 いたく あらが はね ど、 皆 人の 

あしき 取 さた、 さほどに も あらす 物 をな どい へば、 い 一 

さめた る 人 も 詮なくて 聞 居た る 程に、 後に はたれ 有 

て い ふ 人 もな し、 とに も 角に 偽..^. 多き 里 也、 た いよね 

にある 珍ら しき 事と、 つねに 心得た らん、 萬に たが ふ 

ベ か らす、 惡が しこき 人 は 友 をた のます、 すいなる は 

人 をた のみてよ しあし を 聞、 かくはい へど 女郎の 心 

によ. 5 て、 あい 方の 氣 によりて 誠な き にも あ らす、 か 

くい ふ も 詮なければ、 大 かたは 相應 にあいし らいて 

隔に $5.^ す、 また あらそ ひ P る ベ からす、 

七十 五段 蝎の ごとくに 橥， 5 て 

蟻の ごとく ぞ めきて、 大手 をい そぎ 左右に はしる 大 

臣 あり、 かん ざぶ あ. o、 すい あり、 やぼ あり、 行 もの 


有 歸る者 あり、 ゆ ふべ にたの しんで 朝に どい 打、 樂所 

何事 ぞゃ、 色に なづ みほ だされて やむ 時な し、 よね を 

かけ 込みて 何の 益 か ある、 たのしむ 所た > 情と 年の 

明るにぁh^、其間金っ かふ 事 日々 にと いまら す、 是を 

まつ 間 さぞ まち 久し からん、 はまりた る 者 は 前後 わ 

きまへ す、 色に おぼれて 借金の 增事を か へ， 9 見ねば 

也、 すいなる 人 は 又 これ を かなしむ、 おのれ 一 人に き 

はまりた ると 覺 へ て、 外に 色 ある 事 を しら ざれば 也、 

七十 六 段 つれぐ 侘る人 は 

せかれた る 人 はいかなる 心ならん、 まぎる、 方な く 

た  > 部屋に こもり 有の みこ そよ けれ、 肚 にした がへ 

ば、 心の 外の 客に も あはねば ならす、 爲 にな. 0 が ほに 

い ふ ほどうる さく 成て、 座し きに ある 心地 もせす、 , J 

とば じ. 0 をと り、 まざ/ \ 'とした 事 を あらそ ひ、 一 度 

はなぶ り、 一度 はかぶろ を呵る 客の おもしろき 事な 

し、 無分別 度々 を こりて、 腹 立 やむ 亊 なし、 むせう に 

酒の みだれて ねた 內に、 客の か へ る を 夢に しらす、 た 

だ ひとりに ほれて 忘る、 事な し、 女郎の 身 持み な 如 

ゾ斯、 後 は狹き 局に おろされ からき 目にあ はん、 誠の 

道 をい は- J«  、やぼ ふ 21^ 也と も、 緣に まかせて ふげん ぼ 

ffl, 徒然 ST1 


さつ 請ら れ、 西が しの あた..^ のお かさまと なる、 心 を 

やすく せん こそし ばら くた のしむ ともい ひ つべ け 

れ 、大 酒、 ぶし ま つ、 短氣我 ま、、 うはき を やめよ と- J 

そ、 ズかし くわん にも r^l"^ れ、 

七十. 七 段 世の 覺へ 花やかなる あた. 9 に 

色の 多く はなやかなる 一 座に、 三味線 も 有 小うた も 

有て、 こよな ふしめ やかなる 中へ、 わかいもの 、玉子 

なんど 鉢に 入 持 出た る、 さらす とも 見 ゆれ、 さ る ベ き 

故ぁ，，^共、ゃ，9手は座しき へ 出す と 有なん かし、 

七十 八 段 世の中に もて あっかい 草 をい ろ ふべ 

き 人なら ぬ 

世間に 此頃 人のう た ひける 小歌 共、 笑 ふべき に は あ 

らね ども、 色の あらん 人の、 またうた わんせ うかに て 

もな し、 されば はや， の はやく 思る 事、 今宵 二 町 目 

にて 唄 ひ 出せし も、 明 H は 角 丁に てうた ひま ふに、 片 

ほと.，^ なる 座頭 法師な ど は、 歡の 人より はやく 我 も 

の、 ごとく 哏 ひしれ る、 いかで かば か .5 はやくし， 0 

けんと、 覺 ゆる 迄 ぞい ひ ちらす め， 5、 

七十 九 段 今やう の 事共の 珍ら しき を 

よし 原の 珍ら しき 事 ども 云 ひろめ、 我し b が ほなる 

四百 一 
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こそうる さけれ、 江 に 事 ふ たる 迄、 しらぬ 人 は 心 

にくし、 屋形 衆の たま/,. \ 'づ に て 見聞した る 事、 草屋 

敷 へ 歸 りて 、心得た る どち かたはし 云ち らし、 目 見合 

せ 笑な どして、 しらぬ 人に 心得す おもわす る 事、 きわ 

めて やぼなる 人の かなら や ある 事な， 9、 

八十 段 何事 も 入た ゝぬ さました るぞ 

何事 もしらぬ さました るぞ よき、 とふ. 0 者 はいふべ 

き 事と て、 さの みし.^ 貌 にや はいふらん、 かの さし 出 

たる 人 こそ、 萬の みちに 心得た るよ しの 貌付 はすれ、 

されば 世に はづ かしき 人のお も はくと いふ 事 も あれ 

ど、 みづ からい み じと 思へ るけ しき、 かたくな、 る 

よくが てんしお る、 すい は 必らす 口お ほくう はっか 

す、 出來 口な どもい はぬ こそい み じ けれ、 

八十 一段 人 每に我 身に うとき 事 を 

人 ごとに 我 身に 相應 せぬ 事の みぞ このめる、 法師 は 

小歌 をなら い 、女郎 は そろばん をし り、 揚屋の 女房 は 

きゃしゃに 見られた が hs、 茶 やの てい 主 は 客 あいし 

らい を しらす、 佛法 をのみ しらんと す、 され どお ろか 

なるお のれが 道よ. 9、 なを 人に おも ひあな づられ ぬ 

ベ し、 夫の みに も あらす、 太夫 格子 かみさま 迄お しな 


 四百 二  

ベ て、 間夫 を このむ 女 郞多か 、百度 忍て 百度 かくす 

とも、 いかでて れんの 名を隱 さまし、 其 ゆへ 色と 名づ 

けて 內證の 世話 さする は、 よくら しきに あらす とい 

ふ 人な し、 つれ 聞つ け 客し. 0 なば っゐ にす がるべ し、 

客 計 大事に して、 後 は 身 請な ど 名を顯 わすべき 道 也、 

つとめ 出ん ほど は 色に ほこる ベから す、 よめ 入に 近 

くな hN  、ぢ まひつ とめん に、 ちかき ふるま ひ ほむる 事 

にあら や、 このみて 益な き 事 也、 

八十 1 一段 屛風 障子な どの 繕 も 文字 も 

房風懸 物な ども、 うは 艙 かき 又は 蒸 川 葉のう き 世 縫 

書た るが 見に くし、. C 八 も 女郎 もった なく 覺る 也、 大 

かた 持る 調度 は、 床 違 ひ 棚 出格子に 取ち らし、 たんす 

つみかさね たる は、 尼 店に 似た るなん ど 長 潮 も 書た 

る 也、 萬の 物す ぎ は、 いき 過た る や ふに 見 へ て 人形 は 

くお 也、 た  >  女郞は 身の 內の 道具 ふそくな く、 床の 內 

のよ きのが よき 也、 

八十 三 段 うす 物の 表紙 は 

す いしの 羽織 は、 とく 損する が 侘しき と、 しわ ひ 人の 

いひし に、 又 通..^ 者 はかる くて よし、 羅紗の はお b は 

雨に 逢た る 後 もい み じきと 申： 1^.*^ しこ そ、 Y ひま さ. o- 


て覺 へし か、 一 むれに 尾 形 女郎の 行に 同じ や ふに あ 

らぬ を、 見に くしと いへ ど、 かう しゃ 者が 時 服な ど 

かなら す 一 やうに そろへ たる は、 つたなき 者の する 

^也、 ふそろ ひなる こそ 人々 の 物す き 方 も 見へ てよ 

けれと いひし も、 いみ じく 覺し 也、 もやう もし つ こか 

ら すしの こした る を、 & うち をき たる は、 おもしろく 

いきの ぶる 業 也、 

八十 段 

市 村 竹之丞 か、 への 若 女形 坂 田 荻 之丞、 一枚かん ば 

ん にあがり 給わん し、 いかなる ゆ へんかお はせんな 

れ共、 めづ らしげ なし、 橫 かんばん にて 居 給 ひけ..： >、 

と をり もの 、評判 師此事 をき、、 若 ひがこう しゃと、 

e: みちて かけ、 狂言 當 りて は又替 りに 淋鋪、 萬の 事 

みな かくの ごとし、 さきの つまりた るき せる は、 がん 

首の やぶれに 近き みち 也、 

八十 五段 法 顯三藏 の 天竺に わたりて 

貌 やまに 花の 六藏 とい ふま ご、 關に思 ふ 者 ありけ り 

中 仙逍へ ゆかで 叶わぬ 事の 有て、 心なら す程經 にけ 

れば、 古 鄉の事 を 思 ひて はかなし ます、 かの 女の 事 を 

した ひて 病に 臥に けり、 割の かゆ を 願 ひける を 聞て、 


さばかり のおの- "の、 無 下 こそ 心よ わきけ しき を、 よ 

その 國に て晃 せけ ると 人の いひた..^ し、 閥の 小まん 

はいふに 情！^ ける 女に て、 六藏 にち ぎ. 5 てより、 山 

川 を こへ て龜 山へ かよ ひて、 二度 こと 人に まみへ ざ 

,9 しこ そ、 6 ざし やさしく 覺 /し、 

八十 六 段 人の 心すな をな. ら ねば 

よねの 心 すなを ならねば、 僞 なきに しも あらす、 され 

どお のづ から 色に うつる 事な どかな からん、 隙なる 

女郎 は 、傍輩の は や る を 見て うら-や むはよ ねの 常 也、 

いたりて 情 しらぬ 女郞 は、 たま-./,^ すなをなる 女郞 

見て、 是を にくむ、 よき 客と 見て は、 初會 よ. り且 親方 

を だまして か は ゆがら れんと す、 おのれが 心に たが 

へ るに よ. 9 て、 只 わる 口 をい ふに て 知ぬ、 かやう 成 女 

郞能 客附べ からす、 ぎう やり 手に もに くまれぬべし、 

か， 0 にも 情 あ， 0 顔に せよ、 奴の 眞似 とて 道 巾 を大ま 

たに あ. 5 かば、 則ち やっこ 也、 張..^ つよきと て、 やぼ 

を ふる は ど， フょく 也、 つとめて こそ * フそ つく 3 にも 

あらや. 、まして 能 客 7； イ はたの もしき にも よらす、 偽て 

も 淸ら し， フ する をよ き 女郎と いふべ レ、 

八十 七 段 描 繼中納 言 は 風； =： の才に 

sain  I 
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玉屋 新兵 衞は 好色 をた のしむ 人 也、 三國ー の やさお 

のこに て、 歌に も 作りて 世の 人 唄 ひ はべ b ける、 或 時 

めかけ 密通の 事 あ.^ ける を、 いと 腹 立て 髮を そ..^ て 

追 出しければ、 皆 人 嘲. 5 て、 いまより 比丘尼 玉 やと こ 

そ 申べ けれと いひけ 、おかしき 秀句な，. y け， 9、 

八十 八 段 下部に 酒の まする 事 は 

下部に 酒の まする 事 は 心すべき 事 也、 番 丁へ すみけ 

るお のこ、 京 町へ かよ ひ、 みなと やの みなとに、 常に 

申む つび け. 9、 或 時 夜 ふけて 歸る こと 在し に、 はるか 

なる 程 也、 供のお 人に 先 一 度 させよ とて、 酒 を 出した 

れば、 さし 請/^ よ、 とのみ ぬ、 脇 ざし 打 はさみて か 

ひぐ しげ なれば、 たのもしく 覺 へて 相 具して 行程 

に、 土手の 収付 にて、 篤 籠 舁の あまた 立て 居た るに た 

ち 向 ひて 、夜更 也 あやし きと 脇差 拔け れ ば、 人 もみな 

いきづ へ ふり 上げな どし ける を、 主人 手 をす りて、 う 

つ、 心なく 醉 たる 者に て 候、 まげて ゆるし 給わらん 

とい ひければ、 各 嘲りて 過ぬ、 おの こ， 王に 向 ひて、 さ 

て.^  口お しき 事し 給 ひつる もの 哉、 おのれ ゑ ひた 

る 事 侍らす、 高名 仕 ら ん とす る を、 ぬけ る 脇 ざし. S し 

くな し 給 ひつる 事と、 いか.. - て ひたと 振 廻して、 拆ど 
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ろぼうとの 、じりければ、 人々 おこりて 出合、 彼 を こ 

そ 追 はぎよ とい 、て、 走 て 切 まわ..^ ける を、 數 多し 

て 手 をお、 せ 打 ふせて け. 9、 拆 みなと やへ おの こ 共 

數多 はしら かしてければ、 生 人 はみ の 輪に ゑい ふし 

たる を、 求 出て かき もてき つ、 からき 命い きたれ ど、 

やしき へ を そく 不首尾に な り 、どら を 打に けり、 

■ 八 十九 段 

或 者 酒の たは ぶれに、 お 名 をば 得 申 まいらせぬ とう 

た ひ、 是 は.. >  うたつ が 端 唄より 出；；： るな ど、 いと 興じ 

ける を、 或 人 それ は戀 草と 云うた ひ、 曲舞の 留 なる 

を、 りうた つがうた わん 事 時代 やた がひ恃 らん- 覺束 

なく こそと いひければ、 左 候 へ ば こそ、 小歌 上る， 0 な 

どに、 うた ひの 文句 を 取た る 事 多し、 是も戀 草のう た 

ひ を 龍 達 取な したるべし、 めでたし^ \ "とて 愈 唄ノひ 

九十 段 奥山に 猫 またとい ふ もの 

1  一^目の 萬宇屋 に、 猫 またとい ふ 者 ありて、 人 を 喰 ふ 

なると 人の いひけ るに、 本 丁大黑 やの わかいもの 聞 

て、 獨り ゆく 身 は 心すべ き 事と 思 ひける、 一 一丁目の あ 

た. 9 にて、 一昔に 聞 へ し 猫 また、 あやまた す 足 もと へ ふ 


と寄來 て、 やがて 飛つ くま、 に、 首の ほどく わんと 

す、 肝心もう せ て ふせがん とする に、 力 もな く 足 もた 

たす、 見 世の 內 へ ころび 入て、 たすけよ や 猫 またよ や 

'とさけ ベば、 家々 よ. 0 ぎう ども はし hv よ. 0. て 見 

れば、 見知れる もの 也、 こ はいかに とて だきおこした 

れば、 賣懸の 帳、 ごふくもの、 符帳 杯、 ふところに 持 

た， 9 けり、 よごれぬ 希有に してた すかり たる 様に て、 

ほうく 曲 輪 を 出に けり、 危 相なる かぶろ、 客 衆 を 取 

ちが へ て 飛つ きた. 9 ける とぞ、 

九十 一 段 大納言 法 印の 召 仕し 

巴 屋の矢 橋が 召 仕し 松彌 とい ふ秀、 扇 やの 茶 やとむ 

つま じくて、 常に 行 通 ひしに、 有 時 出て 歸. 0 求る を、 

矢ば せ いづく へ 行つ るぞと 問し に、 扇 や ほれん 山 さ 

まの 客のお わせし が、 うつくしき t}? 衆 見 候と 云、 其 客 

は 町人 衆 か 屋形衆 かと 又と われて、 釉 かき 合せて、 い 

かい 候らん、 其 わ け は 見 候 わ や と 答 へ 申き、 など か 其 

が ら もし らざ h,- けん、 

九十 二 段 赤 舌 日と いふ 事 陰陽道に は 

借錢： n とい ふ 事 こよみに は あらす、 物 曰 大晦 口 の 事 

を、 此頃 何者かい ひ 出して おそれ けん、 此 曰かり たる 


物 をな し、 諸事 を 定る事 也、 誠に 大 三十日に は、 時な 

らぬ 神參. り 年 籠りなん どして 夜 明て 歸 りぬ、 女郎な 

んど は、 馴染 ある 客に 無心い ひかけ て、 其 H と 延ばさ 

れ、 煩 ひに して 引 込、 醫 師の藥 でも 祈念で も、 なおら 

ぬ 物 は 物 ：11 也、 此 日に 限ら ャ萬 の 淺ひ拂 方 あらば、 

有に まかせて おくる ベ し、 時なら ぬに 送りた ると て、 

腹 立 者 有 まじ、 女郞は 常に 不器量に 見 ゆると も、 たの 

もしき 方 あらば、 大切に したる こそ 本意なら め、 顔 能 

に 任せ、 たま/^ にもら ひたる 物 迄、 色に ふけ. 0 おく 

りた わむ る、 ゆ へ 、外の なじみ もな く、 物：：： など はふ 

り わけ 常よ. 勤なん どもみ やすから や、 さあれば と 

てた のむ ベ き 方 もな し、 金銀 は 形よ きに あらす、 人に 

よ hv て ある.^、、 い 中 もん がら に は よらす、 まづ しきに 

も あり、 金 は 兩替屋 の 見 世に あ.. >  、色町の 夜 見せに は 

あらす、 

九十 三 段 或 人 弓 ゐる事 を 

或 女 定まれる 夫 をき らふて、 間夫 を 持 事 あり、 間夫 を 

いと をし み、 實の 夫に 氣をか へ 、向 ふ 見る 人の 男女 一 一 

人夫 を 持 事な かれ、 間夫 を たのしみて 誠の 夫 を 失わ 

ん とす、 定れる 夫 をた のまば、 賢 女と もい ひつべ け 
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れ、 問 夫に 節に する isir 物事 定ら ざるに も あらや、 又 

色に も あら じ、 い たづら に 心 うばわれて、 終に 其 身 を 

失 ふ、 假 初の たは むれに も ゆるさる \ は此常 也、 念 比 

なる 一一 一一！： 菜 さ へ 人の 咎るぞ かし、 ゆうべ に 糸な ど 取て、 

晝は ぬいものして、 萬 事に 心 遣 ひ あらん こそ^ 帶の 

身 持 共い ふ ベ けれ、 なん ぞ實の 夫 を 他に なして、 間夫 

を 好 は 甚だ ふとき こゝろ 也、 

九十 四 段 牛 をうる 者 あり 買 ふ 人 

女郎 を g 只 ふ 者 あ..： >  、つとめなん ど、 拂て物 せんとせ し 

に、 其 使な じみの 客來て もろ ふ、 買 ふ 人 損 有と 立、 

ぎう の 云、 もろ ふ 人 は 買 ふ 人よりも 《；？ に 損 あ. 5  、なじ 

み 深き ゆ へ に、 物事に 付て 元の かねの つい へ いくば 

くぞ や、 一 時の たのしみ 萬 歳の たのしみ 有 、女郎の あ 

た ひ は野郞 よりかろ し、 好色 を 學んで 家 を 失な わん 

人、 損 有と いふべ からす、 恃人 遊興の 床に て、 おくせ 

ざる ぞ たのし からん や、 また 女郎に ねたみ あらば、 物 

日な どた が へ たる こそ、 存外の わるじゃれ おかし、 約 

束の たが ひたる に， へだてられ、 せひな くい もき かけ 

的滕负 事なん ども つらなり、 财を失 ふ、 又 他の 財 を 

うらやむ は、 手の 長き 方に や はべらん、 一 生定 をる 事 
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なければ 子孫 もな く、 年の よは ひに 恐れて、 他に 家 を 

ゅづ らんと 斗れ ども、 ざいなければ 其義も あらや、 近 

附の 方に 便り、 家 代 を やす/, \- とせられて 手 を 打て 

のく、 ヌ いよ/,^ あざける、 

九十 五段 常 盤 井の 相國 出仕し 給 ひける に 

下 やしき： 寸 りの 若 き 男、 釜拂 に；^ じみ 有け るが、 旦那 

の來 りて 掃除 杯い ひ 付 居け るに、 かの みこ、 御 やく そ 

くに 任せ、 逢り たるよ しい ひ はべ， 0 ければ、 とか ふの 

挨援 もな く、 たいう つぶき 居たり ぬ、 又 其 後來れ ば、 

殊の外 立腹して、 鈴の 昔 さへ あらば 來り ぬと はしる 

べきに、 色の いたらぬ 者 也と て、 深き 契， 0 を やめけ る 

i ぞ、 

九十 六 段 箱の くりかたに 緖を 付る 事 

羽織の 胸 ひ ぼつく る 事、 ぬい 付た るが よき かと、， た 

の もしの 人に 尋侍 りしに、 ち、 を 付て いろ/^ 付る 

やう 取 かへ て 付る 有、 是 しまつに あらす、 ふんどし 

ははい 廣 なる がよ し、 ゆく に ひ ぼ 付る 事、 色里に は あ 

らす. 

九十 七 段 めな もみと いふ 草 有 

女に ろくろ 首と いふ 有、 ゑり に 赤き 筋 三す じ 有と い 


ふ、 しりて 置べ し、 

九十 八 段 其 物に 付て 其 物 を 

其 物に つ きて、 其 物 を つ いやし そこな ふ、 數を しらす 

有、 身に 色 有-家に 妾 あ. 5、 國に 遊女 あり、 やぼに 鼻毛 

有、 君子に 肾張 有、 僧に ぉ大黑 あり、 

九十 九 段 た ふとき iili りの 云お きけ る 

た ふとき 比丘尼の いひお かれけ る 事 を 書付て、 一生 

有樂 とか や 名 付た る 草紙 を 見 侍りし に、 心に 叶へ る 

物 あらば、 かたりても 求めた るが よし、 女の い たづら 

事 も、 一人 二人 も 心に かなへ る 方 あら ぼ、 幾人 も寐 

たるが よし、 後世なん ど 思わん 事、 しん. たさき 一 人 

も 見た る 事な し、 持佛 堂の 本尊 も、 作法な どお かぬ が 

よし、 

上 良 も 食た き 物 あらば、 しんこな ど は い ふ にたら す、 

く はしく だ 物に 至る 迄袂に 入、 夜 はふ とんの 下に 入 

置、 下 良の 與 似した るが よし、 

余-物 はめ つたに つか ひ捨、 一 生た のしみ たるが よし、 

一 門の 異見 用ぬ がよ し、 家財 もな く，. -て 後に は 乞食 

の 聱に成 V 三國ー のと. 9 打濟 したなん ど、 唄 ふ も、 色 

なれば たのし からん や、 此 外の 惡所 をの がれ、 高木に 
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かけられぬ やうに たしな みたる がよ し、 

百 段 堀川 相國は 美男の たのしき 人に て 

巴 屋の玉 川 は、 全盛の たのしき 女郞 にて、 其ず V となく 

過禮を このみた りけ. 9、 かぶろ 小廳を 風流に 殊にし 

たて 、遣 ひける に、 雨の ふりけ るお り、 笠 斗に て は 小 

釉 ぬれ 兒 ぐるし とて、 いたいけ なる 木綿 合羽 を、 めで 

度 描へ 改めて 着せられけ るに、 上古よ.^ 禿の 合羽 を 

着た る 事、 其 はじめ を しらす、 数十 年を經 たれ 北ハ聞 

す、 累代 子 共 はこ まし やくれ ざる 以てよ しとす、 新 敷 

事た やすく させられ 難き よし 「名主 殿 も 申ければ、 1 一 

三度き せ けれど 其 事 やみに け h>、 
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百 一段 久我 相國は 殿上に て 

山 口の 小夜 衣 は、 桐 屋の臺 所に て 朝酒 をまい..^ ける 

に、 かぶろ を 奉，..' ければ、 茶碗 まいらせよ とて、 ち 

ゃゎんしてぞまぃ-^：^ける、 

百 二 段 或 人 任 大臣の 節會の 內辨を 

或 人 新 町巴屋 園の 井に、 初 約束に て 逢け る、 歸り ける 

途 いか いし けん、 年 比い としと 思 ひける 若衆の、 よみ 

て 歌書け る 扇子 を収 おとしけ る、 き はま. 0 なくお し 

けれど、 立歸 b 取べ きに も あらす、 思 ひ 煩 ひ 玉 錦に 立 

やすら ひける に、 關の井 かぶろ を 語ら ひて、 かの 扇 を 

もたせて 忍びやかに 奉らせけ り、 いみ じか. 5 けり、 

百 三 段 尹 大納言 光忠 入道 

三 浦のに し 木々 新 丁へ やられ 給 ひける に、 糸 櫻 殿に 

次第 を 申請ら れ ければ、 おいわ 女を師 とする より 外 

の 才覺候 わじと ぞ宣 ひける、 かのお 岩は老 たる や 

手の、 能事に なれたる 者に てぞ 有け る、 或 時 揚屋 丁に 

て あ ひたりけ る 客 來り給 ひける 時、 にし 木々 たばこ 
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入 を 忘れて 座敷 を 立 給 ひければ、 お 岩 はし 子の 際に 

候 ひける が、 まづ湯 づけ を 召る ベ くや 候らん と、 しの 

び やかに つぶやき ける、 いとお かし か. 9 け hv、 

百 四 段 大覺寺 殿に て 近習の 人 共 

揚屋に て 女郞棠 り、 なぞく を 作りて とかれけ る 所 

へ、 たいこの 與助參 りた， 9 ける に、 關と いふ 大臣、 與 

助 は此國 のしよ く 人に あらす と、 なぞ /(-^ にせられ 

ける を、 から 紙 やとと きて 笑われければ、 腹 立て ぞ歸 

,0 ける、 

百 五段 荒た る 宿の 人目な きに 

荒た る 宿の さま 哀な るに、 親に は^かる 頃に て、 つれ 

づれ とこ も b たるに、 なれに し 若衆の 訪らひ 給 はん 

とて、 夕づく 夜の 覺束 なき 程に、 忍びて 尋 おわした る 

に、 犬の 事々 しくと が むれば、 宿の か、 の 出て いづく 

より ぞと とふに 、しかぐ と 云て 入 給 ひぬ、 心細げ な 

る あり 樣、 いかで か 過す らんと いと 心ぐ るし、 あやし 

き 上り口に しばし 立 給へ る を、 たれた るけ はひ哀 

らしき 聲 して、 こなたへ といへば、 丸太 はしごが た 

がた としたる よ. 0 ぞ 上りぬ、 二階の さま はいたく き 

れいなら す、 心 かなしく 火 はきた なき 火燈 なれ ども、 


物の あやな ど 見 へ て、 俄にし も あらぬ 匂 ひ、 いとした 

るふ 住な した.. り 、sl! 戶 よく さして よ 雨 も そ -V6 降、 よ ご 

れ にしゃく わん は 窓の 下に、 御供ので つ ち は そこ 

そこにと い へ ば、 今宵 ぞ蚊 にせ 、られ ぬ ベかん めれ 

と、 打 さ、 やく も 忍びが たし、 味噌す る も 程なければ 

ほの 聞 ゆ、 さて 此 ほどの かなしき 事 ども、 こま やに 聞 

へ 給 ふに 、夜更 鳥 もな き ぬ、 あやし き 夜の 物う ちかけ 

て、 まめ やかに 御物 語に、 此度は 鳥 も あわたい しき 

聲に打しきれば、雨はのし齊の板間ょ.0した、.^^、夜 

ふかく 廻る 拍子木の 一 曰し げく、 ちと まどろみ 給へ る 

に、 反古 張の 窓の ひま 白く うつり、 豆 引 臼の ひいきに 

わすれ 難き 事なん ど 云て 立 出 給 ふに、 紙 張 も 珍ら し 

く 鳴 渡る 蚊の かしましく、 時鳥の かよ ふ 曙の 艷 にお 

かし か. 5 し をお ぼし 出して、 かなし さも 忘れ、 門に 豆 

腐 桶の 大きなる が隱 る、 迄、 今 も 見送. 0 給 ふと ぞ、 

六 段 北の 屋 かげに きへ 殘 b たる 雪 

北 八丁 堀邊を 通りけ るに、 夜更 ぬれば 往 かふ 人な く、 

こぎ 寄た る 舟の 苫も、 霜いた くきら めきて、 有 明の 月 

- さやか なれ 隈なく は あらぬ に、 積 置た る 炭 薪の 濱 

に、 下部に は あらす と 見 ゆる 男、 女と しめ やかに 物語 


する 樣 こそ、 何事に か あらんと 聞 給 ひに し、^ だかな 

り けれ、 髮 かたちい やしく 見へ て、 得 もい はれぬ 匂 ひ 

の、 靑 くさき こそお かし けれ、 錢 ばら ひのお とかす か 

に 聞へ たる も 笑止、 

百 七 段 高 野の 證穴 H 上人 

大名 もどりの 手 かけ、 用の 事 ありて 本所邊 へ 行て、 慕 

て 兩國橋 を わた， 9 ける に、 夜 だかと かやに 行 合たり 

けり、 夜鷹に 附，， ： 男 あしく よけて、 手懸者 をつ き 倒し 

けり、 手懸 者い と 腹 あしく とがめて、 こ は 希有の 狼藉 

かな、 素人で はな いわいな、 妾 者よ..^ 傾城 はおと， 5、 

傾城より 茶屋 者 はおとり、 茶屋 者より 綿つ みはお と 

り、 わた つみより 比丘尼 ュ おと. 5 、びくにより JV 驚よ 

おとれり、 如レ 期の 夜が たの 身に て、 未曾有の 惡 行成 

とい、 ければ、 おとこ、 いかに 仰ら るゝ やらん、 

こそしらぬ とい ふに、 なを 息 まきて、 何 と いふ ぞ、 非 

修非學 の 男め と、 あら、 かに 云て 極り な き 放 一一 一一 Jl し つ 

と 思 ひける 氣色 にて、 濱 町の 方へ にげられけ >cs  、おか 

しかりけ るい さか ひ 成べ し、 

百 八 段 女の 物い ひかけ たる 事 

よねの 物 云 かけた る 返事 取合す、 能 ほどに する 男 は 
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有難き 物ぞ とて、 中の 丁の 茶 やにて 知られた る女郞 

共、 客 達の 參ら る、 ごとに、 喜 世 三に 逢ん した かと 聞 

て 6 みられけ るに、 何が しのさん とやら は、 數 ならぬ 

身 は 得 逢 も 候 はすと 答 へられけ. o、 まへ 小 紫に あ ひ 

ける 男 は、 ゑび やにて ちょと 逄 ひて 候 ひしゃ らんと 

申された りけ. 0  、 是は なんな し、 數 なら ぬ 身む づ か し 

との 取 さた 也、 すべてお のこ はよ ねに 笑 はれぬ やう 

に 心が く ベ しと ぞ、 伊勢 やにて 花 紫に 逢け る 男 は 、 お 

さなく よりょく 誰 人 かおし へ まいらせ ける やらん、 

揚屋 丁 はじめてより 太夫に ぞ か、. 0 ける とか や、 屋 

形 客 は 茶屋の 下女の 見 侍しに も、 いと はづ かしく 心 

づ かひ せらる、 とこ そ、 山 口の 一昔 羽 はかけ る 、女郎の 

なき 世な りせば 、衣紋 も髮も いかにも あれ、 引つ くろ 

ふ 人 も はべら じ、 新人に おも はる、 遊女い か 斗い み 

じ き物ぞ とお も ふに 、倾城 の 性 皆 さもしく  、贫な る 親 

賤 しき 兄の かなしき 暮 しにて 育ち、 おかべのから 買 

にあ. 9 きけ るに て そだち、 父 a: はらからの 爲に 今の 

勸也、 されば 色 はもと 也 人我の 相 ふかし、 贫欲 多く は 

ふかき かち 也、 物の 理を わき ま へ す、 た いう そ を かざ 

b 詞も たくみに、 苦しから ぬ 事 もと ふ 時 はい はす、 用 
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意 あるかと 見れば、 又 あさましき 事 迄と はす 語， 5 に 

云 出す、 ふかく だまし かけん 事、 男の 知 惠に增 りたる 

かと 思 へ ば、 其 事跡よ，"^ 顯る、 を しらす、 すなをなら 

すして つたなき もの は 遊女 也、 其 心に 隨 ひて よくお 

も はれん は 心う かるべ けれ 共、 又 一筋に さに も あら 

や、 されば 何とかして 恥 かしき 事 も、 人目 外聞 を 捨て 

取み だしぬる も 有、 是等 はう そ もお まじ、 た い 色 を あ 

る じと して、 物云內 にも はづ る內 は、 やさしく もした 

わしく も 恐ろしく も覺ゅ ベ き 事な. 5、 

百 九 段 寸陰 おしむ 人な し 

遊山 金お しむ 人な し、 是欲を わする ゝか 愚か 成 か、 お 

ろかに してむ だづ かひす る 人の 爲に いはい、 揚錢か 

ろしと い へ ども、 是を かさ ぬればい としき 女 郞を請 

出す 業 もな す、 されば 茶屋の 一角 を悅 ぶこ、 ろ 切 也、 

せつなし といへ 共此 たのしみ やま ざれば、 身 體を失 

ふ 期忽に 至る、 されば 有德 なる 人し わく 金銀 をお し 

むべ からす、 只今の 一 念 穴 H しく 過る 華 をお しむべし、 

若人 來. 5 て 我 あい 方 明日 は 必里を 出べ しと 吿 しらせ 

たらん に、 け ふの くる 、問 何事 をか賴 み、 何事に て歟 

心 を 慰ん、 我等 かひけ るけ ふの 日、 何ぞ其 時節に こと 


ならん、 一 n: の內に 食悅床 入手 れんこ そ、 たはけ 止む 

事 を 得すして 多くの 资を失 ふ、 その 餘 りの 餘情 いく 

ばくなら ぬ內に は、 無益の 费へ をな し、 無 やくの ふり 

をして 金 をつ かふの みならす、 さたに あい、 純に いは 

れて たはけ を^す 尤 か 也、 すい は 人目に つかい か 

くる やうな-りし かど も、 常に 6 にし ま， 0 てむ だづか 

ひなし、 野郞 女郎の 一 座 をせ ざり き、 人 はかた くな 

也と て、 若き 中の まじわりん，」 ゆるさい りき、 暫く も 

これな き 人 は 死人に 同じ、 あたら 光陰 何の 爲 にかた 

のしむ とならば、 內に b んき なく 外に 借錢 なくして、 

やめん 人 は 止め、 せん 人 は.^ > せ よと 也、 

W 十 段 高名の 木 のぼりと いひし おの こ 

高 崎の 旅人 念 比 成人に 異見し ける、 前 揚屋へ 行て 太 

夫に 逢け る 時 は、 いふ 事 もなくて、 いまさん ちゃ へ 逢 

ける にい き 過すな、 心して 異見し は ベ， 9 し を、 以前 金 

つか ふ 時 はさ もな く、 今 かば かり 物 も いらぬに かく 

いふ ぞ t, 申 侍りし かば、 其 事に も 物む づ かしき 太夫 

にあ ふ 時 は、 おのれが 恐れ 侍 b し、 什 廻し はやす き 所 

にな. 0 て必す 仕る 事に 候と いふ、 あやしき 田.^ 人な 

れ共、 すいの いましめ にかな へ り、 

In. 原 徒然 if^ill 


百 十一 段 双六の 上手と いひし 人に 

遊女 を かけ 込ヒ， 手と いひし 人に、 其 わけ をと ひ はべ 

りし かば、 かけんと 逢べ から や、 かけら-れんと 逢べ 

し、 一度 成と も 圆に來 らんに、 肩 を 入て 逢べ しとい 

ふ、 情 を しれる おし へ 、よねに か は ひがら れん 道 も 又 

I ( * 力 る な り 

百 十二 段 圍恭 双六 好みて あかし 暮す 

橫問夬 このみて くどき あるく 人 は、 四重 五 逆に もま 

される 惡 事と ぞ思 ふと、 或 やり 手の 申し 事 耳に とい 

まりて、 いみ じく 覺 へ 侍る、 

百 十三 段 明 =： は 遠國へ おもむくべし と 

明 H は 遠 國へを もむ く 客 衆 也と 云 は、 もろ ふ 時の 言 

葉 定まれる かく 也、 こ、 ろ しづかに もらいなん 時に 

は、 きゃく 腹た つま じ、 战の やうに いとそう < ^しく 

なす 事 は、 客 も氣を 持、 他の 事 も 聞 入す 、女郎の ふき 

げん 悅びを も かまわす、 問す してやと 恨 もせす、 又 ま 

いるべ しな どい ひて、 やう/, りたる やうに して、 

行跡の さみし さ 去れば、 夜 もや うくたけ 臺 所も鎮 

り、 いはん や あた..^ の咄 しの 一昔 も絕 たらん 比、 又 思 ひ 

出すべし、 獨 座敷に 寐て 知らぬ よるの 物 打き て、 いづ 
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れの 事、 さ-^ 堅から ぬ 世間の も だし 難に. まかせて、 淋 

しく あかせば、 V ひも 苦しく いと まもなく、 寐 すの 男 を 

よび、 わかし ざまし の 酒に て 心 をた のしむ、 我よ.^ 深 

き 客に さへ られ て、 今宵 過なん か 夜 明 待 遠し、 曉 すで 

にね 入た る、 諸事 をが てんす ベ き 時 也、 色 を も 思 は い 

此 里の 義理 守ら じ、 此心を も 得 ざらん 人 は 物 狂 ひと 

も？ へ 、う つ 、なし 淸 なしと も 思 へ 、そしる ともく る 

しま じ、 ほむる 共 聞 いれ じ、 

百 十四 段 四十に も あま， 5 ぬる 人の 

三十に も 近 からん 女郎の、 いまだ じ まひつ とめん に、 

おの づ から 借金 あらん はいか V はせん、 殊に 茶 やな 

どへ 打 出です、 かれ を隱 さんと せば、 人の 上猶 たけ は 

づむ， ならん、 その 身 か はつる、 禿な ど、 心い つばい 

とお も へ ど、 いしゃう 付 にげなく 見苦し けれ、 大形 見 

ふるし、 脇の 目 笑止、 すがれし 遊女の 時、 老人に 交り 

てく ろめんと 氣 せう はりた る、 數 ならぬ 年間の 世の 

覺へ、 妹女郞 をい やしみ たる 言葉つ き、 まづ敷 女郎の 

うま ひ 物 好み、 數も なき 客に ひたと 無心 斗い ひたる、 

. 百 十 H=" 段 今 出 川のお ほゐ殿 

菱屋の 若紫 殿揚： Hii 町へ おわし ける に、 雨 降に ければ 


 四百 十二  ■ 

乘物 にて 出 給 ひぬ、 禿の しゃりん、 茶 や 町の 前 やり 給 

へと いひければ、 見 世 先を兒 て 行ける に、 茶 やより あ 

やしき 水なん 表へ 捨 ける とて、 駕籠 へ か、. 0 ける を、 

お祝い 跡よ.^ 參け るが、 希有の 童 かな、 か 、る 所へ 御 

乘物 やる もの かと 云たり ければ、 若紫 殿御 氣色 あし 

く 成て、 おのく 賤 しき 秀の呵 檨 かな、 希有の やり 

手 成と てあて （'しくと がめ 給 ひけ. 9、 此 かぶろ は 

^紫 殿秘藏 の禿ぞ かし、 此 わか 紫 どの 其 比 かぶろ 三 

人 侍りけ るが、 秀の 名北ハ 一 人 はいろ 香、 一 人 はしゃり 

ん、 一 人 はかせん とつ けられけ り、 

百 十六 段 宿 河原と いふ 所に て 

源太郞 とい ふ 比丘尼、 人々 戀 した ひて 逢た がりけ る 

ま、、 全盛 繁昌の 女郎の ごとしと ぞ 申け るに、 外より 

入來る 人々 をば さもな く、 米 やの むすこと かやと、 行 

末 は髮を もた て、 ひよくの 枕 を も かわさん と 深く い 

ひむ つび ける に、 何院 とか やい ひける 山伏の、 ふかく 

思 ひ 妻と せんよ し、 かの びくにの 師 なる 法 印に 度々 

いひ 送りけ る ま、、 わりな く 思 ひて やりてん よしを 

答へ ければ、 比丘尼 かなしく、 彼 男に 逢舉， ^て、 かう 

かう と 語りて、 此事 申さば やと 思 ひて 尋申 也と いふ、 


色男、 ゆかしく も尋 おわしたり、 去 事 侍りき、 愛 許に 

て 思 ふま、 になし 舉 らば、 主 じの 恐れ 侍る ベ し、 便り 

よからん 方へ 參り あはん、 あな かしこ 脇 指 持 給へ、 何 

方へ もさた し 給 ふな、 餘 多の 5 へ いらば、 心中の さま 

たげ に 侍る ベ しと い ひ 定め て、 一 一人 深 川 へ 出合て 、心 

ゆく 斗に つらぬき 合て 死にけ，.^、 びくに 遊女の ごと 

く 成 事、 むかし はな かりけ るに や、 近き 比に、 小つ る 

小， 5 ん などい ひける 者 其 はじめ 也、 世を捨 たるに 似 

て 色 を かざり、 佛道を 願 ふ 事はなくて うかれ 女の 如 

くす、 放逸 無漸の 有様 なれ ども、 死 を かろくして 少も 

なづ まざる 方の、 いさぎよく 覺へ て、 人の 語りし 儘に 

書付 はべ る 也、 

百 十七 段 寺院の 號 さらぬ 

女郎の 名、 さらぬ かぶろ に名づ くる 事、 むかしの 人 は 

少しも もとめす、 た 3-.;^ のま、 にやす く つける 也、 此 

比 はふ かく 案 事、 才 覺を顯 はさんと したる やうに 聞 

ゆる は、 いとむ づ かし、 今 むらさき、 はつ 櫻な どめな 

れぬ名 を 付ん とする、 益な き 事 也、 何事 も 珍ら しき を 

求め、 異說を このむ は、 うは 氣 なる 人の 必中 有事 也と 


百 十八 段 友と する にわろ き 物 七つ あり 

腎藥 によき 物 七つ あ. 5、 一  つに は 地 黄 丸、 二つに は 玉 

子、 三つに はうな ぎ、 四つに はとせ う、 五つに はは ま 

ぐり、 六つに は 山の 芋、 七つに は 午房、 あしき もの 三 

つ、 一 に はくわ ゐ、 二に はさんす- フ、 三つに はにんに 

、 

百 十九 段 鯉の あつ 物 喰た る 日 は 

鯉の あつ もの 喰 ひたる 日 は、 髮そ 、、げすと、 男色 好む 

人 はお こたら す 噴べ し、 こいの 指 身 こそ 女中 もまい 

る 物 なれ、 やん 事な き 魚 也、 なまこ 得て 好む 物 也、 松 

S など は 其 形お かしく 心う き 事 也、 座敷 持た る女郞 

の 袋 棚に 松た けの 有つ る を、 客 見出して 歸.^ て 次の 

日 文して、 ケ樣の 物 さながら 其 姿に て 棚に おかれし 

事、 見なら はす さま あしき 事 也、 はか <. ^しき 姊女郞 

のさ ふく はぬ ゆ へ に こそと 申 送. 0 ける、 

百 一 一十 段 鎌 倉の 海に かつ ほと 云 魚 は 

新 場の 肴 店に ふぐと いふ 魚 は、 河 さかいに は 左右な 

き 物に て、 此比 もてなす 物 也、 夫 も 品 川の 年寄の 申：！ 

し は、 此魚 おのれら わか、 りし 世まで は、 はか <\ -敷 

人の 前へ 出る 事 侍ら ざり き、 おく 病 成 は 下部 もく は 
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す、 ケ樣の 物 も 世の 末に なれば、 今 は 中の 町の 茶屋に 

て、 ょね途 の 口へ も 入た つ わざに こそ 侍れ、 

百廿 一段 唐の 物 は 藥の外 はなく 共 

揚屋の 喰 ひ 物 は 玉子の 外な く 共 腹 立 まじ、 酒 は 下 in, 

成北ハ 色の 道 引 なれば、 吟味して 出し てん、 お あしのた 

やすから ぬに、 無用の 物 ども 數 多く こしら へ 、所せ く 

ならべお くいと 愚かなる、 客 衆 はくわす とも 又女郞 

はま いらす 共、 と.^ きみ 出した るいと おかし、 

kn 廿ニ段 やしない かふ 物 は 

養 ひか ゝ へ おく 物に は、 かぶろ のい とけなくて つと 

めくる しむ こそいた まし けれど、 斯せ では 叶 はぬ 物 

なれば、 いかい はせん、 やり 手 は 守り ふせぐ のっと 

め、 おとこに もま さり たれば、 必す 有べ し、 され ど 家 

每 にか しづく わざに ぞ すれ、 こと 更に もてなさ すと 

も 有なん、 其 外 としま 新造す ベ てむ ごく、 いたま わり 

なき 物 也、 太夫 格子 は 揚屋に こめられ、 さん 茶 は 見 世 

に 入られて、 客 を こ ひ 古鄉を 思ふ愁 ひやむ 時な し、 其 

思 ひ 身に あたりて 忍び 難く ば、 心 あらん 人間 夫 をた 

のしまん や、 生 を 苦しめて 佥を もふくる は. C 八の 心 

也、 客の 女郎 を 愛せし 茶屋に 出て 遊ぶ を 見て、 友と し 
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て 慰 とらへ 苦しめた るに あらす、 凡 大門より 外へ は 

かぶろ な らゃ して 出さす とこ そ 巾 侍 る.^、 

百 廿三段 人の 才能 は 文明ら かにして 

女郎の 才能 は、 文す らくと して 客の 目に よめる を 

第 一 とす、 次に は 琴線 事、 むねと する 事 はなく とも 是 

を 習 ふべ し、 客の なじみな きうち のけし き あらん 爲 

也、 次に は 小 喷を覺 ゆべ し、 客 を かけ 人 を 慰め、 全盛 

の つとめ も 小歌、 かり 初に もなくて は 有べ からす、 次 

に 三味 せん ひく 事 女郎の 常 也、 かなら す是を 心が く 

べし、 小歌 さみせんの 道、 誠に かけて は 在べ からす、 

まなば ざらん を景 のな きょね と 人 云 ベ し、 次に かけ 

は 女郎の 情 也、 よく 眛ひ を覺 知れる 人 は、 大きなる 德 

とすべ し、 此 和歌の 道 少し 心がけた し、 萬の 助けに な 

りなん、 此 外の 事共 かるた なんど、 色かざる 身の 恥る 

所 也、 夫 もつ ぃ待內 なんど はくる しから まし、 古歌 多 

く覺 へ、 香き、、 手跡った なから ざらん は、 妙なる 女 

郞の 業、 客 も是を あなどらす とい へ ども、 いまの 世に 

は 是 を嗜み て 全盛 をき わむ る 事、 漸愚 か 成に 似た，.^、 

二 挺 立 勝れ たれ ど、 駕籠の 益き 多き にしかざる が.^ 

し、 


百 廿四段 

無益 の 事 をな し て 佥遣ふ 人 を、 やぼなる 人と も、 あほ 

ふなる 人と も 云べ し、 樂 しみ の 爲女郞 の爲 に、 止 事 を 

得 やして なすべき 樂 多し、 其む だ 遣 ひの 金銀い くば 

くなら やと 思 ふべ し、 色の 爲止事 を 得すして いかな 

む 所、 w.^ 一  に 金子、 第二に 着物、 第三に 肾水 也、 好色の 

大事 此 三に 過ぎす、 懸られ すそ \ら や、 たいこに だま 

されす して、 しづかに たのしむ 事す いとす、 た 3- し 人 

みな 腎虛 あり、 きょふん にお かされ ぬれば、 其 愁ひ忍 

びが たし、 肾藥を 着る ベから す、 是を かへ て 四つの 大 

事 求め 得ざる を ひん 客と す、 此 四つ かけざる を 大臣 

とす、 此 四つの 外 色と らんと する を やぼと す、 四つの 

事儉 約なら ば 誰の 人 かし はむしなら やと せん、 

百廿 五段 是 法師 は 淨土宗 に 

彌法 大師 は 若 道の 元祖 也と いへ 共、 衆 道の 法 をた て 

や、 ぼんの ふ を はらし 出家 を 立ら る 、有樣 、いと やぼ 

らし、 

百せ 六 段 人に おくれて 四十九日の 佛事 

つまに おくれて 一 周忌の 法事に、 旦那 寺 を 請 じ 侍.. > 

しに、 ふじゅ 文哀 にして、 皆人泪 をな がしけ b  、和 何 
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歸 りて、 彼 日 行の 人 ども、 いつよ. 0 殊に 殊勝に 覺へ， 

ると かんじ あへ りし 返事に、 或 者の 曰、 何共 候へ、 あ 

れ程跡 經に似 候なん うへ はとい ひたりし に、 哀 もさ 

めて おかし かりけ り、 さる 御寺の ほめる やう や は 有 

ベ き、 又客をせきて お のれひと>.;^客に成なんとする 

は、 下戸の 酒 をし ゐん とする に 似た る 事 也、 のみ もせ 

ざる 身に て 人 をし ゐる時 は、 先 我 こと ふな ふ 醉て人 

をば 得つ ぶさぬ 也、 おのれ 先つ かい 懸て客 共 を きら 

すと も、 人 はよ も ほめ i6 じと 申き、 大酉 して #t くるひ 

て もした. 0 ける にや、 いとお かし か. c き、 

百 廿七段 ばくちの まけ きわま. 9 て 

節句 前 になつ て、 うれしき 文來 らば、 あわて、 行べ か 

らす、 極めてせ つくた のまる、 としる ベ し、 其 時 を は 

づす、 かひす き 買 人と いふ 成と、 或 者 申き、 

百 廿八段 改て 益な き 事 は 

金つ かふて 益な き 時 は、 つか. わぬ をよ しとす る 也、 

百 廿九段 雅房 大納言 は 

山 口の 初い と は 情深く よき 女郞 にて、 若 狹屋の 客 請 

出ば やとお ぼしけ る ころ、 わる 口 成 女郞、 只今 淺 まし 

き 事 を 見 侍り つと 申されければ、 何事 ぞと 問け るに、 
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初い とかぶ ろ を せっかんし 給 ふに、 しゅろ 箒に て 息 

もた § る 斗に、 ちょ ふちゃくし 給 ひし を、 見 ：！！ ぽ， 9 つ と 

中され ける に、 うとまし くにく、 思 ひて、 日 比の かわ 

ゆ さもた が ひ、 身 請 もし 給わ ざ. y け b  、さば か. 9 の 女 

郎禿 をし か. 9 たりけ る は、 思 はや なれ ど、 しゅろ ぼう 

き は 跡な き 事 也、. 一. 仝 言 は 不便 なれ ども、 か、 る 事き、 

てに くみ 給 へ る 客 衆の 心 ざし、 いとと ふとき 舉也、 大 

かたいと けなき もの をし かりつ ねりた ゝ きて、 つよ 

く呵 らん 人 は、 ちくせ ぅ殘 害の 類 ひ 也、 すべて 秀は、 

ちいさき よ b 此 魁に うられ、 多くの 人に いじられ、 親 

にす てられ、 姊上郞 にし かられ、 ねむたき を こらへ、 

夜晝の わかちな くつ かわる、 事、 偏に 子 共 成 ゆへ に 

つかわる、 事甚 し、 渠に 苦しみ を あたへ て强 く，. -か 

らん 事、 いかで かいた ましから ざらん、 すべ て 幼な き 

もの を 見て、 慈悲の こ、 ろな からん 人 は 人倫に あら 

百卅段 顔 回 は 志し 人に 

傾城 は 心 ざし 人に 全盛 をお とらじと 也、 物 を もらい 

だます 事、 恐ろしき 盜 人の 志しに もお とる ベ からす、 

又 やぼなる 人 を かけ、 てれんに はづ ませて 身 をうた 


する 事せ、 すいなる 人 は 心得 たれば、 はまる 事に あら 

すと 思 へ ど、 初心 成 心に は、 身にしみて 面白く うれし 

く、 いと ふしく 思 ふ 誠に 切なる ベ し、 是を だまして 遣 

はする 事 慈悲心に あらや、 すいなる 人に 笑 かけ、 し 口 

たんかけ、 身 振 かけ、 おも はく かけ、 皆 空言 なれ ども 

誰か しんじつの まこと、 思わざる、 身 を はこぶ より 

心 をいた ましめ る は、 人 を そこな ふ 事な を甚 し、 物 日 

を 請る も、 多く は 心より うく、 外よ， 0 來る もの 入. 9 は 

少しもな し、 盜 みて あ ふ をた > ^成と 悅ぶ、 げに は揚錢 

なき 事 なれ 共、 一節 句 あてがわ るれば 必ゃ あて 違 ふ 

也、 てれんの しかけ 也と いふ 事 をし る ベ し、 地 黄 をの 

みて 間もなく、 かう 物 をく ひて 白 頭の 人と な， 9 した 

めしな きにし も あらす、 

r 百卅 一段 物に あらそわす おのれ を まげて 

人と 爭ゎ やおの れを枉 ひて 人 を そだて、 我 身 を 後に 

して 人 を 先にす るに はしかす、 好色の 遊びに も、 口舌 

を 好む 人 は 女に あやまらせん ため 也、 おのれが 通. 9 

者なる を， わす、 されば つよき 女郎に ふられて 興な 

く覺ゅ ベ き 事、 又 しられたり、 よはく か、，. ^ て 女郞を 

悅ば しめんと おも はい、 更に 遊びの 興な かるべ し、 咄 


しの は をぬ いて 我が 心 を 慰ん 事 誠に 背けり、 寐 物語 

に はた はぶる ゝも、 女郎の 心 を はか. n- 、さきく いりし 

て 通. 0 者 也と じまんす、 是又 よねの 心お く 所 也、 され 

ば はじめて 口舌よ b おこ.^ て、 大分 金つ かふ 類 ひ 多 

し、 是皆 口舌 を 好む 失 也、 人に しられん 事 を 思わい、 

金つ かふて 人よりか き 取ん と 思 ふべ し、 わけ 者と な 

らば かさ どらす、 义にけなされて い ふ^9|?-をせんとす 

べし、 nw だ、 ぬ 金 をつ かひ 家 をす つる は、 たいう はき 

なる 事 也、 

百^ 二 段 まづ しき 者 は 財 を 持て 

贫 しき 者 は 百そう を 愛し、 老 たる 者； ^女郎の 一 座 を 

樂 みとす、 おのが 分 をし つてお よばざる 時 は、 速に や 

む をす いとい ふべ し、 跡 先 しらぬ はや ぼの する 所 也、 

金な くして 苦 原へ 行 は あやま. 0 也、 まづ しくて やす 

きを 好み 川岸 へ 行ば 病 をう く、 

百 卅三段 鳥 羽の 作， り 道 は 

新吉原 は、 境 町よ. 0 ひけて 後の 名に は あらす、 むかし 

よりの 名 也、 明曆 年中に か はれり、 いにしへ は あし 生 

る 原に て 寺る、 

百 卅四段 よるのお とい は 東 御 枕 也 

吉原ま sli_ 


三 浦の 太 4K は 一 一人 秀也、 さはいへ ど 全盛なる 女郎 は、 

格子 も 二人 宪也、 大 かたは 皆秀 一 人 也、 むらさき 暫 

らく 三人 禿 也け り、 先 はなき 事 也、 金山 は 太夫 なれ ど 

も、 かぶろ 一 人 つれたる 事い かいと 人 申け り、 た いし 

新造に て 自身の 働きなら ざる ゆへ、 二人 かぶろ に は 

あらす、 

百^ 五段 高 倉 院の法 花 堂の 

京 町の 白菊と かやい ふ 女郎、 或 時 鏡に 向ひ貌 つく 

づ くと 見て、 我 顔の いとおと なしく すが. 0 たる 事 を 

餘 りに 心う く覺 て、 鏡 さ へ うとまし くひ 地し ければ、 

其 後 は 客 をせ す、 久しくな じみた る 客 一 人に あ ひて、 

終に 其方へ 行 侍-' しこ そ 難付覺 へし か、 うは 氣 なる 

女郞は 人の 上 をのみ はか.. y て、 我 身の 年の あてる を 

もしらざる 也、 我 身の すが. 0 を しらすば、 借 金濟す ^SJJi. 

成べ からす、 されば おのれ をし る を 利發成 女郎と 云 

べし、 すが るれ： H ハ しらす、 借金 ある を もしら す、 人の 

惡ロ いふ を もしら や、 新 見 世へ やられん 事 を もしら 

す、 客の よしあし を もしら す、 禿の 比 立 を もしら す、 

身のう への 悲を しらねば、 まして 客の 切る を もしら 

や、 たいし 顏は 鏡に 見 ゆ、 年 はか ぞ へて しる、 我 身の 
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率 しらぬ にあら ね ど、 おち 付の 了簡なければ、 しらぬ 

に 似た b と ぞい はまし、 形 を いろどり 美しく せよ と 

に は あらす、 たのもしき 客と m-^ わい、 なん ぞ！^ 1 を 逢 さ 

ざる、 ていしゅ 腹 立ばなん ぞ色を 止ざる、 すべて 女郎 

の はやらす してお 茶 を 引 は 恥 也、 年 明れば 自前に 成 

て 出 見 世に つとめ、 かしに 出て ぬに まじわ，.^、 年寄て 

はや.. > 手に なりて、 雪の かしら をいたい きて 色なる 

座に まじわり、 況ゃ 及ばざる 色に なづ みて、 叶わぬ 事 

をな げき、 切た る 客 を わび、. C 八に 呵ら れ、 傍輩に わ 

ら はる 人、 人の あと ふる 恥に あらす、 さもしき 心に ひ 

かれて、 自ら 身 を 恥し むる 也、 さもしき 心の 止ざる 

は、 らうすべき 大事 何 愛に 來れ. 0 と、 糙か にしら ざれ 

ば 也、 

百 卅六段 資季 大納言 入道と かや 

末廣 大臣と かや 聞へ ける 者、 揚屋に て 若 ひもの 共 を 

あつめ、 和ぬ しのと われん 程の 事、 何事 成と も 答へ 申 

さ > らん やとい はれければ、 おい ものい かい 侍らん 

と. S 'ける を、 さらば あらが いて よと いはれ て、 ばか 

ば か 敷 事は片 はし もし b 侍ら ね ば、 尋ね 申 迄 もな し、 

何とな きそいろ 事の 中、 覺束 なき 事 を こそと い 奉ら 


めと 申ければ、 何として 此 里の 淺き事 は、 何事 成と も 

明らめた らんと いはれ ければ、 揚屋 おきもの よね 達 

も、 興 ある あらが い 也、 同じく はかけ 事で あらそ はる 

ベ し、まけたらん者は尻をふ..^然る べしと 定めて、 人 

人 わらい あはれ ける に、 揚 やの 男、 おさなき よ..^ 能き 

き 習 ひ はべれ ど、 其譯 しらぬ 事 はべり、 かくれんぼう 

に まじらぬ もの は、 ちっちゃ 子 持 や かづら の 葉と 申 

事 は、 いかなる 心に か 侍らん、 承らん と 申け るに、 大 

臣 はたと つま. 0 て、 是は子 共の いふ ことなれば、 いふ 

にたら すと いはれ ける を、 もとよ， り 能事 はしり も 侍 

-す、 そいろ 事 を尋舉 らんと 定めつ と 申ければ、 大臣 ま 

けに 成て、 せひな く 尻をぞ 振れけ hv、 

百 卅七段 くす しあつ しげ 

た いこの 半 七、 揚屋 町の 茶屋に さ ぶ ら ひて 、大 ほに い 

ひける は、 今お 通り 侍る 女郎 達の 名 も 紋所 も御尋 あ 

れ かし、 一 々申 侍らで は、 ていしゅに 聞 あはせられ 侍 

れ かし、 ひと， 0 も 申 あやまり は ベ ら じと 申け る、 時し 

も かすい 坊參， り あ い て 、然 らば 某尋 侍ら ん とて、 まづ 

鼻の 高 き 女郎 は いづれ の 家に か 侍る とと ひける に、 

三 浦の 隱 居の 小 衣 こそと 申た りければ、 すいの ほど 


, 洗に； ^よれ： けり 、今 は さばか b にて 候へ、 ゆかし 所 

なしと 申されけ る に、 笑に なりて 歸 りけ り、 
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一段 花 は 盛に：； I： は隈 なき をのみ 

女郞 はとし まに、 若衆 は 兄 分な きをの みい ふ 物 か は、 

親に 向 ひて 若衆 を 乞、 云 かけて くれぬ も 哀に恨 ふか 

し、 釉 とめて 角 入た る 額の 靑き こそ 見所 多 けれ、 書ち 

らした る 反古の 內 にも、 いもが，.^ ける に 首尾 惡 しけ 

れ共、 障る 事 あ，.^ てま かしてな ど 書る は、 逢見て とい 

へる にお とれる 事 か は、 女郞 のす がり^ 衆の 元服 を 

おしむなら ひ は 去 事 なれ ど、 ことに 片く ななる 人ぞ、 

前髮 お ち釉と めに け..^  、今 は 見所な しとい ふめる、 い 

きおも 是迄 也と おも ふ 事 こそお かし けれ、 女郎の 情 

も、 茶屋に て橫 ぎら せた る をのみ いふ 物 か は、 逢で 歸 

しう さ を 思 ひ、 仇名の 立を隱 し、 閱 き： 佼を ひとり か へ 

り、 おやじが 宿に おわす を 忍ぶ こそ、 色 好と は 云 は 

め、 苦 衆の くま ひたる を 二十 五六 迄前髮 置て ながめ 

たるよ，^、 元服 近く 成て おしみた るが いと 心 ふかう、 

主 = みたる やうなる ニ才の 身、 せば 角袖 細作りの 大小 

さしこな したる は、 振袖に も 增，. ^て 又な く たのもし- 
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き 物 也、 詞 など 取 かわし、 念 者 を 力に 思 ひ 心中 立た 

る こそ、 身にしみて 心 あらん 若衆 もがな と 俄かに 戀 

しう 覺 ゆれ、 すべ て女郞 若衆 をば、 さの み 目に て 見る 

物 か は 、女郎 はすが りても 若衆 は前髮 なく 共、 捨ぬこ 

そいと たのもしう おかし けれ、 啐 なる は 偏にす ける 

樣も 見へ す、 愛する や ふ もな を ざ 也、 片田舍 の 人 こ 

そしつ こく、 兩道と もに へ す、 愛ず る隱 もな を ざ.. 

なり、 片田 きの 人 こそしつ こく もて 興 すれ、 女郎の 

ひざに ゎぢ より 取りつ き、 あから 目 もせす 守りて 酒 

のみ 附 さし をのみ、 果は 大き 成 こ ゑして 喷， うた ひ、 女 

郞の 肌へ つ めた き 手 を さし 入、 庭に は 小 問 物見せ を 

出し、 人の さげすむ を もしらざる 也 、左様の 人 女郎の 

道中 兄し さま いと 珍ら か 也き、 道中い とま 遲し、 其 程 

まち 久しき 成と て、 中の 町の 裏にて 酒の み 物 喷ひ晝 

寐 などして、 揚屋 丁に は 供の 奴 を 置 たれば、 只今お 敵 

のぉ通..^とぃふ時、各肝っぶる 、樣に^^ひ、腰の物さ 

し 違 へ て 羽織 を あたまに かぶ. 5、，^ きみおし 合つ 、、 

獨も もらさ じと 守. h> て、 やく やちょい.. C などい 

つて 通り 過 ぬれば、 錢多 顔して 歸. 0 ぬ、 只 顔 をのみ 見 

ん とする 成べ し、 碎の ゆ、 しげなる は、 茶屋の 二階へ 
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上りて いと も 見す、 しどけ なく 髮 など 打 あら ひて な 

まめかし きに、 白き 汗 拭なん ど 結びて 八文字に ふり 

出した る 道中の しこなし を、 夫か渠 かな どお も ひよ 

すれば、 牛 遣 手な どの 見 しれる あり、 おかしく もに く 

らしく もさ ま < ^に 行か ふ 客 衆 も 色 か あり、 慕る 程 

につみ かさねた る 葛籠 共の 所せ く 揚屋に 有て、 客 衆 

もい つ 方へ か 行つ らん、 程なく 稀に 成て、 禿 共の さわ 

がしき もやみ ぬれば、 見 世々々 の 御簾た、 み戶 へさ 

し 込て、 夜の けしき も 思 ひ やられて 哀也、 さん 茶 見め 

ぐる こそ、 すが、 きの 1 昔に 心う き 立 物 なれ、 格子の 前 

. を こ、 ら行 かふ 人の、 見知れる が あまた 有に て 知ぬ、 

世の 人 律義なる は 多から ぬに こそ、 買 人 皆女郞 にだ 

まされぬ ベ きに iH^ りたれば、 ほどなく どら 打べ し、 有 

德成 大臣 成と も、 末社 あまた 召 連 大様 成貌付 する を、 

ぎぅゃり手茶屋などと..^はゃして、 五町の 福の 神 さ 

まと 云 共、 おこたる 間な く此 へ かよわる、、 やがて 

金盡 ぬべ し、 江 芦の 中に 身上よ き 人の 此 里へ 求ら ざ 

る： n は 在べ からす、 一 日に 一 人の みならん や、 ル町木 

挽 町 品 川護國 寺に も ゆく 人、 かや 多 かる U は あれ ど、 

多から ぬ 日 はなし、 されば 比丘尼 夜 だかの 類 ひ 迄 隙 


なる はなし、 若き にも よらす、 つよきに も よらす、 © 

ひの 外なる は此 まど ゐ也、 今 曰迄瘡 か、 ざる は 難 有 

不思義 也、 少しも 實 有と 思 ひなん や、 駒と. 0 とい ふ 事 

を 子供の 寄 合て する に、 尻へ に取附 たる を 取れん 事、 

いづれ の 子と もしら ね ども、 追 廻し 獨を取 ぬれば 其 

外 はの がれぬ と 見れ ど、 またく 追 廻し ぬれば、 彼是 

まぬけ 行 ほどに、 いづれ もの がれざる に 似たり、 屋鋪 

衆の やしき を 出る は、 目 付の たはけ をよ くしって 歸 

る 事 を 忘れ、 首尾の よしあし を も 忘れ、 生 を そむける 

人の 浪人の 身と 成、 子 共 を あつめて 是を樂 しみと 思 

へ る は、 いと はかなし、 讓り 得し 寶を失 ひ、 好色に の 

みほこら ば、 いか 天命に 盡 ざらん や、 其 色に なづ 

め る 事、 屋敷 衆の やしき へ 歸る事 を 忘 る ゝ におな じ、 

二 段 祭 過 ぬれば 後の 葵 ふよう 成と て 

盛 過 ぬれば、 まゆお く 事 ふよ ふ 也と て、 年 ま 達 制ら せ 

られ 侍しが、 色 もな く覺 へ はべ りし を、 よき 女郞 のし 

給 ふ 事 なれば、 さるべ きに やと 思 ひし かど、 つとめの 

內眉 おとす 事、 太夫 格子 はなき 事 也、 比 過 ぬればと や 

かふし 給 ふ 程、 ふる < ^しく 見 へ 給ふぞ かし、 周 防の 

內 侍の 歌に、 
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力ぐ わ ども かひな き 物 はもろ ともに 

みすの 英 のかれ 葉な りけ 

嫁入 もい ひか はせ し 客う はの 空 なれば、 はま. 0 たる 

の 也、 年 は 何 ほど、 としはい くつな ど、 客の くせ 寐物 

語の 口 切の 也と、 大黑屋 藤 野が 手帳に 書り、 古き よ 

ねの おまい をい まだ 年ン の內の やうに 見せかけ、 遍 

ひ 禿の まいらぬ を も、 氣 立の よき 顔して つか ひける 

とも 侍れ、 床 談義に も、 床の 內 はとし まこ そした はし 

き 物、 又は 隙が ちなる 新造と かける こそ、 この もしう 

なつかしう 思 ひよ， r- たれ、 西 鶴が 遊 色の 物語に も、 傾 

國は 眉に てこ そ 顔の しほに もな り、 愛 有て 毘 ゆると 

ぞ かける、 おのれとう すかり し は、 墨 さす だに 在 を、 

名殘 なくい かで， 剡 すつ ベ き、 道中の 拾 かたびら も、 八 

月 十五：！； より 小 釉に召 か へらる、 といへば、 末 儿の釉 

は 菊の 折まで も 有べき にこ そ、 三 浦の みよし 野隱れ 

給 ひて 後、 古き たんすの 內に、 髮の爲 とてた しなみ け 

るか、 びなんせ きの 菜の 多く かれた るが はべりけ る 

を 見て、 折なら ぬ 一昔 をぞ かけつる と、 白妙の い へ る 返 

事に、 あやめ の^は 有ながら と、 もと 禿の たの もが ふ 

る 事 を 思 ひ 出しけ る、 しほら しき ぞ かし、 
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三 段 家に ありた き 木 は 松 樱松は 五葉 もよ し 

家に ありた き は、 高足う す 雲 小 紫 昔 からよ し、 道中 は 

すら hv と 巾 肉なる が 見事 也、 かせ やま は 三 浦なら で 

はなき を、 此比は 川岸に 迄 多くな り 侍る 也、 よしの は 

寬 文の 比の 太夫 也、 近き 比 は 格子の 名と な. 5 ぬ、 いと 

櫻 はの び 過より いと 古びた， 9、 出 見せに ぞ 在なん、 お 

そき 家出に てし さ ひらし、 虫が 痛て などう そらし、 

郞は しづかに うづ だかく、 色 深 も は. 9 のつ よきが 床 

の內 のめで たき も 皆お かし、 永く つとめの 女郞 は、 全 

盛の よねの 一 座に どこ やらけ しきの あしき も、 顔に 

しぼみ 附 たる ゆへ と 心う し、 しふ やか 成が 酒に 醉ゎ 

さ と 成た る は、 心よ くお かしと て、 京の 旅人 もし 

とや か 成 をなん 約束な がく 逢れ たりけ る 也、 たて 出 

しの 屋 口 北む きにい まも 門の そとに 侍る め b、 野郎 

又お かし、 女 道と はか わりて、 輪 ほうしの け は ひ、 棧 

鋪の醉 よりす ぐに 寄な ど、 左右に はない 圆 にて めで 

たき 物 也、 野郞陰 ま、 いづ れも 大き 成よ し、 ぬれ は 曾 

我 小 栗 愛子、 武道 は 志 田、 哀 なる はしん とく 隅 田 川、 

女郞 とかわり ふる 由に なき は、 纏の 間にち よと かる 

など、 夫 だけの 慰に あり、 あたまからく づ していと つ 
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たなから す、 何事 もしゃん としてよ し、 此外 名字い ひ 

かけて 名聞に く？ -、 花 も 聞 なれぬな つかし 、女郎の 名 

など 附 たる を 珍ら しく 難 有が る は、 やぼの もて 興る 

物 也、 女子の 名はなくて も 有なん、 

四 段 身 死して 殘レ财 る 事 は 

貰われて 名代と する 事 は、 晬 のせざる 所 也、 よからぬ 

新造 呼た る も心惡 し、 能 女郎 はか わ. >  にも 呼れ す、 誰 

をと あてがわれ たる、 まして 口お し、 又大 一 座の 初 

會、 の 間お かし、 我 こそ 夫 をな どい ふ 者 ども あつ 

て、 身 仕 廻に 立け る 跡に て爭 ひたる さま あし ゝ、 又 誰 

にと 志す よねの あらば、 ざしきへ 出ざる 內にぞ 極む 

ベ き、 つ ^いて あ ひぬ ベ きもの こそ あらめ、 其 外ュ何 

事 も 物 このみせ でぞ あらま ほしき、 

五段 悲田 院堯逮 上人 は - 

さ つま 外 記 太夫 は、 いにし へ は淨 雲が 弟子と かや、 淨 

瑠理の 上手 也、 故鄕 の人來 つて 物語す と 聞て、 江 II； よ 

し 原の よねこ そ、 云つ る 事 はたの まるれ、 都の よね は 

事 請の みよくて 誠な しとい ひし を、 太夫、 夫 はさ こそ 

お、 すらめ ども、 おのれ は 都に 暫くす みて 馴て見 侍 

るに、 よねの 心お とれる と は 思 ひ 侍らす、 なべて、 ひ 


和ら かに 情 ある；^ に、 女郎の いふ 程の 事せ やけく は 

りなくて、 よろ づ得 いひ はなた す、 心よ わく 事 請し 

つ、 偽り せんと は 思わね ど、 水 がらに て 和ら かなれ 

ば 、を の づ か ら實と ふらぬ 嵐-多 かるべし、 あづまの よ 

ね は 我方 なれ ど、 げに はは. り つ よく、  v;^ にして  > ひすぐ 

れ、 偏にす くよ か 成 物 なれば、 初會 はよ き 客 を も ふり 

付、 ひんな， 9 とも 氣に 入た る 客 なれば、 身 を 捨て 逢 成 

とこと わられ 侍りし こそ、 此 太夫 聲 高く 荒々 しくて、 

狂言に 上る りの 乘 ことわ.^、 いとわき まへ や もやと 

思 ひしに、 此 物語の 後 こ、 ろに く、 成て、 多 かる 中に 

芝居に て 用 ひらる、 は、 期 和らき 所あって、^ わけし 

らる 、とこ そ覺へ し、 

六 段 心なし と 見 ゆる 者 もよ き 一 言 はいふ 物 也 

心なし と 見 ゆる 者 も、 よき 一 言 は い ふ 物.^、 あるお そ 

ろしげ なる 河岸に、 局し つら ひて 住し 女の、 位の 君途 

にあ ひて、 おもわく はお わす やと しに、 いまだ 持 侍 

ら すと 答へ しかば、 さて は 物の 哀は知 b 給わ じ 、情な 

き 御 心に こそ、 い i. 恐ろし、 おもわくと 云たり しに、 

さも 在ぬ ベ き 寧 也、 道ならぬつ とめの 內、 假 にも 妻と 

い ふ 物の あれば こそ、 親里の 戀し さも 忘れ、 人の 情 を 
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さとり、 物の 哀も是 より ぞ知 ると いひし もさ る 事 也、 

たと へ 萬づ にす るすみ なる 人 成と も、 一 筋 の 心 を 無 

下に 思 ひ 幕す は ひが 寧 也、 其 人の 心に なって 思 へ ば、 

誠に 悲し からん、 主 親の 物 を 盜僞. ^て 通 ふ も 色 ゆへ 

也、 是を いまめかしく 罪せん よ.. り は、 世の中の 若き 子 

A 〈に はやく 女房 を もたせ、 寢覺 のさび しからぬ や ふ 

に はから はい、 家 も納り 子孫 も續 て、 誠にな さけし り 

とはい ふ ベ き、 

七 段 人の 終焉の 有樣 のい みじか. 9 し 事 也 

初の 床 入の 有様 かたる を 聞に、 ひたすら 閑に してい 

きも 亂れ、 地よ ねと 遠 ひ 諸 華 いんぎん 成と いは い、 心 

にく かる ベ きを、 愚なる 人 は あやしき 也、 同じ 佥出 

して 氣の 詰る 事に、 本意に も あらや、 いつ ど、 護國 寺、 

品 川が ましな らんと 覺 ゆれと いひけ る、 床入の^^^通 

り 者 も 糙に定 むべ からす、 おのれが 作 を 以てし こな 

すか、 又はな じみと いふ 物に 贈から やうち とくる iffl 

も あ， 0-、 床の 有さ ま は 人の 目 利に はよ る ベ からす、 

八 段 椅尾の 上人^ を 過 給 ひける に 

あみす き 又 兵衞、 淺 草の 観 昔 へ 詣 でけ るに、 二人 通り 

ながら、 さば ほんと 云ければ、 又兵衞 立と まりて、 あ 
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な 尊と や、 幼け な ふして 普 門 品の 唱 ふる ぞゃ、 いかな 

る 御 娘ぞ、 餘 りに 翁と く覺 ゆる はと 尋 ければ、 江 口 さ 

まの 禿 衆と 答へ けり.、 こ は 難 有 寧 かな、 齊賢 ぼさつに 

あなれ、 まさしき 佛を 物し つるかな 7wr 感淚 をの ご は 

れ ける とぞ、 

九 段 御 隨身秦 重^ 北面の 下野 入道 

御 眼 北 母 妙 開 出入の 仕 立 や 新兵 衞の 內義 は、 お 衆の 

相 有人 也、 よく/,^ つ、 しみ 給へ とい ひければ、 いと 

恥し そうにして 歸.^ しが、 程なくう せに けり、 誠に 老 

たる 人の 一 言 神の ごとしと 人 思へ. 9、 扨い か 成相ぞ 

と 人のと ひければ、 きわめ て 色 わろ く 酒す き 也、 色の 

わろ き は、 亭主の 鼻の 大きく 曲り たる を 思 ひやり 給 

へ 、酒 を すき たる 女に きらいなる はなし、 いづれ か 違 

ひ 在 まじと ぞい ひける、 

十 段 明 雲 座主 相^に 逢 給 ひて 

妙 月 比丘尼 相 人に 逢 給 ひて、 自分き らせんす じ や 在—、 

見て 給へ と 有ければ、 相 人 誠に 其す じ 有、 いかなる 事 

やらん と 問ければ、 先 御身の 器 IM 常の 人に あらや、 定 

めて いか 成お 上人 さま もや はか ゆるし 給 ふま じ、 是 

炎 ひのもと 也と 申き、 果して 深 川の 御寺と 不義して 
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捕われ 人となり、 鐽先 にか ゝり失 給 ひけ.. 9、 

十 一 段 灸治 あまた 所に なり ぬれば 

女郞 あまた 所々 にて 逢ぬ れば、 能女郞 にやく そくの 

時、 さわ b とい ふ 事 近く 人の いひ 出せる 事 也、 わけよ 

くだに してけば かま ひなき とぞ、 

士 一段 四十 以後の 人身に 灸 おくわへ て 

五十 已 後の 人、 よねの 座に て 色 とれば ほてく スし、 大 

口き かば 必 いやがる ベ し、 . 

十三 段 鹿萁を 鼻に 當て かぐべ からす 

にんにく を 喰 ふて 色の 座へ 出べ からす、 ゑなら ぬ 匂 

ひ 在て 鼻 をつ まむ とい へり、 

十四 段 能 をつ かんとす る  <； よくせ ざらん 程 は 

にならん と 思 ふ 人、 よし 原の 事し らん ほど は、 なま 

じいに 人と 了 厘せ じ、 ぉゝ かたわけ 覺へ てさし 出た 

らんこ そ 心に くから めと、 やぼの い ふ めれ ど、 斯 いふ 

人よ き 座 配し る 事な し、 いまだ 初心なる うちより、 と 

ふ， 0 者と まじりて 笑わる、 にも 恥す、 よねに 度々 な 

ぶら れ たる 人 、天性 其お し へ はな けれど、 色に なづ ま 

すう ゎ氣 をせ やして 年 をお くれば、 金つ かふ 屋形衆 

よ， 5 はつい は脬の 位に いた. o、 名 有よ ね 逢に かわゆ， 


がられて、 双な き 名 をうる 事 也、 お 江戸の 通. 5 者と 

い へ 共、 始は やぼの 聞へ も あり、 下戸の さ、 醉もぁ 

りき、 され 共 其 人よ きふ う を 見習、 金 なくなさで 放埒 

にせ ざれば、 人の そし b なく 、女郎と 一 座す る 事 生 

と替る ベ からす、 

十五 段 或 人 曰 年 五十に 成まで 

或 人の HI 、年 五十になる まで 碎に 至ら ざらん 人 は、 色 

を 止 ベ き 也、 はげあたま を 作りた るもう る さし、 老人 

の 事 をば 人 も 得 笑わす、 酒に まじわりた る も あいな 

く 見苦し、 大形 一 EC の 色 を 止て、 談義まい. 5 こそめ やす 

く あらま ほし けれ、 好色に たづ さわ. 9 て、 年の 寄た る 

を う ら むは 下： 山^の 人 也 、 ゆかしき I 學 あらば 咄 しにて 

聞 ベ し、 其 わけしりな ば覺 束なら やして ベ し 、もと 

より 望む 事な くして やまん は 第一 の 事 也、 

十六 段 西大 寺靜然 上人 腰 かい まり 眉 

廣德寺 前 の 名高 き肓 女、 其 かたちうる わしく 誠に 色 

ある 氣 色に て琴彈 きければ、 金銀 內 大臣 殿、 あな 尊し 

ことの きんの 昔 やとて、 大錢十 疋はづ みければ、 光 

次 卿是を 見て、 目 くらの 琴 ひくに て 候と 申されけ り、 

後：：： に 凝 市と いふ 座當を めして 琴彈 かせて、 此氣 
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色た J. とく 見へ 候と て、 內 大臣 殿へ 見せられけ ると 

ぞ、 

十七 段 爲兼 大納言 入道 めしとられて 

三 浦の 小 紫 請 出されて、 迎 ひの 人お ほくつ きて 曲輸 

を つれ 行ければ、 光次 卿 中の 丁に て是を 見て、 あな ゆ 

ゆし、 世に あらん 思 ひ 出かく こそ あらま ほし けれと 

ぞい はれけ る、 

十八 段 此人東 寺の 門に 雨 やどり 

此人极 律の 茶屋に 雨 やどりせられ たりけ るに、 女 共 

1^ り 居た るが、 手 も 足 も ふとく 目つ きし だるう して、 

顔に は 白粉 こと < ^敷つ けたる を 見て、 夫々 に はし 

たなき は 茶屋 者 か な、 尤 愛す るに 足れり と 思 ひて、 守 

り 居け る 程に、 やがて 興つ きて、 見に く、 いやらしく 

覺 へければ、 たい 傾國 のよ ねに はしかす と 思 ひて、 歸 

て 後、 年 比 目 かけ 者 を 望みて、 はで 成 者 をかゝ へ 置て 

たのしみと 思 ひつる は、 极津の 茶 や もの を 愛する に 

似たり wh- と、 與 なく 覺 へ ければ、 年 ごろ か 、 へ S け 

る 目 かけ 者、 皆い とま 出しけ.. >  、左 も 有ぬ ベ し， 

十九 段 世に 隨 はん 人 は 先 機嫌 を 知る ベ し 

大ほ にした がわん 太鈹持 は、 ま づき げん をし る べし、 
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つ い であしき 事 也 、女郎 も 耳に さ か い 、客 衆の 心に た 

がいて 物 もろ ふ 事なら す、 さやう の 折 ふし を 心得べ 

き 也、 但し 大屋より 斷を 請、 拆 はせん 義の おこりぬ る 

ie^ は、 きげん を はからす 席 口 あしと て 止 寧な し、 生 住 

衰滅のう つ b かわる 誠の 大事 は淺草 川の みなぎり 流 

る、！^1ごとし、た i- んょ hr- くる 人 斗. 0 を；^ 守、 しばし も 

滞り ぬればた いちに 氣の つく や ふな 惡 じゃれ を 云 は 

ざれば、 もろう 物 あてに して、 必す もらわん と 田 3 ふ 

事 は、 わう ちゃくなら すと いふべ からす、 大晦 H 迄 餅 

米の 用意な く、 まして 店賃の 心がけ 在 まじき 也、 赛く 

れし人 は 夏に な. „^、 夏 もらいし 物 はまして 秋く る、 

にも あらす、 恭 はやが て 大臣 達へ おとり を 懸て無 #w 

を 催し、 夏よ. 0 旣に盆 前 迄 は、 帷子 ゆへ 心 やすく 出 あ 

るかる、 、十 月 は 最早 冬 がれの 景氣、 二の足なる 大臣 

は、 おのが 下 やしき へ さ へ つれす、 いはん や 色ら しき 

一座へ はさた なし 也、 わる 切に てま かる、 を しらぬ 

に は あらね ど、 まかる、 をお しかけて は、 座敷の 姊ぉ 

かしく、  あいしら にな b  、さながら 歸れ がしの 座つ 

き、 KM の 廻 b 甚だ はやし、 こ 新ら しき ぢロ 言ても、 座 

中に が 笑に してす ゝ ます、 大臣 ひたと 座 を 立、 來るま 
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じき 物 をと 後悔す、 四季の 衣服な を さだまらす、 一 生 

我紋 ならぬ 紋所 を 着て、 夏 は 小袖 を も 我 宿に おかね 

ば、 盜 人の 心 遣 ひせ ざり、 人 皆み のな き 事 をし りて、 

少しの 事 然も 才覺 ならざる 宿に、 明 1= の 八 木な きも 

覺へ すして さわぎ ありく、 思 ひがけな く 物 もら ひた 

らん 時に、 店 ちん 米屋 も濟 すべし、 七草の かゆ はる 

かなれ ど、 はやせき ぞ ろの 來る事 をし る ベ し、 

二十 段 大臣の 大饗は 

大臣の 大 さわぎ は、 さん 茶 を惣仕 廻に して、 かさ 取 常 

の 事 也、 八 町 堀の 大逾殿 は、 二  丁目 中 松屋に て 惣仕廻 

し 給 ひける に、 松風 立ぬ き 也ければ、 ざしきへ 出ざる 

ま、 典な し、 他所に て 遊ばん とて 立 給 ひける、 四つ 過 

にて 見 世なければ、 江 戶町ゅ ふきや へ おわして、 井筒 

を もら ひて 遊び 給 ひける、 

廿 一段 筆 を とれば 物 か、 れ 

女郎 を 見れば 逢た くな. 9、 野郞を 見れば 心う かれ、 三 

味 糸 を とれば 桴を おも ひ、 廻る 若者 を 見れば 金 やら 

ん を 思 ふ、 心 はかなら ゃ箏に ふれて 來る、 かりにも 

ば さう のた は むれ をな すべ からす、 冬枯 にな， 9 て、 さ 

ん 茶の 見 世 を 見れば、 阿 となく  口き く 女 郞も見 ゆ、 思 


わ やして 他年の .g?: を はらしぬ る 事 も あり、 さむ 穴ェに 

今宵 見物して あるか ざら まし かば、 此女郞 にあ は ざ 

らん や、 是則淋 敷 所 のしる し 也、 こ、 ろ ！5{ に おこたら 

す 共、 迹敷 持の 見^に ありて きせる なんど 持、 か， 9 そ 

め に 遊ぶ 風情して 居た らん は、 隙なる と 見て 逄べ し、 

つとめ もとよ， 0 一 一角なら す、 外聞 を 思 ひて 身 あがり 

すれば、 內證 かなら やせつな し、 恥 也と 思 ふべ から 

す、 こ 、ろ まちな りと 云に て、 初會 をば くろむ ベ し、 

廿ニ段 の 底 をす つる 事 は 

さん 茶の 見 世く す ぼる 事 は 如何 心得た ると、 或 人の 

尋 させ 給 ひしに、 凝 油 をと ぼし 侍る ゆ へ 、くす ぼ. 0 て 

あしき 匂 ひの 候らん と 申 侍. 0 しかば、 凝汕 にて はな 

し、 魚油 也、 いわし をし ぼり てせ 《油 をと ぼしけ る ゆ へ 

とぞ 3; られ し、 

廿三段 にな ひむ すび と 云 は 

吉彌 むすびと い ふ •  、士 ロ彌と いふかぶ き 子の、 帶 にむ 

すび しょりい ふ 也、 もとた まづ さ鐯ひ 也、 吉彌 がむ す 

び 初し とい ふ は 誤. 0 也、 

廿四段 門に 額 かくる をう つと 云 は 

門の はしらに 行燈 かくる はよ からぬ に は、 自身番の 


寄 合に 止たり、 迂 々の あんど ふ は の 事 也、 みぞに た 

の 高 あんど ふ は 、今一 ーッ三 ッ も 有なん， i  、元と 名主 隱 

居 も 仰ら れき、 其 外 <:9 に 心附 たき舉 のみ 多し、 

廿 五段 花の 盛り は 冬至より 

女郞 のさ か. 9 は 十七より 十九 二十と も、 水ぁげょh^ 

七 年と もい へ ど、 二十 三 四 過れば、 すがる、 事おう た 

がわす、 

廿六段 

伏 見 町の 萬屋 にて 禿 を ころせし 遊女に、 其 夜 逢け る 

客 は 法師 也し よし、 綸 3:! を ふところに 持 居け る、 此法 

師 とら へられけ. £>、 淺づ まと ひとつに 禁獄 せられに 

け.^、 山 田 や 次 郞左衞 門 名 生せ し 時に なん 侍りけ る、 

廿七段 太 街の 太の 字 

太田屋 太の 字、 點打 うたづと いふ 事、 若き 輩 相 論の 事 

有け り、 もりとい ふ 男 はし.^ 見て 來 にけ， 5、 太 田屋の 

のうれ ん點 打た る を 書た る. i 申き、 

廿八段 世の 人 あ ひ あ ふ 時 

証 者 あつまる 時、 か. 9 そめに も 金言い ふ 事な し、 必ら 

すそら 言 有、 其 事 を 聞に 多く はよ ねの 事 也、 昔 羽 町の 

ひばん、 よし is^ の是悲 せい 咄し 多く、 誠なる 事 少な 
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し、 是を 語る 時た が ひの 心に 無益の 事 也と いふ 事 を 

しらす、 

廿九段 あづまの 人の 都の 人に まじわり 

あづまの 人 都の よねに なじみ、 つれて あづまに 下 b 

身 を 立る、 又もとの 本妻 わかれぬ る を 恨み、 喧啤 我儘 

を ふるま ふ 、有様 都の ことばと 違 ひ、 物 毎ぶ こ つなる 

も 見苦し、 

三十 段 人間の いとなみ あ へ る 業 を 見る に 

町人の 傾 國へ行 を 見る に、 よねに 能 見られん とて、 ゆ 

るし なき 紗 綾ち.. > めんの 衣服 を 着る 事、 武士に おと 

ら じと す る に 以た. CV  、其 ゆ る し を 得 や して、 みだりに 

用る亊 なかれ、 たと ひ 衣服に てかざる とも、 屋形 衆の 

しなし に はよ もう つるま じ、 夫 を 似す る 事 甚だ わろ 

し、 

丹 一段 一道に たづ さわる 人 

女 道に たづ さはる 人、 若 道の たのもしき をに くみて、 

哀 わが 道なら まし かば、 斯 よそに 見 侍らる 、物 をと 

云、 若衆 を 好事 非義成 事な ると、 偏に わろ く覺 ゆるな 

り、 しらぬ 道の うたがわしく 覺 へば、 あな 浦 山し、 な 

どか この まざりと いひて ありなん、 我す ける 事の み 


云 出て 人と 1„ ^ふ は、 あばれもの 、けんく わ を 好み、 世 

間の 者の がさつ に 物い \ ちらす 頹ひ 也、 武士と して 

は 女に ほこ らす、 言葉 のた が は ざ る を 本と す、 ト S ねに 

た わぶ るゝは 大きなる 失 也、 定れる 妻女 にても、 なが 

れを 立る 遊女 にても、 後家のう つくしき も、 女に ほれ 

ら れんと おもへ る 人 は、 たと ひ詞に 出て こそい はね 

共、 心中に そこば くの 咎 あり、 つ 、しみて 是を 忘る ベ 

し、 色に も 見 へ 人に も ゆび ざ、 れ、 災ひを もまね く は 

お  >此 女難 也、 衆 道 を 専らと する 人 は、 心 たのもしく 

武の道 を 知る ゆへ に、 禮義 常に みだらす して さらに 

女に ほこる 事な し、 

^二 段 年老た る 人 一事 勝れた る才の 在て 

年 まなる 女郞、 わけて 勝れた る 繁昌に て、 此 人の 出し 

跡に て は、 誰か かほ どなる 全卜蛀 あらんな どい わる、 

は、 とてもう きふし の 身な りせば、 つとめ も かなし か 

らじ、 さは あれ ど 夫 も 身 請す る 客 もな き は、 年ン の內 

同じ はり 合に て 過に けりと、 つたなく 見 ゆ、 今 はもな 

か ぞと思 ひて、 爲 にならぬ 客なん ど危 末にせば、 必す 

かれなん、 大形 はよ わ としたる 客 をば、 こしに つ 

けて す 3 'ろに 逢 ちらす は、 さばかり 情の あらぬ にや 


と 聞 ゆ、 おの づ から 屋形衆 はすな ほ なれば、 うちつけ 

にい ふ 人 も ありな まし、 てれんと さだかに も わき ま 

へしらぬ など、 わるじゃれ もい わざる は、 猶 誠に 客の 

至. 5 とも 覺 へぬべし、 まして 小姓 あがりの 色 殘れる 

顔に て、 あどな く 萬 もどき ぬ ベ くも あらぬ 人 を、 功の 

いかぬ よね ははき 違 ひて、 かげ 口 言き かする を、 さも 

あらす と 思 ひながら 聞 居た る、 いと やさし、 

卅三段 何事の 式と いふ 事 

わかいが きどく 能し つてと いふ 事 は、 寶 永の 始め 迄 

は 人 毎に いわ ざり ける を、 近き 頃より よし 原に て 言 

詞 也と 人の 申 侍しに、 天 和の 頃 妙 心 高 尾が、 ふかき 客 

の 何方に か來 居る を、 禿に 尋 とひし 時、 新造の 小 紫 

が、 いせや へ 御 出と 其 ま、 答 へ し を、 若 ひがき どく 能 

しって と、 ほめした めし も あり、 

卅四段 さしねる 事なくて 人の がり ゆく は 

べしての 事な くば、 人の 約束に 行 はよ からぬ 事 也、 用 

有て 行たり とも、 ちょと 逢たら ばと く歸る ベ し、 久し 

く 居た るいと 惡し、 人の やくそく なれば 事む づ かし、 

せき もいで、 腹 もた ち、 心も靜 ならす、 一 ss: の 事 さわり 

て 互 ひの 爲益 なし、 いとしつ こげに おらん も わろ し、 

In^ 徒然 草卷四  1 


>; ^の ごとくな き 摩 あらん 折 は、 中々 其よ しにて は あ 

らじ、 同じ 心に むか はい、 逢つ る 客の おろそかなら 

ん、 ふたかた を 心よ くしの がんに は 、女郎の 心づ かひ 

苦し さ 限り は あらざる べし、 人の 約束に ゆきて、 思 

ふま、 に 逢た らん は、 誰も 有た き 事 也、 ことなる わざ 

ありな ば、 客の 來ら ざらん 間に、 茶屋 怀 にての どかに 

物 IS して 歸り ぬるい とよし、 又 かぶろ なんど 附 ぬる 

に、， 歸 らんな どい と 久しければ、 文に て 又 こま < ^と 

いひお こせた るいと うれし、 

卅 五段 貝 を を ほふ 人 

性の わるき 男の、 我內 なる 女房 をば おきて、 よその 內 

にして 下女の 釉を ひき、 鼻の 下 を 永く して 目 をく ば 

る、 又 近所なる 人の 小む すめ、 かたち 見よ き は、 うば 

か、 迄 わ. ftv なくく どくと は 見へ すして、 とや かふし 

ておう よう 手に入、 磯せ 、り 斗なら す、 遊里の 色 酒に 

身 を ひたし、 端々 の 色へ も たづ さわり、 野良 を かわゆ 

がりて、 又お どり 子 を かこ ひ、 精進 H に は 比丘尼と た 

はぶれ、 宿の 夜食ぶ くす 事 は 稀 也、 女房の 心い かに ぞ 

や、 胸の 內 くら/^ とすれ ど、 さながら 走りても ゆか 

れす、 愛に 立た る こ 、ろせい もん、 必す ほぐる まの 惡 
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念、 色め 外に 見 ゆる もとむ ベ からす、 口へ 愛 元 をた  > し 

くすべし、 すぐなる 心 終に 顯る べし、 井筒の 前の 歌 

に、 沖渾 白波た つた やま、 夜 ふけて ひとり 行、 ふけて 

ひとり ゆく 道の ほど を あんじて よめり、 さきにての 

事 わざ 思 ふ 事な かれと いへ り、 身 を かためん 道 も か 

くや 侍らん、 う. をつ とめて たんのう させて、 うれし 

がらせ、 心 やすく ほし ひま、 にして、 遊びた き 物 なれ 

ども、 腎水必 や 限^ 時、 はじめて 瘦治を もとむ、 色に 

ふけりき よに しづんで 病を醫 者に めづ くる は、 恐 成 

人 也と 竹齋 がいへ る ごとし、 目の前なる 妻の 愁をゃ 

めが てんさせ て、 折々 たのしまん は其悅 久しくな か 

らん や、 伯父 B の來 りて にが/^ し/、 せいする とも、 

かくほ ぐれ か、 りたる は、 長刀 あいしら いにして 歸 

し、 直に 其 あしに てかけ 出す、 か、 る 人に は藥 もなか 

らん、 

卅六段 若き とき は 血氣內 にあ まり 

新造の 時 は、 たんき 內に あまり、 心 物が なしく、 ひが 

み 多し、 やり 手 を 師匠 さまの ように こ はがり、 身 を 姉 

女郎に 任せて、 部屋に て は 腰元の やうに つかわる、 

事、 かぶろ の 時に 替ら す、 わるさ 止す して はな 紙 を つ 


いやし、 名代の 外の 客 は、 おやお 座頭 さて はた こ 持 

也、 是 等の 人に いまだ 盛りな き 身 を 任せて、 心に 人 を 

は ぢ人を うらやみ、 好む 所 日々 に定ら す、 かぶろ の 時 

の 色 を 心に 込て おもへ ど、 なまじいに はしたなく、 か 

け あるかれ もせす、 いつまでも かく あらん かとお も 

へ ば、 身 をいた はらん 事 もな り あ ひに して、 身の 全く 

ひさし からん 事 をば 思わす、 たまさかに すがる 客に 

心 ひきて、 長き 夜 も 客の 歸る 迄い ねす してつと む、 か 

かる 客 は 二度と 見へ す、 おの づ から 汲す つる ひさく 

もなければ、 心なら すい やなる 男に も、 まことの：^ を 

一. かわす、 老 ぬる 客 はせい しんお とろ へ 、其く せ， =S や 細に 

してし だるう して 心う；、」 く 所な し、 おの づ から 比た 

ちしに 袖と むる 客なければ、 無益の 心 を/、 るし む、 果 

は姊樣 のせに にて 愁 なく、 人の 笑わん 事 思 ふうた ぐ 

.0 もなくなる めり、 わき ふさぎて は、 節句 物：！： などの 

心づ かいの 悲し さ、 又 新造の 時に， まされ. 9  、茶屋 揚屋 

にて 様つ けられいでも、 禿の 打の 心 やすき、 新造より 

まされる 也、 

一 卅七段 小 野 小町が 事き はめて さだか ならす 

一 rol 條高尾 が行衞 きわめて さだか ならす、 世 高 尾お と 


ろ へたる 樣を、 近き 頃い 香 保へ まか し 人、 あゆの い 

づる邊 にして 見たり といへ り、 全盛は鉢は大ー：，^¥ゃ 

の 小さつ まが 咄 にて 聞.，： > と 云說も あれ ど、 小さつ ま 

は延寶 のす へに 懸 川の 客と 里 を 出ぬ、 高 尾が 盛り 成 

事、 其 後の 高 尾が ことに ゃ覺 束な し、 

^八 段 小 鷹に よき 犬大 鷹に つか ひ ぬれば 

小高 は よき かぶ ろ 、長 門が つか ひ ぬれ ば、 小高 わろ く 

なるとい ふ、 つか ふ 女郞の 全盛に よる こと はり、 誠に 

然也、 禿お ふかる 中に、 客 を だまし つれ を かけ、 唄う 

た ふかぶ ろ はなし、 是小魔 斗 也、 ひとたび 里 を 出て、 

又歸. ^て 長 門が 禿と なる、 いづれ の 時 か 誠に 出 ぬら 

ん 、何事 を い ひけ る もお とな 恥し き 程 也、 さ れど おろ 

か 成 客と いふ 共、 かしこき かぶろ におと らん や、 

卅九段 世に は 心得ぬ 事の 多き 也 

世に は 心得ぬ 事 多き 也、 先 女の b ん きも、 折 ふし は 興 

にも 成なん、 男の 氣 のどく そうに にげ 廻る を、 面白く 

心得て， 0 ん きする も、 さもな くして 目の ほそき を 

て も、 何方に か 心 を 通し 給らん など、 てせ くも あり、 

め の そ ほき も 男のと がぞ かし、 新氣を つくる に隨 い、 

よろ づ にう とましく 成て、 狂人の ごとくに 成、 息才な 


る 人 も 病 者と な .0、 いは ふべき：：： にも 髮 かたち を も 

作らす、 食事 をも喷 すして、 腹立颜 成も氣 のどく、 他 

の人來 りても 女房の ごとく 也、 折 ふしの 咄し怀 

とし すれば、 何事 歟 身の を 云 八 口、 わら ひの、 じるな 

ん どと 腹 あしく 見 ゆ、 斯思 ふから 我 身 をた しなむ：^ 

もな く、 髮は おどろの ごとく 亂し、 まゆ ひたいな ど 剃 

車 もな く、 齒は 11! 茄子の 雨し おひし ごとくし らばけ 

て、 手足の 爪 は 猫の ごとく、  一  H いがみ 合、 聲の限 b 

に內 外の 者まで しか b 廻し、 下女 や はした の 老女 迄 

引出し、 しっとの みする は 目 も 當られ す、 勿論お き 

女の け は ひする も 白目が ちに 見る、 ^^ましくもぉそ 

ろしく、 心の よこしま 成 ゆ へに、 お つとの 日 待ばな し 

なんどに 行し にも、 大形 色里の 通 ひならん と、 夜 明 ま 

で 軒の 下にた いすみ、 老 ゆの 心 ざま あしく うみ 付 給 

ひつら， ん など、 て、 得なら ぬ 方まで 打 うらみ、 行 先 

行 先へ 附そ ひても ゆかれす、 歸り ぬれば まづ 小者で 

つち を とら へ 、何方 へ かゆき つらん とせめ とふて、 し 

つとの 心 深く 持て、 此の世 も 後の世 も ゑき 有べき 業 

なく、 いか いせん、 斯く うとましけ. れど、 女に は あや 

まち 多く、 S をもう しな ふ、 病 を もま ふく、 むつ 事 も 
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たのしみ 也と いへ ど、 萬の病も^:ダひも此道ょ，9こそ 

おこれ、 子供に は ゑ 子 を わする ゝ とい へ.. > 、別れ ぬれ 

ば 過に し 事 ども 思 ひ 出して なくめ る、 いか 成 智者 も 

女子に は智 をう しない、 善根 を やく 事 火の ごとく、 惡 

心 を まし、^ の 戒め を もやぶ. 0 て 地獄に おつ ベ し 、 女 

の 手よ b 物 を 取ば、 五 百 生が 間 手な き 物に 生る とこ 

そ、 佛も說 給 ふなん めれ、 斯 いましめし 女 なれ ど、 捨 

がた き は 色 也、 月 の 夜 は 諸共に e: よりな をな がめ、 初 

雪 はやく そぐ 在と て、 寒き を もい とわす 足ば やによ 

ねの 方へ はこび、 花の 盛 成に は 打 一 立て、 花よりも 猶 

愛し、 うさ を も わする ゝ也、 雨中の 淋しき に は 起 も あ 

がらす、 ひとつし とねに 打 ふし、 v^b とけた る もよ し、 

夜 はせば き 巨 M にて せ、 b 燒 などして、 喰 あ ひたる 

もい とおかし、 旅の か b 家 野 山 にても、 女子 はした し 

み 有、 芝の 上に も 打と けて、 さ 、 へ の 酒 をし ひま いら 

せ、 折 もがな i たはぶ る、 もた のし みぞ かし、 上さ ま 

方へ もの 申 度 事な らんに も、 男 は 遠々 敷、 色よ き 女 は 

よき 便. 0 ぞ かし、 斯 女に 心と けて しのび あ ひ ぬれ 共、 

ゆるさる ゝは此 みち 也、 夫ら の 引 あげたる に まど ひ、 

ね ぼれ たる 顔つきに て 物 をき あへ す、 ち ど， 0 足して 
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うろた へ 廻る も、 心の まよ ひ 也と 思 ひながら も、 又 あ 

やうし、 

四十 段 黑 は 小 松 御門 位に つかせ 給 ひて 

^戶と は、 紫の 君たい 人に おわし まし、 時、 姊 女郎の 

雛遊びに、 まさな 事せ させ 給 ひける 時の 間 也、 にくさ 

げ成 猫の よ. 9 來て、 調度 をけ がせし 程に、 手 ぼ そに て 

お ひ 給 へ ば、 錄の か た へ にげ、 り、 其 時 猫の か け 上り 

たる あと あれば、 いま も 爪 戶 とい ふと ぞ、 

四十 一 段 鎌 倉の 中 書 王に て 御 鞠 有け るに 

い ばらぎ 屋 にて、 松の 君達 まわり 花の 在し 時、 河 骨の 

しほれ ければ、 さしでた る 男の 扇の ほね を さして ま 

はせ ければ、 少しの 內 其ゎづ らいな か b けり、 下々 に 

はきて 成 事 哉， i て 人 感じ 合. 5 け， 9、 此事を 有 者 語. 9 

出たり しに、 六條の 僧の、 かう ほね は 水 を あげかぬ る 

物 なれば、 さわら 木 杉の たぐ ひこ そ、 よく 水 を あぐる 

物.^、 すぎばし はな か， 0 しかと き 一 ひし かば、 はづ いし 

が， 0 き、 いみ じと 思 ひし 扇子の ほね むげに 成し、 花 

の 手つ だ ひする 人、 さわら は 金な どた しなむ 事故 

實 也と ぞ、 

四十 二 段 或 所の さ ぶら ひど も 


尾 敷 方の 女中！^、 つれだちて 道 巾 見物し 給 ひける に、 

かぶろ 二人 つれし こそ、 みな 太夫 也と いふ を 聞て、 供 i 

がまし き 女房、 かぶろ 二人 つれてで も、 格子 もこ そ あ 

れと 忍びやかに いひたり し、 こ、 ろに くし、 其 人 ふる 

き 女郎の はてなり ける とか や、 

四十 三 段 人宋の 沙門 道 服 上人 

念佛の 沙門 道鐵 上人、 常 念佛發 起して、 土手の ほとり 

聖天 町の うちにお はしき、 かの 岸 々に 談義 を 催して、 

海 室 を 取 立て 西 住 寺と 號す、 此 ひじ.^ の 申されし は、 

吉 原の 大門 は 北む き 也と、 かの 翁が 説と てい ひ傳へ 

たれ ど、 細見の 圖 などに も 見へ や、！ 5{ に 所見な し、 か 

の 翁 はいかなる 才覺 にて か. 5. けん 覺束 なし、 上方の 

しま 原の 北む き は 塞き 事 勿論 也と 申き、 

四十 四 段 さぎち やう は 

三 浦の 几帳 は いづみ やより ぞ身 請し ける、 几帳 を 京 

町より 浅 草邊へ 出して、 かみさまに たる 也、 願 成就し 

たれば とてく わん 昔 さまの 綺^お ろしけ る 也、 

四十 五段 ふれく 小雪たん ばの 小雪と いふ 事 

たねんね やお ころくと、 御子 檨 がた をす かす も、 上 

ン つかた のうば 達の むつ 事ぞ かし、 夫 を 下つ かたに 
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て は、 ねろ く此 子よ とい ふ 也、 ねんく ぼうしゃ 小 

一 ぼうしと すかし 給へ と^ 者 申き、 むかしよ..^ もい ひ 

ける 事に や、 厩 どの 王子い とけな くまし/. \ 'し 時、 后 

達の かく 被い 仰け ると て、 太子 傅 記に も H 儿 へ たり、 

四十 六 段 四條大納言隆親卿^-らさけとぃふ物 

を 

揚尾町 いせや 惣三 郞、 初ての 客 衆へ IL5 がつ を を 11 物 

に 出しければ、 かく あ 5 ^き 物まい る やう あらしと 

人の 申け る を 開て、 夏 かつ ほと. S. 化  1 まいらぬ ^s- にて 

あらんに こそ あれ、 娃の龌 引何條 まいらぬ 事 あらん 

かわと 申け り、 

四十 七 段 人つ く 牛 は 角 をき り 

物 もらいたがる 野郞 をば、 欲の ふか きとい ひ、 ひたと 

無心い ふ 女郎 をば、 熊手 性 也と 名 をつ けて しるしと 

す、 それ を しらせす して、 やぼ を はまらせ ぬる は つれ 

の咎 也、 つかみ づ らの はりた る 牛 をば、 養 ひか ふ ベ か 

らす、 是皆 とが 有す ひの いましめ 也、 

四十 八 段 相 摸 守 時 賴の母 は 松下禪 尼と ぞ 申け 

る 

山 口の 太夫 初 菊の 姊は、 しら 糸と ぞ申 ける、 初ぎ く を 
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はじめて 新造に 出されけ る 時、 尾 張屋に ふかき 客 あ 

b て 、初 菊 を つれてけ るに 、酒宴 こと 興じ て、 秀白 い と 

が 上着に きけ る小釉 のつ まへ 酒 こぼしけ る、 白糸 秀 

をし かり もせす、 其 小釉其 ま、 ぬぎけ るが、 おはる に 

やらん けしきに て 呼け る を、 太鼓の 與左衞 門 さ、 や 

きて、 何某 其 儘よ ふして まいらす ベ し、 さやう の 事に 

心得た る 者の 候と 申ければ、 其 人よ も 元の やうに な 

し 侍ら じ、 おはる に とらす ベ きと 答 へ ければ、 與左衞 

門 又 さ、 やきて、 餘， 5 大氣 にこ そお わし ませ、 少 斗の 

しみ 物 あらん は、 夜る 召た る もよ く院と 重て 申 けれ 

ば、 わし もさの みう わき 也、 女郞は 人中に てし まつら 

しき 事お 見せす、 さもしき 心 もたぬ や ふに と、 若女郞 

に 見なら はせ て、 心 づけん 爲 也と 申されけ る、 いと や 

さし かりけ り、 色 をかざる つとめい やしから ぬ を 本 

とす、 繁昌 也し もこと わり、 全盛の 心 かなへ- 5、 すへ 

ながく さかんに 太夫 つとむる 程の 人 を、 新造に もた 

れ ける、 誠によ の つねの 遊女に は あら ざり ける とぞ、 

四十 九 城陸奧守泰^^はさぅなき竭乘也けり 

世 之 助椀久 は、 そうな き 好色の 人 也け り 、めかけ を か 

かゆる に、 物言つ か へす くわの なき 女 を昆て は、 是は 
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助べ い 也と 歸 しけ， 9、 又 額の 色靑 くして よはくと 

したる 女 を 見て、 是は白 血 か 長 血 あるべし とて か、 

へ ざり けり、 道 を しら ざらん 人、 かばか..=^ぉそれな 

んゃ、 

五十 段 吉 田と 申 馬 乘の申 侍し は 

ゆうせんと 5- 法師の 申 はべりし は、 道中の 出 女 こわ 

き 物な り、 かなら す やま ひ 有と 知る ベ し、 かう ベ き 女 

をば まづ よく 見て、 髮の 毛う すき か あ つ きか をし る 

べし、 次に 目の いろ わるき か、 顔に 吹出物 や あると 見 

て、 心に か 、る 事 あらば 其 女 をよ ぶ ベ から や、 此 用心 

を わすれざる を 第一と するな り、 これ 秘藏の 事な り 

と 申き、 
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五十一 段 萬の 道の 人た とひ 不堪な りと いへ 共、 

よろ づの 道の 者、 たと ひ 茶屋 女 也と い ふ；^ r 性と くて 

れんの 女に なじむ 時 は、 かなら すつ かい 過る 事甚 し、 

た ゆみな く かけこまる、 に、 心附 なく 人よ，.^ 自. 5 に 

廻る と 計 思 ふゆへ とく 打 也、 遊女の みに 限らす 野良 

也と も、 おふかた の 振 まひ 立 居に も氣 をつ けたし な 

める は 德の本 也、 たが ひに 心 易く つくろい も なきや 

うなる は 失の もと 也、 

五十二 段 或 者 子 を 法師に なして 

或 者 子 を 唄うた ひに なして、 世 わたるた づきに もせ 

よと いひければ、 おしへの ま、 に 作右衞 門が 弟子と 

成、 うたうた ひに ならん 爲に、 先兵 法 をなら ひけ.. =>、 

供 あまた つれぬ 身 は、 下谷番 町の すへ にて、 狼藉 もの 

酒 ゑ ひに 逢た らんに せびら かされん、 ^はしる も ひ 

，フ しと 思 ひける、 次に くが ひする 身の、 座敷に て 茶な 

ど 出る 時、 吞ゃ うしらぬ も 人々 の ふつい かに 思 ふべ 

しとて、 茶の湯 をなら いけり、 ゆるし 印 可 も 取た し、 


立 花 かざりて 迄 もい よくよ/、 したく 覺 へて、 たし 

なみけ る ほどに、 うたなら ふべき^ なくて 年よ. 0 に 

けり、此男のみにぁらゃ、女郞のぅへ に此^！！-ぁ^'、  ^ 

きうち はいか ほどば さらに 身 を 持ても、 色と いふ 物 

にて 大臣 大名 どもした ひ戀し がられ、 仳を のどかに 

思 ひ、 萬 年 も 若い もの、 や ふに 心得て 打 過ぬ 、次第に 

おとろ へ 、終に は 八 九 n: の 溢. あゆの や ふに、 かさく 

と 成て 手足 も靑 すじ ふとく 肉脫 して、 鏡に 向へば 我 

身ながら ぞっとして、 むっとす る 顔 は、 丸寐 にした や 

うにし b だらけに、 目 は 落く ぼみ 昔贷は ふ へ 、名 > 

は 出られす、 見 世に U を くらす、 後に は 遣 手の ぬ り 下 

地と はなり ぬ、 身 を も だ へ 悔れ ども、 取 か へさる、 よ 

は ひならねば、 衣紋 坂 を 下る 大 八の ごとくに おとろ 

へ、 おわ..^ 贿と はな，^ ぬ、 永く つとめの 間に、 むねと 

思 ふ 客 あまたの うちに、 色お 捨て いづれ か實 うわき 

をよ く 思 ひくら ベ て、 一 時 もはやく 身 を 片付 iSf を 第 

一 とすべ き 也、 たと へ ば 俳諧す る 人、 一 句 もい たづら 

にせす、 人よ. 0 先に 仕舞 丸 をす て、 長 をと 句つ くる 

が 如し、 又三點 よ.. > 十點 物を収 はやす し、 十 點をこ へ 

て 十一 點 につく は 難し、 ー點 也と もま さらん とこ そ 
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一一， 


あんじつく ベ き 也、 やひ 句せ ん事を おた と覺 へて、 此 

趣 M あの 句作に なづ み、 か れも 得す 是をも 定めす、 其 

內に 人に とられて 句 はおくる、 也、 京 丁の 女郎 や 

ての 方へ 用 在て、 旣に ゆきつきた. 5 とも、 西が しの あ 

たりに てき げんの あしき 客 を 見附ば、 門より 取て か 

へし、 其 客 を とらへ、 晝夜を 逢て 機嫌 を 直し、 末々 深 

くして 逢 ベ き 也、 みち 中に て歸 高に 云 出ん もはづ か 

しければ、 朝の 歸を 大門に て とら へんな ど、 思 ふゆ 

へ に、 夜の 内に か へり ぬれば 死る 迄の 損、 是を 恐る ベ 

しとせ り、 あわん と 思 ふ 客なら ば 、小袖 羽 折の 破る 、 

を もい とふ ベ から ャ、 人の つもり もはづ ベ からす、 人 

の あまた 在け る 中に て、 土 佐 流の 三味 糸に かし はい 

でと 云 手 あり、 庄右衞 門 こそった へて しりつる とい 

ひければ、 此 道の すきなる 男 其 座に 在け るが 聞て、 雨 

の ふ. 0 ける に、 合羽から かさや 有、 货 給へ、 かの 手 を 

習 ひに 庄右衞 門 方へ まからん とい ひける を、 餘 りに 

物 さわがし、 雨 やみて： そと 人の いひければ、 無 下の 

^を 仰ら る、 物 哉、 人の 命 は 雨の 晴間を も 待 物 か は、 

我 も 死 庄右衞 s: もうせな ば、 ；！ isn しんやと てかけ だし 

け， 、行つ ゝ習ひ 侍に ける とこ そ 申った へたる こそ、 


ゆ、 しくき どくに 覺 ゆれ、 死て 又 夾.. はてぬ める 身 か 

と、 多 門もう た ひし 也、 此か しはいで いぶかしく 思 

ひける やうに、 一 大事 困 緣をぞ 思 ふ ベ かりけ る、 

五十 三 段 歸婦は 其 事 をな さんと 思へ ど 

今：：： ばか，^ は 酒 を飮ぬ やうに なさん と 思へば、 見捨 

かたき ロ說 をと b 持、 せびな き 大酒に のみ _C_J! し、 心 待 

の 人 はさ わ b 在て、 いやなる 人は來 たり、 賴 たる 紋日 

は斷、 差 合 在方よ..^ は約柬 しげく、 きげん あしかる ベ 

き 人 はさわなくて、 少しの 事を氣 にかけ て 切る の歸 

るのと わめく、  H 々に 過ハ れ さま、 兼て 思 ひつる に は 似 

す、 一年の 內も かくの ごとし、 よその 女郎 衆 も又然 

也、 新造の 時より 兼て いひ かわした る 事 も、 たが ひゆ 

く かと 思 ふに、 おの づ からた がわす して つれ 行人 も 

あれば、 いよ/、 物 は 定めが たし、 不定と 心得ぬ るの 

みまこと たが わす、  . 

五十 四 段 妻と いふ 物 こそお の 子の 持 まじき 物 

なれ 

IS?57 良と いふ 物 こそな しとて 逢 まじき 物 なれ、 いづれ 

紫ぼう しの ひたい 附、 大 ふり 釉の氣 色なん どこ そ 心 

にく けれ、 誰が しが 身 請して 所帶 するな ど、 又 手懸物 


を かこ ひて 相 住な ど 聞 つれば、 無下に こ 、ろお と. 0 

せらる  > 'わざな.^、 としおき， お 良 は 色に まよ ひて、 も 

し はわ， 9 なき わけに て隱 居たら めど、 お 衆 心 も 手前 

かせぎの 心の ほど おしはかられて、 增し年 ふけた る 

野良な らば、 ふり 釉着 て 茶屋なん どよ b 歸り 女房 を 

守.^ 居た らん は、 さばか. り に - J そと 覺 へぬ ベ し、 まし 

て 家の 內 しまつ させん 爲に むかへ たらん は、 なを は 

づか しからん、 拆ふ "袖の 盛な くな， 0 て 後、 他者 方に 

成て ま、^ 役な ど を つとむる、 むかしの 物い ひのこ 

りたる ^,:^ーぁ さ まし、 いかなる うつ くしき 子せ 〈な， 0 と 

も、 なじみ かさ 成て ひそり の t 円き あと 見ん に は、 いと 

心つ きな く 見に て かりなん、 女 狂 ひすと も女郞 など 

は ひた 物 こそな からん、 -.^ 々かよ ひ あわん は、 年月 經 

て も 人 も ゆるさ いらめ、 あからさまに とま. hvns つい 

けな ど せん は、 判 形の 時 はくろむ とも、 內證 し. 0 たる 

人 はう とみぬ べし、 

五十 五段 夜に 入て 物の はへ なしと いふ 人口 を 

し 

夜見世の 景氣 こそ 賑 はしく 面白に、 鳥の 寐に行 比す 

たく 歸る人 は、 六つ 切の 門 を 恐れて 也、 の 遊び 酒 
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ごとの しむ も、 夜の みぞめ でた けれ、 晝は物 ごと はげ 

はげしう、 中の 町 過 るに も 編 笠き やして は、 ばつと し 

たる 姿に ぞ 在なん、〕 おは 少し ふるめ なる 羽 折、 じみ 物 

したる 小釉 にても いとよし、 見 世の 氣色は あんどう 

の ほかげ にても、 よき は 能 もの、 いひた る聲 は、 くら 

やみ にても 知た る は 心に くし、 大 一 座な ど はた い 夜 

そ 一 きわし <^ /J/^" しき、 さして やくそく： て もな き 

に、 夜う ち 更て來 る 人の、 きょげ ならぬ〕 伎 着の 內に客 

の歸 たる 待 居た るいと にくし、 ひ 合た ると ぢひ實 に 

て 逢 人 は、 時 を も わかぬ 物 なれ ど、 ことに；；^ こそうち 

とけぬべき、 晝は 道中 見 侍らん こそ 折 ふし は 面白 か 

らん、 茶 星な どへ 出る 人 も 遣 はれな くひき つくろ は 

まほし き、 よき 女郞 のて うちん とぼさせて 茶屋に い 

て、 新造 も 夜食の 膳と る 、程に、 身 仕 廻に すべ りてい 

づ る ぞいと しけれ、 

五十六 段 祌佛 にも 人の まふで ぬ = 

さん 茶に も、 客の 大勢 ある 日、 夜 はく ひ 物よ し、 

五十 七 段 くらき 人の ひと を はか.. M し 

位な き 女の 奥 さまと な b て、 歷々 なる 物の 顔 せん は 

さらにう つる ベ からす、 百姓の 娘 御前 さまと なりて、 
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靑草を 見て 何とい ふ草ぞ と、 つき 〈、の 女中に たづ 

ねければ、 茶せん 草と 答 へ し を、 よき 靑 ざし 比と 申せ 

し 事、 ためしな きに あらや、 文字 も覺へ ざれ ども、 文 

など 収 ちらし、 輕元 などに よませ、 やう いろは も 

見へ わかたぬ さまに て、 そこ-/.^ の よみくせに ひな 

んを 打、 おのれが 境界に あらざる 物 を 本妻に なすべ 

からす、 家納 るべ からす、 

五十八 段 達人の 人 を 見る 眼 は 

とう h- 者の やぼ を 見る 服 は、 少しも あやまる 所在べ 

からす、 たと へば 能 女郎の てれん かけ 口 を 言て、 客 を 

はかる 事 あらん、 初心 ゆへ 誠と 思 ひて、 いふ ま、 にか 

けこまる 、人 あり、 餘 りに 色 深 く  ，（ -て 世に 有が たく、 

てれん をく う 人 あり、 又 何とも おもわで 心 をつ けぬ 

人ぁb、又少しかしこ立して、誠にゃぁらんぅ^5;>にゃ 

あらんと、 案じ 居た る 人 あり、 又 誠に は あらね ど、 よ 

ねの いふ 事 なれば うれしと 思 ふ 人 も あり、 又 さま 

ざまに さきく いりして すいなる 顔つき すれ ど、 つや 

つや しらぬ 人 あり、 又 少しし りた 顔に、 さに は あらぬ 

など 爭ふ人 も あり、 又よ ねの いふ ほどの 事，' 打 込て 

あざけ h- 笑 ふ 人 あ b  、又よ くしり けれど、 しらぬ 顔 は 
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やぼなる 風情に て、 よねに うれしがらせん とする 人 

あり、 又此 かけ 口の 本意 を、 はじめより がてんして， 

少しも あざむかす、 いつわり を も 誠にし なす 人 有、 好 

色の 中の たは ぶれ だに しりた る 人の 前にて、 此 さま 

ざまの 得た る 所、 詞 にても しなし にても、 かくれな く 

しられぬ ベ し、 ましてす いなら ざらん 人の、 まど へ る 

やぼ を 見ん 事、 虫 目が ねに ての みの ひげ を 見る がご 

とし、 但ケ樣 のおし はかりに て、 iii 資 のみち をお し は 

りい ふべ きに は あらす、 

五十 九 段 或 人 久我繩 手 を 通りけ るに - 

或 人 本 丁 河岸 を、 通りけ るに、 小袖より 髮か たちまで 

いみ じき 女郞、 梯 のう れんの 內へ ぞ入 ける、 心得が た 

く 見る ほどに、 鐽 手と 男 二三 人出き て、 愛に おわし ま 

しけりと てぐ していに けり、 三 浦の ー咼尾 どのに てぞ 

おわし ける、 よの 常にお わし ましけ る 時 は、 全盛に や 

ん 事な き女郞 にて、 二 代 目に もお とらぬ はんせう 也 

ける 由、 戀と いふ 物に は 人目 もお もわぬ 物に や、 

六十 段 東大寺の 神輿 東  - 

新 町の 九 郞助稻 荷 初 午の 神事と て、 三 浦の 女 郞達參 

られ ける に、 此君 新造の 時に て 先にた ゝれ ける が、 髮 


をと しま 衆の やうに つくろい、 け もな くかい 結びて 

出 給 ひければ、 隱 居の 律 川、 新造の 髮 ぶりに はいか V 

侍る ベから すと. S. ければ、 太夫の 振 廻 は 其 女郎の 知 

る ことに 候と 計 答へ 給 ひけ. 9、 さて 後に 仰ら れ ける 

は 、此津 川 古風の 情を覺 へ て 、當 世の 說を ， J そしら ざ 

..^けれ、ぉぃなbさまへ の恐れぁるゅへ に、 髮を洗 ひ 

ける が ひざ しま、、 つい むすびて ぞ出 ける、 物 は 其 

おのが なりなる こそつ くろ はで 能と ぞ 仰ら れ ける、 

六十 一段 諸 寺の 僧の みに も あらす 

千壽品 川の 出 女の みに も あらす、 八まん の 茶屋の よ 

ね 衆と いふ 事、 古き 小歌に 聞え けり、 洲 崎の 茶 尾に あ 

るよ し、 す ベ て 一 軒に 食 も b と名づ けて、 ふたり づ ゝ 

數 さだまりての お きて にこ そ、 

六十 二 段 揚名 助に 限らす 

傾城 茶屋 者に 限らす、 く ふ ものと いふ 勸女 あり、 西 鶴 

が 一 代 女に かけり、 

六十 三 段 橫 川の 行宣 法師が 申 侍りし は 

ふとの 吉左 法師が， 2. 侍. 0 し は 、野郎 は片歡 也、 悅の i 

味なし、 女郞は 和合の 道理に て 愁の氣 味なし、 

六十 四 段 吳竹は 葉 細く 河 竹 は 葉 ひろし 
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勘 三郞は 間口 挾く、 竹 之 丞は廣 し、 大 芝居と 云 は 竹 之 

丞 、上覧に 入た る は 勘 三郞也 .、 

六十 五段 返 凡 下葉の そとば は 

三 破 品の 古都 婆、 さば は 名代、 品 は その 品な，. y、 

六十 六 段 十 B を祌 無：：：： とい ひて 

十 月 を祌無 月 とい ひて、 萬 事に いめ ども、 物 日よ の 月 

に 違 ひなし、 た いし 夷 講は當 月 をお もとす る 也、 此：： ：： 

の 上の いのこよ. 5、 正 月事の 初 也と いふ 說 あれ ども、 

此頃 はお さめの 時分 迄、 正月の きわまらぬ も 在よ し 

なれば、 其 格 もな し、 十 R: いのこ ゑび すこう、 ベち 

ベち の 客に 逢け る 人 其 例 多し、 但 多く はふ はんせう 

の 人 也、 

六十 七 段 勅勘の 所に 紐 かくる 作法 

ほれた る 女の 家に 錦 木た つる 事、 今は絕 てす る 人な 

し、 いにしへ 陸 奥 歸婦の 里に て、 女に ほれた る 時 は 其 

家の そとに 錦 木 をた つる、 け ふの 細 布と いふ も戀に 

添た る 寧 也、 あ ふべ きおつ との 立た る 木 はとり いれ、 

あ ふま じき をば 取 いれす、 此事絕 て 後、 今 は 金銀に て 

はやく 心なび くと い へ り、 

六十 八 段 狂人 をし もとにて うつ 時 は 
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すいな 女郎 を 手に入ん とする 時 は、 手く だに かけて 

逢 かくる 也、 手く だのし なし も 逢 方の ふ. 5 も、 いま は 

がてんして、 あ ふかた の わけに て はは まるよ ねなし 

とぞ、 

六十 九 段 比 敷 山に 大師 勸 請の 

色 ざと に女郞 偽の 起請と いふ 事、 つとめ 計の 客に む 

かし 上 林の 葛 城 書 はじめけ る、 女郎の 起請文に まじ 

ない あり、 むかし はよ ほどが てんした る 客 も、 起請 ほ 

しがる よし、 近代 はさ もな し、 又 心中に 髮 をき ，9 ゆび 

をき. 0 て、 錫の 香箱に 入て 送る、 世ヌ ぅ人穢 をた てす、 

入物に はけ がれ あらす、 

七十 段 德大寺 右大臣 殿檢 非違 使 當の時 

八丁 堀 大臣 殿、 回向 院 にて 開帳の 時、 手代 共 出して 靈 

齊の 世話 やき をせ させけ るに、 何某の 女 狂ひ來 りて、 

小屋の 內へ 入て 靈費の □ したる 棚の 上に のぼりて、 

髮打 さばきて ふした. 9 けり、 おそろしき 事 也と て、 女 

を とら へ 齊く 休み所 へ 入て おくべ きょし 谷 申け る、 

父禪門 聞て、 氣述に 分別な し、 足 あれば 何 國へか 上ら 

ざらん、 女物 狂 ひ を しばらくの 內も、 お 寺のう ちに 51^ 

る ベ き やうな しとて、 女 をばぬ しに か へして、 臥た. 5 
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ける 棚 をば なをされ けり、 あへ て そんじた る 所な か 

け ると なん、 おっとに はなれて あまりな げきつ よ 

く、 心 亂れた ると い へ り、 

七十 一 段 龜山殿 雄ら れんと て 

屋敷が たの 女中 密通の 事 ありけ るに、 つ ひ はらみた 

りけ. 5、 三 e: 四月 は釉 にて かくし たれ ども、 はや 七： =: 

顯れ になれば、 女心う く覺へ て、 男に かくと つげけ 

るに、 おろし 藥 なんど 用 ひけれ 共、 つ ひに おり や、 尤 

いのこつ ちゃうの 療治 も あれ ど、 人 鉢 を やぶりた る 

つみの 程 もお そろし きと 申に、 中條 流の 醫師申 は、 小 

の 虫を殺し 大の虫 助る に、 なにのと が、 あるべし と 

中ければ、 たのみて さ ふなく おろして けり、 更に 主人 

へ はしれ ざ. 9 けり、 

七十 二 段 經文 などの 紐 を ゆ ふに 

新造な どの 髮をゅ ふに、 下より 上へ 在； 中とう の や ふ 

に まげて、 かう がい を橫 さまに さし 出す 事 は 《めの 事 

也、 さやう にした る をば、 三 浦 太夫 小 紫ぬ しの 新造 を 

ば、 ときて なを させけ. 9、 是は いにしへ の 勝. E とい ふ 

女郎 ゆ ひ はじめけ ると 也、 今 はいと 見に く？ -、 うる わ 

しく はた-^ くる. /(-. 'と 結 ひて、 うへ よ". ちょと かう 


がいさし たる ぞ よからん と 申されけ. o、 全盛の 女郞 

にて かやう の^い ひける 人に なん 侍け る、 

七十 三 段 人の 田 を 論 やる もの 

人の 客 を 論す るよ ね、 なじみ へ かへ られ てね たさに、 

其 客 をつ け とらへ てこよ とて、 禿 新造 まじ.^ 大門へ 

遣わしけ るに、 よ ひた ふれて たは ひもな く、 ぶら <^ 

歸る客 を ひきす り.^ る、 是 はっけ さする 客に は あら 

す、 いかに かくはと 云ければ、 つける 子供 其つ ける 客 

とても、 とく ゆく ベ き 事なら ねば、 ひが 事 せんとて ま 

かる もの なれば、 いづく の 客 を かとら へ ざらん とい 

ひける、 ことわり いとお かし か. 5 け b、 

七十 四 段 呼子 鳥 は 赛の物 也とば か いひて 

かんこ 鳥 はさび しき 物 也と 計い ひて、 いか 成鳥と も 

さだかに しるせる 物な し、 或說 に、 おさな 子の 小釉を 

外面に おかす ふ、 夜 あやしき 鳥の 來て、 おのが 血 を 付 

ける となん、 是は 鶴な らん か、 俗に 云け る 夜鳥と かな 

らん 、色女：！ i の 巾の 歌に、 宵々 に 川原の はしに たち 君 

の 五條 あた..^ の cr: ひと..^ 見るな ど 書り、 かの 夜鷹 鳥 

の 名 はきけ、 たち 君の 名に うばわれ しと 聞 ゆ、 

七十 五段 萬 事は賴 むべ からす 

  ,  
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一 萬の 事た のむ ベから す、 女子 はこと におろ かなれば、 

ふかく 物 をた のむ ゆへ に 恨みい かる 事 あり、 勢 ひ 有 

とてた のむ ベから す、 ふけん 問： lig とてた のむ ベから 

す、 德政 さかりに 合て たおれ 安し、 景色 者と て 頼べ か 

らゃ、 朝 湖 も 時に 合す、 いた. 9 者と て賴 ベから す、 椀 

久も 不幸 也 き 、 御前 奥様に なる も たのもしから す、 氣 

がつ まりて つ ひ 死 やすし、 かぶろ よ. 0 仕 立た ると て 

賴む ベから す、 繁昌に つれて ぞん きいぶ b 成箏 あり、 

人 の 志 を も賴 ベから や、 かけち らして ついと びた が 

る 身 をもス をも賴 まざれば、 せいゆ ふても か、 ら 

す、 貧なる はけく かわゆし、 右手 もめで もう その かた 

まり、 國が 遠ければ しんだ もい きた も 知れす、 近 けれ 

ばちよ ろ/^ と 無心 をい ひたがる、 せめてね いりた 

るう ち、 昔 を 忘る 、事 少しき にして、 氣が みじか けれ 

ば 諸事け ちらしく 客 を 追 だし、 ゆるく すれば 內甲を 

見て 一時 も寐 せす、 つとめ は 旦那への 禮也、 親方の 欲 

限る 所な し 、女郎の 姓なん ぞ鐵石 にても なし、 くわん 

たい 慮外 を すれば きげん あしく、 是に さはら すして 

どこも かも ゑ いやう にどうな る 物 じ や、 

七十 六 段 秋の 月 は 限りなく めでたき もの 也 

g._ara 十 一 
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見 ほど 限，^ なく めでたき 物 はなし、 いつの 紋日よ 

り 女郎の かたに いか ふ 心 付の 在舉 也、 夫 をう かく 

と 忍 ひわ かざらん は、 心う つける 事 也、 

七十 七 段 御前の 火 爐に火 を 置 時 は 

婚禮の 規！< にの しめ 著る 時 は、 腰 かわ，^ を 用 ゆる 事 

なし 、かちん か 花色の 無地なる べし、 きれば かわる か 

へ ると いふ 事 をき らいて 言 紫 を もい む 也、 地下の 婚 

—- ： と. 持 人、 子 持す ぢの 上下に て罷 出られければ、 

ある 有職の 人、 地下の 人 は 小紋の 上下 にても くるし 

から やと 申されけ， o、 

七十 八 段 想夫戀 とい ふ樂は 

さば ほんと い ふ ことば は、 餞別の 詞に 非す、 相 破 品 文 

字の かよ へ る 也、 相違 ひに 色に なづ みて、 身 を も 家 を 

もうしな ふ義 也、 是 よりして 相 破 品と いふ、 てれん も 

天 連 也、 ばてれん 宗 とて ゑび すのこ わき 宗旨 あり、 其 

こわき 宗旨に 引い れんと する がごと く、 だます 事 を 

てれんと いふ 也、 

七十 九 段 平の 信 時 朝臣 

佛師の ほ 部 わる 口に 語りし、 ^^草院ぁんらく或宵の 

問よ ばる 事 有しに、 やがてと 申ながら、 袴の なくて と 
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かくせし ほどに、 又 使來て はかまな どの さ ふら はぬ 

にや、 夜 なれば こと やうな りと も疾と 在し かば、 やぶ 

れたる 紙子 はおりに、 寐 まきの ま、 にて まか たり 

しに、 かんなべ にわかし ざまし の 尾 もて 出て、 此酒を 

獨 りたべ ん がさう < ^しければ 申つ る 也、 肴 こそな 

け れ、 人は靜 まりぬ らん、 あまりぬ ベ き 物 や あ ると、 

いづく 迄も尋 給へ と 在し かば、 しそく さしてく ま 

ぐ ま を もとめし ほどに、 臺 所の 隅に 蛇の 足 一 本 あ-り 

ける を 見出て、 是ぞ 求へ て さ ふら ふと 申し かば、 事た 

なんとて、 數獻に 及て 興に いられ 侍りき、 出家に も 

かくの ごとく 成 もの 侍りし と 中 されき、 

八十 段 最明寺 入道 

淺草院 あん 樂、 八幡し やさんの ついでに 鹿の 武左衞 

門が もとへ 先 使 を 遣わして 立 入られた. > け るに、 一 

獻 にどせ うの 吸物、 二 こんに うなぎの かば 燒、 三獻 

にかす てらに て 止ぬ、 其 座に は 亭主 夫婦 多 賀長潮 あ 

る じ 方の 人に て 座せられ け. o、 拆 おとしの よき 珍 敷 

はなし 聞た きと 申されければ、 おかしき 咄し 色々 か 

たりて 笑わせければ、 女房 子 共 迄 紙ば なにて 請 させ、 

後に 遣 はされ けり、 其 時 見た る 人の、 ちかく 迄 侍りし 


が 語 b 侍りし^、  . 

八十 一 段 或 人 大福 長者の いはく 

或 大ぢん ば，.^ のい わく、 人 はよ ろづを さしおきて、 ひ 

たぶ るに ぢん藥 をた くわへ べき 也.' きょ 性に して は 

いける 甲斐な し、 つよき をのみ 樂 しみと す、 達者なら 

んと 思す、 すべ からく 先 其 心 持 を ベ し、 其 心と い 

ふ は 他の 事に 非 や、 人間 常住の しゃう 山 ほどの 事 あ 

りと も、 か， 0 にも 氣 をうつ^ なかれ、 是 第一 の 心がけ 

とすべし、 はあくと 思 ふたび におん のへる 事 速 か 

也、 次に いせい 見ざる やうに 心づか ひす ベ し、 人の 夜 

いぬる.、 自他に つけて 所願お こる と 也、 くよ /\ と 思 

ひて 心 をいた め、 つや/^ とねい りたらん は、 心つ か 

れ氣 おとろ ふゆへ に、 いせ い 見るな り、 ぢん水 はっく 

る 期 有、 限り あるらん 水 を 持て、 限. 9 なきた のしみ に 

む ざと 臂水を 失 ふ 事な げかし、、 ひよ と 心に きざす 

事 あらば、 我 を ほろぼすべき 惡念 きたれ. 0 と、 齒 をく 

ひしば りて かたくつ \ しみお それて、 つまみ 喰な ど 

なすべ からす、 次に 腎水を 手 洗 水な どの ごとく 覺へ 

て、 つか ぃ捨る 物と しらば、 わかく 共 ぢん居 をまぬ か 

るべ からす、 臍く り 金の ごとぐ、 人 參のゃ ふに 大切に 


たうと みて、 む ざと つか ひすつ る 事な かれ、 次に すき 

成 女の 耻 しむる とも、 其 言葉に の. 9 いか. 0 てつ J5- け 

などす る 事な かれ、 次に 息才 なる をた のみに して、 立 

合 事 堅く すべから や、 此義を まもりて ぢん擬 を もと 

めん 人 は、 せいつ よからん 事、 大錢 二百 文 を も 持 あ 

げ、 張た て の^子 を も 突破る ベ し、 腎水 つも， りて かさ 

なる 時 は 、大酒 ぼう 食 を 事と もせす 、女房 に 限らす 男 

色ケ」 もす て ざれ ども、  > ひとこし なへ にして やすくた 

のしと 申き、 抑 人は此 たのしみ をな さん 爲に、 寳をも 

願 ふ は、 身の まったく 堅固に してた のしまん が爲. 也、 

财資 有て 何 不足 成 事な し 共、 此ー つのた のしみ かけ 

たらん は、 まったく 贫 者の 腎 張よ. 0 おと. 0 たり、 何 を 

かたのしみ とせん、 此 おきて はたい い たづら に腎を 

失 ふ！^ をた ちて、 末永く 樂 しまん 爲ふ閗 へ た. o、 間男 

をな してた のしみ とせんより は、 しかしき よせう に 

して か 、る 事な からん に は、 たばこの まざる やぼの、 

女郞 のさし 出す 吸 付を吞 てせ つながらん より は、 の 

まざらん に はしか じ、 こゝに 至， o- て はきよせ -フ も 自ひ 

才 なる も わく 所な し、 畢竟 はよ わ き 方 久し からん か、 

柳の 枝に 雪 をれ なきに ひとし、 つよき はよ わきに？ 5 
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八十 二 段 狐 は 人に 喰つ く 物 也 

小僧 は 人に 喷 つく 物 也、 傅 通院に て 小 法師 共寐 たる 

所 へ 、さかんなる 同宿 者 忍びて 行ける に 、小僧 三人 飛 

おきて 哈、 付ければ、 しかりて 是を ふせぐ 間、 一 一人 はに 

げぬ、 法師 は あまた 所く われながら、 一 人 はとら へて 

がてん させけ. o、 

八十 三 段 四 條黄門 命せられ ていはく 

四 郞左衞 1: 殿 語られて 曰、 かう がいさ ふ はたい こ 道 

にと つて はやん 事な き 者 也、 先： n 來 りて 曰 、短慮の い 

た b きわめて 荒 凉の事 なれ ども、 いま 格 持 五 間 は 

いか V いぶか しき 所 侍 るかと、 密かに 是を ぞ ん せす、 

其 故 は、 三 うらに 高足う す-富 小 紫、 さん 茶な どに て 名 

を 附る寧 無 下の 義也、 其內 にも 初き くお 紫な ど 苦し 

かる まじき 也、 いにし へ 山 本の 小 主 水、 長 崎 やの ちと 

せ、 山 口の 初 昔、 巴 星に こ、 く 山ぶ き、 是 なん 今時の 

よねに くらぶる にも 足らす、 先 tS を ふみ 出す より、 世 

界を我 ものにして、 天地 を 一 のみに のみ 込、 あ ひかた 

をた なご、 ろに おさめ、 道中 端 手に してし ほらし か 

し、 其 頃 はろ の 拾 かたびらと 云 もな く、 勿論 二人 か 


ぶろ とい ふ 事 もなかり しか ど、 道中な かく 賑 かな 一 

りし、 今 は つ ぃ宪 にて 氣を 取と い へ ど、 風情 律義に し ： 

て、 隣へ 茶 をのみ に 行 やう 也、 むかし は 严ポ の は  > もせ. i 

まし、 胸高 成し ゆ へ、 お いどち いさく 殊にむ すび め も 一 

なく、 つい はさみた る ゆへ、 取な. 0 も ほそく 丸く、 尻 

の ひらたき よね 一 人 もな し、 當 世は帶 もしゅす の 一 

は い を、 ふじ 三 里の あた. 0 まで 引下げ、 むすびめ は大ー 

き 成まない たの ごとし、 それ 故す そび ろに あづちな 一 

ど を 立た る やう 也、 せいの ひくき よね は、 一 しほ あし！ 

し、 あいかた は 律義に 後世 大事と 見へ た.^ と. 3- き、 他 一 

B 與 太夫が 申 侍.^. し は、 むかしに かわらぬ は 間夫の 一 

ぬすみ あ ひ 也、 惣 じて 女郞五 間の 家に 限らす、 さん 茶 一 

むめ 茶 局 共に 內に は實 をつ くす とも、 表に は 端 手 を 一 

專ら にさせた し、 ことわり かな や 、今時 はれ き/^ や ； 

ん事 なき 衆 中 も 見へ 給 はねば、 おの づ から 文」」 心療ー 

にもなる 也 、女郎のと がに は 非す、 買 人の しつ 也、 

八十 四 段 何事 も邊土 はい やしく 

何 寧 も 東 は 物事い やしく ふつ、 かなれ ども、 近 江が： 

三味線 は耻 すと いへば、 江 都の しゃみせん 屋の申 侍 一 

し、 近 江に 限らす いづれ の 細工 人 も、 外よ. 9 勝れた 一 


b  、故 は 江 の はん ゑいに 付、 れ きくの 簾 中 奥方よ 

.5、 高直に かまわす あまた 打 出 ゆ へ 、しせんと 其 妙 を 

得た b 、殊に 近 江 は 古作 名人の、 つ いみの 筒のう ちの 

かんなめ などよ く考 へ、 しゃみせんの どうの 內に 一 

つのかん なめ を 工夫した..'、 是秘藏 の もと 也、 此 かん 

なめに て いづれ の 音 を も 調へ 侍と 申き、 凡し やみせ 

んは、 ゎづか 三つの 緖を 以て 何れの 調子に も 叶 ふ 也、 

西國 がた の やん 事な ききみ、 京都に て 打 せらるべし 

とて、 あまた 度々 うたせ かへ られ けれど、 調子 かな は 

ざり ける、 遠國 よ， 0 江 都に てうた せられけ り、 近 江が 

三味 せん 又 くるわす よき 調子 也、 

八十 五段 建治弘 安の 頃 は 

源氏物語に は あふひ 祭の 事 あり、 七月 七夕 まつりと 

て、 屋形 女中 は 色々 の 衣類な どかけ ならべ 祭と す、 町 

方に てまねた きとても、 衣類の 美々 敷 事 は 、尾 形 女中 

に は 成 まじと て、 町方に は 竹の 葉に 色紙 短 尺に、 ゑな 

らぬ 歌お のがさ ま < ^書付、 家の 軒に さし 祭. とす、 屋 

形 女中の 緣 付した る は、 いにしへ を學び 衣類 かけな 

ら ベ けれど、 古び ぬれば、 い かに もく 古 著 見 世 を 見 

る 心地 こそ すれ、 _c 姓は麥 懐に て 馬 人形 を 作りて、 高 

吉が 徒然- I  . 


き 木のう へ にか. けなら ベ まつ. 0 とす、 いづれ か 祭る 

志しに うへ したや 有べ き、 

八十 六 段 竹 谷 乘願坊 

ふとの 喜 入坊、 やん iss^ なき 方へ 參 りた. 0 ける に、 女郞 

への 送，^ 物 は、 何事が 爲 になるべき かと 尋 させ 給 ひ 

ければ、 金銀 あまたつ かわされて かしと. S- たりけ る 

を、 近習の ^=1^ きもの 4:|ハ、 いかに 斯は. S. 給 ひける ぞ、 調 

5, 卷 物に 增る事 侍ら まじと は、 など. S. 給わぬ ぞと .w- 

ければ、 やぼの しり 給 はぬ 寧 也、 手 道具たん もの は 客 

よ-り も 送. o、 內ょ， 0 も仆 著せ、 g 只が、 b もやす し、 金 

は 内から はくれ す、 茶屋 もた やすく はか さす、 物 前に 

客より 送る 遣 ひ 金 も、 心 あてと はちが ふ 也、 部 2g にて 

の 出 錢、 又は 大切 成 子 を 道ならぬ 勤に 責 ほどの 親、 一 

つなれば さやう の やつばら、 大 かたちよ ろ/,^ と 小 

無心 をい ふ、 さすがに 女子 なれば こゝろ よわく、 少づ 

つも 送.^ たき 志し あれば、：^  〈時 まげす と埒 明に、 金子 

とに 巾 上 つると ぞ申た . ^け， o、 

八十 七 段 たつのお ほい どの は 

山 口の 初ぎ くの か ぶ ろ は、 松彌と お とづ れ也、 お とづ 

るふ 申 は ひが 事な. 9、 
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八十 八 段 陰陽師 有宗 入道 

からく. 0 し彌三 五郎、 大阪 より 下りて 江戶の 女郎 見 

まほし く、 先士 にさし 入て、 此 さとの さびし 事 あ 

じきな く、 聞し ほどに もな き 事 也、 遨を しる 名の はこ 

ふる 事 をつ とむ、 格子 三 四 人の こして、 皆さん やに 

おろし 給へ と u 八 A 〈にい さめ 侍. 9 き、 誠に ひとりの 

女 を も、 い たづら にお か ん事は 益な き 事 也、 食物 仕 著 

一 

せ もさる 成べ し、 ， 

八十 九 段 多 久資が 申け る は 

ちんば 新 助が 申け る は、 巾 村 勘之丞 扇の 手に、 舞のう 

ちに て 振の よき 事 を ゑら びて、 笑顔のお かつと 云け 

る 女に おしへ てま わせけ り、 器量 勝れ 風俗 目 だつ ほ 

どなりけ. 9、 なるやう にて なら や、 ならぬ やうに て 又 

なりけ り、 後に 釉^ けれど、 人^お ど. 0 子と ぞい ひけ 

り、 おかつが 妹 松 野と いひけ る この 藝を つげ 、是舞 

子の 開山な り、 折 ふしの はや. 9 うた を わけて 咽ハ ふ、 其 

後 かめ やの 小三郞 多くのお どり 子 共 を 取 立たり、 釜 

はらぃぉ梅がすぃのふ..^もぁり、 水木お はるに おし 

へ ける とぞ、 

九十 段 後鳥羽院の 御 時  ， 


 四百 四十 六 ： ： 

京四條 おやま 瀬 川 竹 之 r^i、 藝 子の ほまれ 江 へ 聞へ 

ける， R« に、 市 村 竹之丞 芝居へ か、 へ、 竹 之 助と 改めて 

顏見 世よ 出け るが、 ひよ と 心お くれしけ るか、 折 あ 

しく 心地な やみけ るが、 其 さま 見に く、、 物い ふ も 聞 

ぐるし かりけ， 9、 氣の違 ひける と あしく さたし ける、 

心う き 事に して、 役者 を 捨て 通 世 せんとて 引 込 居た 

..^けるを、神明の定芝居七太失とぃふ座本、不便に思 

ひければ、 此竹之 助 を か 、 へ た..^ けり、 此竹之 助 上方 

にて 立 物な りけ る ゆへ、 わけて 此所 にて はは や.. ^け 

る、 されば 角 太夫 ふじの 道行 を 歌 上る りに 作 h- て、 我 

. も 語り、 小三郞 といへ る 野郎に おしへ て 語らせけ る、 

さて 都の 名所 を ことに ゆ、 しく かたれり、 ぶんやぶ 

し は 江 11^ にて 知らざる ゆ へに や、 多く 人 も 語らす、 上 

方 女. 郎の風 は、 竹 之 助 京 者 なれば よくうつし けり、 か 

の 竹 之 助が ふり を、 今の 七 太夫が 座の 子： H 〈はまな び 

ける と，；^、 

九十 一段 六 時禮讃 は法然 上人の 弟子 

小 舞の ふ は、 京四條 大和 屋傳 助が 弟子 右近 源左衞 

門 海道 下り を 作り、 赤手ぬ ぐ ひ を かつぎ 小 舞に しけ 

b  、其 後澤 之 一とい ふ 野郎、 帽子の 左右 を たれて かつ 


ぎけ り、 小娘お ど..^ 子な どのぼう しの 最^ 也、 元祿始 

の 比よ. 0 廣 まれ. 9、 女形のお、 ひし てげ いに 出る 事 

も、 同じく， 澤之丞 初めた るな. 9、 

九十 二 段.，， 手本 释迦 念怫は 

三 浦に て 全盛の 女郞、 惣 共に しきせし ける 事、 元祿 

の 頃 出し 花鳥 是を はじめられけ，. y、 

九十 三 段 能き 細工 は 

よきき やらの 油 は、 香具に 念 を 入 つか ふとい ふ、 せむ 

しが 油 はいたく 松 やに を 遣わす、 

九十 四 段 五條の 內裹に は 

五條の 河原に は、 そうかと いふ 物 あり、 鹿の 武左衞 門 

語し は、 ある 夜 川原 を 通りけ るに、 胡座をか、 へ て 行 

者 あり、 誰と 見む きたれば、 そうか 男と 物い つて、 つ 

いねた る を、 あれ はそうかと いはれ てまど ひに け. 5、 

みれんの そうかう り 損じけ るに こそ、 

九十 五段 園の 別當 入道 は 

石 川の 何が し は、 そうな きこき うの 達人 也、 或 人の 許 

にて B 待の 有しに、 いみ じき こきう いった か 持た る 

を出した.，^ければ、 皆 人 石 川が 曲 をき、 みたく と 思 

へど も、 たやすく のぞまん もい かいと ためらい ける 
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を、 石 川 さすがの 者に て、 此 ほど 宵彈を つとめ 侍る、 

今夕よ ひ彈 きかき 恃る べきに 非す、 まげて 申請ん と 

て ひかれけ る、 いみ じくつ き<\ 'しく 興 あ b て、 人と 

も 思へ りけ る、 ある 人 やん 事な き 方に 語 b 申た. 0 け 

れば、 かや ラの事 ひきつり うるさく 覺る 也、 彈べ き 人 

なくば たべ ひかんと 云た らん、 おもたく 覺 へしと 人 

の 云 給 ひける、 いとお かし、 大 かた 知た る is! を 興 有よ 

.^^も、ぉもひげもなくてゃすく成がとぅ.i^者の桡也、 

まれ 人の 饗應 など も、 けいはくが ましく 馳走した る 

も、 誠によ けれ 共、 たい 其 事なら でたい てい 有べき 

か、 b 成い とよし、 ぎう や b 手に 物 とらせた る もつ 

いでなくて、 是を とらせん とい ひたる、 まことに 心 ざ 

し 也、 しさ いらし く }^ など さし、 無理お さ へ にこ とづ 

けな どした るむ づ かし、 

九十 六 段 すべて 人 は 無智 無能 

すべ て 子北ハ は、 こしゃくに なきやう に そだてた き 也、 

或 人の子の 見さ まな ど あしから ぬが、 父の 前にて 人 

と 物い ふとて、 おとしの 咄しぢ 口な どい ひた..^ し、 さ 

かしく は 聞へ しか ども、 尊者の 前にて はさら すと も 

と覺 へ し 也、 
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九十 七 段 又 ある 人の 許に て 

また 或 人、 よし 原に て 女郞を あつめ 香 を 聞ん とて、 よ 

き 名 ti^u をた きければ、 よね 達 も 段々 に つぎけ るに、 あ 

る 男の 屮に、 あしから すと 見 ゆる 名香 を、 口に 入し め 

してた きけ る、 うつ.^ 香の 香 を 水に 附て、 あしき 句 ひ 

をと ると いふ 事 こそ あれ、 其 道に 心得た るに やと 片 

腹いた か. C 'き、 末 ：1 を 口に 入し めす 事た へて なき 寧 也 

とぞ、 能き 人の 仰 * られ し、 おき 人 は 少しの 事 もよ く 見 

へ わろ く 見 ゆるな， o、 

九十 八 段 萬のと が あら じと 思 は^ 

よねに かわゆ がられん と 思 は V、 いかにも むつく b 

として 人 を そだて、 うわきに なく、 詞少 からん に は、 

然し 牛 遣 手み な しづお なる 客よ けれと いふ、 ことに 

^く かたちよ き 人の しとやかなる は、 女郎 も 思 ひつ 

く 物 也、 大形 は 事し. 0 たる さまに すいめ きて、 しこな 

したる 氣 色して、 人 をない がしろ にす るた ぐ ひ 多し、 

九十 九 段 人の 物 をと ひたる に 

人の 物す きを 見た るに いくす じ も 在し、 ありの ま、 

ならん はすいら しきに や、 心の 見へ たる やうなる 風 

俗、 前 へ 後 か へ b 見た るよ からぬ 事 也、 色 ど. 0 たる あ 


るき つき も、 なをよ き 事に やと 思 ひて する らん、 又 誠 一 

にす いなる 人 は、 など 物つ くろ へ る さません、 かたま 一 

へ さがり、 帶さ へね じれす ば、 其 ま、 の 姿な らん はお 一 

となし く 見 へ なまし、 と， 9 ての やぼなる 人 は、 おび を i 

も 大事に かけて むすび、 あゆむ 足 付 も 什 舞な どす る 一 

やうに 見 ゆ、 拆も其 人の 風俗 はよ きぞ とう-. 0 者ぞ と； 

いふ さた すれば、 其 ま、 其 形に 氣を 付、 うつし 似す る 一 

こそ 心根の ほど 愚ち なれ、 屋形 衆の 風 こそい み じ、 し： 

まち.. y めんの 羽 を b.、 しゅすの 帶も、 おの づ から 目に 

立す、 黑茶 うの 袴お ぼっかなら や 著な し、 紫 さげ 緖の 一 

ながく 刀の さや へ う t ，懸 たる、 はなやかなら ぬか は、 一 

かやう の 客に は ほれる 新造 も 有 ものな り、  一 

百 段 主 ある 家に は  - 

ぬし ある 座敷に は、 客の 外に 心の ま、 に 入來る 事な 一 

し、 主な き 痤敷 は、 あたり 合の 客み だ に 立 入、 のら 

猫き うやう の もの も、 人げ に 構ねば 所得が ほに 畫る 

寐し、 禿の かくれんぼうの 隱れ所 也、 又から 紙に は 何 一 

のかた ち もな きむ だが き、 萬の 人の 手か^ みとな り： 

て 見苦し、 かゝる ざしきに て 遊びた らん は、 得て きせ 一 

る そろわ や、 牛 ども は 驚 にても ほしき ま、 に、 いわ， 0  - 


がわり 來. o 伺 ふ も、 やる 客の なき にゃあらん、 充もま 

わし 秀なれ ば、 座敷の 內に足 を 入す、 廊下の 內 にて か 

しまし く 狂 ひさ わぎ、 床へ いるよ， りい なや 呼で も來 

らざら まし、 

百 一段 丹 波に 出お； ハと いふ 所有 

本 に 見 めぐりと 云 所有、 稻荷山 をう つし 目 出 §ス つ 

くれり、 使者の みやう ぶ に 飯 を あた ふる 老女 あ. o、 是 

はいに しへの 風呂屋 者、 太夫 迄に 成し 丹前 勝 山が す 

れ たるの. S  、橘屋 佐兵衞 近所し る 所 なれば、 秋の 頃 

いせやの せん、 扇 尾のば  > 、三 浦の まん、 其 外 古き や 

- つばら あまた 誘 ひて、^ H のつ いでに いざ 立 寄 給へ、 

かれ を訪 わんと て 竿 さし 寄て いきけ るに、 かの 老女 

狐 をよ び 出し 甑を あた ふる、 佐兵衞 いみ じくかん じ 

て、 いかに 人々 此 老女の 有 樣御覽 じ 咎めす や、 無 下 也 

と泪 ぐみ て い へ や、 谷 あ^ _ -み て、 いかさま にも 思 ひ 

なしに や、 よのば いと は 違 ひ、 どこ やらいに しへ.；；；^ 

しく おもかげの かわらで、 年の ほど、 思 ひいと い あ 

われに かんるい を 催しけ り、 佐兵衞 なを ゆかしが. 9 

て、 おとなしく 物 知ぬ ベ き 顔した る 祌官を 呼で、 此老 

女い かさま 由緒 あるべ き 人な ，0  、何の 苦しう 候わん、 

吉 原 徒然 草卷五 - 


子細 かたり 給べ とい ひければ、 其 事に て 候、 此 寺の 譜 

代 門番の 妻に て 候が、 血の道に や 心 そ いろに な-り、 何 

の 役に立ぬ やつに て 候 を、 慈悲の 爲に 狐の ゑ かい を 

いたさせ 候、 左様の 名 も 有 者に て はさら/^ なく  IJ^ 

とい へ ば、 各 舟 ちん 損に して、 佐兵衞 がかん 淚 もいた 

づら 二；^ 5? け. 0  、 

百 二 段 やない 箱に す ゆる 物 は 

三味 せん 箱 おきやう は、 竪 ざま 橫 ざまに よるべ きに 

や， 舟な どに は橫 ざまに 置て、 ふなば り の あわ ひ へ 通 

しゅひつくべき 竿 はいか やうに もお きたる、 箱み じ 

かぐ ひらたき ゆへ. ごろばぬ よし、 遊臣. たちの 仰ら れ 

き 力ん i ふ ふねば か にものす ベから す、 ゆれて い 

と卷く つ ろぐ よし 仰ら れ寺り き、 

百 三 段 御隨 身近 友が 自讃と て 

その かみたい こ 休慶が 通り 者 じまんに、 口 を まげて 

大臣の 品 七ケ條 在と いひた りし、 皆 遊女 白拍子 等が 

あいかたな， 0 なん ぞ、 金つ かい 捨る事 を、^ 賢のお し 

への やうに こと < ^敷 云たり、 其た めし を 思 ひて 自 

讃の事七っぁ.^、 

百 四 段 人 あまた つれて 

四百 H 力 
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人 あまた つれて 見物に あ. 0 きし、 上 林の 邊に ておの 

この 酒き げんに、 禿 を 押て みぞば た を ひたと はしら 

しむる を 見て、 さきの 井 II； がわ 行當 りすべ.^ た をれ 

て、 かぶろ を 落べ し、 しばし 見 給 へ とて 立と まりた る 

に、まだ^1<儿を追てはす、梁して行ぁた，9酒ょひもたを 

れ、 禿 もどぶ の 中へ ころび 入、 思慮な き 事と 皆 人我 身 

をかん す、 

百 五段 當代 未だ 坊 におわし まし、 頃 

右衞 門い まだ 部屋 ごも，^ して まし まし、 頃、 元祖 か 

せ やまの 部 厘な h- しとき わの 君の 水に 歸 りて、 たん 

すの 四 五六の 引出し をぬ きひ ろげ 給 ひて、 むらさき 

ときれ さんした 時、 わけあし く 客 をう ば ふと 書し に 

くひ 文 を、 かせ やま さま 御覽 せられた きこと 在て、 ひ 

たと たんす を 御 すれ 共、 御覽じ 出されぬ 也、 何と ぞ 

よく 尋兒 よと 仰 ごとに て 求るな りと 仰ら る、 に、 九 

つ の 引出しの そこ に 侍， 0 し と 申され たりし か 

ば、 あな うれし やとて 參らせ 給 ひき、 これ， s« の 事は秀 

共 も 常の ^5- なれ ど、 むかしの よね 達 は、 おろかに も悅 

び給ひし也、越後高2^-ひな形の注文に、釉と袂と 一 所 

に 書 候 事 あしき や， と、 うす 雲の 君 へ 仰ら れ たるに、 秋 
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の 野の 草の たもと か 花す、 き ほに 出て まねく 袖と 見 

ゆらん と 侍れば、 何事 か 候べき と 申された る 事 も、 其 

時の 女郎 は 情 を もと、 し、 歌の道に かしこ くまし 

まし、 みやう が 也理. 0 也な どこと < ^敷 云 侍りし 也、 

百 六 段 常在院 のっき 鐘の 銘は 

古文 前 築のう ち 長 恨 歌 は、 白樂 天の 作 也、 佐々 木 支 龍 

にか、 せて 卷 物にせん とせし に、 こしゃく なるおの 

こ 彼 歌 を 見 侍しに、 後宮 佳麗 三千 人、 三千 寵愛 在 二 一 

身 一とい ふ 句 あ. 9、 一  しんの しん 一 の臣と 書た る 誤. 

ならん と 申た， りし を、 よう ぞ 見せ 舉， 0 ける、 おのれが 

高名 也と て、 擎 者の 許へ いひ や. 9 たるに、 あやま.. >  侍 

b け. o、 一  心と 書な をして 返し 侍りき、 一 心 もい かな 

る ベ きか、 もし 一 人の 心 か覺柬 なし、 誰に 一 心な を不 

燕、 心 は 三千の 內何 にかと いまらん、 た ぃ贵 1^ 一  身に 

と . ^まる  >じ 也 

百 七 段 人 あまた 俾な ひて 

^き 者 あまた 伴な ひ 野 遊せ し jsif- 恃. りしに、 道 鐵の念 

佛 堂の 左 に 妙 信院と か け る 古き 石塔 あり、 うす 雲高 

尾の 間うた が ひ 在て いまだ 決せす と申傳 へ た. 0 と、 

堂 僭 こと <\- しく 申 侍し を、 女郞 野郎の 印し なれば、 


大形 は 裏書 有 物 也と いひた りしに、 裏 はこけ むして 

さだかならざ.^^しを、ょく洗て各見侍しに、三f^内高 

と 記し 年號 さだかに 見へ 侍し かば、 人 皆 興に 入る、 

で H 八 段 那^ 陀寺 にて 道眼聖 り談議 せし に 

なん 大臣よ し 15- へ 忍びて 出しに、 頭巾 忘れて 道よ.^ 

取に 歸 b し を、 人ル C 心づ かざりし に 、女房 氣 を附是 々 

にやと 云て 出し たれば、 いみ じくかん じ 侍 b き、 

百 九 段 賢 助 僧正に 俾な ひて 

宿お りの 女中 をと もな ひて？ ^か 丁 を 見 侍しに、 いまだ 

架ぬ 內 にかの 女中 歸 りけ るが、 ざしきに 侍ら ざり し 

ま、、 用事に や 立ぬ らんと しばし まて ど 見 へす、 表 迄 

出て 見 けれ 共 見へ ざり けり、 茶屋の 刃 をた のみ 求め 

さする に、 同じさ まなる 屋形 女中 多くて、 得 求め あわ 

すと いふて 程 久しくて 歸. 5 た. 0 し を、 あな 心う や、 い 

か  >  せんと 思 ひける 內に、 かの 女中の 下女 歸 りぬ、 夫 

もとめて おわせよ としか. 0 ければ、 何屋 とか やい ひ 

ける 茶 厘の 一 一階よ. 9、 やがてぐ して 出ぬ、 

百 十 段 二  E: 十五 RE: あかき 夜 

三 十五：！；、 隅 田 川 あさち が 原な ど毘 めぐ b  、端 場の 

草淺寺 へ詣 て、 友 もな くひと ふらめ き、 齟昔 の 茶 屋 


を 心 ざし 侍しに、 したる き 女の 颜、 花の つゆに て 光ら 

せた るが、 あとさきに な， 0 て 側へ よりそ へ ば、 かけ 末" 

の 匂 ひう つる 計" なれば、 いやらしく 思 ひて すりの 

きたる に、 猶 居より て 同じさ まなれば はづ しぬ、 其 後 

若 21^ 度々 だまされけ ると 咄し 合れ ける に、 されば こ 

そ 心得 侍らね と m-u ひて 止ぬ、 此亊 後に 聞 侍りし は、 筒 

持せ とて、 男が てんに て 女房 をむ まく こしら へ 、すみ 

よ， 0 なる もの を 引 込、 首尾よ き 時分、 夫 出合 ひ 見出し 

たる 體 にもて なし、 ねだりて 金銀 を 取け る 事 皮々 也 

ける とぞ 

百 十 一 段 八 月 十五 n: 九月 十三 日 は 

八 =： 十五 H 九 z: 十三 日 は、 名 ！=： とて 大物 也、 しかし 

此 ごろ は 約束ば か. 9 にて ゆかぬ 人 多し、 

百 十二 段 しのぶの 浦の あまの 見る 目 も 

^-iT の 湯女の しなし もお もしろ く、 伊香保の. E の 食 

もり も、 情 か はらん 心の 色 こ そ、 淺か らす戀 しと 思 ふ 

折々 の 忘れが たき 事 も 多から め、 おや はらから ゆる 

して ニ阯 迄も迎 へ たらん、 いとまば ゆかりぬ ベ し、 な 

がれを立る女なれば、知らぬ國の人也とも"初ょ..^心 

打と けて、 かわるな 替ら じな どい ふ を、 女の くせと て 

H 百 五十 1 1 
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心輕 きさまに いひな して かくれば、 しらぬ 人を賴 一 

敷 思 ひつめ たる あひな さよ、 何事 をか寐 物語に せん、 一 

所の^1|-共ぃひ、古鄕の事など語らゎんこそ、っきせぬ 

言の 紫 にても あらめ、 すべてよ その 人の 珍ら 敷咄し 

したらん、 面白き 事 多 かるべ し、 よき 女な らんに つけ 

て も、 愛 著の 心 深くな. 0 なん、 男は斯 あやしき 女の 爲 

に、 あたら 身 をい たづ ら になさん や はと、 さりと は 心 

おと， 0 せら るれ、 わきがの 匂 ひも 名香の ごとく 覺へ 

なん、 胸 こそ わるから め、 ごまの 油 かう ばし き、 夜の 

寐颜 にき は 墨 まだらに はげ、 髮 もみだれ、 あば たづら 

も あら はに しのばるべく もなからん 人 は、 た  > 色 こ 

のま ざらん に はしか じ、 

百 十三 段 月の まどか なること は 

•giiE: のま どかなる こと は暫 らく も 住せす、 やがて か 

けぬ、 一 夜の 勤めの 內に、 さまで かわる さま も 見へ ぬ 

にゃあらん、 ふさ は いの 事 あれば、 客 住する 隙 もな く 

して、 きる、 iil- 既に 近し、 ちょろく おも ひ、 ^住 平生 

の 念に ひかれて あ ふ 巾に、 多くの 我 ま、 をな して 後、 

床に てし つぼり とか けんと 思ふ內 に、 客に 欠 出され 

て 大門へ 附に のぞむ 時、 ：：： ごろの てれん 一事 も 成就 
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一 せす、 いふか ひなくて 年：：：： の惡性 をく ゐて、 此度 もし 

I 腹 だち 直...' て あ ふ 事 あらば、 夜 もい ねす 晝も立 さは 

がす、 此 しづかの 事お こたら すなし てんと、 はやく 出 

る 願 ひ をお こして、 け やけく 無 生に まわ.^、 いひ 次第 

に 酒の みぬれば、 我に も あらで 取み だしあ かれ 果ぬ、 

此類 ひこ そ あらめ、 此事まづ ょね達ょく^-心得置 

べし、 年ン あけて 後悔と りて か へらす、 しか. 5 て もな 

き 身と 思 は い、 借錢 つくべ からす、 勸 めの 內は みなも 

うぞう 也、 よ き 男 に 逢た き 心來ら ば、 八の 签 ふだい 

に 成と しりて、 うわき をな すべから す、 實體 なる 客に 

-心實 をつ くさば、 曲 輪 を 出る 時 障の なく、 た 、りちな 

くて、 身上 永く しづ かなり 、 

百 十四 段 とこし なへ に 

とこし なへ に 全^せん と 思 ふに は、 ひとへ に 苦樂ぁ 

.9、 樂と いふ は、 つかへ ぬ 町 衆 を 愛する 事 也、 これ を 

せく ほど 止 時な し、 全盛す る 所 一 つに は あいき やう、 

あいき やうに 二 稲 あり、 酒 ふり 藝能 也、 せ；； 外 顔の 少し 

不 道具 はけく して 物 やきに も 成べ し、 鬼 角 氣隨ょ h- 

を こ， 0 て、 そこばくの*^曰錢ともなる也、 しいし くわ 

ほう は パふ におよ よす、 
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八つに 成し 年、 父に 向て 曰、 脾 とはい かなる 者に 候ら. 

んと 云、 父が 曰、 すい は 人の 成た る 也と、 又と ふ、 人 は 

何とし て^に はなり 候 やらん と、 父 又す いのおし へ 

によりて なる 也と 答 ふ、 又 問、 おしへ ける すい をば、 

何が おしへ はじめ 候け ると、 又 答 ふ、 夫 も 又 先の 昨の 

おしへ によりて 成 也と、 又 問、 其お し へ はじめ 候 ひけ 

る 第 一 の 昨 は、 いかなる すいに か 候け ると いふ 時、 父 

金つ かふて やなり けん、 たはけ つくした るう へに て 

やな..^ けんとい ひて 笑 ふ、 とひ つめられて 得 答へ す 

なり 侍 b つと、 諸人に 語りて 興じき、 

此 一 書、 元 祿末寶 永の 始歟、 北 柳江戶 町^ 诚屋來 示 

述作 也、 此節者晋子色邑に晝^^夢を結びて加筆を 

加 ふ， i いひ 傅 ふ、 其 眞僞は 知らす、 往んじ 年柴. E 東 

雲より 此部 かり もとめ、 愚 筆に 寫し ぬ、 其 後 何方へ 

か 貸し 紛失に 及ぶ、 今 半白に 至て 如い 斯の 戯書に 筆 

を勞 する ことお かしき 業ながら、 長遍 よく 本文 を 

かりた る 事 を 愛して、 後の そしり を 不レ耻 書留 ぬ 、 

吉原 徒然 草卷 五大 尾 
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徒 然 翁 手 叙 

脂 言 竹東籬 遞 矣、 而 伊勢 語、 而 源氏 談、 而枕草 藁、 而榮 

花 ST 毫を競 新 を 弄、 其辭 故々 たり、 其文奇 た. -、 足 利 

王の 時に、 沙門 吉氏 出て 徒 草 藁 成ぬ、 其辭稍 俗に 近、 

其文當 時を感 せし む、 相 如が 恳 あた \ かに、 左 太 仲が 

した あまし、 猶 いまだ 漢宮 怨 の雅々 と、. 符樓妓 館 の 

艷雅 11 情、 寡婦 宗女、 炊婢怨 妬、 浮 屑 歲少の 遊戯、 見べ 

からす、 人の 好ハ： ^は 人々 の 面の 異が 如し、^ 者 も 多 欲 

多情、 妨ぐ ことなら す^の 見て 歌發の 階梯な らん、 述 

て 作せ ざる は 道の 常な り、 吉氏 ふた、 び 出と も、 余 

解 を かへ じ、 


文 華^ 隆の载 iER: 望 


如意 山 下 eH 不如 山人 識 
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〇 徒然なる ま、 に、 うっかり とも 暮 しかね、 心に 

うかぶ こと を かきならべし、 此 段より さま. <\ - 

のよ しなし 寧 を、 筆に つ いけ 侍りぬ、 

逸 K に は、 伯 あしゅく せいな ど、、 名に うてし 中華の 

すねもの、 此： ：； 本に も、 はるかむかし はしらす、 西 行 

顿！： けん 好の 輩、 臍く り 銀 を 利口に ま はし、 浮世 を あ 

おにの がれ、 逸民の 數 にいり 來る人 もな し、 山寺 も 庵 

にか しゃふ だお ほし、 喷も のさ へ 在ば、 いま も 世 をお 

もしろ くわた， o、 腰折の 一 首 もよ みかねぬ 人 も あら 

ん かし、 干 要の 金な く、 山中の 庵 も かるに は、 11 判 こ 

とや かまし く、 居士 衣 を 服に しても、 宗旨 改は 出ねば 

なら やして、 彼是 さしつ か へ おほし、 西 行の 修行 等 

も、 江 口のと きゃら ふが ざれごと、 鳴た っ澤の 無常、 

兼 好は師 直が ちわ 文の したがきよ.^ も、 思 ひついけ 

し此 草紙 を、 ならびの おかの 草庵に て、 編 笠 かぶりし 

浪人 も、 北 野の 森、 または 座敷に 夜 わき 錢 もとう か 

うだん すれ ども、 こと <^  くす かたん、 つれ と は 
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徒にき よろ. 0 が 味!. もね ぶ. 0 て 慕す も 返 1  出 ，2^、 昔錢 

もな く 苦 もな く、 腹 ふくら かして 念 佛計も あくびの 

種に て、 おとが ひの かけがね 心 もとな く、 かのち わ 文 

かきし ついでに、 心に うつ， 0 ゆく せかいの こと を 書 

つけたれば、 我 身のう へ も 人の 事 も、 ひとつい きにな 

りて あやしく、 いで ゃ此世 をむ まれて、 ねが はしき 事 

お ほきう ちに、 か ね ほど ほしい もの はな けれども、 そ 

れ にも か へ ぬ は 色の 道、 たれ 人お しき 銀 金と、 壽 命と 

を 捨て、 じんき よす る こそお、 かめれ 、王様 は 申に 及 

ばす、 竹の 園の そのむ かしょり、 こうや や. まひの 鼻 だ 

れ迄、 木の またから も 出す 穩 婆が 手に か、 り、 生し 人 

げんの たねな らんと は、 その 種 まきの さとへ 、持て ゆ 

-し f 1 は ら 

く あり さま を、 硯に むかひ かきつ > くる に、 不夜城 は 

中の 町 上の 町 下の 町、 にしのと ういん 中堂う 寺 新 柳 

町、 東に は 祇園 ぼんと、 東西の 石が け、 宮 川の 上下、 繩 

手 八 軒、 新地 こつ 堀、 高 臺寺八 坂、 五條 坂 ほたる、 頂 妙 

寺 しらみの づし、 北 野に 上下 七 軒、 ばくら うしんせ 

い、 うち 野、 あ， 0 合 ひら 野、 南に 七 條、： 牛 安の 地 を はな 

れ しふし み 十 丁め、 墨染 どろ 町、 巾せ うじ ま、 その外 

風呂 やか こ ひもの、 出合 比丘尼に 野^ 中 居、 つとめ 娘 


：：：! 切 まひ こ T され 子 後家 問 、かれこれ かぞ ふるに い 

とまな し、 およそ 转 銀の いらぬ は なし、 抑此 みち 計 は 

天下の 老若 公家 きんぴら 迄 も、 とれ やすき ものにし 

て、 いかなる 人 もみ かけと はちが ひて、 色に はいか ふ 

とろき こと ぞ かし、 つ， c 健 さかさまに 生 しげ.^、 鍾旭 

もどき のおと こが、 茶 やの 色 を だいて ねし そのむ つ 

ごと は、 身共 を か は ひがって くれめ せとい ふとき は、 

女の 心に さぞ かしお かしい やら、 ばかな やら、 ことば 

に はの ベ 紙に て はね をつ けこと 小い、 御寺 欉は ひと 

に 木の はしの やうに おも はれと、 淸少納 言が わるく 

ちもことゎ.^^、 女に は どれ やらが ほんそくよ h' はか 

くべつ 人間の 種なら や、 和尙 さまの あと 、り、 身 

もち はらもち かま ひなし、 當時 わか ひ 娘 や 女房な ど 

が、 お 寺まい.^ に 夜 だんぎ をき、 こみ、 ご じう 相傳を 

授かる と、 腹が 大きうな， o、 亭主が ひま を やる とが 一 

度な り、 二度 わか ひ 時 はない ものに て、 下 In, ならぬ こ 

そお のこ はよ けれと は、 きびしい 粹 かな、 i 盃 機嫌に 

て、 一 日銀 をつ かひ 覺 へて は、 後悔す る ことお、 し、 

下戸の あそび はい つも 素面に て、 たと ひ 一 夜に 五 百 

め 壹ダ目 をつ かふても、 よくお ぼへ、 いつも 本氣 なれ 
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ば. it '々以て やむ と きな し， あくせ うと あそび す き と 

は、 似た る ものに て 大きに か は. 9 在、 それ 遊びす き 

は、 祇園 先 斗 町に 行、 素人 牽頭 をよ び， 座お もしろ く 

もたせ、 酒な どのみ あかし、 一 ZT; に は 一 皮 か 二度 ほど 

宿坊 をき はめ、 外 へ は 行す して、 茶 やよ.^ 寒暑の 見 ま 

ひ 、鶴 卵 まつわ 瓜、 玉 水了郭 がかう せん も、 けんぺい 

に とれる こと 也、 あくせ う もの は、 素人 をき はめて お 

いて かい、 ^つれの よぶ はく 人 を わきの 宿に てせ、 

さ がし、 中 居 娘 を もや つ か し、 紙 園 先 斗 町家な み に 

行かと おもへば、 新地に 尼の はく 人が 出る 蟹の 如く、 

よこにな つて はい 入、 圖 子のお くへ かいに ゆく、 かみ 

切 を やくそく する、 うちの めしたき をかぢ る、 東 どな 

^の 女房に 手み そつけ る、 これらが 酒に も醉 す、 あく 

せう もの 、所作な らん かし、 町 かたの 女 も、 あく 性 も 

のと 又の らものと ちが ひ 在、 のらと い ふ は、 襦 神の 釉 

口 をたん ご 島に て ふく. 9 んと. o、 種花染 のうら を 見 

せかけ、 子供の 小手 釉 見る ように、 五 寸計も 長して、 

むらさきが のこの くびた ま 入、 志賀 から 崎 を 黑の引 

か へ しの、 しどけ なくつ ま を あはせ か、 へ 、帶 もせ や 

淺黃 ぼうし をお とが ひに てく \ りつけ、 成程し つか 
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^と 男で も 持た 風俗に み ゆれ ども、 さやうな 色 ごと 

はせ す、 はんきの 舉公も 身に します、 せ つ/^ ひま を 

もら ひて、 北 野 かう 堂 あた. 0 をのら つきて、 小 や ど を 

こしら へ、 おなじ ともだちと だしゃい、 けん どんく 

ひ、 ひるね をして、 すこし 主人の 內 へ はっかへ がお こ 

りレ， またはお ぢ きがせん きのかん び やうのと 斷を 

いふ、 主人 も 二度三度 はり やう けん も すれ ども、 さう 

さう は 聞 入れ や.、 時なら ぬひ ま を もらい、 うろ つき ま 

わ， 0 てす そ も きれ、 うら 付の せみ かわもぬ けがら に 

て、 げぢ < ^の やうに ほっき、 たかの しれた せい をい 一 

ふて、 出か わ.^ 時 ぶん、 人よ b 壹番に 口 入の 所へ ゆき」 

帳面に の.. >、 難 波の 十 文 ぞうか つれだつ やうに して 

目 見して すわ. 0  、三月の：：：： 屮は得 あ ，0 つかす、 五；；：： 雨 

ふ. りしく ころ、 かびた る 管 笠 手に 持、 きも 入が かたの 

からか ささして 在つ ぐに ぞ、 あく もの はさ やうな 

計に て はなく、 あく 性しながら も、 ない せう のために 

なるやう に 立 まわる 事ぞ かし、 これ も あく 性から、 い 

ろ-/,^ の 物の とれる こと を覺 し、  まことに 5^ は fell 力 

おしえる とい ふこと わざ 也、 身の まわり もお となし 

くこし らへ、 ことば もしん 妙に、 奉公 もよ くつと め、 
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わかき もの、 でっち あがりが うわ/^ と、 しく つぐに 

かま はす、 年が ましく 少 はちえ も 有お とこ を こま づ 

けて、 小錢 のま わる 男 を 目に てっか ひ、 こ むすこに 手 

を にぎらせ、 勝手む き 櫛 かう がい も、 時々 の はや， 0 物 

を かわせ、 もちよ リ にて 小せ にの 切め もな く、 後室の 

寺參， 0 も、 よ ひ ほどに りつば にこ しら へ 供 もっとめ、 

折々 小 女郎が あ ひにくる、 おとなしく 隙 を もらい や 

どへ 行、 よ く 聞 合す に、 ねんごろ す ると 名 を ついた 男 

が、 五六 人 も 在て 身の まわ. 0 を かくめ、 いかな こと 主 

人の 切 米 は 半季に 三百 文 くれても かまいな し、 かの 

；; ん じんの 宿 を も つ とき は、 ，0 'とばい.. 0 もせす， -ょほ 

ど 身代- fe;  くろめし 男 か、 又はと しょ. 0 男の 後よ びか、 

^  ノぃ h 

きぬの 費たん も納幣 をと- 9 て ゆく つも. 5、 すべて あ 

く 性 もの は、 後に 身. ^持 はよ ろしき ものと や、 け つく 

はき 娘が、 外 をみ なら ひと 十四 五より 奉公 させて、 あ 

く 性に も あらす、 誠の のらに なりての ち は、 うち 野 五 

ばん 町邊 へ、 我と 我て に 身 をう に 行 こと 也、 詞ぉ 、 

からぬ に 、あかす むか は  >  おしからす、 女の もの 數ぃ 

わぬ がよ いとて、 ぶって ふづ らして つらく せわる き 

女房 は びんぼうの 稲 也、 手なん どった なから すと て、 


わか ひ 女房が すこし 筆が まわれば， となりへ ひやめ 

しかりに やる にも、 なが と 文 かいて やる もい や 

し、 かなら すす- -し にじり がき もす ると、 うす ひ 紙に 

は狀も かく こ ともなし、 わか ひ 男の、 人の 女房と いふ 

ゑん， 0 よもな し、 三尺 手ぬ ぐ ひか. 0 にやる にも、 いと 

こま ^とかき つ いけ、 ど こぞ は不培 は出來 ごとお 

お し、 男 は 小歌 ひとつ うと ふ も聲 おか しく、 一 一 の 昔 を 

は づれ、 酒 も 口から 出る 程の み、 毎度 こまもの 店 を 出 

せば、 女の 思 ひつく さま も すくなく、 おの づ から 色 ど 

るて いもみ だれて、 すこし わがお も ひっきし 女が 在 

て も、 醉て わすれ はたす 也、 苦 男の 三味 せん をなら ひ 

て、 我が たのしみに は あらや、 娘 や 人の 女房 をせ、 る 

おとし 道具に て、 その 男が 三味 せん を 終夜 ひき、 淨る 

b を かた. 0 て、 茶 やで あそびし 事 をき かや、 かなら す 

行から もどる 迄 、女郎と ゆけ もせぬ さ、 やき 計に て、 

つれの き やう 迄 を さます 事 也、 都に て^ 長な どい ふ 

おとこ こそ、 誠に 三味 せんの すき たれ、 淨 るりに も 

立 花 河 內は眞 寅に すきて、 そのげ いに 名 をと. ぬ、 

a§ 注 J 若 荷屋長 左衞 門と て 三味 ぜんの 妙手な リ、 素人 、 に，：^^' 

野 崎と いふ、 河 に 都！， i て n 野 や 某と いふ 有德人 也、 >^丄<ジ男 

は、 わがす いたる 女房 を 持と、 ゆ ふげ いはやむ もの 
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也、 おやの 中つ け か、 わけ 在て 是非な く い けぬ 女房 を 

だかへ ると、 ゆ ふげ いはい かい 病氣 か、 常々 のい、 立 

に 成 こと、 あたらす とも 遠 か らゃ、 あ く せ う 成る 遊女 

が 梁 は、 尼に なりて 造 心 堅固 也、 大酒 を飮、 た わ ひな 

く、 きぬん、 ろくにお ぼ へ や、 酒の さ めて かしこ ひ 男 

が、 大事の 娘 をち よろ まかし、 または かの まおとこ は 

せぬ もの 也、 兼 好 これ をよ くさと， 0 て、 聲 おかしく 拍 

子と. り、 下卢 ならぬ こそお のこ はよ けれと、 此 草紙の 

卷 頭に かきつ いけぬ、 よ/、 味て したうち すべ し、 

, 自程 曰、 木の またから 生たら ば、 色欲 も 知る まじ、 

世界のお 後家 尼 は、 和尙 のとぎ をす るに きわま. 9、 

るい を もって あつまるなら ひ、 はく 人 は野郞 とね 

ん ごろして、 せた ひ を もつ ことし か ^、御所 方の 

文庫 持 は、 夏 冬な しに 律 良 子の 次 上下き たるお と 

ここ そ 夫婦に なるなら ひ、 わが 寺 こそた ふとし と 

いふ もこと わり かな、 こしもとな どもせ うた ひな 

く. のら はさの みせに もも ふけす、 さわる ものに 何 

心なく せん をす へて、 は て はけん あく 國に身 をう 

る 風俗、 かの 惡性 もの は、 我から くれと いはね ど、 

おとこが くれる に 味 ひて、 錢をも ふける すべ をお 
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ぼへ る、 都 にても、 乙女 榊 三な し、 てんぐ かなめな 

どい，. 5, ffi- は、 名代 ものに て、 能 身のと り 廻し をお ぼ 

へ、 けいせい はく 人が、 客 を だます をと ろ ふ 見て、 

いか まけん かいよ ひ 程に、 やど を 持て 身 を かため 

る始、 奉公す るに、 一 ケ e: にいと ま をい く 皮と 極 

め、 給 銀に かま ひなく つとめる こと 也、 前廣 にやく 

そくすれば、 三本 木 透に もよ き婢を こんたん する 

I  £ り 、 C 頭往 J 三本 木邊 にュ は、 、 へ もと 一 ズ、、 ぉソさ 日 本よ 色 

a^^hv まで、 は、 でも ぁリ、 折 々尊て 知るべし、 

國 なれば、 おも ひも よらぬ かた も、 おもしろ きこと 

もお り、 うか/.^ と 月 日 をお くるべ から や， つれ 

づれの 初段 も、 大 かたに 男の 女に なれよ る さま を、 

何となく 書つ いけたり、 よみて 知る ベ し、 

〇 よろ づ の 、始終 こそお かしき 段、 おこがまし 

く 見 ゆれ 共、 いた.^ て粹 はない もの、^ 其す いが 

はじめよ， 0 粹も なし、 はじ この 段に てけ いこせ 

し 事の、 はじめより 其 おもわく を、 此 一 段に のべ 

たり、 

花に 醉 ！=： にうた ふ、 年々 歲々 花 相似たり 、歳々 年々 人 

は不レ 同と 唱し は、 しらがの おや ぢ にか は. 0 て、 代 さ 

くせし 人 は、 いかなる 粹 やらん、 わかい 時の 心 もち 
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は、 大 かた 似よ かし もの 也、 十六 七に て前髮 おとせし 

まんおう、 さかやき の ひ あた. 0 の あと さ へ、 まだな お 

ら ぬに、 すみ をぬ き、 朝 慕の す，.^ みがき、 ぬか 袋の 木 

綿 も河內 からと、 のへ、 はきだめ は 米糟と あら ひ 粉 

の あか をな し、 はみがき は 小店のお ろしな みに とゝ 

の /  、さくら 揚子 もさ， 0 と はは やく へ ると つぶやき、 

ひげ は 江 ね.. - ぎん 出し、 炎天に はなが るゝ 計に ぬ 

る、 さかやき は に そ， 9 て、 眉 はか いみに 向 ひお も 

しろく つくりて、 我と わが 男ぶ りに なづ みて、 いまの 

せかいに おれ ほどよ ひ 男 は 在 まじ、 たと ひ は 雲の上 

人、 小町 もどき の 娘 にても、 殘花 にても なづ みた， 9 

と、 みだ になび かじと 心に おも ひ、 古 伯の 帶を も、 

腰より 三 里の やい とのき ゎ迄卷 たて、 延紙 もはん ぞ 

く計|1^-っ折にして、掛香など句はせ、石だゝみ小紋の 

手拭、 手の うちにに ぎり 堅めて、 たまごいろの たび、 

八幡黑 の はなおの 跡 をつ け、 羽織の ひも 足に て 踏 あ 

るき、 草鞋 も 三が いめ ははき やぶり、 二 かいめ を はき 

出し、 開帳 萬：：：、 みこし あら ひ、 祌社 佛閣殘 かたなく め 

ぐれせ ハ、 いづく の 娘より とて 文も昆 す、 なにがしの 後 

家から とてく どき もせす、 雲の，？ へから 戀も ふらね 


ば、 よき. H を もとめて と，.^ おきて、 町々 門々 へよ び、 

男に 御用 はない かと ふれても 廻られす、 町內に 少し 

しぶ..^ かわむ けたる、 こめろ 上，.^ の秘に ざれ を ませ 

て 見る、 あの こしもとぐ わ ひに ほれられ ると は、 ホ ン 

-1 御茶の こなれ どと おも ひしに、 守す る 子 を 手 を 引 

ながら、 婢 はげび たる 目 もとにて、 お まへ は， お、 男 じ や 

けれども、 うわき そふな 御 人 じ や、 きの ふけ ふまへ が 

みおとして こしゃくな、 わたしら とねん ごろな さし 

て、 もし 身 持 はら 持に な， 0 まして、 そのと きく めんが 

在 か へ 、てう 妙 寺の 新地で、 なんぼう ねぎっても 六 拾 

よ I： る、.： n 程 曰、 てう 妙 寺 新地に て、 鶴の -。 ま \  -,  、  て 

. ^はとる 丸な ど は 月よ ととみ 療殆也 あまへ！... -.^ て 

しらぬ とい はれる と、 私 ひとりの なんぎ、 ひとつ ある 

小袖で も 一貢 やうな こと はい や、 些と 小遣錢 でも くれ 

る 人と、 ねんごろせ ねばなら ぬわ ぃな、き，^>米は高の 

しれた こと、 油 もと ゆ ひ は 高し、 それ は /(-- あわぬ も 

の、 わたしが わる ひ 事 はいわぬ、 お まへ もし. 0 はら や 

まやの てんやもの をお かひな させ、 ぉ德で ござす と、 

戀も色 もね から はなれた る 口上、 さてく むさ ひ 女 

郞 かな、 戀と いふ 事 は 夢にも：：：^ ぬ やつ さ ふな、 おれが. 

やうな 男と ねんごろせ すば、 男め うがに つきお ろう 

ぐ 草  ， 


とお もへ ども、 婢 がい ふに ちがい はなし、 下の 町の ふ 

る 道具 やの 娘 も、 この 比み がき 入れて よほどき れい 

な、 おれが とふれば、 さみせん を 引 さして、 障子の す 

かしからの ぞく、 さらばし j^s けて くれん と、 やくに も 

た、 ぬ鐸ゃ 小刀 を、 付 札のと お. - にかい つけこみ、 三 

味 せん をなら ひ、 有粞 川のば ちぶく ろ をはづ み、 銀 目 

かろ きかんざし を、 はな 紙の あいだよ. 9 わざと 出し 

かけ、 もろ ふて くれが しに、 何 ごと ぞい ふて みたい 折 

もな く、 むねに せまりし 數々 と、 かわの たるみし 仲の 

いし をなら ひて、 母お やが となりへ せんたく 物 打に 

ゆく あいだに、 しびいて 見れば、 娘 はつ ぼ/ \>  口に 

て、 わたし はきり やう は 人並より はよ ほどよ いげな、 

それで 三味 せん をなら ひ、 御大 名へ 御 奉公に 出る つ 

-も り、 もし 御手が かゝり 若殿で もうむ と、 ふたりのお 

や だち らくに やしな ふ、 いまのう ち、 すこしが しん ぼ 

うじ やげ な、 お ま へ も ねんごろに いふて おくれる ほ 

どに、 此 月の 宿 代 五 匁 かしてお くれ、 錢で 三百 四十 文 

ほど じ やげ な、 E^;^ の 三味 せんの いと 代で、 さし 引し 

て お くれと、 紅 ぬりた る 唇 を ひら つ かしかた，. >  出す、 

戀も いろ もとりお き、 ことし^^ 來年もさ めた る せん 
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さく、 (自 i 化 曰、 近ハ小 下々 に 少し 目 はなまん ろく 成 娘 

を もてば、 こと 三味 せん 舞 をし こみて、 大名が たの 御 

茶 小姓に いだし、 すて 銀 何十 枚、 給级何 ほど、 野菜 銀 

何 匁、 下女 一 人 四 度の 御 仕ぎ せな ど、 約 東して さし 

上、 ふと 御氣 にいる と、 御部堡 様 御前 様と もてはやす 

車 あり、 其 御 かげに て、 親々 が 俄に 汁わん をう つむけ 

に、 ひもに てぶりつ かせし のりかん ばん もさげ おけ、 

もふくろ うのつ にむ せた る やうな かた もし さいら し 

く、 しほ たれし 前 だれも ざう きんに する は、 大 かた 西 

國 すじの 大名が たの、 舞子 を か、 へる なぐさみ にや 

な. 9、 此 まとが はすれ ると、 かの 宮川 新地、 手 かけ 月 

切、 その外 三本 木 瀧の 下 あた. 9 に、 あみ を かけて 待 身 

となり ゆくなら しと や、 )一 ニニ 年 はいろ とすり み 

がき 色 どれ 共、 中々 とふ 人 もな し、 よほどお とこぶ 

. ^みがきに もたい くっせし 折 ふし、 町內の むすこに 

さそわれ、 二 軒 茶 や あたりに 行かへ り、 もはや そろ 

そろ 火と もし 時、 かの むすこに む. 9 にす.^ めら れ、 

わたりに 船と 繩 手に 立より 見れば、 つれ は 折々 かよ 

ふ 所と 見へ て、 助さん 御 出な さんせ、 あなた は どな 

た、 よふ こそ 御 出な さんしたと、 すいつけ たばこ、 ふ 


たせ か 茶 を もつ 花 車と もお ぼしき ものが、 御上り な 

されと す、 むる、 つれ ははし ごの 段 半分 上れ ど、 さす 

が はは づ かしく うぢ < ^する を、 むりに 引 上ら れ、 酒 

さかな 色 も あ. 9 たけ 出す、 誠に 見せつ きの きわまり 

にて、 あなた はさても 八樣 によ ふ 似た、 ちょと みたれ 

ばと. 0 ちが へた、 これ は マ ァ うれしい もの じ やと、 む 

. かしょ， 0 極の 口上、 耳に とま-りこ、 ぞいろ のとり ち 

がへ、 かちった へ 聞、 お 花 は 半 七、 かみや 治 兵 衞は小 

よ る、 け つく.^ 町の 女- J そみ づ くさしと、、； lb に 八 ふじ 床 

へ 入 V6  、 さ だま b しこと  >  も、 中 居が 屛風 ごしに か，.^ 

にくる、 おき わかれし 上り口に て、 ど ふやら 女郎が な 

づ みし ことばの はし、 耳に のこりて おもしろく、 四 五 

H もす ぎ て、 此方 か ら助を ささ ふ もお もてぶ せ、 芝居 

と 出かけ 助 を 誘 ひ、 かへ-.^ にさ しづめ ながれこ むし 

あんにて、 いそく と 木戸 を 出て 件の かど 口、 近所に 

なれば 助 は、 サァ 立より て 一 ばい 飮で かえらん と、 と 

もの ふ は うれしく も、 はやち かづき なれば う ゐ》/^ 

しく、 さながらに よほど あいさつ も、 間に合し たいけ 

もな く、 一 一 一座 遊びて か へり、 よく： n 助と はなしあい 

つ、、 一 一三 H もす ぎて また、； S を さそ ふて 見る， け ふに 


きう 用 ありて 得 ゆかぬ とこと わ. o、 せひな く 七つ 過 

に、 かみ =r 代 ねんに 念 を 入、 衣紋つ くろい、 藏 おろし 

の 扇 を ならし、 たばこ 入；：！ に 無用の めせ き 笠 を 手 に 

持、 寺 町より 四條 へま わり、 繩手を 上へ いろが おもて 

をと ふ. 0 見つけて、 くれ 時 なれば おも ひ/.^ に、 衣服 

を かざ，.^ 店先に こぞ. る 折に、 わざと 東が わ へ うつろ 

ひて、 みじまい はやう 仆 廻し、 傍輩の いろが 見 付、 小 

女郎に IK 付る 、 仰に よつ て 快 量 丸 見な やうな ちょつ 

ぼ..^ が、 釉ロも は をり も かま ひなく 鷲づ かみに、 ど 

もが 虻 を 穴へ 引 こむ やうに、 のう れんの 內へ引 入る 

と、 ほうばいの 女郎が、 ゆかたに しごき 帶、 立 ひざに 

て たばこす いっけ あてがい、 け ふ は どこへ 御 出な さ 

ん した、 ちょと 御 寄な さんしても とがに もなる まひ、 

氣の わる ひ、 マ ァ おあがりな さんせ、 など、 あいさつ 

に、 サ テけふ はお ゃぢ のめう 代に、 深 草の 法懂寺 へ は 

かまい， 5 して かえり じ や、 助へ ことづけ はない かへ 

と、 あが. 0  口 へ こしかけ、 一 一 か いの 上 口ば かりし り 

めにかけ、とびたっ程上..^たひをじゥとこら へ 、はり 

つよく 傍輩 ふたせ が 手 を 取て 引す るに つれ、 はしご 

半分 ほど 上る と、 はや 釉 もな ひこと、 うた ひかけ しめ 
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て 名 古 やの ふたへの 帶 がと 引かけ る、 いかにく たび 

れた とね ころび、 不肌も 一 一三べ ん 廻り、 _ ャ呼フ ちと 級ぶ た 

の 梅干、 かまぼこ 二つ 三つへ る 比に も、 色が 出ぬ 內 

へ、 すこし ム ット氣 にな， o、 はやう い ぬると そば へ る 

所へ おとき はふろ 上り、 身 什 廻の 始る ところ へ 、j!JH: 一 

ときの 客 なれば、 おしろ い を 鹿 まだら に、 ふじの さ 

ん、 拆も くきが せいた、 おは やさんに、 すじたて ゝ 

もろ ふたれ ど、 半 ぶんで やめて きた、 ァ 、あつやと は 

な 紙で 扇づ かひ、 おなじ 家の 經 ども、 お ま へ のす いた 

御 方 に は、 きついき のせき よう、 ひがしの とういんの 

か の 權兵衞 さん へ 、その 宇 ぶん 心が あらば とて、 こ を 

かへば、 また わる 口 をと、 あいす b のごまの はい ど 

も、 つまみせ ににて もむ しる 仕 かけ、 お ま へ の 所の 文 

は 何 所へ やる と、 はや ふ 届へ、 うちかた へ 飛き やくで 

やっても、 いか いとと われて 嬉し さ、 やまと 橋から 半 

町 ほど 下に、 さかい やとい ふ 芝居 茶 やが 在ば、 そこ へ 

出せば さ つ そくと 3" ける と、 名殘 おしく も、 內の 首足 

も氣づ かひ、 狀を 出すならば、 おれが か へ 名 は 三 木と 

いふ はと、 ねんごろに おしへ、 よく n あさの 間に 手紙 

をした、 め、 かの さかい やへ 遣し、 三木サ マトい ふ 

,  s« ま！ 
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か、 助 さまと いふ 文が 來た らば、 うけとって おいてく 

れく賴 、また 明の H わざ < ^芝居 茶 や へ ゆく に、 何 

のけ もな し、 すご か へ り、 さう/. \«每 日 行れ もす 

る わけ もな し、 文 は ほし、 助に あ ひ、 この 中お ときが 

何やら 賣欉に 用が ある、 狀を やりたい とい ふゆへ、 さ 

かい やまで 出せと いふた、 もはや 出て あろ ふ、 貴檨下 

へつ いでが あらば よってみ やと、 わが 狀の ほしい 計 

につれ をつ かふち え 袋、 つれの 助 はうな づ き、 さい わ 

い 寺 町の 四條 まで ゆく、 よって みん とい へ ば、 忝し 助 

がか へ る を まち. たいくつ くれ^に、 かの 狀を 持て か 

へ る、 ふうじめ にかよ ふ紳、 むまれ て 三 四 年と いろど 

れ ども、 生物よ 9 文 を もら ひし こと は、 け ふが はじめ 

な-り、 文 を ひらけば、 

文と はなれく しく、 御らん もい かいとお も ひ 候 

へ ども、筆染^^:^^  、まことにぇにしはぉかしきも 

のにて、 淺 からぬ 御 こ 、ろが け 、いまに^.^ そのう 

つ. 0. にくらし.^^; 3v,i、 いよ./ ('もらし ま 魔に 御 入 

下され まじ やき、 ましたく、 わが 身し も 御 げんの 

ふしにたがひなふしのぎ^^:!^、 申 度 事 はやま や 

. まながら、 御らん もむ もじと 筆留 0 ふ、 夕方 助^ 
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御 どう < ^にて、 御 あゆませ 下され 候 ほど、 なを 助 

樣へ文 ましに あし から や 御った へ させ 賴.^ 

時ぶ んがらに御さ っられのふたのみ..^^ 、 申 度 

事 御 ざ 候 ま、、 この 中に 御 あゆませ 下され 候べ し、 

かしこ 

など、 にぢ. o、 返す^ ^はお かしう ひきす， 0 て、 か い 

みに 向 ひて、 はへ 際の しらが をぬ く女郞 でも、 返す 書 

はい まだ わかき こなた なれば、 あしき 事 は 御し か. y、 

いつ 迄 も 御 心 御 かわりな ふたの むと、 文づ らうれ し 

いやら おもしろく、 何となく 心 もい さみ、 鬼 かいがし 

まの 流人が、 しゃめん 狀を よむ やうの 心地に て、 いた 

だきお がみ、 なでさす り、 まことに しんせいの 比丘尼 

が、 ふる ふんどし を ひらいし とやらん、 餘 b に 持な や 

みて、 うすき 杉 はら も、 わたけ てち ぎれ やぶれ も、 け 

て さけて うら 打して 懷 へいれ、 また 色 どるもう しう 

の よれ かね、 くだんの 狀を、 かの 大名 をね ろ ふまと 娘 

が 方へ 持て ゆき、 たからか によみ かへ しひ もしゃ ま 

た、 すこし は ほうか い b んき でもす るかと 思 ひて、 か 

の 色が めったに ほれた やうに、 はなし を すれば、 かの 

娘 は 象牙の かん ざしに て、 ひた ひの あた. 9 を かいて、 


あったら 金 を わしに くだんせ いで、 米 を 一 度に 五斗 

程 かふて、 こちのから と はじまつ てからな ひめ づら 

しい^して 見る ものと、 ねから かふば いの あわぬ て 

うしの もどる 三味 せん ひくと もお かしから す、 大名 

をね ろ ふ 娘が かた へ 、しだ ひに そ ゑんに な..^、 ひく じ 

やと ひと， 9 ゆるせし おとこ も、 繩手 のつな わた リ よ 

ほど 覺へ、 石垣ぐ る ひたば こ 入に、 女 郞の紋 を 縫に し 

て 持ても、 おかし からぬ 樑子 をす- J ししり て 、宮 川邊 

へ 1% 離 を 素人の ひとつが ひ、 又 座 もせ あしから す、 

後 迄 あそびて かえれば、 よほど 素人に 喰お け も 在、 は 

じめ 戀 しか. 9 し繩手 も、 いま は 其 門 を さし 足して 東 

側へ かたよって とふる、 惣高 拾四兩 もっか ひて、 はや 

粹の 顔の 思 入、 おなじ 友達に 出合、 遊所咄 しになる 

と、 きせ る を 糸 切齒に •  て くわ へ 、あそび も 女 郞の狀 の 

うれしい うちが、 はなじ やの 耳 じ やのと 仰、 未 一 門 家 

ぞくの 異見もう けぬ に、 すん とわけ し. 9 顔、 わがお り 

おり は ゆく 石が き 京屋が 本の 誰 はよ ほどな じみ、 い 

まで は 一向に、 つとめ 氣を はなれて 居る ゆへ やめら 

れぬ、 それに 湊 やから 出る かしわが，. -ん き、 さてく 

つとめす る もの は、 けっく， CS ん， きふ かしと、 お ，o,>/,\' 
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はかの 持病のお とこ 自慢が おこって、 町內 のめした 

き兒婢 迄に、 まゆげ をよ まれ、 いまだ 親父の まなこに 

か ゝ る ほど は いたらぬ とも、 よほど ゆ をたら し、 もら 

ひし 銀の 緒 も、 しばし とふ ざ かリ、 人が さそ へ ば こち 

の^ 尾の なをる 迄 は、 陳を ひくな どゝ 中々 いふ 首尾 

の 段 へ は ゆかす、 銀の まわりし ばらく あしく、 うちの 

銀 をく らます 事 はい まだお そろし く、 さは さりな が 

ら 一 念の すりみが き はやます、 當 時よ ひお と こじゃ 

とて ほれる 女と、 むらさきぼう しきた 女 はな ひもの 

ぞ、 遊びに ゆく に、 ひんそうけ ふたんの 衣 ふくに て 行 

やうに なれば、 銀 遣 ひに はかの ゆく 事お びた いし、 す 

こしと しもよ. o、 東西の 郭の味 を覺れ ば、 むかしす り 

みがき せし 事 を おも ひ 出て かほが 赤な り 平、 よく 

よく 思慮す べし、 

自程 曰、 祝陁が 公義 あ ひ、 宋 朝の 尻 毛まで ぬき 立 

て、 すりみが きも、 よる 年 はみ が \れ す、 よいお と 

こじゃと て ほれる は、 いまに て も 大內の 地う こん 

か 地 白 かため □ たる 尻 大きな 女中の たの しみ も、 

^外の 女 は 目の つけ 所 かわり 在、 前が みおとして 

わ かづめ を かう はすくな し、 大 かたと しま を悅も 
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のにて、 五十よ.？ つ へ の 男 隱居禪 門が し、 は、 ふり 

釉を ねぶ. 0 まわし 樂 ことじ や、 

〇 あわで やみに しう さ を 思 ひ、 あだなる 勢 を か 

こつ も あそびに よほど 油 をのせ かけ、 むかし か 

よ ひし 繩手 石が けの 事、 人が い へばき え 度 ほど 

に 思 ふ 段 を かきたり、 

我に ひとしき 人し なければ と は、 いつ 歌人の ロ說ぞ 

や、 宮川 あた b の 水せ、 り も 、中 居 娘の 伽 なれば、 祇 

園 先 斗 町の 夕げ しき、 華 頂 山より きしり 上る 、月の ゑ 

V ほ 我 ひと h' 見る 6 地、 はる はさ くらの しょげた る、 

二け.^ 茶 やに まくうた せ、 花見と て 娘 中 居に か しづ 

かれ、 竹 本大津 鶴澤な どが ほしがる を あしら ひ、 めし 

ひと 箸 ほど 喰て 居る 索 人 をよ び、 料理人が 金杓子 を 

恃て はし. o  P るが おもしろく、  gnz はまる やまの さ 

の やのと、 くれに およべ ば 芝居の やぐら まく、 夕陽に 

色 そ ひ 一 ぱい 機嫌に わなり 遊、 小 女 郞がづ しへ き、 

に ゆく へんじい かにと まつに、 ほどなく 追 付 御 出 難 

有と、はゃ待氣にな..^、娘屮居のゃ..^くり聲、 おかし 

くも げら わら ひ、 川^の いかのぼり もた、 む 川 

ばた、 井 俊 藤 代が ほと..^ も を か 、ぐる 折、 らう そ 
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くのこ しらへ に、 ^々是 はお そ ひと、 ばんとう 中 居 

がせき ご、 ろ、 これ もはや 出に はお そし、 くれから 

か、 いやく 屮 はんのと 評ばん とりぐ、 (自^ 曰、 

むかし はくれ といへば、 きっしり とくれ におく る、 

今 はくれ とい ふ を、 初^ 過に おくり、 大 かた 女郞が 

； y 子 新地 またけ を かけ 居、 兩方 はたしき、 拆 はじま 

ひの はく 人の う. 9 がさ を きめ ごまか にす る ゆへ な 

,9、 お、 く 新地 を はたらく 女に て、 ぉ..^にひるをぅ 

る ゆへ かくお ぐり もお そし、 ぎおん ゑみこし あらい 

に は、 七 ッ向も 後の ならぬ うちにと る ことし か， 9、 

すべて 柬 素人の ならわし あしく、 おの づ から 錢 かん 

せ-つ つよく、 それ ゆ へ 小判せ にし かけ お 、くして、 

少しもく るし からざる ことか、) 十四 匁の 長 かけ も貳 

寸 ばかりな だれる ころ、 お S 様 御 出と 下に はま わし 

おとこ、 屮 はんな りと つけ 屈け、 はながみ たばこ 入 

恃 かへ、 ひぢ りめんの したぎの すそ ふみ ひろげ、 は 

や. 0 いしゃが は を. 0 を さばく か、 雞 が翅 のす やうに、 

す はらぬ 內に 夕べ の 醉た はなし、 おと ひの 芝居う 

わさ、 さきお と、 ひの 山 ゆき、 二 軒 茶 や 北 野まい 

b、 主 夜 神まい h ヽ 心中 かけ 落、 はし. 9 坊 とりませ、 


盃 をお かしう 三味 せん はきもの ごしに さする、 吸物 

はふた を もとらす、 中 居が つきあいと いふて く、 め 

て やれば、 汁 少し 吸 ふて 梅干 をね ぶ b  、膳 どき は 座 を 

たちて、 はしごの そばに て 花^ を とら へ 、こよ ひは屮 

はんと くれと 二つに して くれと、 花 車 をい じりて 客 

を そし h -、 膳が すむ と 沖の 石に 石橋 獅々 が はたらく 

時分に 屛風を ひく、 ちと 御 やすみな されと たばこ ぼ 

んに火 を 入る、 こ、 へ も 茶 をと 小女郞 上りの 巾 居 を 

つか ひ、 吸 付の けぶ.. y 新田の かほり も、 御 さだまりの 

とほり、 油 じみた る 木 枕に 延紙を 打し き、 これ も 唇に 

て かみ を さばき、 うつむけ にね、 はらば ひし、 からだ 

をた ひていに て は橫に はせ す、 かん ざしで くびすじ 

あた b を かきまわし、 おかしい にお ひの ねまきの 釉 

を かほに あて、 目ば かり 出して 、文治 松 兵衞鯉 長が と 

b ざた、 北側の 初 n ばな しす る う ち に、 中 居が あと を 

とひに くる、 干 要の 事 はす まや、 返答 さだかなら ぬに 

今やう. /(- 初-;^ すぎ、 せめて 後； もと ゝ める、 こ、 にて 

中 はんと い ふ 事 を 言外 へ あら はす、 ぅちの首：：^^^も心 

元な く殘 多く、 はく 衆 も きせるく わ へ ながら、 御と ま 

りなさん せと、 け-^  b を 口から と はな；； らと 一せ 乂-- 
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吹 出す に、 中 居 はおとな しく、 內 かたの かた ひ はよ ふ 

しっている、 しかしき つ ふよ ひなれば、 まづ しばし S 

やすみと、 中 居が はしごの 段 一 つ 二つお りる 比に、 茶 

一 服 の む？ i を、 十 年 も ねる やうに 身ぶ り 、^をと きう 

ちとけ し 御 けん、 おかしう もじ や/,, \ 'する も、 あそび 

の 手品、 さして 物語す る ともなく 御む かいと、 中 居 ゑ 

ん りよな ぐ 屛風引 まくる、 ゑんば なにみ づ つか ひ、 繩 

手に かんばり な 義太夫、 われに はかまわぬ いやらし 

いかた もつな、 おもしろ そふに うた ひく さると 打な 

がめ、 茶 をのみ、 白 衆 は 立 膝に 延紙持 そへ、 きせる も 

いとま ご ひの 一 ぷく すいつけ、 ちかいうちに 御 出、 介 

欉 へよ ふこ、 ろへ て を くれ、 おさよ とのい の へ と、 lit 

奴の あるきながら 小便す る樣 につれ への 傅 語、 巾 居 

へ のい とま ご ひ を たれ もって はしご をお り、 跡に ひ 

とり 二 かいに も いられす、 庭から かごへの りの こわ 

ひふ とん 打し き、 ちか ひうちに お - 】 し 遊ばせと、 巾 DJa 

が 棒の さきへ 家の もんの てうちん く、 つけ、 紋日 

やくそくの あしし ろ、 門口よ，. > 半 町計屮 居が かごの 

たれへ とりつき、 まへ だれの しりへ ぬける を か、 え 

ながら、 凉 のうちに 外 開で ござります、 一 一 n; は 御 やく 
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そくいた します と、 ふる： ねかい に 見せても、 佥ー ー兩 

ほどが もの を か ごのう ち へ 言 入れば、 ど ふな. 0 とも 

はなし やくそく を あ ひごし にの せて、 內の 首尾 あん 

じて 、親父が おきてい たらば かふい ふて と、 かごの も 

のにと きをと へ ば、 もはや 八つで も ござり ませ ふに、 

南無 ざん ま. たさう は 在 まひと、 ねぎって みても 八ッ 

時に あま 違 もな く、 わが 家に ちか きと ころに なれ 

ば、 かごの いき 杖の おとも 、おやお の 耳に はいらんと 

あんじ、 1 町 ほど 手前に てお..^、 そろ. „ ^と內 に、 よく 

23 しぶ ひか ほ を 見て、 味な ひ 朝め し を 口 をふさぎ か 

きこみ、 下の 町の 煙草 入 星へ 行て 咄 する 所へ、 おなじ 

友達 も 入 求る、 さてく 夕べ は大づ くしと 咄の席 ひ 

らき、 助 はす ましが ほ、 慕に 店へ いたれば、 松が い 

ふに、 こよ ひ は 木戶番 いたし ますと いふた、 おれ も あ 

とから 行と おも ふた 所、 に はかに 大坂 へく だしもの 

で、 ェ、 殘 念と 舌 打、 ホン 一一 さよが 御 やくそくの もの 

を はや ふ 下されと 傳 言した、 何 を やる ぞと いふに、 

す ぃみのま へ だれそろ へ*^^るはづ じゃと、 咄の 所へ 

奴く ば hs がさし 出す 一 からげ、 とる まお そしと 符を 

ひらけば、 花舍が 一 通に キ雨 子が 文、 御定 もの 文 言 
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に、 追分 fvi の ふぢの 花み る やうな、 か へす 書に 巾 居が 

そ へ狀、 夕べ 御た のみ 申 上 候 凉の事 は、 いよく さや 

うにいた し 候と、 かすが ひうち、 助が かたへ たのみの 

狀、 まづ よほど 間 も 有と、 しかし ふっかの 內ー 日 は、 

是 もやく そくせす ばなる まじ、 いまだ 素人の 文 十 通 

許なら でもたねば、 うわ 紙に よくつ 、み、 羅紗の 三德 

の 間に 納め、 花 舍が狀 は 紙 入 やの 女房が すき 紙-」 や 

る、 めぐる ひかげの 十：！： も 過ぬ に、 鴨 川の 漣 千鳥の 昔 

ゆかし/、、、 助 を さそ ひた そがれ 時よ， 0 出かける、 鳥 又 

が家鳧 もよ ほど 見知 有、 河ば たに 舞 逢から す も ゑし 

. やくす る 心地、 何とな し 面白、 助が つ き あ ひに いざな 

われて、 祇園 町 いづ 、が 方へ よるもう ゐ さなが 

らか のれい 落なる けい も兒 たし、 大 せいの 屮居 がま 

へだれ、 らう そくに ひるが へ，.^、 娘が 三味 せんに、 何 

となく 爪 をく わべ そふな 勢 も、 つれの かいほう にて、 

盃 もよ ひかげんに 間が 廻 し、 娘 中 居が あなた は 御 

なじみが 有 かとい ふに 、助が キ雨+ とい ふに、， り やん 

とも ゆび も出サ す、 のみこみ さ 、やきて 聞に やる、 追 

付 御 出と いふに 、泰衆 も御來 光、 それ- 1 、の あ いさつ 

物 ごと、 又 ほんと より 花れ いに. てお もしろ く、〕 枕 半に 


歸 ると おも ひし 後 もと ひこす、 屛風 ふとん 引た て、 さ 

しも やかましき， たいど ころも、 おきばん 中：^ が 棚 も 

としま ふ 音して、 しばし まどろむ に、 御迎と In は七ッ 

どき なれば、 キ雨子 もしみ < ^と、 目 やに をば 縐 都の 

釉 口にて むしり- C  、この 中お さよが い ふ 通、 凉には 

出る ぞへ と、 とれる こと はしみ < ^とめ ひさのして、 

つれの 素 衆 も鮮風 ごしに、 おち かひう， りに へ と、： U い 

びろ き 二階 ものすごし、 中 居が さ ゆ を 諸々 の屛 風の 

うち へ はこび 廻る、 臺所は 中 居め したき がね ごと、 小 

,f^-s 力 はぎり 、八方の 火 かげ も V じぼ そく、 うち も 首尾 

心 本な く、 水 ぞうすい 喰氣 なく、 駕籠 へ の. 9 中 居が い 

ん ぎんに あいさつ も、 いきづ へ の 間 もまた る ゝ、 飛で 

かえりた き 心 持、 うどんう. 0 もね ぶ 、繩 手の 駕籠の 

會所 もた かいび き、 三條の はし 河 風す ごく-かの 千鳥 

の聲も 耳へ はいらす、 おい 出し 鐘 計 耳た ぶ をつ きぬ 

き、 中島 あた.^ 旅人が わらん づ のしめく、 りよき、 う 

ちの門をはぃh^ぬ、 明の H かの さよが 狀は 何事 やら 

むと ひらぐ に、 

ゎざとふみにて申遣^^::^  、 あっさの 折から 御 さ 

かん 様 御 めでたく ぞんじ- vcr*/v さやう に 候へ ば、 
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ゆ ふ はよ き 御 なぐさみ、 井筒の もとは かくべ つ 卸 

たのしみ あそばし 候、 わたくし かたは、 いつも/^ 

さう > /^の 御寧に て、 御 さう に ゆる//^ 御し かう 

あそばし 候よ し、 夕に うけ 給り て、 わ， N く 

しな どなりと も、 さんじ まし IJ^ もの を、 郎 しらせ 

も 下されす、 よく 御 出 あそばし：； おても、 御 ひけに も 

な，£^.s■まじく候* きうし 樣 こそき こ へ ぬ 卸— とぞ 

ん じ，， ：：3..i  、け さ湊 やの おとこ 衆に あい 申 候 へ ば、 

きうし 樣 より 御 ことづて にて P ざ 候、 御 しらせ 下 

され候へ ば、御じゃまにな，.^^^^御事御ざ候ゃ、 

さて/^ きこ へ ぬ 御 事と、 みな/^ 申， ftw^  、なを 

助 様へ よく 御った へ 可. レ 被い 下 候、 ばん ほど 御 

出 可 レ被レ 下 候、 申 上た き 事 も 御 ざ 候 かしこ、 

返す 書に は、 す いみ もい よく 御 やくそく 中<:>,^、 

お 傳樣の 御文 もと 5- ける と、 夕べの 井筒が しこくの 

く、. 0 かせに な. 0 て、 いやと もい はれぬ やうに な. o、 

助が かたへ も 恨の たら/, \»、 ぉ傳 よりも さよに ねだ 

られ、 め いわくら しき 文の かき やう、 凉ま では 少し 間 

も あり、 この 中に 御 出と せつ Z ヽ 出られぬ 事 はよ ふ 

しって いる、 助と 相 だんす るに、 ど ふで もやく そく ト I 
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すば 成まい と、 あっき 日の ほどなく 祇 おん 會 にな，.：^ 

ぬ、 かねてく、 られ しゃく そくの 日 なれば 、前；：； よ. 0 

も あたご 參り と內 をつ くろ ひ、 朝め し 時より 出かけ、 

小者 は 芝居へ や， 9、 こし づけの 行 厨 も かたづけさせ、 

井筒の 言わけ やら、 內の 不首尾ば なし、 床の らんかん 

によりか、 り、 とな， 9 に 助が おて きかくる すだれ ご 

しに 咄 をして、 ゆかの 下 をな がる、 西瓜の 皮うな ぎ 

のく し をかぞ へ、 河原の こや も そろ/、 見せ もの ご 

しらへ、 鳥 やが あひる もや どへ かへ る 時分に 助 もく 

る、宿ゃのゅかたをきても、かぇ，.^ぁしの時分になれ 

ば、 而白 さ も-つす く、 や-つ.，/,^ ら -フ そく 出す 比に 

を ひく、 十 町 そこら は 極ら くの てい、 泣 わめく、 歌 ふ 

おどる、 石坦 のまん どう、 麒麟 はやく こ へ 松の けぶり 

星 をて らし、 まことに これ-; て：！：： 本 一 の はんく わと も 

言べ し、 か、 るお もしろ き 鼓 中に い ぬ る此身 は、 い か 

なる 先 世に わる ひま をして、 ろくに あそぶ こと もな 

らぬぞ と、 心 も ぁぢ氣 なく、 屮 -i^ がた、 みつけて お い 

たかた びら をき か へ 、まじめに つくば へば、 助 は屮居 

を 逢 手に けん 酒、 づ レょ いわいの、 さ. 9 と は正氣 な、 そ 

れ ほどに おや ぢが こわ ひかと、 わら ひわめ く、 凉 のう 
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ち は 三味 せん はなら す、 花火 せんかう もお かしから 

ぬ、 河の はたへ 床几 を 出させ、 となり へ きた 小 市豐七 

を まねき、 和尙 がほん ひん ふき 吹 もって つれ ありく 

冶郞を か り 、 井筒 の 中 居 が 付合 にくる、 其 心よ き 事 を 

さし をき、 みすぼらしく 歸 こそむ ざ ん なれ、 わざとし 

りきれ ざう，.^ を はき、 衙 をと、 の へ 、道す がら 小者に 

せんめ う を ふくめて もどれ ども、 うそ は あとから は 

げて、 小者が はなしと ふに おちす かたるに おつる、 し 

れ たもん くの 狀も しだいに たまる、 正 月 はつ 午、 御 

忌、 三 月 せっく、 五！；：： の粽、 大 かた 紋 HI を かづきつ ゝ、 

あまも やくな 遊 も、 少は尾 ひれが 付合に、 外の 女郞 

も 箒て みる、 後から むりに もら ひに やる、 その 間に 中 

居の ちょが すへ よし 町の やどば い， o、 飽 目の 雜 器に 

仙人 を 一疋 そへ て やりし が、 さらば こよ ひいへ 見に 

ゆかんと、 中 居む すめ を つれ、 鳴 ごめ はこれ は 忝と、 

俄に 新ば しにて 鯛 を かたみと、 のへ、 吸物 ざ かな を 

引 張、 外聞に 悲 I 子 さま をよ び ませ ふとす、 めら れて、 

いやと もい はれす、 滕の檨 御いで と 、くすり 箱の ごと 

きを もちて、 年 比 三十 歳計の 女性の すん と 色く ろき、 

黴毒 跡 まだらに おしろい をぬ り、 いくよお りの 八つ 


過なる 帶を、 うしろと ま へ との さかいに むすび、 さて 

しゃき. >聲 にて、 小 栗の 道行 はたくて うく かひ、 

かた/^ こと まじりに、 ふしお かしく も わなる うち 

に、 むかひに くる さよが、 何やらん 私語、 ァノ子 は內證 

をつ とめて、 てこす.^^ますと、 きうし 樣 へさた なし 

に 私が ところの ふとん びら き、 ちと 御 やすみ あそば 

せとし いられ、 新地の 女中 も 御 つきあ ひと、 せんかう 

三 四 本 ほどね てみ る、 酒小賣 やの 鱗の 煮た より は 味 

なく、 後す ぎに か へ，. y て 見れば、 夜中の かね も 半分す 

ぎ、 らう そくな だれ、 きうし も來 たと 見えて 目お ぼ へ 

の 有 か いみ 袋と りちら し、 ゑ ふた 顔に て、 二 かいの 口 

から じた ひ、 おすみ はさい かく 者に て、 よい やさ^, 1^ 

とた、 けば、 えの 吸物う どん 豆腐 はお 傅が しゃう ば 

ん、 こよ ひも 辨慶 どう < ^じ やといえば、 中 居が 何事 

じ やとと へ ば、 ハテ 七つ 道具 じ やと 屛 風のう ち、 少は 

おだやかなら や、 よ ひの 新地の もちこみて、 口せ つの 

やう なれ ども、 とうふに かすが. へこた へな く、 キ雨子 

も 快ね 人 、，つち へ もどって みる、 さして. 0 ん 5^ もな く 

初戀 しか.^ し 事 は、 少 はわれな がらお かしく、 櫛笄貰 

て やった がお しいき み、 到 來の文 もし はすの 月 はう 一 
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る さぐ、 くる /\1 卷 にして おしこむ、 しからば 少粹に 

もな りし かとお も ふに、 中々 以 その 段 へ は 及な し、 あ 

そび に 少し 目 はな 付た おもむき、 伊藤 玉 忠が印 か 

の もの はすくな し、 金口 春 は 二 軒 茶 や、 九 山に て はく 

人 やらう の 蒙に の. 9、 芝居 は ti^ 軒つ き、 娘 中 居 を 御 

簾に して、 其 身 は 中居牽 頸と 飲つ いけ、 逸 風が よい や 

ら、 慶 子が 面白 やら、 月 は 三本 木 安井、 0- は湊屋 さの 

やの さわぎ、 はて はきう しもお やかたの 手 を はなれ 

てし まひば たらき、 は 、親と ふたりぐ らし、 內には 女 

郞の 二三 枚 も か 、え、 せた ひじみ て 面白 こ ともなく、 

のち は 役者の 女房き はまる、 H  、あたら 金 をす て、、 

その 金 を もって 柳が 下に 立よ らば、 むま ひめに 大木 

のかけ かぶと やら、 まぶと やら、 よ ひ 事の あると おも 

ふ はふ かくの いた. o、 そ も/ \ 柳 ^色の すいとり や 

ひがし 

うは， また 東郭 などの ごとく こ まひに なく， 鼬の 

はっかね づ みよ. 9 はむ ご ひ 仕 合、 むかしの 西 色女 は 

わけし な もよ か りしが、 當 世の よね は隨分 ひすら こ 

ふして、 先 以て 時節 がら 不相應 に 高直な 、南 香のと 

ま. C- し 打 かけ 姿 は、 よ v^/ しあんして かのさとに 

おもむく べし、 
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いはく、 當時じ まひの 素人 は、 ま はしのお とこ 一 

を とら へ 、屮 はんの 大 はやのと、 自身 づ め をせ わし 一 

くい、 おし §. る isj. なり、 或 沙門い はく、 此 一 卷 はま 一 

. へがみ よりあ そび 出し、 素人 を かひ 覺 るまで を か 一 

く、 その 文字 やう/^ として ひろく、 故々 として ゑ - 

-り く. rr- の t<X ^りくりまで を さら * ん、 建 長 寺のと り ほ. 

うき 客 を 言外に ほめて、 わけなき 中に なづ む を 毀 ： 

る 勢 有り、  ^ 

〇 人の 心 はおろ かなる 者、 句 ひな ど はかりの 物 一 

なる に、 しばらく 衣し やうに たきものす とし， 0 

ながら、 えならぬ に ほひに 心と きめき すると は、 ， 

士 の 法師 も粹 なれば、 此 だんこ まかなる 所に、 一 

心 をつ けて かきつ いけた り、  I 

柳 陰 城 は、 柳 下が 惠が 親里 かもい さしら す、 中華 は靑. 

樓妓樓 とい ふ、 古よ.^ 九 條の三 筋 町と て、 九郞 判官の 

ふかく なれし 大文字 屋の靜 より、 色 脈 綿々 として 絕ー _ 

やぶ 野 野 風 金 太夫 花 ざし 小 太夫 杯い ふ 名花 ひらき、 

客の 心 を 和らげぬ、 朿武の 高 雄、 浪花の 夕霧 はこれ を 

しら や、 君子 は 不レ知 こと は 閥如ス と、 仲 尼と いふ 粹ー 

のおし え、 都に 住ば &ば ぬまで も、 其 地の こと をし る 一 


が 干耍 ならん かし、 海に 臨みて 渡り をと ふこと はな 

.0 もせん、 西 色 は そのし る 人の なければ うかみ がた 

し、 柬郭 のあそび も 何となく うつろい、 助が さそ ひも 

さしてお もしろ からぬ 折から、 おも ひ よらぬ が 風の 

さそ ひて、 柳が 本に 立よ らんと いふ つれこ そた の も 

しく、こょひ^^みせを見ばゃとさそはれ、放參時ょり 

も ゑ もんつ くろ ひ、 かの ひがし 風 を もって、 う へに は 

つたん かけの 羽織 衣 ふく そろへ、 下着 はふる 手染の 

小紋、 はちくの うら 付、 きびす をぐ れっかせ、 ニ條の 

番場 をす じか ひに、 さながら 衣紋 坂へ はお もい ゆく、 

入 n もま だか いやかぬ に 、朱^お 西口 へま は. 5、 いま 

だ女郞 出る 時分に も あらす、 麥の浪 のどかに、 平郊の 

菜 花う こん 色の 如くた っ氣 しき は、 四條 河原の よそ 

ほひと は、 はるかに ことか わり、 水茶屋の か、 が黑木 

をた きつける 比、 人ら しきものと ふる こと もな く、 新 

柳の、 大木 戶 こそ 氣 味わろ く、 つれの 源が ゆく 揚屋 は 

みなみの はしな. 5、 兩侧 ののう れん みぞ 石 をね ぶり、 

のきに ならべし 大っ  > ら、 ふぎん もどき の：； I がら か 

さ をた て か け、 大ぶ ろし きづ、 み を、 いくつと もな く 

俸に さして 荷 ひ 行、 いかなる 事ぞと 源に とへば、 され 


ば こそ、 天神 以上 は 夜具つ .V ら へ 入、 はし 女郎のと も 

がら は 夜具 を ふろしきに 包、 口の 茶屋 北の 茶屋に て 

は、 はし 女郞 をよ びて あそぶ、 これ もたい こきり とて 

四ッ どき 迄、 それすぎては揚屋にてとまh^ぁそぶ 

事、 よく 覺へ おしえられ、 さて かの あげやと やらん へ 

ゆく に 、可. のけい きもな く、 中 1H: "らしき もの、 ふるき 

まえだれ をつ ^.9、 花 舍は臺 所に 座 一ぬ とさよ 衣 を さ 

らへ、 いとこ ま < ^ときこ へ、 花舍は 三味 せん を さし 

をき、 よふ こそ 御 出 あそばせ、 あなた は どなた、 御上 

hs あそばせ、 コレ此 きゃく. < は、 かねてう はさ をした 

三 木と いふ わろ、 まいどす、 むれ ども 東 鳥に て 中々 

うごかす、 け ふ はやう， （- 夜み せ 見た ひと、 御意が お 

た ゆえ 御 來迎、 何と ぞ此 さとの 本尊に な h,- たま ふ 

やうに、 花舍 がき ねんた のむ と、 くわん た をい ふに、 

よふ こそ 忝、 いまから ひがしの 御 かへ h- に 御より 下 

され ませと、 中 居 茶 だ ひに て はこぶ、 花舍が 吸つ け 

金 孫 草 も だいび ろき 臺 所に くんじ、 ひがしの 新 田と 

はちが ひ、 服 部の まひと めと て、 1 ぷ くにて よふ こた 

/  、人 はすくな しすみ はくら し、 可と やら 物す ご 

くお もへ ども、 二 かい へあがる に、 替らぬ もの は 梅 ぼ 
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し、 しばらく 有て 禿な らんと 思 もの、 油に て殊外 ひか 

る 小袖 を 着し 文 を 持、 花. 4；： がそば へより、 ァノ此 文 を 

明日までに、 茂 七の かたへ ふ いけて おくれな さと、 口 

上い ゝ すて 廻る 比に、 大 ふり 袖の かぶろ 源が そばへ 

よ. 9、 太夫さん のよ ふ 御 出な されました 、追 付 さ ん じ 

ませう と 口上い ひて かえる、 秀に 花舍が ァノ子 いんで 

ならば大夫 スにはゃふ御出なされと花舍が傅：^：气 拆 

是 からよ ねサ マが たか ませう とせめ かける、 源が と 

.9さばき、太夫をかり にゃれとぃふに、程ぁ.^て^;^^に 

數 ある 下駄のお と、 たいい ままで 郭公 211 のな きし 臺 

所 やかましく、 梯子の あたりに ゑ もんつ くろい ゆる 

ぎ いづ るよ そ ほひ、 引 ふねが 付 そ ひて、 よふ 御 出 あそ 

ばせ と あいさつ、 御上 人樣 座に 付た まひ、 引 ふねが 吸 

付ぎ せる、 花舍が K ，ザ」 奉る は おもわく らしき 幽霊の 

ごとく、 中と 計聲を かけ 盃-を さし、 こなた も 太夫の 

をいたい くこと なれば、 何となく かど しく、  を 

とれば ゆるり と 御遊び と 立し な、 花舍ス のちほどへ 

と、 あいさ つの 色 をの こし 座 をた つに、 花舍 はふで を 

もち、 地 ごくの め ぅ官を 見る や うに 名 をと め 、今 の は 

わか 紫 様と、 それよ b だん/^ おなじ やうなる あ ひ 
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さ つ、 しょて い めくろ ほしき 來る 程に、 まな >  J もちろ 

つ き、 顔 も 形ち もどぎ まぎして しれが たく、; が逄ふ 

松の 位 も 来り、 あなた かねておう はさの かた 樣 かと、 

あいさつ しほら しく、 花 舍は筆 を 下にお き、 大夫樣 み 

なか. 0 ました、 御物 數奇 いか 3- とうか へ ば、 しから 

ば是 とい ふ も おもはゆく、 こよ ひ は，？ i にら ふとき は 

ま. 0 し 口上 有圆 なれば、 花舍は 心得、 こよ ひ はま づ始 

て 御 出 下され 候 事、 せびに おとめ 申ます、 もし 御氣に 

入らす ばかさね て か へ て 上 ませう、 太 失さ まも、 ひと 

つ 御 あひな されて はかえ る こと はな. 0 ます、 二つ 御 

逢な されて はなり ませぬ、 重ねてと も かう も、 はじめ 

て なれば 御 もの 好と 源 も屮居 もせが む、 こゝに ひと 

つの ぼんのう は、 三番め にかし にきた、 ひぢ りめんの 

帶 付に、 くろ 羽 一 一重のう ちかけ せし 太夫と あれば、 高 

橋サ マと て かど やの 太夫 様、 それ をと おも ひの 外な 

る 注文と、 さっそく よびに やる、 いまだ くれぬ うちか 

らふけ たる 御物 好、 むべ なる かな 此 EH に て は、 一 一番と 

さがらぬ 年 まの けんか ひなれば、 外々 の 太夫より は、 

そばへ よりて かしに きた 時の 盃 もしつ ぼ. 0 と、 さて 

名物のに ほひに 氣も 上り、 御門 跡 樣の佛 だんの 心 持、 
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はしご をお. 9 しなに、 あと を 見返， OV い ありげ に 見  >  ん 

しが、 初段の やみつき、 =： も くれ か、 り、 しょくだい 

も 二 ツニー- ッ ならべ、 橋サ マ 御 出と いふよ. CN  、しつ ぼ 

とそば へより て 面白 ィ めもと、 しかれ ども 素 妓とは 

ちがい、 太夫が 三 緩 持 ことなく、 座 もめ. 9 か、 る を、 

花舍が 源に そうだん、 太鼓 女郞 をよ び ませう とい ふ 

に、 又 別に あげ せんか 、れ ども、 せひな く 藤 波と い ふ 

三 被の 手 だれ を 招、 ていしゅ はま か.. >  出 、はじめての 

御 かた 樣、 御 ゆう 引下され 候 難 有と さんたし、 晝 よ 

りい な. 5 へ參詣 仕り 只今 罷歸 b 候、 御盃 ちゃう だい 

といん ぎんに 相の ぶれば、 かねて 源が いひ ふくめし 

ことなれば、 に そへ て 一 角 をはづ む、 おしいた  >  き 

座敷 を 返 出し、 神の 棚の 鈴が らく、^ こそい まの 一 

角が 鳴と ほどなく 夜食、 ひがしと は 違て、 その 料理の 

見事 さ、 節の やうなる 獻立 にて、 六 月 比まで も蛳 のか 

わ らけ燒 を つか ひ、 五月 比に 正；！：： の 幽| 小 鯛 を 用 て 、夜 

しょく にても 夕 はん にても、 く はれぬ やうな ものが 

此 里の 格式 IJ て、 自 まん は 何ぞに 旨味の 有事 ぞ かし、 

膳のう ち は、 女郎もう ちかけ ぬぎ 座敷に おき、 勝手 

へ 立ば 引 ふねが きう じ、 太鼓 女郎が めし をし いるが 


花舍が ざら の ふた をと る、 夜み せけんぶ つ はわき 

へ な.=^杉原折のたばこ入のかほりにふすべ られ、 初 

^とお ぼしき 比、 門前し き にさ はがしく、 何事 ぞと 

尋れ ば、 今よ みせが すみました、 此 中に 御 出 あそばし 

候 時 ぶん、 御らん なされ ませい とい ふうちに、 かぶろ 

がみ 、もと へ さ 、やきにくる、 ハヤ 氣が 、.9、 むかひ 

へ かしに やる かへ りが おそ ひと 待 かねる、 その 顔 は 

しれた はなうた、 東で はやる は 沖の いしの 手 をつ け 

かへ、 鯉 長が おしえて くれたと いふに、 花舍が 心得、 

三味 せんとつ てあてが ひ、 藤浪ス とちと 御 つれ 引 あ 

そばせ に、 藤浪 がお しへ て くれとの せる、 ひがしと ち 

が ひ、 御 性が つき ませう ともた せぶ h, に、 しどけ すが 

たにても どる 橋が 顔 付まで も、 まさ 都スの KM のむ. 5 

に はこ まると、 おそ か， しい、 わけせ ぬば か b に そ 

ば へ より、 源が お てき も祌 妙に はなしす るう ちに、 ァ 

ラ ふしぎ や あら 男 一人 料理人く る、 女に どた < ^と 

二 かい へ 上り、 何事 やらん とお もへば、 かの 大っ いら 

の 中の 夜具なる ベ し、 一 間 を 引 まわし 有 明 をし か へ 、 

太夫さん めし か へませ と、 盃を花 舍が取 入、 かさねぶ 

とんに ニッ よぎ、 引 ふねが 心得に て 太夫が ねまき を 
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きせ、 ねん 比に た、 み 付、 引 船が 伽に 吸 付た ば こ、 さ 

して^す 事 もな く、 もはやく るかと まて ども 足お と 

もせす、 (自 程に いはく、 わかき 太夫に はふね をば 置 

て 、客の 槐を と る 、 高 橋 ご ときの ざれた な 太夫に は、 

わかき 引 ふね 故、 此 場所に てさして 客の 氣を とる 事 

も 入ぬ ものなら し) こよ ひこ そ 太夫と だかれて ねる、 

兼々 けいせい はふる とこ そき け、 一生の いろと る 時 

節此 時に あ h- 、東に てよ ほど わけ をし ると、 橋 をな づ 

ませお も はれん ものと、 東. と はまた 一 風 かわった 里 

であろ がと 咄し、 七つ 時分に はい ぬるべし と 約 灾-か 

ため、 源 は 手 をう ち、 七つ 時分に はかえ ると、 駕籠 を 

云 付る、 源が 御て き は 二 かい へあが. 5、 三木サ マ 御 や 

すみ、 のち 程と あいさつ、 こちの はなせに おそ ひ、 ま 

たと こぞへ かしに いたかと 氣 にか、 り、 あくび やら 

のび やら ませる 折から、 難 有 御 來迎、 隣 へ ことば を か 

け、 太夫 ス御 やすみと 打 かけ をぬ ぎ、 ねまきに しごき 

帶、 かの けっかう なる 句 ひに むね もどき つき、 ふとん 

のう へ につく まひ、 徘ぢり めんの 小袖 をば、 おしげ も 

なくして 着こなし、 かぶろ が 吸 付 眠に 煙 を ふき ませ、 

手 道具の ぶんこ、 次の 問に との ひする 引 ふねが 枕 も 
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とに 引よ せね るに、 まくら ならべ しょ そ ほひ、 素 衆と 

はか わ b  、髮 のす がた も いやらしげ なく、 銀 出し 花の 

露 はお も ひも よらす、 十日 も はっか も髮を もつ こと 

はヒ す、：， ；:々 々 ゆ ふとみ へ. てねば けなく 、小袖 は 

ュ ならぬ に ほひ、 なるほど 南 香と はお も ひながら、 橋 

が 身から、 此 やうな よいに ほひが 出る 樣に おも はれ、 

さて if 籠 がま われ ど 出く すみ、 やう/.、 と 源に せつ 

かれ、 名殘 おしげに ふとん 立 出、 むかし 坂 田 某と いふ 

役し やが 藝 1 一一：； 葉に、 ホ ン ュ 太夫と ねたと き は、 ほねが 

なくば ひとつに なりた ひとい、 し は 確言 哉、 あかぬ 

別の 駕籠 はもの か は、 裹 所に てきぬ -を おしみ、 引. 

舟 花 4: がお くり、 源 は 太夫に 引 そ ひ 大門 口へ おくる 

に、 うらやましく、 此中 にえと ことば を 殘し歸 り、 源 

が 太夫が 追す がら ねんごろに、 かなら す < ^ちかき 

うちに、 源スを つれて 來て とたの むに、 東の しらむ 比 

に、 柳の 招 木陰 もさび しく、 本國 寺の かね 御堂の 大 

鼓、 耳め づ らしく 思る、 あし 六本に てと ぶが ごとくに 

か へ.^ し、 曰 ii- 大 h 柏の はじめな らん かし、 

しま V* ら 

自程 曰、 西郭 は、 およそ 初 客つ いはな づむ 地に は あ 

らね ども、 屛 風のう ちのから くりょく しかけた る 
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が、 あと を 引 ことし かり、 すべ て 人 げんの たね なれ 

ば、 其 味 をお ぼへば、 此 さと を はなれて 外 色に な 

し、 柬 にな づ みし 男が、 思 ひきって 西 色に いたら 

ば、 そのむ ね を しるべし、 近き 比、 京師に おとこ 自 

慢の きゃく、 はじめて 郭 にいり ぬ、 花 むらさき にあ 

ひしが、 その さまお かしく おも ひしが、 屛 風の 中お 

だ やかなら す、 そのの ち 人の さそ ひしに、 西 郭は五 

e: 雨の 比へ たなる 座頭の 三味 せん をき くに 同じと 

いふ は、 かの ふるとい ふ 事に あ ひしゅ ゑぞ かし、 

〇 風 も 吹 あ へす、 うつろ ふ 人の 心の 花に、 なれに 

し 段 は、 東の 色 も 今 はう つ かわ h- 、西 かせに う 

つ ゝを ぬかし、 家 もく らも のしをつけて、 かの 色 

にやる ほどの いき ほひ を かきぬ、 

よ を うつせみのから 衣、 此身 はいろ にう つ、 なきと、 

淨 るりの 道行が ゝ， 0 の やう なれ ども、 夫に ちが ひも 

なく、 い つもより あつまる 紙入屋 へ 來て みれば、 きう 

子が 文 を 大事 そふに 出して あてが へ ば、. むかしに か 

はり 状の 符 じめ、 あら/ \ -.I ：>  くき， 0- ほどき、 まばらに 

よみお は. 9、 何やらたら ぬ 顔 付、 まことに 繩手 石垣の 

女中の ねごと 口上に ちが ひなく、 かも 河の 瀨と 男の 


心 は、 1 夜に か はると いひし もこれ にや、 ホ ン 一一き の 

ふまで は、 キ雨 子が 文 はてん にんの 筆と おも ひしが、 

け ふ は ひがしの なつかしき 事 もな く、 狀 をね ぢて缺 

におし 入の すみに 鼠の うぶやと なる、 いつも？ 5 はら 

ぬ 助が きた. o、 きの ふ 八百淸 にて キ雨 子に つきあ ふ 

た、 十九 H 御身 拭 を やくそく たのむ とこ とづて、 きい 

て もお かしから す、 はや 馬の 耳に 風 を ひかぬ に はな 

聲、 しま ばらの しだ ひ 口 へ 出し、 はなしが した ふて な 

らね ども 齒 をく ひしめ、 おのれち かきう ちに、 柳が も 

とへ つかみ ゆかん ものと 心に 今 3 じ、 いつもと か はり、 

只せ けんのう はさに 助 もてう しのらねば、 紙入屋 に 

てし かみが ほ、 ふうつ の狀を あけ もせす、 折から 源が 

表 をと ふる を よびこみ、 うつ とて ゆかしく、 昨日 は 

11^ と 一 れい、 助 は いづく へ 御 出と と はれて、 蛸 藥師の 

，フた ひき \ にと 間に合、 Ira^. はし ほりと さぞ P- たいく 

つと あいさつ、 これ はめい はく、 近々 又う け 給た しと 

いふ 釉へ、 源が 手から 一 通 を 入ぬ、 表 を 見れば 花舍が 

文な. 9、 そのことば にい はく、 

□ ながら 一 ふ で 申 上 fi*/,A、 まづ とやき の ふ はは 

じめて御出下され！！^存上^^、 何の 御 なぐさみ 
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もな く、 御せ い つ き fig はんと、 け ふし もた ゆ ふ樣と 

つきぬ 御う はさ 中^^ >, -^、 この 中に 御し ゆかう あ 

そばし、 御 出 下され 候 やうに ねが ひ^^^ 、ま づは 

御 fl 御と はせ までに、 あら/^ かしこ、 

何事 もない 文 なれ ども、 太夫とう はさが きうび へこ 

た へ 、茶わん わった やうな かほに て、 文 をく わい 中す 

れば、 源 はさす がに くる はの 正 ：！： にも 逢 ふたものな 

れば、 さ、 やき、 コ レ 太夫の 一 ッ かひと、 鼬の ひとこ 

ゑ は 火に た、 るぞ や、 きん： ：！ まいち ど 御 出な され、 そ 

の あと は 勝手し だ ひとす、 めの.！！^ く、 しからば この 

中に、 御影 どうへ いなかから たのまれし 扇子 を かひ 

に ゆく ほどに、 貴樣 御手す きのせ つ しらせ 下されと、 

わかれて より 、け ふや 源が さそ ふこと か、 あすかと 专 

に、 助が かたより 先 斗 町へ さそ ひの 文、 何の 面白 もな 

ひめん どうな り と、 よぎなき 障 入、 殘念と へ ら をつ か 

ひ、 キ雨 子の きの 字 もお も はす、 袖に 殘 りしう つ. 0 香 

こ ひしく、 きの ごみに ゑ ふたる 心地す るお. 0 ふし、 源 

が 手紙に 花舍が 文、 御 出 下され 候 へ との 事 、今；：！ は 川 

事に 付 松原 堀川 邊 までまい る、， 一花 4：： が 文 も 御 ゑい 堂 

いかいと たづね に來、 御 出 候 は ぃ七ッ 時分に、 壬 生の 
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南の 門の 內に茶 や 有、 御 まも 合と いひ 來る、 難 有と 返 

答し て 、七 ッ 時分 迄 は 待た ひくつ、 その 間に 親父が 用 

率 にても いひつ くれば、 難 波と 思案し、 かみ さかやき 

はさい はいと 今朝す む、 北 野 参詣とう そ をい ふきの 

小袖に、 郡內じ まの 下ぎ、 黑 羽織、 はや 東風 もす こし 

は替 り、 未 申の 風が さそ ひて 紙入屋 へ 立 寄、 助が 見 へ 

たらば、 今日は ざんねん 一 家と もに、 七十の 賀の 振舞 

が有參 ると、 よふ 心得て 下され、 仕出し 煙草 入 調へ、 

壬 生の 地藏と 出かけ、 かの 茶 やへ 行て 見る に、 源 もい 

まだみ へす、 此茶ゃ も 並々 ならぬ 茶 見せと みへ、 いま 

づゃ いせや 大龍 寺の つじとの 間の ものと みへ、 ちゃ 

みせょ.^は盆ゃが本職とぉぼしく、 おくにす だれお 

ろして、 舉 公人の 出合 か ぼい/^ と はなしす るお と、 

阿やら この もしく おも はれ、 たばこに も醉 ほど 待合 

すに、 壬 生と 會式 のこしら へ、 小屋 かけする 東の 堀へ 

參會の ものが ざ はっく、 もしゃし る 人が 有ば いかい 

と 奥へ 引 こみ、 茶 やの 荆婦に 何時 ぞと 問ば、 もはや 八 

ッ時 でも ござむ ませ ふとい ふに、 コレハ 七 ッ時迄 は 

よほど あ ひだが 有、 さて このはる は、 いつもの 

春よ. c- は 日が なが ひとつぶ やく、 かの 簾の 中には 田 


樂酒 などに てた のしむ、 少は美 太夫 を かふて は、 町の 

もの はむ さ ひと ひとり 心に たかぶり、 IW などし かへ 

て 待に、 源 は 足ば やに 來. 9 て 荆婦に 近付と みえ、 おそ 

ふ 御 出 あそばし、 あなた は晝 時分 か ら御 待、 是は 御 待 

遠、 道に て おも ひの 外 ひま 入と、 こ、 から 小 もの をい 

なす、 贵 宅へ 用事 はない かとい へば、 コ レ 庄吉、 もし 

うちから そち へ 尋に 行ば、 北 野から すぐにす みや へ 、 

うた ひ を 聞に いたと いふて たもと たのみて、 味ない 

茶 を  一 二 はいの みか、 る、 折 ふし 戀 無常の 世の なら 

ひ、 三十 斗の 女が と，^ あげ 髮に 珠數 もち そ へ 、見せ を 

かりて 淚 ながら 風呂敷 包より しほ ./I --と はこ 入の 人 

ぎ やうと. 0 出し、 袋 も 赤地の 男の子、 守， 0 袋 を もち そ 

へ て 出せば、 荆婦 がお いとし や、 御子 様 を 御い なしな 

されました なと とぶら へ ば 、アイと なみだに、 下- i;' に 

め も はらし 聲 くも， 9、.K ッ になる ひとり 子、 は- „^ り 

ものに ていな しまして、 け ふ は ゑん まサ マ へ 人ぎ や 

う 上に 參り ましたと、 あはれ を もつ も 人間の なら ひ、 

ふたり はさ 、やき、 とやらん むねし ほらし く、 とか 

く 女房 は 持ぬ がよ ひ、 もし 子で も 出」 尔、 ァ ノ やうな 寧 

に 逢て は いぢら しい 事、 知た こぬか あきない がまし 


じ やと、 つ へ にす がっても あそびに 行し あん、 千 本 通 

を 一 もんじに、 いし 橋 も 三 ッ四ッ こ へ 、西口の 木戶も 

此 中と を. りしよ， 0 はよ ほど 心よ く、 はきだめ 山田樂 

やの さびし さも、 け ふ はわび てお もしろ くみ へ 、大坂 

やの 軒に は 日が さ 立^け、 揚屋 町 もす ぎし 比と は途 

て、 太夫 天神の 道中、 しかも 寄べ き 下駄のお とに、 束 

の 方よ. 0 駕籠に ておし 來る、 吳服 所の 手代ら しき も 

の 付 そ ひ、 田舍 のさ ぶら ひ を 速て 來，^ し體、 南無 ざ ん 

け ふはい かふ にぎやかな.. 9、 もしゃ 橋 を ど こぞへ 揚 

はせ ぬか、 それで はいか ふ氣 のどく と、 宿坊 人 ゆけ 

ば、 この 巾 は 御 出 下され 難 有、 さて ま づけ ふよ ふこ そ 

御 越 あそばせと、 ていしゅ 夫婦が あいさつ、 け ふ は 下 

京へ まつ."^ 立よ.. 5 しと、 すぎし より は 梯子の は^も 

よほどせ まくお ぼへ 、花.：^、 原に 可 やらん さ、 やく、 

これ は 橋が ひまが 入と いふかと、 はやむ ね も ふさが 

り あんやる に、 源 は 耳の そば へ よりて、 なんと 色 を か 

える か、 橋ス にや は， り 渡る かとと はれて、 案 堵の心 

地、 ィャ 一度で もな じみし がよ ひと、 半分 花 しゃがき 

き、 はつれの 有 小 女郎が 格子 へ 啄に ゆく、 程なく 引 ふ 

ねが 口上 使、 花 舍が傅 語、 いらたぬ 氣 をい らちて 見せ 
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る、 見せ 先 へ 御 出な されて 道中 を 御らん と、 これ はよ 

かろうと、 のう れん を へ だて、 おもて をな がめ、 此巾 

よびし 太 こ 女郎が、 又も 付 こみ、 花舍は 見せ 先へ 出て 

女郎 を かる、 のうく と 甲 を 干に 出、 天祌 又は 頭 きん 

ふか <\ 'とかぶ. o、 揚屋 町 を- フ さんら しく あゆむ 侍 

も 有に、 北の 辻よ. 0 家の 紋の 日が さ 高ぐ さしかけ、 夕 

日 も 照 そふ 紅ス おかしな さと、 一一 ット ゑみ て^と， 0 

上て、 申 上 ませ ふに、 花舍は 紅樣と 申、 橋サ マの いも 

と檨 とい へ ば、 紅 は 御う はさ はき、 ました、 三 木 ス 力 

へ 、 今から 御 心 やす ふと、 かわ ひらし い 言葉 をのべ、 

座 を 立 花屋 へ ゆく も、 ffl 舍 客の やくそく じ やと、 拆々 

けっかう なる もの を、 呵 おに だかす はおし いこと ゝ 

おもへ ども、 う. 0 物 なれば せひな く 見送る ほどに、 は 

し はしと やかに、 禿に き. 0 花 もたせ 入來る を、 角 やか 

らか. 0 ませう と聲 かけられ、 てきに うしろ も 見せ 先 

から、 三 木へ ゑし やくして かしに ゆく、 すみやから か 

わ..^ に 萬 太夫 を かす、 せわしく よび 立る こ ゑ、 人間 か 

いに はき、 なれぬ 聲、 三枚が たにて ぶち 又へ かきこ 

む、 松と 梅と ゆきち が ひ、 引 ふね かぶろ が 使 あるき、 

遠國の 順禮の もさが、 ゆかた 短く きな し、 赤 もめんの 

1 ills 七十.^ 
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ふんどしの たれた ぶ やかに、 揚屋の 軒 を のぞき 廻り、 

そのな りかた ち 見る につけても、 かはい や 田 舍に生 

れて、 此 けっかう なた ゆ ふの あんばい しらぬな ど 心 

に觀念 し、 ほどなくら うそく も 立、 か はらぬ〕 义食 も昆 

せに 賞く わん、 家の 犬 尾 を ふる も か は ひらし く、 櫻つ 

つ じ 冬ぐ さ など、 ひきび や う 風 のうち 廻 し 、 P. げ ん よ 

はかく 別 むつまじく、 ちとね や ふと すれば、 せ 、り 

おこして 膳 をす へる、 抑愚ゅが胎內を出しょ.^此か 

た、 かやう にし いられし こと はなく、 ホン 一一お もへ 

ば、 はくじん は 味なき もの， と、 獨 したうちして、 いき 

やすめに はたば こ 吸 付、 橋 はさ も おもはゆげ に、 お ま 

へ 東に よしみ も あれば、 何 をい ふても はづ かしい や 

うなれ ども、 初て 御 げんな りしよ. 0 よしみ を かさね 

し 心と 申さば、 お ま へ は粹 なれば、 何 を だます と m- む 召 

か もし ら ね ども 、さら /\ さや- フの V じ】 ts^ にて はなし、 

あそびの 事 をよ く 御合點 ゆへ、 けっく 打と けて 物が 

申よ い、 此 M もむ かしと ちが ひ、 今 はことの 外さび し 

く、 私共 もお やかたの 手前 心ぐ ろう、 紋 nl はお ゝし、 

ことに 私 を 新造より せわになされ 下されし 殿達 も、 

去年 御 はてなされ、 便に する 殿達 はなし 、あおきな き 
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身のう へ とお ぼしめ し、 御 心替. 0 な ふお. は、 文 

にて な b ともおと ひ 下され かし、 あそびの わけ 御 知 

なされぬ かた へ は、 はなしの ならぬ 品々 と、 未 妙の 所 

より 持 込に、 左 も 有そう な 事 かな、 此 くる はとて ゑよ 

うに は 身 は うらぬ、 親の ためせ ひない にて 此 つと 

めと、 しかつべ らしき 口上に、 ^はし ほ/ \ -1 0 して、 

くが ひ ほどよに つら ひもの はなし、 巾々 にも 此 さと 

は、 外 へ 出る 事 はかた し、 東の つとめ は 方々 くへ な 

ぐ さみに ゆく、 せめても たのしみ 有、 何にも しらぬ 殿 

達 は、 女郎 は 問 夫ぐ る ひする と は、 それ はむかし の 

, 事 、その 時分 は此里 はことの 外 繁昌 ゆへ、 お ほくのと 

の だち にも まれし うへ、 遠 鄙の かたむく ろなる 客に 

いぢら れ、 氣も つきる 故、 粹 なる となれ 合た のしみ 

しが、 いま はとの. たち も おもしろく あそび、 殊にお ま 

への やうな すなほな 粹も有 もの、 ナン ノ 間夫が 入 も 

のぞと、 又. たきつ きて、 こちから 心 巾 を 立ても とい か 

ぬ 時 はつみ かさなる、 よ く/ たび/^ 逢れ ぬと て、 

心の 替る はまこと にて はなく、 またせき/^ あ ふが 

嬉し ひものに も あらや、 たと ひ 一 年に 一 度の 逢瀬で 

あは ふと も、 6 中 をた てと をす 氣で ござる としめ つ 


け、 しかし かやう にい はせ て、 東で 御 わら ひか もしら 

す、 され ども 女 はおろ かなもの、 ほんに 心 便の な ひわ 

たし、 それ はま だく ふかひ 咄、 言 出す 所へ 源が のさ 

のさ おきてく る、 さて r(., 邪魔な おとこ、 ことに こよ 

ひきつ ひ 夜の みじか さと 田. 5 へば、 はら はも ゝに てし 

めつ けて 勸 かさす、 うぢ /(- する うちに、 七 ッ かね や 

ら鶴籠 やら、 よ ひゆめ みさ ひて めの 覺 たる 心地、 なご 

りおし さは； t 山 なれ ども、 源に せ. 0 たてられ、 柳が も 

と 迄 つれだち、 大門 口に て も 橋が さ 、やき、 此 中に き？ 

度 御 出 下されと 耳へ なげこむ は、 それ をき かひで も 

くる 氣な h- 、はや 東が しらみて、 丹 波 口に 東 寺 あたり 

の 小便 かへ が、 はなうた 遙に きこへ、 雲雀が 金次郞 

金 次郞と 駕籠 の 名 を t- をき くも、 ひとし ほ うら め し、 

自程 曰、 此 一 段 は 身 毒の 段と なづ く、 橋が 打と けし 

風情 は、 中々 わかき 女郎の およぶ ベ き 事に あらや、 

たと ひ 朱買臣 な..^ とも、 此 段に はおよ くべき 餘情 

あ， ON  、柳が もとに さ、 やきばな しの 殘を 結ぶ 手段、 

よくく 味て、 親の 折檻 一 門の 異見 をき くこと な 

〇 名 をき くよ h- やがて おもかげ 懷し、 ひとり 燈 


の 下に 文よ むと ぞ、 なぐさむ わざの だん、 

浦し まが 玉手箱に は あらね ども、 あけて くやしき き 

の ふの け ふ、 いか いして すぐさん ともお も はれす、 お 

もての ひとまに とりこ もらん もしん きのた ね、 紙 入 

屋へ 行 とてもお かしから す、 助に あ ふが うるさく、 い 

かいと 思 ひわ づ らふ 折 ふし、 源が せき ばら ひに て 見 

せへ 來る、 橋に 逢 心地して うれしく、 かの ひとまに い 

ざな ひ、 たが ひに ねぶた そふな めもとに て、 夕 ベ はと 

あいさつに、 源 はわり ひざもとへ、 いかさま 三度 飛脚 

もよ ほど 見事なる 狀、 ちん 取べ き 文の かさ、 ふう を ひ 

ら けば 源が てき 催- i:T 樂が消 橋よ..： > も 源への 文 も 

有、 まづく 源が てきの 文 を 見れば、 

まわらぬ ォ くきの やう、 御らん もい か 3 'ながら、 き 

の ふのうつ り にと はせ <vo,IA、 いよ/ ヽ 御き 嫌よ 

く 御 首尾 もよ ろしく やい ぶいし く、 ゆる/., \ '御 

一 座 嬉しく、 け ふし も 太夫 ス と 御う はさ 申^^ r.i、 

太夫 ス にも そのよ はに 御 入 候、 御 しんやす くお ぼ 

しめし.^;： ヽ ちがぐ に 御 一 座 こそね がふ、 かし 

- J  、 

これ は し、 さてく 見事よ ひふう の 手跡と、 ねん を 

！ず—七カ 
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入て 、み、 さて 橋が 文 は 曲尺に て四寸 計の あっさ、 

封 じに かけて 五大 力 菩薩と かきす へたり、 何と やら 

んふ うじ をき る もいた/. \« しく、 このま ゝ守， 0- にし 

て、 ^In にかけ てね た ひ 物 なれ ども、 つばに てぬ らし 

ひらけば、 三よ し 杉 はらお しげな く、 伊せ 昔 頸かゝ b 

の 文句なる 文、 

あ ひみての 後の 心に くらぶれば、 むかし はもの を 

おも は ざり しことの ー桨、 け ふこ そ 心に こた へ、 むね 

ひとつに たどる は 逢坂の 道 かや、 われに ひとしき 

人 もな く、 御  > ひの そまぬ を ひと り こふ る も、 ぐちい 

に 候へ ども、 別てけ さの つら さ、 いっそむ すばぬ 帶 

ならば、 とけし 心の おくふかく しらせた く、 末た の 

む も 水に ゑ を かくなら ひ、 か はる ふちせ の 人心、 よ 

く-/^ 我 はかくお も ひこめ し 心なれば、 むげにえ 

こそ すぐさま じと、 おろかなる 心に こめ、 筆の あゆ 

み もし どろながら、 きぬ <>,\ の つら さ、 诀に のこる 

うつ，^ 香 をお しみ、 いつの つら さに なき そめし と 

b を うらみ、 か ね を かこち、 のこる e: 影の うら め し 

く、 又 逢 事の いっとい ふ iE^ もお ぼろげ なれば、 ゆび 

をお りて かぞ へん 日 もな く、 御な つかし さは 御 さ 
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つし にもお よぶ まじく 候、 まづ とや 夕べ はよ くぞ 

や 御 心がけ 下され、 殊にみ ちぬる 御 げんにむ かい、 

とし 月 かさねし 枕の やうに、 あやなき 事 ども はづ 

かしく、 しかし 殘 はことの 葉、 心 もも だくし く 

筆に てい はんもつ、 みかね、 其 儘に 御 入 あそばし、 

御 かえ，^ はお そく はな かりし かや、 御 首尾の ほど 

も あんじ、 け ふし もさ， フ/^ 此もと へ A6 い， 9、  3 

わさ もつ きぬ ひとつと、 源樣 へよ く/^ 御った へ 

御た のみ 申た ふ 候、 主計 も f ね 仙よ く 申た きょし 

に 候、 

. か へす 書 もい やしから す、 ちかき にしば しのうち は 

心がけた のみ 上る と、 源 は 背 をた、 き、 貴 檨はど ふし 

こなし たれば、 ニ會 めに 责札 到來 せしめし や、 天神が 

やう/^ ニ會 めに 短文 をとば す、 ましてい はんや 太 

夫に おいて を や、 何ぞょ ひぐ すり を ふ， 0 かける こと 

か、 きびしい 事 じ やと そやされ、 にた/,^ とわら ひ、 

心のう ちの 難 有さ、 結ぶ の 神 をお がみ、 又はみ ちの く 

の 金 勢 大明祌 のか ご をい のる、 かやう の舉は 露 しら 

す、 これ 迄む だに くらせし 二十 年來、 源 もい とま 乞し 

て か へれば、 またい つ 行と もしれ す、 めね ぶたく、 で 


っちの岩吉が^^食時分に、箸箱のぎんみ、箸と橋と音 

同ければ むねに こたへ、 夕べ 今 比 は 橋と 盃 のと. y や 

,9、 こよ ひい か いして いるな どむ ねに つま h- 、め はね 

ぶたく 心 はさへ、 夕べのう つ b が はなの あたりに の 

こりし 延 紙に、 はしが 口紅の つきし を そばに おき あ 

.0  、 明 をち か くよ せ 、 か の ふみをよ ぎの 袖から 首 を 出 

して、 よみ か へしく  b かえし、 布 ざら しの 人形 見る や 

うにた ぐり、 この 巾き て くれ と^が、 一 寸 いてす ぐに 

もどらん か、 ど ふい ふて かふ いふて と、  > ひひと つに た 

らふく しあん、 煙草 も 夕べ と はちが ひ、 舌 もさ ゝ けて 

味なく、 文 を 枕の 下 へ 入て、 せめて ゆめに な. 9 ともみ 

まほし く、 一 一 "史 に もなら ざる に 九ね する こそ、 

自程 曰、 一 ー會 めに はしが もちこみ は、 か は..^ し 所よ 

りょくつ なぎ 得た b、  ^年の よねが 工夫のお よぶ 

ことに あらす、 此 文の 文 段 は、 むかし 此 くるわ 慶長 

年中に ひらけし 時に、 元祖 上 林 又左衞 門と いふ も 

の、 女郎の ために 文の 喾 やう をお ほくつ い. 9 ぬ、 そ 

の 文の 作者 は、 北山の 邊 にお 德の 弟子 有、 出家して 

隱 とんせ し §5 の 作な. o、 其 文 をよ せて 錦 木と や ふ 

書 あ.^、 四十 年 前 火災のと き燒、 間々 有レ 之、 もとめ 

新— つれぐ i.  .. 


み る ベ し、 名 を き、 て もお も かげの な つかし さは、 

はし 箱の はしが むねに ひいくなら ひ、 此 一 段 は 人 

人心に て 意味 を しるべし、 

〇 飛鳥 川の ふち 瀨、 ク ねなら ぬ 世に し 有ば、 色々 

どじ 

にか は. 9 ゆく がなら ひ、 四條 がわら すつ ぼん 泥 

鰌 汁の さきし きを、 夕べ の 夕 だち にて、 けさ は 三 

文 づ >• にて 川 ごし を やと ふ も、 こと は h- な り、 

わすら るゝ身 をば おもわす ちか ひて しと 讀し は、 右 

こんが いらぬ 貞女 だて、 きの ふの さまけ ふは定 なく、 

よこ 槌も 海棠々々 とい はれし が、 この 比は柬 ふく 風 

もよ ほど 面白から す、 每 日々々 行 紙入屋 も、 うと/ \« 

して、 下の 町に よ を むつまじく 夫婦 くらす、 これ も 

むかし は 梅 位 にても あると 見 ゆる か、 が 風俗、 夫婦 

あしうち、 店に はうた ひ 本な ど 少し 出して、 源が 郭の 

文 を 取次 所と 近付に な て、 日 ごとに 橋が 便 を 待 身 

をな. 0 しさ ま 、紙 入屋に はい か  >  と あんじ、 助と 

ぅはさすじょ，.^柬の狀三四通もたま.o、 ことに 咋：： Z 

到來の 一 ぷ うは、 喜 雨 子が 用事の 文、 なかく その 分 

に さ し お き が た く、 助 をた の みよび にやる、 ぶせ うな 

がら も 立 よれば、 か、 が 片顔を ゆがめて、 きつ ひ 御み 

. 1— 四， 
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かぎ. 9 なされ やう、 せめて 一月に 一 度は此 みせ へ も 

御 出 下され ませ、 キ雨子 さまの 文 ども、 ねから と いけ 

ぬかと しかられ、 いか ふ氣 のどく、 用事の 文と さしい 

だす、 ちか ひ 比 はなせに やら、 外 へ は 出 ともなく うち 

ばか. 9 に 居ます とい ひつ、、 此文 見たい 事 はな けれ 

ども、 紙 入 屋が手 まへ も 有、 ゆびに さかむけの 出來る 

ほど、 むごたら しう ふうじめ を きれば、 

P- らん も 存 まじ と 思 へ ども、 文に て とわ せ 

AU /L ^、^vの ゝちは 御う と-/,^ しく ぞんし fi?i、 

いよく 御機嫌よ くまん/ \ 'めでたく、 この 比 は 

八 淸 にて 助 様へ ちょと 御め にか ゝ， 9 候、 御 こと 

づ て 申 ft> -. ^屈き ft??^ や、 きつ ひ 御み かぎ， 5 な 

され やうに て 御座 候、 まづく 夕べ は 助 樣御出 あ 

そばし、 こなた も 御 客に ており、.^: *i 、もしゃ 御 出 

も 御 鹿 候 やと、 後まで も 見合 申 候、 御 出な く かえ， 9 

^::;r*/-i- 、きつ い 御み かぎ， 9 やう u 存， 、さて は 

十九 日 は H がらに て 御 痤 候、 こゝ もとへ いで 申た 

く 候 、はや，^ 御 出 下され^. 9.^、 かしこ、 

かへ すぐ 御 出 まち 入. ^と 花舍 がそへ 狀、 十九 

日に は 御 やくそく いたし ま.、 御 出 下され 侯、 
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キ雨子 も ひま か、 さて- C きつ ひお しっけう，^ と は 

おも へ ど、 また 助が たき 付る、 中 居 どもが せがみし 事 

が 約束 ひとつの かづき、 十九： n にいた とて、 おさ だま 

.9 の 事 もお かしうな いが、 助が 手 まへ いか^ なれば 

まづ うけ 取、 かの 源が 中 やど へ 立 寄 みれば、 源 はおく 

に 文 をみ る 折から、 コ レ " マ ァょひ 所へ 御 出、 今 贵 宅 

へ 行と ころ じ や 、といけ ものと さしいだ す、 文の かた 

書に きう 用 じと 有、 是は 何事 ぞと むね もといろ きの 

はしが 文に、 花し やが そへ 狀、 

ゎざ/^^文にて申上^^、 いよ-/.^ 御機嫌よ く 

御 嬉しく ぞんじ， fi:s^、 さて は此 十九 rn は 道なら 

ぬ 日 がらに 御座 候、 太夫 檨が 事き うに まちがい 御 

座 候、 御 やくそくの 事 は 御 だんが う あそばし 御 頼 

中 上 fty(^、 何と ぞ御 b やう けん 進ら れ 下され 

^^^^、太夫檨御ふみもたせ上^^、御ゎもし御 

入口 下され かしこ、 

橋が 文 を みれば 、貫 之 の 長哥見 る やうなる 文章、 十九 

日の 事少 ばかり かき、 た い 逢た ひと 計 也、 これ はめい 

わくと もお も はす、 約束が まちが ひたらば さぞ 難義 

と.^ 鼻 をう ごかせば、 源 はし さ いらし く、 いかさま 約 


束 も 一 度 はせ すば 成 まじと、 尤 らしき 口上、 さいわい 

十九 日 は 御身ぬ ぐ ひ、 峻峨 かよ ひ 鰹 じ や、 源が てき は 

花び しゃへ 出 るげ な、 なぐさみに 行べ しと 相談き わ 

めぬ、 此 やくそくが はじめよ. 9 もくさんの 事、 約 東 ま 

ちが ひの まの 字 は ひまの まの 字に て、 客の すくなき 

ゆへ なり、 さらば 返事 を かいても たせて やらん、 橫町 

の 七 助 こそ 折々 駕籠に も ゆ くげな、 さとへ やる 文 は 

俗筆の かな 文、 花し や 引 ふねに 嘲 嘆せられ て は 一 分 

た、 す、 膝と も だんが うの 太 郞左衞 門 は 居す、 (自程 

曰、 大塔宮 三 段め をのせ たり) 高直の 紋 奉書 二三 枚 相 

と、 のへ 、筆 も 玉 氣流を 壹本か ひ、 かの 藥 研の ごとく 

なる 視に、 橋 柱 を 見る やうな 墨 をす りなが し、 かき そ 

こない まわる 下手の 長文、 橋へ やり 手が 見る もい か 

がと、 いらぬ 日 事に ゑん， 9 よして、 七 助 をつ かひ、 そ 

しても たせ つ か はし、 拆 これ はよ し、 こゝ にきの どく 

は、 キ雨子 も 十九 日 やくそくい かいすべし、 東へ 行た 

いこと は、 ホン  一！ 小 入 島の 鼻く そ ほど もな けれども、 

助が おもわく もき のどく とつぶ やくに、 源 は よろこ 

び、それこそさぃゎぃのなぐさみ、七っ時分ょ，.^柬 へ 

ゆき、 慕 時より はし を わたるべし、 これ はいか ふよ か 
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ろ ふと 、十九：：； をけ ふや あすと 待 かね、 日 かげ もい と 

どなが く、 やうく その： W にむ か へば、 晝 時より 二 軒 

茶 やへ 出かけ、 中 村 やにて • なまやけなる 田樂 をく ひ、 

八つ 時分に 行て みれば、 中 居 どもが まだ 大は だぬ ぎ 

にて、 たが ひに かみの すじ を いれ あ ふ 時分 なれば、 み 

なく 川の はたへ 出て 油 手 を あら ひ、 まへ だれ を あ 

て盃を 持てく る、 辻 子 へ 人 を やる、 屮居 がと り < ^き 

つい 御 見 かぎり、 何が 御氣 にいらぬ ぞい、 つじな どへ 

御 出か、 ほんに 文 もた びく 上ました、 き 雨子サ マ も 

せっく 御 出て は 御 たづね、 姉 川 新 之 助さん は、 座敷 

へ 出して は 女の やうな、 大吉 様が 子 を うまん した、 

其 靜樣は 御 引な されまして 御 隱居樣 同前、 ほんに い 

つ 御 出た ま、 じ や ぞい、 むかし 噺 がいかい こと 有、 楠 

が おもしろい 御 客と 見に いた 中 松の よしが、 此季か 

らこゝ へみへ た、 さつ は 井 俊 へ 行ました、 河原の 馬の 

かるわざ、 あなた 樣は どなた 樣じ や、 よふ 御 こし あそ 

ばした、 きうし 樣 はや ふとい ふて せがみに いたか、 御 

肴 もて おじ や、 御て うしの か * ん をと、 そのと. 0 ませし 

物語、 乞食の めんつう に 入て おく はなし、 申 あなた 

へ 御 あげ ませ ふ、 こ、 な 御 かたは 源樣 とて、 かたい 
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御 人、：：！ 外よ， 5 うちの しゅびが あしい、 それ ゆ へ あの 

人を賴 で、 け ふ 嗟 峨へ參 とい ふて やうく 出た、 暮切 

にかえる と 句 はせ、 それ はせ わしい、 たま 御 出、 

外で は ゆる あそばす であろ、 それ 御 吸物と、 鯛に 

さんせ うのめ やら 綢 のめ やら、 いきづへ のおと きこ 

へ、 程なく キ雨 子樣御 出と、 高聲 によぶ とひと しく、 

ゆる. 5/.^ と. 腿に つき、 さて/, \> こ 、なお はつが、 せ 

わしう いふて 見えた 爲、 三さん にけ いこ をして 居た、 

ひとつ もお ぼへ まい、 めづ らしい 御 出、. S 'あなた もよ 

ふ 御 出と、 さして 問 へ ぬらし ラ颜色 もな く、 いっかど 

うらみ をい ふいき ほひ も 見えす して、 さら hv とした 

風景、 繩 手の 女郎 ども、 ゆかた を かたに かけ、 湯 あが 

h- に 二 上りの けいこ、 芝居 も はて 太鼓 をう つと ひと 

しく、 四條の はし は 蟻の 熊 野へ 參 ほど 行 あ ひ、 かつ は 

やの 油く さき も、 大 かたに かた 付て、 もはや 此 ijj 舗に 

居る 心 もな く、 もし 橋が 外へ かしに ゆかねば よ ひが 

と、 ひと， 0 心に あせり、 上り口 かう らんの あたり へ う 

そ 》,/.\ 'する に、 中 居 ども はもし？. e; を， つ は/ \な さる 

る、 あなた は 御せ いが つき ませう、 さしこみ にたれ ぞ 

よびに や， 9 ませ， フ と、 すゝ むる くどくと も 成 蹄す る 
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西方へ 行たい 色目、 源 は 見て と h -、 もはや かえりた 

ら よかろ ふとい ふに、 中 居 ども はくち < ^に、 雲 をつ 

きぬく 調子に て、 何の 事 じ やい なァ、 け ふこつな、 ィ 

ャ くけ ふ 親父の 手 まへから 預 つてき た むすこ、 嵯 

靡に ひま 入と もい わ れ まじ、 よふ ござ.^>ます、せ め て 

ままでと 留 てもと まらぬ 草す.^ あ ひ、 す. 0 あ ふた を 

いがめて 脑を 出す、 せっかく 物 やぎした 料理 もせ、 

り さがし、 しばし 御 やすみと 屛風を 引て 入日 を かく 

し、 源 はは しらに よ..^ か 、b 、中 居 二三 人相 手に 酒 を 

のみ、 むかしの きつ 岩扇忠 一 力が はなし、 牧野 淸 野が 

俤を はなし、 花靜を 三ぶ がた てい.？ を かた.^ 出す、 

屛臌 のうち は 八 淸 にて、 助に ことづての 言 をの ベ、 

いわの が 文字へ 嫁入、 おと、 ひに はかに 山 喜から 北 

野へ まい. o、 こ \ がお まへの 上の つ、 じ やと、 おし 

えた 芝居 もお もしろ ひ、 瀧の したう かむ せ はいくよ 

のうら み、 けいけ しけし 粒 ほど もな く、 な つかし さ ふ 

なよ そ ほひ もな し、^ なく おきてく る、 源 は駕を い ゝ 

つけ、 キ 雨子サ マ さぞっ^^-る御もの語なされ つらん 

と、 中 居 はおくる、 是 はきつ ひさう/^、 あなた は 嘸 

おせい がっきません、 駕籠の 衆 はやう ねの みます と、 


ことば を かけつ-^ わかれ、 三條 河原 町から すぐに 郭 

へとば す、 大宮 松原 邊 にて はや 初更の 時 をつ ぐ、 大 

門口 は どこへ と 與左衞 門が 鳥の こへ、 かんこく はと 

ほる とも 此關 はやら じ 候、 引 ふね 中 居が、 さて- (-ぉ 

そ ひと 駕籠に つき 添て 行ち がふ、 さすが 御身ぬ ぐ ひ 

とて、 よく ％ はさら にぬ けぬ、 たい こまつし やの さわ 

ぐうへ を、 風の 吹ぬ にお どり 場の 柳 そよ めき、 ふみな 

らす 下駄のお と、 かし か.^ のよ ねの ゆきち が ひ、 大 

坂 やの 格子 をた、 く はしごの 下に、 申 太夫 サイ サイ 

サイと 叫ぶ ご へ、 こと 三 能 尺八 どらたい こ、 誠に 極樂 

の紋 H かほ どに は 有 まじと、 心 も そいろ 吉室 所に かき 

こむ、 花し や は 待 兼ました、 た ゅふ檨 もけ ふ はは や ふ 

御 出な され、 にし 口 東口 へ たびく 御 出、 た い 今と な 

KV へ かしに 御 出な されし と、 程なく 橋 は 顔に 待 かね、 

山の ほと、 ぎす 鳴 程 まちかね しその ふせい、 おもて 

座敷 は天祌 職の 客うた ひわめ く、 さすが 松 位 客と て 

おくの 座敷に なほす、 はし は 座に つき、 もしゃ 御 出が 

なければ ぃゃな^$-じゃとぉもひましたと、 心 を こめ 

しこと も 極上々 吉の 場所、 ^子が 仕う ちしろ 吿ては 

ゆか ぬげい、 源スけ ふはい かいお せわ、 かたじけなし 


とい ふうちに、 禿が 源へ 口上 言に くる、 引 ふねが は を 

,0 をた 、む、 源が よほど 醉 もま は. 5、 今 口 はこ. ゝ のせ 

うわる にさ そ はれ、 ぁづ まの 色に つき 合、 朝め しどき 

よ b 罷出、 ことの 外せり 立、 やう/^ た い いまにな り 

ひら、 三と せ もこ y- にと めて ぞ なれ まつと する では 

有 まひ か、 た ひていせ ついた 事 かいな ときく に、 橋 は 

け ふさめ が ほ、 そんな 事と は 露 しらす、 やかたの 御 首 

尾 を あ んじ、 もし 又き う 用が 有 かとくれ すぎまで、 花 

しゃ スと うわさ、 ホ ン 一一 入らぬ 心づ かひ をした、 あん 

まりお そ さに、 臺所 酒に しんき を はらす 折から、 松 や 

へとの だち がみえ て かしに 行、 家 太夫の 酒の む. 9 み 

えたと 聞て 氣が 落つ き、 醉が 出て あつひと 水 をのむ、 

ひざの 水 は ゆと なりし が、 これ は 茶わん 酒の 御 かげ 

にて 、五郎八で 水 をのむ、 東と かわ. 9 毎 も かわらぬ 後 

くえぬ 料理、 十 夜 かう の ごとき ものす きも、 茶に 漬て 

ゑ かう し、 箸 をね ぶる 時分に 幸 原が かしに くる、 下 か 

ら よぶ、 何やら 引 ふね 花し やが、 もしゃ，/^ とい ふと 

ひとしく、 四 拾 四 匁の 利 づけ にても らいに やる、 さつ 

速 御意に かけらる \、 いかな さばけし 客 やらん とお 

も ひしが、 おもへ ば 身揚に て 有しよ な、 その へんぼう 
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に 酒 をす けさす、 おさ へ る時分も^^半の太鼓のこゑ、 

客 せんにい たると 見えて しだ ひに さびしく、 郭 中し 

づ かにな. 9、 はるかに 壬 生の 時ば やしの しゃ てんで 

もき こ へ て、 蟇 所 も ゆめ 見る こしら へ、 門口に 餘 おろ 

し、 はやい びき ももよ ふす 比に、 源に さそ はれ、 紙 そ 

く を こしら へ 棚 さがし、 揚ゃも 常々 心得 有て、 よ ひ ほ 

どに あてが ひ、 たまな bl 一 ッ三 ッた この 足、 酒 もた る 

にす こし 殘、 かん てらの 那魔 にならぬ ほど、 めし も 一 一 

人 まへ あてが ひ、 よい さかな は 料理 場の 生ぶ ねに 入 

錠 をお ろし、 ねこよりも きゃくの 用心、 茶が まな どた 

く かひせ うにな き 女 衆が 香 物 のせい、 誠に 帶下病 

が やけだされし 同前、 かま もしゃく しも 屛 風の 外へ 

おしや， o、 延 紙に 油 をした し 酒 を あた 、め、 また 咄も 

1 入 油が のり、 橋 はしごき 帶の はし を ひねり、 東の キ 

雨子ス とやら はよ しみ なれば、 なるほど 御 出な され 

た がよ ひが、 こよ ひで も 東から すぐと きけば、 ど ふや 

ら 心が ひがみ、 おかしい もの、 サ アサ 心と 申 もの は あ 

ぢ きないが、 すぎし 夜 心お かす 御 はなし 申せし あと 

にて、 ひと" 床の うちにて おも ひます に、 二度 御め に 

か、， 0 しおまへ に は、 そこ ひの ふい ふて 下さ. 0 ます 
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ゆ へ、 つら ひこと も はなす、 もっともよ しみのと の だ 

ち も あれ ども、 け ふの 日 がら、 俄にた のむ ほどの 心い 

き は 見え や、 お ま へ に はたの みよい、 け ふの 事 はきう 

な 事なら ぬと て、 きこ へ ぬ こ-とも £5 はす、 きの ふけ ふ 

の 御 まへ を 便に する わたしが 心 は、 われながら もが 

てん ゆかす、 ほれ もせ や、 いまだ 年 H かさねた るよ し 

み もな けれ、 御い としう もな けれども、 何とな し 御た 

いせつに ぞんじます、 このほど はう き 世 も あ ぢ きの 

ふなり、 やさしう い ふて 下さる 人 も 有に、 ちいさ ひか 

ら なじみし 親方 は、 むご ひもの じ やとお も ひ、 もの 日 

はお、 し、 もしゃ また まちが ふたら ば ど ふせ ふぞ、 

すかん 御 客へ たのむ はい やな， 5 とかたる に、 心も忽 

にし ほ/,^ として、 石のから とから 鬼の 手 も 出して 

見せる 氣 にて、 朝が ほ を にえゆへ 入た るすが たにな 

り、 いまから 紋 H がちが ふたら いふて おこした ま へ 、 

と 1 ) ろてん 

大事ない ことじ やと、 ぐに やくと ほんに 石 花 蘭の 

ゆうれい を、 こんにゃくの にの せた る さまに、 ィ M 

ィ ェ いかに 私が 逢たい とて、 御 やかたの 首尾が 大事-' 

ほんに 女 ほどぐ ちな もの はない と、 梅が えが、. 9 の 

口上い ふて、 またし いる、 一膳 はく ひて はらが ふく 


れ、 ねいる とも かも わす、 西六條 のかち く、 駕籠せ 

b 立、 煙草に 名殘 おしく、 まだい、 たい 事が 有、 この 

中に 文に て 申べ しと、 鬢を なで わげ をな をして くれ 

ると、 いまし ばらく あた、 かな 床に 居た けれども、 う 

ちの 事お も ひて か へる つら さは たれに かたらむ、 

自程 曰、 此段 東の 風眛 うすく かきな して、 西の 風味 

を あつく かく ゆ ふなれ ども、 其 人の 氣邪氣 故 格別 

にお も ふ 其 風 色、 さして かわ. 0 はなし、 橋が 心の ほ 

ど を あかし 語し やうに みえし が、 大水 をのむ 下地、 

これ 大病の はじめな. o、 

歌 翁 曰、 江 南の 橘 も 江 北の しぶが ぎ も、 其 土地に よ 

る、 此段其 人 を 見る が 如し、 文章の ぐ わ ひよく 氣を 

. そへ た. 9、 ちょい/^ が 品 玉、 よこ 槌を ゑの ころに 

かゆる よりも、 はしが 其し な 玉 見所お 、し、 

〇 下部に は 酒の ます まじき 段、 下部 は 酒 をす ぐ 

せば けんく わか、 またり かう ばな し を こわだか 

にやる か、 旦那の 恥の かき あきの 段 をのぶ、 

うかぶ 瀨は江 南の 名 酒器、 ゑん まわう でも 一 盃 のめ 

ば娑 r 婆の 帳に つく、 般若 水との みかけし は、 沙羅双樹 

の はな 見、 難 波の 伊曾羅 とい ふ 大臣 は、 氣違 水と 之 を 
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もてはやせり、 橋の わたり もしげ く、 女郎 揚 やへ 付 

屆、 持お も..^ してよ ほどかん でう も あわぬ やう なれ 

ども、 いた は.^ ふかき は 母の 親、 むかしつ くりし 親父 

の 手 ま へ 云な をし、 勘の 1 字に もいたら ね ども、 うち 

の 首尾 あしく、 北 野まい b. もなら す、 もの あしらいに 

てと なりの 事 はさて をき、 よる 夜半 圊へ行 も 小 奴が 

てうちん をと もし、 圊の 戶 口から 旦那 樣 はや ふ 出な 

されと せがむ、 これ は拆 おも ふや ふに 用事 もさせぬ、 

此 やうな 事と は 露 しらす、 わが 心が かわりし かと、 橋 

が うらみて わた. 9 もた へし かど、 おも ひわ づらひ は 

せぬ かと あんじる に 、橋 は 百ば い の 心な る に や、 千 束 

の 文 は $2 よはせ ども、 返 事 さへ なきあかぬ 便 をき 

ひて、 もし 氣 でもつ まろ かと あ ふか かちんに は あら 

す、 六 條寺內 のかめ やみち のく、  m 子に そへ し 文に 

曰、 

今 はは や、 おも ひた へ なんとば か. 9、 け ふや かえ. 9 

事、 あす は 御 げんにむ かふ かと、 待し 心に うちお ど 

ろかる 、は、 やかたの 御 首尾 ぞゃ、 まかせぬ ことの 

しんきと いふに おろかに 候、 我 身 こと も 便と きく 

も、 すぐに つかえに て ふし fi^i  、心 ひとつ にあん 
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じ、 もう/^ 御 ゎづら ひも 出ば や、 たが ひに 逢 こと 

は A たしと も、 すへ はほんもう ものと、、. ^3 にこめて 

かわらぬ たが ひの. むねに こめし うへ は、 我 身 こと 

は 御 あんじな く、 かなら す 御 やま ひの 出ぬ こ 

とのみ いの り.^0(^、 

あと はかくに およばす、 來て さ へ くれ、 ば、 橋が 病 は 

なほる とい ふか、 いしん てんし ひやう にて 町 內の宿 

老の 娘が 相 はて、 ほんこく 寺 やま は 八ッの 葬禮、 うち 

から も 名代 もた てがたく、 むすこ ひとり はこ わ もの、 

ふだ ひの 一 助 御供に て、 母が かたく 云 は、 一 助 はや ふ 

つれて 歸れと 有ば、 かしこま.^、 西 堀 河 もと ほさぬ く 

せ もの ゆ へ 、道々 思案 をめ ぐらし、 さう 禮 いんどう も 

すむ^ 分に、 俄にむな さき をお さ へ 作病と 出かけ、 ど 

ふ も あるかれ ぬと 顔 をし か むれば、 1 助 はまこと、 

思 ひめい はく 顔、 寺へ 御より なされと いふ、 いやさい 

わい うら 門前に ちかづきが 有と、 おろせが かたへ や 

う^ \ 'に はい 入て 、さ ゆにて 黑丸子 を の み う つむく、 

瓢德 はョク 心得、 三木サ マ是は 御難 義 きのどく、 千 場 

立 安と 言 は. 0 立 を 呼 ませ ふかと 露 情 もどき の 口上 を 

のべ、 揚 やへ 人 を や b 手に しらす、 一 助 は 作.：^ 人の せ 
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なか を もむ、 ィャ もむ ほどいた む、 我 はやす めと、 亭 

主 は 一 助 をば、 章魚の 足で 茶わん を 二つば か h- あけ 

させ、 こな サ マ いか ひくろう じ や、 おも ひがけな く途 

中で ナァ 旦那 檨の御 病氣、 おもった 時 は 御難 儀、 よい 

所であった と 新酒で いたみ 付ら れ、 さすが 武剛の 一 

助 も、 新酒に 急所 を あてられて、 大事の 手 なれば たん 

だよ わりによ わりて、 申 旦那 樣、 いか ふ はらが 條 でき 

やひ かわる か、 うちで はよ ひや ふに い ふ ほどに、 とつ 

く， 0 とよ ふしても どらん せと、 舌 もな へ たる 折から、 

駕の ものに、 揚屋のお とこやり てが つきそ ひ,. ゆき だ 

をれ つれに ゆく や ふに、 御氣 そくが わる ひとや、 橋サ 

マ 殊の外 御 あんじと、 や 手 は そば へ より、 太夫 サ マ 

もい きた ひと 仰 なれ ども、 とめまして おいた、 御 ひえ 

あそばして はいか 3- と、 はやく 駕籠に めし ませ、 瓢 

德 どのい かひく 御せ わと あいさつ、 作" 柄の しぶし 

ぶが ほの みぶ， 9 をして、  > ひのう ち は ヲット 心得の， 

うつ る、 ゑいく わ やま ひも あげや を さして かきこ む、 

橋 は あんじ 顏、 二 かい へ はふ とん 針た て、 くす.^ なべ 

とてう し盃 一 所に 持 出て、 きつう 御顔が わる ひと、 引 

ふねが さする 高 金が もむ、 花し やが ひねる、 もった ひ 


なく も 橋が うつくしい うちまたへ、 兩足を さしこみ 

て あた、 める、 や b て が 手 をな で る、 さとの あんまと 

りが、 いた ふ もな ひ はら を もむ、 よほど 飯 椀 こ ひし 

く  - ，フ つ./,. \«す や/. -^-lo 狸ね 入、 みな.， /(\- ことば そろ 

へ、 ちと 御ね 入 じ や、 ひけく と 勝手へ 入に、 御め が 

あいたら あが b 物の こしら へと、 侧に引 ふねと かぶ 

ろと が、 た ほれ もの 、番 にやと われし 心 持で、 絲と b 

などす る はせ うし、 かの 一助 はめし をした、 かにく 

ひ、 一 贯 町の 茶わんのう へに、 吸 ものわん の ふたに て 

のむ ところへ、 橋 は そばへ よ. 5、 コ レ 一助 殿い かい 太 

義じゃ ノウと せなか をな で、 御 かえりな されて 首尾 

のよ ひや ふに、 こな 機た のむ よ b 外 はない、 どれ 盃せ 

ふと また 一 一三ば いのみ かけ、 くるしき いきの 下よ hN、 

サモ あわれなる 聲 をして、 おこる 病 はせ うこと がな 

い、 うち はわし がよ ひやう に 云な すと、 聞て 家 內がほ 

め そやし、 一助 殿 はさて くの みこみの よい 人 じ や 

との せられて 座 をし め、 じた ひ 若旦那の が 道理 じ や、 

おく 樣 はなしかね は 有、 おや 旦那 はし わ ひけれ ども、 

すみ < ^まで ぎんみ はな ひ、 店の わろ 達 もよ ふ 出 あ 

るく けれども、 わしが せわす る 故う ちへ しれぬ、 じた 
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ひこち のうちに ふる ひう ばが 有、 これが やかましい 一 

おく 樣の 御姥 であつ たげ な、 まかな ひして 居ます、 こ I 

れ にわしが よ ひやう にい へば、 盧 外ながら すみます、 一 

もし 道で 死で も、 おこる やま ひ はせ うこと がない、 御 

前 はや ふこち きて 夫婦に ならし やませ、 いっそお く 

樣へ、 わしが さ ふい ふて みまし よ、 わし も 十二の 年 か 一 

ら 居て ナ、 旦那のと ころで 疱 さう もす る、 手代に して 

やろ ふとい ふこと じゃあった けれど、 わしが 母 じ や-一 

人が いはる、 に は、 ィ ュく 御手 代に なり、 わか ひも； 

のが だいまい の 銀を預 り、 わる 氣 がっくと 在所の 名 一 

おれ、 やはり 一 助が よいとの 賴み、 わし は 近 江に 代々 一 

田地 も 有、 庄屋の 處へ 養子に ゆく 箬で 有た けれども、 一 

娘が わしが 氣 にいら なんだ、 となり 在所の 五 郞兵衞 一 

とい ふわろ の 娘 は、 ホ ン ュ京 にもない よい 娘、 デナ、 水 一 

口の 酒屋へ よめ 入して、 子 を 持 ごも. 0 て 死れ た、 ほん 一 

にこち の むらの かめし よの 御藥 師樣、 それ はよ ふ 11- 

がき かしゃる、 京から も參が ある、 寺の 坊樣が 京の 御 一 

所樣 へね がふ て 堂 をた て なほ され、 奉加-じ て 地つ き、 一 

それ は おもしろい 事で わしら も 出ました と、 酒に つ； 

れて たわいなく はなし、 枕に ころ h, と 高い びき、 作病 
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も 御 快氣、 やきみ そに 茶 づけ 五六ば い、 かき 込し 駕籠 

の はなし、 瓢 とくが 御 機 げんう か いひ、 晝は いかいせ 

b とて、 紙花 を や，.^ て 下男までに まき、 K 脱 もよ ほど ま 

はり、 場 はめに なみだ を もたせ、 うちの 不首尾ば な 

し、 とかく わたしが 事 は 御 あんじな く、 御前の ゎづ ら 

ひの 出ぬ やうに、 何年 逢 ひで もとい、 た ひもの じ や 

が、 それで はわし が 心が おかしう まわる と 俯ぶ きて、 

しごき 帶のは し を ひね. 5  て、 しん きな 顔 もち、 さ 

てく ふびん やか わ ひやと、 不首35^^の事もぅちゎす 

、これから はよ る はやめ、 くれ かぎ， 9 にいぬ るく め 

ん、 用が あらば 状で い ふたが よし、 紋 U でもき うなと 

き は、 ことわり いらぬ -出 たがよ しと、 味喈の あめで 

とろ、 汁 こねた やうに なり、 いふ ほどの 事 をう け や 

と いふ ことなし、 ホ ン ノ それが 御 置 ハ赏、 はじめて 御げ 

ん なりし よ. o、 わたしが わけしりと みこんだ にち が 

いない、 うちで もほうば いの 女郞 が、 わたし はよ いと 

一 の だち が 有と、 つね <^ うらやま しがる わい なと、 こ 

一 とばの 花 もさ か. 5 に、 そんなら 折に晝 のうち こ、 へ 

御 出、 これから は 上の 町に 丹 波 やとい ふ 茶み せが あ 

る、 そこ へ 來て 下され ませ、 かなら す，^ こ、 へ はさ 
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たなし、 見 付ら れ まい ぞと HI し、 これ ぞ おとに きくた 

かしの はまで 間夫に なると 心に 悅、 なるほど、 よ ひの 

うちこ、 へ くれば ひまが 入、 それが て ふ どよ かろと、 

はしが はかりごとの 圆に 入ぬ、 (評お くに あり) も は 

や 歸ろふ 何時 じ や、 はやよ なかに およべ ども、 一 助 は 

蝶になる いづかた へ 飛 ゆきし か E もさめ す、 ゆすり 

おこせ どね ごとば かり、 おうば どの へ 昨：：！：： の もち を、 

茶が ゆへ いれたら よから ふと 外分 あしく、 三 木が 一 

助、.. - よぶ 聲に 少しめ もさめ、 申 旦那 樣、 うちで 何とい 

ふの じ ゃェ、 本國 寺の 上人 樣が しやくが おこり、 それ 

で 四 條の權 右 衞門樣 の 所で ひまが 入た と いふの か、 

いか ふねむ たい、 ひらに. 明朝 御 かえりな され ませ、 じ 

た ひ 御 まへ がせ うきなで、 R: に 十 度 や 十五 度 あそば 

ひで は 女房に 持た か 、申お や 旦那 樣へ申 じ や、 拆 もい 

かふの どか わく、 かごの 衆 太義じ や、 此脇 ざし も そこ 

へ 付て もら ひた ひ、 上下 はわが し 持と 首に わ ひかけ、 

いと びんの 西 行 法 帥 を 見る やうに、 皆樣 いかい 御せ 

わ、 ちか ひうちに 逢 ませ ふ、 こちの 方 へ ござ つたら よ 

らしゃ ませ、 さ つきに もい ふた やうに、 お いせ 樣 へま 

いってなら、 草 律の もちやから 二 町 ほどに、 ひだ b へ 


ゆ/,、 ほそ 道が 有、 それ を 一 里 半 ほど 行と こ. 0 き 村、 御 

地： H は 膳 所の 殿樣、 うぶすな 八幡の 宮の 前で、 六左衞 

門と いふて とわし やり ませ、 しれます、 よ ひの さけが 

まだ さめ や、 三 木に せ.^ 立れ、 ぶく. くひよ ろ/^、 

てうちん を 引 や b うち へ かえれば、 もはや 七ッ 過、 親 

旦那が 大白 星の ごとき 服 をむ き、 一 助め にく ひやつ、 

どこに いままで 何して けっか つた、 請 人 を よびよせ 

預 ると、 子息よ b 殊外 不首尾、 やうく 姥 がわび ごと 

に、 こそ/ \> と 部 や へ はい. o、 半季 五十め のきう 銀 も 

過^に とられ さ ふない き ほひ、 まだ くら ひうちから 

せど 口にて きりわら こしら へ、 めしたきをとら；^疋て 

さ、 やき、 それ は/^ けいせんが、 かわいがった 色 ゆ 

へ じ や、 せひに およばぬ と はやさし、 

あるひと 問て いわく、 文 段のう ち はしが 圖に 入ぬ 

とま 、 い - , 、〔頭注〕 空 帒道人 曰、 がく 如 先客 は 金 自由 なれ ど 

...Trrcjvrc,.- 、首尾 もしければ しかな の 客 も 同前、 、、れ^„^公 

界の 工夫の 間夫 

と名づ く、 

自程 曰、 此段 は、 不夜城 年 ふけし 女郎の 極意の 方便 

なり、 わかき 子息 は、 此 はか. 0 ごとに はお つる こと 

必 せり、 晝 のうちば かりお り/^ 揚屋に てあそび、 

夜 かなら すよ ひのう ち 茶み せと は、 此を わかき 客 
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は 間夫と 心得た る こそお かし、 すがた を やつし、 か 

の 茶 見せ へ ゆく に、 かぶろ が恃 合て、 上の 町 あた. 9 

の 中 やどへ つれ ゆく ば， S 'にあ づけ、 太夫さん へし 

らせ ませ ふ、 おくにし や ほどに やて、 ュ 、と 程なく 

太夫が さし 足、 よふ 來て 下されし と 落 問 を かけて 

五六 疊敷、 煙草 入の ふた を 枕に おもしろ くちぎ. 9、 

露 計の 情 を やどのば いに はづ み、 また あさての ば 

A とやく そくして、 す もどりの 皮 も 有、 しかれ ども 

間夫と おも ふ 心からお もしろ く、 此 せっく まへ に 

金が 入と いふに 少も 引きな し、 五六 兩出 してやる、 

揚ゃ がふ しんた てる、 此廿ー ：；： は 御 やくそく なさ 

れ、 尤じ ややり 手への はな 藥、 かぶろ が 芝居、 引 ふ 

ねが 小 遣、 いやと も あ ふと もい われぬ 入用 ども、 こ 

れを 女郎 はこ まげた 客と 名 をつ けて おく、 勝手で 

も はく、 表 へ も はくと いふ 義 なり、 太夫の 老功なら 

ざれば 此 工面な b がた し、 わかき 女郞 はよ しくめ 

ん はな. 9 とも、 もしゃ やりてな ど しれば、 やかまし 

う 事む づ かし、 それ ゆ へ に、 わかき 女 衆の なぐさみ 

半分に する は、 お ふく は揚 やの むすこな， o、 老功の 

太夫の 此 しょさ は、 やりて を はじめ 人 も かま はす、 
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此 ときには 內せ うにて、 女郎と 揚 やと あいたい 有 

かもしら す、 眞の 間夫と いふ は、 中 比雲皲 とい ふ 誹 

人が、 

いとしい とお も ふ 男 は 金がない 

とつぶ やきし、 尤成 かな、 揚ゃも 近 比 はお ひま はし 

の をと こ を どうす じへ 出し、 風 來客を おだてさす 

こと 有、 これ を 客 を つると いふ こと、 ほのかに き.^ 

仆. i= 'る、 

〔頭注〕 空？.^ 道 人 曰、 五十 年來郭 敗、 

故 接 展^ 然引不 レ賴， 客 亦不レ {且 哉、 

またい わく、 およそ 老功の 太夫に は、 禿 もちいさく 

引 ふね も わかし、 年 わかき 太夫に、 かぶろ も 十四 五 

ひきふね も 三十に 過た る をつ かふ、 それ ゆへ わか 

き 太夫に あ ふきやく は、 かなら す 新艘を 出す 重荷 

お、 今 代 は 造 用ぐ るめ 十五 はいより 二十ば い 計に 

て、 これにて わたしき.. > に すると や、 老功の 太夫 

は、そのせゎはなし、其かゎ^^にかの內せぅのせゎ 

あ. o、 年 もく る は を 出る 時分 は、 約 を ふるとて なじ 

みの 客へ がう. 9 よくた のみ、 郭 のし やくせん を 割 

步 して 出る ことな b、 

〔頭注〕 又 曰 、老功 松 位、 年 來新總 五三 輩出 之、 其 劝已章 也、 故 幼 

引 舟 亦 弱冠 也、 與.. . 客 戰-, 疑 情， 不，， - 能：， 爲レ 之、 引 舟 節 之 故傳レ 之、 以，, 


年功： 禿 半長、 令，， ， 其 松 位 出， 一新 造， 立 功也、 凡 出 

艘之貴今營レ之、郭之^:;^敗徵.也、出還千歳波平 

又い わく、 此段は 一 助が 酒 はむ めう に は 非す、 道祖 

神の す \ むる ところ 也、 しかし まだへ ど をつ かす、 

なかに すっぱぬ きせぬ こそ 重寶 なれ、 さぞ かし 此 

ざ い 所、 はなし はき 、づ ら き- 一となる ベ し、 

〔頭注〕 瓢 5^3、 一  助が 酒 は 維 抒戶隱 山之吳 趣 也、 

し 力れ ども S ^流：，： い へ るに、 道！ g 神の iS なり 

〇 手の わろ き 人、 先 はいから す 文 かきちらす 段、 

よめ かねても、 用事が あれば かゝ ねばならす、 た 

とひ はしごに やい とすべき 總 でも 書に、 それ も 

文と みれば 文な り、 たと ひ 一 兩度 代筆 をた のむ 

も、 あとから はげる こと ひつせ り、 

衞 夫人 は 王右觀 にいろ は をお しえ、^ c:^  、かしこ は、 

誰 そめし 水ぐ きと やらん、 策く きと やらん、 いかな 鍾 

媳づ くりの 男で も、 こひの文はぉもひ^^ とはか 

かねば かなわぬ、 筆 もよ める ほどに かくは 重資 也、 ま 

ことに まかせぬ は 首尾、 ま  ならぬ は 御 げんと かひ 

て、 文 もた びく なれ ども、 一助 巳來 はいかう 不首 

尾、 いかな く 返事 もなら す、 かの よ ひのう ち 茶 やの 

趣.； 1： も、 當 ぶんな， りが たく、 何となく 源もう ちの 親父 

がすみ 付 あしく、 繩 とりが うらめしき たと へ 、壹 年ば 


か.. >  もさとの たよ もき かぬ やうに おも ひしが、 や 

うく  一  n: ばか， 0 ふしぎに 文の 到來、 橋が 手に あら 

す、 いはら かき？^ る 文 づ 、、すぎし 比よ. h.- きぶん あし 

く 引て おり、 心む づ かしく 代筆と よみて、 むねう ち さ 

わぎ、 さ こそと あんじ、 今 はは や 宿に も いられす、 世 

の 中の 月 花 をむな しく 露と なして は、 此 世に すみて 

もお もしろ からすと、 內を ぬけ 出、 わざ くれ 時分よ. 0 

出かけて 見れば、 珍ら しい 娑婆で 見た 三木サ マ かと、 

と， 9 んヽ もてはやす、 太夫 サマも ぶら-/^ 御 煩な さ 

れて ござと、 人 を やる 引 ふね かくる、 なんと 橋 さま を 

なぐさみが てら、 御 出な され ませぬ かと 相談き わめ、 

一町に たらぬ 所 を かごに の， 5、 きむづかしき かほつ 

き、 夕ぎ b の出ぞ こな ひかと おもわれ、 い つ そ 不首尾 

の はなし もな く、 三木サ マ も まじめき のどく、 花し や 

は、 太夫 サ マ はもし やつ わりで はない か へ 、それなら 

ば 三木サ マ の あと、， 5 と、 かづけ 物 マる 口上、 うれし 

いやう できみ わるく、 又 あれ かやう にお も ふて は、 懷 

胎 になるまい もので もな し、 いっそ それ なれば 母親 

へい ふて、 親父に うけ 出して くれまい もので もな し 

と， いろ/ \> もくさん、 橋 は 茶 情 をせ、 りさが し、 冷 


物の 梨 や 桃ば かりかぶり、 いかさ まつわ. 9 のきみ か 

や 、やりて は 親 かたから のっか ひに 來り、 御 情 もつ き 

ぬがと ふぞと 見廻、 ほうばい がみまい やら、 橋 はせん 

どの 文 はよ めに くから ふ、 あ ふよが かいて くれたの 

じ や、 橋が 文 じ や、 わか 紫が 狀じ やとお も ふ 心て い、 

はしがき もから やうめ いたやう でお もしろ く、 もと 

樣申 いる はわが 朝の 風流、 こしもと はす はました き 

まで も 先に ぢり がき は大 かたす る 物に て、 それ なれ 

ば こそ 其 日す ぎの ひょうと， 0 も、 娘の 子 を 持てば 手 

習 やへ 遣し、 おれが 目め くらで 不自由な 娘 は 目 を あ 

ける、 目 を ほる のと その 御 かげて、 めしたき 奉公して 

ぢ やら くらの ゆき さ つも、 手の うら はなべ すみかき 

め へしみ こみ、 節用集の 世界の 圆を 見る やうな 手に、 

筆 を 持 心の たけを かいて やる、 ニ藏 はこれ を 小町 亦 

染の 文よ， 9 もお もしろ く覺、 かと こと まじ b もい そ 

がわし、 ひうちに かく ゆ へ さて. /(- よめに くひと、 お 

も ひ は 色 ゆへ なれば さして あく 筆と も 見へ す、 きめ 

うきた ひの 文 言 なれ ども、 それとも 銀 をして やる こ 

と は 見事よ める やうに かく、 中々 にも 大が ぃ婢. いげ 

めし 炊 迄 は、 その 文 古代に て おかしく、 少しう へ なる 
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おもの しな ど は、 やす 茶 やの 文な ど を 見お ぼ へ、 御げ 

ん なした くな どゝ ほのめかし、 金の 入 こと は 母び や 

うき ゆへ、 人參 のませた くと よそへ 事 を かきちら 

す、 かわい、 とい ふこせ うぶく ろかぶ りて は 何にも 

見へ す、 かぢ やの 娘が 釘の おれが せわして やる 氣に 

なり、 やぶ 入出替 に、 よる/^ し， 0 から 付て あるく、 

主人の 門まで 送りて やる、 また 年ば い 三十お かく、 も 

つたい ある 舉公 人の、 かしゃ 札 やうく よめれ ども、 

わが かたへ きた 書 出し はよ めす、 心の 覺 のと をり よ 

めた かほして、 おとこの かたから きた 文 は、 やどの 娘 

によ ませ、 返事 は 主人の かたへ 常々 はり 仕事に くる 

尼に かひて もら ひ、 拆 男に 逢 ふた 時に、 そなたち と 手 

なら ひしゃ、 文が よめに くひと いわれて、 つぼ 口 

にて、 わたし も 親た ちが 三 年租、 政 野樣へ やられ まし 

た、 手 ほん も 六 七お 本， 称 上ました れど、 ねが きら ひ、 

ぬひ 事 はすき でし ましたと、 しからば 縫 かと 思へば 

手 づゝの 子に て、 口が よふき、 ぬの こも ひまの な ひ 

は、 親に い、 付、 ちいさい 時から せなかに 子 をお ひ 

\ し、 1 文せ に をぬ すみ、 切砂餘 豆藏 のかい ぐらい、 人 

はしら じな 不破， の關 やに 月の もる ほど， ，.^すぃきぬ 
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を 面 かしょ， 0 すそつ ぎ 迄黑に ひき かへ し、 おく はさ 

らしの ちくら もの、 盆 も 正月 も 此小釉 一 つで 仕舞て、 

わしが 小釉 はみ なきに 入らぬ、 これが いっち きょひ 

と、 そよ/^ 風に もとび さ ふなつ いら、 鼠く ひの 紙の 

お ふ ひ、 輪 逢 か 八重 梅の もん 所、 小袖 だんす. とりよせ 

たいが 部屋せ まひ、 親の 內は火 打 箱 程な 米 がらと も 

な ひ 住居 せんせ うう へ をい くまん せう、 それ もお と 

こ はしらす、 この 汕っ かふて 見やと ひげが 梅花、 こ 

の 比 服 部から 直が いの 煙草 じ や、 今兩替 やから かう 

たぬ くくの 小 遣せ に、 あげくに は 腹に 一滴が やど 

hs やかましく、 覺が 有の な ひのと 父な し 子 をう み、 首 

は久 助、 手足 は 太 郞兵衞 、なく こ ゑ は 仁 ひやう へ に 似 

た. 0 け. 5、 鶴の ごとき 小 枠 をう みおく 丹 波 へ か、. o、 

六 貫 文つ け ふつうに やり、 あと はふた せの 姥舉 公、 わ 

しもで つち 女つ かふ 兩身代 を もった けれども、 ぬし 

が 市 ごとに まけ、 其う へ 角 ざいく とさけ とで 裸に て 

いとまの 狀 とって 出た と、 まだせ いたく を やめす、 か 

ぶろ 立から 晝夜 太夫に つかわれ、 何 を ひとつ かくま 

もな く、 やう/  ，すこしの ひまに なれば、 や， 9 てに し 

かられ 、まくら はづ してね 入ば、 引 ふね 太夫に しから 


れ、 その ひまに 火ば しに 灰に 手 習、 その 家々 の 風 を 

し b 覺、 うたのす みつき をなら ひ、 公が ひのう ちい 

ろ、 束 妻な どに お めすお くせす かきちらし、 此 さとの 

ぐる 客 は、 これ を 細 川 三 齋が長 明の 古今の やうに お 

も ひ、 にしき 純 子、 の 風袋 ひやう し を 港、 助 これ をみ や 

さい、 ば、 が 手 は 見事、 花 むらさき はたつ しゃな ど、 

こよ はい やみが あると、 橋は卷 軸に おもわく、 ひらき 

文 を かきて 三 木サマ Ij^E 木と 留て、 家の 帳面 はやくと 

も此 一 卷は 持ての く 心なり、 心 ある 人の 目から わ、 ま 

わり 書 は びんぼう 祌 一味 連判 帳と 見 ゆるべし、 さと 

にても 上 林 は 女郎の 手ぶ り はよ く、 大 一 文字 や これ 

に 次、 大坂 やまた これにつ いく、 小 一 文 じ ゃは甚 手ぶ 

,0 あしく、 近 比 小 太夫と いふ 名花 有、 筆 ふとくお 誠 

に 似合ぬ やうに おも ひ、 その 人が らも そこねる やう 

にお も はる、 揚 やにて 楓川 など、 いふ ゑせ もの、 これ 

をせ うしが り、 小 太夫 も. 身心に か、 らす おも ひ、 楓 

川に お， 9/ (^まわり 書の 代筆 をた のむ 事お、 し、 し 

かし 小 太夫が 代筆 を さす はお もしろ からす、 兼好是 

を さと. o、 手 わろ しとて 代筆 をた のむ はい やな. 0 と 

そし. o- ぬ、 さすが かくに 上る と やらん、 Iw-rr: 々々けつ 
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かうな る 紙 をつ ぶし にじるき とくに、 おの づ から 狀 

つう もよ く、 さて 內せ うの 手狀 などの みぐるし さ、 弘 

法 大師の ね ぼれ がき、 ねん も あきない やへ でも、 みな 

.ffi 應々々 にか たづいて 帳面で もっける 段 は、 さぞ か 

しかよ ふかみ さま 申い る はこみ をに こすと おも へ ど 

も、 客の 目が ちらつきう つくしう み ゆる 事な らん か 

し、 ことに 若き 客 は 我 手 も 鍛冶 やりう なれば、 人の 手 

のよ しあし 中々 以てみ へ す、 こんど +11^ もさ めな ば、 も 

との しらがみ ならばと、 しら 地を戀 して あたま を か 

くもお かし、 

自程 曰、 此段は 手の よしあしに は あらす、 かくに も 

だん/, ^あ..^、 あしき 手に も かたこと ばか にじ 

る もお かし、 よんべ はの きんに よはな ど、、 うつく 

しいか ほに 何と やらん 似合ぬ も のぞかし、 

〔頭注〕 S 雀！ I、 凡 迥文多 遠 國之客 • 

美 之 揚舍里 之 多 憑 |« 令，， 代筆： 

〇 世に かたりった ふる、 まことに あいなき にや、 

お、 く はみ な そら， ごと、 此段は 文 言に うその よ 

そ ほひ はみ えね ども、 たね を まきて 其 木 を しげ 

くす 段、 味べ し、 

〔頭注〕 空帒 曰、 此 K は 卷ニ卷 め 有べ し、 古書 

內へ 次第 入ち が ひと 見 ゆれ、 後は考 べし、 
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文章 は實 學に妨 有と は、 誰 人が おわ こと ぞゃ、 仲 尼 も 

ぶんがく には子 ゆう子 夏と ほめたり、 秦漢 のの ち 二 

千 餘年を 過て 、于鱗 元 美 出て 文辭を おさむ、 かよ ひな 

れし ほど 戀 しく、 それ ゆ へ いとい 文のお とづれ あら 

ん ものと、 かの H ごとに ゆく やどへ 行て、 すみけしつ 

ぼ を姊油 張に せし 火桶、 かたすみ 入よ くいけた る を 

せ、 b さがし、 煙草 をく すべ、 とせいに 暇な き 夫婦 

は、 化 事しながら 相手になる を、 郭 ばな しげに 結の 祌 

の 引合 か、 おひ ま はしの 男、 つ 、しんで ひと か ゝげさ 

し 上る、 心のう ちに 三度 ほどい た -5- き、 うわ 書 は源樣 

と、 たと ひ 親父の 名當 にも、 橋より 文の こぬ こと は 有 ， 

まじと、 ふラを ひらけば すみ 黑 にて、 三 木樣, 1^ 问 木と、、 

其狀 のか さは、 御門 跡檨 の御臺 所の ひやう し 木 見る 

程に、 逢と き はかた. 0 つくす とお もへ ども、 わかれに 

なれば のこる ことの 葉な どと かきった へ、 しばし は 

心がけ 下され かし、 源樣御 さそ ひなく、 御 ひと. 0 御 こ 

しと 在 こそ 物よ、 此 狀源ス 見えたら ば 屈て 下されと 

頼 はら、 もはや 未の 下 刻 やどへ かえり、 錠の きびしき 

引出し へ 入、 小 遣 銀 は 出して おくと も、 橋が ふみ はい 

かなこと、 あら ひ 風に も あてす、 過し 比まで うら 打し 
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て 大事に かけし キ雨 子が 狀は、 內 のこし もとに やり、 

手ぶ りい やしく 面白から やと、 明暮 はしが 保の み戀 

しくお も ひくら す は、 此 さとの 寄 さく、 たと ひい かな 

る道學 先生 にても 此郭に 入と き は、 節 魯 の 道 はわす 

れいで はならぬ 事、 いま はは や 源 も いらば こそ、 くれ 

過から すそつ まみ からげ て、 とぶ がごと くし §く坊 

へ ゆく、 よふ- J そ 御 出 あそばしと、 ねぶ hN つく やう： 

もてはやし、 こよ ひよ みせ 番 にて、 やがてし まわれ ま 

すと いふに、 間もなく 石 原 を 蛤 貝 かきまわす おとた 

かく、 橋 はにかい へ あがる とすき を 見合、 耳に さ、 や 

き、 こよ ひ はこ ゝもと にと めう LJ も S き， 0 とい ふ听 

へ 、年 比 五十 計の 女性 一 人、 ま へ だれに 目 をき よろ つ 

かせ 座敷 へ すわる を、 花舍 はと. 5 あへ す、 これ は 太夫 

様の 御姥 おみやと 申ます と 引合せて は、 きゝ および 

しゃりて なりと KM を さし、 かねてき、 し 一 かくは づ 

む、 おしいた いき、 い るりと おあそび あそば やと 下 へ 

お， 0 ると、 花 舍は申 太夫 樣、 とめ ませう とい ふに、 抵 £ 

は ひとり、 いや こよ ひ はは やう かえると いな、 ちょと 

こちへ と 一間の かげ、 しゅく 坊の もめんぶ とん 高直 

なる もの を、 たいで 進上 仕る、 さて/ \» 有難 けれど 


も、极がか..^ものゅ へ 身に ならす して、 禾ル がそば へ來 

て、 うちが もはやし まると てむか ひがき たとい ふに、 

いに ともなが る 橋 は ひいたり、 酒 はつめ たし、 あとに 

ひと. 9 も いられす、 らう そくの しんな がれ、 誰が きる 

もの もなければ ものすごく、 よその さはぎ わら ひの 

聲、 ことに うらやましく おも ひながら、 花舍 にわかれ 

駕籠に の.. > て かへ りし、 あんす るに 何の 用 もない に 

よびに くす は、 逢たい かた >し咄 ことがある かもし 

らね ども、 せわしうて 間が な ひと、 かく ゆる/ \. 'ゆか 

ねば 橋が 爲 にもなら ぬと、 ねて 見ても、 くるわから は 

や ふ もどった とき は、 ぬる ひ 湯に てぎ よふ 水した. 心 

地して きみ あしく、 せめて 橋が たばこ 成と も、 うつり 

と 吸 付々々 ね 入ば、 子供が 乳 豆く わ へ たやう に、 おか 

しく も ils たい おらし、 

き 此段 は、 我よりも 年 まきに て、 此遊 事の こと 

を 合 てんせ ざる 人の ふしん を， こと < ^く 

答し ゆ へ 、第 號を小 子 進と おく ものな...'、 よ 

く意眛 やべ し、 

小 子 進で いわく、 此 一 段 はみ な そらごとの 段と 在 ど 

も、 そらごとみ へす、 何 を 以篇名 をお くや、 
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答 曰、 此段 は、 信玄 はこれ をす てかぎ.^ ふい ひ、 獵帥 

は 是を醉 が い と 言、 秦漢 に は ，  >れ を 柱 とい ふ 、此段 を 

さとらば 七 百 莨め の 銀 もへ らす 、財布に }^ を 入す、 し 

ぶ ひ 親父が かんどう はせ ぬ ことなり、 

答 曰、 かざりと は戰 場に 伏勢 をす る 事 也、 一 兩度 逢し 

客に、 この 中に しばし 御 出と よびよせ、 あげやす、 め 

ふと も御歸 なされと す、 め、 一間に ぉゐ てち ぎり を 

よせた るが、 これて きに はに ぐる やうに 見せ て、 さき 

に 軍せ い を ふせて うつの ことわり もお なじ、 かなら 

すかく の ごとくして その 義理 を もたせ、 ながく 此客 

を とら ゆるし かたな hN  、すべ て 凡夫の あさまし さは、 

色に まよ ふ は その つね 也、 心得べ し、 

小 子 進で 曰、 しからば 橋 はかって 此客 をした ふ 事 は 

なき かや、 

答 曰、 橋が 如きこう しゃなる 女郎の、 何 ゆ へ にかくの 

如き 靑郞 にな づ むべき や、 たと ひ は 在中 將 源氏に も 

せよ、 ふかくと した ふ は女郞 不明な， 9、 まして 靑郞 

の 徒にち ぎり を ふかくす る 道理な し、 

小 子 進 曰、 先生ね がはく はおし えてよ、 我く らふして- 

1、 口、 

オレ， * 
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答 曰、 おれ われ 汝に つげん、 およそ 人に は 得手と いふ 

もの 在、 はかくと い ふ 角力 は、 鐵砲 ざしと いふ こと を 

答て 谷風に 滕ぬ、 醫者 にも 傷^ をよ くな をし、 巾 風 を 

よく. CN やう じする 在、：！： 一展に も 井 芦 をよ く ほる、 ヌは 

庭 をよ くつく る その 得て あり、 女郞 にも 面々 に 得て 

在て、 西て かすと きに 引かけ くふう あり、 しほら しく 

色 どる 在、 むせう にもつたい らしく する 在、 此橋 はわ 

かきの 心得 をよ くしり ぬ、 さだめて 東風に て その 樣 

いろどるな るべ し、 隨 はかし にくる より、 そば へより 

て、 かの 一 兩 にて 五六 匁の 客、 薰 にて 客の はなの けん 

をと. 9、 拆座 をた ちしな にあと をし.. >  めに かけて 見 

て、 心の 殘 していに みす、 ぉゝ くわ かひ 客 は 年の ふけ 

し女郞 をす くもの なり、 橋此堪 所に 得て 在て、 客 は そ 

の わなに かゝ る、 今 かりし 太夫 こそ 心 をの こし かえ 

ると 氣 がっく、 梳が なすこと 客の こ、 ろに かなわす 

とい ふこと なし、 ことに わかき 客 は、 我と わが 男ぶ り 

にな づ むよ b ふかく はまる の 失 あ. 5、 

答 曰、 方便と は大 ごとな り、 得手 は 女郎の 心の 自然と 

そなわ. 9 しものに て、 わが 妹 女郎に おし へたい とて、 

おし へらる、 ものに あらす、 方便 はすべ て此 さとに 
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そ. たっと 覺 ゆる ことな，. >、 天竺に て 釋迦無 尼 和尙初 

て說法 在て、 三界 唯 一 心 心外 無 別法 心 佛と說 たま ひ 

しかば、 わる ざれなる 五 ぼ 羅漢、 K 以無 尼 和 小：^ を さ み 

し、 わが 心佛 ならば 別に 法 をき く 事な しと 無 《め遍 を 

そしる、 夫 故和尙 これ はならぬ と 分別し かえ 方便 を 

とく、 方便 はて だて 也、 その 道 をす、 めて す、 まぬ も 

の を まねく 事な b  、其 かみ 女郎の 方便 は、 今と はこと 

かわ. 9、 むかし は 客お 、く 金 をつ かいて、 金 をつ いや 

す こと をい と はすして 、女郎の 心い きをた いさす、 そ 

れ ゆへ 女郞 わが 心 を そしらる、 こと を愤 りて、 かみ 

爪お しげ もな く 切て わが 心 をみ す、 これら にても し 

る べし、 いまの 客 は 金 をつ かふ ことせ ちがし こく、 先 

第 一 直 段の 高直に め をつ け、 太夫 を かひながら、 やす 

ふつけ るし あん 計、 それ ゆ へ くる はの はら ひも、 むか 

し は每； =： ばらい なりし が、 今 は 五節句になる、 女郞も 

いまの 風 はかくべ つかわり、 客に だまされぬ こと を 

專 一 にす、 今の 女郎の 方便と いふ は、 先客に 初く わ ひ 

よ. n- 內證 をし つぼり とっき あ ひ、 きゃく をす いぶん 

わけし. 0 ぎ， 9 こがしに して 紋： 《 をく ゝ りつけ、 妹な 

ども 古代 は、 太夫 は 三度め はやう く 引 ふねに 狀を 


か、 せ 客へ 出ス、 今 は 二 會めは 大方が 太 失 自筆に て 

出ス、 いか ふよ ひきゃくと 見れば、 初會 よりもお く 

る、 古代 は 三 公の 御 出 にても、 初會 には揚 やの 上り口 

迄お くる、 いま も 初き よ. りおく ると はい われ や、 なぐ 

さみに 行と て 出口 迄お くる、 大 紋日 なれば およそ 三 一 

ケ 月 も かよ ひしき やく は、 きせう をお くりやる、 それ 

も 我 血 もし ぼる こと は あらす、 端女 郞 などに 小遣錢 

につま. o、 ゆび をつ き 血 を 出して 四 五十 銅に てうる 

こと 也、 右の きせう をお とりに して 紋日 をた のむ は、 

女郎の 當 世の 方便 也、 ことに 田舍 客へ は猶 さら、 四 五 

十： ：！ なじむ 內に、 ゆび をき. 9 かみ をき り、 せ 《かわりに 

おきみやげに 正 EJ か 七月 かの 大紋 nz をし まひて つか 

わす ことお ゝし、 方便の 指の 切 やう ロ傳、 

成程 やがて 年 も あき 時分、 しゃくせん をし まひ、 郭を 

も 出し くれさ ふな 客へ は、 ゆびの 少計 短なる をい と 

わ や 切 事 也、 

小 子 進 曰 、女郎 をう け 出し 我 なぐさみ とする に は、 昔 

の 野 風 吉野金 太夫の 類に まさる はなし、 香 もよ くき 

き、 茶道った なから す、 手 もよ くう ごきて、 うた も は 

づ かしから やよ みぬ、 その かわ b 蕞 所へ 出して 一向 
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に 役に た、 ぬ 風、 金銀の 事 かって 以是を しらす、 いま 

の女郞 は、 香 ははな あた ひ へ よせても、 甘い か 酸 かめ 

つ ぼうかい、 茶道 は 宗旦と 瓢旦の あいの もの、 和歌 文 

字 はいくつ 在 やら 知す、 やうく すみ 次 覺て廻 書 を 

くろめ、 一 に 逢 事 はよ しかたく とも、 一 に. ひとよの ふ 

しの さゝ 枕、 一 に 荻の 紫な くば、 かやうな うたよ ひ 外 

はしらす、 此方から 外の 古歌 を 好と、 そのうた のす み 

次 は まぎれて、 た ^明 くれむな ざん ffl 、此 月 はいくつ 

うれた ると 手帳 を こしら へ、 親 かたから ほうび をと 

るし あん、 五節句 前に は、 先 やりてが 方の 化 送り 帳 を 

ぎんみして、 くろまめ にて そろばん おく 事 也、 女房に 

もった 時 は、 なる 程 若 むらさき でも あか 紫で も、 すぐ 

に まへ だれが けにて 身代 もつ の はよ ろしく、 今の 女 

郞 はむかし の 女郎より は甚 以誠 あり、 とかく  一  口に 

て もはやく さと を 出る しあんし、 それ ゆへ よほど 銀 

をつ かひ、 たいがい 心い き 客に は、 女郞も そこから ま 

こと をた てる も 我 身が かわゆき、 凡 一 ケ 年の 內 二百 

十日が 紋日に あらす、 おやかた 年 n>5 まで 紋： n なり、 さ 

びし ければ 身 あがりに しゃくせん つも. 9、 しきせ も 

七ッ やへ 入る、 それ ゆへ きなる 物 をつ かひて、 わけら 
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しき 客に は 成程 誠 あり、 むかし は 大名 も 破 あみがさ 

も、 おとこと おも ふと は 格別の 沙汰 也、 

小 子 進 曰、 間夫と はいかに、 今 も ある や、 

答 曰、 むかしの 女郞 は、 われ ゆへ 身 をう ち、 冬の ひひ 

とへ 物に て ふる ふ 男 を、 め をし のび 逢て は、 親 かたに 

せっかん せらる、 ともい と はす、 又は われ を ふかく 

おも ふ 男の、 揚 やへ 行ち からな く、 夜ごとに 格子 迄く 

る 男 を、 嬉しい とお も ひ 心中た てる、 これ 問 夫 也、 吾 

妻 かなん 與- 平、 金 太夫に 友 八と いふる い 也、 今の 間夫 

は、 小間物 や iS 布 やの 手代、 煙草 やの むすこ、 六條邊 

のく わしゃ、 又は 揚 やの 亭 生か、 我 身の ために 少しに 

て もなる を 間夫と なす、 これ は 夏 (實に は あらす、 賴布 

や 手代 は 切 はし を は づ.' )、 內せぅ にて ，フ るに ひとし、 

小 子 進 曰、 しからば 此段 はいかに、 

答 曰、 梳 ともい はる 、松 位が、 たと ひ眞實 からな づみ 

し 客に もせよ、 初會 から 打と け咄べ き や、 逢たい 事 も 

とよび し は、 市町の 熊 膽丸反 魂 丹の 試 一 粒 ふるま ふ 

道 IT すみ やにても 藤 又 にても、 潜 やにても かくのお 

それ ゆ へ 、わかき 全盛の 太夫と あまりお とらす、 紋： n 

をうる も此 しかけに て、 義理 をく ゝる事 也、 およそ 郭 
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は 束し とちが ひ、 一 寸と御 げん はなれ ども、 年 わかき 

太夫 てんじん は そのげ いう つらす、 此類 をい くつ も 

こしら へ 紋日 をうる 足代 也、 うけ 出 客が あらば、 赤 鬼 

の 出る 在所へ も ゆく 事 必せ h -、 そと しれて 知. 5 やす 

し、 うそと もじ つと も おもわす、 程よ く あそびた のし 

むこ そわけ しり 也、 女郞 のしら 內證 もとい ふこと あ 

.9、 下部に は 酒の ます まじき 段 b 係に 在 b  、ことばお 

おき は ごもくが 出る ゆへ 筆 をと め や、 

小 子 進 曰、 太夫と は 何 を 以名づ くる や、 むかし 舞 を 

かなでし ゆへ 太夫と いふと いひった ふ、 しか.^ や、 請 

. これ をき かん、 

答 曰、 昔より 多說 あり、 今考 るに 太夫 天祌は 中華に て 

の雅名 異名 也、 太夫 古說昔 平氏の 盛と き、 妓王 妓女佛 

の 輩 舞 を かなでし 故、 其 流 ふて 太夫の 號 在と いふ、 考 

に 太夫 は太礙 也、 太 は 甚の義 也、 優 は美稱 とてき れい 

にやさし き 形 也、 天神 は 古說考 や、 俚說に 言、 其 あた 

ひ 二十 五 匁 故と はとる にたら す、 太夫 は 松 ゆ へ 、松に 

對 して 梅と いふ 篛を 以天祌 と、 其說 ちかし、 考 に天祌 

は 字の 誤、 也、 轉進 也、 其 女郎 繁昌に したが ふて 太夫の 

位に 轉 じす、 む 也、 端女 郞は考 に伴姒 な， 9、 端 はくち 


の 茶 やにて 遊ぶ もの なれ 共、 客の 座に よりて 太夫と 

一 座す る 故、 伴 はと もの ふ、 姒は 美女の 通稱 也、 

鹿 戀は其 名 あ.^、 其 物 凶、 局 女郎の 長 也、 其 襖 局 を 固 

とするな、 り 、太 鈹女郞 は 則 端女 郞也、 凡 出口の 茶 や は 

晝ょ， 0 夜 四つ 時の 太鼓まで 也、 其 時 をす ぐれば 揚ゃ 

にて あそぶ、 夫 故 太鼓 女郎と いふ、 太夫 を 迎る客 は、 

これ を 招き 三 殺 を ひかす ゆへ、 いまに 帝 頭 を 太鼓と 

い ふ、 凡 其 客の 伽 をす る もの を 太鈹末 者と いふ、 揚舍 

は 楊 家の あやま b  、楊と 揚と 字よ く 似た hs  、楊 は贵紀 

が さとな.. >  、むかし は女郞 みな 揚 やに 出て 居 ゆ へ 、其 

美なる を ほめて 楊 家々々 とい ふ、 今揚の 字と あやま 

,0 'との ふ、 

引 舟 は對二 新艘ー 云な..'、 

新艘は 深窓な， o、 楊 家の 深窓に やしなわれ 、朝て 出る 

ゆへ なり、 禿 は 召總に 歌舞 侶と 通 や、 考 に!！ 傅 僂な 

-.. ^、西方に 對し 二十 五の ぼさつに 對す るか、 迎舞侶 は 

天竺に て ぼさつに ょ來の 侍者な り、 なを 後の 考をま 

つな- 5、 

自程 曰、 此 だんよ く符說 するな り、 問に くわし、 し 

いて 贅 せす、 
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〇 そのもの にっきて、 もの をつ いやす だん、 あそ 

び もお かしきと 心に. 0 きみ を 出す亊 おかし、 

富賁 にして 故 鄕に歸 ざる は、 にしき をき て： 义ゅ くと 

は、 いかなる わけ しらす ぞゃ、 たと ひば か， 0 ぎきて な 

り とも 柳 色 へ ゆく は、 四つ： 忟半 でも、 ゑ もんう つくし 

く かざりて 行べ し、 今 はかよ ひ なれし 戀 の はし、 六月 

すみよし のまつ hv も かぶろ が ねりものに 出 も、 あれ 

が 誰が 禿、 これ は 某が 禿と よく 見し り、 盆 もやく そく 

うけと. 5、 七夕 も梶の はの いわ ひに ゆく、 盆の かたび 

らは 入ら や、 橋 は 四季と もに 打 かけ 姿の ことなれば、 

黑 糯 子に 素 縫、 うら は ひお りめん を 付、 物す き 二三 十 

兩の 入用 少も おしいと も覺 す、 七：：： 柳の 下のお ど hs 

も、 穴の あく ほど ョィサ ァと大 またに おどる を 見ぬ 

き、 秋の 最中 も 里の e: 見と 斗 口にい、 て、 橋と ふた 

り ねて あかす、 來 年の 月 見 は どふぞ 三木檨 のと ころ 

で、 御 ふた.^ 御らん あそばす やうに した ひとい へば、 

橋 は 一一 ッ ト ゑみ、 その やうな ことなら ァ 、 しんきと、 

嬉 といわぬ 計お そろし く.， 》 またお も は ゆげ、 神 無：：：： 

ふりみ ふ ら すみ 、さだめな き 淋しき さ とげし き に 、寺 

寺の 十〕 使講 のかね のおと 無常 をつ ぐ、 ァラ ゑんぶ 戀 
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しゃ、 あき ひまな き 身の くるしみ は、 うき 川た けの な 

がれの み、 おひく る 紋日 は あてもなく、 人 こそしら ね 

乾く まもな き、 釉の なみだな がる、 e: の 影、 おしき 年 

の名殘 もはや^な く、 霜 の 御 火た き！： 分と て、 中堂 

寺の 涎く.^ どもが、 紙袋 以てみ かんお 頭 飴 やお こし 

に戀 する 比、 松明 殿の 火 かげ も、 むねに こげつき、 ァ 

ラょひ 客 ほし ゃノク 正：^ をた のまん ものと おも へ ど 

も、 さとの けしき 物す ごく、 洞す じの 茶： ni^ せの むしろ 

に 霜 をき そ へ 、か ごの 寄 場の あんどう かげ、 塞 さまさ 

り て 心う き、 女郎の 夜 見せに 慕の むな ざん 用 も あい 

がた し、 やかたの す、 はらい 事 はじめ もち かづけば、 

おやかた は 仕き せの 物す きせよ とて、 や b 手に とわ 

す、 いづく へ いづ る あてもなく、 俄に 梅 職に 下 第せ ふ 

とも、 おやかたが がてん はせ まじ、 よし 揚手を さいか 

くして 身 あがり はすべ き なれ ど、 庭 せんに こまり 入、 

いかなる すぐ 低の つたなき や、 その かみ 柳 色の さか 

ん なる 時 は、^ 一 一：；：： 一一 In: 比に 遠國の 客が 來て、 此 さと 

にち ぎり をお しみ、 おきみやげ とて、 來 年の 正 z: など 

を やく そ く，， -、 または 新 ぞう を 出し かえ. 0 ぬ、 當時は 

いなか も わけしりに なった か、 中々 がてんせ す、 それ 
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ゆへ にいろ/^ 心 をく だけど も、 何分 相手 仕 ごとな 

れば せんかた なく、 七： も 何 寧な く賴 しう へ 、また 正 

n: もい かいながら、 せひな く かの たしな みの 血 をし 

？ 5.cv、 あしき やま ふ, ど， フ けんと、 お ゥて ろしき そら ご 

と、 土 佐 一が いとこ ぐら ひ、 いっそ 今にて は 御前よ. 9 

ほかの 殿達に、 あ ふこと がいやに なった とさし 出せ 

ば、 まづ 難.： c 、ちくせ うの あさまし や、 もはや 源 

にかくす 心に なり 7 景 淸が觀 昔の 像 を 首 にかけ しゃ 

うに、 俄に 赤地の 錦の 袋 を こしら へ、 紅の 紐た うと 

く、 何の 無益なる ことに 金 をつ いやし、 晝： 使 はだ を は 

なさ や、 五 七 ：w が 間 は、 よろ， c これ を どく 誦する こ 

そ 難 有 けれ、 程なく 正 の 事 をた のむ、 口上 はいつ も 

-正 月 は廣 しまの 客と 加 賀の殿 逸と、 たが ひに 出して 

もら へ ども、 かふ 御前に 逢てから、 夕 かた あそびに 出 

て も、 こ、 へば か， 0 來て、 外々 の揚 やへ は ゆかす、 か 

げ では 梳 はふ かひき やくが 出來 て、 こ ゝらへ は 見へ 

ぬと いふげ な、 たま/^ ゆけば いなか ほっきす る、 正 

の 事； 母のと ほりょ ひや ふに いふて やって 下されと 

たのむ、 いや 御 ざう さな 寧 かける もき のどく なれ ど 

も、 正 =1: はや かたに もい にく ひと、 引に ひかれぬ 所 


へ、 時分 はよ しと 亭主 花舍 まか.^ 出、 旦那 檨へ御 願 

有、 此正： =: は 何と ぞ 太夫 樣を私 かたへ 出しました ひ、 

尤 かし 盆 もな されて 進せられ しに、 また 御 願 もき の 


どくながら、 わた く.. - かた 外に 正：：：： 御 やくそくの 御 

客 もな し、 外分 かた < ^と、 花舍 もろとも もみ 手 を、 

や. 0 て も はし. 0 來. o、 いまさら 外 へ P -賴も い やと" 5-、 

ほうばい 女郞サ マ がた、 親 かた、 此町內 にも 正 は 太 

夫サマ はこ、 へ 御 出と おも ふている、 殊に 太夫 樣も 

外へ は 身に して 御い やそ ふな、 ァノゃ ふな 御 客に す 

ききら ひの 出来れば 親 かたのめ いわくと、 き やうと 

ひこと をい ゝ出 ス、 しからば いか やうと もせい に ざ 

つと 物 入、 そのう へ に 橋が たちし あとに、 やり 手 は そ 

ば へ よ， り、 盆に しん せられた 小袖 を、 御物 やきが よ ひ 

とて、 みな/ \ 'ほめ もの、 また 此 正月に もとは P- せわ 

な 事 を 御 まへ にさし ます はい やとて、 橋サ マの 內せ 

うにて 出來 ますが、 おもて は 唐 どんす、 うら は排 ぬめ 

にかくし、 紋に御 ま へ の御紋 がっき ますと いふに、 こ 

れも きいて は いられす、 それ も 少しい はねば ならす、 

我紋を 付て くれる そのうれ しさ、 金の 入 こと はかま 

いなし、 揚 やの もちつ きから だん^,, ^と續 て、 庭 せん 

新 つれ？^ 草 


揚代 や. 5 て 引 ふね 秀 門番までの 祝儀、 まことに は. c 

を藏 でも やしきで もうる に 程ち.？' く、 元 曰 は 旦^ 寺 

へ禮に 行て、 それから すぐに 上下 は 道に あ づけ、 二日 

は 大谷參 がよ ひ 首尾、 三 S に はうたい 初、 四海 波 しづ 

かなる より、 二階の 衣 かう に 衣服 を かざ. 5、 歌 かまた 

橫づ ちまで かざ. 0 し をみ て、 高直なる 人形、！； 3； びき、 

手 まりを 秀に かふて は、 やり 手が 京へ 正月に 遣る 糸 

入 じ まのお もてまで も、 こと < ^く 調る はいいなる 

柳 色の 妙術ぞ や、 たいま、 ならぬ わう ちの 首；^ のみ 

なり、 

自程 曰、 此 もの をつ いやす と は、 あそびの 事 はみ な 

わかき とき は 遊ぶなら ひ、 上下の 別な ぐ、 二十の 錢 

を 北 野の 松の 陰に かぞ へ、 六十 四 文の 錢を床 を 出 

て 扇の 地 紙な. 9 におき、 又 天 拜 でかけて やる も 身 

ぶん 相應 なれば、 さの みぎよ ふさんに もな し、 おひ 

ぼれ が 妾宅 めしたきに はらます もし かり、 そのつ 

い へ と は、 やくに もた、 ぬ ものに、 錦の 袋 を こしら 

へ 、ゎづ かなれ ども 犬なる あまみ 有、 わがな じみの 

女郎の 紋を きせるに 付、 または 煙草 入に 付る は、 お 

かしく もまた せう しな hN、 女郎の 身に ならば さぞ 

、  5 百 三 I  , 


 茶人 つれぐ 草  

とお も ひやる、 或 沙門 云、 冶郞を もて あそぶ もの 

有、 かなら す 顔み せの 衣服 を こ. しらへ つかわす こ 

と あ. 5、 しゃぐ 門に おいてし いて 笑 ことなし、 

答 U  、かほみ せの 衣 ふく は、 女郎に 盆 正月の 仕き せ 

とおな じ、 沙門の あそびに、 ひげの あと 蒼々 とした 

る 冶郞 に、 四條 の" 伙 みせに て、 人形な ど を 調て やる 

は S 以- it 鹿な り、 冶郞 素人た が ひに 客に かわせ、 よ 

く 日 また そのみせ へ かへ し、 代 銀 を わけ ど. 9 にす 

ると も、 ほのかに 是を き、 ぬ、 
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茶人つ れ 草 

此記 は、 はじめ 如 心齋の 門人 何某の 隠士の 述られ し 

とか や 聞へ し、 むかしの 兼 好 法師の つれ <.\ - 草の ふ 

みに なぞらへ て、 茶人の 茶の 風流の 雅俗 を、 いとお か 

しき 筆の すさみに か、 れ しゅへ、 本のま、にち，^>ば 

めしな り、 

省 吾 庵主 人 


新 つ れ-^ 草 終 


茶 人 徒然 草 

〇 つれ < ^なる まゝ に、 日ぐ らし 茶の湯に むかひて、 

よしな し 道具 を、 そこ はかと なく かき あつむれば、 あ 

やしう こそ 物ぐ る をし けれ、 いで や 茶の湯に か、 り 

て は、 ねが はしかる ベ き 物 こそお ほかん めれ、 古せと 

の 御 位 はいと も かしこし、 破風の 茶 入の そこ 迄 も、 國 

やきの 土なら ぬぞ やん ごとな き、 一 代 目の 樂のぁ h- 

さま、 いふ もさら な b 、二 代 目の 內の取 かた、 高 だ ひ 

きはゝ ゆ、 しと 見 ゆ、 のん こ 其 子まで は、 はふれ にた 

れど、 猶は たらき たる だけい やし、 夫より しもつ かた 

は、 程に ふれつ 、時に あ ひ、 持主 はいみ じと 思 ふらめ 

どい とくち をし、 宗味 ほど そんなる 物 は あら じ、 人に 

はわき 釜の やうに 思 は る、 よと、 或 人の 言 けん もさ 

る こと ぞ かし、 常 夢 ひじり の 言 けんやう、 名聞ば か. 9 

にて、 眞 のおし がた にたが ふたるな， 9、 あかりの 人 は 

中々 あらま ほしき かたに も あ b なん、 樂 はかた ち 土 

くす. 0 のす ぐれた らんこ そ あらま ほし けれ、 目 出た 

しと 見る 樂の、 本性 しれぬ こそ ロ惜 かるべ けれ、 品 か 


たち こそつ く h- 侍らん、 4.; 性な どうつ してもう るべ 

き や、 よき 人に 立 まじりて 签 かけ、 似せ ものに て 見 を 

とさる ゝ こそ 本意な きこと なれ、 あ. CN たきもの は lEr 

の 道具、 眞蹟、 又 由緒 ある 道具 こそい みじかる ベけ 

れ、 手な どった なから す、 はなし 面白く、 下 ならぬ 

こそ 茶人 はよ けれ、 

〇 いにしへ 宗旦の わび を も わすれ、 家の そこなわる 

る を もしら す 、一尚に きょら を Ig^ して、 い み じと 思 ふ 人 

こそうた て けれ、 茶 入より 水 こぼしに いたる まで、 あ 

るに まかせて 用 ひよ、 美麗 を 求る 事な かれと ぞ 、藪の 

內の 流に は 申 侍る、 

〇 萬に いみ じくと も、 茶 しらぬ 人 は、 いと さう < ^し 

く、 名物の 茶碗の そこなき がごと し、 

〇 花い けの 露 かわく 時な く、 签の湯 氣立 さらで 住 は 

つるなら ひなら ば、 いかに 道具の 味 もしら ざらん、 定 

めな き 世に、 久しき 物 は 道具なる ものな. 9、 茶巾の 早 

くよ ごれ、 ひしゃくの 春秋 を しらぬ も あれ ど、 あかす 

をし と 思 はい、 千金 を 出しても ひとつの 名物に はか 

へ じ、 住人 多き 中に、 見に くき 道具に て 茶を敎 へ、 間 

違 ひたる 手前 を 習 ひて 何に か はせん、 永くなら へば 

W 百 五 I .. 


茶人 徒然 草 

耻 多し、 餘 所へ も 出さぬ 指南 こそめ いわくなる ベけ 

I  、 

〇 仳の 人の 心 まど はする 事、 ほ.^ 出しにし かす、 人の 

心 は 恐なる ものに て、 しめ 切な ど は 唐 ものなる に、 こ 

の ごろ 八幡に にせものす とし， 0 ながら、 えならぬ か 

たちに は、 必こ 、ろ どぎ まぎす る 物な， 9、 金 宇 仙人の 

萩の 志 野に 似た る を 見て、 目 をう しな はれ けん は、 誠 

に 藥ぁぢ 赤み あ， りて 白く、 かう だ ひの あた，^ 和ら か 

にして、 白藥 たまりた らん は、 外の 色なら ね-ば さも あ 

らん かし、 懸物は 紙の めでた からん こそ 人の 目の つ 

く 事 なれ、 墨色 は 心より 出る 物 なれば、 うち 見る にも 

しら るれ、 ことに ふるき 紙の 腹た る 人 を まど はし、 敷 

寫 しの 似せ も 厭離 しつべし、 其 中に 彼 ほり 出しの 一 

つやめが；：：： きのみに ぞ、 老 たる も 苦き も、 目 利 もき か 

ぬ も、 か はる 所な しとみ ゆる、 されば 名人の 捲し 虫 入 

に は、 大庄 もく わされ、 上手の 寫 せる 三筆に は、 宗仁 

も はまられ 侍る、 ほノぴ ベ き は ほり 出しの まど ひな hN、 

〇 周 防 殿の 签 H に は、 他の 人 を 見させ まじと、 弟子 も 

他へ は 出さす、 繩 ばりせられ ける を、 或 人が 見て、 客 

の 至らん 何 か 苦し かるべき、 この 人の 心 もさば か b 
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にこ そとて、 其 後 は參ら ざり けり、 浚に 聞 けれ V6，、 毚 

の 弟子 を 他へ 取られん 事 を かなしまれ ける となん、 

〇 神 無 月の ころ、 堀川の あたり を 過 ぎ 侍りし に、 はる 

かなる 露路の ほそ 道 をつ け、 心き よく 住な したる か 

こ ひ あ h,. 、茶の湯に つか はる、 八百屋 ならでは、 餘の 

商人 も 音な ふ 事な し、 奥の 庭に は 菊 紅葉 怀折 ちらし 

たる、 さすがに 心 ある 人と 見へ たり、 かなたの 庭に 大 

なる 手水 鉢の 前に、 東吳と 文字 居れり、 少し 事 さめ 

て、 此 手水 鉢な からまし かばと 覺ゅ、 

〇一 つの 燈 のかげ に 書 を 置き、 見ぬ 書の 箱 を 並べた 

. て、 文 は 文選 祖徠 文集、 老子の ことば 南 華經、 此國の 

博學 どもの 書け るが くな どかけ ならべて、 ひとつ も 

物の よめざる は、 あはれ なる 事 多し、 

〇 茶の湯 ほどお かしき もの はなし、 あやしの さ \ゐ 

籠も、 さいろう とい へば 面白く、 おそろしき 牛 も 香合 

にあれば とうとく 成ぬ、 此 ごろの さいろう は、 一 ふし 

づ 、組 直した， 9 と 見 ゆる は あれ ど、 古き 唐 もの ども 

のさ まぐ 手の いらぬ はなし、 常 夢が 糸 を 撰り 物に 

まぎる、 古金 綱と 似せし は、 古金の 中の 屠に も 及ば 

すと い へ ど、 今の 世の 織 出しに 及ぶ べき は 見へ す、 其 


余の 贋 はすが た 下地に も 大きに もの を 入た. 9、 

〇 御藥子 こそよ ろしから まほし けれ、 大 かたの 所の 

签 日に は、 松葉、 金米糖、 唐松、 しんせん 豆、 かき もち、 

常に 用 ひたき は 羊かん、 かす てら、 

〇 藪の 內は、 をのれ をつ いまや かにし、 を ご. 0 をし， 0 

ぞ ける とい 、たて、 道具 を 持た す、 世 を むさぼりて か 

た 意地な b  、：^ ：!： よりよ き 茶人に 敷の 內に はなき なり、 

六 條に法 光と いへ る 人 は、 さらに 道具 もなくて 茶の 

湯した， 0  、 或 人 あ まり にむ さき を 見て、 ひさ ご なり の 

水 さし を あた へければ、 ある 時の 夜市に かけた り、 餘 

程の 直に 成け る を 嬉しと てま りつ、 もとの 道具に て 

茶を點 じられ ける、 紹億は 冬の に人參 りしに、 助 炭 

を 向 ふへ 押の け、 炭 斗 を も 又 其 際に 突 やり、 手水 も 遣 

はや 茶 をた てられけ る、 是を いみ じと 思 へ ば こそ 人 

にも 敎 へ けめ、 是 等の 人 はかた， 9 も は ベ ら す， 

〇 折 ふしの 時の 花 か はる こそ、 物 ごとに あはれ なれ、 

もの ゝ 面白き は、 さび こそ まされと 人 ごとに いふめ 

わ ど、 夫 もさる ものに て、 一 と 際  > じもう き やかなる は 

舂の ごとく 染付 物に こそ あれ、 雲 堂の あい のし ぼり 

たるに、 eu に 人 ありて 紀三 井寺と よぶ もお かし、 すい 

茶 人 徒然 草 


めの 啄の あき 甲悉 とびぐ すり ある、 むき 蜜 W の 葉の 

多き、^ 子た つ 瓜 色 こく、 玉 堂の 佳 器 はは， なかをとり 

たれ どもう つくしき、 は. 0 こふ 牛 菱牛嘉 淸余襴 手 萬 

暦、 虫 喰の 中に も 名物 あ.. >  、屛風 箱 橋杭 吳洲は 染色 も 

おぼろに て、 周茂叔 もみ ぢ柴 かり、 其 外 は 皿 鉢の 手の 

數々、 中 渡りに 至る まで 萬に 唯 心の み ぞ 付べ し、 橘 は 

名に こそ を へれ、 山吹の 名に を とらめ や、 老僧 満月 雪 

の 下 は 吾妻に 名 あ，..'、 喜 左 講落金 地 院其外 名物 はい 

ふ もさら 也、 靑井戶 の 若葉の 茂る 如き、 そばかす 脇 井 

II； まで も かう 臺に藥 か 、ら ぬな きこ そ 井 のしる し 

な れ、 皐 なら で 眞熊 川の 土 を 見せた る、 枇杷 の 色に 

白露の ご とき 藥 きら め き、 河獨 道の 上品なる^ 墨色 

の 及ぶ 所に あらす、 況ゃ鬼 熊 川 後 熊 川の ならぶべく 

も あらね ど、 何れも はた ぞり にて 茶た ま， 9 有て、 香臺 

の 土 を 見せて り 、しき こそ つねなら ね、 水. 抵 En: の 水 

の 色、 靑滋 の藥を あら はし、 確の 淺き处 へんかた な 

く、 天 龍 寺の 風流 さ 、げづ る、 鯉 耳 八卦 錫杖 形に て は 

わからぬ と、 浮 牡丹の 花淸ら かに、 人形 手の 下葉 色づ 

くが ごとく、 ひし ほの あかき 土の 見へ たる、 福 州の し 

ら 土まで も 野 分けの あしたの 如し、 云つ ^くれば 皆 


茶人 徒 然 草 
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商ぶ ほ 往^ 入札の 帳面に 似 たれ ど、 又い はじと にも あ 

らす、 冬 枯の氣 色 ふしぎの さびた る あ..^ さま、 落葉の 

しるし 有 こそ、 繩 すだれい と 淋しく、 しめ 切の 寶珠は 

稍に あら はる、 塔の 如く、 南蠻 頭巾に 寒さ を 防ぎ、 澀 

藥の 枯葉の 如き 色 をな し、 瓶の ふたの 氷と け もやら 

す、 はんねら の 土う ごもて り、 芋 頭 世に を こな はれ、 

木 枯の氣 色 さび わたり、 果は 松た てわたし たる 中の 

海老 手 も、 只 この 名の 物 こそ ほしき と 云し も、 さもお 

ぼへ ぬ ベ けれ、 

〇 萬の 器 は 判 見る こそ 面白 けれ、 或 人の.. V はか. 9 見 

やすき は あら じと いひし に、 又 一 人 露 ほど もちが ひ 

ある 物 なれば、 筆法 すくなき 程 却て 見る べしと、 あら 

そ ひし こそお かし けれ、 形 は 苹押薮 にも 出 侍れ ど、 筆 

には識 しがた し、 只 山の みこ そ 人 は 心 付めれ、 されば 

原叟 日夜に 束 流し 去る、 京人の 爲 にと いまる 事 一 つ 

もな しとい へ るに て、 罟 妻に こそ 多く 賣れ 侍れ、 其 外 

諸の 書付 ふんだ め はう つし 多く、 漆が き油斷 ならす、 

利 休 石 州正眞 少し、 漆 書 判 さ へ墨がきのかす..^多き、 

こ \ ろ よかるべし、 

〇 咄 燕の 不審 庵に おまし ませし 時 こそ ゆかし けれ、 


I に 


正傳 の 有樂 の 圓 、腰 ば さ び た b  、高臺 の 遠 州 利 休の 

亭は 後作 の よ し、 妙 喜 庵 の 妙なる 道 安座 敷、 宗 貞の奇 

なる 宗 全の 兩面 座敷、 織 部 殿の 圍の刀 かけ 高き も、 故 

ある 舉の よし、 八つ 窓の まどの 目に た、 ざる、 すべ て 

圍こ そふ hs たる を 尊し とする にや、 今： 又隱 また 

めでたし、  ， 

〇 靈 山の 入札の 年ば かり 哀れなる 事 は あら じ、 いろ 

いろの たから 板 敷に さげ、 よしの 簾に て棧敷 をし つ 

らひ、 布の 風呂敷 あらく 敷 御調 度 もと ゝの へて、 皆 

たは こぶ あ b. さま ぞゅ、 しき、 

〇 船 久の數 寄 家 造り 出されて、 有職の 人ら に 見せら 

れけ るに、 永元院 殿御 覽 じて、 何條 客の 中 を 通り 水屋 

へ 通 ふたて やう や ある、 勝手な きに こそ、 しかも 廣き 

にと 仰ら れ ける、 豊田殿 刀 かけの 竹 五つく りたる を 

御覧 じて、 侍 三人 は 呼が た く， 0 仰ら れ ける、 

〇 村 德が大 も ふけ すれ ども、 口の 程 やかましく 出 過 

たる もの 也、 武藏國 江戸 あたりに て は、 所の 者 下手 賣 

と 申 侍る とぞ いひし、 

〇 手前 わろ き 人の 憚ら 个签 かけ ちらす は、 よし 見と 

りなれば とて、 人にば かりい けさす る はちから なし、 


〇 或 人 天然 上人 に 、夜市 の 時、 直 打に おどされて もの 

を かぶ トノ 侍る 事、 箇條の 事い か い 侍らん と 申ければ、 

目の あきたら む 時、 求め 給 へ と 答ら れ ける、 いとたう 

とか， 0 け b 、又 直 段 は 一 定と思 へば 一 定、 不定と 思 へ 

ば 不定な りと いはれ け..^、 是 もた うとし、 又うた が ひ 

ながら も、 ひたと かひ か、 れば、 後に は 目の あくとい 

はれけ る、 是も たう. とし、 

〇 田舍の うちに、 中の 入道と かやい ふ 人の、 茶の湯 規 

矩 よしと 云て、 近所の 何も しらぬ 人、 あまた 入來 たり 

けれども、 此 茶人 只 規矩の み 言て、 よね 鉢に 朽子を 入 

る 入れぬな どば かりの 事 言て、 更に 外の 茶の湯 をし 

らす、 か 人る 此 ごろの 茶人 何し るべき にも あらす と 

て、 人 ゆ. る さ ざり けり、 

〇 唐 橋の 邊 りの 武士の 子に、 雪 舟 僧都と いふ 僧 あり 

けり、 鼻の 落る 病に て、 年の 漸くた くる 程に 顏中 はれ 

ふさがりた b  、夫 も かま はす 方々 茶席 へ 行れけ る、 人 

人 さしむ きて 言ね どもうる さがりけ り、 後に は 目 眉 

など はれ ふさが， 9、  二の舞の 面の やうに 見へ ける が、 

た  >  おそろしく 鬼の 顔の-如くな， 0 て、 後 は 坊の內 の 

人に も 見 へ す、 茶席 へ も 出られす とな. 9、 僧に も か \ 


る 病 も 有事に や、  . 

〇 東 寺の 末 下に、 神 泉 僧正と 聞へ し は、 き はめて 口 あ 

しき 人な り、 むかし は坊の 前に 柳の 木 あ， 0 ければ、 人 

柳の 坊と いひ あへ ^、此 柳 いつしか なくなりければ、. 

其 ほと b の 池の 有け るに ぞ、 人々 いけぬ 僧正と. £■ け 

I  、 

〇 上京 邊に、 庭 をつ く- 5 てこの む 常 印と いふ 茶人 あ 

り、 度々 庭 を 造られし ゆ へ 、皆 人 庭 造りとば か. 9 申け 

る 、 

〇 或人橫 山へ 參 りけ るに、 出た る 物く さ ひ/^ と 申 

け れば、 何事 を かくはの 給ふぞ と 問け れ ども、 猶言ゃ 

まざりければ、 あるじ P を 立け るに ぞ、 かく 申さねば 

あま. かづき 給 ふと 申せば 、藪の 下に 薩摩尾 殿、 只今 

法師に てお はします が、 今や 鼻の 下 ひあがり 候 はん 

と 申されし、 

〇 まけ 來 りて 盲 (ん とする もの を 買 事な かれ、 古しと 

いふ もの 多く は是 わかき ものな， o、 はからざる にあ 

き 起り て I 買ん とする 時に こそ、 初て あやまる 事と し 

らる 、なり、 あや ネ 6 ると は.： g の - J とに めら す、 せ问く  g 只 

ふべ きもの を、 安く かふ ゆ へ に、 過に し 事の く, S -き 

要 九  . 
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なり、 

〇 風 も 吹 あえす ちらし やすき は 道具な り、 花と なれ 

にし 宽！ 35 を、 人に わたさん 事 本意な かるべ し、 されば 

大ぉ院 Kn 稲の 道 R ハの 中に、 

むかし； Is- し井卢 も 唐 もなかり け. 9 

ナ：！；！：！ば か ..^ の と 、 や の みし て 

多き けしき、 さ る 事 侍り けん、 

〇 家 SHr- 敷ゅづ りの 節會 おこな はれて、 九 稳の內 儀 所 

か へ し 奉る 、程 こそ、 かぎりな ふ 心 ぼ そ けれ、 身上お 

ろ させ 給 ひて よませ 給 ひける、 

道具 かひ 道具の しろ は餘 所に して 

はら はぬ ゆ. へ にかけ ぞち しく 

今の 世の 人心、 柬洞院 へ は 參る人 もな きぞ 淋しき、 か 

かる 折に ぞ 人の 心 も あら はれぬ ベ き、 

Ola; 膽 のころ、 島 原より 禿の 茶人なる を 見せる と 云 

事 ありて、 其 比 二十日ば かり、 京 近 邊の人 彼 茶人 見ん 

とて 出 まど ふ、 上の 町棧 敷の あたり、 更に 通りう ベ う 

も あらす 立 こみたり、 かく 立 さはぎ て は、 はて は鬪 

論お こりて やかましき 寧 ども ありけ り、 そのころ を 

しなべ て、 若き もの 二三 = みへ ざる 事 あり、 彼 茶人に 
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つられ 居つ いけした るに ぞと いふ 人 寺， 9 し、 

〇 疇 田 寺に、 或 法師 年よ るまで 茶の湯 しら ざり けれ 

ば、 心う く覺 へ て、 ある 時 思 ひ 立て 唯 ひと. 5 六條ょ hv 

かよ はれけ る、 竹臺子 高麗お r をのく 覺 へて、 ^か 

た へ の 人に 逢 ひて、 年 比 思 ひつ る 事 はたし 侍りぬ と、 

炭 取よ b 茶を點 るまで 見せら る、 に、 年老た る 法師 

の、 角 前 疑の ごとくひぢをはh^、きくり/^とゃらる 

る， 0 つば， 二 る 茶人な， o、 先生 は ある ベ きものな り、 

〇是 も 疇 田 寺の 法師 谷 あそぶ 事 ありけ るに、 師匠、 と 

かく 签 あぐる に、 五德の はなれ 心よ くいかぬ ものな 

, り 、心得 あるべし といわれし より、 或 釜： n に 大勢の 中 

にて 茶た つるに、 炭 取 持 出、 拆签の あげやう こ、 ぞ 

と、 €1； を ひか め 顔をしかめ あげん とする に 、思 ふより 

は あがらす、 頭に 筋い だし、 いき もつ まり、 一座の 氣 

もつ きたり、 い，. >  ほか 成よ.. >  か、 る 事 も あるに や、 か 

ら きめに て漸五 とくは なれけ. 9、 

〇 人の 語り 出た る 茶の湯 話しの、 道具の あしき こそ. 

ほゐ なけれ、 少しに て も 茶の 合點ゅ きた らん 人 は、 い 

み じと 思 ひて はか. たら じ、 梅 田と かやの 茶の. 澄、 近衞 

殿 懐紙 小 九签を 釣り、 宗全手 造の 香合に、 井 戶筒茶 わ 


ん、 利 休と も 筒の 茶杓、 時代の なつめ、 かくし まらぬ 

もな し、 

〇 獻立 の 後 は、 家具 をむ ねとすべし、 飯 はいかなる も 

のに ももら る、 あっき もの 皿に は b ろし 、〔まきもの 燒 

もの わろ し、 あさくて 長き かたよし、 こまかなる 驗、 

染付 によし、 內の黑 さはす ましに わろ く、 內の 赤き は 

ね. 9 味噌 あしく、 用 ひにくき なり を 用 ひたる は、 見る 

も 面白し、 子婉 はよ ろづの 用に も 達て よしと ぞ人 

の 定め 侍りし、 

〇 武者 小路に、 宗哲 僧都と て やん ごとな き 茶人 あり 

けり、 さねが しらと いふ もの を このみて、 若き ときよ 

b 多く 喰ら ひけ 、不斷 の 茶席 にても、 膝 本に 置て く 

ひけり、 煩 ふ 事 あ. 5 て 三年 寮 治と て こも bis て、 田 5 ふ 

やうに さねが しら を くら ひ、 斬 いやしけ， o、 き はめ 

て 貧し かりけ るに、 師 死 ざまに 坊の柱 一 本 ゅづ. 9 

たる を、 柱 を 四 K 五 百 目に うり、 彼是と くひ あるきけ 

,0、 又； m 七 百を裕 へ 、京なる 人に さ づけて 東西と もに 

くひけ る 程に、 其 銀み なに 成に け.^、 七 百の 一 m を こし 

ら へて かくはから ひける、 眞に欲 どし き 道心 者な り 

と 人中け る、 この 僧都 ある 誹諧の 師の 見て、 黑 ぬるり 


と 申 侍. 0 しに、 と は 何者 ぞと 人の 問 ひければ、 はげる 

もの を 我 もしら す、 もし あらまし かば、 彼 ひかりが 節 

に 似ん とぞ 云け る、 此 僧辨說 人に すぐれて、 少し 歌學 

あり、 誹諧に 名 あ. 5、 千家の 法燈 なれば 家 にても おも 

く 思 はれた..^ け..^、 世の 人 を輕ん じ、 いき 過 ものに て 

わる 口 を 上手に 言な し、 大 かた 人に 隨 ふとい ふ 事な 

し、 午 時 夜話し にも 定めて ゆかす、 才智 を 以てう そつ 

き あ b く、 幸に して 人に ゆるされけ b、 惡の いたれる 

にや、  . 

〇 大會の 時 こぼし こぼす 事 は、 定れる ^1- にも あらや、 

建 水た まる ゆ へ な 、たまらねば 此事 なし、 多く は大 

勢 寄 合 事、 常にし も 下 京に 度々 なり、 百ぷ くだての 事 

いか い 仕， 0 侍しに や、 

〇 交趾 門院の わかく おまし まし 候 は、 紫ぐ す h -、 柘 

榴黄藥 の 類な b と 仰け る、 御 歌に 

ふたのう へ 牛と 布袋と せに 龜と - 

菊 牡丹よ. 0 鴨 はわ かき ぞ 

た ぬ きも 古く は ils しま さすと や 申き、 

〇 五德 目の 五つば かり は 何に よらす よし、 物に より 

て 三つ 四つ もよ し、 餘り 多き はわる きと あるべき と 
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仰ら れし、 此比 のさ は. o、 昔よ. 0 はるかに 高く 成た る 

な， り、 こぼし 棒の さ き、 紫 銅 白銅 又よ し、 古代の 抱 捕 

持た る 人い ま はまれな， 9、 

〇 市の 會本講 本 は、 K1. 久六彥 なり、 人の 常に 言 立る 事 

な. 5、 一年 茶の揚 出されし に、 買た る 道具 ども 過る 

と、 其 ま 、賣 られ しとな， 9  、 六彥は み. た. CS に 賣 買す る 

人と 聞し は會 本な. o、 潜 限 .C-Q 近ければ と 申 侍る、 あ 

る和尙 のうた に、 

月 をめ で 花と ながめし 道具 ども 

買 ふかと すれば どこに あり はら 

を のれら よ. は 中々 よき 茶の湯 は ある まじと、 うや 

うや 敷き 體 なれ ども、 茶人に て は あらす、 道具の ひす 

みに て 人の 口に も あ る 事 多し、 

〇 加 賀に宮 の 越しと 言 もの 有け るが、 道具 を 萬に い 

み じき 物と 思 ひ、 年 ごとに 多くめ しける 事年久 敷な 

,9 ぬ、 或 時 浪花 北 濱の戰 ひに 敗北して、 敵 を そ ひか こ 

み責 ける に、 館の 內 兵 ども あまた 命 をお しま ゃ戰ひ 

て、 ついに 股 北 を 取 かへ しけ b 、いかなる 人ぞと 問 ひ 

ければ、 年 ごろ 折々 召つ る 土 道具 等に て さ ふら ふと 

云て、 道具 は 殘らす 失に け b  、ふかく 好めば か ゝる德 
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も ある 事な り、 

〇 慶 長の ころ、 名物の 井戶 破れし 折から、 小 堀 遠 州む 

ぐらの もやう を か、 せて、 われ を 付ら れ ければ、 其 後 

家具 どもの 一律の もやう はじま. 0 ける となん、 

〇 名に 聞 へ て 、係まで をし はかられ、 茶の湯に 行て 思 

ひ 出る ま、 の 人 - n てな けれ、 昔の 茶人 も、 この 比の 誰 

誰 ほどに か あらん、 今 見る 人の 中に も、 宗左宗 室な ど 

は 今の 人の む か し 忍ば しく 思 ふごと く、 後々 の 人 も 

m ひふ, りめ、 只今の 人目に nw? る， フ. V り は、 さほどに もお ぼ 

え や、 い つと は 思 ひ 出ね ども、 正しくむ かしの 人 を 思 

へ ば、 いま もまた 径に はかく 思 ふらめ、 

〇 いやしげ なる. 道具の 多き は、 菜 籠 Q 炭の 多き、 三重 

棚に 道具の 多き、 二 客 三 客の 詞の 多き、 文の 懸 物に 茶 

の 事 多き、 多くて 見ぐ るし からぬ は、 水 指の 水、 砲お 

の 灰、 

〇 孃の ごとくに たかりて、 表へ 行 裏へ ゆき、 高き あり 

賤 しき あり、 老 たる あ， 9 若き あ. o、 行 もの あれば 歸る 

も あ. o、 上の 稽古日 に 行きて 何事す るに や、 名 を ひけ 

らか し傳授 を 求めて 止む 時な し、 左 やうに して 何事 

を かまち、 期す る 所 はた い 茶の湯に 有. 5、 其 稽古に^ 


る 事 は 度々 なれ ども、 念の にと いまら す、 手前ば か 

, ^覺へ て 何の 樂か あらん、 まどえる 人是を しらす、 名 

利 僭上ば か. y なり、 规^ 手前ば かり 覺 へたる 人 は、 

夫 を 樂と覺 へて 變 くわの 理を しらす、 世の 覺へ はな 

やかなる あた.^ に签 かけ 樂に、 人 多く 行き 訪ふ 中に、 

isi.^ 法師の まじ. 9 て、 規矩 不前 のよ しあし いひたら 

んは 見ぐ るし くこ そ あれ、 違 ひたる 事 あ とも、 法師 

は 茶に うとき 顔に てこ そ 有 度 事 なれ、 

〇 世の中に、 頃日 もて あっか ふ 旦座花 など、 よぐ 案 

內し b て 人に 語る こそうる さけれ、 僧 法師の 茶 ある 

もの を、 世の 人と 同じ やうに 手前 を そし b  、規矩の 

さする は、 いかに 茶 は 棘き にや、 いかで かくはし b け 

んと、 人の 思 ふ 程に いひ ちらす め る、 筒 樣の人 はいか 

に^2$-知.りたりとも、 まことの 茶の湯 はなら すと 覺ゅ 

めり、 

〇 法師の 身に も あらや、 上京 下 京に 茶 を 好む ひと 多 

か り 、百 皮 亭主し て W 度 客 を せ すん ば、 茶人 の 部へ は 

入が たし、 其 故 は 變に乘 じて 茶の湯 を 出す 事、 手前ば 

か， 9 にて は 成が たし、 茶の湯 を 心安 く I -て始 て 名 を 

あら はす. ベ きな し、 いけらん^ は 茶に 誇る ベ からす、 
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我流に あらやん ば 非 を 言て 化な き 率な り、 

〇 屏^ 襖の 物 やき 園の 建 やうに も、 物す きに て キーの 

拙き はしる、 物な， o、 大 かた 出 だす 稀の うつわに て 

も、 心お と り せらる 、な h' 、さの みよき もの 出すべし 

とに は あらす、 珍ら しバ らせんと ケぜ \ あてが ふ は iwa 

上な， o、 わる ふ すれば きたなし、 こと , -,, 3 からぬ や 

うに、 v.;^ より 出た る がょきな.^^、 

〇 茶 入の 袋 損じた るが、 上！： i なりと へし は、 化しき 

人の 言葉な b と 笑へ ども、 和久 £ の 切 も 金ぬ けて こ 

そ 見 安 けれ、 鴻池 宗智が 茶の 揚 にも、 物の 位 を 一 歡に 

調 ふたる はった なきと て、 新 燒の頻 取  <" せた る はい 

み じ、 垣な ども 悉く 新しき より は、 古 竹 靑竹打 交り 

て、 仕殘 したる 所 >9 る こそ 面白 けれ、 

〇 鍵庄 とい ふ 人、， 初代 瘦 雑作の、 松 花 5 冗と 文字す はり 

たる 签 とて 見せられけ るに、 或 人 初代 寒 雜に松 花 堂 

の签 はなき ものと 中し、 かば、 左 候へば こそ 世に 珍 

らしき 物と て、 い ょ/\秘^^ぱせられけ，^^、 

〇道具屋に猫またとぃふ^^ぁりて人をくはせ、 方々 

に 丁稚のへ あがりて 猫 またに な hs て、 人く はする も 

の 有け り、 何 寺と かや 云 僧の、 壬 生の 會に 行し に、 音 
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に ii へし 猫 また ども、 堅 手の 茶碗と て 何 かしらぬ 物 

をく はせ ける、 段々 はたより 直 を 付 上る に、 欲心に 肝 

心 も くらみて、 やれ まけて くれ、 にや/^ とさけ ベ 

ば、 終に かの 茶碗 手 もとへ こけ 込け.^、 內へ歸 りて あ 

たりの 人に 見 すれば、 こ は 何の 役に た、 ぬ もの 成け 

b とそ- 

〇 箱に 緖 つける こと、 底の 內 外に：！^ へぬ やうに 付た 

る を f;^ 州 箱と 申、 又 箱の 上を黑 柹黑檀 などに て は. ぎ 

たる も 申と、 有職の 人 申 侍りし、 井 1^ 茶碗の 箱に、 木 

地の 箱な きものと 又 巾 侍る、 

〇 出お やきと いふ もの あ， 9、  ^良 保な どに まが ふ も 

の、 彼 やき を 持 る 人に 尋 ぬれば、 則し る、 事な. 9、 

見し， 0 て 置べ し、 

〇 其 物に つきて 其 物 を そこな ふ もの 多し、 签 にさび 

あり、 茶巾に 茶 溢 あり、 初心に 安 買 あり、 上手に 伊達 

ぁ，り、福者に偕上ぁり、伊賀に耳ぁ.h^、 三し まに 疵ぁ 

〇〈c- き 茶人の 一 K 傲け る 事、 ； 言 法談と 名 付て 書付 侍 

る.' 

一 買 ふか 買 ふ まい かと 思 ふ 道具 は 、大方 買 ぬがよ し、 
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一 茶の湯 を 思 はん 人、 甚兵衞 やき にても 持 まじき 也、 

茶碗 水 さしに いたる ま で 、脇 竈 持 はよ しなき 事 也、 

一 數奇者 は 、道具なくて 事 かけぬ やうに はから ひて、 

と..^ あわす を 最上と す、 

一 上客になる は、 目 利 者 は不目 利に な， 5、 辯 舌 者は不 

辯に 成り 、學ぁ る 人 は 不學に なるべし、 

一 茶 意 をね がふ 人 は 別の ことなし、 いとま ある 身に 

な.. M し、 餘の藝 は 心がけぬ を 第一 とす、 

一 亭主ぶ り は、 客の 心よ くさ はかす、 立 端 も 忘る、 程 

の 居 心よ くて、 主 はじ だら ぐなら す、  > ひゆる みな 

きこ そ 茶の 揚の 上手 なれ、 

この 外に も あれ ども 盡が たし、 

〇 堀川の 常幽 は、 道具屋の たのしみ 人 也、 其 事と なく 

過 差 を 好みし、 少し 僧 上なる 人な り、 御子 何某 は 病身 

にして、 帳 合め されけ るに、 此 .i^n 櫃見 ぐるし とて、 改 

ためらる ベ き よ し 申さ れけ るに、 この 班櫃は むかし 

よ. 0 傅り て、 其 元 を しらす、 累代の 店に 置、 古 きを 

以て 規矩と す、 たやす/、 改めが たきよ し 申されけ. 5、 

〇 遠 藤 殿 茶席に て 飯め しける に、 かよ ひ 三人 前の 飯 

持 出ければ、 不足な りと て 山 盛して ぞ めしけ る、 


〇佛 橋.； It- 殿に て 、近所の 人々 目 利して 解れけ るに 、藥 

者の 何某 参られけ るに、 白き 大壶の 何の 用に もた、 

ぬ ものに、 花 を 生て 何ぞと 尋ねられ しに、 我 朝の 物と 

も 見 へ ぬ白壶 かなと 申されければ、 傈ひニ 否 五十 文 

を 直 打して 笑 はれせ， 9、 

ora 空 上人、 茶器の 大 ぶた を 向 ふへ 取 やうに 敎 へら 

れ ける を、 口き ける 男、 あしく 上人の 規矩 を 云 ひな ど 

しけ..^、 上人い と 股 あしくて、 こ は 稀 有の 一言 かな、 

上の 子め よな、 宗 掬よ. 9 宗拙 はおと b、 宗拙ょり 

おとり、 宗眞 よ..^ 揚甫は おとれ 、其 弟子の， 免 

子 ti る 身に て、 か、 る 直弟子 を そしる は 如何と 仰ら 

れ ければ、 口- く 男、 いかに 仰ら る、 とも、 直弟子に 

も 下手 多くと 申せば、 上人 猶 いきまきて、 何とい ふ 

ぞ、 茶杓 ひさくの 持 やう もしらぬ 男と、 あら 、かにい 

ふて、 き はまりな き 規矩 者な. 5 と 思 ひける 氣 色に て、 

こぼし を 持て 立れ けり、 

〇 高名 の 茶人と いふ もの あ b  、或 人 に 言け る は 、茶の 

湯 過て 和らぐ 時に こそ 上手 下手 あれ， 茶た つるう ち 

は 大切に m. ズし、 道具 仕舞 取 入て 後、 心 誤り 有 ものな， 9 

と 申されけ b、 

茶人 徒然 草  . I. 


〇 大佛の 洞 雪 殿 茶 をせられ ける に.' 後の 入に 花 生 に 

椅を 入て、 旣 に茶點 せんとせられ ける 時に-花 生の 底 

ぬけて、 入 子の 筒 落て 爐の あた へ ざっと 流れけ る、 

こ は 稀 有の 事 かなと. て、 立ん とせられし 時、 勝手よ 

り 下男 雑. B 持 出ければ、 をのれ 座敷へ ゆかん 事 茶人 

に まさりて 得しら じと、 自身 ご て /) とふ かれけ り、 

此洞雪 殿 へ まか. 0 し 客 ども、 一 人 は 膝 口、  一 人 は 悉く 

ぬれ、 一 人 はごう 服、 一 人 はう とましと. S- されけ h -、 

〇 花 入 茶杓の 銘、 よろ づ の 物に も 名 を 付る 事、 昔の 人 

に はなし、 此 ごろ は 見た ての やうに なり、 銘 あさまし 

く 殊の外 拙き なり、 目馴ぬ 文字 を 付ん とする も 益な 

き 事ながら、 餘.. . '此比 は 拙く 覺 へ 侍る、 宗匠 あさま ゆ 

へ にや、 

0 茶の 友と する 人に、 面白から ぬ もの 七つ 有、 一 つに 

は 高き 道具の はなしば か， 0 する 人、 二つに は 脇 竈 も 

のっか ふ 人、 三つに は 何も しらぬ 氣强き 人、 四つに は 

變 好む 人 、五つに は せんじゃ うなる 道 ハ屋、 六 つに は 

吝き 人、 七つに は 自慢す る 人、 よき 友 三つ あり、 一 つ 

に は 物數奇 いはぬ 人、 二つに は 好事なる 人、 三つに は 

學文ぁ る 人、 

- 1 1  ^. 


I 茶人 徒 然 草 

〇鳃 のさし 味、 茶に は あはぬ 物と なん、 一 一 の 膳に 專ら 

付る もの なれば つか ひにくし、 鳥：，： は 雑 は 鴨よ. り 面 

白し、 大鳥は 茶の湯に 拙し、 殘りを 二三 度に も 遣 ふや 

うにて 惡し、 小鳥の 頟 よし、： は tl^ など はっか ひやう あ 

らめ、 今の 茶の 料理、 大方け し 一 某、 かひ わ. 9、 はたけ、 

な 汁、 吸物に ちょろぎ、 松 菜、 菜 子 碗、 蓴 さい、 なめ 茸、 

香の もの、 鉢に さかなと 収 合せた る、 八寸 にからす 

み、 木の 一 架 鲽、 しぐれ 蛤、 はか  < --敷 人 さ ふら はぬ ゆ 

へ にこ そと、 さる 人 申された b けり、 

〇 鎌 倉 彫に 辨藏と 云 ふ 者、 左右な きものに て、 此比か 

ぶるな り、 獨樂 のち ひさきに、 きん ま 甚だ まぎら は 

し、 是 もさる 人の せし は、 かやう の 贋 ものむ かし は 

仕出さす、 世の 末に なれば、 いづ かたまで も 入 わたり 

ける にこ そ、 

〇 街 物 は藥稱 の 外 は 新 渡 いらぬ ものな. 9、 昔より 多 

く 入 わた. 0 たり、 又 得が たきを 尊む も go かな.. >、 

〇 初心なる もの は 規矩 を 以て 茶と し、 功 者なる もの 

は 茶の湯 を 以て 茶と す、 をのが 分 をし りて 及ばざる 

い 5 は、 やむ を智 とい ふべ し、 分 もしら で 自慢て る 人 多 

し、 初心に して 分 を しらざる 人 は、 人の 言し 事 を盜 
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み、 功 者の 分 を しらざる は、 そしり をう く ベ し、 

〇 室町の 澄 心 律師と かやい ふ 人、 ある 時 鏡 を 取て 顔 

をつ く < ^と晃 て、 餘， 0 に 我 顔の 見に くきと て、 太夫 

買 を 思 ひと U. まりけ り、 難有覺 へし か、 其 後 茶室 に ば 

か. 0 籠. 0 居て、 世間の 茶 を 嘲. 0 居たり、 されば 顔 は 鏡 

にう つれ ども、 茶 は 何に かう つらん、 數奇 家圍の 茶の 

湯、 なる ほど 茶 じみた る 茶人 なれ ども、 廣 座敷の 伊達 

なる 茶の湯 は、 一 向なら ぬ 人な b  、我 を しらすして 外 

しると いふ 理りは あるべ からす、 をのれ を 知る を 物 

しる 人と 云べ し、 道具 ども 拙から す、 手跡 も 心掛ょ 

く、 茶の 道 もな み/^ ならね ども、^ からくじ みたる 

と 言 iSl- 、か  >  みに うつらねば しらざる にや、 され ども 

かほ どの 數奇者 も 今 はまた まれなる にや、 

〇 或 茶人 朋友に むかひ、 わぬ しの 問 れん ，程の 事、 我 何 

事 成と も 答へ 申さん とい はれければ、 彼 人 答い ふや 

う、 我い まだ はかぐ 敷 事 はしらねば がた し、 はし 

b ま は， 9 の そ  >  ろご， との 中に、 い ぶかし き 事の 候、 尋 

ね 申さん.. 0 いひければ、 まして あまた 事 は 何事 も 申 

さむと 云 はれけ る、 こ は 興 ある あらが ひな..^ とて 人 

人 ©a をつ めた. 9 しに、 彼 人 きん まの まとい ふ 字と、 い 


ら ほの いら ほ 如! F かき はべ る やと I^s- けれ r、  ^xi. 

たと つまり- 是は 何の 用に た、 ぬ 事な りと 申されけ 

れば、 されば こそ、 深き 寧 は 存じ まさ やと はじめより 

申せし と 申されければ、 其 人 まけに どよ みあ はれけ 

り 、 

〇 山 田 雪 明、 茶席に て 柳坊と 話せられし 中に、 辨才天 

の 財の 字 も あり、 才の字 も あると いふ 話しに 成た る 

に、 柳坊 申されけ る は、 先 辨の字 も、 第 一 に 中 を言此 

字に かき 候、 又 リの字 は あしく 候と 申された b  、才の 

程までぁらはれた，o、今はさばかh^にてt1ii^ へば、 ゆか 

しき 1^ なしと 申されけ. 9、 

〇 茶 かけて 後、 遊金 あ. 0 て 道具に つか はんとせば、 所 

願 はっくべ からす、 ゎづ かの 身代に て 何事 を かな さ 

ん、 すべ て传 妄想な b  、所願 心に きたらば、 妄 心迷亂 

すと， 力， 0 て 一 品 を も g 只 ふべ からす、 直に 离事を 放 下 

して 茶道に 向 ふ 時、 さはり なく 所作なくて 心身な が 

く f y つ かなり、 

〇 八つに 成し 年、 人に！^ て 言、 茶人 はいかなる 者に か 

候 はんとい ふ、 人の いはく、 茶人に は 功 者の なりたる 

なりと、 又 ふ 問 功お と は 何として な b 候 やらん、 人 又 

茶 人 ^i- 然 草  nM  I, 


茶人の 敎へ によりて なる 也と 答 ふ、 又 問 ふ、 敎候 ひけ 

る 茶人 は 何 か敎候 ひける と、 又 答 ふ、 それ も 又 光の 茶 

人の 敎に 依て な h 給 ふな .o と、 又 問 ふ、 其敎 はじめけ 

る 第一の 茶人 は、 いかなる 茶人に か 候 ひける とい ふ 

時、 其 人 は 家より ゃ賣 けん 土藏 よ. 9 やう. 9 けん、 野郞 

の增 長して 成 給 ふなる ベ しと かたりて 與 じき、 


茶人 つれ 
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